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富山医科薬科大学は平成17年10月 1 日に関学30周年を迎えることになっていました。 私
はこの30年間に様々なことに出会い、 いろいろな方にお会いし、 多 く の素晴らしい先輩、
同僚、 学生に恵まれました。 そして今は、 これらの方々の献身的な努力と創意により築か
れたこの素晴らしい富山医科薬科大学があることを大きな誇りにしています。 これらのこ
とを思うと、 大学、 県、 市はじめ関係各位と仕 事に感謝の念でいっぱいです。 本学の開学
10周年および20周年記念式典・祝賀 会は、 それぞれ昭和 60年10月および平成 7 年10月に行
われており、 奇し く も開学30周年記念日の10月 1 日に新富山大学が発足し、 13日には開学
記念式典・祝賀 会の開催がすでに確定していました。 法人化と 1 年半後の新富山大学の開
学による膨大な仕事量の増加や複雑な問題もあり、 役員会、 医学部向 窓会、 薬学部同窓会、
事務局などの関係各位との間で本学関学30周年記念事業を行うことの是非、 規模などにつ
いて意見の調整を行い、 30周年記念・祝賀 会も規模は小さ く ても、 平成17年8月27日に行
うことにしました。 また、 『開学30周年記念誌』 は、 平成18年 3 月末日を目途に発刊する
ことにしました。
まず、 記念式典では、 学長が本学の誕生にご尽力いただいた永井道雄元文部大臣はじめ
関係各位への謝辞とともに、 最近10年間の教育、 研究、 診療面での輝かしい業績の概要を
述べました。 また、 21世紀の予測の非常に難しい時代にあっては、 本学教職員の崇高な精
神、 自信、 勇気、 先見性、 そして決断と実践の必要性を述べ、 最後に、 ご来賓、 本学の諸
先輩の方々に新富山大学へのご指導とご鞭捷をお願いしました。 ついでご来賓の祝辞をい
ただいた後、 江崎玲於奈先生にご自身が1973年 ノ ーベル物理学賞を受賞されるまでのご体
験に基づいた「限界への挑戦」と題した「好きこそものの上手なれJI自分の天分と特質
を見つけることが挫折や失敗を乗り越え、 前向きに生きる秘訣であること」など、 関学30
周年にふさわしいご講演を賜りました。
さらに、 本学入学10日 日 に最愛のご子息である西山敬人君を交通事故で亡 く された、 西
山敬兼氏による「富山医科薬科大学西山敬人基金」設立のための多額の御寄附に対する感
謝状および記念品の贈呈を行いました。 これは私が常日頃、「人間独特の崇高な心と行
為」として強調している「人のため、 世のために尽 く す」という行為を身をもって教えて
いただいたことに対する感謝の心を是非お伝えしたかったからであります。 同様に開学30
周年以前にも、 本来の教育・研究に対する個人による、 昭和 61年の元富山大学長令夫人、
横田愛子氏による富山医科薬科大学横田基金、 平成 9 年、 10年の(株)セイジョー取締役 、
斉藤正巳氏による薬学部斉藤正 巳奨学資金、 それぞれの設立のためにご寄附いただいた両
氏にも感謝状を贈呈しておりま寸。 祝賀会では、 県内のご来賓、 諸先輩をはじめ、 本学の
30年間に関わりのあった人などのご臨席を賜り、 30年間の思い出や現状、 将来について和
やかな雰囲気の中で話に花が咲いていました。
このW 30周年記念誌』 には、 10周年、 20周年記念誌と同様に、 各部局長、 各講座主任や
事務局の各課長による本学の組織改革、 施設整備、 入学選抜、 教育改革、 国際交流あるい
はトピックスなど、 主に本学の最近10年間の歩みが記載されています。 一般に記念 誌の
「序文Jでは、 大きな出来事を記録に残すのが通例であるようですが、 この機会に本学の
様々な出会いの中で、 少数の教員有志が関わった地味で目立たない 2 例を何かのお役に立
てばと思って紹介します。 本学の初代の平松博学長、 大島敏雄事務局長の頃になりますが、
キャンパス内の宿泊施設、 電子計算機室のことは大学の建築・設計の初期の段階では計画
になかったと記憶しています。 しかし、 教員有志の強力な要望を認め、 平松学長のとき、
職員会館が建てられ、 ついで 2 代 日 の佐々辛学長のご尽力により国際交流会館が建てられ
ました。 電子計算室も実験実習機器センターを含め、 どこにもありませんでしたが、 平松
学長、 大島局長や初代の小林収副学長のご尽力により、 昭和55年に県の協力会からの資金
によって、小型の電子計算機 PDPl l / 34(DEC )が購入されました。 その後、 教員有志、
佐 々 学 長 と 3 代目の山崎高磨学長のご尽 力 に よ り 昭 和 63年 に 中 型 の 電 子 計 算 機Mi­
c roVAX IIシステム(DEC )が導入されました。 そして4代目の佐々木博学長の下、 下林
正実司計課長と少数の教員有志の努力により、 キャンパスa情報システム構築、 運用がスタ
ートし、 平成6年 3 月、 学内LAN設置を計画し、 同年8月には学内LANによるE-mail
送受信が可能となりました。 職員会館、 国際交流会館、 情報処理センター(学内LANを
含む)の設置がなかったら本学の運命はどうなっていたであろうかと思うと背筋が寒 く な
る 思 い で す。 何事にも全学的な広い視野に立った先見性の重要性が痛感されます。 この先
見性は、 教育、研究および診療面での地道な努力を積み重ねることにより身につ く ものと
信じています。 この機会に全教職員の皆様が肝に銘じていただければ幸いです。
本学は今や西洋医薬学と和漢医薬学の融合、 神 経科学(情と意)、 免疫、プロテオミク
ス、 先端的医療が生命科学分野の看板として国内外に知られています。 新大学でもこの30
年間に築き上げた世界に誇れるこれらの看板、 伝統と学風を継承していただき、 さらに各
分野に情熱を持った逸材が揃っておられますのでそれらの方々が一丸となって、(新)大
学を発展させていただくよう切に念じています。 関係各位におかれましては、(新)大学
が輝かしい未来を切り開いていくために絶大なご支援とご鞭捷をお願い申し上げます。 終
わりに本記念誌の白木公康編集委員長、 ご寄稿下さった方々ならびに関係各位のご努力に
深甚の謝意を表します。
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富山医科薬科大学長 小 野 武 年
本日、 富山県知事はじめ多数の県内外の御来賓の方々、 また、 これまでの学長、 名誉教
授の方々、 経営協議会の委員の方々の御臨席を仰ぎ、 富山医科薬科大学関学30周年記念式
典を挙行できますことは、 私共、 富山医科薬科大学全教職員の大きな喜びとするところで
あります。
昔から製薬業と全国展開した売薬業で有名なこの地、 富山に共立富山薬学校が創立され
たのは112年前の明治26年のことであります。 その伝統を引 き継いでおりました富山大学
薬学部に、 新設の医学部が加わり、 医学、 薬学の一体化と西洋医薬学・和漢医薬学の融合
という設立理念の下、 昭和50年10月 1 日に富山医科薬科大学は誕生いたしました。 誕生に
あたりましては、 永井道雄文部大臣をはじめ、 地元富山県の中田幸吉知事、 各地方自治体、
財界、 医学・薬学をはじめとする諸関係 団体等の方々から、 筆舌に尽 く しがたい御支援・
御協力を頂いたと承っております。
爾来、 教育・研究・診療の組織の充実といたしましては、 昭和53年に和漢薬研究所、 昭
和54年に附属病院、 平成5 年には医学部の看護学科の新設など、 着実な発展を遂げてまい
りました。
また、 開学以来、 教育面では、 諸先輩方の御尽力に依りまして、 学部学生約6， 000名、
修士・博士の学位取得者約2， 000名を世に送り出し、 これらの人材の中にはすでに母校だ
けでな く 、 他大学や外国の教授、 あるいは富山県内はもとより県外医療の指導者・担い手
として大いに活躍しております。 他方、 研究面におきましても、 諸先輩方が築いてこられ
た礎のお陰に依りまして、 最近の成果といたしまして、 文部科学省の21世紀COEプログ
ラム課題 「東洋の知に立脚した個の医療の創生」ゃ知的クラスター事業 「とやま医薬バイ
オクラスターj も順調に成果を挙げ、 さらに、 文部科学省所管 独立行政法人 科学技術
振興機構の戦略的創造研究推進事業のチーム型研究に 「情動発達とその障害発症機構の解
明」が採択されたことは本学に御支援頂いてまいりました皆様にも明るいニュースとして
お知らせできました。
本学も昨年4月から全国の国立大学と同様に法人化となりました。 そして、 来る10月 1
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日には、 富山大学及び高岡短期大学と統合し、 新しい国立大学法人富山大学として生まれ
変わり、 新たなスタートを切る事になりました。 この30年間、 教職員はもとより、 学生、
同窓生は、 本学の発展のためにたゆみない努力を積み重ね、 教育・研究・診療のすべてに
わたって園内外から高い評価を受けております。 また、「里仁為美 “仁に里るを美と為
す"Jの学風を拠にする教育・研究を目標とした素晴らしい伝統と学風を育んできたと私
は信じております。 本日の記念式典は、 輝かしい富山医科薬科大学の歴史を締めくくり、
新富山大学になっても新たな飛躍をすることを教職員全員に自覚して頂くことも念頭に入
れて挙行されるものでございます。
21世紀は予測の非常に難しい時代であります。 そういった時代にありまして大切な精神
的要素は高遁な理想に裏打ちされた自信と勇気、 志と努力でありましょう。 これから21世
紀の前半にかけて世界は急速に変わります。 ますますグローパル化し、 各国はお互いにし
のぎをけずりあいながらも、 地球や社会環境など多くの問題についてお互いに協調し、 解
決していかなければなりません。 そういった社会では、 種々の複雑な問題に遭遇するで
しょうが、 それらに対処するためには、 常日頃の学習や体験に基づく自信と勇気が必要で
あります。 また、 自信というものは、 常に自分の考え方、 行動を反省しながら、 先見性の
ある正しい判断ができるよう努力するとともに、 高い志をもち続けることによって自然と
身についてくるものであり、 教職員が勇気をもって、 決断したことを実践されることを切
に念じています。
最後になりましたが、 本日、 御出席を賜りました御来賓の方々におかれましては、 新富
山大学の発展のため、 今後とも、 なお一層の御指導、 御鞭提をお願いいたし、 また、 本学
の諸先輩方に深甚なる謝意を申し上げ、 私の御挨拶とさせていただきます。
平成17年8月27日
祝 辞
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富山県知事 石 井 Iè久 ‘腔色 一一
本目、 富山医科薬科大学開学30周年記念式典が、 このように多くのご来賓、 関係者の皆
様方のご参会のもとに盛大に開催されますことを心からお慶び申し上げたいと思います。
振り返ってみますと、 この富山医科薬科大学は、 富山県内に医学の高度な教育機関を作
りたいという110万県民の大変熱い願いが実った形で、 昭和50年10月に医学と薬学の一体
化を図り、 また和漢薬を通じて西洋医学と東洋医学の融合を図るという大変高い理念に基
づいて、 全国的にも大変ユニークな形で出来た大学でございます。 先ほど小野学長からい
ろいろお話がございましたけれども、 開学以来30年間、 医学部、 薬学部、 和漢薬研究所、
附属病院から、 また医学部に看護学科を新しく作っていただくことで福祉とか衛生とかい
ろんな分野で、 県内であるいは全国各地で活躍してくださる沢山の人材を養成していただ
いたわけで、あります。 また、 研究の分野でも大変な成果を出していただいておりまして、
お話に出ましたけれども文部科学省の指定を受けた富山医薬バイオクラスター事業につき
ましては、 ヒトの免疫機能を活用した感染症の新しい治療診断システムなどいろんな分野
で大変な実績をあげていただいているわけであります。
こうした医薬バイオクラスター事業では、 もとより従来の富山大学、 県立大学、 県 の工
業技術センター、 衛生研究所あるいは民間、 いろんな方々の連携のもとに進んで、いますが、
やはりその中心的なところに医科薬科大学が存在していただいて、 本当に大きな役割を果
たしていただいていると思います。 そういう意味では、 この医科薬科大学が本当に富山県、
富山県民にとって大変大切な宝物であると言えると思います。 私は、 このことは、 小野学
長をはじめ、 歴代の学長、 教職員の皆さん、 また卒業生の皆さん方が、 本当にいろんな面
でご精進いただきご努力をされた結果だと思います。 本当にこれまでのご尽力に対して深
く敬意を表し御礼を申し上げたいと思います。
先ほどもお話がありましたが、 日本も少子高齢化が極まってまいりまして、 来年あたり
からは、 日本全体の人口が確実に減り始めるという時代になってまいりました。 また、 グ
ローパル化もどんどん進み国も地方もなかなか財政も大変であります。 経済はだいぶ良く
なってまいりましたが、 いろんな面を考えますとまだまだ厳しい時代も続くと思います。
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そうした中で、 私は、 県民の皆さんの長寿社会文字通りいつまでもお元気で、長寿であると
いうことが、 人類普遍の理想でありますので、 県民の皆さんの健康への関心の高まりはこ
れから益々大きくなってくるものと考えております。 富山県としてもこの 3 月に富山県医
療計画を改訂いたしましたけれども、 これからは今まで医科薬科大学が果たしてきていた
だいた役割をもとに、 いろんな皆さんと手を携えて県民の皆さんの健やかで、健康な、 そし
て安心して暮らせる地域社会を作りたいと考えているところであります。
ご承知のとおり、 この10月 1 日に医科薬科大学は、 富山大学、 高岡短期大学と一緒に
なって、 新しい富山大学になられるわけですけれども、 是非この富山医科薬科大学がこれ
まで積み重ねてこられました良き伝統を新しい富山大学の中でも大いに発樺していただい
て、 そして、 地域と共に県民と共に歩む大学であると同時に富山県内、 国内だけではなく
て、 国の内外で富山大学というのはなかなか大したものだと、 各方面で評価されるような
素晴らしい大学になっていただきたいと思う次第であります。 私はそういう気持ちで、 こ
れまでの医科薬科大学の皆様方とも微力ながら連携しようと思ってまいりましたが、 これ
からの新しい大学、 新しい富山大学の皆さんともしっかり連携して、 富山県民と共に、 世
界の中の富山、 また世界の中の新しい富山大学ということで発展されますように富山県と
しても頑張っていきたいと思っている次第であります。
終わりにあたりまして、 これまでの富山医科薬科大学の皆さん方の様々なご尽力に改め
て敬意を表し、 また関係者の皆様の今後益々のご発展ご健勝も祈念致しまして、 私のお祝
いの言葉にさせていただきます。
どうもありがとうございました。
祝 辞
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富山大学長 瀧 津
弘
富山医科薬科大学が創立30周年を迎えたことを、 富山大学を代表して心から御祝い申し
上げます。
私は、 創立当初 からドイツ語の担当の非常勤講師として、 医科薬科大学の教育の一隅を
担って参りましたが、 もう30年たったということが信じられない思いでおります。 当時、
造成されたばかりのキャンパスでは、 周りに「マムシに注意」という立て札が立っており
ました。 また、 学生達は、 新設の大学で、 将来を夢見て目を輝かせておりました。 それだ
けに、 私は、 週ーの医科薬科大学へ出かけるのが楽しみであったのを記憶しております。
あるとき、 私の帰り道で、 電車の中で、向かい合わせて座った医薬大の新入生が、 鞄の上
にドイツ語の辞書を置いて、 誇らしげに座っていたのを、 微笑ましく眺めたのを思い出し
ております。 その当時の何人かは、 もう教授として母校で教育と研究に携わっておいで、に
なります。 また、 全く偶然ですが、 ちょうど昨日、 その当時の学生の一人から、 先日、 ギ
リシャのアテネで行われた学会に参加したと、 その時のお土産といって、 オリーブ油など
を送って頂きました。 改めて、 30年という年月を感慨深く思い出したところであります。
さて、 本日は創立30周年記念式典ですが、 30年というと、 一応、 一つの世代と言うこと
になります。 英語で言うと generationですが、 私のようにヨーロッパの文学を専門にし
ている者にすぐ連想されるのが、 いわゆるLost Generationです。 これは、 失われた世代、
失われた30年という意味ですが、 こう言うと、 10月に統合する医薬大にとって、 何か妙な
感じがするかもしれませんが、 私共、 ヨーロッパ文学の専門の世界で、は、 1920年代からの
世代であって、 アメリカを去ってヨーロッパで作品を発表した人たち、 代表は皆さん名前
もご存じのHemingwayですが、 このHemingwayをSteinという人が評した言葉が、Lost
Generationです。 第一次大戦のアメリカを去って、 戦争体験を書いた作家達を指してい
ますが、 この失われた世代というのは、 現在のアメリカの文学史の中で、 一つの章として、
燦然と光り輝いております。 一寸、 例えは違ったかもしれませんが、 30年と聞いて、 すぐ
連想したことを、 述べさせていただきました。
確かに医学と薬学を統合した、 全国でもここ一つの医科薬科大学、 それは、 あるいは名
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前は無くなるかもしれませんが、 10月に新しく発足する新しい富山大学の基礎となる二つ
の大きな柱のーっとして、 この後の大学の歴史の中で燦然と輝くものと思います。 一寸厚
かましい言い方を申しますが、 実は、 富山医科薬科大学と私ども富山大学、 これは文字通
り富山県の教育と研究を担ってきたと自負しております。 言わば、 教育界での二人の横綱
だというふうな意識を持って参りました。 その一方の横綱がですね、 もう一方の富山医科
薬科大学30年を迎えたこと、 これを心からお祝い申し上げたいと思っております。
これで、 簡単ですが、 富山大学を代表しての私からのお祝いの言葉とさせていただきま
す。
どうもありがとうございました。
関学三十周年記念式典
9 
祝 辞
高岡短期大学長 西 頭
一一一
徳
本日、 ここに、 富山医科薬科大学が開学30周年の記念すべき日を迎えられたことに、 心
からお慶び、申し上げます。
ご案内のとおり、 富山医科薬科大学は、 国の医学の振興、 医事担当者の育成を主たる目
的として、 昭和50年10月に、 西洋の近代医学と和漢薬を中心とした東洋医学を融合した大
学として、 富山大学から薬学部と研究施設の和漢薬研究所を分離し、 新設の医学部を加え
て、 この地に設置されました。
また、 平成5年には新設医科大学として初 めて医学部に看護学科を設置するなど、 医学、
薬学、 看護の医療の三本柱を基盤とした教育・研究・医療の中心的存在として、 また、 21
世紀COEプログラムの研究拠点として採択され、 着々とその成果を挙げられるなど、 各
方面から高い評価を受けておられます。
これもひとえに、 小野学長をはじめとする、 歴代の学長、 部局長、 ならびに教員や事務
職員など多くの関係者の並々ならぬご尽力のたまものであり、 深く敬意を表するものであ
ります。
近年、 大学を取り巻く社会環境は大きく変わり、 学術研究の急速な進歩、 高齢化社会へ
の対応、 医療に対する国民の要望等、 以前にも増して、 人間性豊かで、地域社会に根ざした
医療人の養成が求められております。
ご承知のとおり、 この10月に富山医科薬科大学、 富山大学、 高岡短期大学の県内の3 国
立大学が再編統合いたします。
新しい富山大学は、「地域と世界に向かつて聞かれた大学として、 生命科学、 自然科学
と人文社会科学を統合した特色ある国際水準の教育及び研究を行い、 高い使命感と創造力
のある人材を育成し、 地域と国際社会に貢献するとともに、 科学、 芸術文化と人聞社会の
調和 的発展に寄与する」という高い理念を掲げています。 それゆえに、 新富山大学の中核
を担う医学部、 薬学部として、 先端医療、 地域医療の拠点として今後さらに大きく発展さ
れることを祈念して、 お祝いの言葉といたします。
平成17年8月27日
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祝 辞
富山県医師会長 篠 川 賢 久
蝉しぐれが裏山に聞こえ、 杉谷の山にも秋の気配が感じられる今日、 富山医科薬科大学
が開学30周年の記念すべき日を迎えられましたことを、 心からお慶び申し上げますととも
に、 富山県医師会を代表して、 一言お祝いの言葉を述べさせていただきます。
21世紀に入札私たち医療界をめぐる環境は目まぐるしく変化し続けております。 高度
先進医療をはじめとする医学・医術の進歩は、 国民の健康な生活を支える反面、 生命倫理
面で多くの問題を抱えております。 近年立て続けに報じられます医療ミス・医療過誤報道
を見るにつけ、 起こりうる問題を予見し注意深く対応することが我々医療関係者に課せら
れた課題であり、 医療機関内の管理全般について、 万全の体制を築かなければならないと
強く思うところであります。
各種メディアによって医学に関する知識を得た国民の医療に対する要望は益々高度化・
多様化してきており、 経験だけに頼らない科学的根拠に基づいて医療を提供することが、
我々医療に携わる者に強く求められております。
こうした中で当大学におかれましては、 昭和50年の開学以来医学・薬学の研究教育機関
として、 着実に内部諸機関の充実に努力されてきました。 特に、 開学と同時に和漢診療部
を設置するなど東西医学融合・発展というユニークかつ特色ある理念のもと、 質の高い教
育・研究が行われ、 本県の保健医療の中核として、 また、 先端医療の場として大きく寄与
されているところであります。 更に医療を支える優秀な看護職員の養成・確保が極めて重
要な課題となってきている時期において、 平成5 年に医学部看護学科を設置し、 今日大き
く発展を遂げておられますことは、 ひとえに歴代の学長先生をはじめ、 関係の皆様方の格
段のご努力の賜物と、 深く敬意を表する次第であります。
現在、 医療は大きな転換期を迎えております。 医療全体が患者さん中心に移行し、 医療
機関の機能分化がより明確化されたことにより病院・診療所の連携が強く求められるよう
になってまいりました。 医療のみならず介護の問題など、 患者の心 身の状況に応じた良質
かつ適切な医療を効果的に提供出来る体制を確立することが、 これからの重要な課題と考
えております。
関学三十周年記念式典
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この10月には、 富山県内の国立大学法人の統合が行われ、 新富山大学として生まれ変わ
ることになるわけで、ありますが、 この記念すべき開学30周年を機に、 当大学が質の高い教
育・研究を行う機関の中核となり、 より高度な特殊医療・先端技術を必要とする医療など、
県民の期待に応えるべく鋭意拡充整備を図られ、 更には医療システム化の促進、 研修登録
医・卒後臨床研修医の受け入れをはじめ、 地域における病院・診療所との密接な連携を積
極的に進められるとともに、 教育機関としての使命を果たされ、 先端的医療の場として地
域医療の拠点となるべく、 益々充実発展にご努力くださるよう、 心からお願い申し上げま
す。
終わりになりましたが、 富山医科薬科大学のご発展と、 学長先生をはじめ本日ご臨席の
皆さま方のますますのご健勝・ご活躍を祈念いたしまして、 私のお祝いの言葉とさせてい
ただきます。
平成17年8月27日
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祝 辞
富山県薬剤師会長 沖 本
洋 明
この度は、 富山医科薬科大学開学30周年を迎えられ、 誠におめでとうございます。 心よ
りお慶び申し上げます。
富山医科薬科大学は、 薬学部と医学部からなる他に類をみないユニークな大学であり、
医と薬の統合、 更に東洋と西洋の医・薬学の融合を理念として創立された大学であり、 ま
さに薬業立県である富山県の誇りとするところであります。
顧みますと、 明治26年に開校された共立富山薬学校が、 幾多の変遷を経て大正11年官立
の富山薬学専門学校となり、 戦後の学制改革により富山大学薬学部に組み入れられました。
その後、 国の方針としてー県一医科大学構想が打ち出され、 昭和50年、 伝統ある薬学部と
和漢薬研究所が富山大学から分離し、 新設の医学部とともに新しく富山医科薬科大学が開
学されましたことは、 皆様既にご承知の通りであります。 ここに至るまでには、 関係各位
の並々ならぬご努力があったことに思いを致し、 深く敬意を表するところであります。
ながらく薬学のみの学府から、 医学と薬学を車の両輪とする学府に変身したことは、 た
だ単に医学部のない県からの脱却のみならず、 薬の開発や病態メカニズ、ムの解明などの研
究分野に新風を吹き込まれました。
開学30年間、 その聞に多くの卒業生を世に輩出され、 それぞれの分野で活躍され、 社会
に貢献されましたことは、 誠に喜ばしいことであります。
一方、 科学技術の進歩や社会のニーズにより、 私達を取り巻く社会環境は大きく変わろ
うとしています。 我々薬剤師会でも、 平成18年度からの薬学教育 6年制のスタートにあわ
せて、 学生の長期実務実習受け入れ薬局の整備や指導薬剤師の養成など、 多くの課題解決
に向け準備推進しているところであります。
少子高齢社会にあって薬剤師の「医療人」として果たす役割は大きく、 高度な知識や技
術のみならず、 患者との良いコミュニケーションがとれる豊かな人間性も求められます。
薬学教育 6年制によって、 より質の高い薬剤師の誕生を期待すると同時に、 医療人として
生涯、 自己研鑓に努めなければなりません。 その意味からも、 今後ますます大学と医療現
場と薬剤師会の連携が必要であると思われます。
関学三十周年記念式典
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開学30周年を迎えられた富山医科薬科大学は、 この10月からは、 国立大学法人の再編・
統合により新しく富山大学としてスタートされることになり、 まさに本年は、 貴大学にと
りまして記念すべき節目の年であると思われます。
富山医科薬科大学という名が変わることは残念ではありますが、 その医学・薬学の分野
で果たしてこられた功積は誠に大きく、 その名は永遠に不滅であります。
今後は、 これを機に更に大きく飛躍発展され、 優れた人材の育成と研究の成果を挙げら
れ、 医療界でのますますのご活躍を心から祈念致しまして、 お祝いの言葉に代えさせてい
ただきます。
平成17年8月27日
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記念講演
『限界への挑戦』
1. はじめに
本日、 貴学が開 学30周年を迎えられたことを
こころよりお祝い申し上げます。私の知る限り、
我が国の大学で医薬を結びつけた大学は、 貴学
だけではないかと思います。 その全国でユニー
クな貴学が、 本年 度10 月に再編統合し、 新しい
富 山大学の杉谷 (医薬 系 ) キャンパスとして再
スタートされるとお聞きし、 これからの益々の
ご発展を期待しております。
さて、 本日は「限界への挑戦j と題しまして、
講演させていただきます。 限界への挑戦という
のは、究極を追求するという意味でもあります。
私も日本で、 戦前、 戦後と長く生きてまいり、
またアメリカにも30年以上住み、 日米での全体
主義や個人主義などの多くの体験をしてまいり
ましたが、このようなさまざまな体験を基調に、
限界への挑戦についてお話しさせていただきま
す。 大学でございますから、 まず、 はじめに教
育のことをお話ししたいと思います。
2. What should I do with my life ? 
What should 1 do with my life ? これは我
が人生、 何をなすべきか、 ということです。 人
間にとっての究極の問いかけです。 これは、
ニューヨークタイムズがある時ベストセラーに
選んだ本の題名です。 この本は、 決して有名な
人が書いたものではありません。 アメリカ人に
と っ て は、 自 分 に あ っ た 天職 (英語 で call­
ing) を見つけるかということはたいへん大切
なことです。この本では、 what should 1 do with 
my life?という問いかけを、 何十人かの人に
インタビューし、 その答えをまとめています。
江 崎 玲 於 奈
職をいろいろ変えたりして、 最終的に自分に
あったものをみつけたプロセスが物語風に書か
れてあります。 これは我々が天職をみつけるプ
ロセスの助けになると思います。 昨今の日本で
見られるミスキャスト、 例えば役人になるべき
でない人が役人になったりしていますが、 これ
では問題がおきるわけです。
我々の人間の能力は、 遺伝情報 (天性、 持っ
て生まれたタレント) と遺伝外の情報 (育成さ
れるもの) の二つで決まります。 決して、 一方
のみで決まるものではありません。 自分の天性
を見いだし、 それを育成する、 というプロセス
こそが大事です。 アメリカではしばしばネイ
チャー ( nature) とナーチャー ( nurture) と
いう言葉が使われます。 優生学を非常に重視し
ますとネイチャーが大事、 教育ということを重
視しますとナーチャーが大事だと言われます。
これが教育学者たちの一つの熱い議論です。
最近のアメリカの本でiThe genius factory J 
というのがあります。 おもしろい本た、ったので
紹介します。 これは、 日本語で言いますと、
「天才製作所」となります。 1980年代に、 精子
のパンク、 それもノーベル賞受賞者の精子のパ
ンクを使ってそれを売るという。 ロサンゼルス
で本当にあったビジネスの話です。 もちろんド
ナーの名前は全部伏していますが、 20 世紀の最
大の発明をしたある高 名な科学者はドナーに
なったことを公表し、 そこで Eugenic (優生
学) の必要性を主張しています。 アメリカでな
いとできないことです。 もちろんもらった人は
みんな秘密にしますが、 それで、も中には公表し
た夫 婦 がいます。 夫はベトナム戦争で生殖不能
となり、 奥さんがその天才銀行から精子をも
らってきて、 どのように育てるかという話でし
た。
脱線しましたが、 教育の目的と言いますと、
まず子寺って生まれた才能を見いだし、 次にその
才能を最大に生かすプログラムを創ることです。
そのプログラムは、 決して先生が「はい、 これ
です」と与えられるものではありません。 自分
がそのプログラムを創らなくてはいけません。
自分の才能を最大に発揮するには自分の能力の
限界に挑戦しなければなりません。このために、
個人の遺伝的特徴に合わせたオーダーメイド医
療のように、 個人に合わせたオーダーメイドの
教育が必要となります。 この点に関しては、 私
は教育国民会議の座長として、「今日の日本の
教育は画一的なものになっている、 教育をもっ
と個性的なものにしなければならない」と強調
したところです。
先ほどの言葉にまた戻りますが、 我が人生何
をなすべきか、 あるいはどうすれば持って生ま
れた才能が最大限に発揮できるかという問いで
す。 これは各人の将来についての究極的な問い
かけですが、 答えは容易ではないということで
す。 しかし、 できるだけ、 感情をはさまず、 ド
グマを排し、 他人の指示ではなく、 自分の理性
の下に、納得できる答えを出すことが必要です。
3. 人間の知性と感情
ここで感情というものと理性あるいは知性と
いう言葉を出しましたが、 夏目激石の『草枕J
に、「 山路を登りながら、 こう考えた。 知に働
けば、 角が立つ、」という名文があります。 こ
の知とは、 理性です。 更に「情に梓させば、 流
される。 意地を通せば、 窮屈だ。 とかく、 人の
世は住みにくい。」と続きますが、 ここに情即
ち感情、 という言葉が出てきます。 それから意
地 (個人) と人の世 (社会) という言葉も出て
おります。 これらは簡素な言葉ですけれど、 い
ろいろな意味が含まれます。
社会というものの問題は、 社会の個あるいは
集団の見方、 つまり、 ー (いち) を重視するか、
多を重視するかということも関係します。 一般
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的な言葉では、 個人の社会か、 組織の社会かと
いうことです。 個人主義の社会ですと、 個人の
主権と自由を重視し、 組織は個人のためにあり
ます。 ここでは個人の創造力を重視し、 考え方
はボトムアップ的です。 それに対して、 全体主
義社会では、 組織の安定と繁栄に主眼を置き、
個人は組織に順応し、 それに尽くすという考え
方です。 分別力を重視し、 お手本指向、 トップ
ダウン的です。 これは、 夏目激石の「意地を通
せば窮屈だ」となります。 アメリカと日本を比
べると、どちらかというとアメリカは個人主義、
日本は全体主義です。 私は冒頭、 いろんな体験
があると言いましたけれど、 戦前の日本はこの
全体主義の傾向が強かった社会です。
人間というのは知性と感情の動物だと申しま
した。 人間は、 この三元性を持っているわけで
す。 知性の根元は合理的な思考力で、 それが生
んだ代表傑作がサイエンスだと思います。 この
ことに皆さんご異論はないでしょう。 大学はサ
イエンス、 すなわち、 自然科学、 社会科学、 人
文科学などのサイエンスをするところです。 こ
の中の自然科学は20世紀に大きく加速しました。
自然科学の前身は、 生命を含めて万物について
の深い科学的思考力ですが、 その果実として生
活水準の向上、 寿命の科学の時代を迎えたとい
うことはもう間違いのないことだと思います。
感情の根元、 それは愛だと私は思います。 愛と
いう言葉は非常に複雑で、 多岐にわたります。
母性愛、 恋愛、 家族愛などの本能的なもの、 そ
れから友愛、 祖国愛、 人類愛などの普遍的なも
のがあるわけです。 さらに、 神の愛と言います
と、宗教心をかきたてるようなものもあります。
愛が何を生んだかということは、 これは私の専
門ではございませんが、 非常に大まかに申しま
して、 ロマンチシズム、 ロマン主義文化を生ん
だと言えないでしょうか。 ロマンチシズムとい
うものは情緒主導で空想的であるだけに、 反サ
イエンスと思われます。 最近アメリカの本屋で
は漫画のコーナーがあります。 日本の漫画とい
うものが、 世界の市 場にのびていますが、 これ
は日本が生んだロマン主義文化の一つでしょう。
われわれはこの対立する二つの文化の源流の中
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で二元的な生活をしていることをみなさんに自
覚していただく必要があります。 ある人は知と
いうものを重視しながら生活の基盤とする、 し
か しある人は愛というものを重視して生きてい
る。 皆さん胸に手を当てていただいて、 自分は
どちらかということを思いめぐらしていただけ
ば良いと思います。 もっともphilosophy とい
う言葉は、 知を愛するということでありまして、
ここでは知と愛が結びつくと思います。
人間の感情はこのくらいにしまして、 知性、
理性の方に移りたいと思います。 我々の理性と
いうものも、 大きく分けますと、 分別力という
ものと、 創造力というものに分けられると思い
ます。 例えば学ぶということは、「まねぶ」と
いうこと、 すなわち、 まねをするということで
す。 ですから先生のこういう講義をよく聴いて
それをまねする、 それで、成績がよくなるわけで
す。 ですから授業というものはまねをしろ、 コ
ピーをしろということです。 学校でも教育と研
究ということが言われますが、 リサーチという
ことになりますと、 今度はまねをするな、 コピ
ーするな、 という文化ですが、 考えてみますと
教育というもののカルチャーと研究のカルチャ
ーは若干違うわけです。
言い換えますと、 分別力(知識力)というも
のは、 他律的(heteronomy)で、 外から与え
られるのに対して、 創造力というのは、 白律的
(autonomy)で、 白主的努力によって得られる
ものです。 大学は、 教育と研究が柱です。 これ
は大学の二元性を意味します。 コピーを奨励す
る文化と、 コピーはいけないという文化が共存
しているわけです。 伝統文化の重視と、 革新文
化の重視が共存します。 現状維持と改革推進、
閉鎖性と開放性と、 さらに平等主義と競争主義
などの二元性を大学は持っております。
4. 能力の限界に挑んだ科学者たち
さて、 本題でございますが、 技術の歴史、 科
学の歴史を考えますと、われわれの先人たちが、
如何に能力の限界に挑戦したかが分かります。
人聞が体でする仕事をする能力は、 たかが知れ
ていて、 せいぜい100ワットぐらいですが、 人
聞はそれに挑戦するために、 エネルギーを使っ
て、 いろんな機械を使って、 道具を使って、 早
く走ろう、 大きな仕事をしよう、 飛行機で空も
飛ぼうという、 そういう限界の挑戦をやってき
たわけです。 それから頭脳の能力、 これもまあ
我々の能力は、 当然計算能力に限界があるわけ
です。 そこで、 情報処理能力に挑戦をしようと、
コンビューターを作って限界に挑戦しました。
さらに、 広い意味ですが、 生命を維持する能力
の限界に挑戦し、 これがバイオメデイカルテク
ノロジーの発展に貢献しています。
我々先進国の社会のパラダイムの変化という
ものを考えてみますと、 社会そのものもずいぶ
ん変わってきています。 階層社会から、 ネット
ワークの社会へ、 すなわち横並びのネットワー
クというものが非常に重視される社会へと変革
しました。 それから一般的にまだ日本は大企業
がもちろん盛んですが、 ベンチャー企業という
ものが進出してきました。 私がいたソニーとい
う会社もベンチャー企業として出発し、 世界の
大企業として発展しました。 私は、 創業ベン
チャ一国民フォーラムとかそういうものにも関
係していますが、 衰退産業を成長産業に変える
という点では、 大企業というよりも新しいベン
チャーの方が素早くやってくれることはアメリ
カの歴史が教えるところです。
それから集団志向より個人志向の世界に変
わっています。 先ほども申しましたように、 例
人の創造性というものが、 ものづくりというこ
とになりますと、共同の作業が非常に必要です。
ソフトの開発ということになりますと、 個人の
能力が必要です。 ここでは、 多様な、 様今なJ
能が花を咲かせる世界です。 先ほど申しました
ような、 白己発見ということが今まで以Lに重
要になってくるということが言えます。 それか
らインターネットが栄えますと、 グローパル化
(グローパリズム)ということが重要となって
きます。 富山だけじゃだめ、 日本だけじゃだめ、
となります。 グローパリズムに対する言葉は、
地域主義(ローカリズム)です。 これは時代遅
れです。 大きな企業ですと、 全世界のいろんな
もの、 たとえば規格を統一し、 能率よく全世界
でオベレートしようとします。 その場合当然障
壁になるのはローカリズムです。 グローパリズ
ムとローカリズムの確執、 ここにも二元性とい
う言葉があてはまるかも知れません。
次に、 科学知識が大きな役割を演ずる時代に
なったということを申し上げておきたい。 サイ
エンスの知識につきまして、 われわれの住むグ
ローパルな高 度d情報化社会で、は、 経済産業から
文化教養活動に至るまで何ごとも知識主導で行
われます。 今や体系づけられた知識、 すなわち
科学が社会の原動力になる知能世紀になってい
ます。 そして社会の発展のため、 われわれは知
力立国に取り組まなければなりません。 ここで
は、 大学の知を作り、 知を伝え、 知を生かす活
動の重要度はいっそう強まってきています。 ま
さしく科学の時代を迎えたと言って良いと思い
ます。
知識、 知というものは諸々ありますが、 ここ
で知識の分類を試みてみたいと思います。 知識
をおおざっぱに分類しますと、 まずーっめは、
フロンティア活動のための先端的な最新の知識
です。 基礎研究が活発なのもこの分野です。 こ
の分野でブレイクスルーがあると、 ノーベル賞
がもらえるということです。 二つ目は、 社会基
盤のための知識です。 これは工学エンジニアリ
ング、 それから社会科学などです。 それから三
つ目は、 人間のための知識です。 医 ・ 歯 ・ 薬学、
健康 科学、 生命科学、 生活科学、 スポーツ科学、
情報メディアや、 演劇などの人文科学といった
知識です。 それから四つ目は、 人類生存のため
の知識です。 環境科学、 エネルギー、 資源科学、
国際環境、 戦争と平和という知識がこれに入り
ます。
我が国ではこれまで二つ目の社会基盤のため
の知識というものが重視されておりましたが、
21 世紀になりまして、 我々人間のための知識が
今までより、 よりいっそう重要視されてきてい
ます。それから人類生存のため知識も大切です。
現在開催されている、 愛知万博のテーマである
環境が重要でありまして、 人類生存のための知
識が必要です。 我々は、 我々の子孫に対して責
任があるわけですから、 我々の世代が資源を使
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い切ったり、 過 度に環境を汚染させては困るわ
けです。
自然科学を志す人間にとって意義深いことは
二つあると、 私は思います。 一つはCO SMO S
という言葉と、 もう一つは L IFEという言葉で
す。 CO SMO S、 すなわち 宇宙です。 宇宙とい
うのは中国からきた言葉で中国前漢の学者劉安
が著した「准南子J という本に宇宙という言葉
が出ています。 宇宙というのは時間的空間的に
無限だという意味です。 CO SMO S という言葉
の意味はほぼ同じですが、 調和と秩序のある宇
宙という点で若干ニュアンスの違いがあります。
U NIVERSEという言葉もありますが、 これは
U ni=統一するという言葉が入っております。
最近アメリカでは SPACEという言葉が使われ
ます。 SPACEということは人聞が到達しうる
宇宙というそんな感じがします。ですから、最近、
宇宙開発でずいぶん遠くまで人聞が行けるよう
になりましたが、 それがスペースサイエンスと
いう言葉です。
宇宙の研究はPhysical Science、 すなわち物
理とか化学です。 どちらかと言いますと、 宇宙
にある法則を見いだそうとして、 その Simpl ic­
ityを追求する。 法則は案外シンプルなもので
す。 物理 ・ 化学現象は、 概して因果関係が明白
です。 数理解析の方法論が確立されているだけ
に理解し易いと言えるでしょう。 これに対し生
命現 象にはC ompl exityが伴い、 数理解析は困
難を極めます。 生物は進化の過程で、 複雑性を
増すわけです。 人間は頭脳を含めて最も複雑な
ものです。 サイエンスの目的というのは、 もち
ろんいろいろあるわけですが、この宇宙の中で、
いかに生命が誕生し、 現在のわれわれ人間に
なったか、 そのプロセスを科学的に説明してく
れるというものではないかと私は思っています。
それは簡単なものではありません。
5. 科学者:ニュートンとアインシュタイン
科学の中の物理、 化学ですと、 統ーが歴史を
つくります。 17 世紀にアイザック ・ ニュートン
は、 運動の法則、 これは地上天上のすべての運
動、 すなわちパチンコ玉から惑星の動きまでに
18 
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定まる法則を、 統一しました。 19世紀に入ると、
ジ、ェームズ・マクスウェル、 皆さんよくご存じ
のマクスウェルの電磁気学ですが、 電気、磁気、
光を統一するということで法則を統一しました。
それから、 1905 年にアルパート・アインシュタ
イン「動いている物体の電気力学J Zur Electro­
dynamik bewegter körperという有名論文を
出して、 ニュートンの力学とマクスウェルの電
磁気学を両立させ、 空間、 時間を統一的に扱う
特殊相対性理論を打ち立てたわけです。
アインシュタインは、 その後1916 年に、 四次
元空間のひずみから重力を説明する一般相対性
理論を出しております。 ですから、 物質とエネ
ルギーの統一性、 有名なE=mc'という式がそ
れです。 アインシュタインは鋭い洞察力と限り
ない創造力は備えていました。 1905 年26 歳の時
に、 若い人たちのコスモポリタン的雰囲気の論
議の中で、 何が中核的な問題であるかを捉える
ことができた点が最も偉いところと言われてい
ます。 いろんな研究、 物理学でも周辺的な問題
に終始している場合が多い。 もちろん周辺的な
問題も重要なことはありますが、 真に大きな仕
事というのは、 何が中核的か、 何が基本か、 と
いうことを見つけて、 それに対処することだと
思います。 彼はそれができたということです。
三つの理論の一つは特殊相対性理論、 一つは
ブラウン運動の理論、もう一つは光電効果です。
光電効果、 量子という、 光の量子、 Quantaで
すが、 これは量子力学のもとになるわけです。
量子力学的原子論は原子というものの統一的構
造を説明したということです。 それから話は飛
躍しますが、 1953年に、 すべての生命体に共通
する DNAというものが見つけられたことがあ
ります。 このようにサイエンスには統一性とい
うことが非常に重要になるのです。
アイザック・ニュートンに、 あなたはどうし
てそんな立派な仕事ができるのかと聞きますと、
If I have been able to see farther than oth­
ers， (自分が他の人よりも遠くを見ることがで
きるとするならば、) it was because I stood on 
the shoulders of giants. (自分はジャイアンツ
の肩の上にのつかっているから遠くを見ること
ができる) と答えたと言われています。 彼に
とってのジャイアンツというものは、 その前の
コベルニクスとか、 ガリレオ・ガリレイ、 それ
にドイツの大天文学者ヨハネス・ケプラーとい
う人たちで、 彼らの業績をマスターしたという
こと、 これはやはり勉強しないことにはマスタ
ーできないわけです。 数学では、 ルネ・デカル
トという人がいます。 このデカルトの貢献は大
きい。 ニュートンが非常に心酔したのは近代科
学と代数幾何の創始者として彼の貢献です。 彼
は17 世紀の最も優れた哲学者だと思いますが、
皆さんご存じのように、「我思考する、 ゆえに
我あり」という言葉があります。 すべてが虚偽
だとしても、 究極的に否定しえない前提は、
“考える白我" だというわけです。 デカルトに
よると、 考えると、 合理的な思考が知識の論理
の枠組み上に展開するわけです。 宇宙は合理的
に構成され、 すべてが因果で結びつき、 数理解
析が可能であることを、彼は喝破したわけです。
また全体を小部分に分解し、 分析できる小部分
の集合として研究する、 いわゆるReductionism
(還元主義) を提唱しています。 この数理解析
と還元主義の二つが近代科学飛躍の武器だと思
われますが、 これらはすでにデカルトが提唱し
ていたことなのです。
ニュートンの話に戻ります。 ニュートンはこ
のように言われています。「自然とその法則は
聞に伏していた。 神は言い給うた。『ニュート
ンあれ」、 かくて、 すべてが光の中に現れたj。
これはアレキサンダー・ポープの有名な二行詩
です。 ニュートンの法則、 ニュートンの創った
引力の法則と運動の三法則を称えた詩です。 数
学的法則、 これは、 物理学上のブレイクスルー
です。 造物主は普通空想的情緒の所産ですが、
自然法則を創り給うたとなりますと、 神様とい
うのは理性の権化となります。 それはおもしろ
い例だと思われます。
6. 地動説と進化論
サイエンスをなぜ学ぶかというと、 いろいろ
理由がありますが、 サイエンスの知識というの
は自然の真理に迫るだけに極めて客観的なもの
となります。 世の中にさまざまな知識が存在し
ますが、サイエンスの知識は最も確実な知識で
す。 それは人々に自然の驚異を伝えると同時に、
思想に影響を及ぼすことがあります。 サイエン
スの知識が、 かつて人々が持っていた信念 や安
心感を根底から覆し、 思想に著しい影響を与え
た例は多くありますが、 ここで代表例として二
つ挙げましょう。 一つはコベルニクスと ガリレ
イの地動説と、 もう一つはダーウインの進化論
です。
17 世紀の初め、 地球を中心に太陽や惑星が回
るのでなく、 太陽を中心に地球などの惑星が回
るという説。 地球を宇宙の中心から、 太陽の周
りを回る小さな惑星の一つに追いやったわけで
す。 これは宗教闘争となり、 宗教裁判にかけら
れたという歴史があります。 この地動説という
のは、 これは大きな思想的な問題でした。 もう
一つはダーウインの進化論です。 これは19 世紀
の中期の話で、 生物の突然変異や自然淘汰によ
る進化説です。 地球上のあらゆる生物は共通祖
先に由来して、進化したという統一的見解です。
それ以前は人間特別説というのがキリスト教で
教えられていたわけです。 すわなち、 慈悲心に
あふれる神は自らの姿に似せて人聞を創り、 地
球創造の最初の5 日間を除いて、 地球上の全生
命に対する支配権を人聞に与え給うたというも
のです。 人聞は特別だということは、 このダー
ウインの進化論にはないわけで、 大きな思想的
衝撃を与えました。 西洋文明には、 三つの柱、
一つはサイエンス、 もう一つはキリスト教が存
在していますが、その共存が課題となりました。
7. 科学に基づく技術の発展を遂げた20世紀
科学は自然のルールを解明する体系 的な知識
であり、 それを社会や企業の利益のために応用
するノウハウが技術です。 この科学と科学に基
づく技術が素晴らしい発展を遂げたのが20 世紀
の特徴といえるでしょう。20 世紀初頭 (1901
年) に始まったノーベル賞は科学の重要性を世
に問うとともに、 研究の国際的競争熱を刺激し
て、 この発展を一層促進させました。
我々が仕事をするうえにおいて、 二つのモー
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ドがあると思います。 一つは、 Going-my-way
で、 自分で考えるというもの、 もう一つは、 競
争に基づいて、 彼がやっているからやるという
もの。 これらの三つのモードはそれぞれメリッ
トがあるわけです。 科学の進歩というものは新
しい技術を生み、 それらが産業経済の発展、 保
健医療の充実、 インフラの整備、 環境の改善、
天災人災からの防備など、 我々の生活の向上に
大いに貢献してきました。 しかし、 一方で、 科
学・技術文明には影の面もあります。 核兵器の
存在は全世界に脅威をもたらし、 また、 二酸化
炭素による温室効果やさまざまな公害問題は、
自然環境に深刻な影響を及ぼしています。 その
対策は急務となっています。
科学の進歩に関して、 先ほどデカルトについ
て若干触れましたが、 科学の偉大な進歩はなん
としてもミクロの解析法から始まりました。 い
ろんなものを分解するわけです。分子にしたり、
原子にしたり、 例えば、 原子の性質、 分子の性
質、 固体としての性質がわかるとそのものの性
質がわかる、 ということです。 ものの性質をミ
クロの基本的な構成要素に還元して説明する。
先ほど申しました、 還元主義 ( reductionism)
です。 また、 遺伝子 (DNA) のようなのがわ
かれば、 生命体もミクロの立場からとらえるこ
とができる、 これも還元主義です。 この還元主
義がサイエンスをどんどん進歩させた原動力で
あったわけです。
還元論と正反対の方法は、 組織化された全体
に意義を求めようとする全体論 ( holism) です。
これはサイエンスではないかも知れませんが、
オーケストラでは、 管楽器、 弦楽器の総和以上
の感動を与えます。 お医者さんが患者を診る時
も、 病に侵されている器官にとどまらずに、 体
をシステムと全体的に捉えて診断することが大
事です。 世界環境問題も、 地球一部だけではな
く、 地球全体のシステムとして捉えるというこ
とが非常に重要だと思われます。 還元主義だけ
ではなく、 全体主義というものもいろんなケー
スで重要だということを、 ここで申し上げてお
きたい。
我々人間の活動が小さい時は、 人間というの
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はどちらかと言いますと傍観者だ、ったわけです。
しかし、 人間活動が増大し、 自然界に少なから
ぬインパクトを与え始めますと、 自然のドラマ
に人聞が参加していることになるわけです。
我々は、 人類の存在のために好ましい環境を作
り、 資源・エネ ルギーの管理、 持続可能な経済
発展をしなければならないのは当然です。
8. 私のノーベル賞への道
私の話をさせていただきたいと思います。 私
の履歴を 四つに分けますと、 一つは幼児・少
年・思春期で、 大阪で生まれまして、 京都で小
学校、 中学校、 高 等 学校 (旧制高 等 学校) を出
ております。 あえて故郷というのは京都と言え
るかもしれません。 大学は東京帝国大学に入学
しました。 どうして東京に来たかというと、 や
はり家を出て、 新しい世界を求めたからだと思
います。 二つ目は青年期です。 卒業しまして、
神戸工業に就職しています。 その当時、 日本は
大変な状況で、 大学の研究室も産業も壊滅状 態
で、 我々のような若い人間に、 日本の産業復興
に何か貢献しなくちゃいけないんじゃないかい
う感情を抱かせるほど、 大変な状況だ、ったと思
います。 そういう意味で私は企業に勤めたわけ
です。
その時エレクトロニクスの企業で、良かったこ
とは、 真空管というものから半導体に移り変わ
る技術革新、 イノベーションの時代に遭遇した
ということです。 非常に活気のある時代に遭遇
したと思っています。 その波に乗って、 エサキ
ダイオードというものをそこで、作ったわけです。
それが非常に変わったものだということで有名
になり、 アメリカから招待を受けまして、 1960
年からニューヨークの IBM T，J.Watson研究所
に勤務したわけです。 これは三つ目の壮年期で
す。
そこで、 S uperl atticeというものの研究を始
めました。 青年期のソニーでもかなりいい待遇
でしたが、 当時は、 大学卒業、 新卒の月給とい
うのは1 万5 ，000 円とか2 万円でしたが私は3
万円ぐら い (ド ル に し ま す と、 100 ド ルぐら
い)の給料でしたが、 IBM のオファーは、 1 ，500
ドルでした。 給料が一躍15 倍になったのはこの
ときが最初で最後でした。 現在、 中国と日本の
給料差っていうのはちょうどそのくらいあるわ
けです。 ですから、 私自身、 同じ仕事をして、
どうして給料が違うのか不思議に思ったことが
ございます。 安い給料の中国あるいは、 インド、
そういうアジアの国々の中で、 日本がどういう
ふうに生きるべきか、 ということが、 大きな課
題であると申し上げたいと思います。
私は、 いろんな写真を撮っていますが、 私の
一番きれいな写真をこれからご覧 に入れます。
これが一番きれいな写真です。 5 歳ぐらいの時
にバレエを習っていた頃の写真です。 しかしバ
レエの才能があまりなかったようです。 才能な
いものはあまり長く蹄らない方が良いというこ
とです。 次は、 若い時に半導体というものに出
くわしたと申し上げましたが、 これは私がまだ
若い頃、 トランジスタについて、 大阪の中央電
気クラブの専門講習会で話した時の予稿集です。
1947 年のことです。 ちょうど私が大学を卒業し
た年に、 ベル研究所でショックレーたちが真空
管に代わる半導体トランジスタという世紀の大
発明をしたわけです。 この革新を通じて学べる
ことは、 真空管と半導体テゃパイスは質的に違う
ことと、真空管をいくら研究しでも改良しでも、
トランジスタは生まれてこないということです。
我々はともすれば安定した社会、 特に安定した
社会では、 将来は現在の延長線上にあると思い
がちですが、 しかし、 変革の時代には、 今まで
にない草新的なものが誕生し、 将来が創られる
ことを理解しなければなりません。 そこでは当
然、 創造性というものが決定的な役割を演じる
ことは言うまでもありません。 われわれの文明
を進めるものは、 創造性です。
ここでもう一度、 知的能力の二元性について
説明します。 我々の知的能力というものには二
つあります。「分別力」という能力は、 知識を
獲得し、 それを解析、 理解、 判断、 選択する能
力です。 学ぶという教育課程で養成され、 これ
はよくわかりませんが、 主として左の脳に依存
し、 没個性、 既成のものが対象となります。 そ
れに対して「創造力」という能力は、 洞察力を
もって核心的問題を捉え、 豊かなイマジネー
ションと先見性のもとに、 新しいアイデイアを
生み出して対処する能力です。 研究を通じて養
われ、 主に右脳に依存、 個性的、 未知への挑戦
です。
この二つの能力のうちの、「創造力」の権化
のような人がアインシュタインです。 アイン
シュタインの主要業績というものを見ますと、
26 から27 歳までに非常にいい業績を残している
わけです。 私のエサキダイオードの仕事も32 歳
でした。 私の場合、 半導体超格子の提案という
大きなインパクトを与える仕事がありますがこ
れは44 歳でした。 私の独断的な法則を述べさせ
ていただきますが、 この法則は、 45 歳以上の人
は信用しなくても構いませんが、 45 歳以下の人
を信用していただきたいということです。 それ
はどういうことかと言いますと、 年齢により、
我々の「分別力」というのはどんどん増加して
いく、 ところが「創造力」というものは年齢と
共に衰えるんじゃないかという説です。 この図
に示しますように、 2 0歳から70歳まで仕事をす
るとしますと、 その交点は45 歳です。 これは自
然科学の分野でノーベル賞をもらった人にいろ
いろ聞いたわけですが、 ほとんどの人は45 歳以
下です。 まあ例外ももちろんありますが、 45 歳
というのは、 この創造力と分別力が詰抗するわ
けです。 二つが競争するわけで、 これがミドル
エイジクライシス (中年の危機) というもので
す。 そういうことを 経験された方がいないで
しょうか。 これを信用していただく必要はあり
ません。 これは主として若い人たちを支援 する
ために作ったグラフであることを申U�えます。
雑談が続きますが、 孔子の言葉に、「吾れ、
十有五にして学に志す、 三十にして立つ、 四十
にして惑わず、 五十にして天命を知る、 六十に
して耳目|員う、 七十にして心の欲する所に… 」が
あります。 これこそ、 まさにさきほど私が述べ
ましたように、 孔子は「分別力」を重視して、
加齢とともに分別力がどんどん上がっていくと
主張しています。 もちろん、 我々にも分別力が
非常に重要ですが、 それだけではなしに、 創造
力というものが非常に重要だということをここ
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で申しておきたいと思います。
我々の生き方を考えますと、 二つの文化があ
るように思われます。 一つは歴史と向かい合っ
た生き方です。 これは伝統文化といいますか、
歴史思考の生き方です。 情報知識を集め、 分別
力を働かせて、 古き良きものの中で英知を汲む
が、 何かと古き良きものに囚われ、 それを引き
ずる文化です。 将来を現在の延長線上に考えが
ちになりやすい文化です。 それに対して、 革新
文化というのは、 未来の夢に向かい合った生き
方、 創造力を働かせ、 新しい進歩を追求し、 革
新して止まない自由な文化、 将来は創られるも
のとして考える文化です。 もちろん人間という
のはこの両方の文化を行いますが、 どちらかと
いうと、 サイエンスの発展のためには未来志向
の文化というものが必要です。 アメリカという
国は歴史がないと言えばそれだけですが、 有名
なトーマス ・ ジェファーソンの言葉に、II like 
the dreams of the future better than the his­
tory of the pastJという言葉があります。「歴
史を繕くより、 未来を夢見ることが好きだ」と
いう未来志向の言葉です。
成功と失敗について一言述べます。 必ず人間
には成功もあり失敗もあると思いますが、 成功
にはもろさがあり、 自惚れや誘惑に陥りやすい
条件を伴います。 ですから成功した場合には、
分別力を働かせて、 基盤を固める必要がありま
す。 失敗した場合には、 立ち直るべき活路を見
いだすチャンスが与えられます。 このチャンス
を活かすためには創造性を発揮しないといけな
い。 ここで、 失敗をどのように活かすかが大変
重要だということも申し上げておきたいと思い
ます。
このスライドは、 量子力学によると、 ELEC­
TRO NS は、 古代ローマのヤヌス (JANUS)
のように、 粒子と波動の三元'性を持っているこ
とを示しています。 ヤヌスというのは、 古代ロ
ーマの神様です。 入り口を守護したり、 物の始
めを司る神様です。 古代ローマの博物館に行き
ますと、 Janusと書かれていて、 これはJapan
& U.S . とも読めます。 ヤヌス的に、 粒子性を
見ますと、 トンネル効果で波動として見えるわ
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けです。 私がやりましたのはこうです。 バリア
をここに置きます。 すると、 普通は、 粒子です
と壁にいくらボールをぶつけても元へ戻ってく
るわけですが、 大きな声で怒鳴りますと壁の向
こうにも声がつながれるように、 粒子をあてる
と壁の向こうに波動として伝わるわけです。 こ
の量子力学というのは、 物理の学生にとっては
大変感動を覚えるわけです。 私自身工学部に行
かないで理学に行ったのは大変幸いだ、ったと思
います。 決して理学部の方がいいというわけで
はありませんが、 当時、 工学部の先生で量子力
学を知っておられる方は東京大学でもあまりお
られなかったのではないでしょうか。
量子力学的効果を私は半導体のPN接合に流
れる電流の中で見つけようと思い立ちました。
ソニーで障壁の非常に薄いPN接合を作ったわ
けです。 ソニーには幸いドーピング用としての
不純物の多い半導体があり、 薄い接合を作るの
に都合が良かったわけですから、 私はたぶん実
験物理の分野ではほとんどお金をかけないでノ
ーベル賞をとった人閉じゃないかと思いますけ
れども、 面白いことは、 トンネル効果というも
のは、 普通、 電圧をうんとかけた時に見られる
ものです。 ですから、 整流器の逆方向の break­
downというところに、 トンネル効果が見られ
る筈である。 クラレンスゼーナという人が電気
絶縁の breakdownがトンネル効果だ、 という
論文を書きました。 1934年です。 整流器という
のは順方向には電流が流れますが、 逆方向には
流れにくい。 しかし、 電圧を上げると break­
downが起こる。 それにゼーナダイオードとい
う名前まで付いたわけですが、 しかしよく研究
しますと、 それはゼーナメカニズムではないと
いうことが私の研究ではっきりしました。 トン
ネル効果というものも、 私が作った世界一薄い
接合で効果が確認できたということです。 しか
し、 面白いことは、 この逆方向、 電流電圧特性
だと普通は逆方向でトンネル効呆が見られます
が、 正方向にトンネル効果があって、 負性抵抗
が出たということは驚きです。 研究の面白いと
ころは、 こういう予期しないことが起こるとい
うことだと思います。
私の論文はiNew Phenomenon in Narrow 
Germanium p-n接合」として発表されました。
ここには東京通信工業と書いてございますが、
実はソニーです。 1958 年にソニーという名前に
変わりましたが、 私がこの論文を出した時は
1957 年で東京通信工業でした。 でもアメリカの
雑誌に出したものですから、 非常に世界の人た
ちに知られました。 実は、 58 年に私がやりまし
た、 S olid S tate Physicsという国際会議がブ
ラッセルでございまして、 初めて海外に行く機
会があったわけです。 その当時はジェット機で
はございませんので、30時間あまりかかりまし
た。 私は途中、 インドのニューデリーで一泊し
たわけですが、 面白いのはインドのニューデリ
ーで、 その次の写真に見られるように、 こ れは
ショックレーさんとの写真ですが、 ここで私が
肩に下げてるのは、 その時ソニーが試作しまし
たテープレコーダーです。 インドの税関を通る
時に、 それは何だということで問題になりまし
た。 まあトランジスタラジオなどと間違えられ
たのでしょうか。 これはテープレコーダーとい
うもので、 このようにレコードできるのだと説
明すると、 税関のヘッドみたいな人がそれを
売ってくれないかつて言うわけです。 税関でこ
んなもの売れるわけじゃない。 そうしたら横 の
若い賢 そうな税関吏が、 それで、英語を録音でき
るかという質問をしてくれまして、 これ大変い
い質問だと思い、 すぐ、 これはソニーが開発中
で今のところ日本語しか録音できないと言って
やりますと、 フリーパスでした。 58年は、 そ う
いう時代だ、ったと思います。
ともあれ Brusselsに参りました。 これはそ
の時の写真です。 私のとなりはショックレー先
生です。 ショックレー先生はトランジスタの発
明者です。 トランジスタというのはだいたい
1947 年に点接触型のトランジスタが生まれ、 そ
の数年後にジヤンクション型が生まれましたが、
ショックレー先生はその発明者の一人です。
1956 年にノーベル賞をとっておられます。 58 年
に、 この講演を彼がやったわけです。 この講演
タイトル、 みなさん興味あるかどうかわかりま
せんが、 訳しますと、 結晶物質、 エレクトロニ
クスと人類の自然征服という具合に、 自然征服
という言葉が入っています。 今では、 C onquest
of Natureなどと言ったら叱られるわけですが、
すでに、 1958 年にブラッセルで、 人類にとって
望ましい環境を形成していこうという我々の努
力の成果があったわけです。 環境を形成してい
こうという意味で環境問題を掲げたところは、
今年の名古屋と同じです。 形成していこうとす
る我々の努力の成果を示すことが主目的だとし
ています。 エレクトロニクスというのはこの努
力を支える強力な最新の道具だと述べています。
この万博の期間中に開催される国際シンポジウ
ムの主題が、 固体物理学とそのエレクトロニク
スの応用ということは大変適切であるとしてい
ます。 さらに、 原子が配列されている原子のモ
デルはこの万博のシンボルとなっているが、 結
晶こそ固体物理学の研究対象であったわけです。
今でもブラッセルに行きますと、 この名残が
ございまして、 アトムのようなかっこうをして
いるアトミユウムという建造物があります。 基
調講演で、 ショックレーが私のために言ってく
れた言葉は、 The most beautiful demonstration 
of the Zener e狂ect so far achieved is pre­
sented at this symposium by L.Esaki of T okyo 
です。 日本語で、「本会 議においてゼーナ効果
(トンネル効果) に対して、 これまでなされた
中で最も美しい研究成果が、 東京のレオ・エサ
キによって報告される。Jと言及してくれたも
のですから、 私の講演にはもうたくさんの人で
いっぱいになりまして、 たぶん私が誰にもわか
らないような英語を使ったに違いありませんか
ら、 よけい皆さんが聞き耳を立てたというそう
いうエピソードがございます。
トランジスタの発明というのは皆さんご存じ
だと思いますが、 大 学ではなく、 ベル・テレ
フォン研究所という、 企業の研究所で行われま
した。 トランジスタの発見には physicsも大事、
Materialも大事、 それから電気をやる人、 い
ろんな人のコラボレーション、 違った専門の人
がひとつの屋根の下にいるというようなことが、
こういう developmentには重要かと思われま
す。 ともかくこのベルと い う の は、 Alexan-
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der. Graham . Bellのベルでございまして、 1947
年彼の生誕100年祭でこういう 立派な像 (図
C) を作っております。 この胸像の下には彼が
書いた言葉が刻まれています。「時には踏みな
らされた道から離れて、 森の中に入ってみなさ
い。 そこでは、 きっとあなたがこれまで見たこ
とがない何か新しいものを見いだすに違いあり
ません。」という言葉です。 これはなかなかわ
かりやすい英語ですし、 非常にいい言葉だと思
います。 英語の Beaten T rack、 日本語で踏み
ならされた道から離れて、 森の中に入りなさい
と言っています。 実はこの47 年の暮れにトラン
ジスタが作られたという歴史があるわけです。
私はこれを聞きまして、 それでは自分も日本の
Beaten T rackから離れてアメリカの森の中に
入ろうと思い、 これから2 年後の1960年に実は
アメリカに移ったわけです。
アメリカでは先ほどの超格子というものを作
る研究を行いました。 日本でも Do目It-Y ourself 
(DIY) というのが盛んで、 今日も NHKを視
ていると、 DIY で家具を作っているようなテ
レビがありました。 この自分でやる、 つまり私
の提案は分子エピタキシーを使って量子井戸や
超格子を作る、 高 度の量子課程で結晶させるこ
とによって、 gedanken-experimentを実行しよ
うとしました。 理屈としては少し難しいかもし
れませんが、 二つの物質 ABABABABという
ような物質を重ね合わせて、 半導体でもなんで
もいいのですが、 重ね合わせると A でもない
Bでもない新しい人工物質が作られる、 これが
超格子で、 厚さナノメーターです。 私とRay
T suという人で作りました。 それから半導体
超格子の構想を考案しまして、 いろんな実験を
しました。 その結果、 自然物質に見られない新
しい物ができたというわけです。 これについて
は今や10 ，000以上にのぼる論文があります。 こ
の分野の研究は非常に盛んです。 Ray T suと
いう人は左側の中国系 統の人です。
アインシュタインは、 科学者の仕事を知るに
は、 言ってることより、 実際何をやってるかを
見なさい、 と言っています。 サイエンスという
ものには二つの面がある。 一つは論理的、 客観
24 
関学三十周年記念式典
的、 理性的、 冷徹で、 厳密なロゴスの面、 教科
書などに書いてある面で、 これは仕上げられた
結果ですね、 教科書に書いてある仕上げられた
結果です。こういうものをあんまり強調すると、
サイエンスというものが冷たいように思います
が、 アインシュタインの言うもう一つの面は、
新しい成果が生まれる創造のプロセスで、 主観
的、 個性的、 創造性豊かで、 パトス的な側面で
す。 科学者はもちろん鋭い知性のもとに一歩一
歩研究を進めるわけですが、 やはり直感と霊感
を頼りに暗中模索、 悪戦苦闘、 試行錯誤を繰り
返すことが多いわけです。 それで、 なにかたま
に幸運に恵まれ、 私も経験がございますが、 閣
の中で光彩を放つような新しい解答に歓喜しま
す。 アインシュタインはこれこそサイエンスの
本質だということを言っております。 このロゴ
ス的な面は day science、 パトス的な面を night
sClenceとこう言われる場合があります。 両方
とも必要ですが、 night scienceこそ、 何か新
しいものが生まれる萌芽だということを申して
おきたいと思います。
9. おわりに
最後に、 創造力を発揮し、 ノーベル賞をとる
ために、「してはいけない五ヶ条j を紹介致し
ましょう。
まず1 番目、 今までの行きがかりにとらわれ
てはいけません。 しがらみにとらわれますと、
新しい飛躍がそこにあっても感知することがで
きません。 すなわち捕まえて発展させることが
できないわけです。 自然科学分野のノーベル賞
の歴史を見ますと、 大体30 代に発見をしていま
す。 私の「エサキ ・ トンネルダイオード」の発
見も32 歳の時でした。 おそらく、 若い人という
のは、 歴史やしがらみに引きずられない、 澄み
切った日で物を見ることができるからだと思い
ます。
2 番目は、 権威といわれるもの、 別の言葉で
言いますと、 大先生、 は尊敬 しなければいけま
せんが、 あまりのめり込んではいけません。 大
先生はノーベル賞をとるかも知れませんが、 自
分のところまで回ってこない可能性が多いわけ
です。 ですから、 大先生から学ぶことは良いこ
とですが、 大先生にあまりのめり込むと自分と
いうものを見失う危険性がありますので気をつ
けたほうが良いでしょう。 自由奔放な自分を見
失っては、創造性も出せないということですね。
3 番目は、 無用なものは捨てなくてはいけま
せん。 現在は、 情報化社会で非常に情報が得や
すいわけですが、われわれのハードウェアは125
ワット、 われわれの頭脳は非常に複雑な機械で
すが、 25 ワットぐらいで我々の能力も限界です
から、 必要なものだけを取捨選択をしなければ
なりません。 私も学長になりますと、 いろんな
人とたくさん名刺を交換するわけですが、 私は
頂いた名刺はできるだけ早く捨てるようにして、
常に新しいメモリースペースを空けておくこと
を心がけています。 まあ、 これは冗談と考えて
いただいて結構です。
4 番目は、 戦うことを避けてはいけません。
適切に自分の主張をする。 自己主張ということ
がやはり大事です。 自衛のためには戦うことを
避けてはいけないということです。
5 番目は、 これは当然のことですが、 若さの
シンボルである好奇心、 初々しい感d性を失って
はいけません。
もっともこの五つの条件は、 決して成功への
十分条件で、はありません。 単なる必要条件に過
ぎないということを申し添えまして、 私の話を
終わりたいと思います。 ご静聴ありがとうござ
いました。
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西山敬人基金の創立について
西 山
敬 兼
今回、 富山医科薬科大学開学三十周年の記念に招かれ、 多数の来賓及び大学関係者の前
で小野学長から感謝状を贈呈された事は、 私たち夫婦にとって身に余る光栄と思っていま
す。
西山敬人基金が創立されたのは平成5 年であります。 もう早くも12年が過ぎました。 基
金が主として多くの中国からの優秀な留学生の援助に役立つていることに、 幸せを感じて
います。
基金はわたしの息子敬人が平成4年4月18日に交通事故に遭い、 5 日後に大学関係者の
懸命の治療にもかかわらず、 亡くなりました。 その時の保険金を中心に創立されました。
息子は土曜日で大学は休みでありましたが、 緒鞭会の新入会員の集まりがあり、 大学か
ら自転車で杉谷の下宿に帰る途中に交差点で軽四輪自動車と衝突しました。 事故は頭蓋骨
骨折の脳挫傷で、 富山日赤病院へ運ばれたときはほとんど即死に近い状態であったとのこ
とです。 私たち夫婦が病院へ着いた時は呼吸は停止して人工呼吸器が付けられていました。
いわゆる脳死の状態であったのです。 大学のはからいで日赤から富山医科薬科大学附属病
院に運ばれました。 そして、 赤井先生が受け持たれ、 遠藤助教授と高久教授のお世話にな
りました。 事故の5 日後の23日に心停止しました。 クラス担任の白木教授、 山本教授、 高
久医学部長はじめ多くの大学関係者にはお世話になりました。
息子があこがれの和漢薬研究所のある国立の富山医科薬科大学の入学式からたった8日
で富山医科薬科大学の生活は終わりました。 恐らく、 遠く離れた香川県からでは、 息子を
知る友人もなく、 新しく入学した同級生たちにはほとんど印象もなく、 彼が富山医科薬科
大学の学生で在学した事が忘れ去られるのが親として無念に悔しく思いました。
入学をあのように歓び、 希望に満ちていた息子の足跡を何らかの形で残したいと願いま
した。 そしてそれが医師となって社会に役立つ事のかなわなかった息子に代わり、 何か役
に立つ事であればと思いました。 そのような時、 当時の田辺副学長から、 私たちと同じよ
うに、 交通事故で医学生であったご長男を失った薬学部の小橋先生が、 奨学金を作ってお
られる事を知り、 奨学金を作る事を決めました。 息子が入院中に大学の敷地内を歩いてい
る時に、 留学生会館があることを知り、 海外からの留学生の手助けができればと思い西山
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敬人基金を海外からの留学生に使う事を決めました。 基金の設立には山本先生、 白木先生、
高久医学部長をはじめ多くの大学の関係者の御努力もあって基金は設立されたものです。
基金の使い方については私の希望として、 明治維新に始まる日本の近代化において、 日
本が小国から何とか近代国家として独立を果たすことができ、 欧米列国の植民地にならず
にアジアでの独立した近代国家となりましたが、 近代化に遅れたアジアの国々の独立と近
代化を助ける事を忘れ、 欧米列国をまねて、 帝国主義の国家になり、 それが破綻し滅び去
るまでの問、 多大の損害をアジアの国々に与えました。 そのことを忘れずに、 少しでも謝
罪の為に基金が使われる事を希望しました。 会の運営にあたり多くの富山医科薬科大学の
関係者皆様のお世話になっています。
今回、 富山医科薬科大学開学三十周年記念式典に招かれて、 今日まで基金により北京医
科大学から優秀な学生が留学して来て、 学んで、いるとの事を具体的に知り、 彼らが日本で
学んだ、事が中国に帰って役立ち、 日中友好の懸け橋になってくれる事を望んでいます。
戦後60年が経っても、 今年、 起こった中国の反日運動は!僚原の火のごとく燃え上がりま
した。 心ない日本の政治家たちの過去の大日本帝国の行った誤った行為を正当化する言動
が、 如何にアジアの人々の心を逆なでしている事も自覚しないのは心が痛みます。 西山敬
人基金はわずかなものでございますが、 基金が富山医科薬科大学を通して、 これからも日
本とアジアの国々の友好に少しでも役立つ事を望んでいます。
最後になりましたが、 富山医科薬科大学が富山大学医学部、 薬学部となりますが、 ます
ます発展され学問研究と立派な医師・薬剤師の養成の機関としての使命を果たされる事を
願っています。
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西山敬人君の本学入学直後の急逝にかかわる
西山家と本学との連繋について
康郎壮
恵公俊健
本木藤村
山白
遠宮
名誉教 授
医 学 部 教授
医 学 部 教授
学生課専門員
4月10日入学されたばかりの敬人君が宿舎近くの杉谷平成4年4月18日午後5 時 6分、
内を自転車走行中に、 同地在住の某女性の運転する軽4輪との衝突に因り頭蓋底骨折、 頚
椎損傷の重傷に遭われました。 その際身分証明書など未取得であったことから、 身元不明
とされた同君は、 医薬大附属病院から至近の場所での遭難でありながら、 当該日の救急指
定当番であった富山赤十字病院へ搬送されてしまい、 身分判明後も応急の処置を余儀なく
されました。 通報によって急逮応援に駆け付けた本学脳神経外科 遠藤助教授(当時)等の
診療記録をみると、 同日午後10時には両側瞳孔散大、 脳幹反応消失、 自発呼吸停止に陥ら
れたため、 以後レスピレー ター管理と血圧維持を主体とする状況になっています。
そこで、令息の急を知って来富されたご両親からの強いご要望、 即ち「折角医薬大入学の
素志を達成した敬人のことを想うと、 仮令回復は望み難い病態であったとしても、 宿願で、
あった富山医科薬科大学の附属病院で最期の治療をうけさせてやりたい」とのお気持ちに
は抗し難いところから、 進んで移送中の呼吸管理の責を負った私ども呼吸器外科スタッフ
の随行のもとに、 翌4月19日午前8 時医薬大附属病院への再移送を行いました。 その後5
日間に亘る脳神経外科高久晃教授以下主治医 団の昼夜を分かたぬ奮闘も酬われることなく、
遂に平成4年4月23日午前8 時21分、 脳死症状発生後110時間で召天されました。 その後
筆者は4月25日に郷里香川県観音寺市で営まれた喪送に参席する機会を与えられ、 また敬
人君のクラス担任であって、 厳父敬兼博士とは同学の誼を交わしておられた白木公康教授
は、 幾度か忌日の弔問を重ねておられます。 これに関連して私どもは平成15年10月、 その
13回忌を記念して、 歌人であられる母堂西山幸子女史が刊行された歌集「おもかげJをお
贈り戴き、 その歌集が10余年前の西山家挙げての闘病記録の昇華したものであることを識
りました。 その一句一旬は、 恰も死と対決する令息と西山ご両親とが一体となって「いの
ち」を追求しようとされている実態を余すところなく訴えていることを感得させるもので
ありました。 それは無味乾燥な医学用語を羅列した診療録、 看護記録に数倍して傷つき艶
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れた敬人君の実態を顕示していることに衝撃的ともいうべき感動を覚えるとともに、 一般
に診療録と見なしているものが、 必ずしも患者と家族との実情を十分に把握しているもの
ではないことも理解され、 赤面、 汗顔の思いを禁じ得ませんでした。
西山敬人君の没後4月も経たぬ平成4年8月に、 疾くもご両親より本学宛に故西山敬人
君の名を冠した奨学基金を提供したいとの申し出を戴き、 それは営々として己むことなく
現在に至っていて、 とくに平成10年以降我が国経済界を直撃した不況の嵐にも寸書も揺ら
ぐことなく続けられていることを特筆大書せねばなりません。 それは、 まず平成4年8月
に 5， 000万円を寄付され、 以後毎年1， 000万円を追加されて計 1 億 円の基金が確定されまし
た。 更に平成10年度以降の不況下では基金の果実のみでの運営が困難視されるに至ったた
め、 奨学金供与維持のために毎年200万円の運用資金の寄付(平成14年度まで)を加えら
れ、 15年度に入札 新たに 「健康が許す限りは毎年寄付金を続けるJ 旨申し出られた結果、
現在までに総額 1 億1，800万円の資金を本学医学部の次掲学生の奨学のために寄贈されま
した。 寄付者西山敬兼・幸子ご夫妻による「西山敬人基金」 設置の 目 的を尊重して医学部
内に設置されている基金運営委員会が策定した奨学金供与基準は次の如くであります。
( 1 )  アジア出身の外国人留学生およ び若手研究者に対する奨学援助、 および研究等の助
成(平成10年度から)
( 2 )  その他経済援助が必要と認められる学生、 および若手研究者に対する奨学援助、 ま
たは研究等の助成(平成5 年度か ら 12年度迄)
* 西山ご夫妻のご説明に拠れば、 この奨学基金の設立の趣 旨は、 先にも述べた如く、 令
息が勉学の場として希求した富山医科薬科大学医学部に故人の名を冠した奨学基金を
遺したいとの願いがこめられていることと併せて、 以前故人の祖父西 山敬三博士が軍
医として日中戦争に従軍された際に実体験された中国各地での旧日本軍人達の心無き
行為の償いをしたいという宿題を懐いておられたことを継承する意味もあるとのこと
でありました。
本学医学部の「西山敬人基金」運営委員会の事務を取り扱っている宮村健壮専門員によ
れば、 受給奨学生は現在までに32名に達し、 また同基金による国際学術交流事業に基いて
招聴された研究者・留学生は14名にのぼるとのことであって、 中国各大学問では同基金の
知名度が高いとともに、 例えば北京大学では基金受給によって日本留学を体験した学生、
研究者達の集いも持たれているとの噂も聞いているとのことであります。
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そのようなアジア各地、 とりわけ中国各大学からの留学生・研究者に対する寄与の成果
を讃えることに関して次掲の表彰が為されて来たことをご紹介して拙稿を終りたいと存じ
ます。
平成5 年 6月30日 紺綬褒章受章
10年 3 月10日 学長感謝状贈呈
14年10月 1 日 同感謝状・楯
17年8月27日 本学30周年記念式典において感謝状・記念品
(文責 山本)
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無 題
(槻セ イ ジョ一代表取締役会長 斉 藤 正 巳
私が富山薬専(現 富山医科薬科大学)を卒業したのは、 戦後の混乱がまだ治まってい
ない昭和 24年(1949年)の4月であった。
卒業しても不況で就職がままならず、 先輩が始めたばかりの医薬品問屋に同級生 2 人と
就職した。 社員は8 人ほどで営業は4人であった。 何から始めて よ いかわからず、 まず歯
科医院から回った。 だんだんコツがわかってきたので、 大病院にチャレンジした。 大病院
には大手の問屋が入っていて、 初 めは全く相手にしてもらえなかったが、 ねばり強く通う
うちに根負けして薬局長に会ってもらえた。
幸運な事に、 この方は富山の氷見出身ですぐに富山弁がわかり、 同じ故郷ということで
話を聞いてもらえ「小さな問屋で苦労が多いだろうと」注文を出してもらえた。 あきらめ
ず粘った結果で商売のことを「アキナ イ 」という意味がわかった。
たまたま病院職員の検診があるときに居合わせ、 医長に頼んでレントゲンを特別にとっ
てもらった。 1 週間後にその先生から「すぐ来いJと電話があって行くと、 左下葉に親指
大の空洞があることがわかり、 手術を至急することを勧められたが、 結婚したばかりで妻
の生活を何とかしなければならないと思った。 成城の町のハズ、レに6坪ばかりの庖をたま
たま見つけたので、 それを借りて薬局を始めて 1 年後に肺の左下葉切除の手術をした。 1950
年の11月であった。 成城はお屋敷町で買い物はほとんど女中さんが紙切れに書いたもので
買い物され、 接客に よ る推売は出来なかった。 ある日、 風邪薬のメモで買い物に来た女中
さんに家の住所を聞き自転車で直接訪ねてみた。 ご主人が床に伏せておられ、 大変に喜ば
れ氷嚢や氷枕、 体温計などの注文がとれた。 それからはこんな立地の悪い庖では注文をと
るにかぎると午前中は魚屋、 八百屋と同じ よ うに一軒一軒お屋敷を回ったところ、 大変に
喜ばれて庖の 1 日の売上の 3 倍以上になった。
これに自信を得て、 夜間高校の学生をやとって御用聞きを広め、 最高で20人以上のセー
ルスが育った。
資金難もあって支屈を出すことが難しかったが、 たまたま隣 町のハズレの庖が営業不振
のため家賃を半額に して借りてくれといわれ、 改装も少額で済み、 これが支庖の第一号で
年に 1 庖舗の割合で増やしていった。 10庖舗ほどに増えたが、 資金繰りが苦しくてほとん
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ど信用金庫に通い詰めであったが、 なんとか乗り切り、 1969年に「株式会社セ イ ジョー」
と改名し、 庖舗数も50庖を超え、 売上も100億 円 に達し、 1995年に株式を庖頭公開し、 資
本金が13億 円 となった。 庖舗数も200庖を超え、 2000年に東証 2 部に上場し、 さらに2001
年に東証 1 部に上場した。 資本金も39億 円となった。
薬業界も10坪、 20坪の小型の庖から、 100坪以上のドラッグス ト ア時代を迎え、 当社も
現在では、 庖舗数195庖、 年商450億 円、 経常利益33億 円に達した。
母校である富山医科薬科大学に感謝をこめて、 平成 9 年12月に500万円、 平成10年12月
にさらに500万円の育英資金を寄付した。
34 
本学を支えてくれた人びと
斉藤正 巳氏 を 語る
元 学 長 山 崎
高 藤
斉藤正巳氏は、 私が昭和 21年 2 月、 富山薬専に奉職した直後、 魚i幸中学から新入生とし
て入って来た。 この年は雪が多かったことを記憶しているが、 もう一つ入試のときに面接
をしたことも覚えている。 この卒業生のクラス会をや る とよく、 面接の話が出る。 私は志
甫徳次郎先生と組んで、面接に当たった。
斉藤氏は昭和 24年卒業と同時に、 終戦後、 国の経済が未だ立ち直らぬ時代であった。 郷
里をはなれて就職したといっても、 食べて行くのが精一杯の時代に、 日本物産に入社して
半年で職場を変えたが、 薬専で得た知識を生かしたいと考えて、 医薬品問屋に入ったが、
これも 2 年間の修業で、 自ら成城薬局を始めたのが、 昭和 26年であった。 それから54年間、
時に重い眼病をわずらいながら、 事業発展のために、 死闘してきた立志伝中の人である。
その問、 富山化学創始者中井敏雄氏や、 金薬工業の橋本弘氏等先輩に、 私淑してきたと、
何かの折に執筆しておられたのを記憶している。
彼は橋本さんのあとを継いで、、 薬窓会首都 圏支部の世話を長年にわたってやってこられ
た。 私も上京すると時々お会いする機会があった。 たまたまそんな時があって株式の庖頭
公開につき三部上場をしたので、 この際、 学校に対し何か出来ることがあればと、 1 ， 000
万円の奨学金 を 出して下されることとなった。 今や、 東証一部で、 セ イ ジョーとして上場
されている。 首都 圏でドラッグストア190庖まで拡張された。 先般の月刊誌「富山県人」
の中にも、 郷土の成功者の一人として、 誌上の人となっておられる。
同僚、 先輩、 として斉藤氏の限りない御健勝と発展を念願して筆を摘く。
* 斉藤氏の経歴を以下に記載します。
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平成17年 9 月19日
斉藤正巳氏の経歴書
192 9年 昭和4 年 7 月26 日 生まれる
1936 11 4 7 歳 下僚小学校入学
1937 12 8 歳 日中戦争
1941 16 12 歳 日 米戦争 小学6 年
1942 17 4 県立魚津中学校入学
1946 21 4 官立富 山 薬学専門学校入学
1949 24 4 日本物産入社
24 10 医薬 品問屋湊研究所入社
1951 26 イシ 22 歳 有限会社成城薬局開 局
1967 42 1 株式会社成城薬局
1969 44 5 株式会社セイジョー
1995 平成7 年 2 月24 日 株式公開 (庖頭) 13 億円
1996 8 6 増資28 億2305万円
1997 9 12 富 山医科薬科大学500万円寄付
1998 10 8 紺綬褒章受章
12 富 山医科薬科大学500万円寄付
1999 11 8 紺綬褒章受章
2000 12 9 東証2 部 資本金39 億円
2001 13 9 東証1 部上場
2002 14 6 千葉薬 品合併
2005 17 9 売上高 450 億円
経常利益 33 億円
ドラッグストア庖舗数 195 届
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横 田基金の覚 え 書
元 学 長 山
崎
名誉教授 森 田
高 磨
直 賢
横田嘉右衛門先生は昭和 19年徳 島高等工業学校から富山薬学専門学校長として着任され
ました。 昭和 20年8月、 太平洋戦争中、 米軍の富山大空襲で公舎は全焼に帰し、 その学校
の復興に心 身ともに懸命の努力をされました。
昭和 24年、 学制改革で富山大学薬学部となって、 その初代の薬学部長になられ、 爾来薬
学部長を6期の長きにわたって務められて、 研究、 教育に尽され、 また富山県薬業の発展
に多大な貢献をされました。 その後、 さらに先生は 2 期にわたって富山大学長に選出され、
富山大学の発展に努力され、 昭和44年 3 月に学長を辞任されました。
ご退官後の昭和50�56年まで富山医科薬科大学の参与として学長の諮問に当たられまし
た。 その問、 先生のご功績で北日本新聞文化賞を、 さらに勲二等旭日重光章の栄に浴され
ました。
辞められてからは悠々自適の余生を過ごされていましたが、 体調を崩されるところとな
り、 県立中央病院に入院されていましたが昭和56年 9 月24日、 午後 1 時40分、 ご逝去にな
りました。 享年83歳でした。 また奥様愛子様には昭和 61年4月 7 日、 午後6時25分、 ご逝
去になりました。
先生ご夫妻にお子様はなく、 何人かの甥の中で生前に、 東京都庁勤務の横田行二氏を養
子にと伺っておりましたが、 養子縁組不成立となり、 奥様にも病でご入院中、 県立中央病
院で奥様の嘱託で証人として吉原節夫氏、 井口右子氏の立ち会いで奥様の口授の筆記で遺
言公正証書(昭和 61年第276号)が作成されました(昭和 61年 3 月15日)。
それによると、 O信託不動産(富山市長江新町 1 - 7 - 8自宅)は売却までの問、 大学
教職員および外来教育研究者の研究宿泊施設として使用すること、 。信託不動産は、 受託
者(山崎高鷹)が適当と思う時期に売却処分し、 その買主に所有権移転登記手続きをする
こと、 。売却代金から各種必要経費(公租公課、 売買仲介手数料、 管理費、 保険料など)
一切を受益者(富山医科薬科大学)に寄付し、 横田基金として、 教育研究活動の助成の目
的とすることが決められました。
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横 田 嘉右衛 門 先生 ーそ の晩年一
「春風接人 秋霜接己」
W4 私 ベ 奇
j f 担金 札
M E 特
、 ，、
前 学 長 高 久
晃
晩年の横田嘉右衛門先生から私がいただいた色紙で
ある。 先生は私の出身校福 島県立会津高等学校(旧制
会津中学校)の大先輩である。 横田嘉右衛門先生はこ
の色紙の如く「他人に対しては暖かく、 やさしく、 自
分に対してはきびしくj という人生哲学を地で示され
た硬骨漢であり、 いまやいなくなりつつある明治の人、
会津魂が脈々と生きている先生であった。
旧制第四高等学校、 東京帝国大学医学部薬学科ご卒
業の後は徳 島、 岐阜で薬学の高等教育機関の教育、 研
究、 発展に寄与され、 時あたか も 第二次世界大戦の昭
和 19年、 富山薬学専門学校に校長として赴任された。
山崎高麿先生によれば、 富山の大空襲後の壊滅的な薬学専門学校の破壊からその復興に心
血を注がれ極めて大きな功績を残されたとのことである。
教授、 薬学部長、 富山大学学長時代の横田先生を私は知らない。 しかし富山大学薬学部
に進学した私の高校 同級生の友人鈴木周則君からは「横田先生御夫妻は学生を自宅に呼ん
で物のないあの時代で も ご馳走するのが大好きだ、った。 特に会津からの学生には郷土料理
の 『い も 煮J と納豆餅をふるまわれ、 も のすごく面倒見の良い先生である」と聞いていた。
昭和50年(1975年)の夏、 木曜日の朝であったと思う。 前任地の東北大の脳神経外科の
医局行事、 朝野球の聞に富山の ? ? 先生から電話があったとの家内の報告を受けた。 ? ? 
先生とは余りに も ズーズー弁で聞きとれなかったらしい。「お宅のご主人が新設される富
山医科薬科大学の教授に当たった」とのことである。 宝くじ並みの 「当たった」という表
現は横田先生流のユーモ ア だ、ったようである。 確かにその年の4月の教授公募に私は無手
勝流で何のゆかり も 知人 も いないこの地の大学新設の教授に応募していた。 ただ高校時代
の富山大薬学部出身の友人を通じ会津 出 身の高久という男が応募した 旨、 横田先生に一報
入れて も らってはいた。
教授内定の正式 な 通知後、 私は長江 団地に横田先生に挨拶をするため出かけた。 すで に
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老境に入っておられた横田先生は、 官頭の色紙からも察しがつくように会津の古武士であ
り、 私の富山大の着任を我が事のように喜んでおられた。
また愛子夫人は会津女学校で私の母の4年後輩であり、 上品なおばあち ゃ んであった。
横田先生は私の実家近くにあった造り酒屋の御曹子であり、 そのルーツは会津藩の家老と
お お だ な すず り
のことであった。 また奥様は古くから会津漆器の大庖 「鈴利J 筋の一人娘であることを
矢口った。 その時すで、に両親を失っている我々夫妻は、 以後横田先生ご夫妻に大変なお世話
になった。
晩年の横田先生は週に 2 � 3 回も西町の「がくや」という喫茶庖で夏 はおろか真冬でも
アイスコー ヒー、 それにホ ッ トサン ドを楽しんでおられ、 我々もそのおこぼれを頂戴して
いた。 雪の日でもこの予定は実行されていたが、 豪雪の降ったある時「ご老人が雪で転ん
では危ない」との理由でトミタクからタクシーの配車を遂に断われたと聞いたことがある。
本当に仲の良いご夫婦であり、 奥様は横田先生をいつも「おとつつあん」と呼ばれてい
た。 また横田先生ご夫妻の会津帰郷の際は福 島県薬窓会の方が新津まで迎えに出られ、
もっぱらいねむりしている横田先生を会津まで送りとどけていたようである。 そして宿は
富山在住の会津出身の歯医者さん山下銀七先生の姉さんの旅館、 会津芦牧温泉「福満荘」
を定宿とされていた。
しかし横田先生は、 昭和56年突然脳出血で倒れられ、 県立中央病院に入院されたが主治
医大山先生の努力にも拘らず85歳で他界された。 一方、 愛子夫人は、 その後数年お元気で
おられたが、 消化器疾患に催患され県立中央病院辻外科部長(現済生会富山病院長)の執
万にも拘らずおなくなりになった。 ご葬儀は時期こそ異なれ大法寺でとり行われ、 また、
お二人とも会津若松市にある本家筋のお寺「浄光寺j に分骨されることになり、 山崎高鷹
先生、 森田直 賢先生と共に 2 固に亘り、 横田先生ご夫妻の遺骨をお守りしつつ、 私は車の
ドライパーとして会津入りした。 そのことがつい最近の如く想い出される。
四代 日 富山薬学専門学校校長、 初代富山大薬学部長、 第四代富山大学学長として、 薬学
会、 そして富山県の高等教育に多大な功績をあげられた横田嘉右衛門先生であり、 また御
逝去後は全遺産を富山医科薬科大学に寄付、 横田基金として活用され、 現在に至っている。
この基金も1986年制定後20年にならんとしており、 大学も組織形態が変わり、 構成員も幾
多星霜の中で変わりつつあり、 横田基金の存在理由や横田先生の偉大な人格等についても、
埋没、 忘れられる心配がない訳ではない。 同窓生による横田嘉右衛門先生顕彰会や在任中
の功績等については、 山崎高醸先生の筆におまかせすることとし、 私は晩年の横田先生の
気骨ある断面を秘話として記したつもりである。
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公私共にお世話になった横田嘉右衛門先生ご夫妻にあらためて感謝の気持をささげ、 こ
の稿を閉じる。
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元富山大学長 横 田 嘉右衛 門 先生 を 憶 う
元学長 山 崎 高 麿
名誉教授森田先生が横田基金について既に記述されているので、 重複を避けて私の想い
出を幾っか述べてみたい。 私が終戦後家の仕事をした頃、 福 島県南会津郡の殆ど全部を
回っている。 その中に、 電源開発で有名な只見町の近くに横田村という村があった。
その時 は何ということもなく回った。 翌年私が富山薬専に初任給95円で、雇って貰って暫
くして、 横目先生か ら いろいろお話を伺っている中に、 横田家は元会津藩の家老で会津戦
争に敗れて、 一族郎党が若松をのがれて逃 げのびた所を横田村としたとのことである。 先
生は最後の家老の孫である。 会津中学を経て金津第四高等学校に入学した。
当時横田家は会津きつての資産家であった。 家業は薬庖であったが幼少の折、 母親に死
に別れ、 継母が迎え ら れた関係で、 幼少の頃は殆ど祖母の手で育て ら れた。 その上父君が
酒豪であったか ら か、 後妻様の実家が酒造業であった故か、 薬庖を廃業し酒造家を開業し
たが、 酒蔵の酒が腐って廃業の憂き目にあったとのことである。 しかし先生は家業の薬庖
に関心が強く、 東大薬学科に進学し研究室に残った。 当時梅毒の特効薬として有名なサル
バルサンに関連して、 有機ゼレン誘導体の合成で学位を取得してお ら れる。
そのほかのことについては森田名誉教授が述べているとおりであるが、 一つ微笑 ま しい
逸話がある。 それは私が恩師菅沢教授か ら 直接伺った話である。 おい山崎君、 横田君はあ
んな無骨で、愛想のない顔をしているが、 彼の奥さん(愛子さん)とは大変な幼馴染みで、
子どもの愛子様を乳母車に乗せて押して遊んだ ら しい。 一度横田君に聞いてみよと言われ
て、 訊ねた ら 笑って居 ら れたが、 奥様は、 菅沢さんがそんなことを言われましたか、 悪い
人ですねと言ってこれも笑って居 ら れた。 長ずるに及んで会津高等女学校に学び(五代 日
高久学長のご母堂の四年下級生)、 のち(実践女子大)の前身実践女子専門学校に学ばれ
た。 丁度横田先生が大学を出て教室に残って居 ら れた頃であろう。 時にはデートもなさっ
たことであろうが、 さて結婚し ょ うかとなったとき、 愛子様は若松の漆問屋鈴木家の一人
娘で跡執であった。 恐 ら く横田先生の祖母の実家かも知れない。 先生を養子にと乞われた
が、 横田先生俺は横田だ、 養子は御免という。 愛子様は横田でなければ嫌だと申されたと
のことである。 結局奥様の実家は従兄弟に当たる男性が鈴木家を継ぎ、 横田夫妻思いを遂
げ ら れたという次第である。
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横田ご夫妻のご遺骨は会津若松の菩提寺の一隅大きい骨室に安置されているが、 富山市
梅津 町の大法寺にも分墓があり、 お三人の御遺骨が、 遺言に依って少量であるがまかれて
ある。
誠に勝手なお願いかも知れませんが、 時にお気付きになったらお参りになって下さいま
すれば、 横田先生大変お悦びになると思います。
終わりに臨み、 横田ご夫妻のご冥福を心からお祈 り します。
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ネT 余 曲 折
一再編 ・ 統合の 調 印 ま で の足跡
前学長
高 久 晃
富山医科薬科大学は、 平成17年10月 1 日で創立30周年を迎える。 そしてその日に富山医
科薬科大学は発展的に解消し、 新富山大学の医学部・ 薬学部・ 和漢医薬学総合研究所、 そ
れに附属病院として杉谷キャンパスを形づくることになる。 このような奇しき一致で感慨
深くさせられたのは私ばかりではないと思う。
平成10年4月 1 日、 私が富山医科薬科大学学長を拝命したころは、 全国の国立大学は大
学改革の真只中にあった。 自己点検に自己評価・ さらに第三者の外部評価と点検・ 評価の
連続でもあり、 執行部、 部局長、 評議員は も とより、 職員の多くが研究の暇もない程に改
革に没頭せざるを得なかったと感じている。「改革 ダンスに踊りくれる国立大」等の榔撤
じみた記事が月刊雑誌に見られたのもそのころであった。
その総決算として大学審議会より 121世紀の大学像と今後の改革方策について」の答申
が平成10年10月初日に提出された。 その提言の内容について今さら記するのは避けるが、
まさに大学改革のバイブルでもあり、 その提言に呼応して、 本学でも平成12年11月に本学
の長期構想・ 中期計画をまとめ 121 世紀の富山医科薬科大学像一個性輝く大学を目指して
ー」を本田副学長の尽力の下に策定した。
平成13年6月、 国立大学学長会議で文部科学大臣よりいわゆる 遠山プランが提示され、
国立大学の法人化、 国立大学の再編・ 統合、 そしていわゆるト ッ フ。30への大型予算の投入
が提示され、 出席していた学長たちに大きな衝撃を与えた。
富山県は人口110万人の小県ではあるが、 国立大学は短期大学を含め 3 校を擁する。 構
造改革の名の下に大学の再編・ 統合がすすめられようとしているとき、 本県の 3 大学がそ
の持外にいることは許 さ れない状況であった。
富山大・ 小津、 高岡短大 ・ 鎖山、 富山医薬大・ 高久の三学長が再編・ 統合について最初
に話し合ったのは、 平成13年8月上旬であった。 その結果、 好余 曲折はあろうが、 再編・
統合に向けた話し合いを始めることを文部科学省の高等教育局長に報告している。
以後三大学の接触が始まったが、 その途中富山大の小沢学長が辞任する事態が生じた。
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東西医薬学の融合というブランドでその存在、 特色が認められてきた本学にとって再編・
統合はメリットがあるのか ? 本学内部でその議論は沸騰した。 入試判定ミスの隠蔽に象徴
される富山大学の体質、 高岡短大の短期大学としての各種問題も浮上し、 協議開始の学内
合意は得られなかった。
平成13年10月富山大学に瀧津新学長が誕生し、 平成14年 3 月改めて三学長が再編・統合
についての協議開始の合意書に調印し、 その後は新大学構想協議会の場で協議を続行した
が、 再編・統合の合意に至らず平成15年度の統合は困難となった。 物事に例 えて恐縮だが
私はそのころ “この三大学の再編・統合は大・中・小の材質の異なる大きさの違う 3 種類
の車輪を使ってスムーズに動く車を作る位に困難なものである" と感じていた。 規模が同
等の二大学の再編は比較的容易だろう。 また大きな大学と小さな大学は吸収という形でこ
れまた 可能であろう。 二大学が三大学となると問題点が幾何級数的に増加するのを実感し
た。
高岡短大の提案になる準学士制度、 学群構想にも異論・反論多く、 “何でも良い、 単な
るホ チキスで各学部を束ねる統合も止むを得ない" との意見もあったがこれでは理念に乏
しく発展も期待出来ない。 一方教養教育の組織 そのあり方をめぐっては大綱化が既に終
了した大学との意見の相違は避け難く、 また少子化社会へ向けての対応にも彼我の差は歴
然としており、 デッド・ロックの状態が続いた。 その問、 高等教育局の審議官が 2 度に亘
り、 富山を訪れ懇談したりしてその熱の入れ方は尋常ではない。 また、 県の有識者懇談会
からの提言を受けるなど、 地域ぐるみでの関心の強さを示していた。 平成15年に入っても、
なお謬着状態は続き、 平成16年度の統合も断念せざるを得なかった。
本学にとっては、 外部資金獲得の実績、 新大学移行によって東西医薬学の融合という医
薬大ブランドが埋没しないか ? 教養教育組織、 トップ30 -COE を目指せる大学院改革
等々解決すべき諸問題があった。 しかし一方では地域社会からの統合への要望も重視しな
ければならない立場にあった。
平成15年 3 月中旬にいたり、 このような三大学再編・統合の膝着状態と危機的状態を打
開するため、 三学長だけで会談することになり、 富山医科薬科大学学長室でその話し合い
が行われた。 高岡短大鎖山学長は 2 年程前から進行性の肺線維症にかかり、 その時はかな
り病状は進んでおり、 常時酸素吸入装置を携帯せざるを得ない状態であった。 大きな酸素
ボンベを学長室に運びこみ、 鎖山学長の呼吸困難に対処した。 3 回に亘り10数時間の会談
であったが、 高岡短期大学の組織・定員をどのような形で新大学の中に取り込むか ? が最
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後の問題であったと記憶している。 主に人文系、 芸術系学部の再編でもあったので、 瀧
i畢・鎖山両学長の意見を私が調整する形で話し合いは進んだ。 その結果、 各大学へ持ち帰
るいくつかの検討事項や合意内容文書の詰めは残すものの大凡の点で三学長は再編・統合
の合意に達することが出来た。 そして各大学それぞれで機関決定の後、 平成15年5 月8日、
再編・統合の調印となったのである。 しかしこの調印式に銀山学長は出席できず、 病床で
のサインとなった。
本学学長室で会談したとき、 三学長が共にもっていた危機感を今でも改めて実感できる
し、 また酸素 マスクを抱えた鎖山学長の姿は、 今も 尚私の験から離れない。
三大学の再編・統合問題が生じて以来、 三大学の学長は最初の 3 人からすっかり様変わ
りした。 また新富山大学では新たな執行体制の下で、 国立大学法人の激動を乗り切ろうと
している。 “年々歳々 花相似たり、 歳々年々人同じからず" の感が強い。
再編・統合の成果は10年後に明らかとなるぐらい息の長いものであろう。
関学30年、 営々と築き上げて来た特色ある富山医科薬科大学は今、 新富山大学の中でそ
の特色をさらに伸ばそうとしている。 新大学のもつ知的・物的資源、 スケールメリ ッ トを
フ ルに活用してさらにさらに発展する事を望んでいる。
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富 山 医科薬科大学の整備 ・ 充実期
元学長
佐 々 木 博
筆者が初めて 専任の 管理職となったのは昭和 63年 9 月から平成 6年 3 月末 ま で の 医療担
当副学長兼病院長であった。 当時の 学長は山崎高庭先生 で、 富山大学時代には薬学部長を、
医薬大学時代には教育・研究担当副学長を経験し て お られた。 従って文部省(現文部科学
省)の内情に詳し く 、 病院長時代に今度東京へ行 く から一緒に来ないかと屡声をかけられ
た。
文部省は5 階 ま であり、 事務次官、 審議官、 経理課等 の 人た ち を紹 介されたが、 何と
いって も 重要なのは医学教育課であった。 こ こ では医学部、 薬学部、 病院、 後には看護学
科の問題、 特に概算要求が取り扱われて いた。 それぞれの部門に課長、 課長補佐、 係長、
病院関係は病院指導室長が居られ、 山崎先生は旧知で、 こ れらの 人た ち を紹介して いただ
いた。 2 � 3 回は山崎先生 の お と も をしてうかがったが、 その後は特に用件がな く て も 上
京の際には必ず医学教育課に立 ち 寄る こ とにして いた。 重要な点は何げない話の中から文
部省 の短・中期的な展望を聞きとる こ とが 出 来、 こ ればかりは実地に体験してみないと分
からない こ とであった。
山崎先生の学長時代には遺伝子実験施設の概算要求が通ったが、 こ の施設は最初富山大
学に置 く という事であったと こ ろ、 山崎先生が政治力を発揮されて 本学に設置される事に
なった。
話は元に も どるが、 本学は 昭和50年10月に開学し、 初代平松学 長(故 人)、 二代 目 の
佐々学長時代の 2 年間は正に “新設期" であり、 全 て の 新設医科大学にほぼ平等な講座、
部門が設置され、 本学 では昭和57年に第一期生が卒業し、 昭和 61年に大学院博土課程 の 第
一期生が修了して 初めて博士号が出された頃 であった。
山崎先生が 2 期6年の 学 長を務められた後、 平成 6年4月から4年間 筆者が第4代学長
職についた。 病院長時代を も 通じて主な概算要求により設置されたのは輸血部、 IC U、 医
療情報部、 高度先進医療部(内視鏡部)、 放射線基礎医学講座 の新設、 看護学科修士課程
の設置等であった。 全てに筆者が直接関わったわ け ではな く 、 特に看護学科の設置につい
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ては当時医学部長の片山喬教授が、 修士課程の設置については辻陽雄教授らが努力された。
筆者にとって印象的だ、ったのは一つは医療情報部の概算要求であった。 当時本学では林
先生が努力されて、 熊谷病院長時代に院内措置として設置されていた。 しかし PR 不足も
あって学外にその存在は殆んど知られていなかった。 丁度医学教育課の課長補佐が金沢大
学を視察される目的があり、 ついでに本学に立ち寄られた。 林先生は大層熱心な方で、 毎
年医療情報部の活動を冊子にまとめられていたので、 予め相談して、 約30分、 本学の情況
を諜長補佐に話したところ、 大層感心され、 翌年の概算要求に通り、 林先生は教授に就任
され、 長年の苦労が報いられた。
もう 1 件は高度先進医療(内視鏡部) である。 新設医科大学では筑波大学にまず概算要
求が通ったが、 この大学には内視鏡学会の理事長の崎 回教授がおられ、 当然の事と思われ
た。 ところが翌年金沢大学に設置が決まった。 しかし同大学附属病院には内視鏡の専門家
はおらず、 癌研外科には内視鏡北陸地方会支部長を務め ら れた磨伊教授がおられたが、 所
詮、 病院とは無関係であった。 少々頭に来た筆者は、 早速病院指導室長に会い、 本学には
北陸No 1 の田中三千雄君(現看護学科教授) がいるのに無視するとは何事かと質問したと
ころ、 翌年には概算要求が通った。 さらにやり手の施設課長が、 IC U、 輸血部、 医療情報
部の中央診療棟の予算を獲得し、 輸血部の後に光学医療診療部が移転し、 従来の数倍の面
積になり、 積極的に活動出来るようになった。
山崎学長及び筆者が学長時代は、 “新設時代" を脱却して、 それぞれの大学が自らの特
徴を伸ばす “整備・充実期" に相当し、 この10年間にかなりの実績を残して来たように思
う。 筆者の大学 同期の福井医科大学のS学長が、 “なぜ富山ばかりに概算要求が通るの
か ? " と羨しがられた。
ところで筆者は平成10年 3 月末に退官したが、 その前年から国立大学の “独立行政法人
化(独法化) " が初 めて取りあげられ、 文部省、 国大協(国立大学長会議) ともに猛 烈に
反対したが、 その後の経過は皆様ご存知の通りで、 さらに統合問題が起こり、 高久学長、
小野学長のご苦労は大変だ、ったと推測する次第である。
しかし来年からは薬学部は6年制になり、 医・薬横断の大学院構想が可能になると考え
られ、 また統合後は医・薬・理・工による生命科学センター構想も浮上して来るものと思
われる。 本年10月から発足する富山大学は、 正に “発展期" に該当するものと思われ、 O B
は大いに期待している次第である。
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富山医科薬科大学関学30周年に憶 う
元学長
山 崎
高 鷹
さる8月27日、 本学創設30年の記念式典が行われ、 ノ ーベル物理学者江崎博士の、 大変
示唆に富んだ講演を拝聴し深い感銘をうけた。 そのあと恒例によって祝賀パーティーが聞
かれ 2 、 3 の方の祝辞があり、 不 肖 私にもご指名があった。 予め電話による了解をすっか
り忘れていたので、 残念ながらお祝の言葉をご容赦願った次第である。
最近私は物忘れが多 く 、 自分の居間で何かものを整理していま見たばかりなのに、 それ
が其処にないということが屡々あって、 パニックになる。 それでこれからは物の整理には、
少し大きい篭を用意しその中に全部一緒 く たに 1 か月分程放り込んで、、 必要なとき篭を
ひっ く り返して探せば絶対に無 く ならない筈である。 下手に整理箱を何個か用意して、 そ
れぞれに分類して入れておけばよいと思っても、 それぞれがどの整理箱に入っているか、
入れた途端に忘れているのである。 そうは思いながらも矢張りこれまでの習慣で、 幾つか
の抽斗や箱、 特に本の間等にいれると100パーセント無 く なってしまい、 数か月後に ヒ ヨ
ロ ヒョロと出て く る。 誠に腹立たしいことである。 悪い癖で、 前置きが長 く なったが、 人
前で喋るときもこうなのである。
さて私は今八十路を超えて、 30周年という言葉を聞 く と、 私には 2 つの30周年がある。
言うまでもな く 富山薬専を含めた富山大学30年と昭和50年以降の本学30年、 なんと合わせ
て還暦である。 昭和 20年8月6日、 賀 茂海軍衛生学校の校庭で原爆の閃光を見てから 3 週
間後富山に帰って、 思師菅沢教授にお便りをしたところ、 今学校へ来ても ガスも水道も出
ないので、 仕事も出来ないからこな く ても良いとのことで、 鳴呼これは良かったと思った
のである。 実は私たちは高校 2 年半、 月足らずで大学に入り、 同20年 9 月まる 3 年で卒業
すれば晴れて徴兵制度で軍人になる予定だ、ったのが、 偶々私たち一部が大学での軍事教練
をサ ボッタばかりに退学寸前の処分を受けそうになったので、 モ タ モ タしていて 陸 軍に
引 っ張られたら大変だと、 海軍の短現を受けて同20年4月初 め新設の賀 茂海軍衛生学校へ
勤労動員の名目で、行ったので身分は軍籍になかった。
そんなわけで大学も行かずに家の商売の手伝いを、 当時戦前アメ リ カに生まれてアメ リ
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カで育ちながら戦前日本に帰り少年航空兵として戦争に出て帰ってきた親類の者らと一緒
にした。 その頃は私は戦争に敗れて学士様でもあるまいと思っていたのである。 しかしこ
れもそのうちに飽きが来て、 もともと40年も前から働いていた竹内さんという人に一切を
任せることにして、 ひとまず卒業証書をもらいに行ったら、 先生は早速、「おい、 山崎君、
今は家が東京にある人は良いが、 そうで、なかったら学校に残って実験は出来ない、 どうだ
横田君に紹介状を書 く から行ってみないか、 あそこは学校が焼けて無く、 簡単には建たな
いよ。 そうすればそれを理由にまた何処へでも行ける。 金沢薬専の鵜飼君の所もよいがあ
そこは焼けていないから出にくい」そんなことで 3 年次後期の授業料と引 き換えに卒業証
書を受け、 同21年 2 月中旬の金曜日、 横田先生を訪問した。 横田先生は「来週月曜日から
来給え」とのこと、 後で、わかったのであるが、 実は翌日土曜日には富山電気 ビルで富山薬
専復興期成 同盟会が既に発足の予定なので、 月曜日になったのである。 実はこれが私の還
暦の始まりである。 余白が少なくなった。 残念ながら富山大学でのことは割愛願いたい。
以下は本学創設に関わることについて思い起こしてみたい。
富山県に医科大学を設置しようとの話は昭和 30年代吉田知事のころからあった話である
が、 容易には実現しそうもなかった。 なんと言っても莫大な資金を必要としたからであろ
う。 日本海医科歯科大学、 県立医科大学などの名称、が出たり引 っ込んだりしていたような
記憶がある。
一方富山大学では修士課程の大学院さえなく、 同31年やっと専攻課程が薬学部に設置さ
れ、 引 続き同38年新制国立大学のトップを切って修士課程と和漢薬研究施設とが同時設置
されるとともに、 工学部の生産機械工学科が開設され大学は喜びに沸いた。 ところが同40
年代に入札 経済学部に経営学科を増設する動きがあり、 翌41年9 月概算要求が大蔵段階
まで持ち上げられた時点で、 そのための人事問題で慎りがおこり始め、 飛ぶ鳥を落とす勢
いといわれた人を中心に、 昭和43年秋大紛争が起こった。 このため我々の失った物は計り
知れない物があった。 名状し難い空しさと腹立たしさ、 此処まで荒廃した大学が何時の日
か生気を取り戻せるのかと挫折感にうち沈む日々だった。 しかし紛争も凡そ 2 年余で一応
の静けさを取り戻し、 工学部の五福地区統合について再び強く要望されたところ、 またぞ
ろ医大設置が県や医師会方面から要望があがるようになった。 47年秋ころ富山県が一転し
て医学部設置の要望を富山大当局にもたらした。 当時評議会で医学部設置に異存はないが、
このために工学部の五福集中が遅れぬよう配慮されたいとの要望があり、 医学部設置を全
会一致で了承した。 そして岡崎年 3 月末ころには医学部設置概算要求書が出来上がった。
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ところが 4 月に入 っ てから、 大学側と県側との話し合いが(この話し合いは大浦教授と
木村教授にお願いしてあ っ た)かみ合わない点があ っ たらしいが、 決裂しない前に一方的
に県側は医学部構想、を転換し単科医大で進めたい。 ついては富山大学で作成した概算要求
書を参考のために供与されたいとのことでこれを譲渡した。 当時、 森芳松局長は 「一体県
は何を考えているのかね。 国立大学を創るのであれば本学以外に準備するところがないの
にな」 と慨嘆していた。 しかし私 どもは和漢研究所創設と、 永ら く 懸案の経営学科増設、
薬学部環境衛生分析講座増設に力を注げるということで、 寧ろ安堵した。 昭和 48年12月30
日 (日 )この 3 件が大蔵内示された時の喜び、は一様で、は無か っ た。 ホ テルニ ュ ー ジ ャ パン
で簡単に祝杯をあげたが局長は五勺も飲まぬ中にぐらぐらにな っ て喜んでいる姿が今も眼
前に浮かんで く る。 翌31日 朝まだき、 降りしきる雪の中、 富山駅に横田嘉右衛門、 棲井謙
之介の両先生が迎えにまでおいで下さ っ たことは、 今も っ て忘れがたい。
一方医科大の方はこの時調査費が計上された。 これは創設準備費の前段階のものである。
これでいよいよ49年度に入るわけであるが、 医科大学については、 県および医 師会で単科
の医科大学設置準備会が着々事を進める どころか、 教員の選考さえほ ほ骨格が出来上が っ
ていることが、 巷間で取り沙汰されていた。 丁度そのころ上記準備会の席上今は故人の富
山県医 師会長田上康さんが、 富山大学とも っ と連携を強化して、 和漢薬研究所も出来たし
思い切 っ て林新学長にかけあい、 薬学部、 研究所を切り離しこれに医学部を加えた三 者統
合による近代医療高度化の理念のもと新しい大学を創設できぬかとの提案がなされたこと
を、 しら ゆ り会長の中井精一氏から伺 っ た。 林学長もおそら く 中田 知事あたりから聞き及
んでいたと思われる。 そんな話があ っ てから数日 後5 月20日 前後、 中田知事から初 めて直
接電話があり県庁へ呼び出しがあ っ て、 初対面ながらいきなり、 医科薬科大学構想の推進
は考えられないかとの質問に驚いたのであるが、 この時私は、 研究所を創 っ た前後に、 奥
野文部大 臣との話の中で、 奥野先生から富山は医科大学を創りたいと聞いている。 しかし、
そもそも大学紛争は多 く の場合、 医学部から起こ っ ているが富山では経済学部からである。
いずれに し ても紛争を起こしてはなあ、 それに富山の場合はすでに、 福井、 大分、 島根、
香 川 、 佐賀、 高知、 山梨、 宮崎等先に手を挙げているから難しいよ、 と言われている事を
話した。 も っ ともこのとき奥野先生は、 国 立で薬学部のあるところは皆 医学部が設置され
ている。 富山だけが医学部が無いのも珍しいなあ、 でも何か新しい発想でもないと難しい
よと言われたことも知事に 申 し上げた。 しかしこれはこれだけの話では終わらないと思 っ
たので、 ことの始終を大浦研究所長、 木村評議員等に話し教授会の重要議題として採り上
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げて貰い、 一方学外の重要関係者、 富山大元学長横田先生、 薬窓会長石黒 七 三第一薬品工
業社長、 しらゆり会長東亜薬品常務中井精一氏、 元富山薬専教授金岡又左右衛門氏、 棲井
元教授らと短期間中数次にわたって会合を重ね協議し、 意見を頂戴した結果、 思い切って、
地域医療の近代高度化と東西医薬学統合の理念のもと、 決心したらと賛意を去された。 し
かし、 我が国薬学教育にとっては、 消長苦難の長い歴史があっただけに、 まさに本学薬学
の命運に関わる重大事、 清水の舞台 から飛び降りる気持ちであった。
他方文部省との話では事務局を通し、 教授会の意向が固まりかけたころから、 林学長の
指示を受けて、 安岡局長が衝に当たった。 一方私は新設医薬大の概算要求以前の段階で文
部大臣に数回にわたって会っていただき、 特に博士講座の設置を絶対条件として医薬統合
の大学とすることを申し入れご理解を願った。 この間にも何度かの評議会も持たれ、 一部
の評議員の反対もあったが多くの評議員の賛成も得られていた。 これは昭和49年6月から
7 月に懸けての段階である。 このころ井内局長から清水官房長に対し、 富山医薬大を創設
した場合、 薬学に博士講座を設置することについて検討するように指示がなされている。
考えてみれば博士講座となると、 全国の国立大学に波及する大問題になることは必至で
あった。 それで、薬学は理学、 工学などと異なり医学教育課の所掌になっている。 また和漢
研をも包含した全国初の総合医学教育機関という特殊のケースで、 医学部同様薬学にも和
漢研を含め博士講座設置の配慮をすべきとの事のようであった。 そして必ずしも医学部の
学年進行を待たなくても良い、 との共通理解がえられたのは、 概算要求締め切り直前の同
49年 7 月中旬である。 これをひっさげて24日に、 横田、 中井、 金問、 大浦の4氏と会合し、
25日教授会に諮り、 7 月27日、 31日と最終評議会で全会一致で承認された。 概算要求書は
少々遅れても良いとのことであったので、 約 1 月遅れの 8 月27日(火)だ、った。 この提出
時の岩間次官の悦びは大変で 9 月早々に富山大学に来学され富山を和漢医薬学のメッカに
したいと言った。 9 月中旬になって創設準備委員会が持たれ、 林学長ほか、 平松金沢大学、
小林新潟大学と私山崎が準備委員、 大浦教授が準備室付として加わって、 基本構想の策定
に掛かった。
いよいよ私たちには、 医科薬科大学造りの本番が始まったのである。 準備室の事務方も
我々と一緒に上京、 文部省に日参し、 文部省から指示のあった点を踏まえて、 構想の練り
なおしが十数回に及んだ。
一方、 概算要求の経過状況を知るため関係部局に出かけ、 10月も初 旬 様子を探ると、 当
時の予算班の横山恒雄主査(故人)は大変親切な人で、 環境衛生分析学講座や和漢研を創
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るときも教職員の定員等にも多大の配慮をしてくれた人であったが、 今度は 2 医科大の創
設費を要求しであるが、 政治力が働くと 2 校分の予算で 3 大学になるかも知れぬ。 しかし
大分は島根の次だなと椀 曲 な言い方で、 富山が第一で通過することを教えてくれた。 これ
で創設は大丈夫と喜んだ。 その横山さんへ、 私が去る平成13年 3 月 京都のご自宅にちょっ
とした私用で電話したときは全く元気だったのに、 その 2 、 3 か月 後ジョギングの途中鴨
川の辺で急死され樗然とした。 本当に私には忘れ得ぬ人である。
話を元に戻そう。 昭和50年12 月 には三木内閣が誕生し、 永井道雄氏が文部大臣となった。
金沢の人で、 林学長も喜んだし、 私にとってもi日制武蔵高校の 1 年先輩で知り合っていた
ので、 好都合なことが多かったが、 年内の予算内示は見送られた。 1 月 に入ると医薬大創
設が見送られそうな空気が新聞紙上に伝えられたが、 杷憂であった。
1 月 11日(土)大蔵内示あり、 富山と島根医科大学が同50年10月 1 日開学、 51年4 月 学
生導入ということに決まった。 本学の場合富山医科薬科大学の名称はこの時正式に決定し
たのである。 というのはそれまでは、 富山県に設置される医学教育機関創設準備委員会と
いうのが正式名称で、 初代学長平松先生は準備室長事務取扱であった(他の大学の場合は
事務取扱という言葉は付いていなかった)。 文部省としては最後まで、 富山大学医学部構
想があり得るとの期待が無かったというわけではない。 これは後日私が文部関係の人に質
したときに、 確認したことである。 大蔵内示と同時に学長および副学長(一つは医療担当
副学長兼病院長、 一つは医学系から学長が選出された場合薬学部から教育研究兼並びに厚
生補導担当)の選考を始めるようにとの事だ、った。
医学部教員は必ず公募のこと。 一般教育は公募でなくてもよい。 山崎さんの方で適宜選
考されたい。 学科目は本省と協議するとのことで、 2 月 5 日文部省国立学校控室で富山大
林学長、 平松、 小林、 山崎と文部省斎藤医学教育課長との5 者によって決定された。
医学部講座数30、 全体の 3 分の l を超えて一大学の教授が 占めてはならないことも、 了
解された。 公募を始めるとかねて噂に上がっていた候補者が多く応募された。 偶然金沢お
よび新潟からそれぞれ10講座が提供された。 あとは札幌医大、 東北大、 東大、 岐阜大、 阪
大、 千葉大、 広 島大などからだ、った。 先生の資格審査は昭和50年8 月 初 旬で、 全員合格し
た。 そして50年10月 平松学長の下で、 戦後国力の回復にふさわしく、 すべての国民が均し
く享受できる医療福祉体制整備の一環としてー県一医大という国の構想と医薬統合の理念
のもと、 ここに本学が船出した。 この時における県当局の富山医科薬科大学協力会の設立
資金面での真撃な応援は、 他大学の協力費の比ではなかった。
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校舎の建設も間もなく実施されたが、 第一回生の授業は 旧富山中部高校校舎を借用した。
2 年目から全面的に杉谷の現在地となった。 第二代佐々学長まで、は既定路線に従って、 年
次計画が実施されたが、 この中で特筆されるのは昭和53年学年進行を待たずに薬学部の博
士講座の前期、 後期課程の 同時発足であった。 そしてこれは全国国立新制大学の重大関心
事となり、 やがて全国立大学に博士講座が設置されるきっかけとなった。 もう一つ佐々学
長時代に特筆すべきは国際交流の推進で、 凡そ 1 億 円の基金集めで不 肖 私もお手伝いをし
た。 これがまた県内他大学にも刺激となった。
ところで、 佐々学長の後昭和 63年、 瓢箪から駒がでるように不 肖 私が三代目学長を拝命
することとなった。 将に青天の震震である。 4月には新事務局長が赴任した。 元文部省医
学教育課病院指導室長をしていたので知っていたが、 これで医学部も完成年度を過ぎてか
ら既に6年を経過しているので、 卒業生の地域病院への派遣と、 特に医学部拡充整備に力
を注ぐことに協力を求めた。 その結果臨床検査学、 放射線基礎医学、 和漢診療学の 3 講座
が、 そして平成5 年には全国医科系大学のトッフ。を切って、 看護学科が設置された。 この
ときの事務局長押田氏も、 元予算班主査、 病院指導室長経験者で特によく知り合っていた。
平成 3 年 7 月13日(士)正午ころ押田局長は平成4年の概算要求に医学教育課に行ってい
た。 上記放射線基礎医学のためであった。 ところがこのとき、 富山に平成5 年に看護学科
を設置するかという話が押田局長から電話でもたらされたのである。 私は直ちに受けよと
電話で答えた。 これについては既に、 昭和 63年私が学長になった直後に、 広 瀬友二富山県
医師会長が来学され、 医療の近代化と高度化に伴い、 医師、 薬剤師だけではなくこれらと
対等に仕事の出来る看護師が絶対に必要であるので、 看護学科の設置を是非やってほしい
と強く要望され、 片山医学部長に十分に伝えてあったので、 医学部教授会ではいつでも対
応できる体制はとってあった。 その矢先の話であったので、 佐々木副学長、 片山学部長が
先頭に立って設置に向けて立ち上がった。
ところで看護学科については、 新設医大で、はそれぞれの地方で、は看護師の需要について
は十分対応できるので、 設置しないという、 暗々裏の了解が一方でなされていたのである。
従って私どもにとっては、 ある意味で、は寝耳に水た、ったのである。 しかしこの時は佐賀 医
大、 山形大医学部では地理的条件の悪さから看護師の充足に難渋していたので、 文部省も
重い腰をあげついで、に押田事務局長のいる富山もやるかということになったものである。
全くの幸運で平成5 年全国のトッフ。を切って発足しその後各大学の短期看護学科が4年制
になった。 私の在任中もう一つ出来たのは施設の充実なども行われた。 学部で講座増をす
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る の は 非常 に 困 難 で あ り 、 薬学部 の 一 講座増 も あ っ た が、 こ れ は学長 と し て 私 自 身 、 事前
協議の 時障措 し な が ら 、 心 な ら ず も 文部省 に 要 求 し た 。 し か し 、 そ れ は そ の 後 の 薬学部飛
躍発展 の た め に は 、 必ず し も 為 に な ら な か っ た 。 こ れ は 当 時 の 事務局 長配慮不十 分の結果
で、 反対 し た 文部省 に 対す る 無理強 い だ、 っ た 。 そ し て こ れが後 々 ま で影響 し 全 国 の 国 立薬
学 部 の 後塵 を 拝す る こ と に な っ た の で あ る 。 修士講座、 博士講座、 い ず れ も 全国 ト ッ プ、
研究所 も 唯一、 学生数 も 最多 、 講座数 も 最多 で 隆盛 を 誇 り な が ら 、 い さ さ か残念 で あ る 。
し か し こ れ は 他大学薬学部が 旧 制 医科大 附属 薬学専 門 学校 と い う 歴 史 的背景 の 然 ら し め
る も の と 弓 え ばそ れ ま で の 話 で は あ る 。 も う 一つ 私 が学長就任直後すべ き こ と は 、 医学部
出 身 若 手 医 師 の 地域病 院への 出 向 で あ っ た 。 時 間 の か か る 仕事で あ っ た が、 こ れ は 先生方
の 精力 的 な 尽力 も あ っ て 今報い ら れ て い る の で は な い だ ろ う か。
終 わ り に な り ま し た が、 私 の 2 度 に 亘 る 30周 年 、 ま さ に 光陰矢の ご と し 、 奇 し く も 本学
が創 設 さ れ た 昭和 50年 1 0 月 1 日 か ら ま さ し く 宿 命的 と も 思 え る 30年後 の 米 る 1 0 月 1 日 新富
山 大学が発足す る こ と と な る 。 昭和 24年新制大学が、 新憲法の も と 民主 主 義 と 教育 の 機会
の 均 等 の 理 念 を 掲 げ、 国 民 的 祝福 を 受 け て 発足 し た 。 そ し て 駅弁大学 と 言 わ れ な が ら も 、
一般教育 と 専 門 教育 の 上 に 人 間 形成 と 言 う か、 全人教育 を H 指 し て 今 日 に 至 っ た が、 そ の
開戦後の復興 に 多 大 の 貢献 を 果 た し て き た 。 唯 こ の 度 は僅か二 卜余 り の 大学統合 に 過 ぎず、
そ の 理念 は と 言 う と 、 将 に 異 口 |司 音 に 、 地域貢献、 教養教育 の 充実 (数年前 に廃止 し た こ
と を 忘 れ て ) 、 学際研究へ の 期 待 感 を と メ リ ッ ト を 挙 げ て い る 。 私 に は 何 を 今更 と 空 し さ
を 禁 じ得 な い 。 理念 な き 統合 の 旗振 り と 榔拾す る 向 き 、 小異 を 捨 て 理念 を 掲 げ よ と も 言 わ
れ た 。 本学の場合 も 教養教育 の 充実、 学際領域の研究 に 貢 献で き る と 言 う よ う な メ リ ッ ト
を 掲 げ る だ け で は 、 あ る い は 経済効率 を 求 め る の で は何 の 理念 も 哲学 も な い 。 財政諮問 会
議か ら の ト ッ プ ダ ウ ン に よ る 、 初 め に統合あ り き の 感が否 め な い 。 し か し 今更 こ ん な こ と
を 言 っ て も 始 ま ら な い 。 み ん な で渡 れ ば怖 く な い と い う 護送船団 的発想 を 捨 て て 、 今 こ そ
入学部 の 総合 に よ っ て 新 し く 掲 げ ら れ た 理 念 の も と 新機軸 を 打 ち 出 し 、 予想 さ れ る 様 々 の
矛盾や 困 難 を 超 克 し て よ り 高 い 立場 に 止揚 さ れ る こ と を 心 か ら 念願 し て 、 私 の 30周 年 随想、
の 記 と す る 。
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医薬大で の思い出
元学長
佐 々 李
私は昭和57年(1982)4月、 思いがけずも富山医薬大の学長に就任することになり、 都
会の生活から一転して地方に住むことになった。 富山に移り住んで、 ま ず感じたことは、 残
雪 を 抱いた立山連峰の威容に圧倒され、 自然環境に恵 ま れた県であることを実感した。 そ
れにも増してうれしかったことは、 私のような「旅人」に職員並びに多くの県民が親切で
あり、 県内を流れる豊富な清流から育 ま れた酒と米がなんともおいしいこと。
環境庁が選んだ日本名水百選に本県が最高の4 ヵ 所も指定を受けている所以が納得され
た。 医薬大からの帰り自噴する名水を汲み宿舎で、 ウ イスキーの水割りに感激したことを昨
日のごとく思い出している。 富山に来る前は琉球大学の客員教授として那覇に滞在してい
たが、 異常渇水で 3 日に 1 度しか水が出ない生活を余儀なくされていたのでなおさら感じ
た。 だが、 間もなく学長を引き受けたことを後悔することになった。 大学に赴任して驚い
たことには、 学長には研究室もなく研究助手もいないことだ、った。 学長室は大変立派でバ
レー ボール位できそうな大きさだ、った。 行政職だから研究は 遠慮してほしいとも聞いた。
これでは東京から研究資材満載で運転してきたことが無駄になってし ま う。
そこで先輩の富山大学の柳田友道学長に助言をいただき、 学長室の一隅に仕切りを作っ
てくれないかと希望をだしたところ願いがかない、 間もなく小さな研究室が完成した。 し
かし、 医科薬科大学の学長が、 ユスリカの研究をしていいものか疑問視された。 ところが
公害研究所所長時代取り組んできた東京都を貫通する多摩川のユスリカ調査が一段落して
ま とめてみると、 最上流から下流 ま でに何と60種以上のユスリカが棲んでおり、 しかも水
質により種類の棲み分けがはっきりしていた。 すなわちユスリカはそれぞれの種類が水の
汚染度の指標に役立 つ ていることが分かつ た。 それにユスリカによる気管支ぜんそくな ど
のアレルギー病が発生していることも注目され始め、 医薬大でもユスリカの研究に市民権
が得られ、 学長職の傍ら研究を続けられたことは望外の喜びであった。 ま た最初の教授会
で禁煙を提案したら即決で了解された。 さすが医学系だと感心した。 この禁煙の件では後
に国際大学で提案したら即座に反対されかっ周 囲で、喫煙される嫌がらせを受け、 医学系と
58 随 惣
文科系 と の 違 い を ま ざ ま ざ と 見せつ け ら れた 。
学長在職 中 、 宮 中 講書始の儀 に て 昭和天皇 の 前 で ご進講 を し た こ と で、 多 く の 県民 が知
る こ と と な り 、 上京時機 内 で面識の な い 人 た ち か ら 挨拶 を 受 け る こ と が多 く な っ た 。
富 山 で生活 し て 印象が深か っ た こ と は 、 み ん な 大変教育 に 熱心で、 科学や 文化 を 尊重 し 、
よ そ か ら 来 た 学者や学生 た ち を 温か く 迎 え て く れ る こ と だ、 っ た 。 し か も 、 富 山 は 田 舎 だ と
い う よ う な コ ン プ レ ッ ク ス が な く 、 例 え ば農家 の 人 た ち も 、 難 し い科学 の こ と は 理解 で き
な い が、 あ ん た 方学者先生 も 米 の 作 り 方 を 知 る ま い 、 と い っ た 対等の気持 ち で接 し て く れ
る の が何 よ り う れ し か っ た 。
私 は 戦後第 1 号 の ロ ッ ク フ エ ラ ー 財 団 の援助 で渡米 し た 経験か ら 、 国 際交流の 必要性 を
常 々 痛感 し て い た 。 そ こ で富 山 で 日 米医学会議 を 手始 め に 国 際学術会議 を 聞 き 、 か っ 本学
に 留 学生会館 の 設置 に 奔走 し 完成 さ せ、 留学生が急速 に 増 え た こ と は 誠 に う れ し い 。
光陰矢の ご と し 月 日 の 経つ の は 早 い も の で、 富 山 に 来 て か ら 今年 で24年 に な る 。 こ の 間
に 医薬大 (現富 山大) の学長 を 2 期 6 年、 富 山 国 際大学の学長 を 1 期 4 年 、 伝染病研究所
(現医科学研究所) か ら 続 け て い る 毎 日 分刻 み の ス ケ ジ ュ ー ル で、仕事 を こ な し 無 事勤 め て
こ ら れ た の も 、 多 く の 皆 さ ん が た の 協 力 が あ っ て の こ と で感謝い た し ま す 。
現在、 黒部川 河 口 に 近 い ク リ ニ ッ ク の 一 室 で ユ ス リ カ の研究 に 没頭 し て 早 10年 と な る 。
今年卒寿 を 迎 え た が、 ま だ研究 に 対す る 気力 は 衰 え て い な い 。 こ れか ら も マ イ ペ ー ス で努
力 し て い き た い 。
随 想 59
「永遠 の現在」 とし て の杉谷 の地
元副学長
本 田 昂
去る10月 1 日、 いよいよ新たな富山大学が船出をした。 顧みれば、 富山医科薬科大学は
ちょうど30年前、 東西医薬学の融合を理念に、 医薬一体の総合大学を目指す特色ある教育
研究機関として開学した。 節目の年を迎え、 また新たな出発にあたり、 これまでの目覚 ま
しい発展と充実の軌跡を辿ると、 感慨ひとしおなるものを覚え る 。 北陸 自 動車道から望ま
れる雄大にして美し く 、 そして荘厳ささえ醸し出される白亜の殿堂が、 いつまでも人の生
命と健康を守る「聖地j であってほしいと願うものである。
私 自 身、 本学には医学部教授として、 四半世紀以上にわたって奉職させてもらった。 ま
だ開学準備室が神通川の辺りにあった頃に赴任し、 爾来、 平成14年に退官するまでである。
その問、 放射線生物、 放射線基礎医学を担当し、 併せて放射性 同位元素(RI)実験施設
の管理運営の責を担わせていただいた。 研究の多 く は次世代の方々に受け継がれ、 さらに
磨きのかかったものになっていることは誠に喜ばし く 、 彼らのますますの活躍を祈り、 期
待している。
しかし、 過去と現在は、 一体どのように線引 きできるのだろうか。 幼年時代に読んだ小
説の一節は、 時代的には紛れもな く 過去の事象である。 だが、 それが脳裏に留まると、 そ
の者にとっては過去の延長線上にあり、 依然として現在の出来事でもある。 思うに、 たと
え同じ事象でも、 捉え方次第では、 過去になったり現在になったりするのかもしれない。
捉え方とは、 事象が心に刻んだこだわりでもある。
何故このような問題を提起するのかといえば、 富山医科薬科大学は、 われわれにとって
「永遠の現在」だと思えるからである。 再編・統合によって新しい富山大学が誕生したた
め、 現在の教職員各位や学生諸君、 とりわけこれから赴任・入学される方々にとっては、
富山医科薬科大学としての軌跡は単なる「過去j と映るかもしれない。 だが、 たとえ看板
が掛け替えられても、 われわれにとって杉谷の地にあるのは、 富山大学の一部ではな く 、
いつまで、経っても富山医科薬科大学にほかならない。
本学では、 評議員や図書館長、 副学長も務めさせてもらい、 周 囲の方々のご助力と支え
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に よ り 、 多 少 な り と も 本学 の 管理運営 に 貢 献で き た の で は な い か と 自 負 し て い る 。 多 く の
先輩、 同 僚 に 恵 ま れ た こ と も 、 私 に と っ て の か け が え の な い 財 産 で あ る 。 大学改革や独立
行政法人化 に 向 け た 議論 に 、 口 角 泡 を 飛 ば し た 日 々 が懐か し く 感 じ ら れ、 今で も 験 を 閉 じ
る と 、 あ た か も 昨 日 の こ と の よ う に 想 い 出 さ れ る 。 初 め て の新入生 を 迎 え た 日 の 出 来事 さ
え も 、 こ う し た 節 目 の 時 に は 鮮 明 に 蘇 る 。 や は り わ れ わ れ に と っ て 富 山 医科薬科大学 は 、
ま だ ま だ 「永遠 の 現在」 と し て 心 の 中 で生 き て い る し 、 こ れか ら も 生 き て い く だ ろ う 。
幸か不幸か、 す で に 退官 ・ 退職 し て い る わ れ わ れが、 新大学 を 現実の も の と し て 直視 し 、
実感す る こ と は 難 し い 。 過去 に 対す る 想 い 出 と こ だ わ り が薄 れ る こ と は あ っ て も 、 現役 の
皆 さ ん と 同 じ よ う に 「現在」 を 見つ め る こ と は で き な い 。 わ れ わ れが杉谷の 地 に 足 を 運べ
ば、 や は り 回 想 の 世界、 過去の世界 を 散策 し 、 現在 の こ と の よ う に 語 っ て し ま う 。 過去 の
現在化一悲 し い か な 、 嬉 し い か な 、 新 し い 大学 に な っ て も 、 そ れが わ れ わ れ、 少 な く と も
私 の 医薬大像で あ る 。
し か し 、 過去 を 現在 と し て捉 え 、 想 い 出 に浸 る の は 、 わ れわ れ だ け で十分か も し れ な い 。
わ れ わ れの 目 指 し た も の を 参酌 し て も ら え れ ば幸甚 だが、 新 し い 大学 と し て 、 新 た な 目 標
に 向 か つ て 大 き く 羽 ばた い て ほ し い 。 19世紀の ア メ リ カ の 詩 人 ・ ロ ン グ フ エ ロ 一 日 く 、 過
去 を 顧 み る こ と な か れ、 現在 を 頼め 、 さ ら に 雄 々 し く 未来 を 迎 え よ と 。 わ れ わ れ は 、 こ れ
か ら も 過去 を 現在 の 如 く 捉 え 、 語 り 継 ぐ か も し れ な い 。 し か し 、 現役 の 皆 さ ん に は 、 現在
を 頼み 、 雄 々 し く 未来 を 迎 え て い た だ き た い と 願 っ て や ま な い 。
随 想 61
富山医科薬科大学30周年に寄せて
元副学長
片 山 喬
富山医科薬科大学が、 昭和50年に開学され30周年を迎えられ ま したことを、 心からお祝
い申し上げ ま す。
私は、 予定教官として、 創設準備よりかかわり、 昭和54年泌尿器科講座に就任いたし ま
した。 当時、 研究棟、 附属病院は竣工 ま もなく、 開設のための整備と教育、 研究、 診療の
準備に明けくれる毎日でした。 あれから30年、 大学はすばらしい発展をとげ、 感無量の思
いがあり ま す。 私は、 泌尿器科講座の主任、 医学部長(4年)、 副学長(医療担当)兼附
属病院長(6年)と、 21年間勤務させていただき、 平成12年退官いたし ま した。 その問、
非常に多くの方々に、 ご協力、 ご支援をいただき ま した。 関係各位に心から深く感謝申し
上げたいと存じ ま す。 ま た、 多くの貴重な体験をさせていただき、 思い出も多々あり ま す
が、 2 、 3 述べたいと思い ま す。
泌尿器科在任中に「富山県腎臓パンク」を創設することができたことは、 大変嬉しいこ
とでした。 腎不全患者の腎移植を進めるため、 第一外科、 第二内科、 小児科、 泌尿器科の
協力で腎移植チームを編成し、 生体腎移植よりはじめ、 献腎移植も実施するようになり ま
した。 献腎移植には、 ドナーの提供が不可欠であり、 平成元年 F富山県腎臓バンク」を富
山県及び関係機関のご協力により設立、 事務局を泌尿器科教室内に設け、 移植コーデ イ ネ
ーターを県より配置していただき ま した。 私は平成12年より理事長と して、 その推進に努
めており ま す。
ま た、 医学部長に就任したとき、 推進すべきことのーっとして高等看護教育施設の本学
への設置を考え ま した。 医学教育、 医学研究の進展には、 附属病院の充実強化が非常に重
要であり、 そのためにも、 ま た、 時代の要請でもあり ま した看護大学を本学に設置するこ
とは、 緊急な課題と思い ま した。 当時わが国では、 新設医科大学以外の医系大学は、 ほと
んど看護短大を併設しており、 看護大学は、 東大と千葉大など数校でした。 そのような状
況の中で、 本学への4年制看護学科の新設は、 困難をきわめており ま したが、 機会あるご
と文部省に設置を要望して ま いり ま した。 一方学内でも了承をとり検討に入り ま したが、
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養成施設 を 持 た な い 本学 で は 、 強力 に推進す る 部署 も な く 、 山 本教授、 鏡森教授、 看護部
等 と い ろ い ろ 相 談 し 、 ま ず 資料づ く り を し ま し た 。 平 成 3 年 3 月 看 護 学 科 設 置 委 員 会 で
「富 山 医科薬科大学 に お け る 医療 関 連科学 (特 に 看 護学) 教育、 研究の あ り 方 に 関 す る 報
告書」 を ま と め 、 看護学科設置趣意書 と と も に 文部省 に 提 出 い た し ま し た 。 そ の 後設置意
思確認があ り 、 短期 間 の 開 設準 備 が 必 要 と な り ま し た 。 同 年 1 1 月 よ り 創 設準 備 室 長 (併
任) と な り 、 当 時 の 山 崎学長、 高 久医学部長、 佐 々 木病 院長、 押 田 事務局 長 、 吉 田 総務部
長等 の ご協力 と ご支援 に よ り 、 校舎新築等 も 含 め 多 方面 よ り 本格的準備 に 入 り ま し た 。
翌年、 高 間 静子先生、 神郡博先生 に 準備室 に 就任 い た だ き 、 事務官 の 多 大 の ご協力 の も
と 精力 的 に 開 設準備 を すす め ま し た 。 将来大学 院 の 新設 も 考 え て の 看護教員 の確保 は 、 非
常 に 大変 で し た が、 承認 さ れ、 平成 5 年 4 月 新設医科大学 で は 初 め て 本学医学部 に 看護学
科 の 設置 を 見 る こ と がで き ま し た 。
私が病 院長 に 推 さ れ た と き 、 患者様本位 の 医療 と 患者様の ア メ ニ テ ィ 増進 を 図 る こ と が
重要 と 考 え 、 各部内 で患者様サ ー ビ ス の 充実、 向 上 と チ ー ム 医療 を すす め て い た だ き ま し
た 。 さ ら に 、 病 院 の 機能 を 改善 し 充実 さ せ る た め に 、 日 本医療機能評価機能 の 評価 を 、 病
院各部 に 絶 大 な 協 力 を い た だ い て 受 け ま し た 。 厳 し い 審査の結果、 平 成 1 1 年 、 国立大学の
附属病 院 で は 2 番 目 に 適性証の 交付 を 受 け る こ と がで き ま し た 。 そ れ は 、 病 院各 部 の 改 善
へ の 努力 の 結 果 で あ り 、 外部評価や 助 言 に よ り 各部の 一体感や各部 聞 の 連携が強化 さ れ て
き て 、 非常 に 嬉 し く 思 い ま し た 。
医薬大 は 、 開 学30周 年 の 記念すべ き 年 に 、 県 内 3 国立大学が統合再編 さ れ て 、 新 「富 山
大学」 と し て 発足 し ま し た 。 厳 し い 激動 の 時 で す が、 統合大学の 中 で特色 あ る 医療人教育
機 関 と し て 、 ま た 、 本県 の最先端の 医療機関 と し て 、 ま す ま す の ご発展 を 心か ら 祈念 申 し
上 げ ま す。
随 想 63
和 漢薬 の研究会
元副学長
熊 谷 朗
『富山医科薬科大学開学三十周年記念誌』 の随想執筆依頼であるので、 小生が副学長兼
病院長として勤務していた6年間(昭和57年~ 昭和 62年)を思い出し、 読者にも興味を
持っていただけそうな中より話題を選べばよいと，思っていたが、 今さらというような事柄
が多く、 かっ退官後すぐ富山の地を去ったこともあり、 よけいに話題にするような話は少
ない事に気づいた。
そこで、 ここでは本学とも関係の深い、 和漢薬の研究会を中心に思いつくまま述べてみ
たい。
小生が初 めて富山医科薬科大学の病院をおとずれた折、 最初 に目にとまったのは、 病院
中央の 2 階外来の最初の診療科の場所に、 和漢診療科がおかれていた。 普通は総合診療科
がある場所である。 これが開学にあたって、 本学の特色を示 そうとした意識がうかがわれ
た。
ここでは和漢薬の研究診療に関係深いところを話題にしたい。
これを私なり に整理してみると、 和漢薬シンポジ ウ ムより和漢医薬学会への発展過程を
説明すると最も解りやすい。
私がまだ阪大の第 3 内科に在籍していたころ、 当時大浦彦吉先生が教授となり山村内科
をおとずれ、 私共に和漢薬の話をされた。 私は甘草の有効成分のグリチ ルリチンの薬理の
研究中であったので興味深く話を聞かせてもらった。 この時が富山で和漢薬シンポジ ウ ム
を開催しようと話し合えた最初 ではないかと思う。
その後大浦教授の努力により、 年 1 回の和漢薬シンポジ ウ ムが立山の弥陀 ヶ 原の立山荘
で開催にこぎつけた。 開催地所も特異な場所であったが、 薬学のこの方面の研究者と臨床
の漢方医が山の中で数日話し合えたのが、 この方面の発展にきわめて重要な出会いとなっ
た。
しかしこの集 団が、 和漢薬シンポジ ウ ムとして10年かけてお互いを理解しようと努力し
合えたのは、 成功であったと，思っている。
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10年 間 を か け て お 互 い の 立場 を 理解 し た 運営が な さ れ た 結果、 興味の 中 心 も 多 様化 し 、
シ ン ポ ジ ウ ム の 運営が人数、 内容共広 く な る 現況 を 見 て 、 さ ら に し ぼ ら れ た 形で学術大会
に し よ う と い う 努力 が、 富 山 で行 わ れ て 来 た 。
数年 間討議の結果 シ ン ポ ジ ウ ム が、 和 漢医薬学会 に 発展 さ れ る こ と に な っ た 。
昭和59年 (1984) 第 1 回 の和 漢 医薬学会が発会 の は こ び と な っ た 。
そ の 後会報誌が学会誌 と な り 、 現在 の和漢医薬学会誌 と し て 年 間 数回 雑誌 と し て 出 版 さ
れ て い る 。
そ の 後私 は 学会 の 現役 を 引 退 し た の で、 く わ し く は不 明 で あ る が、 雑誌 と 送 ら れ て 来 る
学会誌名 は]. Traditional Medicines で今年で22巻 に 達 し て い る 。 表紙 は 英文 で あ る が、 内
容 は 変更 さ れ て い な い 。
今年 の 第22 回和漢医薬学会 は 、 東京 で 開 催 さ れ、 北里研究所 の 山 田 陽城氏が会長、 大会
の テ ー マ は 「基礎臨床の融合 全身修復へ の サ イ エ ン ス 」 と な っ て い る 。
以上和 漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム の 発足以来現在 に い た る 私 な り の 経過 を 書 い て 随想 に か え た 。
随 想 65
Festina lente (make haste slowly) 
名誉教授
高
屋
生 田 川
世紀を越え、 元号も昭和 から平成へと、 多くの変化を迎えてきた富山医科薬科大学です
が、 いよいよ建学30周年という大きな節目となりましたこと、 お祝い申し上げます。
28年前、 赴任して参りましたときは、 キャンパス内のいたるところで工事が進められて
おり、 掘り返された山土と新築の白亜の校舎の対照 的な姿に、 新しい大学が誕生するさな
かの、 力強い活気を感じておりました。
一方で、、 30年の月日を経て、 竹林と雑木林の丘陵は、 現在のような非常に充実したモ ダ
ンなキャンパスへと、 劇 的な変貌を遂げております。 時間だけが成し得る、 穏やか な 、 し
かし、 確実な歩みが、 現在の富山医科薬科大学を造り上げた大きな力であったことも、 30
年という年月が形を成して、 はじめて実感できるものだと、 あらためて感慨を深くしてお
ります。
在職した月日もまた、 教育と研究を、 緩やかに、 しかし確実な歩みで進めた26年間でし
た。 専門である解剖学の講義と実験、 実習の準備のための資料や、 標本の作製な ど、 特に
開学当初は設備も十分とはいえず、 非常に工夫を重ねたものでした。 次第に実験設備も整
い、 実習用の標本なども揃ってゆくなかで、 講義や実習の内容も深めることができてゆ く
過程は、 得難い経験であったと思われます。
研究の分野では、 細胞内の微細構造の分析を続けて参りました。 この分野では先進的で
あった新鮮凍結超薄切片の電子顕微鏡による観察の研究のため、 アメリカ合衆国 ノ ース
キャロライ ナ 大学チャペ ル ヒル校のベネット博士の門を叩きましたのは、 34年前のことで
す。 以後、 分析機器は透過型 電子顕微鏡、 走査型 電子顕微鏡と X 線微小分析を経て、 イ
オン顕微鏡へと変化しましたが、 細胞内の微細構造と細胞内の微量元素の働きを解明する
ことを目的として、 研究を続けて参りました。 今日でこそ、 微量元素の働きが少しずつ解
明され、 疾病との関連も指摘され、 医学生物学的にも重要なテー マであることが一般にも
理解されて参りましたが、 細胞内での微量元素の働きに早い段階で着目し、 研究を続けて
おりました。
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こ の よ う な 分析 を 進 め る に あ た り 、 物理学や化学 の 分野で物 質分析 の 最先端機器 と し て
開発 さ れ て い た 、 イ オ ン 顕微鏡 に 着 目 い た し ま し た 。 イ オ ン 顕微鏡 と は 、 物 質 に特定の種
類 の イ オ ン を ビ ー ム と し て 照射す る こ と で、 物 質 内 の元素 と 分子 を イ オ ン と し て 放 出 さ せ、
物 質 を 構成 す る 元素や分子 を 特 定す る こ と がで き る 装 置 で す 。
富 山 医科薬科大学解剖 学教室への イ オ ン 顕微鏡 の 導入 は 、 1995 年 の こ と で あ り 、 医学生
物学分野へ の 応用 は 、 国 内 で は 最 も 早 い 時期 の挑戦 で し た 。 生物試料の 分析 に 関 し て は 、
囲 内 で の 事例 は 乏 し く 、 イ オ ン 顕微鏡の操作 の 習 熟す る こ と か ら 始 め る 必要があ り ま し た 。
幸 い 、 ス タ ッ フ に 恵 ま れ、 短期 間 の 間 に 多 く の 成 果 を 挙 げ る こ と がで き ま し た 。 電子顕微
鏡 で確立 さ れ て い た新鮮凍結超薄切片 を 用 い る こ と で、 生体内 の細胞 の微量元素 と 分子 の
分布 を 画像 と し て 表示 さ せ る こ と がで き る よ う に な り ま し た 。
将 来 的 に は 、 微量元素 と 分子 の 細胞 内 で の化学的 な 働 き が、 生命活動 に 影響 を 与 え て い
る 様子 を 画像 と し て 視覚 的 に 示す こ と で、 実態 を 解 明 で き る の で は な い か と 、 大 き な 期 待
を 寄せ る こ と がで き る も の と 考 え て お り ま す。
イ オ ン 顕微鏡 の導入 は 、 医学生物学分野で の 非常 に 新 し い挑戦 で し た が、 そ の 成 果 は 、
築 き 上 げて き た 過 去 の研究 の 上 に あ っ た と い え ま す。
富 山 医科薬科大学が築 き 上 げて き た 30年 は 、 新 し い 富 山大学の ス タ ー ト の 基礎 と な る も
の で あ り ま す 。 こ れ ま で 、 ス タ ッ フ や 卒業生が積 み 上 げて き た 実績 は 、 流 れ去 っ て ゆ く 過
去 の 歴 史 で は な く 、 未来 の た め に 用 意 さ れ た 肥沃 な 土壌 で あ る と い え ま す。 30年 の 糧 の 上
に 、 さ ら に 豊か な 花 を 咲かせ よ う と 挑戦す る 、 記念すべ き 時 に 立 ち 会 え ま し た こ と に 、 心
か ら 感謝 を 述べ た い と 思 い ま す 。
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水銀、 カ ド ミ ウ ム そ し て 石綿
名誉教授
加 須 屋 実
退官の翌日から、 富山産業保健推進センタ} というところで働いている。 独立行政法人
労働者健康福祉機構は、 全国各地に労災病院等を配置しているが、 同時に各県に産業保健
推進センターを設置し、 労働者の健康の保持増進を目指している。 ここ数年来の重点課題
は、 急増する自殺者(平成10年から 3 万人を超え、 その う ち労働者は8 �9000人)や増加
する過労死対策として過重労働とメンタルヘルス対策が最重要課題となっている。 そのよ
うなときに、 突如として石綿問題が発生した。 平成17年6月下旬のこ と である。 そのよう
な状況なので、 原稿依頼を受けたとき、 まず石綿を思い出したのだ、った。
昭和53年4月、 富山医科薬科大学に着任し、 さっそく呉羽 E陵にある大学に出かけ、 公
衆衛生学講座のある 9 階にたどり着いたのだが、 まだあちこち工事中であった。 そしてそ
こで見たものは、 驚くことに、「石綿Jと明記した断熱材の山だ、った。 実は当時「環境毒
性学J(日刊工業出版社、 昭和52年)を出版し、 「ところで、 なぜ日本では石綿による環境
汚染にもっと注意がむけられないのだろう。 やはり、 この人が石綿で中皮腫になった人だ、
という人が出現しないからだろうか。 その生体影響がだれの目にも明らかになってからで
は、 とりかえしがつかないのに」と書いたばかりだったので、 心底驚いたのである。 水俣
病、 イタイイタイ病などに続いて、 職域を超えた人体被害をもたらす可能性の高い物質と
して大きな危倶を抱いていたのだ、った。 この建物が将来解体されることがあるかどうか分
からないが、 そのときは平成17年 7 月 1 日に施行された石綿 障害予防規則をしっかり道守
して頂きたいものである。
環境汚染病の予防を研究目的とし、 人体被害が発生する前に毒性の評価をする方法とし
て組織培養を利用しようと試みていた。 生まれて 1 週間ほどのラット小脳の切片をさまざ
まな環境汚染物質を加えて培養し、 毒性を評価する方法を開発しようとしたのである。 ま
ず、 個体 レ ベルで毒性がよく研究されている水銀化合物を用いて毒性を比較検討すること
としたので、 神経組織を使用した。 この研究で学位を取得し、 ついでカドミ ウ ムを含むさ
まざまな化学物質の影響を検索しながら富山医科薬科大学に赴任した。 組織培養法による
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毒性予 測 の研究 を 続 け る 目 算 だ っ た が、 故萩 野 昇 先 生 に お 会 い し て イ タ イ イ タ イ 病 ( イ
病) の研究 に 着 手す る こ と を 決意す る こ と に な っ た 。 イ 病 の研究 は す で に 完 了 し て い る と
思 っ て 富 山 に や っ て き た の だ、 っ た が、 萩野先生 の お 話 で ま だ ま だや る べ き こ と が残 っ て い
る こ と に 気付 い た か ら で あ る 。 な お 、 環境 問題 に つ い て は 重要課題が多 々 あ り 、 社 会 的 要
請が多様で あ る こ と か ら 、 研究室 と し て は ス ギ花粉症 の ア レ ル ギ ー に 関 す る 研究、 大気汚
染 の樹木年輪情報の利用 な ど に つ い て も 手がけ る こ と に な っ た 。 以来、 イ 病研究 に 携 わ っ
て 24年 ほ どで定年退職 と な っ た が、 そ の研究は独立行政法人環境再生保全機構 に よ る 「重
金属 等 の 健康影響 に 関 す る 総合研究」 の班員 と し て 現在 も 続 け ら れ て い る 。
自 然環境 と 人体内 に 残 さ れ た 有害化学物 質 の 爪痕 は 深 く 、 そ の 影響 の 広 が り と 行 き 着 く
先 は 定か に は 見 え な い 。 科学 ・ 技術 に 関 す る 研究 は 多 岐 に わ た っ て お り 、 すべて の 分野 に
お け る 格段 の 進歩が望 ま れ て い る と 思 う が、 中 で も 地球 と 生命体の命運 に 直接 関 わ る 環境
医学 ・ 科学 の 責任 は 重 い 。 私 の研究生活 の動機づ け は 人体被害 を 前提 と し な い 真 の 予 防対
策 を 確立す る こ と に あ っ た が、 研究生活 の 初 期 に 危倶 し た 、 水俣、 イ 病 、 ヒ 素 中毒、 大気
汚染 に よ る 呼吸器障 害 に 続 く も の と し て 最大 の 可 能性 を 持 つ も の と し て 指摘 し た 石 綿 に
よ っ て 、 労働者 の み な ら ず一般住民が被害 を 受 け て い る あ り さ ま を 、 古希 を 迎 え て 目 前 に
す る と は 想像 も し な か っ た 。 新生富 山 大学 に つ い て は 、 環境 問 題 を 含 め て 100年 以 上 の 先
を 見通 し た教育、 研究 を 追求 し て 頂 け る も の と 信 じ て い る 。
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雑種、 そ し て 雑草 のごと く
名誉教授
伊 藤 祐 輔
1975年(昭50) 6月、 久世照五君(35歳)を新潟駅頭で迎えた。 私は40歳であった。 そ
の年の10月に開学する富山医科薬科大学医学部麻酔科学の教授・ 助教授の予定者となった
からである。 しかし、 お互いに顔は知らないのであったが、 改札口でそれらしい人として
す ぐに分かつた。 新潟市内古 町の割烹で食事をしながら話しているうちに、 お互いどうも
初対面ではなさそうな気がしてきた。 金沢大学と新潟大学なのでクラブ活動で関係があっ
たことが分かつた。 久世君は1964年(昭39) 6月14日新潟 地震の前々日第8回金沢大学・
新潟大学医学部合唱合同演奏会にO B として新潟に来てくれた。 演奏会場の新潟市公会堂
前での記念写真に二人とも最前列にうつっている。 そんなことで初めから大いに意気投合
した。 教授・ 助教授の人選にあたられた金沢大学放射線医学平松博教授(富山医薬大初代
学長)は金大洋楽部の顧問をしておられた。 平松教授が私たちのことを知っておられた筈
はないが、 全く運命と言わざるを得まい。
1976年 1 月各講鹿の教授・ 助教授予定者の初 会合があり、 研究棟 ・ 病棟の各々の位置に
ついて話し合われた。 生憎私がインフ ルエンザで倒れ出席できなくなり、 久世君ひとりで
出てもらった。 麻酔科の研究棟は4階になった、 など電話連絡してくれた。 このときの寒
気は厳しく、 小林副学長・ 藤巻先生ら新潟勢の乗った特急北越が夜間雪の中に立ち往生し、
ビュッフ ェ の酒を飲み尽くしてしまったとのことである。
それから 3 年間の準備をして、 1979年(昭54)4月に伊藤、 久世、 佐藤祐次(助手)が
発令になった。 麻酔科学講座の開講である。 この4月は寒く、 暖房のない研究室でこの 3
人は備品や消耗品の伝票を切りながら、 少しずつ住めるように、 そして研究ができる よ う
にしていった。 佐藤君が暗算が得意で、、 たいていの計算は暗算で、やってしまうので、 久世
君が大いに驚いていた。 久世君はこつこつと乳酸リンゲル液代謝の実験装置を整えていっ
た。
5 月には検査技師山本昌 子、 秘書高柳暢子の女性群が加わり、 華やかとなった。 久世君
は山本さんを相手に実験が本格的となった。 彼はこの研究が実って1992年に金沢大学医学
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部教授 と な る の で あ る 。
10月 の 附属 病 院 開 院 を 前 に 、 8 月 25 、 26 日 氷見 の民宿 に 皆 が集 ま り 、 医薬大麻酔科結成
の 盃 を 挙 げた 。 伊藤、 久世、 中 西拓郎、 樋 口 明子、 増 田 明 、 田辺隆一、 海木玄郷、 山 本、
高柳 の メ ン バ ー で あ っ た が、 田 辺君 は 立 山 診療 で参加 で き な か っ た 。 海 に 舟 を だ し て キ ス
釣 り を 楽 し ん だ。 釣 れ る は 、 釣 れ る は の 大漁 で あ っ た 。
手術部助教授 に は 、 1980年 4 月 に 宮崎久義君 (現国立熊本病 院長) が熊本大学 か ら 赴任
し て く れ た 。 こ れ に 関 連 し て 牛 島 一男 君 (現熊本大医学 部 附属病 院手術部助教授) が熊本
大 よ り 加 わ り 、 さ ら に 金沢大卒 の 矢作直樹 (現東京大学医学部救急 医 学教授) 、 八木裕一
郎が新人 と し て 入 局 し た 。 山形大か ら 里村敬が転入 し 、 そ の縁で冨 田博が加 わ っ た 。 本学
1 回 生か ら 山 崎光章 (現富 山 医薬大麻酔科学教授) 、 杉森隆、 2 回 生か ら 渋谷 昌 子 (桐 山 ) 、
筑波大か ら 林睦子 (成瀬) 、 本学 3 回 生 か ら 広 田 弘毅、 渋谷伸子 と 医薬大麻酔科 フ ァ ミ リ
ー は 増 え て い っ た 。
宮崎助教授 は 1 982年10月 に 国立熊本病 院 に 転 出 し 、 そ の 後任 に 青森労災病 院 か ら 佐藤根
敏彦君が翌1983年 2 月 に 着任 し て く れ た 。 彼 は 佐 々 木均君 を 連 れて き た 。 関 連病 院 も 富 山
県 立 中 央病 院、 富 山 市民病 院、 済生会富 山 病 院、 黒部市民病 院 と 着 実 に 増 え て い っ た 。 金
沢、 新潟、 熊本、 弘前 の 血 が入 っ て 流 れ て い っ た 。 雑種 だ か ら 強 い 、 そ し て 個性豊か な 若
い 医 師 た ち が和 を も っ て 、 ま さ に 雑草の ご と く 伸 び伸 び と 生 き て い た 。
開学か ら 初 め の 10年 を 麻酔科 を 中 心 に 振 り 返 っ て み た 。
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関学30周年記念に寄せて
名誉教授
小 泉 富 美 朝
平成17年10月は富山医科薬科大学関学30周年を迎えると共に新しい富山大学に統合され
てのスタートとなるべき記念すべきときで、 30年間に築き上げた伝統を継承しつつ、 ます
ますの発展を祈念するものであ る 。
私が富山医科薬科大学に赴任した昭和52年4月には、 医学部は講義実習棟が完成し、 研
究棟は内装中、 病院棟は建設途上にあった。 病理学 2 仮研究室は完成して間もない コ ンク
リートの匂いが残る講義実習棟 2 階の生化学実習準備室であった。 ここで 1 年間過ごし、
翌年の4月に研究棟 2 階の病理学 2 教室に移った。 この 2 階廊下は病院棟への連絡通路で
あり、 この通路にはグリーンのカーペットが敷かれてあり、 いつも研究室のドアを開ける
と一直線に伸びたグリーンベルトが見渡され印象深く思い出される。 この研究室で22年間、
病理学 2 講座を主宰し、 教育、 研究、 病理診療に従事し、 大過なく無事歩んで来られたの
は学内・外の関係各位の温かいご指導とご支援によるものであり、 深く感謝している。 こ
の22年間に積んだ研究業績と業務実績などは、 私の退官時に「教室の歩み一初代教授退任
を記念して-J として小冊子にまとめて刊行し、 お世話になった学内・外の関係各位に贈
呈させて頂いた。 22年間に更生ってくる思い出は沢山あるが、 特に教育関係で忘れ難い思い
出が二つあり、 ここに簡潔に記したい。
その一つは、 学生委員の時で昭和55年度の大学祭に学生からロック コ ンサートを聞きた
いとの要望があり、 委員会では従来認めていなかったが今後のこともあり、 この機会にど
の程度の騒音が出るのか調査した後に結論を出すことになった。 学生にロック演奏を実演
させ、 騒音計を使って古沢地区、 学内では研究棟と病院棟の 7 階の音量測定を行った。 そ
の結果、 付近住民にはパンフ レットなどを配布して了承を得ること、 苦情が出れば中止、
なるべく音量を下げる、 時間を厳守、 屋内で開く時は窓を閉めて暗幕を張るなどの条件を
付して許可した。 大学祭終了後、 付近住民から苦情は出なかったことが報告された。 もう
一つは平成5 年、 医学教育検討委員会委員長のときのことである。 当時は全国的に各大学
独自の個性ある教育改革が唱えられ、 本学でも教育の大綱化と平成 9 年度より新教育課程
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の 学生入学 に 対応 し た カ リ キ ュ ラ ム 編成 を 検討す る 時期 で あ っ た 。 こ の カ リ キ ュ ラ ム 編成
の 検討 に 医学科学生代表 を オ ブザー パ ー 参加 さ せ る 提案 を 行 い 、 委員 会 で 了承 さ れ て 教授
会 に 報告 し た と こ ろ 、 全 く 反対 な く 了 承 さ れ た の に 若干 の 戸惑 い を 感 じ た の で あ る 。 カ リ
キ ユ ラ ム の編成 に 学生 の 参加 は 委員 会 で は 初 め て の 試 み で画期 的 な こ と で あ っ た し 、 後 日
学生代表の 一 人 は 学生 と 教官 の 双方 が よ り よ い カ リ キ ュ ラ ム を 作 り た い と い う 姿勢 の 表 わ
れ で 高 く 評価 で き る と 感想 を 述べ て い た の が懐か し く 思 い 出 さ れ る 。
1 1 年 4 月 か ら 老人保健施設 シ ル バ ー ケ ア 栗 山 に 施設長 (嘱託医) と し て 勤務 し て い る 。
勤務 し て 6 年余 り に な る が、 医療 に 関 し て 医薬大卒業生諸君 に お 世話 に な っ て い る の で お
礼 を 兼 ね て 本学 の 医学部 同 窓会報第 14号 に 「老 人保健施設 に 勤 め て 5 年」 の 感想 文 を 掲載
さ せ て い た だ い た 。 ま た 平成 1 5 年 度 よ り 本学 医学科で、 「免疫 ア レ ル ギ ー 疾患」 の 講義 で
「腰原 病 の 病 理」 に つ い て 年 1 回 の 講義 を 担 当 し て 3 年 に な る 。 教科主任、 村 口 篤 、 杉 山
英二両先生 の 要 請 に よ る も の で、 免疫学 的 治 療 の 進歩 に よ り 現在 の 膝原病 で は 典型 的病理
像 は 装飾 さ れ て わ か り に く く な っ て い る の で、 1960-1970年代の 典型像 に つ い て 講義 し て
ほ し い と の 要望 に 応 じ た も の で あ る 。 講義終了 時 に は 、 出 席学生の評価 に よ る ア ン ケ ー ト
が取 ら れ、 後 日 こ の ア ン ケ ー ト の 集計結果が各教官 に 連絡 さ れ て く る 。 出 席率 も よ く 、 ま
た 学 生 の 要望 も あ り 参考 に な る が、 教官側 は大変厳 し く 時代 の 流 れ を 痛切 に 感 じ て い る 。
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関学30周年に寄せて
名誉教 授
北 川 正 信
「各県一医大」という “角栄構想" は戦後の駅弁大学を連想させて自分の抱いていた大
学像にそぐわず、 文部省の信念の無さをなじる思いがしたものである。 それまでの大学が
与える研究者層・教育者層の重厚な印象とは程 遠い、 浅薄な教員構成と質の落ちる学生の
増加が懸念されたからである。 それが、 自らその波に巻き込まれてみると、 その懸念は当
たっていたとはいえ、 地方の医療水準を量・質ともに上げようという所期の目的を達成す
るには賢明な選択であり、 さすがは角栄、 というように評価が変わった。 地方に良い医師
を迎えようとしても、 病院を増やすだけでは人材が集まらず、 大学教員という餌を用意す
るのが早道と、 勘の鋭いかの俗人宰相は考えたのであろう。 おまけにその主要人事を巡っ
て群がる俗人教 授からの献金がわが自民 党を潤すという計算があったことも間違いない
(当時の「週刊新潮」誌にそうした記事が載っていた) 。
わが富山医科薬科大学も御多分に漏れずこのような産湯を浴びて誕生したことは初代教
授ならずともほろ苦く思い出されるところであろう。 それはともかく、 若い教 授たちを牽
引車としてこの30年間新設医系大学の中ではよく健闘した部類に入るのではないかと思っ
ている。 大学を “就職先" と口走って私に叱られた教員も居たが、 そのような就職意識と
いうものは己の生活第ーという響きをもち、 それでは若い大学が成長しないとみたからで
あった。 設立の理念の一つであった “東西医学の融合" というのを取ってみても、 充分形
を成したとは思われない。 大学病院も研修医を引 き付ける魅力に欠けている。 名実共に一
流の大学と言われるにはまだまだ尽力が必要である。 その尽力の要点は “わが身第ーでは
なく、 公のために" でなければならない。 学生もその参加要員であることは言うまでもな
い。 大学の名称、が変わっても、 これまで、に築かれた基盤の上に立って、 より充実した医療
部門に育ててもらいたいものである。
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わ が医科大30年 目 の転機に寄せて
名 誉教授
辻 陽 雄
い よ い よ 富 山 医薬大 は 富 山 大学 と し て 再 出 発す る 。 医 薬 大 関 学 と 病 院 の 開 設 な ど シ ス テ
ム の 検討や 立 ち 上 げ作 業 に 明 け 暮 れ た 日 々 の こ と を 思 う と 、 “ 手塩 に か け た 医 薬 大 " と い
う 想 い と 愛着、 今で は い と お し さ さ え 覚 え る の は 私 だ け で は な い で あ ろ う 。 そ の折 々 の 労
苦 は い ま は 清 々 し い 思 い 出 で も あ る 。
こ の足掛 け30年 と い う 割合短い 期 間 に 医薬大 は 一貫 し て 医 と 薬、 東西両 医 学 の 融合 と い
う 独特 の 理念 の う え に 発展 を 遂 げ、 い く つ か の特質 を 備 え た 確 か な 存在 と な っ た こ と に 、
誇 り と 喜 び を 感 じ て い る 。 し か し 予想 を 超 え る 早 さ で世情 は 動 き そ の 行 方 の 不安定 さ 、 超
高齢少子 に み る 人 び と の価値観や 要 求 の 複雑 さ な ど を 思 う と 、 医系教育機 関 と し て は 、 世
の 流 れ を 予 見 し つ つ 、 遅 れ を と ら ぬ速 や か さ で 的確 な 備 え がで き る よ う 小 回 り の き く 体質
が要求 さ れ る と 思 わ れ る 。 漫然 と し た 論議 の く り 返 し は 、 ど の 大学 に も 共通す る 好 ま し か
ら ざ る 性癖 だ が、 そ れ は 見 え ざ る 莫大 な 時 間 と 意欲の 損耗 を 招 き か ね な い よ う な 気 が し て
な ら な い 。
私 は 20年 間 の杉谷の生活か ら 離 れ て 久 し い が、 見事 に 立 ち 上が っ た 大学 の 威容 に 国 の 力
の 大 き さ を 知 っ た の だが、 や が て 国立大学 は平均主義 的横並 びの思想 に 貫 か れ て い る と い
う 淋 し さ を 覚 え た 記憶があ る 。 そ の 数年後、 遠 山 敦子氏 ( 当 時文部官僚 の ち 文科相) は 国
立大学 の 発展 に と っ て横並 びの慣例 は 弊害 を 招 く と の 記事 を のせ、 私 は 文部行政 に 些 か の
光 を み た 思 い も し た 。 COE、 拠 点 大 学化、 独 立 法 人化、 諸 評 定化 な ど な ど、 大学 は 世 の
巷 と 隔絶 さ れ た オ ア シ ス 社会 か ら 競争社会へ と 移 り つ つ あ る 。
私 は 赴任 間 も な く 図書館長 を 拝命 し 、 大学の 中 心 は 図 書館 に 在 り 、 な ど と 鋭意整備 に 当
た っ た 日 々 も 懐か し い 。 そ ん な 関 係 か ら 初 代 の 平松学長 と は た びた び相談の機会があ っ た 。
あ る 日 、 つ ぎ の よ う な 夢 と も い え る 話 を 申 し た こ と があ る 。 こ れか ら の 医 師 は 坐 し て 患者
を 待つ の で は な く 、 自 ら 行 動 で き る 積極性 の あ る 臨床の 行動教育が必要 と な る 。 予期せぬ
広域災害や救急 に 手 を 扶 く こ と の な い よ う 、 危急臨床 シ ス テ ム を 他大学 に 魁 け て 立 ち 上 げ
ら れれ ば素晴 ら し い 。 そ の た め に は 、 ヘ リ ポ ー ト を 兼 ね た す牟体j駐車場 を 建 て 、 地 下 道 で病
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院と結ぶ。 同時に学生待機用の宿舎も設け、 県と交渉してヘリコプターを常駐させるのが
理想だというものであった。 平松学長はこの突飛な考えにも笑顔で領かれたのだが、 創設
完了とともに退官され間もなく他界されてしまった。
昭和 56年は聞きしに勝る豪雪。 県も大学も予想もしない莫大な除雪 費と労力を費やした
という。 私の頭から消えなかった立体駐車場の建設費とこの除雪費を調査検討したところ、
前者は約10年で減価償却ができるとの結論となった。 その後、 構内l駐車場の不足が問題と
なったので、 私はひそかに立体化の考えを事務局に打診した。 答えは他大学に類例がなけ
れば、 富山の気候を加味しても、 本省から一喝食らうだけだという。 まことに横並び行政
は現場にまで浸透して萎えを感じた次第であった。
平成17年10月 1 日、 新 「富山大」はスタートした。 この日、 北日本新聞には8 頁にもわ
たる誕生特集が掲載されている。 新大学は医薬理工総合大学院の発展的開設を前提として
8学部 1 研究所の総合大学である。 この特集記事は飛躍の夢をもたせてくれる。 特集の標
題は「知の力結集Jとある。 異論はないが、 大学では研究と成果の還元という使命は当然
だが、 何といっても次の世代を担うべき人材の育成という使命が第ーであって、 それは知
力だけでは果たせない。 私は 「知」 に加えて「愛」が不可欠だといまも思っている。 つま
り愛(ph il os)と知( soph ia)こそ大学の大学たる普遍の本質だということである。 医学
教育では、 人間学、 生命哲学、 生命倫理を主とするリベラルアーツの強化も新大学に期待
したい。 医薬大30年の歴史の転換期にあたり、 尽きせぬ愛と感謝をこめて、 所感の一端を
述べさせていただいた。
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双六診療所 の 現状 を 憂 う
名 誉教授
堀 越 勇
医薬大の 診療所が双六小屋 に 開 設 さ れ た の は 、 開学か ら ま も な く の 頃 で し た 。 以 来 四 半
世紀。 開 設 当 時、 必要 な 薬剤 の供 給 に 協力 し た こ と も あ り 、 私 も 小屋 を 拠点 に 、 槍が岳、
双六岳、 三俣蓮華岳、 鷲羽岳、 黒 部五郎岳等 を 散策 し て 来 ま し た 。 散策 に は 常 に 山岳部学
生 が 同 行 し て お り 、 時 に は カ メ ラ 一 つ で槍 に 向 か う 筆者 に 、 す れ違 う 登 山 者か ら 奇異 な 日
で見 ら れ た こ と も あ り ま し た 。 当 時、 登 山 者 の 多 く は 若者で、 大 き な キ ス リ ン グ に寝袋や
大鍋 を 括 り 付 け て い る 学生 も お り 、 あ え ぎ あ え ぎ登 っ て く る そ の 姿 は 未 だ に 忘 れ ら れ ま せ
ん。
と こ ろ が こ こ 10年、 夏 山 に 来 る 若者の 集 団 が徐 々 に 減 り 、 代 わ っ て 中 高年 の 登 山 者が増
え て き ま し た 。 特 に 、 こ こ 数年 の 激増 ぶ り は 、 目 を 見張 る も の があ り ま す。 グ ル ー プ の 人
数 も 年 々 増加 し 、 30人 を 超す 集 団 も 珍 し く あ り ま せ ん。 集 団 は 北 は北海道か ら 南 は 沖縄 ま
で全国 か ら 来 ら れ て い る こ と が分か り ま し た 。 中 高 年 の 登 山 が活発 な こ と は 平均寿命が世
界 J の現在、 喜 ば し い こ と です。
こ こ で 山 の 診療所 に つ い て お 話 し し ま し ょ う 。 開設時、 小屋 の 一 角 を お 借 り し て 診療 を
行 っ て き ま し た 。 時 に は遭難者の救出 に も 協力 し 、 感謝状 を 頂 い た こ と も あ り ま す。 > つ
闘 っ た こ と は 、 宿 泊 し て い る 登 山 者 と 医療者や学生 の 生活 リ ズ ム が異 な る こ と で し た 。 朝
の 早 い 登 山 者 に と っ て は 、 夕 食後 に 続 く 団 壊 は 誠 に 迷惑 で す 。 度 々 の 苦情 に 、 小屋 の オ ー
ナ ー と も 相談 し 、 小屋 と は 別 棟 の 診療所 を 建設す る こ と に な り ま し た 。 国 立公 園 内 に 建物
を 建 て る こ と に は行 政 の 許可 が要 り 、 簡単で は あ り ま せ ん 。 何 と か そ の 筋 の 友 人 の協力 を
得 て 建 設 の 運 び と な り 、 建設資金の 過 半 は 小屋 の オ ー ナ ー に 依存 し て 、 建坪16坪、 8 畳 4
聞 の独立 し た 診療棟がで き ま し た 。 診療設備 も 充実 し 救急 医療 に 耐 え る 体制 が で き 、 名 前
も 富 山 医科薬科大学 ・ 双六診療所 の 看板 を 掲 げて い ま す。 と は い え 大学 の付属 機 関 で は あ
り ま せ ん 。 組織名 は 発起 人 の 名 を と っ て 「雅会」 と し 、 夏場の 7 月 20 日 か ら 8 月 21 日 ま で
の 1 か 月 開 設す る 季節 限定診療 で す 。 以 来10余年が過 ぎ ま し た 。
し か し 最 近新 た な 問題が持 ち 上 が っ て き ま し た 。 診療 に 欠かせ な い 医 師 ・ 看護 師 の 不足
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です。 これは多くの山の診療所に共通した問題です。 医師教育の徹底と、 研修制度の充実
が裏目に出て、 診療所の維持管理が難しくなってきました。 山の診療所活動はたとえ自由
診療の看板を掲げても医療者に報酬を出せるほどの経済効果はありません。 今年もお盆で
一番患者の増えるときに医師の手配がつかず、 小屋のオーナーを心配させてしまいました。
今回は何とか手配できましたが、 中高年登山者の益々増える傾向を考えるとき、 行政当局
と大学管理者の特別の配慮を切に願うものです。 これまで、「診療所を大学の付属機関
に」せよとか、 大学は山の「診療所活動を研修医のカリキュラムに」組み込めとか、「ボ
ランテ イ アを広く募集」してはというような提案を行ってきましたが、 実現には至ってお
りません。 この事実を理解して頂きたいものです。
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明 治26年 (1893年) 富 山 に お け る 薬業振興 を 期 し て 設置 さ れ た 共立富 山 薬 学校 を 発祥
と す る 富 山 大学薬学部が、 昭和 50年 (1975年) 1 0 月 1 日 に 開 学 さ れ た 富 山 医科薬科大学 の
創 設 に 参加、 薬学部教授 の 一 員 と し て 1996年 3 月 に 定年退職す る ま で の 20年 問 、 恵 ま れ た
自 然環境 と 施設 の も と で教育 ・ 研究 に 没頭 し 得 た こ と 、 大変 に 幸運 で あ っ た と 思 っ て い ま
す 。
杉谷 キ ャ ン パ ス で は 、 真 っ 先 に 講義実習 棟が竣工 ( 昭 和 51 年 度) 、 52年 度 に は 医学部研
究棟が完成、 翌53年度 (昭和54年 2 � 3 月 ) に は 、 医科薬科大学附属病院、 事務局管理棟、
附属 図書館、 さ ら に 薬学部研究棟 ・ 共 同 利 用 棟、 薬学部植物 園 ・ 管理棟が竣工。 翌54年 度
に は和 漢薬研究所が薬学部研究棟西国 に 接続 し て完成、 富 山 大学五福 キ ャ ン パ ス か ら の 移
転 を 完了 し た 。 な お 、 富 山 大学薬学部 の 講座研究室 の 富 山 医薬大への 年 次移行 は 、 5 1 年 度
3 講座 開 設/52年 度 4 講座増設/53年 度 5 講座移行/54年 度 5 講座移行 な る 手続 き に よ っ
て 実施 さ れ た 。 さ ら に 、 53年 度 6 月 に は 大講座制 を と り 大学院薬学研究科 ・ 薬科学科 (博
士課程 5 講座) に 再編 さ れ た : 薬剤 薬理学、 医 薬 品 化学、 衛生 ・ 生物化学、 薬用 資源学、
物理薬剤学。
遡 る 5 1 年 4 月 、 富 山 医 科 薬 科 大 学 ・ 山 崎高 鷹 副 学 長 が 薬 学 部 長 事 務 取 扱 に 就 任 ( �
53. 7 . 31 ) 、 つ い で、増 田 克忠教授が薬学部長 を 2 期 務 め た (53. 8. 1 � 57 . 7 . 31 ) 。 そ の 聞 に 、
薬学研究棟 に 隣接 し て 「 共 同 利 用 研究施設j が発足、 5 年後 に 「実験実習機器セ ン タ ー 」
と 名 称 を 変 更 し 省 令 施 設 に 昇 格 (59. 4. 1 1 ) 、 吉 井 英 一 教 授 が 初 代 セ ン タ ー 長 を 務 め た
(59. 8. 1 6 � 1 . 7 . 31 ) 。 な お 、 こ の 人事 に 前 後 し て 山 崎高 庭 教授 は 薬 学 部 長 を 2 期 務 め ら れ
て お り (57 . 8. 1 �60. 1 1 . 30) 、 3 代 目 の 西荒介教授へ と 継が れ た (60. 12 . 1�62 . 1 1 . 30) 。
昭和62年 1 2 月 1 日 に 吉井教授が西教授か ら 薬学部長 を 引 き 継 ぎ、 平成 3 年 1 1 月 30 日 ま で
の 2 期 4 年 間 そ の 任 に 在 っ た が、 そ の 聞 に 山 崎高 庭 教 授 (初 代 副 学 長 ・ 50. 10 . 1 �
54. 6 . 30) の 3 代 目 学長就任 が あ っ た (昭和 63. 4 . 1�平成6. 3 . 31 ) 。 ま た 、 昭和63年初期 頃
か ら 、 学部 内 お よ び同 窓会会長 ・ 田村 四 郎氏 を は じ め と す る 薬 窓会関係者 の 間 で 「薬学部
随 想 79
創立百周年記念式典および記念事業の実施」 が諮られてきた。 1990年 3 月に創立百周年記
念事業後援会が設立され(田村四郎・後援会会長)、 記念事業実行委員長に薬学部長・吉
井英ーが就任した。
記念事業計画としては( 1 )薬学教育・研究助成基金の設置、 ( 2 )百周年記念石碑の建立・環
境整備、 ( 3 )創立百周年記念史の発刊が盛られ、 平成 2 年 3 月20日には記念事業後援会会則
に従って役員等が定められた。 また、 資金募集の実施方法と運用、 寄付金の免税措置等の
取り扱いは総務部主計課・市川勇総務係長に委任、 文部省および国税局の指導を得て減免
税措置が認められた(平成2 .5. 1 �4. 3. 31)。 基金募集にあたって、 田村四郎後援会会長は
主に富山県内の関連企業や薬窓会会員・役員を対象に、 実行委員長の吉井英ーは東京医薬
品工業協会および大阪医薬品協会をはじめ、 県外の先輩や製薬および関連企業役員を訪ね
支援をお願いした(収入の総額約 1 億6，500万円)0 
記念式典及び関連行事は、 創立百年目の平成4年11月 7 日、 富山県民会館に於いて実施
された(詳細は 『富山医科薬科大学関学二十周年記念誌J 第 2章第 2 節)。 午後の富山第
一ホ テルにおける記念祝賀会に次いで、 杉谷キャンパス・薬学研究資料館前に設置された
記念石碑「温故知新J(山崎学長の揮事)の除幕式が、 多数の富山薬専O B の参加を得て
盛大に行われた。
その後、 定年退官までの約4年間、 教育研究(医薬品化学)に専念、 1992年の日本薬学
会学術賞受賞を契機に依頼のあった国内外からの招待講演、 特に「スピロテトロン酸抗生
物質の化学と全合成」は、 新鮮な合成方法論と実施手法において注目を浴びた。
80 随 想、
30年前 を 想 う
名 誉教授
小 橋
恭
一
日 本国 内 各県毎 に 国 立医学部 を と い う 70年代の構想 の 下 で 、 し か し 富 山 で は 東大医学部
に 端 を 発 し た 全 国 的 な 大学紛争 の せ い で、 単科大学 と し て の 設立 を 余儀 な く さ れ た 。 医科
大学設置 に あ た っ て 、 富 山 大学薬学部教授会 は 、 大学 院博士 (今で い う 後期) 課程 と い う
「エ サ 」 に 移行す る か否 か か な り ゆ れ て い た 。 当 時 の 教授方 は ほ と ん ど 亡 く な ら れ て い る
の で、 早 く そ の い き さ つ を 聞 い て も ら い た い も の で あ る 。 小生 は 当 時助教授 だ、 っ た の で、
聞 く 所 に よ れ ば、 生物系 は 賛成 、 物理系 は 反対、 化学系 は 学部長一任、 富 山 大学評議会 は
反対 だ、 っ た 。 こ れ ま で大学 院 は 修士課程 だ け だ っ た の で、 教授会 は博士後期 課程新設 を 前
提 に 移行賛成 と 決定、 評議会 は 「好 き な 人がで き た の で嫁 ぐ な ら し ょ う が な い j と い う 発
言 で 決定 し た 由 。 そ れか ら の 4 年 間 、 二 つ の 大学 の か け も ち 教官 と し て 、 入試 は 県 内 の 短
大、 高校 を 借 り 歩 き 、 会議 は 県立病 院 の 一 室 で、 富 山 大学 と 医薬大の 併行進行 の 4 年 間 で
あ っ た (現在 の 教職員 に は と て も わ か ら な い ) 。
薬学部教授会 の建築委員 長が、 故長谷純一教授で あ っ た の で 、 助教授の小生がそ の 手伝
い を さ せ ら れ た 。 杉谷の 畠 や林 を 見 て 歩 い て 、 こ ん な 斜 面 の 丘 に 大学 を 建 て ら れ る の か と
あ き れ た り 、 連 日 施設課の職員 か ら 図 面 を 見せ ら れ た り し て 、 お か げで こ の 2 年 間 は 自 分
の 原 著論文数 グ ラ フ の 谷 と な っ て し ま っ た 。 医学部の研究室 の 設計 は 担 当 教授がお ら れ な
い ま ま 進行 し た の で、 講座 の特殊性 は ほ と ん ど討議 さ れ て い な か っ た 。 失敗 は 教授室が著
し く 狭 く 、 薬学部 の 半分 し か な い こ と 、 ド ア を すべて外聞 き に し た こ と 、 な ど な どで あ る 。
現在、 在職 中 の 教授、 研究者、 学生 に な ぜ こ ん な 設計 に し た の か と 叱 ら れそ う で あ る 。 薬
学部 は 各講座均一 の 面積 と し 、 共通部分は 各講座平均 割 で供 出 さ せ た こ と 、 研究室 内 の 区
分 け は 当 時 の 主任教授 の 設計図 に よ る も の で あ る 。 教授室 の 面積 も 、 実験室 の設計 も すべ
て 各 講座 主任 ま かせで、 30年 た っ た 現在 に あ わ な く な っ て い る 設計 も 多 々 あ る 。 例 え ば、
背 の 低 い 教官 の 設計 し た 流 し 場 は 、 今 の 背 の 高 い研究者 に は腰が痛 く な る と か、 不平 は 山
程 あ る に 違 い な い 。 ま た機器の発達 や 冷 暖房 な ど は 4 半世紀 で様変 わ り す る か ら で あ る 。
薬学部 の 大学 院後期 ( い わ ゆ る ド ク タ ー コ ー ス ) の 設置 を 願 つ て の 医薬大発足 で あ っ た
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が、 進学者はほとんど生物一化学系の講座に偏り、 また和漢薬研究所に多く、 また外国人
留学生が半数を 占 める よ うになった。 研究者養成を目的としながら、 その責任は部分的に
しか果たされていない。 むしろ富山大学薬学部の大学医院修士課程(1963年スタート) 出
身者の方が、 全国各大学に教授約30人、 外国を入れれば計40人余を生んでいる。 医薬大出
身者の方が若いから当然で、もあるが、 本学出身の研究者が増えるかどうか心配である。 20
歳代学生の若さを、 発見の面白さに共感させる感性をはぐくんでもらいたい。
小生は大学教官生活35年(30歳から65歳まで) 、 前半は富山大学、 後半は富山医薬大薬
学部に在職していた。 そのためか富山大学との統合を、 古巣に戻ったと受けとめている。
昨年8月末の医薬大サヨナラパーティー(30周年記念) の参加者の半数が富山大学薬学部
出身者で、 医薬大卒業生が少なく、 心情的に受け止め方の差を感じた。 70年代初期の大学
紛争の傷が癒えたという歴史的感想を持ってほしいものである。
※ 現職 制富山県新世紀産業機構
とやま医療バイオクラスター
科学技術コーデ イ ネータ
82 随 想、
医薬大 の 功罪-壊滅 こ そ 再生 の 糸 口
名 誉教授
木 村 正 康
生 み 、 育 て た 医薬大が 国 政 の 大学改革 で壊滅 し て 、 遂 に 他大学 と 統合 し 元 の 古巣 に 戻 る
羽 目 に な っ た 。 医薬大 と い う わ が 国 の類 な い構想 を も っ 大学 の 創 設 の た め 、 5 人 の創設委
員 に 選 ばれ、 研究活動 を 中 断 し て ま で情熱 を 傾注 し た 者 に は 、 誠 に 葱t鬼 に 堪 え な い 。 思 い
直 し て 、 医薬大の功罪 を 振 り 返 っ て み る と 、 壊滅 は こ の30年 間 を 1 ク ー ル と し た 良 い 区切
り か も 知 れ な い 。 想 え ば、 旧 富 山 大 の 評議会で薬学部代表 と し て 脱学部 を 宣 言 し た 昔、 後
足 で砂 を か け る よ う だ と 非難す る 他学部評議員 を 宥 め る つ も り で、 医学部が一人前 に 完成
し た 暁 に は 一 丸 と な っ て 戻 る こ と も あ り 得 る 、 と 返答 し た も の の 、 ま さ か こ ん な 形で実現
す る と は 当 の 本人 も 知 る 由 も な か っ た 。
医学部構想、 は 創 設委員 会 結 成 以 前 か ら 、 私 的検討会 と し て 、 阪大 山 村教授 (後学長) 、
東大織 田 教授 (後病 院長) 、 千葉大熊谷教授 ( 後 医 薬 大副学長) に 和 漢研大浦教授 と 私 を
含め た 5 人組の常連が会合 を 重 ね た 。 す ば ら し い稀有 な 建学精神 を 持 っ て し で も 、 具現化
に は 第一 ボ タ ン か ら 掛 け は ず れ た 。 問 題 の 火種 は 医学 部 内 か ら 上 が っ た 。 金大側 の 初代学
長 と 補佐す る 筈 の新大側 の 副 学長兼病 院長 と の 間 に 就任 当 時以来 の確執があ っ た 。 当 然、
医学部 は 金大派 と 新大派 に 真 二 つ に 分か れ敵対 し た 。 救 い は 、 千葉大、 阪大、 東北大 な ど
他大学選 出 の 第 3 勢力 の存在で、 ど う に か運営 さ れ た 。 こ う い う 矢先、 医学部教授 の 3 人
組が夜半 に 来宅 し 、 医学部不和 の 元 凶 は 薬学部の あ る 有力 教授が操 っ て い る の で、 彼 を ボ
イ コ ッ ト す る 改革 に 加担 し て く れ と い う 。 彼へ の 不平不満 は 一応否定 し な い で、 本学 の 成
立 に は 政 治 的 立 て 役者で あ っ た 存在価値 を 諭 し た 甲 斐 あ っ て 、 不穏 な 成 り 行 き は霧散で き
た 。 後年、 首謀者の 1 人 は 有 力 教授 を 扶 け て 大学運営 に 尽力 し て い る 。 こ の 件 を 時効 と し
て 明 ら か に し た 今 日 ま で極秘 に し て い た の で、 当 の 有 力 教授 も 知 ら ぬ が仏 で あ っ た ろ う 。
研究室 を 継 い だ後任教授 は 人事が 自 由 な ら 悩 み は 少 な か ろ う と 考 え る も の 。 し か し 、 医
学部の新設 の 場合 で も 足棚 が あ っ た 。 各大学推薦教授 の 数が決 ま っ て い て 、 不適者が出 る
と そ の 選 出 大学か ら 次選者が補充 さ れ る 手続で、 は 政治屋 の 選挙地盤 に 似 て 正 直が っ か り し
た 。 こ う い う 理不尽 は新設 も 既設 で も 差 が な く 付 き ま と う も の だ、 っ た 。 学長選挙 の 度 に 、
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中傷や怪文書が舞 い込むのは医系のお家芸なのか。 薬系では考えられない新経験に当惑し
た。
薬学部にも問題があった。 医薬大以前からの和漢研との長い確執が持ち込まれていた。
確執のきっかけは教授個人間の車L際であったので、 若 い人に代が移れば、 自然消滅すると
思っていたのは甘かった。 確執の主人公が継承され、 今や大学運営の欠陥というべき恥部
となっている。 私が主宰した研究施設時代は両部門も緊密性が取れ協調的であっただけに
残念だ。
東大薬学部は医学部から独立した点、 富山は逆行だと危ぶまれたので、 殊更、 医薬融合
には気を配ったが、 医薬連携は意外に順調で、 薬学部の伝統と実績を医系人が評価し、 敬
意まで感じられた。 研究面では医薬協力が確実に進行し大成功だ、った。 創設期の私は一時
期に16の委員活動で忙殺されたが、 定年までの10年間は雑務一切に手を染めず、 新設した
折角の研究環境を最大限に利用しない手はないと、 粉骨砕身して、 研究に没頭できた。 分
子薬理から病態薬理へと展開させ、 臨床薬理を後進に委ねることが成就できたのは、 医薬
両系の完全な融合の成果といえる。 薬理研究の論文活動では全国機関のナンバー5 に認め
られ、 旧 7 帝大に肩を並べる目標をも達成した。
思い出尽きぬ場が壊滅する。 医薬大にとって一大難事だ。 旧日本海軍連合艦隊司令長官
で存在を高めた山本五十六元帥の漢詩に、「降りか 、 る雪で、松柏 は青さが冴える、 降り
か 、 る難事で人は存在価値が高まる」、 とある。 まさに壊滅は医薬大の存在価値を高める
好機と捉えよう。 そして、 この壊滅が再生への糸口となろうことを祈念してやまない。
84 随 想
富 山 医科薬科大学 附属 病 院 医療情報部
そ の 生 い 立 ち 、 成長、 そ し て 将来展望
名 誉教授
山 本 恵 一
こ の 度 の 『 開 学 三 十 周 年記念誌』 が 白 木公康編集委員 長 に よ っ て 企画編纂 さ れ る に あ た
り 私 ど も 所謂 “ 創 設 メ ン バ ー (教員 、 事務官 ほ か) " が寄 り 合 っ て 、 開 学 に 先立 つ 医学部
誘致運動が富 山 県庁 、 富 山 大学 ( 当 時) を 中 心 に 熱心 に 進 め ら れ て い た 記録 の 多 く を 事務
局 の倉庫 か ら 引 き 出 し て 閲 覧す る 機会 を 得 た 。 近 日 中 に そ れ ら の摘要 を 収録 し て 、 編集委
員 会 の ご企画 に 沿 う 協力 を さ せ て 戴 き た い と 翼 っ て い る 。
そ こ で、 葱 で は そ れ ら 諸記録の う ち 、 既刊 の 『 十 周 年 記念誌j r 二 十 周 年 記念誌』 に 記
載 さ れ な か っ た 附属 病 院 医療情報部 の 立 ち 上 げか ら 現在 に 至 っ た 開 設時 (学内措置) の 経
緯か ら 中 央診療施設へ の 昇格措置、 さ ら に 関係者 間 で模索 中 の 将来展望 に も 触 れ て 、 本学
附属 病 院 の 飛躍的発展 を 希求 さ れ る 諸 賢 の ご賛助 を 得 た い と 願 っ て い る 。
前述 の 諸記録 を 通 覧 し て ま ず感 じ た こ と は 、 文部省 ( 当 時) は 当 時 の全国 に あ っ た 2 5 の
国 立 医校の み な ら ず、 無 医大県解消 政策 に 拠 る 1 3 の 予 定 医校 に つ い て も 、 附属病 院事務局
機 能 の 能率化 と 事務局 定員 の 削 減 と を 見越 し た 電算化構想 を 、 昭和40年代後半 よ り 打 ち 出
し て い た こ と へ の 驚 き で あ っ た 。 昭和40年代 と い え ば、 当 時私が本学教員 候補 の ひ と り に
擬せ ら れ た こ と か ら 、 医大附属 病 院 の 将 来像 を 勉 強 し て お く こ と も 必要か ? な ど と い う 殊
勝気 を 起 こ し て 米 国病 院見学 2 週 間 の ツ ア ー に 参加 し 、 知名 の メ イ ヨ ー ・ ク リ ニ ッ ク を 参
観 し た 際、 彼 の 地 で も ま だ テ ス ト 段 階 に あ る と 説明 さ れ た が、 病棟内 各患者の 臨床検査デ
ー タ が リ ア ル タ イ ム で ナ ー ス セ ン タ ー の モ ニ タ ー 上 に 瞬時 に 出 る ( グ ラ フ 化 し て ) の に 驚
H莫 し た 。
帰 国後本学任用 が決 ま り 、 滞米 時 の 印象が忘れ ら れぬ ま ま に 囲 内 医校 中 に そ の 様 な 模範
が な い か と 探索 し た と こ ろ 、 九大病 院 の 野瀬教授が先進 し て お ら れ る と 聞 い て 教 え を 乞 う
た 。 当 時我が国 で は 未 だ邦字化 さ れ た 電算機が な く 、 九大で は患者名 を ロ ー マ 字 に 直 し て
入力 す る し か な か っ た と の 草創期 の 苦労話 も 耳 に 残 っ た 。 昭和 54年 10月 、 附属 病 院 開 院時
の 電算係 は そ の使用 範 囲 が医事業務 に 限 ら れて い た た め 、 医事課 に 所属 し 、 か つ 予 め 本省
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の指示 ? に拠る目立システムが供用されていた。 当時の医療情報委員会(水越委員長)の
主たる任務は、 当時未だ新機軸とされた病歴の集中管理(各診療科共通カルテ)が中心で、
診療業務全般から臨床研究までを包括する医療情報システム開発は、 昭和57年8月三代院
長熊谷朗先生の 着任に拠って曙光を浴びることとなった。 病院開設以来医療情報処理委員
長を命ぜられていた私に対する院長指示は「本学 附属病院診療科中、 全国立医校に先んじ
て設置された和漢診療部の臨床・研究の機能向上に直結できる電算システムを構築せよJ
であった。 それを為し遂げるためには、 和漢薬処方に対応できる薬剤部に対する和漢薬処
方入力とともに世界最大のデータベースを保有する香港(中山大学)との交信が可能で、あ
るシステムの 導入が不可 欠とされるこ と から、 上掲の 水越医療情報部長とも緊密な連繋 の
もとに、 その中核となる人材の確保を、 私の診療科(第 1 外科)の助手席 1 を転用する了
解を得て、 昭和 61年阪大阿部裕教 授(第 1 内科) の門下、 林隆一博士を招聴した。 同氏を
招くにあたっては病院教 授のポストを準備すべきであった訳であるが、 その実現は本省の
医療情報部措置が結実する平成 7 年まで待たねばならなかった。 その後の医療情報部の躍
進に関しては 『 二 十周年記念誌』 等に詳述されているので重複を避けたい。
私は平成 6年に退官後、 JIC A の国際医療協力事業に参画した 2 年余を除いて、 富山県
庁 の第 3 セクターである富山県健康増進センターでの健診業務に勤務しており、 大学勤務
時代とは全く違った視点から県下の 地域保健、 とくに検診施設と診療機関との連繋 の 緊密
化の重要性に着目すべき日 々 を過ごして来た。 現在の私が切実な願いとするところは、 富
山大学医学部がその創設時 の 意気と執念とをさらに発展させて、 「富山県下の保健医療の
中心となる」ことを文字どおり実現達成することである。 それには県下の総ての予防医学 、
検診施設、 診療機関とを一体化して有機的に稼働させることを可能ならしめる富山総合医
療情報システムを構築することが必須であることは多言を要しないところであり、 本学附
属病院医療情報部の運営にかかわっておられる各位 の益々 のご研錯を糞って巳まぬ次第で
ある。
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昭和 52年春 頃 の こ と 、 臨床系 の 教授予 定者が杉谷キ ャ ン パ ス に 集 ま り 、 科長 (予 定者)
会議が 当 時 の 小林収病 院長 を 議長 と し て 聞 か れ た 。 当 時 ま だ 附属 病 院本体 は 工事 中 で骨格
が 出 来 た ばか り で あ っ た 。 会議の場所 は 厚生棟、 学生食堂の 2 階。 小林病 院長 と 事務官が
正面 に 、 そ し て 約 1 5 人 の ス タ ッ フ が コ の 字型の席 に つ い た 。
病 院 の概 要 の 説 明 が あ り 、 外来各棟 の 配置 に つ い て 説 明 、 協議が行 わ れ た 。 は じ め は 1
階外来 に ま ず泌尿器科があ り 、 整形外科、 眼科 と い う 案 で あ っ た が、 小林院長 よ り ク レ ー
ム があ り 、 「最初 に 泌尿器科 は ま ず い よ j と い う こ と で順序 が変 わ り 、 整形、 眼科が入 り
口 に 、 泌尿器科 は 奥 に と 変更 さ れ た 。 今考 え る と も っ と も な 話 で 、 歩行 の 不 自 由 な 患者の
多 い 整形外科、 眼の不 自 由 な 患 者の 多 い 眼科 を 入 り 口 に 置 い た の は 正解 だ、 っ た と 思 う 。
会議が続 い て そ ろ そ ろ 疲 れ た 頃、 清涼飲料水の 自 販機 の 場所 の 話 に な っ た と こ ろ 私 の 隣
の 高 久 晃教授 (脳外科、 の ち に 医 学 部 長 、 学 長) が 「 そ の へ ん の と こ ろ は 良 き に 計 ら え
だ」 と 発言。 事務 局 に お ま かせ と な っ た 。 高 久先 生朝 か ら 酒 の 匂 い が相 当 な も の だ。 「昨
日 何時 ま で飲 ん だ の 」 と 聞 い た ら 「今 さ っ き ま で」 と い う こ と だ っ た 。 二 日 酔 い な ら ぬ
酔 っ 払 い だ、 っ た た め で あ る 。 し か し 、 考 え て み る と 末梢 な こ と は お ま かせ で 良 い わ け で あ
る 。 聞 け ば高久先生、 仙 台 に 居 た と き は 仕事柄飲み 過 ぎ る こ と は 出 来 な い 由 、 脳外科 と い
う 立場か ら 無理 も な い 。 富 山 に 来 た と き こ そ 、 飲み 明 かす絶好の機会 だ っ た の だ ( 高 久先
生、 公務 を 終 わ っ て 、 ど う ぞ今 ま で の 分 ま で ゆ っ く り お飲み 下 さ い ) 。
科長会議 は 病 院発足後 は 病 院運営会議 と な り 、 病 院長 も 熊谷朗先生、 佐 々 木博先生、 片
山喬先生 と 引 き 継 が れ て 行 く 。
病 院運営会議で何 回 と な く 問 題 と な っ た の は 院 内 の 喫煙 の 問題、 絶対反対 は 篠 山 教授、
国立大学 の 附属 病 院 で、 喫煙 な ど、 と ん で も な い と い う 強硬派、 容 認 は 愛煙家 の小生 と 失火
が こ わ い と い う 看護部長、 今 は ど う な っ て い る で あ ろ う か。
そ の 年 の秋、 福 岡 で の 臨床眼科学会 の あ と 1 泊 の 予 定 で 五 島 列 島 の福江へ の 旅行 を 決め
て い た O 学会 の 最終 日 に 連絡 あ り 、 明 日 午後杉谷の校舎で会議 と 、 や む な く 旅 を あ き ら め
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て夜行で富山へ。 会議は各講座の配置の話。 3 階の解剖 、 4階の生理などは決まっている
ものの臨床系は未定、 会議の席上、 上の階を希望するものはの声に手を挙げたのが、 放射
線医学の柿下教授と私。 放射線科が 9 階に、 眼科が8 階にと決まった。
五 島列島福江の観光が駄目となった代わりに、 15年間北 ア ルプスの眺望が手に入ること
になった。
今年の5 月、 眼科医会の会合で富山を訪ねた。 駅前には立派なホ テルや商庖衝が並び、
かつての淋しい眺めは一変した。 第一に、 東京から富山には上越新幹線越後湯沢経由で 3
時間20分。 空路は東京一富山間 1 日8 往復。 開学当時は YS-l l機が往復、 日に 2 便。 そ
の代わり晴天には北アルプスの山々を眼下に眺め、 富山湾の美しい海岸線が展望出来た。
帰路は当時も同じ名前の寝 台列車 「北陸」、 個室寝 台は設備も良く熱い湯の出る洗面台
と灰皿までついている。 ところが肝心の煙草を買ってくるのを忘れた。
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20年前、 南米パ ラ グ ア イ 国薬草の化学 ・ 薬学的 国 際研究 の 憶 い 出
母学の創 立30周 年 を 記念 し 、 何か思 い 出 を と の 依頼 を い た だ き 、 私 に と っ て は 、 パ ラ グ
ア イ 国 の 薬草 に つ い て 国際共 同研究 を 行 っ た こ と が最大 の 思 い 出 で あ り ま す 。
日 本政府 と パ ラ グ ア イ 同 と の技術協力 協 定が昭和57年 7 月 24 日 に 結 ぼ れ て 、 農業や 畜産
そ し て 医学 な どの研究協力 が行 わ れ ま し た 。
た ま た ま 、 昭和59年、 富 山 市 出 身 の パ ラ グ ア イ 総領事で あ っ た 杉 田 敏次氏が糖尿病 だ、 っ
た の が、 現地パ ラ グ ア イ の 薬 草 を 服用 し て 癒 っ た こ と を 、 日 本 に 帰省 の 折 に 富 山 市 長 に 話
を さ れ、 パ ラ グ ア イ 東部チ ャ コ 地方 に 未知 の 薬草が多 く 、 是非 そ の 開 発利用 の た め 、 地元
の 富 山 医薬大、 薬学部薬用 資源講座 と 現地 の 国 立 ア ス ン シ オ ン 大学、 大学 院化学研究科 と
国 際協 同研究 を し て 、 資源 開発 を し て は と の 強 い 要望 があ り ま し た 。 直 ち に 大学 に 依頼が
あ り 、 学長 の 許可 を 得 て 、 外務省 や 国 際協力事業 団へ 申 請、 交渉 し 、 受理 さ れ て 、 こ の研
究 プ ロ ジ ェ ク ト が結成 さ れ 国 際研究が ス タ ー ト し ま し た 。 即 、 昭和60年 5 月 か ら 、 パ ラ グ
ア イ 薬草の化学 ・ 薬学的研究 は 3 か年計画 で実施 に こ ぎつ け ま し た 。 こ の件 で い か に 進 め
る べ き か何度 も ]ICA と 、 そ し て 学 内 で の 調整 を 進 め ま し た 。 こ の研究 を 行 う に 当 た り …
( 1 ) プ ロ ジ、 エ ク ト の リ ー ダ ー と し て 森 田 が計画 し 相 談 し 、 先 ず 人 選 し 、 学 部 の 薬 用 資 源
講座 を 母体 と し 、 薬用植物 園 が助 け 、 そ の 内容 を 植物学部門 (分類、 採集、 肥培、 生産) 、
植物化学 部 門 ( 薬 草 の 有 効 成 分 の 抽 出 、 分割、 成分の 化学構造確定) 、 薬理学部 門 は 現地
大学 に な い の で 1 年 お く れで行 う な ど を 骨子 と し て 、 現地 と 交渉折衝 し 、 人 選 は 当 大学13
人、 現地大学12人 の ス タ ッ フ で プ ロ ジ ェ ク ト を 作 り ま し た 。
( II ) 次 に研究対象 の 薬 草 を い か に 選定 し て 行 う か の 問 題 で し た 。 各種 の 疾 病 で も 、 現代
習慣病 を 中 心 と し て 考 え 、 疾病 に 関与す る 酵素 の 阻害 の 強 度 の も の を 指標 に し て 、 現地で
用 い て い る 多 く の 薬 草 エ キ ス を 、 ス ク リ ー ニ ン グ テ ス ト に か け て IC50値 の 高 い も の を 選
ん だ。 即 、 糖尿病 に よ る 白 内 障 の Ar 阻害 (Aldose田Reductase 阻害) 、 高 血圧 に 関 係 の A.
C.E 阻害 (Angiotensin-Converting-Enzym 阻害) 、 肝臓解毒機能 の グ ル ク ロ ニ ダ ー ゼ 阻害
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( glucu ronid ase阻害)、 腎臓の尿路結石 阻害の ウ レアーゼ 阻害(U rease阻害)、 高尿酸血
症の改善のキサンチンオキシ ダーゼ 阻害(X anth im- ox id ase阻害)などなどについて酵素
検定で、 100u g/ ml で50%以上の 阻害するものおよび70%以上阻害を指標にして、 アスン
シオンの各市場の薬草280種についてスクリーニング結果、 薬60種の薬草を選定すること
が出来、 2 年目から抽出を始め、 有効成分を分画分離して各種の新化合物を発見し、 命名
して、 学会に報告しました。
( lll )有用な薬草を採集し、 2 年目から 3 年目にかけ、 15， 000凶の薬草 園を完成しました。
併せて水生薬草の水池を作り、 一定条件下で肥培管理システムを取り入れ、 スプリンクラ
ー数基をつけ、 品度の高い薬草生産の基礎を作り上げました。
(町)薬理学部門は現地では設備もなく、 準備のため 1 年おくれのスタートで、 延長にな
りました。
( V)研究、 指導で両国研究員は相互に研究技術交換のために滞在が 1 か月の人、 3 か月、
半年、 10か月の人と互いに訪問交流をしたことは極めて有意義な触れ合いでした。
(VI)このプロ ジ、 エ クトに対し日本国からアスンシオン大学に顕微鏡、 ランドクルーザ 1
台、 核磁気共鳴装置その他各種の機器など合わせて相当額が供与され、 現地大学の学術、
技術の向上に多大の貢献をいたしました。
(四)現地大学の今後の発展のため平屋建ての化学実験室、 植物学研究室(標本棚10基も)、
薬理学実験室など計 3 棟を造成供与しました。
(四)この研究は昭和 60年5 月に始まり、 その成果は昭和 61年から63年にわたり、 どんど
ん研究員の努力研錆が実りをあげ、 学会での報告は25報に及び、 パラグアイ薬草の化学・
薬学的研究として世界に発信出来たことは研究員が一丸となって研究下さった成果であり
ます。
(lX)この研究に関し外務省から宮内庁を通じて昭和 62年 2 月27日、 東宮侍従長から東宮
御所へ出向のご沙汰があり、 この研究について直に皇太子殿下にご下問の栄に浴し、 1 時
間20分にわたり、 ご奏聞申し上げることが出来ましたこと、 研究員を代表してリー ダ ー と
して光栄の至りでありました。
( X )平成 3 年4月に現地の薬草を調査し、 研究員の努力の集積として、 パラグアイ薬草
写真集(200種)を出版することが出来、 天皇 陛下に献上申し上げ、 お慶びの言葉をいた
だきました。
(XI)パラグアイ国薬草の研究で昭和 61年から63年にわたって、 採集した薬草の乾燥の生
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薬標本 は 、 是非 と も 貴方 の 大学 に し っ か り と 管理保存 を と 、 強 く 天皇陛下 か ら 申 さ れ、 恐
憧 申 し 上 げ、 大学 の 学術標本館 の 2 階 に 設定 し た 次第 で す 。
〈 む す び〉
こ の研究 プ ロ ジ、 エ ク ト は パ ラ グ ア イ 国 の 多 く の 薬 草 の 氷 山 の 一 角 の み の研究で し た 。 研
究員 は 地球の 反対側 の 環境 の ハ ン デ イ を の り 越 え て す ば ら し い 国 際研究 を 成 し と げ て 下
さ っ た 。 心か ら 感謝 と 御礼 を 申 し 上 げ る と と も に 、 両大学が さ ら に 太い 杵で結 ばれ更 な る
発展 を 遂 げ ら れ る こ と を 期待 い た し ま す 。
こ の研究 に 最大 の ご支援 を 下 さ っ た 外務省、 国 際協 力 事業 団 に 対 し深甚 な 感 謝 と 御礼 を
こ め て 、 20年 も 前 の こ と に な り ま し た が、 忘 れ得ぬ憶 い 出 と し て 記 し た 次 第 で あ り ま す 。
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富山医薬大耳鼻咽喉科学教室 の開講 当 時 を 偲 ん で
名誉教授
水 越
鉄 理
富山医科薬科大学が開学して以来30年になり、 記念事業が計画され、 富山大学との統合
も実施されるよう になり、 心より祝福している。 今回、 この機会に当 たり、 記念誌に耳鼻
咽喉科学教室が開講された当時を偲んで、 その実態を紹介したい。
富山医薬大の開学は昭和50年10月であったが、 新規の医学部教授内定者の会合は昭和51
年 1 月に行われた。 その際、 研究棟の部屋割り、 附属病院の配置などが協議されて、 私共
の教室は研究棟5 階、 外来は 2 階、 病棟は5 階西棟で内科、 眼科と合同と内定された。
その後、 昭和51年4月に新入生を迎えているが、 私は 3 月末より文部省在外研究員とし
て、 ス ウ ェ ーデンに出張し、 主に医局長として、 渡辺行雄講師(現在教授)が開講に向け
て準備していた。 したがって、 建築その他協議に当たって、 最終的判断のために、 ス ウ ェ
ーデンまで国際電話がかかり、 予め手紙で来ていた項目に従って、 最終判断を下したこと
もあり、 懐かしい思い出として残っている。
その後、 昭和52年 1 月、 帰国後も開院に向かつて会合がたびたび、もたれ、 富山へも出張、
協議に参加した。 また、 耳鼻咽喉科の聴検室の建設も特別の配慮で専門庖に発注され、 平
衡機能検査室も中検に設置され、 コン ビ ュ ータシステム(PDPll/34)の導入なども病院
長小林収副学長のご支援により設置され、 後の日本耳鼻咽喉科学会の宿題報告に役立てる
ことができた。
昭和54年4月、 耳鼻咽喉科学教室が開講し、 前任地に新潟より、 教授を始め大野吉 昭助
教授(現在新潟市開業)、 渡辺行雄講師、 大橋直樹助手(現在黒部市開業)が10月15日開
院に向かつて赴任している。 この間、 6月より新入生への講義も始まり、 教室秘書深田 由
美さんを迎えている。 また、 武田精一技官は開講日より赴任しており、 少人数であったが、
家族的雰囲気で、 時にはすき焼や鍋物で会合をもったことも懐かしい。
翌昭和55年 3 月より地域医療機関との交流を促すために、 集談会を月々開催するように
なり、 現在の 緊密な関係を構築している。
思えば、 教授以下教室員、 技官、 秘書を含めて、 6人で発足し、 全員当直の開講当時よ
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仏 教室 の 発展 は 目 覚 ま し い も の が あ っ た 。 そ の 後、 他大学 よ り 新入 局 員 3 人、 続 い て 、
新卒入 局 員 3 人 も あ り 、 年 々 増 員 し た 。 退官時 ま で に 、 全国学会 ( 第43 回 日 本平衡神経科
学 会、 研 究 会) 、 第89 回 日 耳 鼻 総 会 (金 沢 の 宿 題 報 告 の 担 当 、 さ ら に Acta Otolaryn­
gologica， Stockholm) (Suppl. 504 : 1 - 157頁) の 退官記念誌 を 発刊 ま です る よ う に な り 、
感無量 の 思 い で あ る 。
こ の よ う な 教 室 の 発展 に 当 た っ て は 恵 ま れ た 先 輩 、 同 僚 、 教室員 、 技官 な ど と と も に 、
地 元 の 耳鼻科地方部会員 な ど関 係 各位 の 絶 大 な る ご支援 と 、 比較的恵 ま れ た研究費 (文部
省 、 厚生省、 環境庁 、 宇 宙 開 発事業 団 ) な どの賜物 で あ り 、 心 よ り 感謝 し て い る 。
30年間 の足跡 の重 み を 土台とし て
新大学で の発展 を 祈る
名誉教授
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矢 野
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1976年のはじめ、 富山医科薬科大学創設の希望に燃えて、 準備委員会出席のため雪の富
山に幾度か通ったときのこと、 その4月14日、 大学の建物が何にもない 街のなかで、 富山
駅近くの ビルのホールを借用して挙行された第一回入学式のことなど、 今、 開学30周年と
いう記念すべき年に、 大学の名前から「医科薬科」という文字が消滅するという現実に直
面し感慨ぶかく当時を思い 起こしている。 医学部と薬学部からなる大学を創設するという
発想がどこから出たのか詳らかではないが、 次から次へと新設医大が誕生していたとき、
100年の古 い伝統を持つ薬学部を既設の富山大学から切り離して、「医科薬科」大学を設立
しようという計画は斬新なものであり、 薬業界からも歓迎されていたように思う。 しかし
医学部と薬学部の複雑な関係を危倶 し てくださる方もあった。 そのような立場にある人に
は、 開学当初は薬学部付属医学部というぐらいの気持ちで、やっていきたいと話していたが、
それなら大丈夫と安心してくださっていた。
学生の講義は県立富山中部高校の旧校舎で開始されたが、 臨床研究室には県立中央病院
の敷地にあった総合衛生学院の一角が与えられ、 1978年 3 月、 現在の医学部研究棟が竣工
する ま でそこに留 ま った。 1977年には講義実習棟や福利厚生棟も竣工し事務局も中部高校
から杉谷に移った。 大学の会議、 委員会は事務局の移転に伴って所を変えていったが、 医
学部の第一回教授会は1976年4月28日、 中部高校旧校舎で開催されている。 なお、 薬学部
の第一回教授会は同年5 月19日に開催されている。 第一回大学評議会は両学部教授会での
審議を経たうえ、 同年9 月10日に開催されている。 大学運営の重要な要である教授会、 評
議会が設置されるに及んで教務委員会など、 いくつか委員会も設置され、 富山医科薬科大
学創設の理念の大きな柱である「医薬一体」を目指し、 大学の運営、 教育、 研究の全般に
わたって、 この理念を具体化するような計画が立てられていった。 医薬合同講義、 共 同研
究棟の建設などがスタートしたが、 最大の目玉はなんといっても病院であったと思う。 通
常、 病院は医学部の付属になるのが建前であるが、 本学では大学全体の付属になったので
ある。 病院の管理運営に関して、 薬学部が大きく関与することになった。「医薬一体」の
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ス ロ ー ガ ン を かか げ る こ と は 容易 で、 あ っ た が、 医学部、 薬学部 と も そ れぞれ過去 の 長 い 歴
史 を 背負 っ て い る だ け に 、 合 同 の 委員 会 を 数多 く 聞 い て も 、 両者の講 を 埋 め る の は 容易 な
こ と で は な か っ た 。 「 同 じ ル ツ ボ の 中 で 医 も 薬 も 苦労 を 共 に す る こ と に よ っ て 、 医 薬 一 体
の モ デ ル を つ く り あ げた い 」 、 赴任 し て 一 年 た っ た 1 977年 5 月 、 あ る エ ッ セ イ に 私 は こ の
よ う に 書 き 記 し て い る 。
単科の 医科大学 の 人員 配置 し か認め ら れ な か っ た か ら 、 管理運営面 で は 他 の 大学 に み ら
れ な い 複雑 な 要 因 があ っ た 。 学長 の も と に 二 人 の 副学長がい る が、 一 人 は 医療担 当 の 病 院
長、 も う 一 人 は 教育 、 研究、 学生補導担 当 と い う こ と に な っ て い る 。 前者 は 当 然、 医学部
系 に な る の で、 両学部の バ ラ ン ス か ら 、 後者は薬学部系 に な る わ け で あ る が、 医学部の教
育 、 研究 の 運営 ま で マ ネ ー ジ 出 来 る 人材 を 見つ け る の が一苦労で あ っ た 。 さ ら に 複雑 な こ
と に 医学部長 も 薬学部長 も 存在す る の で あ る か ら 、 小 さ い 大学 な の に 頭 で、 っ か ち で動 き が
と り に く い 。 さ ら に 一般の 医学部 と 違 っ て 、 病 院 長 は 副 学長 な の で、 医学部長 よ り 格が上
に な っ て い る 。
多 少 の 波乱 は あ っ た け れ ど も 、 と も か く 10年 も 経つ と 、 両学部 と も そ れぞれの持 ち 味 を
大切 に し な が ら 、 相協力 し て い く と い う 形が整 っ て き た 。 30年経 っ た 現在、 医学部 に は看
護学科 も で き 、 ま さ し く メ デ イ カ ル セ ン タ ー と よ ばれ る に ふ さ わ し い 大学 に 成 長 し て き て
い る 。 大学 の 真価 が問 わ れ る の は こ れか ら で あ る 。 医科薬科大学 よ り も ス ケ ー ル の 大 き な
(新) 富 山 大学 と い う 器 に 統合 さ れ る こ と に よ っ て 、 こ の 30年 間 の 苦 労 が花 開 く こ と を
願 っ て や ま な い 。
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小生が富山医科薬科大学医学部 ウ イ ルス学教室 に 赴任したのは昭和53年4月 1 日、 呉羽
正陵の竹林が立山おろしでしきりと揺れ動く頃であった。 その後12年間にわたり、 歴代学
長、 副学長をはじめ、 教職員の皆様の心温 ま るご支援、 ご鞭提と、 学生諸君 と の深い交流
の中で無事任を果たし、 平成 2 年 3 月31日付で退官、 後ろ髪をひかれる思いで故郷新潟 に
戻り現在 に至っている。 この度、 開学30周年を迎えられ、 誠に目出度く、 心からお祝い申
し上げる次第である。
小生の在任期間は12年と短かったが、 最も充実した時期であり、 いろいろな事が走馬灯
のよう に過ぎる。 原稿のご依頼をうけたものの、 歳も傘寿を過ぎると記憶も薄れ、 纏りも
ない内容とな っ てし ま ったことを予めお詫びする次第である。
赴任直後の教授会で、 いきなり剣道部部長を引 きうけよと命ぜられ驚いた。 このような
経験はなく柳か戸惑いを感じ、 固辞したものの引きうけさせられた。 然し今 にして思えば、
人生 における大きな試練で、 学生剣友との深い交誼を通じて多くの教訓を得た事が思い出
される。
0つぎ に小林収副学長から本校も開学 3 年目になるが、 学制、 講義時間等 について検討の
余地があるので、 医学教育検討委員長としてその任 に当たってくれないかとのことで、 こ
れも辞したいところであったが、 承諾させられた。 幸い に、 加須屋賓、 片山喬両教授の力
強いご協力を戴き作業が進められた。 その結果講義時間数が文部省指定のそれより遥か に
超過していることが知られた。 これは新設校に 蝿集された新進気鋭の教授方の学問、 教育
に寄せられる情熱の結果であることは自明であるが、 止むを得ず交渉 に交渉を重ね所定の
時間数 に近づけ得たことは幸いであった。
0学制のこと、 大学教育についてはユトリ教育を含めて屡討議が重ねられているところで、
単位認定 については在学年数の 2 倍以内で取得すれば卒業可能という時もあり、 小生も経
験したところである。 本学ははじめ6年制、 縦割模型の教育を建前とされた。 単位認定試
験の判定は厳重となり 1 年毎とする傾向がみられたが、 教養学科中 に基礎医学が繰り下げ
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ら れた り し 、 実習 も 絡み 留 年 を さ せ る こ と に な る と 1 年 で済 ま ず 1 年半戻 さ な け れ ば な ら
な い こ と が わ か り 、 急逮、 教養、 基礎、 臨床 を そ れぞれ 2 年毎 の チ ェ ッ ク と す る こ と で解
決 し た 。
0 富 山 の 雪 は 深 い 。 本校 は 海抜100m の 呉 羽 丘 陵 の 頂 上 に 建 て ら れ、 屋 上 か ら 富 山 県 の 全
域が備隊 さ れ、 風光明婚 を 誉 る が、 豪雪 と な る と 交通不便 と な り 、 学生 は お ろ か、 講 師 の
先生 も 登校不能 と な る こ と も 屡 で 、 休講 も 止 む を 得 な い こ と も あ っ た 。 然 し 臨床実習 だ け
は将来有為 な 医 師 と し て の 自 覚、 責任 を と ら せ る こ と の 重要性か ら 休講 を 一切認めず、 一
部学生 か ら 憾 ま れ る よ う な こ と も あ っ た が、 後 日 、 新 聞 紙 上 で 将 来 医 師 た る も の は か く あ
る べ き と 称誉 さ れ、 逆 に 欣 ばれ た こ と も あ っ た 。
0学術交流 の 目 的 で、 北京 中 日 友好 医 院 か ら 陳詔武院長、 金思源教授が来 ら れ会議が も た
れ た こ と が あ り 、 後 に 金恩源教授 が ウ イ ル ス 学教 室 の 客 員 研 究 員 と な ら れ、 和 漢薬 の 抗
ウ イ ル ス 効果 に つ い て研究 を 共 に し た 。 和 漢研 に 免疫機能制御 部 門 が新設 さ れ る や初代教
授 と し て 迎 え ら れ、 後 に 陳院長 と 一緒 に 本学名 誉博士 の 称号が授与 さ れ た 。 小生 が第 2 の
人生 と し て 就任 し た 新潟 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門 学校 と の 学術提携 に 役立 ち 、 さ ら に ' 96
International Symposium on Acupuncture， Traditional Meditin in China の 副 主席 と し て
招聴 き れ面 目 を 博 し た 。 現在第 3 の 人生 と し て 西 蒲 中 央病 院 で 医 師 と し て 療養介護 の 仕事
に 当 た っ て い る 。 「 日 既 に 暮 れ て 、 猶姻霞絢欄 た り 、 歳将 に 晩 れ な ん と し て 、 更 に 澄橘芳
馨 た り 、 故 に 末路晩年 は 、 君子更 に 宜 し く 精神百倍すべ し J な る 諺 を 心 に と どめ 自 戒 し て
い る こ の 頃 で あ る 。
第1章 部局等最近十年の歩み

第1節
この10年の聞に学科目としてまとめた冊子が
二つある。 一つは、 4 部冊からなる『富山医科
薬科大学における教養教育 自己点検と外部評
価.1 (平成13年 5 月) である。 もう一つは、『教
養教育点検評価報告書.1 (富山医科薬科大学一
般教育研究紀要第31号(海時増刊 号) 所収、 平
成16年 8月) である。 これらの報告書を読むと、
この10年の学科目のあゆみが手に取るようにわ
かる。 そこで、 この貴重な資料から抜き出しな
がら、この10年の学科目の変遷をかいま見ょう。
それはまさしく日本の高等教育の在り方の変遷
ともいえる。
1 )組織(10年誌・20年誌に学科目の項目がな
いので、 遡って述べる。)
本学の骨幹は昭和49年に設置された国立医学
教育機関創設準備委員会で討議され、 教養教育
の方向性として教養学部は設けないということ
と、 一貫教育構想とが打ち出された。 そのため
昭和52年の開学当初、 教養教育の実施 ・運営は、
主として人事問題を扱う一般教育等運営委員会
と教養教育の連絡・調整を行う一般教育等担当
教官連絡会議が分担して担当してきた。 しかし、
前者は一般教育の教授のみで構成され、 いくつ
かの教育運営上の問題点が指摘され、 同運営委
員会と同連絡会議を整理・統合して、 昭和58年
に新たな一般教育等運営委員会(委員長: 副学
長、 構成員: 助教授と講師を含むすべての一般
教育等教員) を発足させた。 その後、 平成 3 年
の大学設置基準の大綱化を受け、 一般教育を含
む本学のすべての活動の点検評価が実施された。
この過程で、 一般教育等運営委員会のあり方や
教養教育の位置づけに関して検討の必要性が生
じた。 そこで、 評議会の承認を得て教員組織検
討特別委員会が平成 6 年に設置され、 平成 9 年
に全学的な教育の調整・協議組織として一貫教
育協議会を新設するとともに、 一般教育等運営
委員会を学科目教員会議へと改組し、 併せて教
養教育教務委員会を設置した。 さらに、 平成16
年の法人化を前に全学の組織の検討がなされた
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おり、 学科目は準部局として取り扱われること
となり、 学科目から評議員を 1 名選出すること
ができるようになった。 しかし、 3 大学の統合
後平成17年10月以降は、 学科目は部局ではない
が故に、 評議員を選出する母体ではなくなった。
また 3 大学統合後の教養教育の在り方をめぐり
数年にわたり話し合いがもたれたが、 合意に至
らず、 杉谷キャンパスに当面教養組織を残すと
いうことが合意された。 そして教養教育の新体
制が成立するまでは、 現在の学科目教員会議、
及び一貫教育協議会を、 杉谷キャンパス担当理
事のもとに置くことが役員会・評議会で了承さ
れた。 なお学科目教員会議には、 教養教育教務
委員会、 学科目担当教員選考会議、 学科目人事
委員会、 学科目予算委員会、紀要委員会等の委
員会が付設されている。 また、 学科目教員会議
への 素案作りを行う目的で、 学科目教授懇談会、
学科目企画懇談会が設置・運営されてきたが、
ガス抜きのための会議であるという学科目教員
からの批判もあり、 現在は開かれていない。
1I )人事
人事は開学以来一般教育等運営委員会が「選
考内規および申し合わせ」 に基づ、いて行ってき
た。 しかし、 平成 4 年に実施された点検評価に
おいて、 選考委員会と人事委員会(ともに一般
教育等教員のみ) の構成の見直しおよび選考基
準の更なる明確化の必要性が指摘され、 これを
受けて組織検討特別委員会では、 選考過程の透
明性をより高め人事の更なる活性化を目指して
改変作業を行った。 その結果、 平成 9 年に富山
医科薬科大学学科目教員選考規程が新たに制定
され、 一般教育等教員の選考・任用は、 医薬両
学部長及び専門講座の教員が参加して、 一定の
手続きに従って行われることになった。 また平
成14年 2 月には、「教授籍で助教授を採用した
場合における教授への昇任に関する申し合わ
せ」 が制定された。 その後、 大学科目内公募案
などを審議してきたが、 学科目教員会議で合意
するまでには至らなかった。 助教授籍にいる教
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員の教授昇任問題が依然として未解決である。
ill)予算
平成14年度より、 研究費は、 実験系、 非実験
系の区別をすることなく、 文系修士並に配分さ
れることになった。 平成17年度の予算は留保額
5 %を差しヲ|いて残りを以下のように配分した。
教育経費は配分基準額がI人356，300円で、 実
習を伴う学科には実習経費623，400円が、 研究
経費は、 教授643，000円、 助教授344，000円が配
分された。 傾斜配分額は1，464， 999円で、 これ
を研究 ・ 教育 ・ 管理運営の各教員のポイントに
従い傾斜配分( 最 高120，005円) した。 また、
共通経費として1，000， 000円(研究紀要代等で
使用) が配分されている。 総額は25，823，000円
だ、った。
lV)教育
1 ) 学科目制とカリキュラム:平成 4 年に実施
した点検評価において、「従来の個別学科目制
のもとでは、 大学 設置基準の大綱化の趣旨に
沿って個性的かつ総合的な ー貫教育に適合した
教養教育、 学問の 急速な進歩に対応して求めら
れる高度な教養教育、 あるいは 多様な社会のニ
ーズに対応した教養教育を行うのは難しいので
はないか」との指摘がなされた。 そこで、 この
問題を解決するために、 平成10年に従来の15の
個別学科目を 3 つの大学科目(人間文化科学、
生命健康科学、 自然情報科学) に再編 ・ 統合し
た。 なお、 平成11年に大学科目は学科目と変更
された。 各学科目における構成は現在つぎの通
りである。 人間文化科学:人文社会学系の哲学
( 1名)、 歴史学( 1名)、 法 学( 1名) 及び語
学系の英語( 4名:外国人教師 1名を含む)、
独語( 1名)、 日本語 ・ 日本事情( 1名)。 生命
健康科学. 人間科学系の心理学( 1 名) と行動
科学( 1 名)、 生命科学系の生物学( 2 名)、 ス
修得すべき単位数
人間文化科学 生命健康科学
医学科 14単位 9単位
看護学科 12単位 8単位
薬学科 14単位 6単位
ポーツ科学系の保健体育学( 1 名) 及び健康福
祉学系の保健福祉学( 1名)。 自然情報科学:
自然科学系の数学( 2名)、 物理学( 2 名)、 化
学( 2 名) 及び情報処理学系の統計 ・ 情報処理
学( 1名)。 これに従い、 カリキュラムも編成
し直された。 また医学薬学でのコアカリキュラ
ム導入に伴い、 現在、 各学科の教養の卒業要件
単位 は表の通りである。
2 ) 非常勤講師について:単科大学にとって致
命傷は教養を担当する選任教官数が少ないとい
うことにある。 したがって幅広い教養教育を提
供するためには、 どうしても非常勤講師に依存
せ ざるをえない。 しかし、 大綱化以来非常勤講
師数 の見直しが行われ、 さらに法人化を機に財
政上の裏付けもなくなり、 依存率を減らすこと
が一層強まった。 2005年現在学外非常勤講師数
(短時間数 のものを除く) は、 入社系 9 人10コ
マ、 語学系10人45コマ、 体育系 1 人 1 コマであ
る。 あと物理学で依頼しているが、 それは専任
教官不伐のためであり、 定員充足により解消す
る。 三大学統合後の教養教育の在り方が模索さ
れる。
3 ) 教育の向上のための活動
-白己点検と外部評価:平成13年度に外部の先
生 3名に依頼し、 点検 ・ 評価を実施した。
-学lf三による授業アンケート調査:1996年度よ
り専門教育科目に先駆けて「学生による授業
アンケート」調査を開始した。 アンケートの
結果は各教員へと通知され、 自らの担当授業
の内容を改善するための一助にしている。
2004年前学期から、 学期中間の授業評価も行
うこととし、 授業の改善によりきめ細かく役
立てている。
-教官相[Î.の授業参観:講義技法の改善と授業
内容の質の向上を日指して、 2000年度から学
自然情報科学 自由選択科目 員十
13単位 36単位
4 単位 1 単位 25単位
11単位 2 単位 33 単位
科目教員による相互授業参観制度を発足させ
た(初年度は、 在職18名の教員のうち16名が
参加した)0 2003年度にも実施した。
. FD : 2004年度に、 中期目標の年度計画を検
討するため、 一貫教育協議会の下 に 4 つのワ
ーキンググループを設置し、 その一環 として
9月30日に学科目独 自 のFD を教養教育改善
委員会( 尾崎宏基委員長) の計画のもとで実
施した。
4 ) 研究紀要: 学科目教員の研究を活性化する
ことと、 研究成 果の発表の一つの場を与えるこ
とを目的として「一般教育研究紀要」 が昭和54
年より発行されている。 平成 7 年に一度休刊 し
たが、 それ以外は最低年に 1 冊、 平成 9 、 10、
12�14、 16年は年に 2 冊刊 行した。 現在まで33
号が刊 行されている。 資金は、 これまでは大学
の共通経費等で賄われていた。
V)教職員の動向
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・副 学 長: 本田昂(1996 - 2002)、 竹口紀晃
(2002 - 2004)、 渡遺裕司(2004 - 2005) 
・ ご逝去: 2005宮下哲(物理学)
・退職・転出者: 1998高畠純夫(歴史学)、 1999
菅野延彦(生物学)、 日比野康英(生物学)、
2003藤 本正文(英語 学)、 2004豊富誠三(物
理学)、 高橋たみ子(化学)
-赴任: 1997 尾 崎 宏基(生 物学)、 松井三枝
(心理学)、 1999宮下哲、 高橋たみ子(化学)、
荒舘忠(生物学)、 2000谷口美樹(歴史学)、
2001鎌田倫子(日本語・日本事情)、 岩岡研
介(保健福祉学)、 片桐達雄(生物学)、 2003
木村裕三(英語)、 2004杉森保(化学)、 2005
吉田勝一(物理学)、 山口直洋(物理学)。
-外国人教師: Lorraine H .Sakka1997 - 2000 ; 
Elizabeth H ollanders 2000 - 2004 ; Lesley 
RILEY 2004一現在 ( 盛永審一郎)
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第2節 医学部及び医学研究科
平成 7 年10月 1日までは『開学二十周年記念
日志』に述べられているので、 それ以降の10年間
の歩みの概要を述べる。
1 医学部・医学研究科の組織改革
(1) 講昨今の新設
平成 8 年 5月に、 病理学(寄生虫学) 講座が
感染予防医学講座に改組された。 これに伴い、
細菌学・免疫学講座は 免疫学講座に変更された。
千成13年 3月の「大学設置基準の←ー部改正」に
より、「大学の判断により適切な教員組織を置
くことカtできる」ょうになったことを'乏けて、
平成14年 1月に医学部の全教授から講座再編に
関するアンケートをとった。 それに基づいて議
断の改革を進め、 生化学(第 斗) 講座は後の分
子神経科学講座となり、 平成15年 7月に森 寿
教授が着任した。 解剖l学(第 二) 講座は再生医
学講座となり、 平成17年 4月に二階堂敏雄教授
が着任した。 また、 法人化前の最終年度である
千成15年度には文部科学省から救 急・災害医学
講座の新設が認日Jされ、 平成15年 9月に奥寺
敬教授が着任した。
(2) 学科長の新 設
看護学科も 創設10同年を迎えたのを契機に、
それまでの主任制度を改め、 平成15年 7月より
看護学科長を導入した。 看護学科からの選出に
より、 初代の学科長は回浮賢次教授、 平成17年
4月からは落合 宏教授が務めている。 これに
より看護学科運営会議も医学部長ではなく看護
学科長が議長となり主体的に運営されるように
なった。 また、 これとさj^行し、 医学科にも学科
長をおくことになり、 初代医学科長の鏡森定信
教授が医学科運営会議の議長を務めている。
(3) 大学院阪学系研究科修士課程の新設と博1:
課程の改組
平成 9 年 4月に大学院医学系研究科看護学専
攻(修士課程、 定員16人) が設置された。 また、
他学部卒業生にも医学研究への道を聞くために、
平成15年4月に医科学専攻(修上課程、 定員15
人) を新設した。
医学系研究科はそれまでは一般専攻の博士講
座から構成されていたが、 平成16年 4月から
「認知・情動脳科学専攻」の独夜専攻の新設が
認可された。 この概算要求の申請にあってはい
つものことながら、 西野徳行専門職員をはじめ
庶務課の絶大なご協力を得た。 この独立専攻は
システム情動科学講座(11::1生理学第 うと分子
神経科学講座(旧生化学第 三) の 2 基幹講座と
5 つの協力講座(統合神経科学、 分子神経病態
学、 分子免疫学、 精神神経医学、 生物試験) で
発足し、 平成17年度からはさらに神経内科学講
座が 加わった。 後述のようにこの基幹講座が中
心となり申請した CREST も採択 され、 大学院
の教育研究が活発に行われている。
(4 ) 任期制の導入
「大学の教員の任期に関する法律J (平成 9
年) に基づいて、 本学の他部局では任期制の導
入が進められてきた。 平成14年 3月に調印され
た「富山県内同心:大学の再編・統合にかかわる
基本的確認事項J の 1 つに「全教員に対する任
期制の採用jが掲げられていることもあり、 平
成15年 6月より医学部の全教員にも任期制を導
入した。 教授10年、 助教授・講師 7 年、 助手 5
作会で、 再任を認めている。
(5 ) 傾斜配分の導入
医学科では、 平成13年より、 医学部医学科の
校費(法人化後は研究基盤経費)のうち、 1，000
万円を傾斜配分することになった。 平成16年に
項目を見直し、 ①教育、 ②研究、 ③管理運営、
④人材養成の 4 項目について評価している。 教
育の項では、 他学部や他学科の授業を担当した
講座には得点を与えられるようにしている。
(引 委員会の改革
医学科の医学教育改革を推進するために、 平
成13年4月にカリキュラム検討委員会が発足し
(委員長 ・ 大谷 修教授)、 10月に医学教育推進
室がおかれた。 カリキュラム検討委員会はモデ
ル・コアカリキュラムの導入に大きな貢献をし
た。 その後、 この委員会に代わって、 平成16年
4月からは、 鏡森医学科長を議長とする医学教
育推進委員会が発足し、 以後、 この委員会が中
心になり、 医学教育カリキュラムの改革、 テュ
ートリアル教育の導入、 FD の企画などが活発
に行われている。
2 施設整備
平成 8 年 2 月に医学部看護学科校舎新営工事
( 2 期) が竣工した。 これにより鉄骨鉄筋コン
クリート造り 7階建ての校舎が完成した。
平成 8 年 3 月に医薬学部校舎新営工事が竣工
した。 これにより、 新設校舎に和漢診療学講座
と放射線基礎医学講座が入った。
平成 8 年度には医学部研究棟内科学(第一)
講座施設及び感染予防医学講座施設の改修工事
が行われた。
平成10年度には医学部研究棟にテュートリア
ル教育室として 8室の新設工事が行われた。
平成14年度には、 医学部臨床研究棟にエレベ
ーターを設置した。 この臨床研究棟は 4階建て
で、 文部科学省に概算要求を出してもエレベー
ターは認められないことから、 医学部予算委員
会(委員長:笹原正清教授) の提案により、 医
学部として学内措置でそれを設置したものであ
る。
平成15年度には、 医学部研究棟にテュートリ
アル教育室として 2 室の新設工事を行い、 さら
にカンファレンスルームとロッカールームの改
修により 2 室を追加し、 これにより合計12の
テュートリアル室が整備された。
3 入学者選抜の状況
(1 ) 入学者受入れ方針(アドミッション・ ポリ
シー) の改訂
平成13年 6 月に医学部のアドミッション・ ポ
リシーが冊子体として公表された。 その後、 平
成16年 4 月からの法人化にあたり、 本学は中期
目標のアドミッション・ ポリシーとして、「基
礎学力及び医学、 薬学、 看護学に深い関心を有
し、 公的精神が豊かで創造力のある意欲的な人
材を受け入れる」 こと、 学部教育の目標として、
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「社会から信頼される優れた医療人を育成す
る J ことを掲げた。 これに基づいて、 平成16年
9月にアドミッション・ ポリシーを改訂し、 医
学部医学科では「地域の人々に貢献し、 国際性
を備えた医療人の育成」を教育目標とした。 看
護学科でも、 人間の尊厳を常に考慮しつつ、 幅
広い科学的な看護的判断とその実践が出来る人
材の育成を目指している。
(2)推薦入試
医学科では平成元年度より 9 年間にわたり推
薦入試を行っていた(募集人員20人、 平成 5 年
度 か らは15人)。 センター試験を課すように
なってからは、 基礎学力の点でも一定水準以上
の学生が入学するようになったが、 推薦入試の
趣旨である学力だけでなく、 人物も重視すると
いう視点を一般選抜に取り入れることにして、
平成10年に推薦入試をとりやめることとなった。
その後、 地域医療を担う人材育成を促進するた
めに、 平成17年現在、 地域推薦入試の導入を検
討中である。
看護学科では平成12年度より推薦入試(募集
人員 5 人) を導入し、 平成16年度より募集人員
は10人とした。
(3) 一般選抜における面接の導入
医学部医学科では平成10年度より、 一般選抜
後期日程に面接が導入された。面接に際しては、
自己紹介書(知的関心の広がり、 創意工夫、 倫
理観、 努力して達成したことなどの実績の記
載) を提出してもらうことにした。 さらに平成
16年度入試からは前期日程にも面接を導入した。
(4) 学士編入の導入
医学科では、 多様な学生を受け入れるという
方針に基づいて、 平成12年度より学士編入( 3 
年次) が導入され、 これに合わせてカリキュラ
ムの改訂が行われた。 その後、 カリキュラムが
くさび型に変更されたため、 学士編入生の基礎
医学教育をどのようにするべきかが問題となっ
ている。
看護学科では、 平成 9 年度より、 3 年次編入
を導入した(10人)。
(5) 特別選抜の導入
医学部及び看護学科では、 平成12年度より帰
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国子女特別選抜(若干名) を導入した。 看護学
科では、 平成16年より、 社会人特別選抜(若干
名) も導入した。
4 医学教育の改革
(1) FDの実施
平成10年12月4 ・ 5 f:::lにいこいの村富山で
「第 F一回医療人育成のためのワークショッ プj
が、 医 ・ 薬 ・ 看合同で、行われた。 以後、 FDは
毎年開催され、 報告書 がまとめられている。 平
成14年度からは医学部と薬学部がそれぞれに、
平成15年度からはさらに医学科と看護学科は別
に開催されるようになった。
医学科では、 平成15年度からは、 外部講師の
指導を受けないで、当面 する医学教育上の問題、
すなわちテュートリアル教育と統合型カリキュ
ラムを主題にFDを開催している。 平成17年度
はテューター養成に力を注ぎ、íPBL (problem 
based learning) テュートリアル教育J を中心
に「初期医学教育」も含めて合計4凶のFDを
行った。
看護学科では、 平成15年度FDは、 教育課程
の見直しと次年度のシラパスの作成、 平成16年
度は、 臨地実習の到達度などについて検討を進
め、 平成17年度は、「統合カリキュラムの適正
なる運用 保健師国家試験出題規準に照らして
」と「効果的教育手法の検討」を取り上げ、
富山大学教育学部!責瀬 信教授による講義とグ
ループワークを行った。
( 2) カリキュラム改革
それまでの「医薬学概論」を改訂し、 平成12
年度より医 ・ 薬 ・ 看の全学共通科目で、 1 年次
5月に「医療学入門」、 2 年次前期に「和漢医
薬学入門」を開講した。 医療学入門には、 早期
基礎 ・ 臨床体験実習が合まれている。
医学科では、 平成14年度より、 モデル ・ コア
カリキュラムに基づいた新カリキュラムを導入
した。 移行期を経て、 平成17年度より、 全学年
が新カリキュラムとなった。 平成16年度より、
3 年次専門科目にテュートリアル教育を本格的
に導入した。 同年度より、 6 年次の附属病院で
の臨床実習終了後に、「選択 制臨床実習等J の
コースを設け、 地域の関連教育病院での臨床実
習、 基礎医学教室での実習(生命科学アドヴァ
ンスト ・ コース)、 あるいは海外臨床研修(振
替えも可)を選択することができるようにした。
看護学科については後述する。
(3) CBT， OSCEの言t1l'
医学科では、 平成11年度より OSCE(Objec­
tive Structured Clinical Examination) を導入
し、 平 成14年度より CBT(Computer Based 
Testing) の試行に参加している。 平成17年度
より全国的に正式実施される予定である。
(4) 授業評価の導入
平成14年度より医学科専門科目に本格的に授
業評価を導入し、 平成15年度からはモニター学
生10人が、 毎 時間の授業を評価している。 その
結果は臨床講義室の掲示板に掲示されている。
また、 医学科では、 平成15年12月より卒業試験
終f後の 6 年次の学生に、 医学部 6 年間の教育
満足度を調査し、 その結果を教授会や評議会で
報告している。 これは、 ①本学の医学教育カリ
キュラム、 ①本学の教育スタッフの教育への取
り組み 、 ③本学の教育設備、 ④学生に対する成
績評価や進級判定、 ⑤本学周辺の環境について
の 5 項目からなり、 4 段階評価である。
(5 ) 関連教育病院の拡充と臨床教授の増員
医学科の関連教育病院は、 関学以来、 富山県
立中央病院だけであり、 臨床教授の数 ( 5 人)
は近隣の国立大学医学部に比べても格段に少な
かった。 地域医療に貢献 する医師を養成するた
めには、 地域と連携した医学教育を推進するこ
とが望ましいことから、 平成15年度から16年度
にかけて、 関連教育病院を9 病院追 加し、「富
山医科薬科大学臨床実習運営協議会jを立ち上
げ、 6 年次の選択 制臨床実智病院に対応した。
これに伴い、 臨床教授は32人、 臨床助教授は8
人となった。
看護学科では、 26の関連教育施 設があり、
「富山医科薬科大学医学部看護学科関連教育施
設運営協議会jが開かれている。 平成15年度よ
り附属病院の看護部の看護職員について、 臨床
教授 1 人、 臨床助教授 1 人、 臨床講師23人を任
命した。
5 看護学科の充実
(1 ) カリキュラムの改革
看護学科の教育理念(前述) に基づき、 教養
教育科目では、 科学的・論理的思考能力、 看護
教育観、 データーから現実を読み取る能力ある
いは人間の多面性を理解で、きる能力育成の観点
から、「論理学」、「教育学 J 1統計・情報学J と
「行動科学」 を新たに組み込んだ。
初期専門教育として「早期介護体験実習」 が、
1 年次夏期休暇中に 3泊4 日 (平成12年より 4
泊5日に変更)で実施された。 この実習は early
e xposure として位置づけられるものであり、
重症心身障害者、 知的障害者あるいは老人保健
施設における様々な体験を通 じ、 入学動機の再
確認と学習意欲の向上に加え、 将来の医療人と
しての心構えや倫理観の育成へ通 じる「心の琴
線」を作ることを目的としている。 この実習の
教育的効果は、 既に医学科において認められて
はいたが、 看護学科においては、 高学年では じ
まる臨地実習への影響やボランティア・ クラブ
の創部等の点で、 より顕著と受けとめられ、 現
在まで、 看護学科 1 年次のメイン・イベントの
ーっとして定着している。
専門教育では、 看護婦等養成所指定規則と看
護師・保健師の国家試験受験出題基準を満たす
統合カリキュラムの設定に配慮した。 担当教官
は、 学年進行に伴って順次着任し、 最初の卒業
生を送り出した平成 9 年には大学院修士課程も
設置された。 また、 永山くに子教授が中心にな
り申請準備した平成14年度からの「助産コー
ス」 が、 文部科学省により認可され、 選択者は
助産師国家試験受験資格獲得も可能となった。
この年には、 授業評価も導入された。
平成17年には、 看護師国家試験出題基準の改
訂が行われ、新たに必 修問題規準が加えられた。
これを受け、 直ちにカリキュラム改正に取り組
み、 平成17年度入学生から新カリキュラムが適
用されるようになった。 新カリキュラムでは、
実践能力を高めることと余裕ある学生生活にも
配車し、 選択科目の新設(1看護と臨床心理」、
「東洋の知と看護」、「最先端医療と看護J)、 臨
地実習の前倒し( 3 年後期 . 4 年前期) とその
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後の総合実習導入も特徴となっている。
(2) 教員組織
平成11年11月に、 当時の文部省より看護学視
学官の来学があり、 順調に研究教育が展開され
ていることが認められたが、 教員構成で医系教
員が多いことを指摘された。 この視学官の指摘
に基づき、 医系教員の転出・退職後は、 看護系
教員を採用するようになっているが、 看護学科
に必要な医学教育の内容という視点から適切な
専門分野と職位の医系教員数とすることが望ま
れる。
(3) 公開講座
社会に聞かれた大学として、 平成16年より、
看護学科教員全員による「高校生のための医療
学入門」を開講している(夏期休暇中1 週間)。
平成16年度は12人、 平成17年度は37人の受講生
があり、 彼らの高い評価からも、 今後も継続し
て開講予定である。
(4) 看護学科開設10周年
看護学科は平成 5年 4月に設立され、 平成14
年10月に開設10周年を祝う会が聞かれた(看護
学科主 任: 高間静子教授。 記念事業実行委員会
委員長:田浮賢次教授)。 翌年の平成1 5年10月
に看護学科開設10年間の歩みが、『看護学科開
設10周年記念誌』としてまとめられた。
6 大学院教育(博士課程)
医学系研究科博士課程について、 平成12年度
にカリキュラムの大幅な見直しが行われ、 各専
攻に共通医学特論(大学院特別 セミナー)、 医
学特別演習をもうけ、 専門科目については指定
選択科目と 自由選択科目に分け、 教授及び助教
授の担当授業科目は 2 科目にした。 また、 平成
13年度に大学院の修了要件を投稿中から受理に
改訂した。 平成17年度には大学院特別セミナー
を原則として英語で行うことをは じめた。
7 人材育成状況
平成 8 年から17年までの10年間の医学科卒業
生の医師国家試験合格率は、 平均90. 0%(全国
平均87. 9%) で、 最近 5年 間でみ る と、 平 均
93. 4% (全国平均89. 7%) でかなり良好 である。
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本学附属病院からの医師派遣数 は、 平成 7 年度
は341人であったが、 平成17年度は505人に増 加
していた。 しかし、 平成17年度に行われた派遣
要請に恭づく医師不足数 は合計186人であり、
地域における医師不足が続いている。 とくに内
科、 麻酔科、 外科、 産婦人科、 脳神経外科、 整
形外科などでそれが著しい。
看護学科卒業生について開 設以来の 9 年間で
みると、 看護師国家試験の合格率は98. 8%(全
国 平均89. 7%)、 保 健 師88. 7%(全 同 平均
90. 7%)、 助産師はこの 2 年間で100%(全国平
均98. 0%) である。 それぞれが看護師、 保健師、
助産師、 教員、 院f七などとして活躍している。
このような看護学科の教育研究の成果は、 附属
病院をはじめ40余に及ぶ学外施設の温かいご協
力のお蔭でもある。
8 点検評価
平成10年 3月から 8月にかけて、「富山医科
薬科大学 点検・評価報行書 . 97 J の大部な 4
分冊 がまとめられた。
平成12年11月に本学医学部及び附属病院は、
「自己点検・評価報告書JI研究者総覧」及び
「研究活動 牟覧j をまとめた。 それに基づいて
何年11月・12月に医学部講座別の外部評価を受
け、 平成13年 2月に外部評価全体会議が開催さ
れ、 その結果は、「富山医科薬科大学医学部
外部評価報白書 」としてまとめられた。
さらに、 平成14年 7月に本学として、「大学
改革の検証、 自己点検評価200Uがまとめられ、
医学部はそこで述べられた課題を中心に改草を
進めた。
9 同際交流
(1 ) 交流協定
国際交流協定の締結状況については、 大学間
交流協定のほか、 部局間交流協定も、 平成13年
の大連医科大学をはじめ、 中国医科大学、 昼旦
大学上海医学院、 ロンドン大学「社会と健康」
国際交流センター及びリエカ大学医学部と締結
されている。 研究だけでなく、 学部学生の海外
臨床実宵の希望に応えるために、 さらに英語圏
の大学医学部との提携を進めることを検討中で
ある。
川 西山敬人基金について
平成 4 年度に医学部(医学科) に入学した西
山敬人君が、 大学近くで交通事故に遭い、 平成
4 年 4月23日に他界したことに伴い、 ご父君西
山敬兼氏から敬人君の名をHした奨学基金を残
したいと|司年ム8月に金5，000万円を寄付され、
以後毎年1，000万円を5 年間寄付され、 計 1億
円の基金となった。 また、 平成10年度から基金
の運用が厳しくなったことから、 毎 年200万円
の運用資金の寄付が続けられている。 この基金
は、 その趣旨に基づいて、 とくにアジ ア出身の
外国人留学生及び者手研究者に対する奨学援助
及び研究等の助成のために運用されている。 本
学の 創立30周年記念事業の一環として、 西111ご
夫妻の 高いご貢献に感謝状及ぴ、記念品「幹の
塔」が贈られた。 この「粋の塔」は高岡短期大
学の 小松研治教授に依頼して作成されたもので、
その一つはごほう止の詩歌集「おもかげ」ととも
に本学図書館のガラスケースに納められている。
10 教育研究上のトピックス
(1) 21世キ己COE プログラム
平成15年度に医学系研究科生化学系専攻から
拠点リーダ一宇津捷年副学長(医療担当) ほか
12人で巾請した「東洋の知に立脚した伺の医療
の 創生」が21世紀COE プログラムに採択 され
た。 平成16年 4月からの副学長(医療担当) 交
代の決定を受けて、 医学部は、 COE拠点リー
ダーに安定したポストを提供するために、 大学
院医学系研究科に専任教授席を新設することと
し、 評議会の承認を得た。 その後、 平成17年 4
月の寺津大学院教授の千葉大学転出に伴い、 拠
点リーダーは|嶋田 豊教授に引き継がれた。
COE 開 始 2 年間についての平成17年度の中
間評価では、I(東西両医学の) 統合医学への方
的jを呈示し、 それを日指す本拠点の着実な成果
は、 注目すべき段階に入りつつあり、 世界をリ
ードする拠点の樹立が十分に期待されるjと高
い評価を受けている。 詳細は第3章第 2節を参
照されたい。
(2) CR EST 
科学技術振興機構の助成による戦略的基礎研
究推進事業(Core R esearch for Evolutional Sci­
ence and Technology， CR EST) に、 研究課題
「情動発達とその障害発症機構の解明 J(研究代
表者: システム情動科学 西条寿夫教授ほか17
人) が採択され、 平成16年10月より研究が進行
中である(平成22年 3 月終了予定)。
本研究は、 情動システムの発達、 学習機構、
及びその障害発症機構を、 基礎医学的及び臨床
医学的研究の両 面から、 分子・遺伝子、 細胞
(ニューロン) 及びシステム(行動) レベルで
総合的に明らかにすることを目的としている。
具体的には、 以下 の 3 つのチームで研究を進め
ている。 1 ) 分子・細胞レベルの研究: 脳の構
築と情動発達の分子メカニズ、ム。 2 ) 細胞・シ
ステムレベルの研究: 情動発達と情動学習・記
憶の神経機構。 3 ) システムレベルの研究: ヒ
ト脳の解剖学的及び機能的発達と情動障害の機
構。
(3) 大学教育の国際化推進プログラム
平成17年度「大学教育の国際化推進プログラ
ム(海外先進教育実践支援)J に、 鏡森医学科
長が中心となり申請した「東西医学統合の医学
教育の国際化推進」 が採択された。 本取組みで
は、 東西医学を統合して、 実践できる医療人の
育成を目指して、 海外の医学教育の内容とその
教育技法を視察し、 さらに視察した医学校から
教育担当者を招聴してワ ー クショップを行う予
定である。
おわりに
以上のようにこの10年間で医学部は、 それぞ
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れの担当者の努力により、 さまざまな改革に取
り組んで、きた。 医学教育の改革は、 一人一人の
学生を尊重しつつ、 その力を伸ばすことが基本
になると思う。 これは教職員についても言える
ことであり、 それぞれが安心してその力を発揮
できることが望ましい。 平成16年 4 月からの法
人化に向けて、 本学の中期目標・ 中期計画の作
成を担当した目標・評価小委員会の委員長とし
て、 前文に「人間尊重の精神を基本に」 と記入
し、「教育に関する目標 J の中で、「学生が尊重
されていると感 じることができるような充実し
た学習支援と生活支援の実現を図る」 と書いた
のはそのためである。 人は人から尊重されるこ
とを通 じて、 人と 自 分を尊重することを身につ
けるのであり、 逆もまた言えると思う。 将来思
いやりのある人間性豊かな医療人になるために
は、 学生時代の経験はきわめて重要である。 一
人一人の学生を大事に育てていくことを通 じて
培われる医学部と学生との信頼関係の深さが、
本学の将来の発展を支える力にもなると思われ
る。
富山医科薬科大学は、「東西医学の融合」 と
「医学と薬学の有機的な連携」を建学の理念と
して、 昭和50年10月に設立された。 その建学の
理念は、 東西文化の融合という人類史的な課題
にもつながるもので、 それが本学にユニー クな
輝きを与えていたと思われる。 平成17年10月 1
日の再編・統合により、 富山大学となったが、
その理念を継承・発 展させていくことが杉谷
キャンパス(医薬系) の教職員の使命であると
思う。
(医学部 倉知 正佳 ; 看護学科 落合 宏)
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第3節 薬学部及び薬学研究科
1. はじめに
本学部は、 富山県の伝統産業である製薬業や
配置販売薬の歴史を 背景に明治26年(1893) に
創設された共立富山薬学校に始まり、 明治30年
(1897) に富山市「λ薬 学 専 門 学 校、 明 治42年
(1909) に 県 立富 山 薬 学 専 門 学 校、 大正8 年
(1919) に 官立富L1J薬 学 専 門 学 校、 昭 和24年
(1949) に国立富山大学薬学部を経て、 昭和50
年(1975) に国立富IIJ医科薬科大学薬学部と
なった。 昭和38年(1963) に新制大学初の大学
院修士課程を設置し、 昭和53年(1978) には大
学院博士課程を設置した。 平成 4 年(1992) に
創 丘百周年ムを 祝し、 平成14年(2002) には 創 立
百十周年を 祝した。 創立から113周年の平成17
年(2005) が富山医科薬科大学薬学部としての
最後の年となった。 富山医科薬科大学開学20周
年を 祝した平成 7 年(1995年) 10月以降の10年
間の薬学部の歩みの中で主たる事項は以下の通
りである。
2. 薬学部長 ・ 薬学研究科長
この10年間の薬学部長 ・ 薬学研究科長は、 、Iえ
成 7 年~百瀬雄章教授、 平成 9 年 2月~小泉徹
教授(平成10年 1月逝去)、 平成10年 3月~小
泉保教授、 平成11年 4月~竹口紀晃教授、 平成
14:\f 8月~倉石泰教授である。
3. 薬学研究科臨床 薬学独立専攻の設置
本学は、 昭和53年に設置した薬学研究科博士
(前期 ・ 後期) 課程を医療薬科学専攻とし、 創
薬、 薬効解析、 保健衛生、 和漢薬学の諸分野に
加えて、 臨床薬学分野で活躍できる人材の養成
をも目的のーっとしてきた。 しかし、 薬剤師を
取り巻く社会環境は、 当初の予想を上回る速度
で急速な変革を 遂げ、 薬剤師養成f下限の 6 年間
への延長と、 薬剤師国家試験受験資格の条件と
して 6 か月間の実務実習などが議論されてき
た。 新制大学薬学部では、 薬学研究科に医療
(臨床) 薬学を 標携した独立専攻を設ける動 き
が 加速されてきた。 本学でも、 平成 9 年から薬
学研究科の改本の本格的な検討を開始した。
薬学部としては、 全|王lの薬学部の教育改革の
流れを 勘案して、 薬学研究科に臨床薬学独 立専
攻を設置することを目 標とした。 多くの障害が
存在したが、 病棟での医療チームの一員として
活躍できる高度な薬剤師養成の 必要性増大に 対
処するには、 その教育に特化した教育課程(独
。:専攻) を薬学研究科に設置することが最も有
効と考えられた。 平成 9 年に 行政改革会議で国
立大学の独立行政法人化が議論されたことは、
本学に独 立専攻を 立 ち上げ部局化を図ることが
必要との認識を高め、 小泉保薬学部長、 さらに
竹口紀晃薬学部長のもとで、 臨床薬学独 ÎJ.専攻
設置の構想を加速させた。 こうして、 平成12年
4月には、 薬学研究科に臨床薬学独 、'r:専攻を設
置し、 一般専攻の医療薬科学専攻を薬科学専攻
に改めた。
4. 薬学部 ・ 薬学研究科の外部評価
平成12年まで 多くの側面から薬学部 ・ 薬学研
究科の自己点検を行ってきたが、 外部点検の観
点が 欠如lしていたため、 平成12年 2月に 竹口薬
学部長のもとで外部評価資料を作成し(富I]J医
科薬科大学薬学部 ・ 薬学研究科外部評価資料、
A4 判、 218頁)、 10名の外部 評 価 委 員 に 配布
し、 個別研究室の評価をお願いした。 また平成
12年 3月に5名の委員に 米学いただき、 外部評
価委員会を開催した。 そのう ち4名の委員か
ら、 4 段階の総合評価をいただいた(評価基
準、 4 優 れ て い る、 3 良好、 2 普通、
1 さらに努力が 必要)。
総合評価の平均点を 列記する。[学部 ・ 大学
院の概要]学部の運営システム等3. 8、 大学院
の運営システム等3. 3、 人事選考 ・ 人事の流動
性3. 5、 学部の入学者選抜方法3. 5、 大学院の入
学 者 選 抜 方 法3. 5、 施 設 ・ 設備3. 8、[教 育 活
動]学部教育のカリキュラム4. 0 、 学部の医療
薬学教育 ・ 病棟薬学実習3. 3、 大学院教育のカ
リキユラム3.0、 留学生および研究生の受け入
れ状況3.8、[研究活動]原著論文・著書等の研
究業績3.0、 文部省科学研究費補助金の受け入
れ状況2.8、 研究助成金・奨学寄附金等の受け
入れ状況3.0、 学内共同研究・大 学問共同研
究・国際共同研究の実施 状況3.5、[社会的活動
と国際交流]学会・シンポジウムの主催3.3、
学会・研究会の役員や委員としての協力3.0、
国際交流3.0。
外部評価の内容は、 平成12年 6 月に「富山医
科薬科大学薬学部・薬学研究科 自己点検・外部
評価報告書 J として編集・発行した(富山医科
薬科大学薬学部外部評価準備委員会編集、 富山
医科薬科大学薬学部発行、 A 4判、 297頁)。
5. 薬剤師養成課程6年制化への対応
平成13年 6 月に実施された視学委員による実
地視察において単位の整数化が指示され、 早々
にカリキュラムの改訂が必要となった。 同年 9
月に国公立大学薬科大学長・薬学部長会議教育
部会から「薬学モデルコアカリキュラム案」 が
提示され、 早晩、「モデルコアカリキュラム」
に沿ったカリキュラムの改訂が求められること
が明らかになった。 また、 先行する医学教育の
モデルコアカリキュラムによる本学医学部医学
科の一般教育の時間割の改訂が行われることと
なり、 それに合わせて薬学部の一般教育の時間
割の改訂が必要であった。 すでに従来から、 薬
学部学生に対する教育効 果を上げるため、 実
験・実習の開始時期を早めるべきとの考えが出
されていた。 これらの状況を鑑みて、「薬学モ
デルコアカリキュラム案Jに沿ったカリキュラ
ムの大幅改訂に取り組んだ。 約半 年の改訂作業
の結果策定したカリキュラム案を「コアカリ
キュラムに準 じたカリキュラム改訂」として、
平成14年 2 月26日に倉石泰教務委員長が文部科
学省医学教育課にて説明し了承を得た。
薬剤師教育の高度化を図る方策の 1つとし
て、 国立大学の約半 数で薬学研究科に臨床薬学
あるいは医療薬学の独立専攻の設置が進めら
れ、 本学でもその方策を選択した。 国公立大学
薬科大学長・薬学部長会議としては、 薬学部 4
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年間で薬剤師としての基礎的な教育を行い、 高
度な薬剤師教育を薬学研究科修士課程 2 年間で
行うことを最善の策として主張してきた。 私立
大学は、 薬科大学・薬学部全体の入学定員を約
6，000名 に 減 らして(当時の卒業 生 総 数は約
9，000名)、 薬学部の修業年限を 4 年間から 6 年
間に延長するとしていた時には 6 年制化に反対
していたが、 定員総数の減 少の話がなくなると
ともに賛成に転 じた。 また、「薬学教育モデル
コアカリキュラム」 の策定により、 6 か月間の
実務実習を含んだ薬剤師教育には 6 年間が必要
であるとのコンセンサス形成の動きが加速し、
学校教育法の改正(平成16年 5 月21日公布) に
より薬剤師養成のための薬学教育課程が 6 年制
となり、 薬剤師法の改正(平成16年 6 月23日公
布) により薬剤師国家試験を受験できるのは原
則として 6 年制の薬学部・学科の卒業生とされ
た。 これにより、 本学薬学部は、 平成18年度か
ら、 薬剤師養成のための薬学科( 6 年制、 定員
55名) と創薬研究者等養成のための創薬科学科
( 4 年制、 定員50名) の 2 学科とすることとし
た。
薬剤師教育には薬学部の教員全員が協力して
取り組むが、 事前学習の分担のアレンジ、 調剤
薬局および学外の病院における実務実習の単位
認定、 事前学習の中の調剤実習等を主体的に担
当する研究室が必要とされた。 そこで、 薬品生
理学研究室を医療薬学研究室に改組し、 平成22
年度からの実務実習の準備を進めることとし
た。
6. 学生支援制度の整備
平成 9 年に、 斉藤 正巳氏(本学薬学部第37回
(昭和24年) 卒業) の基金申し出により、「斉藤
正巳奨学寄付金 J が発 足した。 本奨学金の趣旨
は、 学習意欲はあるものの、 突発 的な事情等に
より経済的に学習の継続が困難な薬学部生を支
援するものである。 特に成績基準等は設けてお
らず、 貸与ではなく給付としている。 これによ
り、 平成10年度から16年度まで延べ17名の学生
が本奨学金を受給し学習の継続が可能となって
いる。
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平成10年 2月には、「薬学部学生後援会jが
設なされた。 学生後援会は、 課外教育援助、 課
外活動援助、 奨学資金活動、 広報活動、 緊急対
策の 5 つの柱で学生を支援している。 会費は、
各学生の父兄・保護者から入学時に 宇括してい
ただいている。 薬学部教授会の各教員は毎年会
費を納入し続けている。 ここ数年は、 父兄・保
護者と薬学部教員との懇談会を開催しており、
多方 面からの学'F_の後援に努力している。
7. 薬学部の国際学術交流
本学薬学部と南カリフォ ルニ ア大学(USC)
薬学部との学術交流協定が平成12年(2000年)
4月に締結された。 この協定は、 研究と教育の
向上のために両学部間の学術交流を促進し、 世
界rflの科学者間での協力を促進することの京要
性を認め、 国家聞が相互に依存しあうことの理
解を深めることを目的としている。 usc薬学
部は1960年代初期から臨床薬学教育が行われて
きており、 米国で最も早くから臨床教育をはじ
めた大学の一つであると同時に、 薬学研究大学
院を併設しており、 薬学の基礎研究にも力を人
れている。 これまでに当学部の大学院生が約 2
週間のusc臨床薬学研修に参加している(毎
年約10名)。 ま たuscのザ:1サてが当学部で約 1
ヶ月の研修を行っている(毎 年 2 名)。 両学部
の教員間でのシンポジ ウムの開催や共同研究な
ども積極的に行われている。
千成13{f (2001if) 6月には、 本学薬守:部と
中華人民共和rii]中国科学院化学研究所材料研究
センターとの学術交流に関する協定が締結され
た。 この協定も、 研究と教育の向上のために両
学部間の学術交流を促進し、 世界中の科学者間
での協力を促進することの重要牲を認め、 国家
聞が相互に依存しあうことの理解を深めること
を目的としている。 協定締結後は、 両学部教員
間でliいに招待講演を実施しており積械的な学
術交流が行われている。 また根本英雄教授が、
千成16年 4 Jiから、 中国科学院化学研究所の学
生を国費留学生(博士課程前期課程修了後、 後
期課程に進学予定) として受け入れている。
8. 薬学部ファカルティ ・ディベロップメント
(FD)のための取組み
平成10年12月 4 � 5日に第1回富111医科薬科
大学医療人育成者のためのワークショップが開
催された。 このワークショップでは、 医・薬・
看の教員が合宿して討議を重ね、 自らが担当す
る教育の中で直而する問題の解決i去を探り、 さ
らに医療における新しい課題に対応する教育技
法を身につけることにより、 本学における教育
改革の推進に資することを目的とした。 薬学部
関係で9名の教員が参加した。 平成11年8月の
第2回ワークショップには薬学部関係で、7名、
、|ξ成12年 8月の第3同には8名、 平成13年 8月
の第4回には 6名が参加した。
平成14年 8月21�22 tIには、「富山医科薬科
大学薬学部FDのためのワークショップJ を初
めて開催し、 薬学部関係の教員36名が参加し
た。 このワークショップは合石泰薬学部長のも
と薬学部教務委員会で準備を進め、 医学教育学
会会長の尾島昭次先生と医学教育学会副会長の
畑尼正彦先生に講師をお願いし、 教務部学生課
の全而的支援をいただいた。 ワークショップで
は「卒業研究」をテーマとして取り上げ、 教育
U標や学習方略等について議論をした。
平成15年 8月28�29 Bには、 第2岡の薬学部
FDのためのワークショップを開{佳し、 431うの
教員が参加した。「少人数 教育 プログラムの作
成と評価法」の具体化を目的に、「薬学概論j、
「専門英語」、「病 院・薬 局 実 習j、「卒 業 研 究
(実習)J、「卒業研究(演宵)J の 5 つの科日を
対象に取り 上げて討 議した。「卒業研 究(実
習)Jの議論で提案された「薬学部全体での卒
論発表会の 開催(於本学体育館)J、if憂秀な卒
論発去に対してのポスター賞の授与jは早速15
年度から実施されている。 また、「教員に対す
る評価の問題点と対策J についても討議した。
平 成16年 8月19�20日 に は、 第3凶ワ ー ク
ショップを開催し、 24名の教員が参加した。 本
学がi玉l 立大学法人化されて初めてとなるワーク
ショッ プであり、「薬学部の 6 年制と4十2 年
制の併設」と「長期実務実習」をテーマに取り
上げた。 本学薬学部の教育制度を改定する際の
問題点を抽出できた点で有意義で、あった。 平成
17年度の第4回は、 新薬学部長の畑中保丸教授
のもと12月に開催予定であり、「魅力ある 6 年
制」、「魅力ある 4 年 制」、iOSCE の課題と問題
点」 についての討議となっている。
9. おわりに
平成14年 9月 7 日 に薬学部創立110周年記念
式典ならびに祝賀会が 盛大に執り 行われた。 富
山薬窓会が 毎年発 行している薬学部同窓会誌
「遠久采」 は、 平成15年 2 月 1 日 に第80号の発
第3節 薬学部及び薬学研究科 111 
刊 となった。 いずれも歴史の重みをず、っしりと
感 じる数字である。 全国、 世界各地で本薬学部
同窓生が 素晴らしい ご活躍をされていることは
周知の事実である。
最近(平成12年から平成16年までの 5 年間)
の薬学部入学生の出身県で空白なのは、 わずか
1 県であり、 実に46 都道府 県からの学生が富山
で学んでいる。 富山の薬学部の 素晴らしい伝統
と明るい未来が、 末永く継続していくものと確
信している。
(倉石 泰、 畑中 保丸)
1 12 第l中 J部局等最近I r，rの歩み
第4節 和漢薬研究所
1 . 沿革
和漢薬研究所は昭和38年 4月に富山大学薬学
部和漢薬研究施設として 創設され、 昭和49年附
置研究所に昇格した。 資源開発、 1:物試験、 臨
床利用、 病態生化学、 化学応用の 5 部門から成
る研究所であった。 次いで医薬大の 創設にとも
ない、 昭和53年和漢薬研究所はこの新設大学に
移管された。 その後、 昭和62年には高次神経機
能制御部門(客員部門、 10年時限)、 63年には
免疫機能制御部門(外国人客員部門、10年時限)、
平成 2 年には細胞資源工学部門(10年時限)、
平成 8{fムには薬効解析センターが設置され研究
所も次第に充実してきた。
これらの時限付き部門はその後所期の目的を
達し廃!ト会され、 平成 9 年には恒常性機能解析部
門、 、|λ成12{J:には薬物代謝工学部門が新たに設
置された。 また、 平成11年 4月に漢方 診断学部
門(柑ツムラ寄附部門)、 )ド成16年 4月には和
漢薬製剤開発部門(富山県寄附部門) が設置さ
れた。
2 . 研究活動の概要
和漢薬研究所では以ドの研究課題に取り組ん
でおり、 丈ìtPl"ト芋省の21tt尚己COE プログラム
「東洋の知にな脚した伺の医療の 創生」での機
軸機関となっている。 ①漢方 医学の科学的解明
東洋医学的概念 日正」の先端科学的手法によ
る解明、 ②世界各地の天然薬物に閲する科学的
研究 難治性疾患、 生活背慣病の予防、 治療へ
の有用植物成分の研究、 ③現代医療への和漢
薬・天然薬物の応用研究 術後癌転移抑制の目
的で、漢方 処方 í 1-全大補湯jを臨床的に使用、
④民族薬物の蒐集とデータベースの作成 附属
薬効解析センター(平成17年 8月から民族薬物
研究センターに改名) では世界の民族薬物 2 万
4.000点の資料を管理し、 民族薬物データベー
スを公開している。
最近の主な研究成果としては、 ①老人性痴呆
改善効果がて重吉検法で証 明された漢方 処方
「釣藤散」の薬理学的裏付けを行った。 ②地域
貢献の 宇環として、 富山の配置薬の処方 を見直
し、 現代人に 多い生活習慣病に有効な製品開発
を行った。 富山ブランド「パナワン」の名称で
販売される家庭配置薬の開発に成功した。 ③漢
方 処方 「十全大補湯」が癌転移を抑制する事を
発見し、 そのメカニ ズムを解明した。 ④緑茶や
大黄に含まれるカテキン類が腎疾患の予防、 治
療に有効である事を明らかにした。 ⑤脳神経細
胞のネットワーク形成を促進する天然薬物成分
を明らかにした。 ⑥漢菜、 食品中に含まれるリ
グナン類が消化管内で内分泌調節物質に変換さ
れる過程を明らかにした。 ⑦魚油の様々な効果
をヒトによる介入実験で明らかにした。 ⑧i莫薬
と西洋薬の同時投ヲーの是非を代謝酵素の観点か
ら 明らかにした。
3 . 日本学術振興会拠点大学)j式によるタイと
の学術交流事業
平成13年度から日本学術振興会の支援を受け、
医薬大・和漢薬研究所をH本側拠点大学として
「拠点大学方 式によるタイとの学術交流事業J
を開始した。 相子側対応機関はタイ学術研究会
議( NRCT) で、 タイ側の拠点大学・機関であ
るチュラロンコン大�T�およびチュラボン研究所
を中心に、 天然薬物を研究テーマとした研究者
交流、 共同研究およびセミナーを実施している。
日本側協力大学は下葉大学、 東京大学、 名古屋
大学、 広島大学、 九州大学、 岐阜薬科大学、 北
里大学、 明治薬科大学であり、 タイ側協力大学
はチェンマイ大学、 カセサート大学、 コンケン
大学、 マハサラカム大学、 マヒドン大学、 ナレ
スワン大学、 プリンスオブソンクラ大学、 シラ
パコーン大学、 スリナカリンウィロ一大学、 ウ
ボンラチャタニ 大学である。 なお協力機関とし
てはベトナム目立伝統医学研究所、 ベトナム国
立薬物研究所も含まれる。 国際共同研究のテー
マとしては①老人性疾患の予防と治療に有用な
天然薬物の研究、 ②アレルギー性疾患および痕
の予防や浸潤・転移を抑制する天然薬物の研究、
③肝炎(肝障害を含む) および数種の感染症に
有用な天然薬物の研究、 ④天然薬物の構造・合
成・活性発 現の分子機構の研究、 ⑤タイ産薬用
植物成分の生合成に関する分子生物学とバイオ
テクノロジー研究、 およびタイ産薬用植物のデ
ータベースの確立である。
4 . 21世紀 COE プログラムの機軸研究機関
文部科学省は「世界最高水準の研究教育拠点
を形成し研究水準の向上 と世界をリードする創
造的な人材育成を図る」 ためのプログラムとし
て、 平成14年度に50大学113件、 平成15年度は
56大学133件を採択した。 医薬大は「学際・複
合・新領域」 に「東洋の知に立脚した個の医療
の創生j構想を申請し、 伝統医薬学分野として
は じめて採択された。 本プログラムには和漢薬
研究所から 6 人の参加者があり、c!個人差の診
断と分子基盤に関する臨床研究、 ②病態解析研
究と天然薬物基礎研究、 ③漢方方剤への反応性
の差異(個人差) の先端分子生物学的解析、 ④
国際研究拠点の確立などに関し中心的役割を 果
たしている。
5 . 部局間国際交流
和漢薬研究所は和漢薬をは じめとする天然薬
物の研究を発展させるために、 多くの海外の研
究機関と学術交流協定を締結している。 2005年
9月現在、 その数は8か国15機関に達し、 これ
らの研究機関の研究者との学術交流や共同セミ
ナー開催などの部局間交流を推進している。 こ
れら部局間協定機関はサンパウロ大学薬学部
(ブラジル)、 南京中医薬大学・中薬学院(中国)、
大連理工大学・理工学院(中国)、 遼寧中医学
院薬学院・ 中薬研究所(中国)、 南京大学・化
学化工学院(中国)、 カイロ大学・薬学部(エ
ジプト)、 ソウル大学・天然物科学研究所(韓
国)、 国光大学校・薬用資源研究 センター(韓
国)、 東園大学校・韓医学研究所(韓国)、 トリ
ブパン大学・理工学研究所(ネパール)、 ポカ
ラ大学(ネパール)、 シラパコーン大学・薬学
部(タイ)、 コンケン大学・薬学部(タイ)、 モ
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ンゴル国立大学・生物学部(モンゴル)、 伝統
医学活性化財団(インド) である。 なお、 平成
17年 2 月に北京大学医学部薬学院と和漢薬研究
所との聞に相互研究拠点を設置することに同意
し、 それぞれに「薬用資源の保全とその有効利
用に関する国際共同研究 センター」を開設した。
6 . 学会シンポジウム、 セミナーの主催
①和漢医薬学会大会 和漢薬研究所は昭和59
年、 昭和62年、 平成 9 年、 平成13年、 平成16年
に本学会大会を主催してきた。 参加者は600人
程度で主として富山県民会館、 富山国際会議場
を会場として利用してきた。 ②国際伝統医薬シ
ンホ。ジウム・富山 和漢薬研究所が中心になり
隔年 ごとに10回開催している。 平成17年 7 月に
は「伝統医学の新展開一国際調和と独 自 性、 経
験知と先端科学-J のテーマで行われた。G:研
究所特別セミナー 昭和56年に開催されて以来、
和漢薬の科学的解明や その時代の新しい研究動
向に関するセミナーを 毎年開催してきた。 平成
17年第26回研究所特別セミナー「和漢薬と消化
管 消化管常在菌の役割および消化管疾患をめ
ぐる最近の話題 」は富山県民会館で行われた。
④和漢薬研究所夏期セミナー 一和漢薬の正しい
理解と和漢薬に興味を抱き大学院進学を目指す
学生を増やす目的で平成8 年 8月に大山町のイ
ンテッ ク研修所で第1 回が開催されて以来、 平
成17年には第10回を迎えた。 当初、 学生を対象
としたセミナーであったが、 一般市民や製薬企
業に従事している社会人も加わるようになって
きている。 過去10年間の総参加者は600人を超
える数に達している。
7 . 教育研究活動
研究所に在籍して課程博士号を取得した学生
は2005年10月現在、 103人にのぼり、 そのうち
76人が留学生である(73.8%)0 また論文博士
は36人であり、 外国人は10人(27.8%)である。
中国からの留学生が圧倒的に多いが、 すでに中
国では60人以上 が教授、 助教授など第1線の研
究者に成長している。
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8 . 法人化と和漢薬研究所
平成16年から全ての国立大学が独立行政法人
に移行するにあたり、「附置研究所及び研究施
設の意義や役割、 法人化後の附置研究所及び研
究施設の在り方」を検討するために科学技術 ・
学術審議会学術分科会に附置研究所等特別委員
会が 設置され(平成14年 9月)、 平成15年 1月
に中間報告がなされた。 全国の研究所を襲った
激震は、その中の組織性に関する文言であった。
「附置研究所が(中略)…… 学部及び研究科と
同様に学内においても基本的な組織として位置
付けられ、 大学の運営にも参画するなど諸般の
要因を考えれば、 当然、 学部及び研究科に準ず
る程度の教官規模が求められることになる。 必
要規模としては学問分野やその研究所の目的 ・
使命により異なるものの、 学部や研究科の規模
や、基本組織としての位置付け等を考慮すれば、
30人程度がその目安となろう。j
当時、 和漢薬研究所の定員は19人で、 社会科
学系の研究所を除けば、 全国で最も 小規模で、
最後に設置された研究所であった。 本学執行部
は和漢薬研究所の存続には30人体制に持ってい
くことが 必要との考えで一致し、 すぐさま改革
案作成を指示した。和漢薬研究所の教授、 薬効
解析センター長、研究協)J課長が数日をかけて
作りあげた『和漢薬研究所の現状と改革構想』
は評議会で了承され、 これをもって所長ヒアリ
ングに臨ん だ。 この改革案は学内の医学部、 薬
学部の協力、 さらには富山県ドの 3 大学統合後
の定員移動を見込み30人体制に持っていくこと、
これまでの 小部門制を大部門制に変え、 全国共
同利用型研究所を目指し、 人事の移動を活発化
することなどが述べられ、 研究所名も「和漢医
薬学総合研究所jに改名するとした。
幸いなことに、 和漢薬研究所はその研究の独
白性、 国際的活動などが評価され、 19人の定員
は拠点形成基盤としては弱いが将来的に改革を
行い、 拡充の方向を打ち出しているので引き続
き様fを見るとされ、 研究所の危機をひとまず
脱出することができた。
9 . 最近の和漢薬研究所のうごき
1 ) 点検評価の実施
本研究所では、 研究 ・ 教育成果を国民に知ら
せる説明責任を果たし、 研究所の更なる活性化
のために点検評価を行ってきた。 平成 9 年には
和漢薬研究所の外部評価(評価委員長 北川
勲) を行い、また平成11年(細胞資源五学部門、
評価委員長 山田秀明)、 12年(生物試験部門、
評価委員長 虞崎知生)、 17年(病態 生化学分
野、 評価委員長 服部征雄) には教授着任10年
を経過した部門の外部および内部評価を実施し
てきた。 その他、 平成l 年、 平成10年、 平成17
年には点検評価の一環として「和漢薬研究所職
員研究業績目録」を刊行した。
2 ) 小部門制から大部門制への転換
平成13年 7月 1 l:lに和漢薬研究所はこれまで
の 小部門制を廃止し、 部門聞の垣根を取り払い
境界領域の研究を発展させ、 人事の閉鎖性を解
消するため大部門制に移行した。 この結果、 資
源開発部門(漢方薬学、 化学応用、 薬物代謝工
学分野を含む)、 病態 科学部門(生物試験、 病
態 生化分野を含む)、 臨床科学部門(臨床利用
分野を合む) の 3 大部門に整 理され、 寄附部門
として漢方診断学部門、 客員部門として恒常件一
機能解析部門を有する組織に改変された。なお、
寄附部門にはその後、 和漢薬製剤開発部門が追
加された。
3 )  5 年任期制の採用
和漢薬研究所は反薬大のなかでも任期制を最
も早く採用した部同であり(平成 9 年に採用さ
れた教授から適用)、 教授、 助教授は10年任期
で、 助手は 7 年であった。 しかしながら、 人事
の更なる流動性の確保、 採用時の幅広い公募が
必要と考え、 平成15年 3月に全ての教員の任期
を5 年とした。 また平成17年 9月初日には教員
の再任に関する規定、 教員の再任に関する規定
実施要項が教授会で承認され、 9月22日の教育
研究評議会でf承された。 教授選考にあたって
は外部の有識者を含めた選与委員会を組織して、
選考過程の透明性を確保することとした。
4 ) 定員増及び研究部門・分野の拡充
平成16年 1 月、 学術分科会による所長ヒ アリ
ングを受けた時点の定員は19人であり、 将来的
には分科会が主張する定員30人以上を目指すこ
とが医薬大評議会で了承を得、「和漢医薬学総
合研究所設立準備委員会j が設置された(委員
長高久晃学長)。 法人化にともない技官3 人が
助手に昇格され定員増となった。 また、 薬学部
(倉石泰薬学部長) からは 5 年の約束で 1 教授
職を借用し、 平成16年 5 月から新たに「消化管
生理学分野」を設置した。 平成14年ツムラの寄
附講座(客員教授 1 、客員助教授 2 、研究員 1 ) 
が更新されて、 さらに平成16年 7 月から富山県
の寄附部門が設置され客員教授 1 、 研究員 1 が
追加された。 平成17年 8月時点での研究所の教
員は31人(客員 8 人を含む) となっている。
10. 薬効解析センターの組織改革
和漢薬研究所の将来計画に沿って、 附属薬効
解析センターの組織改革が平成17年 5 月に教授
会で決議された。 薬効解析センターは平成 8 年
4月に設置され、 薬効解析に関する研究ばかり
でなく、 民族薬物の蒐集、 整理、 これらの薬物
をデータベースとして世界に発 信するなどの業
績をあげてきたが、 施設名を平成17年 8月 1 日
から「民族薬物研究 センター」 と改称し、 薬効
解析部、 外国人客員部、 国際共同研究部、 民族
薬物資料館を下 部組織とした。 また、 将来的に
は成分分析部、 囲内共同研究部、 医療文化部、
医療経済部などの設置が検討されている。また、
研究所への受託研究依頼業務の一括管理なども
このセンターで行われる予定である。
11. 和漢薬研究所の将来
平成17年10月 1 日、 富山県の 3 国立大学が統
廃合して新しい富山大学が設立されるのを機に、
和漢薬研究所は和漢医薬学総合研究所に改組さ
れる。 これまでの研究所はその名の示すように
薬系の研究所であったが、 伝統医学や相補代替
医療を取り込んだ統合医療の重要性が欧米を中
心にわき上 がり、 我が国でも関連した学会が
次々と設立される状況下 にあって、 単なる和i莫
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薬の研究に留まらず、 医学、 薬学、 臨床が結び
ついた総合的研究体制が求められている。また、
全人的な医療を目指すためには、 医療文化、 医
療経済などの人文、 社会科学系の研究者の参画
も歓迎する組織とすることが重要である。 新し
い研究所名に改変されるのを機に、 これまでの
和漢薬研究所の設置目的で、あった「和漢薬に関
する学理およびその応用の研究 J から、 以下の
和漢医薬学総合研究所の使命を掲げることとし
た。
1 ) 新しい和漢医薬学総合研究所の使命
和漢医薬学総合研究所は、 先端科学技術を駆
使することにより伝統医学や伝統薬物を科学的
に研究し、 もって東洋医薬学と西洋医薬学との
融合をはかり、 新しい医薬学体系の構築と全人
的医療の確立に貢献することを使命とする。 こ
のために研究の柱を以下の課題に設定し、 研究
所内の横断的研究と国内および国際共同研究を
推進する。
①天然薬物資源の確保と保全一環境破壊や気象
変化により、 天然薬物の安定 的供給が今後、
益 々困難になることが予想されている。 本研究
所では、 天然薬物資源の確保、 保全、 および永
続的利用を図るために、 薬用資源植物の学術調
査・蒐集・ データベース化、 栽培・育種とその
評価、 遺伝子'情報解析、 成分化学的解析、 遺伝
子工学的研究、 および新しい天然薬物資源の開
発 研究を推進する。
②和漢医薬学の基盤研究の推進と東西医薬学の
融合 和漢医薬学では疾患を「証jとして捉え、
「証」 に基づいた薬の処方と治療がなされる
(弁証論治)。本研究所では先端科学技術を用い
て、「弁証論治」 などの東洋医学的概念の客観
化(科学的証明) を図り、 西洋医学との融合を
推進する。 また現代医療における天然薬物の有
用性、 作用機序、 活性成分、 代謝、 体内動態、
相互作用を明らかにし、 確かな効果を有し、 副
作用の少ない新しい和漢薬製剤開発 のための基
盤研究を推進する。 これらの先端科学研究に加
えて医薬史学的考証を進め、 伝統医薬学の継承
と現代医療への応用をめざす。
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③漢方医学における診断治療体系の客観化と漢
方医療従事者の育成 漢均医学を合む伝統医学
ではより経験主nが重視される。 このような伝統
医学に同有の診断治療体系を客観化し、 治療効
果の科学的評価法ーを確立する。 また、 漢方l天療
従事者の教育研修のためのカリキュラムの作成
と普及に 努め、 健康福祉に貢献する漢方医療従
事者を育成する。
④伝統医薬学研究の中核的情報発信拠点の形成
本研究所民族薬物研究センター内に設置した
和漢医薬学研究推進ネットワークを通じて、 和
漢薬・天然薬物の基礎・臨床研究に関する情
報・知識を集積、 交換、 発信するとともに国内
および同際的共有化を同り、 併せて同内 ・国際
共同研究を推進する中核的拠点を形成する。
2 ) 臨床部門の充実
医薬大医学部に和漢診療学講座が全国で初め
て設置され、 初代の寺i宰捷年教授の活躍により
漢方医学の一大拠点に成長する事が出来たが、
近年医学部のコアカリキュラムに「和漢薬を概
説できるjとの項目が入ったこと、 さらには欧
米を含めて相補・代替医療の発展と呼応して、
漢Ji教77の出来る指導者不足が著しい。 和漢薬
研究所内には漢方診断学部門(寄附講座) が漢
)jコースを開講し医師、 薬剤師等の教育に長年
携わってきた実績があり、 将米的には常設部門
とし教育・研究・診療を行う組織とすることが
必要である。
(服部 征雄)
第5節
は じめに
昭和50年4月に開学した富山医科薬科大学は、
今年で30周年を迎え、 関学 4 年後の昭和54年1 0
月1 6日に開院した附属病院は、 本年で26周年に
なる。 附属病院は、 医学・薬学の緊密な相互連
携による総合的教育研究の推進及び西洋医学・
東洋医学の融合化を目指す本学の創設理念に基
づき “大学附属の臨床実践の場" として位置づ
けられており、 医学部附属で はなく大学附属の
設置形態は、 全国国立大学病院の中でも例が少
ない特長の病院である。
開院以来、 ①専門性と総合性を併せ持つ質の
高い医療の提供、 ②医療と医学発展を担う医療
人の育成、 ③臨床医学発展の推進と医療技術水
準の向上 に貢献並びに④良質で健全な病院経
営・運営の 4 つの柱を基本理念に掲げ、 日々、
診療・教育・研究活動に逼進してきている。 更
に、 本学に全国唯一の和漢薬に関する附置研究
所(和漢薬研究所) を有する特長から、 本院に
「和漢診療科」を設置している。
平成1 6年 4 月の法人化に伴い附属病院は、 従
来以上に患者様の側に立った質の高い医療提供、
地域医療機関との緊密な連携、 優れた医師・医
療スタッフの養成等を目指している。
本誌の発行にあたり、 最近1 0年の歩みを病院
の理念と中期目標を は じめ、 管理運営体制、 診
療機能 及び経営改善など8つの視点から振り
返ってみる。
l . 病院の理念と中期目標について
(1 ) 開院以来初の中期目標
附属病院は、 平成1 1 年1 0月に、 初の中期目
標である「富山医科薬科大学附属病院の改革
目標と行動計画の概要Jを策定した。
その概要 は、 本院の使命である診療・教
育・研究 は、 過去の延長線上 に求められるの
で はなく、 本学の建学の理念に立ち戻り「専
門分化と統合」 の調和を目指して再構築する
ことが、 個性溢れる附属病院を実現するため
附属病院
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に重要と記し、 これを実現するために、 ①診
療機能体制の強化、 ②臨床教育の充実及び③
臨床研究の推進などの 6 事項(18項目) にわ
たる中期行動計画( 5 か年計画) を設定した。
(2) 病院マネジメント改革の策定
また平成1 5年 2 月には、 法人化後の管理運
営を見据えた附属病院の「マネジメント 改
革」 を策定した。
その概要 は、 ①病院長のリーダーシップの
強化と支援体制の改革、 ②効率的運営を図る
ための病院組織の改革、 ③医療の質の向上を
めざした病院機能の改革など 6 項目にわたる
ものである。
(3) 法人化後における中期目標・中期計画の策
定
更に、 法人化後の平成1 6年 4 月に、 附属病
院における 6 年間の中期目標・ 中期計画を策
定し、 これに基づき平成1 6年度計画を策定・
実施し、 今年度(平成1 7年度) も計画を策定
し実施 中である。
その概要 は、 次の 4 つの基本的な理念に基
づく 7 項目の目標と、 これに対応した①医療
サービスの向上、 ②管理体制、 ③プライマ
リ・ケアなど 7 項目20件による具体的な計画
である。 詳細については、 公表中の本学中期
目標・ 中期計画を参照されたい。
(基本的な理念)
① 地域の中核病院として、 専門性と総合性
を併せ持つ質の高い医療を提供する。
② 将来の医療と医学発展を担う医療人を育
成する。
③ 臨床医学発展の推進と医療技術水準の向
上 に貢献する。
④ 良質で健全な病院経営、 運営を行う。
2 . 管理運営体制の充実
(1 ) 病院長補佐から副病院長への充実
附属病院の管理運営体制について、 特に病
院長のリーダーシップを発揮すべくその補佐
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機能の充実を、 本院では早くから導入してい
る。 それは、 、子成 7 年10月に病院長補佐 3 人
を設置し、 更にこれを発展させ、 平成11年 5
月には病院長の職務を分担して補佐する副病
院 長 3 人(運 営・経営、 医 療・研究及 び 教
育・研修) を設置した。 その後、 平成15年 3
月に医療安全管理担当の副病院長を、 平成16
年 5月に看護相当の副病院長をそれぞれ加え、
現在5 人の副病院長により病院長を補佐する
体制に充実した。
(2 ) 副病院長会議の設置(施策のトップダウン)
また、 平成16年8月には、 病院長のリーダ
ーシップを十分に発揮して、 病院の諸問題を
リアルタイムに検討しじ文書を行う場として、
病院長、 副病院長及び事務関係者で構成する
「副病院長会 議jを設置し、 原WJ、 毎 週開催
して諸問題の対応に当たっている。 この場で
検討した諸問題の改善)j針を、 病院運営会議
等で議論を重ねて実施に移すトッ プダウン方
式に変更した。
I :J ) 経営企阿部の設置
法人化後における附属病院は、 先に記した
“大学附属の臨床実践の場" であるとともに、
独ιした “経常Ì'.体" として評価が問われる
ことになり、 附属病院の経常改許を従前に増
して実施する 必要に迫られて 米た。
このため、 平成16年 4月に経営担当副病院
長を11'心とする「経営企画部jを、 病院長の
直下に設置し、 毎月会議を開催して病院収益
の確保と病院費用の削減に向け鋭意努力を
行っている。 特に、 平成16年度では費用面で
の削減に検討を行い、 年度計両に百十Kした目
標値の①後発薬品への切り替え 8 %、 ②医療
材料のt禁準 イヒ400�'I'1 LI をクリアしたことは、
大きな成果の一つであり、 更に、 医療材料費
の削減に向け、IJiJ材料の契約から医療現場ま
での配達とその情報管理の一貫した物流シス
テム:SPD (Supply Processing & Distribu 
tion) システムの導入を企画し、 平成17年度
に導入決定したことも大 きな成果であるc
3 . 診療機能の充実(診療科・部門の整 備)
(1 ) 診療科の整 備
平成14年 4月に、 総合診療部を設置し、 そ
れまでの内科系の番号診療科を、 臓器疾患別
専門外来に変更して患者様からわかりやすく
した。 また、 平成16年 3月には、 新たに総合
診療部教授を迎えるととともにスタッフを整
備し、 初期診療と専門診療との機能分担の充
実を図った。
平成17年 6月には、「神経内科」を新設し、
新たに教授を迎え 7月 1日から外来を開始し
た。 この専門領域は、 これまで第2 内科の脳
神経内科部門で対応していたが、 高 齢化の進
展とともに増えつつある脳血管疾患や認知症
などの神経疾忠に対応するため、 より高度な
医療の提供と専門医の育成をLJ指しているc
富山県内の主要死因別疾忠データでは脳梗塞
などの脳血管疾患は、 がん に次いで第 2 位と
なっており、 地域からの要望も強い神経内科
の活躍が期待されている。
(2) 中央診療部門の整 備
附属病院の救急医療の在り方 として、 平成
11年 9月に “全ての救急患者を受け入れる"
力針を明確にして、 救急部と各診療科との連
携を強化して救急医療に取り組ん できた。 更
に、 平成15年 9月には、 医学部に救急・災害
医療学議時の教授を新しく迎え、 同時に附属
病院救急部長として、 それまで遅れていた本
院の救急保療体制の整 備と富山県内の救急災
害医療の指導者として地域瓦献している。
また、 附属病院と地域医療機関との連携を
より緊密にするために地域医療連携索(、ド成
13年 4月)、 特定機能病院である附属病院の
必須な部門:1矢療安 全管用 室(平成13年 7
月)、 感染杭治療部(I"J年12月)、 院内医療機
器の効率的利用のため医療機器管理センター
(平成14年 2月) を順次に新 設し、 診療支援
体制の強化を凶った。
更に、 平成16年 4月からの卒後臨床研修の
義務化に対応するため、 卒後臨床研修センタ
ーを整 備し業務を開始した(平成15年 6月)。
特に最近では、 従来から高 騰している医療
機器修理費の削減策として、 平成17年 2 月に
臨床工学技士の分散配置を医療機器管理セン
ターに一元配置し、 更に同年 4 月に臨床工学
技士 2 人の増員を行い同 センターの充実を
図った。
4 . 施設・設備の整備
施設の整備では、 患者サービスの一環 として
開院以来要望の高かった「郵便局 J を西病棟 1
階に新設(平成 7 年 9月)、 MRI(磁気共鳴画
像検査装置) の導入に伴う建物をMRI-CT棟
( 2 階建て、 延面積224 m)を増築した(平成 8
年 7 月)。 更に平成 9 年11月には、 集中治療部、
輸血・細胞治療部及び医療情報部が入る中央診
療棟( 4階建て、 延面積2，116 m) を増築した。
また、 導入した主 な医療機器は、 MRI装置
2 台(平成 8 年 6 月、 平成12年 3 月)、 PET装
置(平成12年 3 月)、 高速血管造影検査治療装
置(平成 8 年 3 月)、 超音波手術装置(平成12
年 3 月)、 総合血液検査装置(平成12年 3 月)、
手術支援装置(平成15年 3 月)、ICU重症患者
監視治療装置(平成10年 3 月)、 全身用X線 CT
検査装置(平成17年 3 月)、 総合検査管理装置
(平成17年12月予定) などである。
なお、 院内に多数ある少額の医療機器は、 老
朽化が著しく絶え間ない更新要望が多く寄せら
れている。 平成17年の調査結果では、 459件、
104 億円の巨額な金額を必 要とし、 法人化前で
は概算要求を必要としたが、 法人化後において
は経営努力により可能になるメリットを生かし、
今年度から優先度の高いものから年次計画的に
更新を行う予定である。
5 . 外部評価の導入
(1 ) 病院機能評価
附属病院が提供する医療サービスは、医師、
看護師等様々な専門職種の職員の技術的、 組
織的連携によって担われているが、 医療の受
け手である患者様のニーズ を踏まえつつ、 質
の高い医療を効率的に提供していくためには、
医療機関としての機能の一層の充実・向上を
図る必要があり、 平成10年12月に医療機関の
機能を学術的観点から中立的な立場で評価す
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る(財) 日本医療機能評価機構の「病院機能
評価」 の審査(Ver.3.1) を受け、 翌平成11
年 2 月に認定(期間 5 年間) を得た。 この認
定は、 全国国立大学病院のなかでも先駆けて
の認定であった。
平成15年12月には、 先の認定期間満了に伴
い 、 更に高いハードルの更新審査(Ver. 4.0) 
を受け、 平成17年 2 月に認定を得た(認定期
間:平成16年 2 月15日から 5 年間)。
(2) 患者満足度調査
また、 医療の受け手である患者様のニーズ
を把握する必 要から、「患者満足度調査 Jを
平成14年 2 月の初回から毎年実施しており、
平成17年 1 月の調査で 4回目である。 この調
査結果を基に、 診療予約の徹底による待ち時
間の短縮(平成14年 4月)、 患者駐車場のゲ
ート 化(平成16年 2 月)、 病棟トイレの洋式
化(平成16年11月) などの対策が一定の効果
を上げている。
6 . 病院経営の改善
病院経営の改善について、 従前は病院収益 の
増額が強く求められてきており、 附属病院もそ
の背景に則り改善を図ってきたところであり、
患者数及び診療実績額の年度別推移は、 次頁の
図のとおりである。
次頁の図からは、 患者数が平成10年度から上
昇し、 平成12、 13年度をピー クに微減傾 向にあ
り、 そして、 病院収益 の基である診療実績額は、
同様に上昇していることがわかる。 当面は110
億円/年を目指して現在も鋭意努力していると
ころである。
法人化後は、 病院収益 を確保しつつ費用との
差額、 いわゆる利益 を求められているため、 平
成16年度の当初には、 病院長 自 らが「附属病院
収支改善基本方針」を発表し、 経営担当の副病
院長が主宰する経営企画部において、 経費削減
を重点項目として、 診療に直接必要な医薬品や
医療材料等の医療経費削減を目指し、 先に記し
た後発 薬品への切り替え、 医療材料の標準化に
取り組みを実行した。
その結果、 次表のとおり医療費率(診療実績
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削減に向け、 平成17年
度に SPDシステム の
導入を決定した。
7 .  リスク管理の充実
附属病院における医療安全管理は、 特定機能
病院として、 大学病院として高度医療を提供す
る反面 、 常にリスクを負っており、 そのマネジ
メントは極めて重要な事項である。
このため、 院内に医療安全管理委員会を設置
(平成12年 4月) し、 医療安全管理の指針及び
“ひやりはっと" のインシデント等報告制度を
整備(平成12年10月) した。平成13年 7 月には、
同委員会の下に医療安全管理室を設置し、 専任
G RM (General R isk Manager) と各部門 RM
を配置して、 情報の収集・分析及び職員研修な
どに対する機動力を充実させた。
更に、 リス ク管理の重要性から平成15年 3 月
に、 医療安全管理担当の副病院長を設置して、
病院長との連携を常に確保しながらリス ク管理
に万全を期している。
また、 広義での医療安全管理である院内感染
予防対策については、 平成10年11月に感染予防
対策委 員 会を設置、 平成13年12月 には、ICD
(感染制御医師) 及び専任ICN(感染制御看護
師) などを擁する HICT(附属病院感染対策チ
ーム) を新設し、 定期的に院内ラウンド等を実
施して、 感染予防対策に目を光らせている。
8. 教育研修体制の整備
(1 ) 卒後臨床研修センターの整備
平成16年 4 月からの医師の臨床研修が義務
化に伴い、 附属病院においては、 平成15年度
から教育研修担当の副病院長を中心に、 研修
プログラムの構築及び関連病院との連携を
図ってきた。 更に、 平成15年 6 月には、 卒後
臨床研修センターを整備し、 研修医の拠り所
とした。
(2) 初期臨床研修(医師、 歯科医師)
医師の初期臨床研修は、平成16年度に37人、
平成17年度に29人を受け入れ、 現在の研修医
数は、 66人(うち院外研修医25人) である。
同センター長が、 各科をスーパーローテー
トしている研修医の心身面でのケアや相談に
当たっている。
また、 平成18年 4 月からの歯科医師の臨床
研修が義務化に伴い、 現在、 教育研修担当の
副病院長と歯科口腔外科長を中心に、 研修プ
ログラムの構築を行い、 研修医受け入れに向
けた準備作業を進めているところである。
(3) 後期臨床研修(専門研修)
従来、 各診療科が独 自 に募集・採用してい
た医員の後期臨床研修について、 新制度での
初期臨床研修終了後の平成18年 4月採用に向
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(単位・ 人)
けて、 附属病院として今年度からマネージメ
ントする必要があるため、 教育研修担当の副
病院長が中心に各診療科の調整を図り、 公募
資料作成から各診療科募集説明会の開催など
を企画して、 万全を期している。
むすび
このように、 附属病院の最近10年間を振り
返ってみると、 病院の理念と中期目標、 管理運
営体制の充実及び診療機能の充実など多彩な事
項について、 大学病院として、 かつ特定機能病
院として社会ニーズ と患者様ニーズ に応えるた
め、 歴代病院長を中心に病院職員が一 丸となっ
て取り組んでいる状況であり、 これがこれまで
の成 果として表れたものである。
更には、 平成16年 4月の法人化により経営主
体としての大学病院も社会から要求され、 加え
て地域からの医師の引き揚げ問題に見 られるよ
うに、 新臨床研修制度による各診療科のスタッ
フ不足などの追い打ちが重なり、 病院職員が疲
弊しているのが現状である。
今後は、 附属病院が 自 ら平成16年度に策定し
た中期目標・ 中期計画(平成16年度~平成21年
度、 6 年間) に基づき、 着実に計画を達成して
いくことが責務と考え、 診療実績による各科の
教員数や配分額などを調節し、 また全病院職員
を対象に病院に貢献した職員の表彰を行うなど、
職員のインセンテイブとして働くような施策を
行い、 従来に増して積極的に大学病院で働く意
義や目的の自 覚を病院職員に期待するものである。
平成17年10月からの富山県内国立大学の再編
統合により、 附属病院の名称は、「富山大学附
属病院」 として改称し、 今までの杉谷地区はも
とより五福地区及び高岡地区をも含めたグロー
パルな大学病院として出発 することになる。
(小林 正)
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第6節
平成 8 年に設置から20年を経た附属凶書館は、
蔵書 数16万5，000冊 、 雑誌数4，000種 、 年間利用
者数19万1，000人、 1日入館者数560人となり、
学生、 教職員に安定したサービスを提供 できる
ようになった 。 第9 代附属図書館長小泉保(薬
学部教授) は、 平成 8 年 4月から日曜開館の実
施及び24時間開館の実施に踏み きった。 24時間
開館は、 朝 9 時から夜 8 時までは職員やパート
職員で窓口対応を行い、 夜 8 時から戦朝 9 時ま
では自動人退館装 置を使用する無人開館)j式を
採った。 この方';r\;で、凶書館を利用できる対象を
教職員、 大学院生に 加え学部学生の 最終学年
(医学科は 5 ・ 6 年生) まで拡大した。 また、
無人開館時の複写需 要に応えるためコイン複写
機を設置した。 この年は、 本学で最初の電子
ジャーナル(J Biol. Ch em. ) を導入した。
平成 9 年 2月より第10代館長に北川 正信(医
学部教授)が就任した。 3Hに問書館業務用シ
ステムが日本電気社LICSU 21に更新された。
また、 ビデオダビングシステムが導入され、 幽
{象編集が可能となりプリントアウト用にカラー
コピー機も導入された。 10JJには、 |立l書館サー
ビス改善の 今環として全学性に対してアンケー
トを実施し、 学生の要望を調査し、 サービスの
改善を凶った。
平成10年には、 3 年かけて進めてきた閲覧崎
fの更新が完了した。 4月からは、 学生証が銭
気カード化され、 それに対応した自動入退館シ
ステムが導入され、 図書館の24時間利用を全学
午に拡大した。 平成 5 年度より検討を重ねてき
た「附属問書館の自己点検・評価」を刊行した。
平成11年 2月に服部征雄(和漢薬研究所教
授)が第11代館長となり、 この年は、 4}Jより
eメールによるILL 申込受付開 始、 研究活動
一覧のホームページ での公開、 11月より凶書購
入をホームページ で受付ができるようになるな
どI T 化が進み 始める年となった。 10月には、
富山大学附属同書館と相正利肘促進のための覚
書を交わした。
附属図書館
平成12年に附属凶書館は、 地域連携の一環と
して県ι総合衛生学院の学生に対し「文献情報
検索J の講義、 実習を行った。
平成13年 2月に食石泰(薬学部教授)が第12
代館長となり、 3月から図書館業務用システム
の更新(伊藤忠テクノサイエンス社 N eoCIL­
IUS)、 NSCDNET、 文献画像伝送システムの
導入などを行った。 10月には、 日本薬学凶書館
協議会研究集会を開催した。
平成14年度は、 文部科学省の電子ジャーナル
購入予算配分が始まり、 学内 予算も 加え1 ，800 
種 の電子ジャーナルの閲覧が可能となり、 雑誌
は冊f体から電子ジャーナルへと変化していく
年ふとなった。 倉石館長が薬学部長に選出された
ため、 9月 1日付けで武田龍司(医学部教授)
が第13代館長となった。
平成15年は、 RFI Dによる自動貸出装 置の導
入に向け装置の一部を導入し、 IC タグに同書
情報を人)Jし、 それを図吉に貼付する作業を開
始した。 医学教育改善にともないチュートリア
ル室に基幹問書を整 備した。 また、 宇:l主用図書
充実のため、 学生用図書購入予算が定不配分 さ
れることになった。副館長をおくこととなった。
、|λ成16{fム 9月より、 白木公康(医学部教授)
が第14代館長となり、 富山県内 医療関係者に対
して図書館の積極開放を行うこととし、 県内医
療機関等への説明等を行い利用をよびかけた。
一方 で、 電子ジャーナルを安定的に購入するた
め雑誌の全学共通経費化を凶った。 また、 新設
された卒後臨床研修センターに同書 や DV Dを
整 備した。
平成17年は、 県内 医療機関への利用促進や利
用に関する覚書 を取 り交わすなどしたc また、
EBMに関するデータベースや国内雑誌の電子
ジャーナルを導入した。
統合を前にして、 附属図書館は 蔵書数20万冊 、
所蔵雑誌数4，300種 、 屯fジャーナル3，500種と
なり、 県内 医療関係者の登録も500人を超し学
内外にサービスを広く展開している。
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は じめに
本年、創立30周年の節目の年を迎えた本学は、
10月 1日に、 国立大学法人富山大学および国立
大学法人高岡短期大学と再編・統合し、 新しい
国立大学法人富山大学として再発足することと
なった。
そこで、 事務局について、 30年間の総括とし
て、 国の行政組織の一部で、あった富山医科薬科
大学の時代、 法人化後の事務組織の展望、 更に、
今回の再編・統合での事務組織の編制の考え方
について説明することとしたい(なお、 誌面の
都合で技術系及び医療系職員については、 触れ
ていないことをお許し願いたい)。
事務局の設置
本学の事務局は、 昭和24年に設置された新制
大学の事務組織が、 本部事務局と学部等の部局
事務部を合わせて設けていることと異なり、 こ
れらを一つの組織とした、 いわゆる「事務一元
化」 の事務組織体制を発足時から現在に至るま
で、t采ってきた。
このような体制を採るに至った経緯は、 昭和
48年に東京教育大学を母体として筑波大学が設
置される際、 事務の効率化等を考慮し事務一元
化を採った(編制上 は一元化であったが、 学生
の利便性などを考慮し、 いくつかの事務区を置
き職員を配置した) ことが端緒であり、 その後、
設置された新設医科大学をは じめとする他の大
学も全て事務一元化を採ることとなった。
事務局のこれまで
その後、 本学の事務局は、 大学の教育研究上
の諸活動の変化に伴って新たに生 じてきた事務
体制の整備の必要性(留学生10万人受入れ計画
に伴う事務量の増大や諸外国研究機関との国際
協力関係事務の増大、 産学連携関係事務の増大
等) に伴う課・係の設置や、 大学入試改革に伴
う入試部門の充実等を図ってきたが、 他方、 度
重なる定員郎減 は、 発足時に必要最小限の職員
数からスタートした本学にとっては重い課題で
あった(定員削減 が本学職員の資質・能力を高
めたことにつながった…)。
事務局のこれから
本学は、 他の国立大学と同様、 昨年 4月から、
国立大学法人としてスタートした。
法人化は、 大学本来の目的である教育、 研究
がより活性化するよう大学の運営面における制
度の大きな改革があったものである。
つまり、 法人化の目的は、 国立大学が引き続
き国民や社会の要請に応え、 教育研究の活性化
を図り、 個性豊かな大学を創造し、 これまで 果
たしてきた役割をより一層担うことが可能とな
るよう、 ①国の行政組織の一部という位置付け
から、 大学毎に法人化し、 各大学の理念・目標
を明確化し、 第三者評価の本格的な導入によっ
て教育研究の質の向上を図る、 ②学内意思決定
において役員会制度等を導入し、 トップマネジ
メントによって迅速化を図る、 ③人事や予算に
ついて、国の規制の下 から外れることによって、
大学の裁量で柔軟に実施を図る、 ④学外者の経
営参加を制度化し、 学外有識者の知見を経営の
改善に資するなどである。
法人化導入から 1年半 経過した現在、 各法人
は様々な改革に取り組んでおり、 その進度には
早くも大きな差が生 じてきている。
この法人化制度下 における事務職員の在り方
については、 法人化によって大学 自 らの裁量で
様々な事柄の実施 が可能となった現在、 私個人
の一つの考えとしては、 各教員に専門分野があ
るように、各事務職員も職務の専門分野をもち、
プロフェッショナルとして大学運営(大学運営
には教育研究とは異質の知識・経験を必要とす
る面が多々ある) に能動的に参画していくこと
が肝要と考える(ただ、 難しいことは、 採用段
階からある特定の専門分野だけの仕事への従事
となると、 どうしても大局的な視野に欠けてし
まう恐れがあるので、 採用後、 10年間程度は総
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務系、 財務系、 国際系、 研究支援系、 教務系、
医療事務系などを広く体験 ・ 勉強し、 その中か
ら本人の適性等を見出し、 プロフェッショナル
の分野を磨いていくことも一案か… )。
次に、 3 大学の再編 ・ 統合に伴う新たな事務
組織編制については、 次のような考え方に基づ
き再編成したところである。
1 、 基本的な考え方として、 法人化後の事務組
織は、 従来のように文部科学省からの指示待
ちゃ、 また、 単なる事務処理的な存在ではな
く、 法人の自主 ・ 自律の考え方の下、 法人と
しての教育研究等の戦略を踏まえ、 機能的な
ものとする。
また、 法人としての運営費の増加が見込ま
れない状況下、 職員一人一人の力量を高める
ことによって人件費を極力抑制する。
2 、 1 の基本的な考え方のト、 事務組織編制に
当たっての具体的な方会|は次のような考え方
によっTこO
ア、 大学の業務内零の変化の動In](たとえば、
企画部門、 学生支援部門の充実が求められ
ていること等) にマッチングした組織をfJ
指すとともに、 制度として法人に変更(特
に、 外部評価への諸準備、 人事労務、 経費
の自己運用 ・ 管理等)になったことを踏ま
えた組織とする。
イ、 業務はできるだけ本部事務局に集約し効
率化を図るが、 他H、 各部局において業務
を 遂行した}Jが効率的かっ有効である業務
は部局事務組織を置くものとする。
ウ、 業務内容的にも、 また経費的にも大学全
体から見て極めて大きな比重を占める附属
病院の事務組織については、 充実を図る。
工、 10月 1日からスタートする事務組織編制
は決して固定するものではなく、 新大学と
して動き出してからの状況を見ながら柔軟
に見直していくものであり、 早ければ18年
4月には改善を図る。
3 、 以上の考え)jの下、 杉谷(医薬系) キャン
パスにおける部課編制は以下のようになった。
「総括管理課長
杉谷 地区事務部長イ
L教務 ・ 学牛課長
「病院管理課長
病院事務部長一一十病院経営企画課長
L医療サービス課長
※なお、 杉谷 キャンパス地rx:の「事務情報分野、
施設( 設備管理を含む)、 図書 分野jについ
ては、 組織編制上は本部事務局の中の課に位
置するが、 実際の担当部署は杉谷 キャンパス
の中に常駐する。
おわりに
末筆ながら開学30同年に当たり、 本学の発展
に尽くされた諸先輩、 また、 法人化への業務に
加え再編 ・ 統合の諸準備を行ってきた事務職員
の 多大な労背に対し厚く御礼を申し上げたい。
(理事 ・ 事務同長 本問 実)
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三十年のあゆみ(年表)
昭和 49年(197 4) 8 月16日 富山大学に 国立医学教育機関創設 準備室設置
昭和50 年(1975) 4月 2日 富山大学に 富山医科薬科大学創設 準備室設置
10月1日 国立学校設置法 の一部を改正する法律( 昭和50 年 4月22日法律第27号)
の施行により富山医科薬科大学設置( 富山医科薬科大学創設 準備室廃
止)医学部(医学科)及び 附属 図書館設置
昭和51年(197 6) 4月1日 薬学部(薬学科、 製薬化学科)設置( 富山大学 から移行)
医学部8講座開設( 解剖学、 生理学、 生化学、 病理学、 細菌学・免疫学、
内科学、 外科学、 産婦人科学)
薬学部 3講座開設(薬化学、 薬品作用学、 薬品物理化学)
学科目11科目開設( 哲学、 歴史学、 法学、 心理学、 数学、 物理学、 化学、
生物学、 英語、 独語、 保健体育)
4月14日 第1回入学式挙行
5月10日 事務局5課設置
5月27日 開学記念式典挙行
昭和52年(1977 ) 3 月29日 福利厚生棟竣工
3 月3 0日 講義実習棟、 解剖棟、 体育館竣工
4月1日 医学部 2講座増設(薬理学、 小児科学)
薬学部 4講座増設(薬品分析化学、 生薬学、 薬品合成 化学、 生物薬品製
造学)
4月18日 隙属病院 創設 準備室設置 薬学部附属薬用植物園設置
12月24日 エネルギーセンター竣工
昭和53 年(1978 ) 3 月28日 医学部研究棟竣工
3 月3 0日 慰霊碑竣工
3 月31日 放射性同位元素実験施設、 実験動物施設竣工
4月1日 医学部 6講座増設(ウイルス学、 公衆衛生学、 法医学、 精神神経医学、
放射線医学、 整形外科学)薬学部 の学科及び講座が改組され、 次の学科
及び講座 を 設置
薬科学科(薬剤薬理学、 臨床 分析学、 医薬品化学、 衛生・ 生物化学、 薬
用資源 学、 物理薬剤学) (富山大学薬学部 から薬剤学、 環境衛生分析学、
薬剤製造学、 薬品製造工学、 薬品製造化学移行事務局1課増設 〕
6月17日 大学院薬学研究科博士課程(医療薬科学専攻)設置
和漢 薬研究所( 資源開発、 生物試験、 臨床 利用、 病態生化学、 化学応
用)設置〔富山大学 から移行 〕
昭和54年(197 9) 2月 7 日 附属病院 竣工
3 月 2日 事務局管理棟竣工
3 月23日 薬学部研究棟、 共同利用研究棟竣工
3 月28日 附属 図書館竣工
4月1日 医学部5講座増設( 皮膚科学、 眼科学、 耳鼻咽喉科学、 泌尿器科学、 麻
酔科学) (富山大学薬学部 から衛生化学、 薬品生物化学が移行し、 移行
完了〕
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附属病院設置
附属病院15診療科(第 ゐ内科、 第三内科、 皮膚科、 小児科、 神経科精神
科、 放射線科、 第一外科、 第二外科、 整形外科、 産科婦人科、 眼科、 耳
鼻咽喉科、 泌尿器科、 麻酔科、 歯科口腔外科) 4 中央施設(検査部、 手
術部、 放射線部、 材料部) 開設 薬剤部及び看護部設置 事務局3 部 8
課制に改組
10月10日 附属病院開院記念式典挙行
10月15日 附属病院開院(33 9 床)
昭和5 5年(198 0) 3月19日 和漢薬研究所研究棟竣工
3月20日 昭和54年度卒業証書並びに学位記授与式挙行(薬学部第1回)
4月 11::1 医学部 2講座増設(保健医学、 脳神経外科学)附属病院 2診療科増設
(第三内科、 脳神経外科)
4月3 0日 附属病院東病棟竣工
8月19日 附属病院132床増 床(言1"471床)
昭和5 6年(1981) 3月20日 高エネルギ一治療棟竣工
4月 1日 動物実験センター設置
5月 1日 附属病院151床増 床(計622床)
7月10日 医学部研究棟竣工(大学院第I期工事)
昭和57年(1982) 3月初日 昭和5 6年度卒業証書並び、に学位記授与式挙行0'矢学部第1凶)
3月29日 武道場竣工
3月3 0日 動物実験センター竣工(第H期工事)
3月31[3 医学部研究棟竣工(大学院第E期工事)
4月 1日 大学院医学研究科博士課程(生理系専攻、 生化学系専攻、 形態系専攻、
環境系専攻) 設置
昭和58年(1983) 4月 1日 保健管理センター設置
町和5 9年(1984) 4月11日 実験実背機器センター設置
10月31日 プール竣工
昭和6 0年(198 5) 3月20日 動物実験センター竣L(第E期工事)
5月13日 RI病 床10 床減(計612床)
5月171::1 中央診療施設増設(和漢診療部)
7月28日 薬学研究資料館竣工
10Jl 1日 間学十周念記念式典挙行
昭和61年(198 6) 4月 1日 医学部 1講座増設(歯科口腔外科学)
昭和62年(1987) 3 Jl16日 国際交流会館竣工
5月21日 和漢薬研究所1容員部門増設(高次神経機能制御部門)
昭和63年(1988) 3月25日 附属病院中央診療棟(救急部等) 竣工
4月 8 日 和漢薬研究所1客員部門増設(免疫機能制御部門)
5月25日 附属病院中央診療施設増設(救急部)、 学科目 1科目増設(日本語・ 日
本事情)
平成元年(198 9) 3月20日 実験実習機器棟竣工
3月24日 MRI-CT装置棟竣工
6月28日 医学部I講座増設(臨床検査医学)
10月 7 日 附属病院開院十周念記念式典挙行
平成 2 年(1990 ) 3 月20日 臨床 研究棟竣工
6月 8 日 薬学部1講座廃止( 物理薬剤学)
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ク 2講座増設(薬剤設計学、 薬物生理学)
和漢薬研究所1 部門増設( 時限10 年)( 細胞資源工学部門)
平成 4 年(1992) 4月10日 医学部1講座増設(放射線基礎医学)
11月 7 日 薬学部創立百周年記念式典挙行
平成 5 年(1993 ) 4月1日 医学部看護学科設置
1講座増設(和漢 診療学)
学科目1 科目増設(行動科学)
附属病院中央診療施設増設(輸血部)
10月1日 和漢薬研究所創設三十周念記念式典挙行
平成 6 年(1994) 5月20日 医学部看護学科 3講座増設(人間科学・基礎 看護学、 臨床 看護学、 地
域・老人看護学)
学科目1 科目増設(統計・ 情報科学)
附属病院中央診療施設増設(集中治療部)
7 月 1日 附属病院が特定機能病院 に承認
12月 5日 医学部看護学科研究棟竣工
平成 7 年(1995) 4月1日 遺伝子実験施設設置
附属病院中央診療施設増設(医療情報部)
事務局入学主幹設置
10月13日 開学二十周年記念式典挙行
平成 8 年(1996) 2月14日 看護学科研究棟竣工( 第H期 工事)
5月11日 医学部1講座増設(感染予防医学)
医学部細菌学・免疫学を免疫学に講座名変更
和漢薬研究所附属薬効解析センター設置
平成 9 年(1997 ) 4月1日 大学院医学系研究科に改称、 修士課程( 看護学専攻)設置
和漢薬研究所1客員部門時限到来により廃止(高次神経機能制御部門)
和漢薬研究所1客員部門増設(恒常性機能解析部門)
附属病院中央診療施設増設(光学医療診療部)
平成10 年(1998 ) 4月1日 和漢薬研究所1客員部門時限到来により廃止(免疫機能制御部門)
平成11年(1999) 4月1日 和漢薬研究所1客員部門増設(漢方 診断学部門)
7 月3 0日 動物実験センター竣工( 第N期工事)
平成12年( 20 0 0 ) 4月1日 大学院薬学研究科博士課程に 臨床薬学専攻増設( 臨床薬理学、 医薬品安
全性学)
大学院薬学研究科医療薬科学専攻を薬科学専攻に改称
和漢薬研究所1客員部門時限到来により廃止( 細胞資源工学部門)
和漢薬研究所1客員部門増設(薬物代謝工学部門)
平成13 年( 20 01) 4月1日 附属病院中央診療施設増設(周産母子センター)
平成14年( 20 0 2) 4月1日 和漢薬研究所資源開発部門を漢方 薬学部門に 名称変更
附属病院中央診療施設増設(病理部)
動物実験センター、 遺伝子実験施設及び 放射性同位元素実験施設を改組
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し、 生命科学実験センターを設置
平成 15年(20 03) 4月 1日 大学院医学系研究科修士課程(医科学専攻) 設置
医学部 1講座増設(救急・ 災害医学)
附属病院中央診療施設増設(総合診療部)
平成 16年(20 04) 4月 1日 国立大学法人富山医科薬科大学の設置
大学院医学系研究科博士課程(認知・ 情動脳科学専攻) 設置
医学部 1寄附講座増設(分子・ 統合情動脳科学講座)
7月 1日 和漢薬研究所1寄附部門増設(和漢薬製剤開発部門)
平成 17年(20 0 5) 8月27日 開学三十周年記念式典挙行
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第1節 新大学再編・統合にあたって
1 . はじめに
平成17年1 0月に県内 3 国立大学が再編・統合
され、 富山医科薬科大学は(新 ) 富山大学の杉
谷(医薬系) キャン パ スになりました。 この再
編・統合の協議の 聞には、 平成16年4月に大学
改革の歴史に残る国立大学法 人化への移行が あ
りました。 このように、 この 3 年間に、 富山医
科薬科大学を取り 巻く 状況は大 きく 変わりまし
た。
ここでは、 資料に基づき、 三大学が再編・統
合までに歩んだ軌跡を辿りながら、 本キャンパ
スがこれから歩むべき道について 皆さんととも
に考えてみ たいと思います。
まず、 三大学の再編・統合の 歩みをマイルス
トーン ごとに整理してみると以下のようになり
ます。
0平成14年 3月26臼 富山大学、 富山医科薬科
大学、 高岡短期大学が再
編・統合の推進に関する
合意書に調印
0平成14年4月8 日 新大学構想、協議会を設置
。平成15年 5月7 日 新大学構想協議会におい
て、 再 編・統 合 を 決 定
し、 3大学学長が合意書
に調印
0平成15年7月 8 日 新大学創設準備 協議会を
設置
。平成16年4月 1 日 国立大学富山医科薬科大
学が国立大学法 人富山医
科薬科大学に移行
0平成16年 6月23日 第4回新大学創設準備 協
議会で設置計画書を承認
。平成16年 6月30日 国立大学法 人富山新大学
(仮称)設置計画書を文
部科学省に提出
0平成16年 11月30日 文部科学省大学設置・学
校法 人審議会において新
富山大学の設置を認可
0平成17年 5月18日 国立大学法 人法 の改正案
が国会で成立
O平成17年7月 1 日 文部科学大臣が、 初代学
長を指名
O平成17年1 0月 1 日 新 ・富山大学開学
三大学の再編・統合は、 このような経過でな
されたわけですが、 再編・統合に踏み切るまで
に、 さま ざまな社会情 勢の変化がありました。
2 . 国立大学再編・ 統合の社会的背景
まず社会的背景として、 国が推進してき た
「国立大学の構造改革」 が挙げられます。 すで
に、 平成13年 6月に「大学 (国立大学) の構造
改革の方針jが打ち出されました。 国立大学は
法 人化移行問題とともに、 大学問 (大学内) の
再編・統合が緊急の課題とされ、 その中で、 医
学系単科大学と教員養成を主たる 目的とする大
学・学部の再編・統合が 焦眉の課題とされてき
ました。 とりわけ、 地方社会の将来構想にとっ
て、 地方国立大学の構造改革の 帰趨が重要な問
題になってきたわけです。
国立大学の法 人化については、 平成1 2年7月
に発足した「国立大学等の独立 行政法 人化に関
する調査検討 会議」 において、 大学改革の一環
として、 1 ) 個性豊かな大学づく りと国際競争
力のある教育研究の展開、 2 ) 国民や社会への
説明責任の重視と競争原理の導入、 3 ) 経営責
任の明確化による機 動的・戦略的な大学運営の
実現、 の 3 つの視点から検討 が行われました。
そして、 平成14年 3月26日に「新 しい国立法 人
化像」 として最終報 告がなされ、 すべての国立
大学が平成16年4月 1 日から国立大学法 人とす
ることが提言されました。
一方、 社会からは大学に対して、 従来以上に
「知の 創 造と社会への貢献」を求める声が上
がって 来ました。 富山 県は平成13年11月1 2日
に、 県内の有識者による「国立大学の改革等に
関する懇談会」を発足させ、 平成13年11月初 日
に、 三大学再編統合に向けた中間提言をまとめ
ています。 そこでは、 1 ) 本 県の活性化の核で
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あることを卜分に認識し「交流と貢献」 の新た
な理念のもとに、 教育・研究の A層の拡充再
編、 運営体制の改革強化に積極的に取り組むこ
と、 2 )設立の経 緯や伝統を踏まえ、 現 在の施
設やキャンパスを十分に活用し、 地域とともに
発展すること、 を提 言し、 高 等教育への進学を
希望 する県内高 校生が希望 に満ちて入学し、 卒
業後 に未来を担う人材の育成を求めています。
このような社会的背景で県内国立i大学の再
編・統合へ向けての協議が始まったのです。 次
に、 再編・統合までの道程をマイル ストーンご
とに詳しく述べます。
3. 再編・統合までの軌跡
3 -1 . 三大学再編・統合の推進に関する合意書
の調印
平成13年8月24日に宮山県内国立三大学長
(瀧浮弘富山大学長、 高久晃富山医科薬科大学
長、 蝋山呂一高 岡短期大学長)の意見交換会が
聞かれ、 三大学の再編・統合について検討を開
始することについて学長閑で、合意しました。 予
成14年 1 月� 3月に三大学の学長等による富山
県内国立大学の再編・統合に係る合同懇談会が
7 同開催されました。
平成14年3月26日の合同懇談会で、 宮山県内
国ι大学の再編・統合にかかわる基本的確認事
項が了承され、 富山県内国立大学の再編・統合
の推進に関する合意書に調印(3 大学長による
調印)を行いました。 基本的確認事項は、 1 ) 
新しい大学の基 本理念、 2 )教育研究のあり
方、 3 )基本理念と教育研究のあり方を達成す
るための方策について合意したものです。 資料
1 をご 覧下さい。 この基本的確認事項の合主に
基づき、 新大学構想の協議を開始することとな
りました。
3-2. 新大学構想、協議会
平成14年 4月 8日の第8回合同懇 談 会 で、
「新大学構想協議会」 の設置をr ;f(しました。
新大学構想協議会構成員は、 1 )富山医科薬科
大学・ 高 久学長、 竹口副学長、 寺津副学長、 倉
知医学部長、 台石薬学部長、 波法和漢薬研究所
長、 荒木事務局長の7 名、 2 )富山大学:瀧津
学長、 風巻副学長、 塩津副学長、 金森学長補
佐、 山口人文学部長、 山西教育学部長、 八木経
済学部長、 平井理学部長、 龍山工学部長、 新屋
事務局長の10名、 3 )高 岡 短期大学:蝋山学
長、 水島副学長、 秦学長補 佐、 野瀬学長補 佐、
古屋事務部長の5 名でした。 平成14年 4月�1 1
月 に新大学構 想協議会を9同開催し、 そこで
は、 学部編成、 教員養成、 大学院、 地域貢献、
教養教育、 法人化への対応、 任期制の導入、 管
理運営体制等について協議を行いました。
平成14年1 1月~平成15年4月に、 新大学構想、
協議会のドに、 構想策定委員会と5 ワーキング
グル ープ(WG)を設置し、 構想策定委員会を
15回， ワーキンググル ープを20回開催:しまし
た。 構想策定委員会では、 tに基本的確認事項
の個々の項目について検討しました。 ワーキン
ググル ープは、 1 )教養教育WG、 2 )大学院
WG、 3 )任期制・評価WG、 4 )研究所・セ
ンタ- WG、 5 )芸術文 化 部WG で、 専門委
員会として協議を重ねました。
3-3. 三大学の再編・統合の合意書の調印
平成15 年5 月7 日に第10回新大学構想協議会
を開催し、 富山大学、 富山医科薬科大学及び高
岡短期大学の再編・統合による新大学像 (資料
2 )とi大学の統合にあたっての覚書(資料
3 )を了承しました。 そして、 �大学長が富山
県内国立大学の再編・統合合意書に調印しまし
た(資料 4 )。
資料 2 にあるように、 新大学像 には、( 1 ) 
新しい大学の基本理念、( 2 )再編・統合の時
期(平 成17年10月)、( 3 )基 本 的 確 認 事 項
12 .教育研究において重視されるべき事項j へ
の対応、( 4 )基本的確認事項13 .管耀運営の
暴本」 への対応が明記され、 三大学が対等な立
場で速やかに、 新大学創設準備の具体的協議を
行うことを約束しております。
また、 資料 3 の「三大学の統合にあたっての
覚書」 においては、( 1 )各キャンパスにおけ
る学生サービス・地域貢献等の機能が、 統合前
に比べて、 低下しないよう、 事務組織その他の
人員配置について配慮する。 ( 2 )当分の 問 、
教官の定員管理は、 各キャン パ ス ごとに行うこ
ととする。 ( 3 )当分の 問 、 運営費交付金の配
分は、 キャン パ ス ごとと し、 過去の実績配分を
基 本とする。 ( 4 ) 理事の中に3 つの各キャン
パスについてそれぞれ担当する者(他業務との
兼担 も可) を任ずることを明記しています。
この「新 大 学像」 と「再編・統合 の覚書」
は、 再編・統合後のキャンパ スの運営にとって
重要になってきます。
3-4. 新大学創設準備 協議会
平成15年 5月�6月に三大学長による懇談会
を 3回開催し、 新大学創設準備 協議会及び新大
学創設準備 推進委員会の設置等について以下の
ことを合意しました。 1 )協議会の構成員 (役
職、 人 数等) について、 2 ) 協議会の役割につ
いて(協議会は最終的な意志決 定 を 行 うこ
と)、 3 ) 協議会は創設準備 に係わる情報を共
有すること、 4 ) 推進委員会の構成員、 5 ) 推
進委員会は、 協議会および部会、 タ スクホース
の運営を整理、 調整すること、 6 ) 部会および
タ スクホースは三大学の教職員の協力を得て設
置すること。 非常に悲 しむべきことに、 この再
編・統合の協議の最中、 高岡短期大学長の蝋山
昌一氏が平成15年 6月 9 日にご逝去されまし
た。
平成15年7月 8 日に第1 回新大学創設準備 協
議会が開催されま した。 新大学創設準備 協議会
構成員は、 富山医科薬科大学は、 高久 学長、 竹
口副 学長、 寺津副 学長、 倉知医学部長、 倉石 薬
学部長、i度違 和漢薬研究所長、 荒木 事務局長で
す。 本会議では、 以下の13の部会・ タ スクホー
スにおいて再編・統合の検討を開始することを
確認しています。 1 ) 人開発達科学 (仮称) 部
会、 2 )芸術文化学部 (仮称) タ スクホース、
3 ) 人文学部部会、 4 ) 経済学部部会、 5 ) 機
構・ セン タ 一 部会、 6 ) 病院部会、 7 ) 事務組
織 部会、 8 ) 管 理運 営 部 会、 9 ) 情報 部会、
1 0) 入試部会、 11 ) 中期 目標・中期計画部会、
1 2) 教養教育部会、 13) 大学院部会です。
平成16年 3月26日に第 2回新大学創設準備 協
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議会が開催され、 1 ) 各部会の検討 状況、 2 ) 
平成16年4月以降の新大学創設準備 体制を審議
しました。 法 人化後の新大学創設準備 組織 と し
ては、 新大学創設準備 協議会(協議会)、 新大
学創設準備 推進委員会(推進委員会) と新大学
創設準備 事務室 (事務室 ) の 3 つの組織を置く
ことを決 定しま した。
3- 5. 国立大学法 人富山医科薬科大学への移行
と新大学創設準備協議会
平成16年4月 1 日に、 国立大学法 人化法 が実
施 され、 国立大学富山医科薬科大学は国立大学
法 人富山医科薬科大学 に移行しました。 この法
人化に伴い、 富山医科薬科大学の新執行 部がス
タ ー トしました。 新執行部は、 1 ) 学長:小 野
武年、 2 ) 理 事・副 学 長( 5 名 ) :渡遁裕司
(総務、 財務、 学務担当)、 小林 正(医療・施設
マネージ メ ン ト担 当)、 村 口篤(学術研究・ 点
検評価担当)、 南日康夫(企画戦略担当、 非常
勤)、 本間実(総務担当、 事務局長兼任)、 3 ) 
教育研究評議会評議員 は、 学長・理事・ 監事
と、 倉知正佳 医学部長、 倉石泰薬学部長、 服部
征雄 和漢薬研究所長、 白木 公康図書館長、 大谷
修教授、 落合宏 教授、 根本信雄 教授、 根本英雄
教授、 盛永審一郎 教授、 遠藤俊郎 教授、 4 ) 学
長補佐:井上博教授、 尾崎宏 基教授、 津田 正明
教授、 今中常雄 教授、 総務部長は石川護、 業務
部長は岡 本則雄 という体制となりま した。
平成16年4月 9 日に、 国立大学法 人化後初め
ての創設準備 協議会( 第3回新大学創設準備 協
議会) が開催され、 法 人化後の創設準備 組織を
承認しました。 新大学創設準備 協議会構成員に
は、 富山医科薬科大学は、 学長、 理事、 医学部
長、 薬学部長、 研究所長、 金岡経営協議会学外
委員がなりました。 検討事項は、 1 ) 新大学名
称、 2 )主たる事務所の位置について、 3 ) 附
属学校および附属 病院の設置形態について、
4 ) 平成17年度概算要求について、 5 ) 医薬理
工大学院構想について、 6 ) 新大学における他
学部授業科 目の履修について、 7 ) 高等教育セ
ン タ ー (仮称) 設置検討 部会の新設について、
8 ) 新大学設置計画書の提出について、 9 ) 新
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大学地域連携推進機構の設置について、 10)ア
ドミッションセンターの設置について、 1 1 )教
育研究組織に係わる再編・統合、 12)芸術文化
学部設置について、 13)人間発達科学部設置、
14)事務組織等についてでした。
3 � 6. 国立大学法人富山新大学(仮称)設置計
画案
平成16年6月23日に第4回新大学創設準備協
議会を開催し、 1 )平成17年度概算要求、 2 ) 
新大学の名称は「寓山大学J とすること、 3 ) 
主たる事務所の位置は、 当 面 、 五福キャンパス
とすること、 4 )附属 学校および附属 病院の設
置形態、 5 )医薬理工大学院構想、 6 )新大学
における他学部授業科目の履修、 7 )高 等教育
センターの新設、 8 )新大学設置計画書の提 出
について了示されました。 設置計画書の提 出
は、 新大学設置構想、の概要、 人文学部設置計画
の概要、 人開発達部設置計画の概要、 芸術文化
学部設置計画の概要とすることも了承されまし
た。
平成16年6 月30FIに、 富111 新大学(仮称)設
置計画書を文部科学大目に提 出しました。 瀧I宰
弘寓山大学長、 小野氏 年富山医科薬科大学長、
両頭徳二う高 |司短期大学長の三学長の連名です。
これを受け、 平成16年7 月1211、 設置構想につ
いて文部科学省ヒアリングがあり、 本学から
は、 理事として、i度透、 小林、 村口が本省に出
向きました。 平成16年9月27日に、 大学設置・
学校法人審査会の面 接審査があり、 瀧浮学長、
小野学長、 西頭学長がそれぞれ説 明に登庁しま
した。
平成16年1 1月30日、 文部科学省教育局長石川
明から、 大学設置・学校法人審議会において審
議の結果、(新)富山大学の 設 置 計 画 が 可 と
なった宵の通知(16学文化高365号)が届きま
した。 「平成16年6月初 日付 けで提 出のあった
富山大学の設置計画については、 大学設置・学
校法人審議会において審議が行われた結果、 設
置を可とする回答がなされましたので通知しま
すJ という通知書です。
このことにより、 再編・統合が確定(あとは
法律の改正を待つ)されたと言えます。 俄然 、
大学は、 17年10月の新大学のスタートに向けて
の準備に忙しくなりました。 準備は主に部会や
タスクチ ームを中心に精力的に行われました。
執行部・事務、 まさに総動員で、 昼夜連続、 休
日にも会議が聞かれ、 思い出せば悪夢のような
日今でした。
その頃、 学長候補 者選挙の準備も始まりまし
た。 選挙の方法等についての話合いは、 主に管
理運営部会(瀧津部会長)で行われました。 法
人化後 の学長選挙は、 合同学長選考会議(構成
員は学外者と学内者)が決定することになって
います。 従来の大学内の選挙「予備選挙」 をど
のように扱うかは、 各大学が決めることになっ
ています。 富山医科薬科大学の考えは、「予 備
選挙の必要はない、 たとえ行っても合同会議に
影響を及ぼしてはならない」 というものでした
が、「予 備選挙こそすべてだ」 という富山大学
の考えと真っ向から対立しました。 喧々誇々の
議論の�に、「予 備選挙は行 うがその結果は合
同学長選考会議の判断に任せる」 ことに落ち着
きました。 1B.し、 今回の学長候補 者選考のみに
適用し、 新大学発足後 は、 新大学で規定を新た
にiJçめることを約束しました。
4. 新大学のスタート
平成17年3月 1 日に目立大学法人法の一部を
改正する法律案 が閣議決定され、 平成17年5月
18日に同立大学法人法の A部を改正する法律が
成立しました。 さらに、 平成17年5 月24日に国
立大学法人法の ム部を改正する法律が公布され
ました。 これを受け、 平成17年6月14日に予 備
選挙(教職員による意向調査)が行われ、 翌日
6月15日に合同学長選考会議(石坂誠一議長、
学外委員12名、 学内委員12名)で学長選挙が行
われました。 その結巣、 新大学学長候補 者とし
て西頭徳三高 岡短期大学長が選出されました。
丙頭学長は7月 1 日に文部科学大臣から新大学
学長の指名を受けました。
平成17年10月 1 日に、 固な大学法人(新)富
山大学が正式に設置され、 西頭学長は当日に、
文部科学大臣から学長の辞令を受けました。 同
日に、 新大学組織が発表されました。 以下のと
おりです。 学長:西頭徳三 、 事務局長:小川照
夫、 理事・副学長:龍山智栄 (企画・財務等担
当)、 八木 保夫(教育・学生支援担当)、 倉石泰
(研究・国際交流等担当)、 小林 正(病院、 安全
衛生担当)、 近藤昌彦 (総務・労務担当)、 南日
康夫(情報 社 会連携 担 当、 非 常勤)、 副学 長
(戦略室 ):渡辺義之 (教育改革担当)、 池野進
(地域貢献 担 当)、 村 口篤(研究・COE戦略担
当)、 山 口 幸祐 (人文系大学院担当)、 学長特別
補佐:野 瀬 正照 (評 価 担 当)、 監 事:山森利
平、 松下勝八、 杉谷キャンパ ス事務系の部長:
南須原 正純 (事務部長)、 岡 本則雄 ( 病院事業
部長)(以上敬称略) です。
平成17年1 0月13日に新 富山大学の「開学式」
が挙行されました。 その中で新学長は「融和 」
と「改革」という 2 つの基本方針を提示し、 こ
の「融和 」と「改革」が新大学発展の原 動力と
なることを 強 調されました。 「融和 Jと は 再
編・統合以前の富山医科薬科大学、 富山大学、
高岡短期大学が打ち解け合うことのみでなく 、
地域社会の 県・ 市町村や産 業界等との融和 、
個々の 市民、 海外の大学との融和を意味すると
のことです。 「改革Jについては、 大学戦略室
を設置し、 教育 改革、 人文社会系大学院の創
設、 ポ ス ト COEプロジ ェ ク ト、 地域貢献 プロ
ジ、 ェ クト、 評価システム等の改革を進める方針
を述べられました。
新学長はまた、「学長 メ ッ セ ージ一新 ・富山
大学の発足とその展開方向一」を発表していま
す。 そこには、 新 ・富山大学の目指す方向とし
て、 1 ) 教育面 では、 地域社会から信頼され
る、 2 ) 研究面 では、 富山平野から世界に向け
て発信できる、 3 ) 地域貢献では、 地域社会の
発展を先導できる、 4 ) 管理運営では、 広く 社
会に開かれた総合大学を目指していく 、 と述べ
ています。
5 . 医薬理工総合大学院の設置
新大学院構想については、 平成1 5 年7月新大
学構想協議会了承の新大学像の基本的確認事項
に、 当面 は医薬と理工のそれぞれの大学院の中
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に融合型の (独立 ) 専攻を設置し、 教育活動は
兼担 で協力し、 近い将来に生命科学を中心とし
た医学・薬学・理工学が融合した独立研究科等
の設置を目指すとありました。 しかし、「新 大
学の目玉j として、 医薬理工を統合した国際水
準の総合大学院を平成18年4月にスタートし、
世間に強く アピールすることが重要であるとい
う意見が、 大学院部会(龍山部会長) で出 てま
いりました。 この意見 に賛同する声が高まり、
医薬理工総合大学院設置のためのワーキンググ
ループで検討 が始まりました。 委員は、 龍山、
村 口 、 倉知、 倉石 、 服部、 津田 、 畑中 、 平井、
野瀬、 磯部(敬称略) でした。 総計30回 以上の
会議を 重ね、 時に審議は深夜にお よび ました
が、 最終的に平成17年 6月に新大学院構想をま
とめあげ、 7月 8 日に文部科学省に平成18年度
予算の概算要求と設置申請を提出しました。 平
成17年1 2月に設置が認可され、 平成18年4月か
らスタートすることが決 まりました。
新大学院構想、は、 理系 (医薬理工) の 3 研究
科 (医学研究科 、 薬学研究科 、 理工学研究科 )
を再編・統合し、 部局化 (大学院化) しようと
するものです。 教育部を医学薬学、 理工学、 生
命融合科学の 3教育部に、 研究部を医学薬学と
理工学の 2 研究部に再編します。 教官は研究部
に所属することになります。 特に日新 しいの
は、 医薬理 工が融合した「生命融合科学教育
部」です。 本教育部は、「認知・情 動脳科学専
攻」、「生体情報科学専攻」、「先端ナ ノ ・バイオ
科学専攻j の 3 専攻を置いています。 人材育成
として、 最 先端の生命科学を担 いうる研究者・
高度専門職業人、 高度医療機器に詳しい医師・
薬剤師、 高度医療に通じた理工学研究者・高度
技術者、 生体と環境との関連を熟知した機能 性
材料開発研究者・技術者、 ヒューマンインター
フ ェ イスに精通した高度技術者、 バイオイン
フォマテイク ス時代のシステムエンジニア、 異
分野コミュニケーションによる創 造性に富む人
材などの、í21 世紀の人材育成」を標携してい
ます。
6 . 和漢医薬学総合研究所の設立(和漢薬研究
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所の改組)
再編・統合に関する杉谷キャンパスの 1 つの
トピックは、 新富山大学 の発足と同時に、 杉谷
キャンパスの和漢薬研究所が改組され、 和漢阪
薬学 総合研究所が設置されたことです。 法人化
後の和漢薬研究所では、 附置研究所および研究
施設のあり方委員会(科学 技術・学 術審議会学
術分科会)の最終報告(平成15年 4月24日)を
受け、 教職員が検討に検討を重ね新しい和漢医
薬学 総合研究所設立案 を作成しました。 これま
での和漢薬研究所は主として和漢薬の学 理を研
究する薬系の研究所としての'性格が強かったわ
けですが、 新しい総合研究所は、 伝統医療を重
視し、 医学 系、 薬学 系、 さらには理五学 、 人文
社会科学 の分野の研究者との共同で、 1 )先端
的技術を駆使して伝統医学 を科学 的に解明し、
2 )東洋医薬学 と西洋医薬学 との融合を図り、
3 )新しい医薬学 体系の構築と全人的医療の確
立に民献することを目指しています。
このためにこれまでの研究分野を5 研究部門
(資源 開発、 病態制佐11、 臨床科学 、 漢 方 診 断
学 、 和漢薬製剤)と 1 附属 センター(附属 民族
薬物研究センター)に再編しました。 さらに民
族 薬物研究センターのドに薬効解析部、 外|玉l人
客 員部、 国際共同研究部、 民族 薬物資料 館を置
いています。 このような組織の下で、 1 )天然
薬物資源 の確保と保全、 2 )和漢医薬学 の基盤
研究の推進と東西医薬学 の融合、 3 )漢方薬医
学 における診断治 療体系の客 観化と漢万医療従
事者の育成、 4 )伝統薬学 研究の中核的情報発
信拠点の研究、 の 4 つの具体的なテーマに取り
組みます。 名を改めた和漢l実薬学 総合研究所が
21世紀の伝統医療の旗頭として世界に躍進する
ことが期待されます。
7. 県との包括的連携協定
三大学 統合後、 平成17年1 1月 1 日に、 県と新
富山大学 の間に包括的連携協定の提 携がなされ
ました。 この包括的連携協定は、 大学 の教員・
研究者を結集し、 連携による地域や大学 の活性
化を促すことをH的としています。 その内容
は、 地域振興、 科学 技術、 医学 ・薬学 、 国際交
流、 芸術文化振興など を網羅し多岐にわたりま
す。 これらの具現 化方策の 1 っとして、 大学 の
研究成果(シーズ)を特許化し、 企業に提供す
る技術移転機関(TLO)設置について早急に
取り組むことが必要であることを提 唱していま
す。
産学 官連携については、 近年の成果として、
知的クラスター宕IJh記事業のバイオテクノロジ一
分野でのベンチ ャー企業「エスシーワール ド」
の設立や、 富111 オリジナル ブランドの医薬品
「パナワン」 の開発など 実績が上が っていま
す。 この両者に杉谷キャンパスの貢献が高 いの
は周 知の事実です。 しかしながら、 これらの成
果は特定の研究主主や研究者と特定の企業や行政
機関との限定的な繋がりの成果であるという批
判もあります。 これを克服するために、 新・富
山大学 が産学 連携推進会議など を設置し、 より
広範 な情報収集や情報の活用を行うことが必要
です。 新・富山大学 の構想では、 産学 連携推進
会議の議長は学長が務め、 その下に置かれる推
進室が任務を遂 行する計画です。 新大学 学長の
地域貢献に対する意気込みが伺われるところで
す。
「聞かれた大学 」 という以上、 地域との積極
的交流が必須です。 そのためには新大学 の英 知
と存在感を積極的に地域にアピール し、 その反
応を確認しながら真の「聞かれた大学 」 を実現
化しなければなりません。 特に近年直面 する社
会的諸問題、 たとえば高 齢社会への対応や、 青
少年の切れる問題、 防災、 新興感染症問題など
に対する方策を、 大学 の失IIを結集したプロジェ
クト型で推進していく必要があります。
8. 杉谷(医薬系)キャンパスの目指す道
きて、 これからの杉谷(医薬系) キャンパス
の日指す道については様々な意見があります。
130年間培ってきた医薬大の実績を礎に、 世界
へのさらなる飛躍を目指して突き進んで欲し
いj と、 小野前学長は述べられました。 また、
教官の中には、 杉谷キャンパスの独自性を重視
し、「自立を目指すべき」 との声もあります。
たとえば、 アメリカのカル フォル ニ ア総合大学
が、 それぞれカルフオルニアロサンジ ェ ル ス校
や カルフォルニアパーク レ ー校として、 カル
フォルニア州総合大学の中で競争的自 立 関係に
あるような姿を目指すのも、 1 つの方向かも知
れません。 いずれにせよ、 本学の持つ教育研究
の レ ベルの高さを維持しつつ、 前向きに将来を
考えることが最 も必要なことでしょ う。
教育に関しては、 学生のために役立つ教育 カ
リキュラムの作成、 チュー トリアル教育の充
実、 就職活動 支援など、「教官中心の教育Jか
ら「学生中心の教育」へ変革することが必要に
なります。 本学(キャンパ ス) を、 学生にとっ
て真に魅力あるキャンパ スにしなければなりま
せんO このことが、 本学の卒業生の残 留率を上
げることにつながると思います。 またグローパ
ル時代に即した国際化教育も重要であります。
この点に関して、 医学部が進める文部科学省の
大学教育の国際化推進募集で採択された「東西
の医学教育統合による医学教育の国際化j の遂
行は本学(キャン パ ス) にとって極めて重要で、
あります。
研究に関しては、 現在進行している文部科学
省の21 世紀 COE(center o f  excellence :卓越
した研究教育拠点形成 ) 事業「東洋の知に立 脚
した個の医療の創 生J、 同 じく 文部科学省が力
を入れる知的クラスター事業「とやま医薬バイ
オクラ スター」、 戦略的創 造研究推進事業の
「情動発達とその障 害機構の解明Jなどの大 型
研究プロジ ェ ク トをさらに発展させることが大
学競争に生き残るために必要です。 また、 薬学
部が中心になってこれから展開する「ケミ カル
バイオロジー」の大 型 プロジ ェ ク トも期 待され
ています。 さらに、 富山の「く すりブラン ド 」
としての和漢医薬学総合研究所の研究をさらに
推進することも必要です。 一方、 若手研究者に
よる萌芽的創 造的研究を支援することも忘れて
はいけません。 研究費に関しては、 より積極的
に外部資金獲得の努力をしなければなりませ
ん。 大 型研究機器の更新 や高度な先端研究機器
導入などに対するしっかりした研究支援のため
のマスタープランをつく ることも必要です。
地域貢献 に関しては、「聞かれた大学」とし
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て地域に貢献 しなければなりません。 のみなら
ず、 我々は、「国立大学は国民の血税を使って
何をしているのか」、「国立大学は社会・国民に
何を還元しているのか」等に対して、 明確に説
明する義務があります。 そのためには、 大学の
持つ知を効率よく 地域に還元する努力が必要で
す。 そのためには、 研究領域の知を体系化する
( たとえば、 杉谷キャン パ スでは、 先端的生命
科学研究が一覧できるような見取り図を作る)
などして、 産学連携室やリエ ゾンオフ ィ スなど
を介して、 積極的に大学の知的財産を地方や全
国の産業界に公開、 アピールする必要がありま
す。 大学附属病院は地域とのネ ッ トワークをさ
らに充実させ、 地域の先端医療の中核としての
機能を発揮しなければなりません。
9 . おわりに
新大学再編・統合への軌跡、 杉谷キャンパ ス
の今後の展望等について冗長に述べてまいりま
したが、 この三大学再編・統合に携わった1 人
として、 多く の方々に感謝申し上げたいと思い
ます。 特に、 本間事務局長はじめ杉谷キャンパ
スの優秀な事務局の方々には本当に頭が下がる
思いです。 文面 を借りて、 ここに深謝致したい
と思います。
新大学は僻化した雛鳥のように歩き始めたば
かりですが、 魅力ある大学 (キャン パ ス)、 特
色ある大学 (キャンパ ス) づく りを目指さなけ
ればなりません。 「初心、 忘るべからず」とい
う言葉がありますが、 再編・統合準備 の途中に
三大学問で交わした「新大学の理念J . I基本的
確認事項」・「三大学の覚書」を忘れることな
く 、 夢のある大学を作っていく のがこれからの
我々の使命であると考えます。 この使命を具現
化するために、 キャンパ スの教職員のさらなる
理解と一致団結が必要であることは申し上げる
までもありません。
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資料 1 . 富山県内問 。: 大学の再編・統台に係る
基本的確認事項
平成14年3月26日
1 . 新しい大学の基本理念について
新しい大学は、 地域と世界に向かつて聞か
れた大学として、 生命科学、 自然 科学と人丈
社会科学を統合した特色ある同際水準の教育
および研究を行い、 高い使命感と創造力のあ
る人材を育成し、 地域と国際社会に貢献する
とともに、 科学、 芸術文化と人聞社会の調干目
的発展に寄与する。
2 . 教育研究においては、 以下のことが重視さ
れることが必要である。
1 )生命科学をIjl心に関連分野を融合した国
際水準の大学院の新設
2 )質の高 い教養教育とそのための責任ある
実施体制の確立
3 )時代・社会の要請に応える人材の育成と
そのための学部・大学院の編成
4 )地域産 業との機能的連携、 及び地域社会
への知的サービスの提供
3 .  1 . 及び2 . を達成するために、 従来の制
度・慣 習にとらわれず、 評価を重んじる管理
運常体制を碓乏し、 その下で次のような管理
運営を基本とする。
1 )教育研究のあり方と社会的貢献に応じた
教職員の配 置
2 )教授、 助 教授、 議師、 助 手などの教員の
構成の適正化
3 )教育・研究・社会的貢献等に対する適切
な許価
4 )評価に応じた人的、 物的資源 の配 分
5 )全教員に対する任期制の採用
6 )評価に応じた給与体系の構築
平成14年3月26日
富山医科薬科大学長 高 久
高岡短期大学長 蝋山
富山大学長 瀧浮
晃 印
凸 ム 印
弘 印
資料 2 . 富山大学、 富山医科薬科大学及び高|吋
短期大学の再編・統合による新大学像
ギ成1 5年 5月7 日新大学構想協議会了承
富山大学、 富山医科薬科大学及び高岡短期大
学は、「富山県内3 大学の再編・統合にかかわ
る基本的確認事項(平成14年3月26日調印、 以
下「基本的確認、事項」という)並びに新大学構
想協議会における協議を踏まえ、 新大学の大ま
かな骨格を以ドのとおり取りまとめ、 確認を
行った。
1 . 新しい大学の基本理念
新しい大学は、 地域と世界に向かつて聞かれ
た大学として、 生命科学、 白然 科学と人文相会
科学を統合した特色ある国際水準の教育および
研究を行い、 高 い使命感と創造)Jのある人材を
育成し、 地域と国際社会に貢献するとともに、
科学、 芸術文化と人聞社会の調和的発展に寄与
する。
2 . 再編 ・ 統合の時期
ギ成17年10月内ー編・統合、 平成18年4月学生
受入れとする。
3 . 基本的確認事項12 . 教育研究において重
視されるべき事項」 への対応
(1) 1生命科学を中心に関連分野を融合した
国|祭水準の大学院の新設」 につ いて
0当而は、 医薬と理工のそれぞれの大学院
のqlに融合111の(独立)専攻を設置し、
教育活動は兼折で協)Jする。
O近い将来には、 生命科学を中心とした医
学・薬学・理工学が融合した独立研究科
等の設置を目指す。
(2) 1質の高 い教養教育とそのための責任あ
る実施体制の確立」 について
0教養教育の実施については、 当面、 相互
の協力・連携のもとそれぞれのキャンパ
スご とに行うこととする。
0杉谷キャンパスに教養教育を専任とする
教官組織を存続させる。
0今後 、 教養教育の理念および新大学の特
色等を考慮しつつ、 全学的な観点から検
討 を行う。
(3) I時代・社会の要請に応える人材の育成
とそのための学部・大学院の編成」等につ
いて
1 ) 学部の教育研究組織
0高岡 キャン パ スに芸術文化学部(仮
称) を創設する。
0教育学部は教員養成機能を有する人間
発達科学部(仮称) に改組する。
0統合時は、 人文学部、 人開発達科学部
(仮称)、 経済学部、 理学部、 工学部、
芸術文化学部(仮称)、 医学部および
薬学部の 8学部で構成する。
0今後、 新 たな枠組みの教育研究組織
(例えば人社系、 理工系等大括りな編
成) の検討 を行う。
2 ) 大学院の教育研究組織
0当面 は、 人文科学、 教育学、 経済学、
理工学、 医学系および薬学研究科の 6
研究科で構成する。
O学年進行を 待って教育学研究科を廃止
し、 人開発達科学研究科 (仮称) を創
設する。
0次の大学院の創設を目指す。
-医学と薬学を中心とした総合大学院
.理工学研究科の教育・研究組織を分
離した大学院
-研究科 、 キャン パ ス 聞にまたがる独
立専攻
-高度専門職業人養成のための専門職
大学院
3 ) 和漢薬研究所 、 附属病院及び附属学校
を置く 。
4 ) 先端研究・学術交流機構 (仮称)、 大
学教育・学生支援機構 (仮称) および総
合支援機構 (仮称) を設置する。 また、
必要に応じ、 各キャンパ スに支所を置き
要員を配置する。
(4) I地域産業との機能 的連携、 および 地域
社会への知的サービスの提供」について
0研究所・ センターなどのさらなる統廃合
第1節 新大学再編 ・統合にあたって 143 
を進め、 その充実・ 強化を図る。
0地域連携推進機構 (仮称) を設置し、 必
要に応じ、 各キャンパ スに支所を置き要
員を配置する。
0附属病院の関連施設として、 地域連携医
療センター (仮称) の創設を目指す。
4 . 基本的確認事項目 . 管理運営の基本」へ
の対応
管理運営の基本として掲げられた事項につい
ては、 再編・統合までに更に検討 を行う。
以上、 新大学においては、 基本的確認、事項に
掲げられた「新 しい大学の基本理念」の実現に
努めていく ものとする。
3大学は、 対等な立場で速やかに新大学創設
準備 の具体的協議を行うこととする。
資料 3 . 3大学の統合にあたっての覚書
平成1 5 年 5月7 日 新大学構想協議会了承
1 各キャン パ スにおける学生サービス・地域
貢献 等の機能が、 統合前に比べて、 低下しな
いよう、 事務組織その他の人員配置について
配慮する。
2 当分の 問 、 教官の定員管理は、 各キャンパ
ス ごとに行うこととする。
3 当分の 問 、 運営費交付金の配分は、 キャン
パ ス ごととし、 過去の 実績配分を基本とす
る。
4 理事の中 に 3 つの各キャンパ スについてそ
れぞれ担当する者(他業務との兼担 も可) を
任ずる。
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資料 4 . 富山県内国立大学の再編・統合合意書
富山大学、 富山医科薬科大学及び高 岡短期大
学は、 平成14年3月26口調印した再編・統合の
推進に関する合意書に基 づき協議を重ねた結
果、 このたび、 富山大学、 富山医科薬科大学及
び高 岡短期大学の再編・統合による新大学像 が
確認されたことにより、 再編・統合することに
合意する。
平成15年5 月 7 日
富山医科薬科大学長 高 久 晃
高 |吋 短期大学長 蝋山 昌一
富山大学長 瀧津 弘
(理事・副学長 村口 篤)
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第2節 21世紀COEプログラム
平成15年度に、 本学から21 世紀 COE(Center 
o f  Excellence) プログラムの学 際・ 複合・ 新領
域分野に申請した「東洋の知に立 脚した個の医
療の創 生」が採択された。 初代の拠点リー ダー
は寺津捷年で、 平成17年度より嶋田豊が引き継
いだ。 この COEプログラムは 5 年間 のブロ
ジ、エク トであるが、 先般中間評価を終え、 ちょ
うど折り返し点にさしかかったところである。
以下に、 本学の COEの概要について記す。
1 21世紀COEプログラムの目的
21 世紀 COEプログラムは「大学の構造改革
の方針J(平 成13年 6月) に基づき、 平 成14年
度から文部科学省に新規事業として「研究拠点
形成費補助金」が設置されたことによる。 この
背景には、 我が国の大学が世界ト ッ プ レ ベルの
大学と伍して教育及び研究活動を行 っていく た
めには、 第三者評価に基づく 競争原理により競
争的環境を一層醸成し、 国公私を通じた大学問
の競い合いがより活発に行われることが重要だ
とする考えがある。 このプログラムは、 我が国
の大学に世界最高水準の研究教育拠点を形成し、
研究水準の向上と世界をリー ドする創 造的な人
材育成を図るため、 重点的な支援を行 い国際競
争力のある個性輝く 大学づく りを推進すること
を目的としている。
2 採択までの経緯
富山医科薬科大学は昭和50年に開学後、 今日
まで医学と薬学の緊密な協力体制を築き、 東西
医薬学の統合を目標に特色ある教育研究活動を
推進してきた。 大学附属 病院に和漢診療部を
(昭和58年、 平成16年和漢診療科に改称)、 医学
部に我が国で唯一の和漢診療学講座を設置した
(平成 5 年)。 和漢薬研究所に薬効解析 セン タ ー
(平成 8 年)、 漢方診断学部門(寄附研究部門、
平成11 年) を設置し、 和漢薬の基礎研究及び臨
床との橋渡しとなる研究を展開してきた。 産学
官連携ではフォーラム富山「創 薬」 を立 ち上げ
(平成1 2年)、 その分科会として「富山オリジナ
ルブラン ド配置薬開発研究会」、「トメ ッ クス:
富山医薬 品化学研究会」を展開し、 薬業会とと
もに新薬の開発を行ってきた。 文部科学省の知
的クラス タ ー創 成事業「とやま医薬バイオクラ
ス タ ー」では、 研究拠点、大学として地域の産学
官連携に多大の貢献をしてきた。 日本学術振興
会(JSPS) による拠点大学交流事業として、
平成13年度から タイ固との間で天然薬物に関す
る研究者交流及び 共 同研究を進めてきた。 国際
協力事業 団 (]ICA) 医療技術協力を推進し、
アジア諸国等から多 数の 留学生を受け入れ、 国
際的な人材の育成に大いに貢献 してきた。
以上のように、 本学では「和漢薬J . I薬業J
を基盤とする富山の地域性を生かした取組みが
なされてきた。 このことが本学の COEプログ
ラム採択の 第一の要因と考えられる。 本 COE
採択時の拠点形成概要と採択理由を以下に記す。
〔拠点形成の概要) I東洋の知」は、 人間存在
を自 然の中で生かされている心身一如の小宇宙
として捉えている点で優れている。 本プログラ
ムは、 西洋医学的に同ーの疾患 カテゴリーの中
に多様性が存在することを、「東洋の知」の切
り口で捉え、 これを最 新の技術を導入して遺伝
子及び タ ンパク質の レ ベルで明らかにし、 病態
の個別性や個人差に基づく 「個の医療Jを創 生
しようとするものである。 さらに伝統医薬に関
する基盤研究を遂行し、 資源の確保や永続的利
用を可能 にする方策を提示するとともに、 薬物
治療学の新たな展開を目指す。 本研究を実行す
るためには、 医 学系研究科に所属する東洋医学
の臨床研究者、 西洋医学の臨床研究者、 薬学研
究科に所属する基礎研究者の緊密な連係が必要
である。 拠点リー ダーの強いリー ダーシ ッ プの
下に、 和漢薬研究所を基軸として合同研究チー
ムを形成し、 明確な目標に向かつて若手研究者
の育成に全力を挙げる体制を構築する。 また、
国内にとどまらず、 中固など海外の人材育成を
も視野に入れその拠点を形成するものである。
〔採択理由〕研究者個人の研究実績と高いポ
テンシャルが評価できる。 大学としても当該分
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野のパイオニ アのひとつであり、 ユ ニ ークな存
在として認められてきた。 今回のプログラムは
それを一歩更に踏み出し、 和・漢医療の客 観化
と充実を ム層企てるとともに、 和・漢・洋の医
の融合も視野に入れたものである。 拠点形成の
内容 においてユ ニ ークかつ優れたものが多く、
計画と目的において世界水準を達成し得るもの
と期待する。
3 拠点の組織と連携
拠点は学長を室長とするiCOE戦略室Jの
指導の下、iCOE事業推進担当 者会議」 にて活
動方針等が議論される。 ポスドクをCOE研究
員として、 博士課程(後 期)学生をCOEリサ
ーチ アシスタントとして採用し、 若手研究者の
育成にあたっている。 また、 研究活動等を補 佐
する技術・事務補 佐員を雇用している。 本学の
COE独自の試みとして、 COE関連研究の裾野
を広げるためCOEフエロー担当 符を任命し研
究を支援している。 本学の事務系職員による
iCOE担当 事務室jを設置しCOEの事務的協
力体制を整 えている。
研究組織は大きく3 グル ープに分けられる。
宇つは臨床研究グル ープで、 関節リウマチ 、 婦
人更年期障害等の疾患を対象として血襲プロテ
オーム解析を行っている。 同洋医学的には同
の疾患でも、 漢方|矢学的な視点からは市1群に分
類される。 これを地球儀に峨えると経 度と緯度
の関係にあり、 これらの交差する点、の特徴を科
学的に明らかにすることを目的としている。
つめは病態・薬効解析基礎研究グル ープである。
トランスジェニ ックマウス等の動物モ デル の作
成、 その病態解析ならびに種 々の病態モ デル 動
物を用いた漢方薬の薬効解析等の基礎研究を
行っている。 三つめは天然 薬物基盤研究グル ー
プである。 ユ ーラシア大陸東部の薬用資源 の探
索、 そのデータベースの構築と公開、 DNAマ
イクロアレイによる天然 薬物の基原・規格の評
価j去の開発などに取り組んでいる。
現時点の事業推進担当 者とその役割分担は次
の通りである。 寺i宰捷年(前拠点リーダー) : 
総括・臨床研究。 嶋田豊(拠点リーダー) :総
括・臨床研究( 漢方医学的病態の診断と評価・
関節リウマチ )。 済木育夫:臨床研究(血紫ブ
ロテオーム解析)。 斎藤滋:臨床研究(婦人科
領域・更年期障害)。 早坂征次:臨床研究(眼
科領域・糖尿病性網膜症、 ぶどう膜炎)。 柴原
直利 :臨 床 研 究(生活習慣 病)。 倉 石泰:病
態・薬効解析研究(アトピー性皮膚炎の遺伝子
発現 解 析)。 常 山幸 病態・薬 効 解 析 研究
(病理学的解析)。 服部征雄:病態・薬効解析研
究(個人差と腸内細菌のゆらぎ )。 加藤 A郎:
病態・薬効解析研究(トランスジェニ ック動物
の作成)。 松本欣三:病態・薬効解析研究(多
成分系薬物の薬理)。 小松かっ子:天然 薬物基
盤研究(伝統薬物の遺伝子解析とデータベース
構築)。 絡忠人 天然 薬物基盤研究(地球環境
に配 慮した薬物資源 の開発と漢方薬学的評価)。
COE研究成果報告会を開催し、 研究の進捗
状況を報告し討論の場としている。 これによっ
て拠点内の共同研究が活溌化し、 中独の教室で
は成し得なかった研究成果が上がりつつある。
4 研究進捗状況
これまでのギな研究成果としては以卜のもの
ヵ=ある。
臨床研究(プロテオーム解析研究)では関節
リウマチ や更年期障害の症例を集積し、 、|正行し
て血紫プロテオーム解析を行っている。 関節リ
ウマチ については、 ある漢方方剤が有効な症例
に特異的に出現 するタンパク群が見出された。
したがって、 この方剤が関節リウマチ 患者に有
効か百かをJÚl禁プロテオーム解析によって推測
できる可能性がある。 このプロテオーム解析の
試料 調製方法、 分析法やデータ解析j去に関する
特許を出願中であるc
病態・薬効解析基礎研究では、 動物病態モ デ
ル のプロテオーム解析、 トランスジェニ ック動
物の作成、 アトピ 性ー皮膚炎の遺伝子発現 解析、
漢厄薬の中枢神経 作用機構、 漢方薬の薬効発現
における腸内細菌の関与等の研究を行っている。
具体的な事例をいくつか挙げると、 自然 発症糖
尿病ラットにある漢方方剤を投与すると腎症の
進展が抑制され、 同時に行った血禁プロテオー
ム解析により、 糖尿病発症状態で上昇し、 漢方
んム剤の投与により正常 値まで!日|復するタンパク
質が十数個確認された。 また、 糖尿病を発症す
る新 しいトラン スジ ェ ニ ッ クマウ スの作成に成
功した。 高コ レ ステロール食を負荷した 動物が
非アルコール性脂肪性肝障害を発症することを
見出し、 詳細な病理学的検討を行った。 また、
アトピー性皮膚炎発症モ デルを用いて摩みの発
生に関与する遺伝子を D NA チ ッ プにて網 羅的
に解析した。 これ らのモ デル 動物を用いて、 病
態の進展に対する漢方薬の効果を検討 する 予定
である。
天然薬物基盤研究では、 人 参類生薬等のマイ
クロア レイによる D NA 同定法 を開発した。 汎
用生薬で ある 甘草の中国及び モンゴルほほ全域
の資源 調査と品質評価を行った。 また、 甘草の
安定供給を 目指してこれを中国内蒙古自 治区で
栽培し、 薬剤特性が薬用 甘草と同等であること
を明 らかにした。
5 若手研究者の育成
COE研究員は平成 15年 度 1 名 、 平成 16年 度
3 名 (すべて 外 国人)、 平成 17年 度 6 名 (う ち
外国人 5 名 )、 リサーチアシ スタン トは平成 16
年 度 10名 (う ち 外 国人 5 名 )、 平成 17年 度 13名
(う ち外国人3 名 ) を採用した。 その他、 日本
学術 振興 会特別研究員 (2 1COE) 1 名 ( 外 国
人) を採用した。 このように、 国際化の視点か
らも外国人留学生を積極的に採用し、 研究活動
の活 '性化を図った。
6 情報発信とネットワーク
本学のホームページ上に日本語版と英語版か
ら なる本 COEのホームページを開設し、 概要
等の情報発信を開始した。 また、 約 2 万点の生
薬が展示されている民族薬物資料館の日本語版
と英語版か ら なるデータベースを COEホーム
ページ上で公開した。 国内の関連諸機関との連
携を深めるため、 和漢薬研究推進ネ ッ トワーク
を構築してインターネ ッ トを介して情報発信を
開始した。 本 COEの海外研究拠点を北京大学
医学部薬学院に開設した(平成 17年 2月)。 本学
と韓国・大部韓警大学校との 聞に大学 問 国際学
術交流協定が新 たに 締結された(平成 16年 10月)。
7 国際会議等の開催状況
以下の国際シンポジウムを主催・ 共催した。
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OThe 9 th International Symposi um on Tr adi ­
tional Medicine in Toyama2003 “Traditional 
Medicine for the Li fe -Style Related Diseases " 
( 第 9回 国 際 伝統医 薬シ ンポ ジ ウ ム 富 山2003
「生活習慣病と伝統医学J)。 平成 15年 10月 ll-
12日。 富山 県民会館 (富山 市)。 参加人 数186名
( 14 ヵ 国、 外国人52名 )。
OInternational Symposi um on2 1  ，t Cent ury 
COE Program “Conser vation and Efficient 
Utili zation o f  Medicinal Symposi um " (2 1世紀
COEプログラム・ 国際シンポジウム「薬用資
源の保全とその有効利用J)。 平成 16年 12月4 目。
富山県民会館 (富山 市)。 参加人 数150名 ( 8カ
国、 外国人25名 )。
o 2 nd International W or kshop for the St udy 
o f  Itch ( 第 2回 国際産みワークショ ッ プ)。
平成 15年 10月23-25日。 カナルパークホテル富
山 (富山 市)。 参加人 数90名 ( 5 ヵ 国、 外 国人
15名 )。
OThe 10 th International Symposi um on Tradi 
tional Medicine in Toyama2005 “The Latest 
De velopment o f  Traditional Medicine : Har ­
moni zation and Speci ficity ， Traditional Knowl ­
edge and New Technology " ( 第10回 国際伝統
医薬シンポジウム富山20051伝統医薬学の新 展
開一一 国際調和と独自 性、 経験知と先端科学一J)。
平成 17年7月 14 -15日。 富 山 県民 会 館 (富 山
市)。 参加人 数146名 ( 13ヵ国、 外国人49名 )。
その他、 以下のセミナー・シンポジウムを共
催した。
0第24回和漢薬研究所特別 セミナー1 2 1世紀の
和漢薬・ 創 薬資源を考える」。 平成 15年 10月 10
日。 富山県民会館 (富山 市)。 参加人 数140名 。
O第6回 く すりと食物シンポジウム 。 平成 15年
II月23日。 富山 県民会館 (富山 市)。 参加人 数
162名 。
0第25回和漢薬研究所特別 セミナー「和漢薬の
薬理学的実証性と研究の新 展開 個の医療の創
生をめ ざして 」。 平成 16年 10月23日。 富山 県
民会館 (富山 市)。 参加人 数 150名 。
0第26田和漢薬研究所特別 セミナー「和漢薬と
消化管 消化管常在菌の役割および消化管疾患
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をめぐる最新の話題一」。 、ド成17年7月13�14
日。 富山県民会館(富山市)。 参加人数200名。
8 教育活動実績
和漢薬研究所とCOEが主催する「和漢薬研
究所夏期セミナー」 を以下のように毎 年開催し
た。 これは主に学外の医学生、 薬学年、 大学院
生、 [実師、 薬剤師、 研究者等を対象として漢方
医学の講義と実習、 和漢薬研究に関する講義を
行うものである。
。第8 回和漢薬研究所夏期セミナー「生活習慣
病 と 漢 方 薬」。 平 成15年8月19�21日。 イ ン
テック大山研修センター(富山県大山町)。 参
加人数80名。
0第9同和漢薬研究所夏期セミナー「ほんとう
に効くのか?和漢薬!基縫研究から最前線」。
平成16if: 8月 9 � 1 11::1 。 インテック大山研修セ
ンター(富山県大山町)。 参加人数96名。
0第101叶和漢薬研究所夏期セミナー「男と交の
和漢薬 性差医療を考える j。 平 成17 年 8 月
21�26日。 インテック大山研修センター(吉山
県大山町)。 参加人数103名。
和漢薬研究所漢方診断学部門と医学部和漢診
療学議時では、 学外のl災自11]、 薬剤師、 医学午、
薬学生等を対象として、i英)j医学の基礎知識と
診療技能の背得を日的とした「漢方医学側修コ
ース」 を開設している。 短期研修コース( 1 � 
4週間)、 長期研修コース( ]ヶ月� 1 年) が
あり、 以下の数の研修生があった。
0平成15{f‘皮:30名(�mlj 9 名、 薬剤師5 名、
医学生12�う、 薬学生 1 名、 その他3名)。
0平成16{f.度:21名([災自11]6 名、 薬剤師8 名、
医学生6 ::(，、 その他H/，)。
9 本学のCOEへの期待と今後の展望
本研究教育拠点、が我が国のCOEとして期待
される点は以下に集約されると考える。
伝統医学研究における我が同の中核としての
役割:中国や韓国などの東アジア諸国は、 アジ
アの伝統医学研究ネットワーク構築の気運が高
まっている。 事実、 平成16年には韓国・大郎韓
醤大学校からの申入れに応じて大学問の国際学
術交流協定が結ばれた。 海外の研究機関との協
定はこれで1 1 機関目となるが、 これは本学が我
が同における伝統灰学の中核として海外で認識
されている表れである。
同際的人材育成:和漢薬研究所は伝統薬物生
産国との共同研究を通して人材を育成し、 帰国
後に教授等として活躍中の元官学生は50名を超
えている。 これらの固から本学に対して永続的
な人材育成が期待されている。
伝統薬物・漢方研究者の育成:これまでの和
漢薬研究所・医学部・薬学部の実績から、 伝統
薬物・漢方薬の基原・規格・薬理・臨床効果を、
先端 科学技術を用いて解析しうる研究者の育成
と輩出が期待されている。
漢方医学エキスパートの育成:医学教育のコ
ア・カリキュラムに漢方医学が取り入れられた
現在、 i莫点医学の教育・臨床を実践できる人材
が強く求められているが、 その育成機関はほと
んどない。 COEを有する本学に対する全国の
医科大学・医学部からの期待は大きい。
産学官連携:和漢薬研究所には企業と富山県
からの寄附研究部門が2 部門存在する。 富山県
薬業連合会との共同研究による新しい和漢薬配
置薬の開発も行っている。 COEの機能強化に
よる岸官学連携の推進が期待される。
平成17年10月の富山県内3凶立大学の再編・
統合の時期が、 ちょうど本COEの5 年間の折
り返し点、にあたる。 再編・統合後は、 和漢薬研
究所は「和漢医薬学総合研究所」 に発展的に名
称変更する。 また、 大学院の医学薬学研究部に
は「東西医療学域」 が、 医学薬学教育部には
「東西統合医学専攻」 が設置される。 この時期
に本COEのプロジェクトの前半を振り返り、
さらに事業を推進するとともに、 逐次計画を軌
道修正する必要があると考える。 ( 新) 富山大
学においても本COEが大学の目玉として、 大
学のさらなる発展につながるよう努力する所存
である。 関係諸氏の御理解と御協力を願う次第
である。(21世紀COEプログラム拠点リーダー
嶋田 豊)
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第3節 大学院充実への新たな一歩
一大学院新設・再編
して、 新大学創設準備 協議会の中の部会の一つ
医学系の大学院 として、 大学院部会がおかれ、 第1 回大学院部
はじめに
大学院の改軍は本学では、 医薬総合大学院を
目指して、 長年にわたって検討 されてきたが、
なかなか関係者の合意が形成されなかった。 そ
の後、 平成17年1 0月からの再編・統合に向けて、
大学院改革についての話し合いが進み、 医薬理
工総合大学院構想がまとめられた。 ここでは、
再編・統合の協議における大学院改革案作成の
経緯、 現在概算要求中の新大学院構想の概要、
そして今後の医療系大学院のあり方について述
べることにしたい。
1 再編・統合の協議における大学院改革案作
成の経緯
1 ) 国立大学法 人以前の取り組み
富山 県内国立 3大学 (富山医科薬科大学、 富
山大学、 高岡短期大学) では、 平成13年 6月の
いわゆる遠山プランを受けて、 再編・統合の協
議が開始され、 平成14年 3月26日に「富山 県内
国立大学の再編・統合の推進に関する合意書j
と「富山 県内国立大学の再編・統合にかかわる
基本的確認事項J(別紙1 ) が 3大学の学長名
で調印された。 この中で、「生命科学を中心に
関連分野を融合した国際水準の大学院の新設」
が挙げられた。
その後、 さらに新大学構想協議会等で協議が
進められ、 平成15年 5月7 日に「富山 県内国立
大学の 再編・統合合意書」が調印され、「富山
大学、 富山医科薬科大学及び高岡短期大学の再
編・統合による新大学像J及びí 3大学の調印
に当たっての覚書」が取り交わされた。
2 ) 国立大学法 人になってからの取り組み
平成16年4月からの法 人化に 際して、 富山医
科薬科大学では、 新学長を中心に、 理事、 事務
局長の人事が一新 され、 新 体制が発足した。 そ
会(16 .3 .2) で、 龍山工学部長が部会長に選出
された。 大学院部会の中にワーキング・ グルー
プ (WG) がおかれ、 第1 回 の大学院部会 WG
(医薬理工系)(16 .3 .23) で、 龍山工学部長が
WG主査を兼ねることとなった。 そして、 かね
てより提案されていた医薬理工総合大学院構想
の具体化が精力的に進められ、 平成18年度概算
要求に向けての概算要求書がまとめられた。
3 ) 大学院改革についてのアンケー ト
国立大学法 人化により、「学部、 学科その他
の重要な組織 の設置又は廃止に関する事項」は
役員会の所掌事項となったが、 実 際の教育研究
に携わるのは教員である。 そこで、 平成16年 5
月に医学部教授会の構成員を対象にアンケート
をとった。 アンケートの回 収率は70 .2% (33 / 
47人) であった。 その中で大学院のいわゆる部
局化については、 それを進める14人、 進めなく
てもよい1 0人、 その他5人であった。 学部の講
座を残しつつ、 大学院を部局として扱うような
組織 形態を検討 することについては、賛成24人、
反対 5 人であった。
2 医薬理工総合大学院構想の概要
1 ) 組織 形態
平成18年4月に発足 予定のこの大学院は 2 研
究部と 3教育部から構成される。 研究部とは教
員組織であり、 一般教育を含めてすべての教員
がそこに所属する。 教育部は大学院生の教育組
織である。 その概要は下記の通りである。
研究部
医学薬学研究部
理工学研究部
教育部 (かっこは入学定員 )
医 学 薬 学教 育 部:生 命・ 臨 床医 学 専 攻
(18)、 東西統合医学専攻
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(7 )、 生 命 薬 科 学 専 攻
(18) 
生命融合科学教育部:認知・情動脳科学専
攻( 9 )、 生体情報 シ
ステム科学専攻(5 )、
先端 ナノ・バイオ科学
専攻( 4) 
瑚r学教育部:数瑚ヒューマンシステム科
学専攻(5 )、 ナノ新機能物
質科学専攻(5 )、 新エネル
ギー科学専攻(5 )、 地球4'_
命環境科学専攻(5 ) 
4年制の持f� (医学) 課程は、 生命・臨床医
学専攻、 東西統合医学専攻、 認知・情動脳科学
専攻の 3 つであるc 4 i!'-制と3 年制の博士課程
を同じ専攻に合めることはできないとの文部科
学1]'からの指導があり、 医と薬・理工との融合
教育は、 カリキュラム上で対応することとなっ
TこG
入学定員は、 これまでの実績にぷ づいて設定
し、 全体で3 人増員の81 人とした。 医学系につ
いては、 平成16年度からの新医師臨床研修制度
の実施に伴い、 全国の医学部卒業什ての約半数が
地域の舟立病院で2 年間の研修をするようにな
り、 、|勺え18{f今度からの大学院入学{í-の予測は困
難な状況であった。
2 ) 大学院教育の充実と学部教育の担保
大学院教育の允実を阿るとともに、 学部教育
を担保するために、 以ドのことが記されたυ
「教員はM究部に所属するが、 教育部の修
1 � 課程とWI:課科における大学院教育を1Ft
当するといl時に、 学部教育も担当し、 学部
学生の教育に与たる。 」
②「医学系、 薬学系にあっては、 教員は学部
教員も兼 任する。 」・ これは、 医学部教授会
のアンケート結 果に法づいたもので、 学部
教育を担保するために、 学部の教員組織も
維持することとした。
③ 「学部教育に専念する教員を置くことが出
来るoJ :これは、 本学の 一般教育の教員を
念頭においたものであるc
④「大学院教育に一定期間専念する教員を置
くことができる。 」
3 ) 大学院教育について
これまでの医学系大学院博士課程の教育は、
1 ・2 年次に、 所属する専攻の共通科目から12
単位(選択必修)、 指定選択科目から10� 8 J単
位以上、 白由選択科Uから 8 �10 単位以上を選
択、 計30 単位を履修し、 3 ・ 4年次に研究活動
を行うことになっていた。
新大学院構想、の医学薬学教育部の博士(医
学) 課程では、 他学部と同様に特別研究も単位
に合めることとした。 その分の講 義時間数が減
り、 自専攻の開講 科目4単位以上、 他専攻の開
講 科目2中枚以卜、 他教育部の開講 科目2単位
以Lで、 演習4単{攻、 共通特論4単位、 特別研
究14単位の言1-30単位となった。
3 医療系大学院のあり方 q'教審の答申から
平成17年 9月に、 中央教育審議会から「新吋
代の大学院教育 国際的に魅力ある大学院教育
の構築に向けて Jが公表された。
そのJl'では、「医療系大学院の干Eり)fとして
は、 研究者養成をì:_たるIJ的としているのか、
優れた研究能力等を備えた医療系人材の主主成を
主たるけ的としているのか、 その目的と教育一内
谷を明確にすることが必要である。 」
「研究者養成を主たる目的とする教育課程に
おいては、 研究者としての基本(1む素養を身に付
けさせるという観点から、 例えば、 遺伝了に関
する技術、 RIの取扱い、 タンパク質解析、 細
胞坑養、 統計処煙、 研究計画・デザインの立案
など、 研究者に求められる医学・生命科学の遂
行に必要な2基本的知識・技術をコースワークで
修得させることが必要で、ある。 」
「優れた研究能力等を備えた臨床医・臨床商
科医等の養成を主たる目的とする教育課程にお
いては、 臨床医、 臨床商科医など高度の専門性
を必要とされる業務に必要な診断・検公技法、
手術手技、 態度を修得させるほか、 例えば、 医
の倫理、 臨床心理、 医師と患者関係、 安令管理、
臨床研究)j1去、 臨床教育法・指導法など……を
コースワークに盛り込むなど、 体系的かっ組織
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的な教育活動が必要である。」
「また、 併せて、 疾病の原因、 新 しい安全な
診断・検査・治療法 の開発・評価、 臨床疫学な
ど、 患者に対する診療を通じた臨床研究のテー
マを課し、 博士論文作成のための研究指導を行
わなければならない。」、「関連学会における認
定資格 (専門医など) の取得に必要な教育内容
を取り込むこともできる……」 と述べられてい
る。
この答申は、 大学院教育において専門医の養
成を積極的に考慮しているのが特徴で、 新大学
院の専攻 名の一つを、 生命・臨床医学専攻とい
う名称、にしたのも、 この答申案を 参考にしたも
のである。 今後、 各大学の医療系大学院では、
この答申に沿って、 大学院教育の実質化が図ら
別紙1
れると思われる。
おわりに
大学院の改革は、 富山医科薬科大学や新 ・富
山大学の中期 目標の大学院の項に述べられてい
るように、「幅広い知識を基盤とした高い専門
性を培い、 高度専門職業人あるいは教育研究者
として、 学術研究の進 歩や社会に貢献 する人材
を育成する。」 ことが 目的である。 新大学院が
認可されても、 教員が大学院に所属するように
なったことで “目的を達成した" とするのでは
なく 、 地域の人々に貢献 する優れた医療人の養
成を重視しつつ、 国際水準の教育研究を進める
ように努めなければならないと思う。
(倉知 正佳 )
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看護学系の大学院
看護 学科開設当初より、11多士課程看護 学専攻
を置くことを視野に入れ、 担当 教官の業績等準
備をした。 平成 9 {fには設置基準をクリアし、
定員16名をもって開設が認められた。 この周辺
の事情は看護 学科開設]0 周 年記念誌に詳述して
ある。 スタートに際し掲げた大学院の教育理念
は「看護 の基礎教育課程で培われた知性、 人間
性、 知識・技術に、 さらに多様化した時代の要
請に対応で、きる卓越した実践能力を備え、 かっ
看護 教育・研究の基礎的能力を持った人材を育
成する」 ことであり、 3 分野、 6 専攻を設定し
た。 それらは、 ① 基礎看護 学分野一 基礎看護 学
専攻、 ②臨床看護 学分野一 成人看護 学(慢性
期) 専攻、 成人看護 学(急性期) 専攻、 母子看
護 学専攻、 精神看護 学専攻、 ③地域看護 学分野
一 地域看護 学専攻である。 教育H標を達成する
ために、 各専攻領域を構築する看護 理論や五法
論を救ほする特論とそれらに関する文献抄読、
プレゼンテーションを主体とした演習に加え、
特別研究を選択必修科目として開設した。 特論
は、 当初は、 各専攻領域で 1科LI開設であった
が、 、|正 成1 1年には、 担当 教官の異なる特論Iと
特論Eを前期、 後期に分散開講する方針をとっ
た。 これにより、 当該専攻領域に属する者は、
専門領域の知識をさらに深め、 また当該専攻領
域以外の者にも幅広く知識を獲得する機会を提
供できるようになった。 さらに、 共通科日(選
択)として、 スタート時看護 情報・統計 論を開
設したが、 将 来 のClinical Nurse Specialist 
(CNS: 専門看護側) 認定コース開設を見据え
て、 その審査基準に見合う科目として看護 研究、
看護 倫理(平成1 1年より)、コンサル テーション
論、 看護管理論(平成12年より) も順次加えた。
卒業要件単依数は30 単位であり、 それらは特論
各2 単位、 演習4 単位、 特別研究10 単1v.， 選択
科目(看護 情報・統計 論の 4 単位 を除き2単
位) で構成されている。
院牛ーの受け入れ状況をみると、 開設より2 年
間は、 定員数をクリアしたが、 平成1 1{f:になる
と、 二次募集実施にも拘らず4名の 定員減 と
なった。 この原|刈として、 学生への進学指導不
足と大学院進学志願者の発掘不足があげられた。
この状況を踏まえ、 当 時の教務委員長(同津)
を中心として、 特に大学院進学を志願する看護
師に関する実態調貨を行った。 その結果、 看護
師においても、 出願資格獲得者(学fv: 授与機構、
通信大学卒など) が相当 数いること、 またそれ
らの看護 師が離職で、きず進学がかなえられない
という実態が明らかにされた。 おりしも、 専門
職としての資質/ÍtL r.を阿る，..で、看護 教育の大学
化は必須との考えに基づき、 国立の看護 学部・
学科の新設が相次いだ時期でもあり、 既に現場
で働いている看護 師のキャリアーアップ、 看護
高 等教育機関の教員のレベル アップのためにも、
これらのいl立大学の大学院がその任をとり、 地
域医療の向上に資することを期待して大学院設
置基準第14 条の教育Jìì去の特例「大学院の課程
において、 教育上特別の必要があると認められ
る場合には、 夜間その他特定の時間えは研究指
導を行うなどの適当 な方法により教育を行うこ
とができるJ (昼夜間講 制) の措置が講 じられ
ていた。 本学でも、 この特例導入が議論され、
千 成12年から実施された。 それにより、 その年
の入学生は、 24 1'，と大幅に定員数を超えた。 以
後平成17年まで、 定員割れの年は 1 年のみであ
る。 昼夜間講制導入により、 入学式験も 有史選
抜と社会人特別選抜の:本校てとなり、 前者で
は、 専門科目と英語の筆記試験と而接、 後者で
は、 専門科Uの筆記試験を業績調書(勤務年数、
論文、 学会発表など) に換え評価している。 ま
た昼夜間講制導入に作い、 時間割も、 第 1 限・
4 限( 8 : 50 ・16: 10) にとどまらず第 5限、
6 限(18: 00 ・21: 00) まで延長されている。
夜間開講授業のみを受講することでは、 卒業要
件単位は満たされないが、 社会人特別選抜で入
学した院!Þ.も、 特に問題なく修了している現状
である。 また、 il'，願資格を満たした外国人に対
しでも、 門戸を聞いているが、 今までに、 平成
13年に中国留 学生を 1 名受け入れている。 平成
9 年~平成17年間の在籍 総数は、 149名であり、
うち社会人特別選抜者の総数は47名である。
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修士論文の要旨は1 2月には提出され、 その内
容を基に、 主査(責任指導教官) 1 名のほかに、
2 名以上の副査が選ばれる。 1 月末には仮論文
が提出され、 2月初めには、 看護学科教官、 院
生、 学生、 学内 外 関係者の 参加のもと修士論文
発表会が 2 日間にわたり開催される。 発表会に
おける質疑応答に基づき、 論文には加筆修正な
どが加わる場合もある。 このような過程を経て
提出された本論文について、 審査員が評価し、
最終的には、 主査により合否が判定され、 看護
学科大学院教務委員会および医学部大学院委員
会の承認を経て学位が授与される。 論文提出が
遅れた場合には、 これまでは 1 年 待たなければ
ならなかったが、 平成17年度からは、 本人の申
し出により審査を 9月にも開催することが決 定
している。 平成16年現在、 審査に合格した修士
論文総 数は1 06編になっている。 これらの研究
内容は、 上記発表会にととまらず、 1 00%が関
連学会で発表さている。 また専門誌の掲載 数は、
68編(65% ) であり、 その内訳をみると、 本学
教官で運営されている富山医科薬科大学看護学
会誌の32編よりむしろ全国誌あるいは外国雑誌
が多く 計36編となっている。 また、 院生での研
究内容を基にした研究計画の科学研究費補助金
(若手B) 採択例が 2件あることを付記してお
く 。
最 後に、 相次いで、開設された国立大学看護学
部・ 看護学科において、 大学院修士課程にとど
まらず、 博士課程を設置する大学が11大学と増
加しつつある。 それだけ、 より高度の実践能力、
研究能力を有する看護職養成への社会的ニーズ
が高いことが伺われる。 一方、 それを実践する
に必要な競争的研究費、 例えば、 教育拠点形成
費等補助金「魅力ある大学院教育」イニシアテ
イブの公募要項をみても、 公募対象は「博士課
程」をおく 専攻となっているという厳しい現実
がある。 このことを認識してもらうために、 本
年 度 (平成17年 8月18・1 9日) の看護学科FD
において少し時間をいただいて説明したところ
である。 諸般の事情を考慮すると、 CNSコー
ス開設より、 博士課程専攻開設の方に開設への
現実性があるのかもしれない。 このことは、 現
在の専攻分野の再編ともリンクし、 今後緊急に
検討 すべき問題であろう。 (落合 宏 )
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薬学系の大学院
1 . 平成ll{f度までの薬学研究科の概要
本学の薬学研究科は、!日帝大に次いで、の新制
大学第 1号として、 昭和38年に富山大学大学院
(修上課程) の薬学専攻と製薬化学専攻の2 専
攻として発足した。Il{j和50{fに富1I1医科薬科大
学に移管後、 昭和田年の博I:�課程設置に伴" ，
医療薬科学専攻の 141攻に改組された。 医療薬
科学専攻は、 薬学部、 和漢薬研究所、 附属病院
薬剤部より構成され、「出1I1医科薬科大学創設
のJIJ!念に基づき、 医薬の調和ある協同体制を基
盤に、 和i莫�を通じて東凶医療科学の総合化を
指Ip]した特色ある教育柑|究体制を維J、?し、 細 分
化された基礎の 」分野のみに精通した薬学研究
者の養成に目標を限定せず、 医療に直結した薬
学領域に、 !よい視野と総合的判断力とをもって
積極的に参加できる創造性豊かな人材を育成す
ること」 を11的に設置された。 すなわち、「和
漢薬および、人の体質に関する薬学的{り!究、 治療
薬の開党研究、 薬害に閲する研究、 臨床薬学、
1';、柴，'，，'dí� i'1{、 臨床化学分析Û(の開党問究等の医
f従来科学に1\\1する尚度な1iJf究若lの主主成をI1的
とした5土台・fi庁究を行ってきたじ
2 . 、|勺戊12 1f二度における臨床来学独立専攻の新
1し
liX 
業剤師は、 }J.}， {í.や社会のために質のβ'î，、医療
サービスを提供すべきであるとのファーマシユ
ーテイカル ・ ケアがtl :界の大勢になっているε
わが|丘|においても、 平成4::ifの医療法改Ii�に
よって、 医薬品の専門家としての薬剤師が、 医
師、 看護婦その他医療の担ぃ千とともに、 医療
を受ける者の予防、 治療およびリハビリテー
ションに良質かつ適切な医療を提供する義務を
負うことが明記された。 医療の現場において、
医師が診断と治療方針の決定に集'1'し、 石一員削1[1
が看護に集中できるように、 薬剤師は、 治療効
果達成のための適正な薬物治療への積椋的寄与
が安ぇ!とされる。 この要求に応えるためには、 医
薬品に関する専門的知識のみならず、 医薬品に
関する最新の情報を自ら積極的に収集する能力
を布し、 医療倫理に基づ、いた患者の福祉を第 4
とした適切な医療行為のとれる、 高 度な臨床薬
剤師の養成が大学に求められている。 平成9年
の改正薬剤師i去の施行によって、 薬剤師が、 医
療を受ける者に対して、 調剤した薬剤の適正な
使用のために必要な情報を提供する義務を負う
ことが明記されたハ 薬剤師は、 投薬にかかわる
薬剤の)刀法、 用量のみならず、 効果、 副作用、
相Li.作用についても適切な情報を提供すること
が義務づけられた。 これらの，f確な情報を収集、
把揖、 提供できる能力を有した薬剤師の養成に
は、 大学院における集中的かっ高 度な教育、 研
修と研究の訓練が必要であるコ これらの趣旨に
基づいて新制大学ではかねてから臨床薬学系大
学院の設置申請を行ってきたが、 本守:薬'γ:研究
科においても平成12年4 )Jに臨床薬学独立専攻
(1専士前期課科定員16名、|事上後期j課杭定日7
:7， ) を新設することが決まり、 従来の医療薬学
専攻を薬科学専攻Oì�t前則課利定日35名、 博
士後期口県科íëH11名)と改めることによって2
専攻に改組することとなった〉
3 . 臨床柴学独立専攻の概要
本独、KLi(攻には、 )+�幹"詩作:としてl臨床薬珂J':f:
講座および、医薬品安全性学講座を新たに開設し、
協力議内として薬物杭J:FLh二)11学議出、 !l;í/;J;1Ç予防
薬苧講ドjg、 臨床薬剤学講月五を設けた， 1あ)Jt品開
には、 柴学自151:臨床分析学議内存性学研究本・利l
i英薬研究所臨床平IJm部門・本学附属病院業剤部
所属の教11がそれぞれ参加!し特論講義を行うと
ともに、 医学部教民(兼担)による医療倫理学
概論、 疾病学、 |臨床漢方医学、 臨床検査学のt
つの特論議主を設けた。 特に、 医療倫flj1:;:概論
と疾病学特論においては多数の医学部教�r�fが兼
担として参加lしており、 向洋医薬のみならず、
和漢薬に対応しうる臨床薬剤師長成をU的とし
た、 独自性の高 L、独\>�*攻となっている。 大学
院生は、 修行制呈l 年次前期]に特論議義を'立:け
た後、 �{f次後則から2 か月 の薬剤部実宵、 3 
か)Jの病棟尖宵、 および 1 か月 の開局集局実習
とf日|半年間の実務実習を行う。 本学附属病院
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薬剤部教授・助教授は、 従来から、 薬学研究科
の構成員であるので、 独立専攻科所属の大学院
生は薬剤部実 習において、 最 高度の教育的配慮
を受けられることが特徴である。 また病棟実習
では、 基幹講座と協力講座の教員や薬剤師が、
本学附属病院の第一内科、 小児科、 和漢診療部、
第二内科 、 第二 外科などの病棟において、 薬剤
管理指導や特定薬剤治療管理業務について、 連
日殆どマンツーマンで、指導を行 っている。 さら
に、 本学出身者を中心とした県内保険調剤薬局
開設者の協力を得て、 開局薬局における院外処
方の調剤、 薬 歴管理や服薬説明を学ぶ。 臨床薬
学専攻の大学院生は、 基幹・協力講座のみなら
ず薬学研究科に属する全ての講座に配属するこ
とが可能であり、 2 年次には16名全員が本格的
に修士論文作成のための研究を行う。 臨床薬学
専攻に博士課程が設置されていることも本独立
専攻の特徴であり、 臨床薬理学や医療薬剤学の
みならず、 基礎有機化学や生命科学、 生物物理
や構造生物、 あるいは和漢薬などを研究する講
座で学位を取得することによって、 極めて独自
性が高い指導的薬剤師や臨床薬学教育・研究者
の育成も可能 となっている。
4 . 薬科学専攻の概要
本学の薬学研究科では、 募集定員を厳守した
入学試験を実施 してきた。 しかし、 薬学部 6 年
制化の問題が浮上し、 製薬企業の研究・ 開発職
の採用が学卒から大学院修了にシフトしたこと
などにより、 薬学部卒業生の進学希望者が次第
に増加してきた。 本学薬学部でも卒業生の大学
院進学者が平成1 0年頃から漸増してきた。 平成
1 2年の臨床薬学独立専攻設置に合わせ、 一般専
攻の医療薬科学専攻を薬科学専攻に改め博士前
期 課程の定員は35名 に改められたが、 進学希望
者の増加の傾向は持続した。 これを受けて薬科
学専攻では学生の受け入れを拡大し、 平成1 2 -
1 6年 度の博士前期 課程入学者 数も、 39、 53、
48、 54、 73人と漸増した。
博士後期 課程は、 募集定員が平成13年度まで
医療薬科学専攻の 1 専攻で1 4人、 1 4年度以降は
薬科学専攻が1 2人、 臨床薬学専攻が7 人となっ
た。 平成1 2年の臨床薬学独立専攻設置に合わせ
て博士後期 課程の入学者 数増加を 目指して、 社
会人特別選抜の実施や博士後期 課程学生への資
金的援助の導入など様々な試みを実施 した。 そ
の結果、 平成1 0-13年度に13、 16、 1 9、 18人と
募集定員を上回る入学者を確保することができ
た。 その後、 1 4 -16年度は 8 -1 2人と必ずしも
十分な入学者を確保することできなかったが、
17年度は24人と入学者が急増した。
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フォーラム富山「創薬」は、 平成12年2 JJ、
富山県、 富山薬業連合会及び本学が、 合機的に
結 び合い、 情報の交換及び発想、の刺激となる場
を提 供することにより、 富山県の特般である
「クスリ」 の研究開発及び薬業を盛んにし、 本
地域の活性化を図ることはもとより、 産学連携
を医薬・バイオを中心とした分野で盛んにし、
もって人類の福祉のために貢献することを目的
として発足した。
宮山県は置き薬の伝統をもち、 また、 薬学部
は100年の伝統を有し、 創薬は富111県では産業
の ムつとして大きな伝統を有し、 現在でも薬業
は地場産業の中でも大きな比重を，';めている。
幸い本県では、 宵山大学、 富山県立大学、 県薬
事研究所などにおいても創薬に関連する研究が
精力的に行われており、 創薬という見地から、
これらの施設で、行われた研究成果の地元薬業界
への還元や、 薬業界の関心のあるテーマや要望
の把梶などをさらに ム層充実させていくべきこ
とと考え、 現在まで大学での研究成果を社会に
還元することを主体に、 研究会を開催して来た。
「右Ij薬」 のみに限らず広く製剤法や育薬や薬剤
の治験までを捉えて、 大学の研究や大学病院と
のうと流による臨床的な薬剤の治験なども含めた
産業界との協力による地域の活性化を目的とし
た。 研究会の開催状況は別紙のとおり、 大学の
研究室と製薬企業の紹介と、 積々なトピックス
や、 特許、 TLO などの有り)j、 高rlな研究者
による講演も合め、 幅広い研究会を、 その後の
懇親会を通じた11\会いや研究の see dsの話など
を紹介しあうことによる、 より親密な関係作り
をも日椋とした。 幸い宮山県からも支援を受け、
薬剤治験のネットワーク作りや、 ジェネリック
のあり方とその育薬、 研究の育成など多岐にわ
たり産官学の協力体制が構築された。 新規薬剤
の開発には、 莫大な費用等困 難な問題があるが、
少なくともその端緒や周辺産業の育成も含め県
の支援を受けつつ広く医療・薬業界と大学を結
ぶ同究会組織が構築できたc
これまでの研究会のあゆみは別表に示した。
フォーラム富山「創薬」 には次の2 つの分科会
が発足した。
-富山オリジナル ブランド医薬品開発研究会
、1>:成13{f3月 富山県薬 業 連 合 会・宮山
県・富山医科薬科大学が協力して、 疾病構造
の変化に対応した新たな「滋養強壮薬J を配
置薬の許可基準内で開発することを目的に研
究会を発足させた。 とやま発オリジナル 配置
薬「パナワン」 を開発(、ド成18年 1月発売予
定)
・トメックス(富山医薬品化学研究会)
平成14年6月 フォーラム富山「創薬」 の
サテライト研究会として、「創薬jのための
探索、 開発過程に関わる分野を対象とし、 ク
スリのシーズ探索とクスリの製造などについ
て情報交換を行い、 お互いのレベル アップと
関連分野のサポートをÌêたるU的に、 フォー
ラム富111 I創薬」の イ吾の充実を目指す研究
左』ヱミ。
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別表 フォーラム富山「創薬」開催一覧
コーデイ
ネーター
第1回研究会 |倉石 泰教授
H12. 5. 20 (土)
第2回研究会 |許 南浩教授
H12. 8. 26 (土) |
第3回研究会 井上 博教授
H13. 1. 13 (土)
第4回研究会 竹口 紀晃教授
H13. 5. 12 (土)
講師
渡辺 裕司教授
倉石 泰教授
高嶋 修太郎助手
正川 康明
金田 佳己
パネルデイスカッション
司会.倉石 泰
パネラー.渡辺 裕司教授
高嶋修太郎助手
正川 康明
金田 佳己
テーマ
「神経疾患を対象とする薬物 末梢・中枢神経ー
と関連した研究」
演題: 1脳血管性痴呆と薬物」
「慢性通と薬物」
「中枢通と脳卒中に対する治療薬の現状」
「会社紹介と大学への要望j
「医薬品特許に関する基礎知識j
11がんの発生、 転移とそれに伴う諸症 状への対策
に向けて」
l 済木 育夫教授 |演題: 1がん転移の分子標的治療に関する基礎的
許 南浩教授
菓子井 達彦助手
塚田 一博教授
ノtネルディスカッション
司会:小林 正
パネラー:阿部 武夫
森 政雄
笹山 員次郎
今中 常雄教授
笹原 正清教授
井上 博教授
会社紹介
富士薬品工業側
竹田 雄一郎
寺崎 哲也
斉藤 清二助教授
田i宰 賢次教授
矢島 高二
竹口 紀晃教授
会社紹介
テイカ製薬附 | 松井 竹史
研究J
「組織構築から癌を考える」
「肺癌細胞の生物学的特性と臨床的意義」
「転移性肝癌の外科治療」
「医薬業界の現状と展望、 大学・研究機関
への要望J
「心臓、 高血圧、 動脈硬化を対象とする研究」
i寅題: IABCトランスポーターと脂質代謝j
「各種疾患モデルにおける増殖因子発現解
析とその機構の解明」
「心不全の病態と治療」
「富士薬品工業側の紹介~主に研究の内容
に関して�J
「産業共同研究の新地平:テクノロジー・
イノベーションに基づいた21世紀型創薬に
おける大学の役割」
「胃と腸一活力と健康維持の最前線J
演題: 1思春期消化器心身症の治療」
「食物繊維と大腸がん リンゴペクチンの
効用」
「プロバイオティックス:胃と腸への働き」
「創薬対象としての酸分泌抑制剤、 細胞、
粘膜防御剤」
「テイカ製薬株式会社紹介及び製品開発に
向けてj
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tP5 同研究会 根本 英雄教授
日13.9.14 (金) 早川 勇夫
内木 公康教J受
根本 英雄救援
落合 宏教授
会社紹介
リードケミカル'1恥
森 政雄
第6 r，�研究会 小林 正教授
H14. 1. 24 (本) 仁井 筒
小体 正教授
細谷 健 ふまえ授
会社紹介
京111化学工業側
、1品 f三雄
第7 r�l研究会 村LJ 篤教授
日11.5.23 (本) 村1I 篤教授
北島 県」教1'1
松野 内l珂助教授
占的 利l半
会社紹介
東'lF薬品(十'ti
笠間 俊リj
第8 [i1J研究会 ìit[Il 正I珂教綬
Il11. 9. 20 (全) 小野 氏年教授
合主IJ Iト宇佐教授
鈴木 道雄助教授
j本間 正i狗教J受
'1'川 凸也
会社紹介
日本医薬品工業特
岡村 友
第9凶研究会 諸橋 I印百教授
H15. 1. 23 (本) 諸橋 l正昭教授
合石 4�教授
豊山 雅彦助手
横井 秀輔
足Îf 士It .講師
中川 肇助教授
「感染誌と印!薬J
;す{題: 1介成抗菌薬進歩」
「抗ウイルス薬の開発とその1'FJIH遊1[;J 
「新規抗ウイルス楽のシーズを求めて」
1 )布機fT成化学からのアプローチ
21ウイルスの持つ融介活性を標的とする
抗ウイルス剤の研究|
「リードケミカル株式会村紹介 経皮吸収
剤の開発と今後の展望」
「生活習慣病と創薬」
演題: 12 1世紀の医薬品を考える」
「糖尿病の治療と創薬」
「血液網羅関門の機能解析 ・糖尿病網膜症
治療薬開発を目指して」
「市山化ly:L業株式会社制介 1守山化学に
おける創薬の暦史と未来 」
「リウマチ性疾患と倉IJ薬」
i寅題・ 「慢'J1t関節リウマチの病態と治療」
|倣刊関節リウマチの関節俄壊とその検査
;;Á楽開発」
「慢性関節リウマチの薬物療法」
「慢性関節リウマチの1L- 6阻古味ìl;から
学ぶもの」
「東亜薬品株式会社と11点メデイツク株式
会社の会社中fi介 グループとしての製lvl閃
発の 今後の民望j
「脳・神経系のはたらきと疾忠j
演題: 1脳・記憶の仕組みと抗痴呆;薬研究j
「精神分裂病(統fT失調症)の病態と精神
薬理学的仮説」
Jノ' 
1I悩・神経機能と遺伝f発現ー疾忠への悦
点」
「抗痴呆薬開発の今、 そして未来」
「日本医薬品工業株式会社制介 ジェネ
リック医薬品の今後 」
「アレルギー性疾患と創薬」
i寅題: 1アトピー性皮膚炎の病態と治療 その現
状と問題点」
「皮膚アレルギー性炎症と摩みJ
「皮膚アレルギー性炎症と神経系凶子」
「アレルギー試験の簡易j去の開発」
「気道アレルギー:瑞息の病態および治療
の最前線」
「花粉抗の病態と治療の問題点」
会社紹介
救急薬品工業側
稲田 裕彦
第10回研究会 渡辺 明治教授
H15. 5. 29 (木) 高原 照美助教授
浜崎 智仁教授
田中 克明
清水 幸裕講師
金山 晋i台
会社紹介
カネボ:ゥ明*l
与茂田 敏
第11回研究会 河野 敬一教授
H15.9.11 (木) 河野 敬一教授
畑中 保丸教授
岸 裕幸助教授
南野 直人
佐野 喜彦
パネルデイスカッション
司会:籍 忠人教授
河野 敬一教授
パネラー:佐野 喜彦
森 政雄
勝山 巌
小林 正
第12図研究会 斎藤 滋教授
H16. 2. 5 (木) 柴原 直利教授
日高 隆雄講師
壇上 卓馬
高畑 正裕
鈴木 実
古谷 雄三助教授
倉智 博久
第13回研究会 橋本 征也教授
H16. 5. 20 (木) 田口 雅登助手
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「救急薬品工業株式会社紹介一新規剤型と
して創薬 」
「肝と栄養 創薬に向けて」
i寅題: I 肝線維化 の分子機構と治療薬開発の現
状」
「脂肪酸と行動異常」
「ラクトフェリンによるウイルス肝炎 の治
療」
「マイクロアレイ法を用いた肝疾患用医薬
品の開発j
1) C型肝炎ウイルスに特異的な抗体遺伝
子の同定と抗体医薬品j
2 )肝疾患治療をターゲットとした和漢薬
のトランスクリプトーム解析」
「カネボウ株式会社漢方ヘルスケア研究所
紹介一美と健康領域での展開 」
「プロテオミクスと創薬」
演題: Iたんぱく3000計画と創薬」
「薬物で射止める作用タンパク質 光ア
フイニティーによる化学的プロテオミクス
「細胞チ ップを用いた抗体医薬の開発」
「ペプチドーム:生体内ペプチドファクト
データーベースの構築と創薬への応用j
「医薬品研究開発の動向及び今後の取組み
について」
「産学官から見た富山の創薬の未来j
IGender Specific Medicineからみた創薬J
演題: I漢方医学における男女差j
「更年期障害 におけるホルモン補充療法と
漢方療法J
「片頭痛とトリブタン治療一女性疾患 とし
ての見地から 」
「 クラミジアに関する最近の話題j
IEDとバイアグラ臨床開発およびPDE5 I 
阻害薬の今後の展望」
「高齢者の排尿障害 前立腺肥大症を中心
に」
「ホルモン補充療法の将来展望J
「テーラーメード医療と創薬・育薬」
i寅題: IP450の遺伝子多型とp遮断薬の投与設
160 第3市 音11局のトピソクス
十di'tHl 耕訂l
笹岡 干IJ安助教授
江r 1 至洋・根本 i青
会社紹介
ダイト(十和 )11原 1専
第11凶研究会 足ÎT伊佐雄教授
H16. 9. 28 (火) 加藤 敦助子
林 利光教授
施設紹介
寓山県薬事研究所
i芋野 敏紀
竹岡 秀
梶本 佳孝
第15回研究会 官H�!J 干IJ1)]教段
H17.2.3 (本) 市岡 路f助教綬
本郷 干II久助子
目立成育医療センター
l'阿 尚
|玉|烹成育医療センター
民主藤 博久
1îifi也 ヲ日正ル市ψß1ノ、l 
7吉山県衛生研究所
綿引 If則
第16同伺究会 浅野 泰久教授
H17. 5. 31 (火) 富山県烹大
榊 和l之教授
株)ファンケル 中央研究所
j土 智子
Jじ藤沢薬品工業側
橋本 l卜j台
大学紹介
富山県立大
中 島 範行教J受
t-; 111県立大
浅野 泰久教授
第17凶研究会 今中 常雄教授
H17.9.29 (本) 京都大学
植田 和光教授
計」
「適正使用としてのファルマコゲノミク
ス 塩酸イリノテカンの試み」
「リピッドホスファターゼの阻害による新
たなインスリン抵抗性改善薬の可能性」
「ノfイオインフォマティクス と遺伝子診
断」
「ダイト株式会社紹介 商品開発の歴史と
今後の展開」
「天然物を対象とした創薬素材分fの展望」
演題: í生薬エキスに合まれる各種生理活性成分
の研究」
íi呆類出*1'物活性分子の探索と有効活
用」
「薬事研究所の歩みと業務概要J
「叶一一薬および漢Ji薬をベースとした商品開
発 新薬や医薬部外品への展望」
「生活宵慣病とトクホ 病態バイオマーカ
ーの恵、義 j 
「小児の難病と創薬への期待j
i寅題: í川崎病における冠動脈病変発生機)判
「小児難治性てんかんの日己免疫的背景」
「小児用医薬品開発の現状と展望:日米比
較J
「おIj薬を目指したアレルギー疾患病態シス
テム解析」
「細菌部の取り組み紹介 ゲノムから細i剥
を見る」
「微生物、 天然物からの創薬への期待」
i寅題: íビタミンD誘導体の作用メカニズムと代
謝j
「健康食品の生理機能解明研究の進め)JJ
「製薬企業の研究開発における天然物創薬
の役刻j
富山県立大学't.物工学研究センターの紹介
「プロアントシアニジン類の化学合成と生
玉県活性」
「新設される高山県立大学生物て学科とグ
リーンバイオ」
「脂質ホメオスタシスと創薬 リボネットワーク
からのアプローチ 」
i寅題: íABCトランスボーターを介した薬剤l輸送
と脂質輸送」
東京大学
佐藤 隆一郎教授
日本 た ば こ産業医薬総合
研究所 岡本 浩 史
守 田 雅志助手
j甫風 雅春講師
ノ t ネルデイスカッション
司会 ・ 今中 常雄教授
籍 忠人教授
パネラー: 阿部 武夫
西頭 徳三
村口 篤
小林 正
倉石 泰
平井 美朗
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iSR EBP、 核内受容体を介した脂質ホメオ
スタシスJ
iCETPをターゲットにした創薬研究j
「 ベ ルオ キシ ソ ーム を 介した脂質 代 謝 制
御 j 副 腎 白質ジストロフィ 治療薬開発
の基礎研究
「炎症性サイトカイン 1L - 8から観 た糖尿
病・動脈硬化 」
「富山県 3 大学統合と創薬研究」
162 第 3 中ê �ì�:r;)�Jのトピ ッ クス
第 5 節 薬効解析 セ ン タ ーの 設置 と そ の 活動
和漢薬研究所は「和漢薬に関する学理及びそ
の 応 用 の 研 究j を 設 置 目 的 と し て、 H汗 干038
(1963) 年 4月に富山大学薬学部附属 和漢薬研
究施設として発足し、 昭和49年6月に富山大学
附置研究所に昇 格した。 その 後 、 すでに新設さ
れていた富山医科薬科大学の附置研 究所として、
昭和53年6月に移管された。 研究施設当 時は5
部門(資源 開発、 生物試 験、 臨床利 用、 病態生
化学、 化学応用) であったが、 その後 10:1J主 時限
で高 次神経機 能制御部門(客 員)、 免 疫 機 能制
御部門(外国人平等 員)、 細 胞 資源 工 学部門 が増
設され、 平 成 2 年までに8 部門となった。 、|ξ 成
8 年5 'þj に薬効解析センターが設置され、 その
中に、 それまで難波恒雄 教授(富山医科薬科大
学名誉 教授、 故 人) らが蒐 集された世界の伝統
薬物を整 理研究するための民族 薬物資料 館が開
設された。 時限付 き部門はその後 改廃 され、 平
成 9 年に恒 常 性 機 能解析部門(客 員)、 12年に
薬物代謝て 学部門が設置され、 さらに寄付 部門
として1 1年に漢方診断学部門が設置された。 平
成15年和漢薬研究所は大部門制に移 行し、 3 部
門(資源 開発研究、 病態制御研究、 臨床科学研
究) 7 分野、 1 附属 センター、 I 寄付 部門と
なった。 平成16年には消 化管生理学分野が新設
され、 さらに寄付 部門と して和漢薬製剤開発部
門が設置されて、 平 成17年現在、 3 部門 8 分野
1 附属 センタ- 2 寄付 部門を擁 している。
和漢薬研究所附属 薬効解析センターは 9 年間
にわたり、 世界各地の伝統薬物を集めそれらの
学術情報をデータベ ースとして構築し、 それら
の中から難治性疾患の治 療に用いられる薬物を
選び、 疾忠 モ デル 動 物を用いて実験的に薬効を
評価すること、 伝統薬物の標準化のために科学
的品質評価を行うこと、 及びデータベ ースを活
用した共同研究を推進することを日的として活
動 を行ってきた。 発足時には教官2 1う であった
が、 平成10年から外国人客 員研究員2 名が配属
され、 延べ13名が就任して各国の伝統医学の学
術情報が整 理された。 当 センターには民族 薬物
資料 館の管理が任され、 所蔵 されている伝統薬
物標本に関するデータベ ースを構築することが
重要な業務であった。 設立当初からデータベ ー
スの開発 ・ 構築作業を精力的に進め、 平 成12年
4月末 に第 1 回 の公 聞を見た。 ー ノi 、 研究面 で
は、 生薬学、 薬理学、 天 然 物化学、 伝統医薬学
などを基盤とする各スタッフ が有機 的に述 携し
て、 成果を挙 げてきた。 以 ドに活動 を概説 する。
し 民族薬物資料館と民族薬物データベース
民族 薬物資料 館には、 世界の伝統医学で使用
される生薬標本 が約2 万4. 000 点保存展示され
ている。 蒐 集の範 囲 が日本 ・ 中国に限らずアジ
ア各 問 、 さらにはアフ リカや南 米 にまで及んで
多彩 であること、また1960年代から蒐 集されて
おり、生薬の変遷 がわかること、 和漢薬に悶 し
ては異 物同名品が多数納 められ、 現在の流通生
薬の鑑 定に役。: つことなど、 所 界に類のない生
薬博 物館 である。 生薬標本の多く は難波恒雄名
誉 教授により蒐 集されたもので、 平成 9 年3月
のご退宵 の|僚 に、 j将守来のfμム
に資するようにとのこ、意意; 向でで、 、 和漢薬研究所に
寄贈 された。 生薬標本の約 1 / 3 は中国医学及
び日本漢方 で、使われる生薬(和漢薬) で、 アー
ユ ル ヴ ェーダ生薬がこれに次ぎ 、 その他、 ユ ナ
ニ 一 生薬、 チ ベ ット生薬などが所!哉 されている。
科学研究費補助金 による海外学術調査時の収集
品も含まれ、 官11 は研究に供して有益 な知見を
得 ている。 当 資料 館には年間500名を超 す国内
外の研究者が訪 れているが、 彼 らから所蔵襟 本
に関する学術情報の発信 が求められるように
なった。 そこで、 生薬標本の画像 に種々の学術
情報を付 け、 それらをインターネットを通じて
広く 研究者に提供して各種 医薬学研究を推進さ
せること、 及び日本!玉l 内で使用されている漢)j
薬や健康食 品の原料 生薬について、 有用性や安
全性に関する正確な情報を提供し、 それらの適
正使用を閃 ることを目的にして、 民族 薬物デー
タベ ースの作成に着 手した。 このデータベ ース
は資料 館生薬データベ ースと学術情報データベ
ー スからなり、 前者には生薬標本と原植物の画
像、 生薬 名 、 薬用部位、 産地及び入手先情報な
ど、 後者には伝統医学上の薬効、 含有成分、 薬
理作用、 臨床応用、 古文献の画像などが収録さ
れている。 平成17年までに和漢薬に関するデー
タ ベースを 5 回公開し、430種類の生薬、約5 ， 000
点の標本に関する情報を発信した。 検索には一
般と専門の別があり、 専門検索ではパ スワー ド
の取得が必要である。 一般検索へは年間平均約
9， 500件のアクセ スがある。 また、 約900名の専
門検索登録者がいる。 今後、 アーユル ヴ ェ ー ダ
生薬、 ユ ナ ニ一生薬、 チ ベ ッ ト生薬等に関する
デー タ ベースを順次公開していく 予定であるo
n . 伝統薬物の薬効の評価と解析 に 関 す る 研究
難治性神経変性疾患、 特に認知症に対する伝
統薬物の有効性とそれらの薬理作用に関する研
究を行った。 神経団 路網が障害を受けた後から
でも機能回 復を可能 にするようなシナプス再 形
成活性を有する薬物を細胞 レ ベル・ 動物 レ ベル
で探索することで抗痴呆薬の開発を 目指すとい
う 研究コン セ プトを掲げ、 非常に有効性が期 待
できる薬物を同定した。 強壮作用、 健忘症や半
身不随の改善効果を持つ伝統薬物を対象とした
結果、 数種の人 参類生薬 メ タ ノ ールエキス、
Ashwagandha メ タ ノ ールエキス、 漢方方剤の
続命湯などに神経突起伸展活性を見出した。 活
性成分として、人 参類生薬では protopanaxadiol
系 サ ボ ニ ン 、 Ashwagandha で は withanolide
A、 withanoside IV及びwithanoside VI を 同 定
し、 さらにこれらはアルツハイマー病原因物質
とされる amyloid ß により神経突起が萎縮した
後から突起を再 伸展させるだけでなく 、 シナ プ
ス形成も促進させることを明らかにした。 これ
ら化合物は、 amyloid ß 脳室内投与により作製
した痴呆モ デルにおいて見られる記憶障害、 脳
における軸索・ 樹状突起・ シナ プスの減少に対
し、 経口投与で顕著な改善作用を示したことか
ら、 認知症に対する有効な治療薬の候補である
と考察した。 また、経口投与したprotopanaxadiol
系 サ ボ ニンは metabolite 1 へ、 withanoside VI 
は sommone へと腸内細 菌 により代 謝され、 そ
れらが活性本体であることが示唆された。
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ill . 生薬の品質評価 に 関 す る 研究
重要な漢薬の人 参類、 大黄、 欝金類を対象に
して、 中国の道地薬材の理論「歴代の産地の生
薬が良質である」を証明する研 究を 行 った。
フ ィ ール ドワークにより諸民族 問での使用方法
の差異を明らかにした後、 その科学的根拠を見
出すため、 収集した同属植物を核18S rR NA 及
び 葉 緑体 trn K 遺伝子の塩基配列 から分子系統
学的に整理し、 それに基づいて生薬を正確に同
定し、 含有成分の種間差または地理的な変化を
検討し、 さらに薬効に関与する薬理作用を比較
した。 人 参類では Panax 属13分類 群 の 系統関
係を明らかにし、 同時に生薬の客観的な同定法
を確立し、 各 分類群基源の生薬に特徴的なサ ボ
ニン成分組成と含量を明らかにした。 さらに認
知症に有用である人 参類を提案した。 欝金類で
は中 国・ 日本産 Curcuma 属植物の分類学上の
混乱を整理した。 血管作 動性の検討から、 同類
生薬すべてに血管弛緩作用が認められるものの、
日本 産 義 戒にのみ NO 依存性の 弛緩作用も観
察され、 同種が峡血 に 対し効果的に作用するも
のと考察した。 大 黄の原植物である Rheum ραι 
matum， R. t，αnguticum及び、R. officinαle は matK
遺伝子に関して種内多型を示し、 原産地と関連
する系統に分けられた。 各大 黄は基源と産地に
より特徴的な成分組成を示したことから、 遺 伝
子情報から間接的に大黄の品質を推定できる可
能 性を示唆した。
以上の研究内容は論文等として公表した(原
報11 0報、 著書1 0報、 総説1 0報)。 また、 研究に
あたっては日本学術振興会や各種財団 から助成
金を賜った(科学研究費補助金代表分1 5件、 民
聞 からの研究助成金1 5件、 受託研究費1 2件、 民
間等との 共 同研究11件、 受託研 究員 1件)。 こ
こに記して感謝の意を表します。
当セン タ ーは平成17年に 改組され、 8月 1 日
より民族薬物研究セン タ ーとして新 たに出発し
た。 これまで薬効解析 セ ン タ ー、 民族薬物資料
館を支えて下さった関係諸氏に深謝いたします。
今後とも新 セン タ ー及ぴ和漢薬研究所にご支援
賜りますよう宜しく お願い申し上げます。
(小 松 か っ 子 )
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第1節 一般教育等
哲 品且手
~何 を 教 え る か の模索 の 10年~
担 当 は盛永審一郎。 研究 テ ー マ は 、 実存倫 理
思想、 だが、 今 は応 用倫 理学 に 力 を 注 い で い る 。
ヨ ナ ス な どの翻訳や生命倫 理学事典 な どの編集
が主 な 業績。 科研費 は平成12年度か ら 2 年 間 取
得 。 学会で は 日 本医学哲 学倫 理学会 の 監事 ・ 理
事 を 歴任 、 平成15年 に 日 本医学哲 学倫 理学会 を
主催。 ド イ ツ ・ マ イ ン ツ 大学か ら 平成 1 2年 に ラ
イ タ ー 教授 を 学術振興会の援助 を得 て招 聴 、 人
間 の尊厳概念 に つ い て 共 同研究 を し て い る 。
担 当 講義科 目 は カ リ キ ュ ラ ム の改編 と と も に
変 動。 平成 7 年 か ら 8 年 に か け て 大綱 化 に よ る
科 目 名 の 変更。 「哲 学」 は 「哲 学 的 人 間 学J I 科
学技術論」 、「倫 理学J は 「現代 の エ チ カ j に 。
今 は 「エチ カ の先生J と 言わ れ る よ う に な っ た 。
平成 9 年 に 医学科 2 年 に 「生命倫 理学」 開 講。
中央か ら 、 専 門 家 を 呼ん で学生 に 刺激 を 与 え る
よ う に と い う こ と で 、 加 藤 尚 武氏 、 木村利 人氏
な ど著名 人 を 呼 ん で、特別講義 を 開催。 し か し 平
成16 年以 降 は予算面での援助 が な く な り 、 中 止。
平成15年 の コ ア カ リ 導入 に よ り 必修科 目 に 。 平
成12年度か ら 1 年次の 「 医療学入 門 」 の 「 イ ン
フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト と 模擬裁判 J を オ ル ガ ナ
イ ズ 。 富 山 大学の 角 森正雄 、 秋葉悦子両先生の
ご指導の も と 、 公開模擬裁判 を 学生 に作成 さ せ、
4 年 間 テ レ ビ や新聞 の ニ ュ ー ス で報道 さ れ た 。
し か し 角 森 先 生 の 転 出 に よ り 、 16 年 度 か ら は
デ イ ベ ー ト に 衣替 え 。 ま た 平成15年度か ら 、 年
に 1 回 薬 害 の 講 演 会 を 開 催 し 、 HIV 訴訟 の 原
告 団 長 の花井十五氏 に 依頼。 平成16 年 度 よ り 看
護学科 2 年生 の 「生命倫 理学」 も 担当 。 そ の他、
医学科 4 年 生 の 「生 と 死」 、 薬学科 の 3 年 生 の
「医療薬剤学」 な ど の 一 部 を 担 当 。 さ ら に 平 成
15年度か ら 医学科修士課程が 開 設 さ れ、 「生物
医学倫 理学」 を 担 当 。 平成13年度か ら 隔 年 で 薬
学部修士課程で も 「医療倫 理学J を 担 当 。 今後
は 質 の 充実 に 努力 し た い 。
歴 史 学
歴 史学教室 は 、 医療人 を 育 む こ と を 目 的 と す
る 本学 に お い て 、 歴 史学が果 た す べ き責 任 の 重
さ を 痛感 し 、 授業 内容や講義形式 の吟 味 な ど、
試行錯誤 を く り か え し て い る 。 開学か ら 平成元
年 (1989) ま で を 日 本史学の小津浩先生、 平成
元年か ら 平成 9 年 (1997) ま で を 西洋史学の高
畠 純夫先生が主宰 さ れ、 そ れぞれ 日 本近代思想
史、 古代 ギ リ シ ア 史 と い う 専 門 の 立場 を 基軸 に 、
教養教育 と し て の歴 史学 に 取 り 組 ま れ た 。 そ の
後、 平成12年 (2000) 8 月 に 日 本古代史学 を 専
攻す る 谷 口 が着任 し 、 先人の苦難 と 工夫 を 引 き
継 い で い る 。
現在 の 開 講科 目 は 、 治療行為 を 東西 の 歴 史 の
流 れ に 位置 づ け る「 治療 の 文化 史 」 、 自 国 の 文
化 的特 質 の形成 と 展 開 を 考察す る 「 日 本の 歴 史
と 文化」 、 性差意識の歴 史 的 変 遷 と 現状 を検討
す る 「 ジ ェ ン ダ ー 論」 な ど講義形式 を と る 科 目
と 、 演習 形式 を と る「 セ ミ ナ ー 」 で あ る 。 講義
形式 を と る 際 も 、 受講生 に 課題 レ ポ ー ト の提 出
を 求 め 、 そ の 回 答 を 授業 内 に て 紹介す る な ど、
双方 向性の維持 に努め て い る 。
教育体制 の 整備 と し て 、 教室 に お け る 入 門 書
の 充実 を は か つ て き た 。 日 本史学 に 留 ま ら ず、
歴 史学 の 一般書、 仏 教 ・ 美術 ・ ジ ェ ン ダ ー に 関
す る 書籍 な ど、 学生の興味 に 応 え る こ と を 目 的
と し て い る 。 歴 史学教室 の ス タ ッ フ は専任ー名
で あ る た め 、 西洋史学 を 非常勤 に よ っ て お り 、
東洋史学 に つ い て は未 だ 開 講 の な い の が現状で
あ る 。 人的不足 は い か ん と も し が た い が、 そ の
欠 を埋 め る べ く 、 せ め て 書籍 の 充実 を は か つ て
い き た い と 思 っ て い る 。
研究面 で は 、 日 本古代 の精神史的様相 を 解 明
す る こ と を 課題 と し 、 平安 中 期 の蔵 人 の 日 記 を
翻刻 し 、 解説 と 論考 を 加 え た 共著 を 先 ご ろ刊 行
し た 。
歴 史学 と は 時 間軸上 に 生 き る 人 間 の 唯一 性 を
捉 え る 学 問 で あ る こ と に襟 を 正 し 、 教育 ・ 研究
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に い っ そ う 励 ん で、 い く 所存 で あ る 。 お )J添 え く
だ さ っ た 学 生 の み な さ ん 、 教 職 員 の 方々 に 深 謝
し 、 今後 も ご支援 を お 願 い す る 次 第 で あ る 。
心 理 学
( 1 ) 研究体制 の 現状
ス タ ッ フ・ 松井三枝助教授
研究 テ ー マ . 統合失調症 に お け る 認知 障 害 の 神
経機構 の 解 明 神 経心理学 と 脳 画像酬 究。 認知
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 開 発 、 ヒ ト 脳 の 発達 と 高
次脳 機 能 の 関 連 お よ び前頭葉損傷 に お け る 高次
脳 機 能 の 検討 な ど。
( 2  ) 教育体制 の 変遷 と 現状
学部教育 . 医 ・ 看 ・ 薬 の 1 . 2年 次tt を 対象 に 、
前 学期 は 科 U I 人 の心 と 行動j を 担 当 し 、 後学
期 は 「認知科学」 を 担 当 。
大 学 院教育 : 医学系研究科博1: 課程 に お い て は 、
楼 井 芳 雄 助 教授 の 代 か ら 継 続 し 、 「 行 動 分析 学
特論 . ì寅背 」 を 担 当 し 、 専 門 的 な 研究j去 に 関 す
る 指導 を 行 っ て き た υ こ れ ま で松井が直接指導
し て 博士 の 学位 を 取得 し た 者 は 3 名 で 、 現在、
指導 を 行 っ て い る 博士課科 の 学 生 が 3 名 い る 。
平成15年 度 に 医学系研究科修1: 課程が設置 さ れ、
「 臨 床 行動科学」 の 講 義 を:}lJ ýI'! し て い る 。 こ れ
ま で に 心理学分野 の 学午が] 21'1 お り 、 研究指導
を 行 っ て き た 。 心理��'f:分野 で は 、 臨床実習 を 志
望 し て い る 学生 も 多 く 、 そ れ に 見合 っ た カ リ
キ ュ ラ ム の 充実 と ス タ ッ フ の 配世 が求 め ら れ る 。
( 3 )沿革
昭 和 60年 1 1 月 か ら 、|ぇ 成 8年 7 月 ま で楼 )1 芳雄
助教授 (現在京都大 学教授) が雀籍 した 。 、|ξ 成
9年 1 1 )j に 松 J1三三枝が着任 し 、 Jえ が llil で は 数少
な い 臨床 神 経心J'IFf: を 専 門 と し た研究室 を 整 え
て き た 。 共 同研究が不 可欠 な 分野 で あ り 、 精神
神 経 医 学 、 脳外科学、 小 児 医 学 、 放射 線医学、
生理学 お よ び シ ス テ ム 情動科学等 の教需 と も 随
時 連携 し て い る 。 大学院生お よ び研究 員 の 増大
に 伴 う 部犀 や 設備 の 不足が最 大 の 課題 と な っ て
い る 。
( 4 ) そ の 他
現在、 附属 病 院 に お い て 、 神経心理学 の 専 門
的 兼務 を 行 っ て い る 。 今後、 ニ ー ズ の 高 い 医療
心理室 と い っ た各 科か ら の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン
を 直接受 け る こ と が可 能 な シ ス テ ム を 提起 し 、
整 え て い く こ と が必安 で あ ろ う υ
行動 科 学
平成 5 年 、 富 山 医科薬科大学医学部 に 定員6 0
名 の新た な 看護学科が設置 さ れ、 そ れ に 伴 い 一
般教養担当 と し て 行動科学が新設 さ れ た 。 設立
か ら 看護学科 に お い て 、 1 年後期、 2 年前期 に
行動科学 I、 II を 開 設 し 、 ま た 医 学科 に お い て
も 開 講 し た 。 設立 当 初 の 行動科学の シ ラ パ ス を
見 る と 、 「今 日 、 こ れ だ け 医 療技術 ・ 科学 や 生
活環境が発達 し た社 会 に あ っ て も 、 患者の 数 は
減 る ど こ ろ か増 え る 傾 向 に あ り 、 ま た病気 の 質
も 慢性疾患 に首 位 の座が移 り つ つ あ る 。 こ の よ
う な 状況 に 対 し て こ れか ら の 医療 の 一翼 を 担 っ
て い こ う と す る 学生 は 、 患者の心理 ・ 行動 だ け
で な く 人 間 一般の行動 の特徴、 諸 問 題 を 理解 し
て お く 必要があ ろ う J と 医療 に お け る 人 間 の 行
動 を 理解 し よ う と 幅広 く 内容が設定 さ れて い た 。
平成14年医学科 に お い て 全国 的 な 医学教育 の
改革 の一環 と し て コ ア カ リ キ ュ ラ ム の導入が提
唱 さ れ、 そ れ に 伴 い 行動科学 は 内容的 に 心理学
と統合 さ れ 「人の心 と 行動」 と い う 科 目 に 変更
に な り 、 「 人 の 心 と行 動 IIJ を 担 当 す る こ と に
な っ た 。 そ の改革 に よ り 、 看護学科の 行動科学
は 「人 の 心 と 行動」 に 吸収 さ れ、 ま た 薬学部で
は 「人の心 と 行動IIJ を 担 当 す る こ と と な っ た 。
平成15年、 人 間 の 行動理解の一環 と し て 新 た
な科 目 「感情学入 門J を 生命健康科 目 の 中 に 設
定 し 、 私がこ れ ま で研究 し て き た情動 を 含め た 、
ま た研究 を 通 し て 日 頃感情 に つ い て 考 え て き た
こ と を 学生諸君 と 共 に 考 え て み た い と し て 開 講
し た 。
行動科学 は、 開 設 当 初 か ら 看護学科 に 深 く 関
係 し 、 一般教育担当 な が ら 、 看護学科 4 年生の
卒業研究お よ び平成 9 年 か ら の 看護学科大学 院
修士課程の 基礎看護学 に 属 し 、 こ れ ま で 5 名 の
修士学生 を 指導 し た 。
研究は一貫 し て 、 情動、 感情の行動神経科学
的研究 に 焦 点 を 当 て 、 ラ ッ ト を 用 い た神経生理
学的研究お よ び ヒ ト を 用 い た 共感の研究 を 中心
に 進 め て き た 。
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〈 ス タ ッ フ の 変遷〉
声且弓・
創 立以来、 教授 ・ 助教 授の 2 人体制 で あ る 。
こ れ ま で の ス タ ッ フ の在任期 間 一 覧 を 以下 に 記
す 。
須藤修作 : S. 5 1 .  4 - S .  6 0 . 3 (教授)
白 井 進 : S. 51. 4 - S. 6 0 . 8 (助教授)
S. 6 0. 8 - H. 1 .  3 (教授)
笹野一洋 : S. 6 1 . 4 現在 (助教授)
南部徳盛 : H. 1 . 10 現在 (教授)
( 現在の研究 テ ー マ〉
南部 : 微分方程式。 特 に 、 非線形放物型方程
式 の研究。
笹野 : 力 学系 理論。 特 に 、 曲 面上 の微分同 相
写像や 3 次元空 間 上 の 流 れ の 周 期軌 道
の位相 的構造の研究。
( 教育体制 : 現在 ま で〉
南部 ・ 笹野が協力 し て 、 医 ・ 看 ・ 薬 の 3 学科
の教育 に あ た っ て い る 。 担 当 す る 教科 の 内 容 は 、
解析学 ・ 線型代数学 に 加 え 、 数理統計学 ・ 情報
処理学 ・ 自 然現象の モ デ ル化 と そ の解析等、 時
代 の 要求 に 呼応 し て 多様化 し つ つ あ る 。 さ ら に
解析学や線型代数学 に お い て も 、 コ ン ビ ュ ー タ
を 使 っ た 視聴覚教材 の活用 な どの改革 を 推進 し
て い る 。
〈 教育体制 : 今後の展望〉
入試の多様化 に よ り 、 各学生 の学力 に 大 き な
差異が生 じ て き て い る 。 加 え て 、 来年度か ら は
所謂ゆ と り 教育 を 受 け て き た 学生が入学す る こ
と と な り 、 い よ い よ そ の学力 差が増大 し て い く
と 考 え ら れ る 。 今後 は 、 こ れ ら の 「多様化」 に
対応 し つ つ も 、 た だ単 に 時代 に流 さ れ る ま ま に
な る の で は な く 、 と も す れ ば専 門 課程 に お い て
軽視 さ れが ち な 「考察す る j と い う 「数学が本
来 的 に 持つ性質」 を 、 一般教育課程の う ち に 学
生諸君 に伝 え て い き た い と い う の が、 数学教室
と し て の 願 い で あ る 。
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物 理 学
物 理学教室 は 、 林光彦 が名占屋 大学か ら 昭和
5 1 年 4 月 に 教授 と し て 着任 し た こ と に 始 ま る 。
続い て 、 同 年 6 月 に 田村 A郎が教務補佐員 ( 翌
年 4 月 よ り 教務職日) と し て 着 任 し 、 4空 年 4 月
に は豊百JI& -.:_ が*京大学物 性研究所 か ら 助 教授
と し て 着 任 し た 。 以来 、 19年 間 人 員 構 成 は 変 わ
ら な か っ た が、 林教授 は平成 8 年 3 月 に 定年 退
宵 し 、 本学名 誉教授 に な っ た ( 平 成 1 3 年 4 H に
遊士 ) 。 ま た 、 、li 成 9 1f 1 2 月 に豊富 は 教J乏 にKL
T干 し た 。 そ の 後、 平 成 1 2年 4 J J に 、 宮 ド析 が東
北大学金属材料 研 究所か ら 助 教授 と し て 着任 し
たU 平 成 1(ìir 3 n に豊富 教授 は 定年退官 し 、 日
ド は そ の 後任 と し て 同 年 9 月 に 教授 に昇 任 し た
が、 間 も な く 病 に よ り 、 平 成 1 7 年 1月 に逝去 し
た 。 ま た 、 平成 1 7 年 4)J に は 広島大 学 か ら行出
勝 ーが助教授 と し て右 任 し た 。
教育 で は 、 |豆 、 菜 、 看護 学 科 に 対 す る 物周 学
のf品義 と'K 験 を-JI[ 'lí し て き た が 、 林教授の退官
以降 は 教員 に欠民 が あ る 期 間 が長 く 、)J'市勤講
。I!î に中点 ら ざ る をf号 な い こ と カ1多 かっ たぐ fiJIヲE で
は 、 fl!村 は 林教授 の 退官 後 も 超微粒 fや 金属 間
化fT 物 の メ スパ ウ アー効果 に よ る 研究 を続 け 、
数編 の論文 を発 表 し た 。 ム 方 、'l[{ド は*北大時
代か ら の科i品 成長 の 研究 を 続 け 、 平 成 1 2イT'-I主 教
育研究学 内特 別 経費 、 「水熱j去 に よ る ハ イ ド ロ
キ シ ア パ タ イ ト単結品 の育成」 が、 史 に 、!と 成 15
年 度 に は 科 研費 、 基盤研 究(C) I酸化哨[鉛 ホ
モ エ ピ タ キ シ 成長 の た め のJ+�板 開 発」 が係択
さ れ たo 'f�r-f 、rr!村 は 共 同 研究 を計l到 し て い た
が、 日lご救J乏 の逝去 に よ り 、 ' 1'1トーせ ざ る を 得 な
く な っ た こ と は 真 に 残念で、 あ る 。 ご冥福 を お祈
り中 し L げ る c ま た 、 古旧 は 医療被ぱ く の 飛躍
的 な軽 減 が 期待 で き るX線 検出 器 の 開発 を
わ っ て い て 、 平 成 1 6 年 度 に は 科研 費 、 :f，: 子研究
(A ) I シ リ コ ン ・ ス ト リ ッ プ干剣H�� を月l い た 医
療用X線撮像装 置 の 開 発」 が採択 さ れ て い る c
イヒ
尚子
富 山 医科薬科大学 は 、 昭和5 1{f会 4 月 に 宮 山 中
市 高 校 の{反 校舎 内 に 開設 さ れ、 化 学教室 の 教官
と し て 、 永 田 (教綬) 、 広上 (助 教 J受 ) が 着 任
し 、 医学部 と 薬学: 部 の 第 1 Ili1'主 に対 し 講 義 を 開
始 し た 。 1111和5 2年 に は 杉 谷 キ ャ ン パ ス に 講義実
習 械が完成 し 、 講義 と化 学実宵 が こ の新校舎で
行 え る よ う に な っ た の 4 月 か ら は 平井氏が教務
職 員 と し て着 任 さ れ たコ 5 3年 に は 医学 部研究棟
の 完 成 に と も な い研究宅 の A部 を借 り て 似住 ま
い 、 5 4年 に 共 同 利 用 棟 の 完 成 で、現イド の化 学研 究
室 に 落 ち 着 い た c 5 4{f会 4 月 に は 平井 氏が薬学部
助 干 と し て 転出 さ れ、 後任 と し て 高橋 さ ん が着
任 さ れ た の ま た 、 昭和621f 4JJ に 教務職 員 のI高
橋 さ ん が薬学部助子 と し て 転出 さ れ、 後任 と し
て 角 出 さ ん が着 任 さ れ た 。 平 成 6 年 の 3月 に 永
rH 教授が週'l'\ さ れ た c 、li 成 9 {j: 6 J J に 助 教授!よ
上 が教授に封イ1: し 、 平 成 12年 4 月 に宵lil 医科薬
科大 学薬学部助 手 の高 橋 さ ん が助教抵 に井 任 さ
れ たコ 化学字文京 は 平 成。:fj.: 4 TJ か らiド1，文 9 {jê 5 
Jj ま で、教授イJ仰い 、|三成 9;''[: 6月 か ら 、|勺J文 1 2年 3
月 ま で、助教t�ィィ: の状態 で、 講義 と化 学実 習 を行
わ ざ る を え な い 状態が 6年 間 もあい、 たり 平成 1 6
1f 3 JJ に141 橋 さ ん が城内国際大学楽 学部教授 と
し て 転11\ さ れ た の 後任 と し て 、 島根大 学総合主p
て 学部物質科学 科助手 の 杉森 さ ん が 、|勺え 16年10
J] に 助 教段 と し て 着任 さ れ たu
fヒヴ: 教室 は医学 部医 学科 のl 年次生 に対 し什二
体布機化 学 、 物士111化 学、 化 学実験 を 、 医学部看
護 学 科 の 1 iド 次 生 に 対 し 基 礎化学 ( 実 験 を合
む) を 、 楽学:青11薬科学科 の 1 年 次生 に 対 し 、 基
礎化 学 、 基礎有機化 学I 、 化 学実験 を 担 当 し て
い る 。 ま た 、 全学 の I 、 2 年次生 に 対 し 選択科
日 と し て 有機化 学入門 と 量子化 学入 門 を 開 講 し
て い る 。 さ ら に 、 必要があ れ ば、 高等�[: 校 で化
学 を履 修 し て こ な か っ たう叶二 に 対 し 、 化 学序論
を 開 講す る こ と と な っ て い る 。
生 物 学
昭和51年 4 月 に 開 設 さ れ た 生物学教室発足 当
初 の専任教員 は 、 本田昂 と菅 野延彦の両教授で、
本田 教授が 「一般生物学」 を 、 菅 野教授が 「細
胞生物学」 を 担 当 し て 医薬 の 学部学生 の教育 に
あ た っ た 。 本 田 教授の専 門 は 放射線生物学で、
平成 4 年 4 月 に 本学医学部に 放射線基礎医学講
座が新設 さ れ る と 、 そ の 初代教授 に 転 じ た 。 菅
野教授 は 、 分子生物学の分野で薬学研究科の 多
く の 大学院生 を 指導す る と と も に 、 薬学部選出
の評議員 を 経て 平成12年 4 月 に 定年退職 し た 。
こ の 問 、 生物学教室 に は 数名 の教務職員 が在職
し た が、 日 比野泰英博士 は 、 本学医学部 の 生化
学講座 の助教授 に 転 じ た 後、 他大学 の 教授 に 採
用 さ れ た 。
本 田 教授 の 後任 と し て 、 尾 崎宏基教授が 平成
9 年 7 月 に 鹿 児 島 大学助教授か ら 転入 し た 。 同
教授 は 「脳梁 の 形成不全の メ カ ニ ズ ム の解明 と
前脳交連線維系 の 形成 に 関 す る 原 因 遺伝子の探
索」 を ラ イ フ ワ ー ク と し 、 そ の研究成果 は 、 ] our­
nal of Comparative Neurology を は じ め と す る
学術専 門雑誌に掲載 さ れて い る 。 ま た 、 尾 崎教
授 は 、 学部学生 の教育 に 携 わ る と と も に 、 実験
実習機器セ ン タ ー 長や 医学部選 出 の 評議員 を 歴
任 し 、 現在 (平成17年 9 月 ) は 、 学長補佐 と し
て大学の管理 ・ 運営 に 参画 し て い る 。 さ ら に 、
平成10年 4 月 に は 荒舘忠修士が富 山 県立大学か
ら 教務職員 と し て 赴任 し 、 ま た 、 定年退職 し た
菅 野教授の 後任 と し て 、 平成13年 9月 に 片桐達
雄助教授が東京都 医学研究機構主任 か ら 転任 し
た 。 同助教授 は 免疫生物学 を 専 門 と し 、 現在、
学部学生 と 薬学研究科の大学院生の教育指 導 ・
研究活動 に 情熱 を 注 い で い る 。
学 部 の 生 物 学 教 育 で は 、 平 成 14年 度以降 、
医 ・ 看 ・ 薬 の 3 学科で順次 コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム
が導入 さ れ、 そ れ に と も な い従来 の 「一般生物
学」 と 「細 胞 生 物 学」 の 区 別 を 廃 止 し て 、 「生
命科学」 と い う 新 し い授業科 目 に 再編 ・ 統合 し
た 。
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統計 ・情報 科学
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
研究テ ー マ
臨 床 試 験 の 計 画 と 解析、 QOL 質 問票 開 発 と 評
価、 診療 ガ イ ド ラ イ ン の 策定及 び評価、 統計入
門教育法、 医 学 関 連 の 共 同研究及 び相 談事業。
ス タ ッ フ (現時点)
折笠秀樹 (教授) 、 四 谷伸子 (事務補佐員 ) 、 伏
江詩子 (事務補佐員) 、 岩城美雪 (技術補佐 員 ) 、
八 回 基稔 ( 医 学修士大学 院生) 、 酒 井弘 憲 ら 6
名 (協力研究員 ) 。
主 な研究業績
Q豆豆並立旦 Ikeda Y， Shim ada K. Shigematsu 
H :  Oral beraprost sο dium as a prostaglandin 
1 2 analogue for vascular events in patients 
with peripheral arterial disease : meta-analy­
sis of two placebo-controlled randomized tri­
als . ] ap ] Pharmacoepidemiol ， 2004 ， 9 
( 2 )  : 45 - 5 1 .  
Y okoyama A， Ori旦旦 H， for the ] ELIS Inves­
tigators : Eff ects of eicosapentanenoic acid on 
cardiovascular events in ] apanese patients 
with hypercholesterolemia : Rational， design， 
and baseline characteristics of the ] apan EPA 
Lipid Intervention Study (] ELIS) .  Am Heart 
] ， 2003 ; 146 : 13 - 20. 
折笠秀樹 : EBM と 生 物 統 計 学. ] pn ] Bio­
met， 2003 ; 24 (special issue) : S104 - S113 .  
科学研究費補助金等の 受入状況
平成17年度 笹川 医療医学財 団 「終末期 医療 に
お け る QOL 向上 に 関 す る 研究助 成J (主任)
平 成 16-17年 度 文 部科 学 省 「 医 薬 品 の 有 効
性 ・ 安全性の統計的評価法 の新展 開J (分担)
平成15-17年度 厚 生労働省 「エ ビ デ ン ス を 適
切 に 統合す る メ タ ・ ア ナ リ シ ス の 理論、 応用 と
普及 に 関 す る 調査研究J (分担)
平 成 14-15年 度 文 部 科 学 省 I QOL 質 問票 開
発 に お け る 項 目 反応理論の応用研究J (主任)
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学会活動
海外 は 米 国統計 学 会 な ど 6 学 会 、 国 内
は 日 本計量生物学 会 な ど 7 学 会。
日 本 計 量 生 物 学 会 ・ 日 本 臨 床 薬 理 学
会 ・ 日 本薬剤疫 学 会 、 評議員 。
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
看護学科
医療情報処理 ( 必修 1 コ マ )
医療統計 学 (必修 1 コ マ )
看護学科 大 学 院
医 学 科
薬科学科
全学共通
看護統計情報論 ( 選択 2 コ マ )
情報処理 学 (必修 1 コ マ )
統計学 (必修 1 コ マ )
情報処珂1 学 ( 必修 1 コ マ )
統計数字 の読 み)J ( 選択 1 コ マ )
医学薬学大学院
バ イ オ 統百十学 特論 (選択1 コ マ )
バ イ オ 情報学特論 ( 選択l コ マ )
デ ー タ マ イ ニ ン グ判 論 ( 選択l コ マ )
医療技術評価論 ( 選択 1 コ マ )
3 ) 治市 に つ い て
設置年 月 日
主 要 人事
平成 6 年 1 0 月 1 5 U 、 初代統計 ・ 情報科
学教授へ就任。
無し
施設、 設備 の 整備、 充 実
統計情報実習室 の パ ソ コ ン 更新、 臨床
式 験デ ー タ セ ン タ ー の構築。
4 ) そ のf也
米 国 大学院官学 2 名 、 英 国 大学院留学
l 名 、 大 阪 大 学 大 学 院 1 名 、 京 都 大 学
大学 院 3 名 を輩 出 。
QOL 講 背 会 ・ 新 聞 記 事 の読 み 方 な ど
公 開 講座 を 3阿 開催。
北京 中 医薬大学 と 学術交流 を 継続 中 。
英 圭五回口
、|λ成 1 5年 3 月 に 藤 本[E文教授が退官 さ れ、 新
た に 同 年 9 月 に 木村裕i 助教授が着任 さ れ た 。
日 本 人専任 は 今ま で の松合茂助 教授 と i貨同和 子
助教授の 3 人 で あ る 。 外 国 人 教 師 のジ リ ア ン ・
ケ イ 女 史が任期 を 終 え て帰 国 さ れ た あ と 、 ロレ
ー ン ・ サ ッカ 一久ゐ史 、 エ リ ザベ ス ・ ホ ラ ン ダ ー
ズ 女 史 と 3 年 契約 で任期 を 務 め て い た だ き 、 現
伝 レ ス リ ー ・ ラ ィ リ 一 女 史が外国語教育専任助
教授 と し て 任務 し て い る 。 こ の 数年 間 、 各 々 の
外 国 人 教 師 の 協 )J ・ 指導 に 恵ま れ、 講義外活動
の E. S. S. ク ラ ブ で の 個 別 指 導 で 、 朝 日 新 聞 の 全
同英 語 ス ピ ー チ 大会で 1 位優勝 し 、 ま た 西 日 本
医 科 大 の ス ピ ー チ 大 会で数午米連続 し て l 位の
成績 を お さ め た 。 各 人 の研究上の志 向 が異 な る
が、 英語学、 英語教育、 英丈 学 関 係 の 主 な る 研
究領域が ー応 網羅 さ れ て い る形 で あ る 。 う ち 、
文部科 学 省 科学研究 費受領似l 究 と し て 、 木村裕
-: 1 件 (平成1 6 年 度~ 平成 1 7 年 度 ) が あ る 。
教 育 体制 の 変 化 は 、 従 来 、 富 山 YMCA に 講
師 を 依存 し て い た が、 富 山県 内 の 大学で教育経
験の あ る 外国 人 や 日 本 人 と 而接 し て 講 師 の 依頼
を す る こ と に し た 。 ま た 医学部 と 協力 し て 、 医
学英 語 の 講義 プ ラ ン 作 成 と 実施 を し 、 ま た 外部
か ら の 専 門 の 講�ilj を 招 い て 講演 を 実施 し た こ と
は 、 学生 に と っ て貴 重 な体 験 に な っ た 。 平成16
.{f 度 よ り 現在ま で 、 教養 課程の英 語教育 と し て
多 様 な 授業 を 提供 す る た め 、 コ ン ビ ュ ー タ ー を
援用 し た 英語教育 を 第三 外国語 と と も に 展 開 し
て い る 。 ま た 、 学外単位認定制 度 と し て 、 従米
か ら あ っ た 英 検 に 加 え 、 、|三 成 17 {f 度 よ り
TOEFL、 TOEI C に よ る 単 位 認 定 を 新 た に 追
加 し た 。
Z虫 言書
こ の30年で独語 の位置づけ は大 き く 変化 し た 。
凋 学 当 初 は上原、 諏訪 田 の 2 名 に 非常勤 を 加 え
た 体制 で あ っ た 。 し か し 、 国 際語 と し て 英語の
地位が確立 さ れ独語 の 需要低下が指摘 さ れ る に
伴 い 、 1985年 か ら は 常 勤 は 上 原 1 名 と な っ た 。
上 原 退官後 の 94年 に 名執 が赴任。 以降 、 授業 も
1年前後期週 2 回 の 開 講 と 縮小 ・ 集 中 化 さ れ、
英語 を 主 に し た 現在 の 必修選択制 が定着 し た 。
ま た 、 第 二 外 国語 は 長 ら く 独語 と仏語 の 体制
だ、 っ た が、 2001 年 か ら は 中 国語 の 非常勤 と 合 わ
せて 3 言語 で の 平行授業 に な っ た 。 そ の 際、 人数
制 限 を 置 き 、 演習 的授業が最低限可 能 な 規模 を
保証す る よ う に も な っ た 。 こ う し た 改革 は 第二
外国語 教育の新 し い 意義 付 け を意識 し た も の で
も あ っ た 。 一言でそ れ を 言 う と 、 多 様化 し た 国
際 社会での知的 国民性の教育 と で も 言 え よ う か。
英語 教育の意義 は疑 い よ う が な い が、 物 お じ な
く 自 立 的 に 様 々 な 文化 で行動 し う る 素地 を 大学
は ま た次世代 を 担 う 若 者 に 植 え 付 け て ゆ か な け
ればな ら な い。 そ し て 、 そ れ は 多 様 で あ る だ け
で は な く 実践 的 で、 聞 か れ た 文化 的 関心 を 伴 っ
た も の で な け れ ば な ら な い。 そ の狙 い の 中 で ま
た 、 04年 か ら は PC を 用 い た 自 主学習 セ ミ ナ ー
(独 ・ 仏 ・ 中 ) お よ び Web で の 自 主 学 習 用 HP
を 開 始 し た 。 ま た 、 国際的 な場で通用 す る 知 的
教 養 と い う こ と で2002年か ら は オ ペ ラ を 使 っ た
セ ミ ナ ー も 行う よ う に な っ た 。 研究 は 上原 の 中
高 ド イ ツ語 研究か ら 名執 の 文学 シ ス テ ム の社会
学的分析へ と 様変 わ り し た 。 名執 が 目 指す の は
同 時代 の海 外の 文化活動 の 現状 を 広 く 経験的 に
調査す る 分析手法の 開発で あ る 。 そ う し た 手法
を 定着 さ せ ら れ た な ら 、 一 部 の 突 出 し た作 品 に
光 を当 て る 旧 来 の や り 方で は な く 、 価値流動的
な 現代 に 見合 っ た 、 分析 的 で批判 的 な 、 多 様性
を 考慮 し た海 外文化の 紹介の新 し い 形 も 見 え て
く る 。 そ れ は ま た 教育 に も 還元 で き る は ず で、 あ
る 。
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保健体育
保健体育科 は 本学 の 開学時、 昭和51年 4 月 に
旧 富 山 中 部高校の校舎 に て 金子基之教授 (平成
3 年 3 月 定年退官、 名誉教授、 平成15年10月 故
人) が主任 と な り ス タ ー ト し た 。 杉谷 キ ャ ン パ
ス に 講義 棟 を は じ め 、 52年 に体育館、 テ ニ ス コ
ー ト が完成 し 、 53年 に 陸上競技場、 野球場 及 び
弓 道場が竣工 し た 。 そ の 後 、 水泳 プ ー ル 、 武道
館が完成 し 、 保健体育講義 、 実技の授業が軌 道
に 乗 る こ と に な っ た 。 ま た 、 学生の 課外活動 も
こ れ を 機 に 盛 ん に な っ た 。
53年 に は研究室、 実験室が共 同 利用棟内 に 建
設 開 始 さ れ、 同 年 、 小野寺孝ーが同科 に 着任 、
二 人体制 で教育、 研究 を 遂行 し た 。 平成 3 年、
金子教授退官後、 平成 9 年、 小野寺が後任教授
と し て 就任 し た 。 平成13年 に は保健体育科の助
教授席 を 保健体育科 よ り 分離 し て 保健福祉学 を
立 ち 上 げ、 岩岡研典が就任 し た 。 研究 に お い て
は 、 関学以降 一貫 し て 児童生徒 の体力 増進や 生
活習慣病 の予 防 に 関 す る 問 題 を 取 り 扱 っ て き た 。
ま た社会貢献の分野で は 、 富 山 県 の ス ポ ー ツ 振
興 に 関 す る 審議委員 や 各種委員 会委員 と し て 多
く の提案や事業 の 遂行 に 携 わ っ た 。
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保健福祉学
本 研 究 室 は 平 成 13年 (200 1 年 ) 4 J] 、 筆 者
( 岩 岡 ) が全 国 公募 を 経 て 着 任 し た 時点、 に 端 を
発 す る 。 こ こ で い う 「保健 福 祉 学」 と は 、 「 障
害児 ・ 者 や 高 齢者 の 健康 の 維持増 進 の た め の 健
康運動科学」 の 意 で あ る 。 間 際 的 に は A d apted
Physical A ctivity と い う 概念で 去 さ れ る 研究教
育領域が こ れ に該 当 す る 。
平 成 1 3 - 14年 に は 「脆弱 な 高齢者の 動作特性
と 機能 的 身体 自 立 に む け た 活動 プ ロ グ ラ ム の 開
発」 、 平 成 1 5 - 1 6年 に は 「 虚弱 高 齢 者 ・ 身 体 障
害 児 の 動 作 と 筋 出 力 の 安定性 に お よ ぼす 身 体活
動 と 身体認知 度 の 影響」 の テ ー マ で科学研究 費
補助金 ( い ず れ も 、 基盤研究 (C) ( 2 ) ) を 受
け た 。 t な研究結果 はドl 際 障害者体育 ・ ス ポ ー
ツ 学 会や ア ジ ア 障 害者 体育 ・ ス ポ ー ツ 学 会 等 で
発表 し て お り 、 第 1 4 1fll [_li] 際障害者体育 ・ ス ポ ー
ツ 学 会 ( 於:韓 国 、 ソ ウ ル 、 平 成 1 5 年 ) で は 、
こ れま で進 め て き た イ ン ク ル ー シヴ な身 体表現
活動 に 関 す る 実践研究が、 ビデ オ 発表 部 門 に お
い て 最優秀賞 を受賞 し た 。 ス タ ッ フ 1名 の み の
倒 究宗 で あ る た め 、 他大学 の研究持や 、 隣 接領
域で、 あ る保 健体育 の 小野寺 教段 ら と適宜 共 同 し
て 、 研究 を 進 め て い る 。
着 任 時 は 医守t 科 ・ 薬科学科 2 年 次生 を対象 と
し た 「保健福祉系 実行 」 を 開 講 し て い た が、 カ
リ キ ュ ラ ム 改編 に と も な い 、 1見イ正 は 両学 科1年
次生 を 対象 と し た 「身 体 と 運動 の 科学 」 の な か
の 「保健福布|系 コ ー ス 」 の'五習 と 、 、与 初 か ら の
ュt;'，i菱ザ:干J' 1 {ド 次 生 対 象 の 「保健福 祉 系 実習 」 、
全学科 1 ・ 2 年次生対 象 の 講義 「保健 と 福祉J
を 開 講 し て い る 。 実習 で は 障 害 者 ス ポ ー ツ や 感
覚 遮 断 ・ 身{本可動部位 制 限 な どのJ疑似f本月史 教材
をJtj い て 、 身 体的立を:呉 の 大 き な 他r;' を客観 的 に
認識す る と 同 時 に 共 感的 に却 解す る こ と を企図
し て い る 。 講義で、 は 幼児か ら 高 齢者ま で ( 障 害
児 ・ 者 を 合 む ) の 性派発達 に お よほ す 身体 活動
の 影響 と 、 そ の 保 障 の た め の)j 策 や 関 連す る 保
健福祉 問 題等 に つ い て 、 論瑚 的 に 考 え る 能力 の
1疹 得 を u t� と し て い る 。
日本語 ・ 日本事情
1 989年 4 月 、 初 代 日 本語 ・ 日 本事情担 当 大星
光 史 に よ り 研究 室 が 開 設 さ れ た 。 留 学f!二会 の 課外
補講 と し て 、 大星 は 中級 日 本語 ・ 日 本事情 を 担
当 し 、 非常勤講師 と と も に 2 レ ベ ル 3 コ マ の母
語別 日 本語補講 を 2000年 3 月ま で 開 講 し て い た。
2000年度、 担 当 教 員欠 員 の た め 非常勤 講 師 に よ
る 補講が行 わ れ た 。
2001if 4 月 、 日 本語 ・ 日 本事情担 当 に鎌 田倫
子 が着任、 日 本語補講 を 拡充す る 。 2002 年 度 よ
り 、 大 学 院 医学系研究科 の必修単位、 薬学系研
究科 の1'[ H:l 単{立 と 課外補講、 全 て のJ受業 を 統合
し 、 5 レ ベ ル 8 コ マ の 総合 日 本語 コ ー ス を 開設
し た 。 本学 の 留 学 生 は 、 人ザ: 11手 に 日 本語能 力 条
件 を 課せ ら れ な い 大学院生が中 心 で あ る た め 、
ffi学生60名将 度 の 本学 で も 日 本語能力 に はf)J級
か ら卜点止ま で の 聞 き が あ る 。 総合fJ 本語 コ ー ス
に よ り 、 よ う や く 官 学 生 の 日 本語力 に 応 じ て ク
ラ ス を 選択で き る レ ベ ル 別 1 1 本語 コ ー ス と な っ
た 。 し か し 、 専 任 1 1'1 で 5 レ ベ ル を 開 講す る た
め 、 1 レ ベ ル の ク ラ ス 数 は 初級 週 2 コ マ 、 中上
級 週 l コ マ で あり 、 卜 分 な 1 ! 本語 コ ー ス と は言
い 難1，.， \， ま た 、 ク ラス 数が 少 な い た めu本事情
ク ラ ス を 別 に 設 け ず 、 日 本記l ク ラ ス のIjl で 日 本
の文 化 や 習 慣 を積械 的 に 教 え る よ う配 慮 し て い
る 。 今後 は全留学生 に 11fゐ 問 で初級 終f 程度の
日 本語能力 を つ け る た め に 、 初級 をJlI.! 3 コ マ と
し 、 日 本語 コ ー ス の ム層 の 充 実 を図 っ て い き た
し ミ 。
H 本語 ・ 日 本事 情担 当 は 学科 LJ の 一 日 と し て
^*'J: 教義科 1I も 担 当 し て い る 。 大星 は 1 989ij: か
ら 2000年ま で 日 本文学、 中 で も 短歌 の作家論、
丈学論 を 講義 し た の 2002年 度 か ら鎌問 も 教養 の
「宍丈 化理 解| を 担 当 し 、 Il 本入学 '1: のい1I緊瑚
解 を 推進 し て い る 。 そ の 他、 学 午 ク ラ ブ の顧問
と し て 、 国 際 医療研究 会 に よ る ス タ デ イ ー ツ ア
ー を 実 施 し 、 ま た 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 組織 し
て 留 学 生 と の 交流 を 進 め 、 日 本 人学生 に 広 く 国
際 的 な 視野 を養 う こ と に 努め て い る 。 今後 も 日
本入学生 と 留 学!j:_ の 交流 に よ り 相互理解 を 推進
し て い く 所 存 で あ る 。
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解 剖 学
( 1 ) 沿革
本 講 座 は 、 昭 和 50年 4 月 に 解 剖 学 第 1 講 座
(松 田 健 史教 授) と し て 開 講 さ れ た 。 平 成 元 年
松田 教授が逝去 し 、 後任に 大谷 修教授が平成
2 年10月 に 赴任 し た 。 平成15年 3 月 、 解剖学第
2 講座が再生 医学講座 (組織学 を 担 当 ) に 改組
さ れ、 本講座 は解剖 学講座 と 名 称変更 さ れ た 。
( 2 ) 人事
平成 7 年 4 月 、 篠原治道講 師 は 本学 医学部看
護 学科 の 教授 に 昇進、 平成11年 4 月 金沢医科大
学解剖 学教授 に 転 出 し た 。 平成 7 年 4 月 中 谷毒
男 助 手 は 金沢大学医学部解剖 学講座 の 講 師 と し
て 転 出 、 翌年、 助教授 に 昇進、 平成 10年11 月 金
沢大学 医学部保健学科教授 に 昇進 し た 。 直近10
年 間 に 、 部 旭建、 粛 藤麻由、 李 瑞錫が助手
を 勤 め た 。 平成11年 4 月 に 大谷裕子 を 助 手 に 迎
え 、 解剖学実習 に於 け る 学生の健康管理等が充
実 し た 。 同 氏 は 、 平成16年 4 月 か ら 本学大学事
業所 の 産 業 医 (兼任) と し て も 活躍 し た 。 平成
15年 3 月 、 森沢佐歳助教授が辞職 し 、 平成16年 4
月 金津寛明助教授 を 迎 え た が、 翌年 3 月 に 辞職
し た 。 平成15年 4 月 松尾 光浩 を 助 手 に 迎 え た 。
こ の 問 、 王 全新 ( 日 本政府奨学金、 大学院) 、
王 伯鈎、 Raksawan Poonkhum ( 日 本学術振
興会論博支援 プ ロ グ ラ ム ) 、 Pariviz Bazzi， Leila 
Roushangar の 留 学生 を 受 け 入 れ た 。
( 3 ) 教育
本講座 は 、 人体解剖学教育 を 担 当 し て い る 。
「富 山 医科薬科大学 し ら ゆ り 会J (柳 田 友道理事
長) の協力 と 支援 に よ り 、 年 間 50体前後が献体
さ れ、 十 分 な 解剖 学実習が可能 と な っ て い る 。
「人体解剖 学概説J (18 コ マ ) 、 「人体解剖 学実
習J (10� 1 2 月 ) 、 器官系 別 の 講義 ( 5 コ マ ) を
担当 し て い る 。 こ の他 に 基礎配属 、 臨床基礎実
習 (選択) と し て 人体解剖 を 行 っ て い る 。 ま た 、
薬学 部 「人体機能形態学J (15 コ マ ) 、 医科学修
士 課程 の 医 学概論「解剖 学 の 誕生J ( 1 コ マ ) 、 及
び 「人体形態学J ( 8 コ マ ) の 講 義等 を 担 当 し
て い る 。
( 4  ) 研究
第 1 の 課題 は 、 リ ン パ管 ・ リ ン パ節の新生 ・
再生機構の解明 で あ る 。 主 な 成果は、 ①横隔膜、
壁側胸膜 リ ン パ管 の 分布 、 微細構造、 及 び発生
の解析、 ②肝臓 リ ン パ管通液路の解析、 ③ リ ン
パ節 に お け る リ ン パ濃 縮機構等 を 解 明 し た こ と
等 で あ る 。 第 2 に 、 扇桃 体 に お け る ニ ュ ー ロ ン
の シ ナ プ ス 結合様式 を 二重免疫電顕法等で研究
し た 。 第 3 に 、 人体解剖 に よ る 臨床解剖学 的研
究 を 行 っ て い る 。 科学研究費 は 、 平成 6 � 7 年
度 に 一 般 研 究 (C ) 、 平 成 9 � 1 1年 度 に 基 盤研
究 (C ) 、 平成16�18年度 に 基盤研究 (B) を 研
究代表者 と し て取得 し て い る 。
( 5 ) 学会活動等
教授 は 、 日 本 リ ン パ学会常任理事、 日 本顕微
鏡学会常務理事、 臨床解剖研究会幹事、 篤志解
剖全国連合会副会長 を 務め 、 日 本解剖 学会 コ メ
デ イ カ ル教育委員会 委員 長、 同教育委員 会委員
と し て 活躍 し て い る 。 ま た 、 C ells Tissues Or­
gans、 Journal of Electron Microscopy、 及 び
リ ン パ学の 編集委員 を 務め て い る 。 平成16年 6
月 18�20 日 、 第28 回 日 本 リ ン パ学会総会兼 ア ジ
ア 太平洋合 同 リ ン パ学 カ ン フ ァ レ ン ス (富 山 国
際会議場) を 担 当 し た 。 国 内 外か ら 200名 超 の
参加者があ っ た 。 平成17年 3 月 27、 28 日 に は 第
35 回篤志解剖全国連合会総会 及 び 関 連会議 (本
学) を 担 当 し た 。 平成17年 3 月 29�31 日 に は 、
第 1 1 0 回 日 本解剖学会総会 ・ 全 国 学 術 集 会 (本
学) を 担 当 し た 。 日 本初 の学生 セ ッ シ ョ ン に 、
全 国 か ら 多 数の 学部学生が参加 し た 。 企業 関 係
者 ら も 含 め 全体 で 1 ， 700名 超が参加 し 、 活発 な
発表 と 討議が行 わ れ た 。
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生 理 学
本 講 座 は 、 昭 和 52年 4 月 1 日 、 小野 武 年 教 授、
西野 仁雄助教授、 佐 々 木和 男 助 手 と 松 山 春 f技
官 の 4 人が着任 し 、 lj工会理学 ( 第三) と し て 開 講
し た 。 そ の 後27年 間 、 平 成 1 5 年 3 月 3 1 日 に 退官
す るま で、小野 教授が本講座 を 主宰 し 、 研究お よ
び教育 を 進 め て き た 。 こ の 問 、 75 人 が大 学 院 生 、
研究生ま た は 協 力 研究 員 と し て 、 ま た 9 人 が外
国 人各 員 研究 員 と し て 研究 に 参加 し 、 7 人 (由
野 、 佐キ 木、 村本、 福 田 、 Ijl 村 、 丙 条 、 川内)
が大学教授 に 就任 し た (現庄 は こ れ に 加 え 、 出
淵 お よ び 出 村 も 教授 に 就任 し て い る ) 。 本 年 度
(平 成 1 7 年 ) 4 月 1 n か ら は 、 当 講 座 ・ 前 助 教
授 の岡 村f 以 が教授 に 就任 し 、 永福智志 助 教授、
上野 照子助 手 、 Tr an Hai A nh 助 手 、 北村貴志
技官、 丙森美秘事務補佐 員 、 岩城久 美研究生の
7 人体制 と な っ て い る 。
教育 に問 し て: 学 市教育 で は 、 平 成 1 3年今 度ま
で は 医学部医 学科生 を 対象 と し た 生理学の系統
講義 と 実 習 ( 3 年 次 生 ) 、 プ レ メ デ イカ ル 講 義
( 2 年 次 生 ) 、 統 合 講 義 ( 1[ 年 次lj:J 、J師走配 属
( 3 年 次 生 ) 、 早 期 体験 実 宵 ( 1 年 次 生 ) 、 チ ュ
ー ト リ ア ル教 育 、 薬学古川: を対 象 と す る11:理学
講義 ( 2 年 次 生 ) な ど を 行 っ て き た ハ ま た 、 平
成1 4年度か ら は コ アカ リ キ ュ ラ ム 化 に{、ド い 、 医
学科'Iê を対 象 と し た 「 人体の 生理機能」 に 関 す
る 系 統講 義 ( 2 年 次 't ) 、 お よ び I lfll 液 ・造lfll
出 疾患」 、 「 内 分泌 ・ 栄養 ・ 代謝 ・乳房j 、 「精神
系 」 の コ アカ リ キ ュ ラ ム 講 義 の 一郎 ( 3 、 I[ {f
次 生 ) を 担 当 し 、 本 年 度 か ら は こ れ に 加 え 、
「腎 ・ 尿路系 」 、 「神経系 」 、 「運動器 ( 骨 格 筋 ) J 、
「 眼 ・ 視覚 系 」 の コ アカ リ キ ュ ラ ム 講 義 の A 部
( 3 、 4 'qc: 次 午 ) お よ び 「 臨 床 午科 学」 、 「 先 端
脳科学」 の 各 選択必修科 目 ( 3 、 4 年 次 生 ) を
担 当 し て い る 。 大学院教育 で は 、 医学系研究科
I寺上課程専 攻者へ は 細 胞 シ ス テ ム 牛瑚特論、 小
体恒常生理学特論、 感覚 認知 シ ス テ ム 情報特論、
佼襲 的脳活動計 測 実習 、 特 別 実 習 コ ー ス な ど、
ま た 、 医学系研究科修士課程専 攻者 へ は 人体機
能学や 臨床行動科学 の 講義 を 担 当 し て い るつ な
お こ れま で 、 木議時 で、行 っ た研究 に よ り 43 人 が
博 1:せ を 取得 し た 。
研究 に 関 し て ・ 当 講座 で は 小野 教授 の 指 導 の
ド で 、 1 ) 視床下 部外側野 に よ る 動機 づ け 行 動
や情動 衣 出 の 神 経機構、 2 ) 扇桃体 に よ る 生物
学的価値評価 と 意 味認知 に芯 づ く 快 ・ 不快'1育 動
発現機構 、 3 )  j毎日立 体 に よ る 空 間 お よ びエ ピ ソ
ー ド 記憶 の 神 経機構、 4 ) 前部帯状 回 に よ る 感
覚 情報か ら 行 動 出 力 へ の 変換処埋 機構 、 5 ) 視
床 背 内 側 核 に よ る 情動発現 の 神 経機構、 6 ) 感
覚 視!示 に お け る 報酬 予測 お よ び感覚 種 聞 の 相庄
作 用 、 7 ) 中 隔核 に お け る 場所記憶 一 情動発現
情動 表 出 の 表象過程、 8 ) 前頭前野 に お け る
動凶 ・ 車、欲の維持、 状況認知 お よ び意思決定の
神 経機構 、 9 ) 大脳恭氏 核 に よ る 行動m 力 変換
機構、 10) 脳 一 免疫 相 問 、 11 ) 場所学習 お よ び
報酬 予 測 に 関 す る ド パ ミ ン 受容体サ ブ タ イ プ の
役割 ( 遺 伝 子 改 マ ウ ス を 用 い た 研究) 、 12)双
極 子 追跡 j去 の 改 良 (頭皮 頭蓋 骨 脳 脊髄液一
脳 の 4 層 実形状モ デ ル の 開 発) お よ び非侵襲的
ヒ ト 脳機能計測、 13 ) 抗痴呆薬 の 作 用 機序 に 関
す る制 胞 か ら 行動 レ ベ ル の研究、 14 ) 動 物 用 高
磁場機 能 的儀 気共 鳴 阿{象ìl� を 用 い た 脳 虚 血 、 動
機 づ け 行 動ま た は 向 精神薬作川 に 関 す る似| 究、
1 5 )前 部上 側 頭溝 お よ び前古15卜 側 頭 皮 質 に お け
る 「顔」 の 認知 ・ 記憶 の 神 経機構、 1 6 ) 胎生期
ス ト レ ス の情動や神経発達へ の 影響 に 関 す る 研
究 な ど を 行 っ て き た 。 以 上 の 研 究 成果 は 、 Na­
tur e 誌 を は じ め と す る 国 際 誌 に 掲 載 さ れ、 高
い 許制li を 受 け て い る 。
ま た 、 新エ ネ ル ギ ー ・ 産業技術総介 開発機構
や ヒ ュ ー マ ン ・ フ ロ ン テ イ ア ・ サ イ エ ン ス ・ プ
ロ グ ラ ム の研究助 成 に よ る 英 、 米 、 仏 の 第一線
の 研 究 者 と の 大 型回 際 共 同 研 究 ( 1認 知 ・ 記憶
の 側 頭 葉 機構」 、 昭 和 63午~ 平 成 3 年 ; 1 海 馬
体 は 記憶 に ど う 作 動 す る か」 、 平 成 4 年~ 平 成
8 年) や 富 山 で の 3 回 の 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
( 1認知 ・ 記憶 の 脳 内 機構: ニ ュ ー ロ ン か ら 行動
ま でj 、 平 成 3 年 1 0)] ; 1 知 覚 . �己↑怠 ・ 情 動 の
脳 内 機 構: 神 経 科 学 の 最 前 線」 、 平 成 7 年 7
H ;  1 大脳 辺縁 系 と 連合皮質系: 基礎 、 臨 床 お
よ び計 算 論」 、 平 成 11{f10月 ) の 主 催 な ど を 通
し て研究の 国 際化 を 推進 し て き た 。
生 化 学
[生化学講座 の研究者] 現生化学講座 は 、 富
山 医科薬科大学 開 設 と 共 に 岡 本宏、 野瀬清 (昭
和大学教授) 、 伊藤信行 (現京都大学教授) 、 山
本博 (現金沢大学教授) ら に よ り 開 講 さ れた 第
一 生化学講座が前 身 で あ り 、 平成16年の大学院
組織改革 に よ り 第三生化学講座 の独立専攻系編
成 を 機 に改称 さ れ た 。 30年 を 経過 し て 、 ス タ ッ
フ は 、 昭和 60年 6 月 に 教授 と し て 着任 し た 平賀
紘 一 と 助教授加藤一郎、 川 口博、 高津久美の両
助手の 4 人で あ る 。 こ の 問 、 助 教授 と し て 活躍
し た 山 本雅之、 日 比野康英 は そ れぞれ、 筑波大
学 と 城西大学で教授 と し て研究 ・ 教育 と 大学の
管理の 要職 に あ る 。
富 山 医科薬科大学の 開設時期 は 、 生化学の 領
域の研究法 の 歴 史 的 な 革新 の 時期 に 当 た っ て い
た 。 つ ま り 、 Berg らに よ る DNA ク ロ ー ニ ン
グ ベ ク タ ー の 開 発、 Maniatis ら に よ る フ ァ ー
ジベ ク タ ー を{吏 っ た ゲ ノ ム DNA ラ イ ブ ラ リ ー
の作成、 Temin ら が発見 し た 逆転写酵素 な ど、
現在 の DNA テ ク ノ ロ ジ ー の 基礎技術 と 材料が
開発 さ れ た 時期 で あ っ た 。 伊藤 ら の Vasoactive
Intestinal Polypetide cDNA の ク ロ ー ニ ン グ も
第 - 生化学か ら こ の 時期 に 発表 さ れ た 。
新規研究法 の 導入 に よ る こ の 時期 の研究の特
徴 は 、 人 の 遺伝的疾患 の研究が堰 を 切 っ た か の
ご と く急 速 に 進 ん だ点 に あ っ た 。 グ リ シ ン 開 裂
反応 の研究 と 共 に 育 っ た平賀 の着任 と 共 に 開始
さ れ た 、 ヒ ト の 非 ケ ト ー シ ス 型 高 グ リ シ ン 血症
の 原 因 遺伝子の構造決定 も 、 こ の 時期 の研究の
特徴そ の も の を 反映 し て い た 。 回顧 的 に は 、 山
本 雅 之、 呉繁男 (東 北 大 助 教 授) 、 久 米 晃 啓
( 自 治 医科大学助 教授) は、 ま だ 市販 さ れ て い
な カ、 っ たλ gt1 1 を{吏 い ヒ ト目干 cDNA ラ イ ブ ラ
リ ー を 作成 し 、 並行 し て作 っ た 抗体 を 使 い グ リ
シ ン 脱炭 酸酵素 cDNA を は じ め と す る 3 種 の
グ リ シ ン 関 裂系 構 成 酵 素 cDNA を ク ロ ー ン 化
し た 。 今 風 に 言 え ば、 新 規 タ ン パ ク 質 cDNA
の ク ロ ー ン 化 で あ っ た 。 こ れ ら の cDNA を 使
い 、 第二外科学 の大学院生だ、 っ た榊 原 年宏が、
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こ れ も 自 家製 の ヒ ト ゲ ノ ム DNA ラ イ ブ ラ リ ー
か ら ク ロ ー ン 化 し た 遺伝子 の 正常構造 と 比較 し
て 、 研究開始後 5 年弱 で 、 こ の疾患の 原 因 遺伝
子 の 世界 に 先駆 け た 同 定例に な っ た グ リ シ ン 脱
炭 酸酵素遺伝子 の 5' 領域の 欠失変異構造 を 決
定で き た こ と は 、 当 時 の 平均的遺伝子研究進展
速度 と 比べれ ば格段 に 早 い研究展 開 で あ っ た 。
こ の 欠失変異領域 に 相 当 す る 本遺伝子 の転写調
節領域の研究 は 岡 本宗司 か ら 始 ま り 、 川 口博 ら
が三 カ 所の遠 隔領域の相互作用 に よ る 調節 を 明
ら か に し た 。
本疾患 の 原 因 究明への平賀 ら の も う 一 つ の 貢
献 は 、 配合族 リ ポ酸 を 持 た な い異常 H ー タ ン パ
ク の 同 定だ、 っ た 。 こ の患者が示 し た 神 経変性の
機構 は 、 加藤一郎が H タ ン パ ク 遺伝子破壊 マ
ウ ス を 作 成 し 、 新 し い 方法 を 導入 し て研究 し て
い る 。 ま た 、 こ の研究 と の 関 連で、 高 津 と 加藤
は異常 ニ ュ ー ロ セ ル ピ ン封 入体形成 に よ る 中枢
神経障害機構解析 の モ デ ル マ ウ ス を 開拓 し た 。
一方、 伊藤博之、 森ヶ 崎進、 古谷田裕久 ら は
四塩化炭 素投与 ラ ッ ト 肝の急 性障害期 に 出現す
る は ずの肝の生存 因子の初期の探索 を 行 っ た 。
山崎一麿 が ガ レ ク チ ン - 3 の 肝細胞で の 誘導 を
解 明 し 、 李 芳 は 、 ガ レ ク チ ン - 3 遺伝子の転写
調 節 因 子 の 同 定 と そ の誘導機構研究へ道 を 開 い
た 。 レ ク チ ン の 誘導 と い う 珍 し い現象 と そ の 肝
細胞障害修復 に お け る 役割の解明 と い う 新規研
究課題の研究が継続 さ れて い る 。
こ の 問 、 高 道恵 利子 は事務業務 を 処理 し 、 研
究 を 補佐 し た 。
[教育] 医学科学生 を 対 象 と した 「生化学」
を 故藤 岡 基二教授 と 担 当 し た 。 時代 の 変化 を 反
映す る 学生の気質 と カ リ キ ュ ラ ム の 変遷 を眺 め
る と 、 基礎医学教育 に お け る 生化学 ・ 分子 生物
学の教育法の再考の必要性 を 痛感す る 。
[科学研 究 費 補 助 金 の 取得]奨励研究、 4 件 ;
萌 芽 研 究、 1 件 ; 一 般 研 究 (C ) 、 6 件 ; 基 盤
研究 (C) 、 1 件 ; 基盤研究 (B) 2 件 ; 特 定研
究、 1 件。 ま た 、 加 藤 は21世紀 C OE の 研 究 分
担者 と し て役割 を 果 た し て い る 。
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再 生 医 学
( 1 )沿革
当 教宅 の 前 身 は 昭和 52年 4 月 に 産声 を 上 げた
解剖 学 2 で あ る 。 初代かっ 唯一 人 の 解剖 学 2 の
教授 で あ る 高 屋 憲 一 教授 (現、 富 山 医科薬科大
学 名誉 教 授) を 中 心 と し て 、 木 村 通 夫 助 教 授
(現、 関 両銀灸 大学教授) 、 藤 岡!享 子助 子 (現、
近畿 大 学 医 学 部助 教 授) 、 宮 田 堅 司 助 手 (現、
束洋 ソ ー夕、 ) で ス タ ー ト し た 。 昭和59{f に 古 田
淑 子 助 子 (現、 助 教授) 、 昭 和 60年 に 川 真 田 聖 会
助教授 (現、 広 島 大学教授) が着任 し た 。 、|λ 成
8 年 4 月 に 岡 音11素典が助手 と し て 着{壬 し 、 平成
1 3年 4 月浮 田 石勝が、 平成 1 7年 6 月戸 田 丈持 が
助 手 と し て 赴任 し た 。 教� の 事 務 と制 究 の補助
は 飯野 る み子事務官、 安川|湯 子技官、 石黒努事
務官、 j青;k 由 美 子事務官、 竹腰貢美 f事務官、
水谷洋子事務補佐官 と 続 き 、 現千E占 市恵 美子事
務補佐官が担 当 し て い る 。
( 2 ) 研 究 の 変遷
平 成 7 年 6 月 に 長年 の 懸案 で あ っ た二 次 イ オ
ン 質 量 分析装置 (SIMS: secondar y ion mass 
spectr ometer ) が生物へ応 用 す る H 的 で はfl本
で 初 め てう 研究常 に 設置 さ れ た 。 こ れま で分析
が不可能 と さ れ て い た 生体 内幹 元素 、 微量元 素
の 分析 に 熱 しゅl 線が送 ら れ た 。 興味 を 持つ 多 く
の研究室 (皮膚科学、 外科学 2 、 政射 線|天学、
内 科学 3 、 放射 線iL 礎 医学、 眼科学、 歯科 LI腔
外科学) の教官、 大学院生 を 交 え 早 速 、 連 日 連
夜 、 SIMS 稼 働 の 講 宵 が 行 わ れ た 。 SIMS は 一
朝 ムタ に 取 り抜 え る 機械 で は な く 、 そ の 道 の り
は 長 く 険 し い も の で あ っ た が、 高 屋 が 開 発 し た
新鮮凍結乾燥超 薄 切 片 j去 を 基礎 に 微量元素 の 組
織 内 分布 の イ メ ージ 像 の 作 成 、 定昆: 分析 の 検討
を 行 っ た 。
大学院生 ( 、|ι 成 9 iド か ら 、l三 成1 2年 ) の何利 は
SIMS観 察 前 段 階 の 凍結切片 迅 速 固 定 ・ 染 色 方
法 を 開 発 し 、 迅速 に 測 定部伎 を 決定 し 測 定す る
こ と を 可 能 と し 、 そ れ を 元 に |天学博L: の 学校 を
取得 し た 。
岡 部 は SIMS の 立 ち 上 げ運営 に 尽)J し 、 白 ら
は可ji鉛 の，*- 体 内 分布 、 定法 を 勝臓 ラ ンゲ、 ルハ ン
ス 島 を 用 い 検討 し た 。 、lξ 成 1 51f に は 丈部科学 省
海外研 究 員 と し て Pr of. Mathi聞 の 元 で研鐙 を
深 め た 。
吉 田 は 平 成 1 6年 か ら 17年大阪 医科大学 と 共 同
で脳腫場 の 治療効果 向 上 に 関 与 す る仰j 素製剤 の
脳 内 分布 を 測 定 し て い る 。 平 成 1 7年 か ら 保健 医
学講座お よ び富 山県 衛生研究所 と 共 同 で 、 海洋
深層 水 の ス キ ン ケ ア 効果 を 微量 元素 の 動 向 か ら
検討 し て い る 。
他方、 古 出 は リ ン パ性組織の微細構造、 細 網
細 胞 の 形態 お よ び機能 の 検討 を 基盤 に 樹状細胞
に つ い て 研究 し た 。 平成 9 年 にj慮、 胞樹状細 胞の
権威 で あ る Pr of.Szakal の 元 に 留 学 し (文 部 科
学 省 在 外研究 員 ) 、 婦問 後 はノ ッ ク ア ウ ト マ ウ
ス を 用 い 、 サ イ トカ イ ン レ セ プ タ ー の 発現 と 樹
状細胞 の フ ィ ー ド パ y ク 機能 に つ い て 研究 を重
ね て い る 。
( 3 ) 教育
教 育 の 激動期 で あ っ た こ の 10午、 組織学、 細
胞生物学、 組織 と 各臓提 の構 成 、 機能 と 位 置 関
係 I、 II、 さ ら に は コ アカ リ キ ュ ラ ム の 系 統 別
講義 と 名称 や 対 象 学r.rム は 変 わ っ た が 牛耳 し て 組
織形態 学 の 講義、 実宵 に 従事 し た 。 基礎配 属 で
はザ: 部学作 に 試料 作 成 、 染色 な ど を 実施 さ せ、
i'l ら が合同 実践 し 結果 を 導 き11'1 せ る よ う に配 慮
し た 。 修士宇生 ( 、ド 成 1 5 年 � ) に は 人体機能形
態 学 の 講義 を 行 っ て い る 。 占 111 は 、|勺戊 12{f よ り
人 門 チ ュ ー ト リ ア ル を 担 当 し て い る。 平 成 1 1 年
か ら1 4年ま で什立 を 対 象 に リカ レ ン ト と し て 組
織形態 、 微呈 元素 に 関 す る 教育 議内 を開 講 し た 。
平 成 ] 4年 に f ど も夢 基 金主舵 で 開 講 し た 「 ミ ク
ロ の 世界への い ざ な い 」 が '1 1 、 高 校 生 の 興 味 を
ひ い た こ と は 大変 う れ し い こ と で あ る 。
(;[ ) 新 た な 旅 \J� ち
平 成 1 7 年 4 ) J 、 解剖学 2 は 信州 大学 よ りて 階
堂敏雄 教授 を 迎 え 、再 生 医学 と 講贈 名 も 改 め新
た な ス タ ー ト を 切 っ た 。再 生 医 療 の 材 料 と し て
有望 な 羊膜の研究 を 元 に ( 1 )  stem cell の 同
定 ( 2 ) 癌 stem cell の!日I 定 ( 3 )  tissue engi­
neermg を 3 本 の 柱 と し 、 地域 に 根 ざ し た再 生
医 学 の 拠点 と な る よ う ス タ ップ A 同希望 に 胸膨
らま せ日 々 精進 し て い る 。
病 理 学 ( 1 ) 
日 本で は 、 戦 前 と戦 後 の 短い期 間 に は殆 どの
病理学者 は ド イ ツ に 留学 し 、 ド イ ツ 病理学 を 規
範 と し て き ま し た 。 昭和30年代後半か ら 日 本の
病理学者の 多 く が ア メ リ カ に 留学す る よ う に な
り 、 病理組織診断学の重要性が認識 さ れ る よ う
に な り ま し た 。 そ の 頃か ら 、 病理学 は病理組織
診断学 と 病理解剖 学 を 研究 の主 体 と す る 人体病
理学 と 生化学 と 分子生物学 を 病理学 の 側 面 か ら
研究す る 実験病理学 と に 分かれ る 傾 向 に な っ て
き ま し た 。 病理学会が 人体病理学 の グ ル ー プ と
実験病理学 の グ ル ー プ と に 分裂す る 危機があ っ
た 時期 で も あ り ま す。 平成10年 頃 よ り 、 全国 各
医科大学 ・ 医学部 に 2 講座 あ る 病理学教室 の 1
つ を 人体病理学 を 専 門 に 、 他の 1 つ を 実験病理
学 を 専 門 に す る と の 方針が全国 各医科大学 ・ 医
学部 に浸透 し 、 そ の 方針 に 従 っ て 教授選考が行
わ れ る よ う に な り ま し た 。
平成11年 8 月 に 人体病理学専 門 の 教授 と し て
高野康雄が本学 に 赴任 し ま し た 。 1 か 月 遅れで
病理学(2) に 笹原正清教授が実験病理学専 門 の 教
授 と し て 赴任 さ れ ま し た 。 小生 と は 言 わ ば同期
の桜で、 そ の 時 よ り互 い に 協力 し な が ら 良好 な
関係 を 保 ち な がら 現在 に 至 っ て い ま す。 赴任 当
時 は 、 教授 1 、 助教授 1 、 助手 2 、 大学院生 1 、
技官 2 、 非常勤職員 1 の 陣容で し た 。 現在 は 、
教授 1 、 助教授 1 、 助手 3 ( 1 人 はモ ン ト リ オ
ー ル の MacGil 大 学 医 学 部 病 理 学 教 室 に 留 学
中) 、 COE研究員 1 、 大学院生 7 (留学生 2 人、
臨 床 医 4 人、 病 理 1 人) 、 研 究 生 2 、 技 官 2 、
非常勤職員 2 の 陣容です。 小 生 は 腫蕩病理組織
診断学 を 研鐙 し て お り 、 消化管 と 造血器腫蕩 を
専 門 に し て い ま す。 研究課題 は 、 発癌機構 と 癌
の浸潤 ・ 転移 を メ イ ン テ ー マ と し て お り 、 現在
は、 1 )  ] C  virus の癌原 ウ イ ル ス と し て の役割
の+食言す 、 2 )  galectin - 3 ノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス
に お け る ニ コ チ ン 代謝産物N NK の 発癌作用 の
検討、 3 ) 網 膜活性 プ ロモ ー タ ー . SV40T 抗
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原 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク マ ウ ス に お け る 癌 の浸
潤 ・ 転移の解明、 を 研究 し て い ま す。 常 山幸一
助教授 は 肝臓の病理組織診断学 を 専 門 に し て お
り 、 non-alcoholic steato-hepatitis (NASH) の
発生機序 を 研究 し て い ま す。 村井嘉寛助手 (学
内講師) は石綿 と カ ド ミ ウ ム汚 染 の疫学的、 病
理学的研究 を し て お り 、 石綿 の研究で は 業績 を
挙 げて い ま す。 ま た 、 胃 癌 に お け る p53変異 と
Epstein-Barr virus 感染 と の 関係 を 分子病理学
的 に 検討 し 、 着実 に 成 果 を挙 げて い ま す。 高橋
博之 助 手 は 大学 院卒業 2 年 目 で あ り 、 ま だ 人体
病理学の研鐙 の 途上ですが、 筆頭著者の 英文論
文 を 2 報持 っ て お り 、 平成 18年 の 10 月 に 林伸一
助 手 と 交代で MacGil 大学医学部病理学教室 に
留学予定です。 病理専 門 の 大学 院 4 年 の 野本一
博 は 外科医 10年選手で病理 に 転 向 し た 変 わ り 種
ですが (小生 も 内科医 を 6 年 し て い ま し た が) 、
良 く 勉強 し ま す。 立派 な 病理医 に な る こ と は 間
違い あ り ま せ ん 。 将 来 は 乳腺病理専 門 医 に な る
予定です。 留学生 は エ ジ プ ト か ら 1 人、 中国 か
ら 1 人来 て お り 、 そ れぞれが真撃 に 仕事 を し て
お り 、 本国 に 帰国 後、 当 該国 の病理学会 で指導
的 な 立場 に な る こ と が期待 さ れ ま す。 臨床か ら
は 、 第 三 内科 2 人、 和 漢診療学 1 人、 歯科 口 腔
外科 1 人ですが、 そ れぞれが朝早 く か ら 夜遅 く
ま で勉学に励 ん で い ま す。 技官で は 、 熊 田 時正、
八 田 秀樹が 出 色 で 、 免疫組織化学 で気 を は い て
い ま す。 2 人で免疫組織化学 に 関 す る 欧文論文
を 仕 上 げ、 科学研究費 も 何 回 か 受 領 し て い ま
す 。 現在 は 、 超 音 波 に よ る 免 疫組織化学 の 増
感法 を 基礎放射線が講座 と 共 同 し て 開発 し て い
ま す 。 技術補佐員 の安吉佳奈 子 は 分子生物学の
技術 に 秀 で て お り 、 秘 書の井上 ゆ か り は笑顔 を
絶や さ ず し っ か り と 講座 を 支 えて く れて い ま す。
当 該講座 は 医薬大出 身者が多 く 、 医薬大色 (今
後 は 富大色) の 強 い 講座です。 こ れ ら の 名 前 を
挙 げた 内 の 中 か ら 富大 ・ 医 、 北陸 と 日 本 の 人体
病理学 を 背負 っ て く れ る 人材が輩 出 す る こ と が
期待 さ れ ま す。
1 80 第 4 帝 講座等の沿革
病 理 学 ( 2 ) 
講座初代教授、 小泉寓美朝 は 、 昭和52年 か ら
平 成 1 1 年 に わ た り 、 情熱的 に 医学 教育 に 取 り 組
み 、 さ ら に 、 人体病理学 を 中 心 と し 、 そ こ で帰
納 さ れ た 概念 を 動物実験な ど に よ り 実証す る と
い う 講 座 の 基本姿勢 を 確立 し た 。 教宅 員 と と も
に 、 教育 ・ 基礎研究 ・ 診断学 に 根 ざ し た 基礎病
理学講座 の 縫 を 築 き 、 多 く の 医学者 を 育 成 し 、
医 学 の 発展 に 大 き く真 献 し た 。 千 成 1 1 年 の 定年
退官後 に 名手=? 教授 と な り 現在 に 至 る 。
小 泉 は 平 成 7 年 か ら 若 木邦彦助教授 と 体制 を
作 っ た c お も な 研究 は 、 病 巣 感 染 の 免疫病理学
的研究、 穆原病 に お け る 血管 炎 の 病図 的解析、
慢性 関 節 リ ウ マ チ 滑膜 炎 の 病理学的検討 な ら び
に 学 内 ・ 外の他講昨今 と の 共 同 研究 に 集約 さ れ る 。
平 成 8 年 に は 日 本血管研究会 を ι ち仁 げ、 そ の
成果 は 平 成 1 6年難治性血管炎 の 診療 マ ニ ュ ア ル
と し て 調査研究班 に よ りま と め ら れ た 。 研究の
集大成 の 宇 部 と し て 、 平 成 9 {f に H 本歯科保存
学 会特 別 講演 に て 、 病巣 感染の病理 を 発表 し た 。
ネl 会 貢 献 で は 、 平 成 7 年 に は]I CA の 計両 に
よ る サ ン パ ウ ロ州 、kカ ン ピ ー ナ ス 大学 に お け る
技術指 導 の た め の 人材 を 派遣 し た 。 公主健康被
害 調 査 ・ 子 防 に 取 り組 み 、 IriJ 年 に は 環 境庁 長
官 ・ {Î)I:道子大臣 よ り 感謝状 を 授与 さ れ た 。 平
成 10年 よ りカ ド ミ ウ ム の 健康へ の 影響 に 関 す る
研究班員 と し て 活動し たに
平 成 1 1 年 9 月 に篠原IFì古 が第J 代教授 と し て
着任 し 、 若 木助教授 と 体制 を 組 み 、 新 し い 講座
と し て 出 発 し た 。 現在、 干îì幸伸助教授 ( 平 成 1 6
年 よ り ) 、 尾 矢 剛志 学 内 講 師 ( 平 成 1 3年 よ り ) 、
七 井 陽 f 助 手 ( 平 成 14年 よ り ) 、 倉 茂i羊」 教 務
職 員 、 松 島貴 子技官 の 体制 に て 、 )+� 礎病理字講
座 の 業務 を 遂行 し て い る 。
学 部 教 育 は 、 病 理 学 総 論 ・ 各 論 を 通 年 で 授
業 ・ 実習 を 行 っ て 来 た が、 近 年 は 、 病理学総論
の み が病理学講義 と し て 残 り 、 各論部分 は 、 臓
器 別 講義 に 組 み 込ま れ た 。 疾 病 の 病態発午、 形
態 学 を 主 と す る 疾患 の観 察 な ど を 主 に 講義 ・ 実
習 を 展 開 し て い る 。 学 生委 員 会 、 教 務委 員 会
( 平 成 1 5 年 、 委 員 長 ) 、 予 算委 員 会 (平成 14年委
員 長 ) 等 を 通 じ た 教育活動 も 行 っ て い る 。 大学
院修士課程 に お け る 病理学講義 と 、 医学系研究
科認知 ・ 情動脳科学独 立専攻科 の 協 力 講座 と し
て 、 博士課程 の 講義 も 行 っ て い る 。
人体病理学 の 活動 は 、 附 属 病 院 の 病 理解剖業
務 を 行 い 、 学部学性、 研修|え そ の 他 の 医 師 を
対 象 と し CPC を 行 っ て い る 。 随 時 、 医 師 会 等
の 要 請 に よ る CPC も あ る 。 少 数 な が ら 近 隣 の
病 院か ら の妥 求 に こ た え る 病理解剖 も あ る 。 外
科病理診断 は 、 附 属 病 院 の 病理部お よ び他 院 か
ら の 材 料 に つ き こ れ を 行 っ て い る 。 地域 の 交検
会 や 病 理 学 会 の 参加 や 学 内 で、 の 検討 会 に よ り 診
断 の 精 度管理 と 修練 に 努 め て い る 。
お も な 研究 は 、 '1:'相互 神 経 に お け る 転写 因 子研
究 、 血小板 由 米増殖 因 子 を 主 と す る 増殖悶子 の
生体 に お け る 役割 の 解析 に つ い て で あ る 。一 部、
日 本公衆衛生協 会 に て 公害病 の研究 も 行 っ て い
る 。 疾 病 の 発 生す る 基礎 と な る lf.命現象 の 解 明
と 病態生理の別解、 さ ら に は 、 疾病 の 治療 や 予
防 を H 指 し な が ら 、 独 自 のf反日見 に 基づ く独 創 的
な 研究 を 行 っ て い る 。 他 グ ル ー プ と の 共 同研 究
も 進 め て お り 、 平 成 1 6 年 か ら 、 科学 技術振興機
構 の 戦 略 的 創 造ilJI 究 推 進 事 業 (CREST) に も
参 加 し て い る 。 平 成 1 1 年 以 米 、 大 森 義 明 ( 1 2
年 ) 、 足欠剛志 ( 1 4年 ) 、 YI NG-LUA N ZHA O  
( 1 5 年 ) 、 壬JJf:陽子 ( 1 5 年) 、 野 上京 治 ( 1 6 {f ) 、
高 之揚 ( 17 年 ) の 学位論文 を 指導 し た 。 研究交
流 の 推 進 の 為 に 、|正 成 1 1 年 に は 、 鮒 忠 r 教授 ( ス
ウ ェ ー デ ン 、 イ エ テ ボ リ 大学) を 招聴 し 、 セ ミ
ナ ー を 開 催 し た 。 !毛矢剛志 は 、|ξ 成 1 3 午 、 学部の
支援 を 受 け て 、 鮒 恵 子教授 の も と に 1 週 間 の 海
外研修 を 行 っ た 。 平成 1 7年{jjl: 陽 子 は鮒 恵子教
授 の 1'. に 海外 出 張 に よ る 研究活動 を 展 開 し た 。
社 会 貢 献 と し て 、 若木邦彦 ( 昭 和 58� 千 成 1 3
年 、 助 教授 と し て 在籍 ) が平成 12年新潟県 新発
同 病 院 、 松井 A 裕 (平成 1 3 � 1 4 年 、 助 教授 と し
て 在 籍 ) が済年 会 高 |吋 病 院 、 川 口誠 が平成14年
新潟労災病 院 、 高 川 i青が平 成 1 6 年!黒 部 市民病 院
へ、 そ れ ぞれ、 転 出 し 、 地域医療 の 中 核 を 担 う
病理 医 と し て 活躍 し て い る 。
以上、 平 成 7 � 1 7 年 の 講座 の 沿革 を 概観 し た 。
感染予防医学
1 ) 研究 ・ 教育体制、 沿革 に つ い て
・ 設置 年 月 日 1996年
細菌学 ・ 免疫学講座 と 寄生虫 部 門 (病理学講
座) の 改組 に よ り 免疫学講座が分離 さ れ、 細菌
学お よ び寄生虫 学 を 基盤 と し て 新 し い 感染症の
変貌 に も 対処で き る 教育、 研究、 臨床対応 を 行
う こ と を 理念 に 平成 8 年 に 感染予 防 医学講座が
新設 さ れ た 。
研究 で は 、 院 内 感染対策 を 中 心 に 取 り 組み、
医学部 2 年生 (後期) と 3 年生 (前期) を 対象
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に 、 「細 菌 ・ 真 菌 ・ 寄 生虫 j の 講 義 と 実 習 、 さ
ら に 医学部 4 年生 を 対象 に 「感染症」 の 講義 と
テ ュ ー ト リ ア ル を モ デ ル コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム に
沿 っ て 行 っ て い る 。
- 主要人事
教授 舟 田 久 1997年~
助教授 上村 清 1978年�2002年 (定年退
官)
安 岡 彰 2002年~
助 手 松瀬倶 子 1995年�2002年
板i幸寿子 2003年�2004年
鳴河宗聡 2004年~
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免 疫 学
免疫学講座 は 平 成 8 年 4 月 に 細 菌 学 ・ 免疫学
講 座 の 改 組 で 開 設 さ れ た 。 旧 講座 の 細 商 学 ・ 免
疫学 (俗称 細 免 ) 講座 は 昭和 5 1 年 4 月 に 開 設 さ
れ、 当 時 の構成 員 は 、 小西教授、 山 岸 助 教授、
桜 井助 手 の 3 名 で 、 教"Ë は 旧 中 部高校仮校舎で
ス タ ー ト し た 。 2 年 後 に 現在 の 免疫学講座 の 場
所 に 落 ち 着 い た 。 小 西 は 平 成 2 年ま で 13年 間 当
講座 を Uトi し 、 癌 の 血清学的診断j去 の 確 立 、 腸
内 細 菌 の 抗腫蕩効果 、 ウ エ ル シ ュ蘭 や ユ ス リカ
を 用 い た 水質指標性 な と'(7)研究 を 行 っ た 。 こ れ
を 山 岸 (助教授) 、 鈴 木 (助子) 、 坂本 (助 子 の
ち に 講師) 、 河 合 (助 子) が 支 え た 。 山 岸 は 平
成 2 年 に 金沢大学教授 に 、 河 合 は 平 成 5 年 に 広
島大学助教授 に 就任 し た 。
平成 3 年 に 村 口 が二 代 日 教授 に 就任 し 、 平成
4 年 に 間 合 (助 手) 、 、 |ξ 成 6 年 に 岸 (助 教授)
を 迎 え 、 新 し い 体制 で研究 ・ 教育 を ス タ ー ト さ
せ た 。 主 要 な似| 究 テ ー マ は 分子 免疫学 で あ り 、
感染防御の し く み を 分子レ ベ ル で解 明 す る こ と 、
さ ら に 、 1'1 己免疫疾患や アレ ル ギ ー の 病因病態
を 分 fレ ベ ル で解 明 し 予 防 - 治療法 を 確心:す る
こ と を 研究 テ ー マ と し た 。 具体的 に は 、 ア レ ル
ゲ ン の 遺 伝 f解析、 リ ン パ 球 の 発生 ・ 分化 の 分
子レ ベ ル で の 解 明 、 T リ ン パ 球の 胸腺IJ.J の 分化
機構、 抗原受存体の遺伝 f組換 え 活性化遺伝 f
(RA G) の 転写 制御、 ク ロ マ チ ン 構 造 変 化 や エ
ピ ジ ェ ネ テ ィ ッ ク と 転写 の 関 連淳一 の研究 を 展 開
し 、 着 実 に研究成果 を1ム げて き た 。 文部科学省
科，''f:研究費 (蒸盤 B、 基盤 C) や 重 点 領 域 等 で
多 く の研究費 を 獲得 し 、 多 く の 学術論文 を 発表
し て い る 。 さ ら に 、 生理学講座 と 共 同 で 「脳 と
免 疫 の 関 連 分 fJ に つ い て の 研 究 を 開 始 し 、
種 々 の 免疫 脳 関 連 分 子 を 解析 し て き た 。 こ の
研 究 は 文 部 科 学 省 科 学 研 究 費 ( 恭 盤A : 研 究
代表小野式 年) の 研究 費 で行 わ れ、 研究成果 は
高等動物が持つ 認識、 記憶 、 情報処理 の 分子機
序 の 解 明 に 寄 与 で き る と 期待 さ れ て い る 。
ま た 、 平成 10年 に 大 阪大学か ら 松 田 が助 手 と
し て 赴任 し 、 リ ン パ球の シ グ ナ ル伝 達 の 研究 を
開 始 し た 。 主 に 、 細 胞 内 シ グ ナ ル{云 達 の ク ロ ス
ト ー ク 、 シ グ ナ ル 分子 の リ ン 酸化、 抑制 シ グナ
ル の 分子干渉 な ど の研究 を 展 開 し た 。 松 田 は 平
成 1 3 年北海道大学の 薬学部教授 に井 任 し た 。 さ
ら に 、 当 講 座 は 、 平 成 14年 よ り 文 部 科 学 省 の
「 知 的 ク ラ ス タ ー 事 業j の 「 と やま 医 薬 バ イ オ
ク ラ ス タ ー 」 の研究 テ ー マ の I つ 「免疫機能 を
活用 し た診断 ・ 治療 シ ス テ ム の 開発j を 担 当 し 、
産官学述 携研究 を 推進 し て き て い る 。 こ の研究
成果 と し て 、 世界 に 先 駆 け 「 マ イ ク ロ ウ エ ル
チ ッ プj を 開 発、 これ を 利!日 し て 、 現在、 免疫
疾 患 の 診 断 シ ス テ ム の 開 発 と 抗体医薬 の 開 発 を
行 っ て い る 。 こ れま で に B 型 肝 炎 ウ イ ル ス の
中 和 抗体 を 作 製 し て お り 、 特許 を 10件以 上 出 願
し て い る 。 現在 は イ ン フ ル エ ン ザ抗体の 作製 に
取 り 組 ん で い る 。 こ れ ら は 、 富 山 県工 業技術 セ
ン タ 一 、 日立ソ フ ト (株) 、 リ ッ チ ェ ル (株) 、
キ リ ン ビ ー ル (株) 、 ニ ッ ポ ン ジ ー ン (株) 等
と の 共 同研究で あ る 。 こ れ ら の 実績 を 基 に 、 村
口 、 岸 ら が 中心 、 に な り 、 平 成 1 7年 2 月 に 、 大学
発ベ ン チ ャ ー 「 エ ス シ ー ワ ー ル ド (株) J を 設
。: し た 。 木ベ ン チ ャ ー は 、 リ ン パ 球マ イ ク ロ ア
レ イ シ ス テ ム や 抗 原 特 異 的 B リ ン パ 球 検 出
キ ッ ト な ど を dí場 に 供給 し 、 抗体作製受託 な ど
を 行 っ て い く 予 定 で あ る 。
ウイルス
学
最近10年 間 の ウ イ ル ス 学講座の 人事異動 に 関
し て は 、 落 合宏助教授 は 、 平成 7 年 よ り 看護学
科基礎看護学教授 に 昇任 し た 。 同 4 月 に 景 山誠
二 助 教授 を 迎 え 、 HIV 感 受 性 と 多 型 に 関 す る
研究 を 行 い 、 ] ICA の海 外活動後、 15年 に 金沢
大学 院免疫制御 部 門助教授 に 転任 し た 。 13年 に
黒川 昌 彦助 手が助教授 に 昇任 し 、 16年 に九州福
祉 保健大学薬学部生化学講座教授 と し て 昇任 し
た 。 佐藤仁 志 は 6 年 に 医学部卒業後、 大学 院 で
水痘 ウ イ ル ス (VZV) の 免 疫 誘 導 機構 な ど の
研 究を 行 い 、 10年 よ り 助 手 に 就任 、 米 国 NIH
Cohen 博 士 の 下 に 留 学 し 、 VZV の 遺伝 子 機 能
と潜伏 感染 に 関 す る 研究 を 行 い 、 13年 に 帰 国 し
た 。 そ し て 17年 に 金沢医科大学小児科助 手 に 転
任 し た 。 山村淳 一 は 学生時代 か ら 教室 に 来 て 、
第一著者の論文 を 発表す る な どの研究 に 続 き 、
7 年 に 医学部卒業後大学 院 に 入学、 単純ヘ ル ペ
ス ウ イ ル ス (HSV) を 用 い た 神 経疾 患 治 療 用
ベ ク タ ー の研究 を 行 っ た 。 1 1 年 に助 手 と な り 、
HSV 研 究 の 権威 で あ る シ カ ゴ大学 Roizman 博
士の研究室 に 留 学 し 、 14年、 金沢医科大学医学
部小児科助手 と し て 帰 国 し た 。 中 国 の 国費留学
生 ・ 李 志紅 医 師 は 、 7 年 に 大 学 院 に 入 学 し 、
HSV 感 染 と 免疫誘導、 生 薬 の ウ イ ル ス 感 染 に
お ける 作用機序の研究 を 行 い 、 北京 医科大学の
研究員 と し て 帰 国 し た 。 タ イ 国 の 国費留学生 S.
Phuminamon は 1 1 年 大 学 院 に 入 学 し 、 VZV の
免疫賦活化作用 の研究 を 行 い 、 学位 を 取得 し て
タ イ 国 NIH へ帰任 し た 。 東 京慈恵 会 医 科 大 学
松尾 光馬 助手は、 12年か ら 13年 ま で助手 と し て 、
帯状癒疹患者の重症度 に 応 じ た VZV に 対 す る
免疫応答 の研究を 行 っ た 。 タ イ 国 の 国費留学生
S.Anchalee は 12年 大 学 院 に 入 学 し 、 1 年 後 に
病 理 学 へ 転 科 し た 。 タ イ 国 NIH よ り P.1 u­
rairatana は 国 費 留 学 生 と し て 、 1 5 年 大 学 院 に
入学 し た。 16年 に 、 鈴木美輝子助手が加 わ っ た 。
そ の他 に本 講座 の研究生、 他講座や他大学の
研究者が本講座 で研究 を 行 い 、 釣由 美奈 子、 湯
川倫 子、 井 田 充、 長谷川 と も み 、 神 山朋 子、 横
山朋 典、 上 山 浩永、 松尾 光馬 、 峰咲 幸哲 、 福 田
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淑 子、 古 田 要介、 黒崎邦和が学位 を 取得 し た 。
客 員 研 究者 と し て 、 ケ ニ ア か ら K.].Ng' ang' a，
A.] .Oloo、 F.M.O.Andayi 、 W.] .Nj oroge 、 R.M
Kibaya、 タ イ固 か ら P.Akanitapichat、 V.Lipi
pan、 K.W a tcharee、 カ ナ ダ か ら ].Brown、 ベ
ト ナ ム か ら D.T.Kim、 イ ン ド ネ シ ア か ら Magh­
dalena が研究 に 従事 し た 。 篠 島淳 子、 渡 辺 真
奈 美、 長瀬千恵 子、 高浪由美子が講座事務 を 担
当 し て き た 。 現在、 白 木公康教授、 林京子助手、
鈴木美輝子助手、 吉 田 与志博技官、 P.1 uraira tana 
と 、 技術補佐員 の奥 田智 子、 浜結香 、 高浪由 美
子、 研究生の 平本文隆が在籍 し て い る 。
最近の研究 テ ー マ と し て は 、 VZV と HSV の
病 原 性 の 解析、 抗 ウ イ ル ス 薬、 HSV を ウ イ ル
ス ベ ク タ ー と し て 、 神経疾患 の 治療モ デル の作
製、 葛根湯 と そ の 成分の作用 機序 の解 明 を 行 っ
て い る 。 VZV に 関 し て は 、 糖 蛋 白 gH に 対 す
る 中和活性 の 高 い ヒ ト 型モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 に
よ る 病態 の解析 と 水痘 と 帯状癌疹 の治療用抗体
と し て 使用 す る 検討 な ど、 水痘 の病態 の研究 を
行 っ て い る 。 HSV に 関 し て は 、 組換 え ウ イ ル
ス を 作製 し て 、 中枢神経 内 で の 外来遺伝子 の発
現の分布や発現の持続性 を 検討 し て 、 遺伝子治
療ベ ク タ ー と し て の有用性 を 示 し て き た 。 ま た 、
病態の解析 と し て 、 ウ イ ル ス の 感染部位 ト ロ ピ
ズ ム の 決定 因 子 を 検討 し て い る 。
抗 ウ イ ル ス 薬 と し て は 、 富 山化学 と 共 同 で抗
イ ン フ ル エ ンザ 薬 T - 705が タ ミ フ ル と 異 な る
作用機序 を 有 し 、 動物での ウ イ ル ス阻害活性が
強 い と い う 有用 性 も 示 し た 。 「葛根湯 の 作 用 機
序」 の研究 に つ い て は 、 イ ン フ ル エ ンザ 感染マ
ウ ス で の葛根湯作用 の標 的細胞 の 同 定、 有用化
合物 の 同定 、 そ れ ら の物質の転写作用 点の解明、
単独物 質 で の葛根湯類似作用 ま で確認で き た 。
ウ イ ル ス 学に 関連 し た社会的 な 活動 と し て は、
全 国 の 医療機 関 か ら の難治性 ウ イ ル ス 感染症の
相 談 を 受 け 、 ウ イ ル ス の 薬剤感受性検査 を 行 っ
て い る 。 ま た 、 化学療法学会 と 性感染症学会で、
「性器ヘ ル ベ ス の抑制療法 の 保 険適 用 」 を 検討
す る 委員 会の 委員 長 と し て 、 厚生労働省への要
望 を 終 え て 、 承認審査中 で あ る 。 こ の よ う な社
会的活動 も 行 っ て い る 。 ( 白 木 公康)
184 第 4 章 講座等 の 沿 革
薬 理 学
薬理学議席 は 昭和52{f 4 月 に 、 中 西頴央教授
の も と に 開 講 さ れ、 そ の 後平成 5 年 1 1 月 に 武 田
龍 司 教授がて 代 U L 任教授 に 就任 し 、 平 成 1 7 年
7 月 1 [11-J で 三 代 目 主任教授 と し て 服部裕一教
授が着任 し て 、 現在 に至 っ て い る 。
'1 1 西 教授が平成 4 年 8 月 に 副 学長 に 就任 し 講
座 主任 を 退か れ るま で の 沿革 は 、 本学 の 開 学十
周イf及 び三 十 周 年 記 念誌 に 詳 し い が、 こ こ で は
簡潔 にま と め て 記載 さ せ て い た だ く と 、 昭和53
年 開 設時 に 、 中 西教授 と と も に 武 田 助 教授が信
州 大学 よ り 赴任 し 、 続 け て 1 1 1 崎弘美助 子 、 西 日
慶子技官がほ則 さ れ講mそ の 形態が概ね 整 い 、 さ
ら に 11[1 和 53年 9 月 に は百瀬弥 寿徳 助 手 が加 わ っ
た こ と で 、 本格 的 研 究活動 が ス タ ー ト し た 。 さ
ら に 昭和56年 に は 宮 元玲子氏 、 櫨 彰氏 が研究生
と し て 入 同 し 、 研 究 に 従事 し た 。 当 時 の*_ な 研
究 テ ー マ は 、 「 ア ル コ ー ル お よ び ア セ ト ア ル デ
ヒ ド の 薬理作用 」 で あ り 、 fj-: 化薬 剤学 的 お よ び
電 気生理学的手法 を 用い て の解析が進め ら れ た 。
平成 5 年 1 1 月 か ら 平成 1 7年 3 JJま で、 の 武 田 教
授在任期 間 に は 、 百j頼 助 子が助教授 に 昇任 し 、
、|三成 7 {f 4 月 に 東邦大学薬学部教授 と し て 転 /1\
さ れ た 後 は 、 櫨 助 子が助 教授 に 昇進 し た 。 そ の
問 、 山 崎助 子 に 加 え て 、 平成 7 年 4 月~ 平成 1 4
年 3 JJま で は 岡 崎真理氏が、 平成14年 4 月 か ら
は 大井義明氏が助 手 を 務 め て い る 。 武同 教授の
も と で は 、 従 米 の 研究 グ ル ー プ を編 成 し 直 し 、
呼吸中 枢 回 路の 神経薬理学 を メ イ ン テ ー マ と し
た研究活動が行 わ れ た 。 具体的 に は 、 生体 に お
け る 正常呼吸 リズ ム 形成 の 神 経 メカ ニ ズ ム の 解
明 や 、 ス ラ イ ス パ ッ チ を 用 い た 呼吸 中w ニ ュ ー
ロ ン 細胞膜屯流の解析等 で あ り 、 呼吸器系 の 薬
理学 に 新 し い 光 を 当 て て き た 。
平成 1 7年 4 月 に は憧 助教授が愛知学 院大学薬
学部教授 に 栄転 し 、 6 月 に 西 日技官が退職 さ れ、
7 月 に 服 部教授が北海道大学 よ り 就任 し 、 そ の
結果 、 当 議内 はま っ た く 新 し い 体制 で研究 ・ 教
育 を 開 始す る こ と と な っ た コ 平 成 17 年 9 月 現在
で の 教烹 員 の構成 は 、 服部教授、 1 1 崎助 子 、 Å
井助手、 松井 恵 美 事務補佐 員 で あ る 。 平 成 1 8{f
2 月 に は 松 田 直 之助教授 を 北海道大学 よ り 迎 え
る予 定 に な っ て お り 、 研究宅 の 大 い な る 発展 が
期待 さ れ る 。
薬理学 と は 「薬 とlf_ 体 と の 相11: 作用 の 結 果 起
こ る 生 体 に 引 き 起 こ さ れ る 反 応 を 研 究 す る科
学」 と 定義 さ れ る が、 医学研究 の 細 分化、 先 端
化、 学際化が進 む 中 で 、 研究分野 と し て の 薬理
学のidentityが間 わ れ る よ う に な っ て き て い る 。
こ れ か ら の 薬 用学研究 は 、 解析子j去 や 解析レベ
ル を 固 定化す る こ と な く 、 従 来 の 実験薬理学、
細胞電気生理学、 形態組織学、 牛化学、 分子 生
物 学 な ど 多 様 な 研究手法 を 取 り 入 れ 、 解析レベ
ル も 、 個 体全体か ら 、 組織、 細胞、 さ ら に は 分
fレ ベ ル と 、 様 々 な 角 度 か ら 包合的 に 行 う こ と
を 当 教 室 の 基本姿 勢 と し た い 。
病 態 と は 、 生体が恒常性 を 維持す る た め の 生
埋 的 調 節 機構が障害 さ れ た状態 で あ り 、 薬 の 多
く がそ の 調 節 機構 を 修飾 し う る 点 を与 え る と 、
病態 で は 、 菜、 の作用 が多彩 に 変化 し て い た り 、
Hす に は 乱 れ た 調 節 機構が薬 に よ り 正常方IGJ に 修
正 さ れ た り す る 時 も あ る 。 そ れ ゆ え 、 薬 を 実験
子段 に 加 え た 研究方法 を 基本 と す る 薬煙 学解析
Jnt を 用 Lイ重 々 の 病態 に ア プ ロ ー チ す る と 、 隠
れ て い た 未知l の病態 メカ ニ ズ ム の 解 明 に 繋 が る
重 要 な 情報が得 ら れ 、 さ ら に は 正常生体の調節
機構 を よ り 明 ら か に す る nJ 能性 さ え あ る 。
服部 教J受 ・ 松岡 助 救援 ら は 、 以 前 よ り 「全身
性 炎症以 応症候群 と そ れ に 付 随 す る 合併症 の 遺
伝 f 治療 を 合 め た 治療戦略J を 主 た る テ ー マ と
し て研究 し て い る が、 転写 因 子 デ コ イ を 用 い た
敗血杭 性急性肺傷 害 の 遺伝 f 治療 に 関 す る 論文
は 、 平 成 1 7 年発刊 の 米 国 薬理学会雑誌í Molecu­
lar Phar macology J で 、 Per spective に お い て
推 焚 さ れ高 い将 来性があ る と絶賛 さ れ た 。 今後
当 教室 で は 、 細 胞 ・ 分子レ ベ ル か ら の ア プ ロ ー
チ に 体系 的 な 研究 を 取 り 入 れ た 病態解析薬理学
と 実験治療学 を 展 開 さ せ、 将 来 の 創 薬 の 開 発や
疾 病 の 治療戦略の発展 に 貢 献 し て い き た い と考
え て い る 。
放射線基礎医学
は じ め に
本講座 は 平成 4 年 4 月 に 医学部33番 目 の 講座
と し て 開 設 さ れ た 。 富 山 医科薬科大学 関学30周
年 で あ る が、 本講座 は ま だ14年 目 の 若 い 講座 で
あ る 。 「放射線」 の 「基礎 医 学」 を 標携 す る 本
講座 は 、 生体に対す る 放射線の リ ス ク と 便益 を
十 分 に 理解 さ せ、 学際的視野 に 立 っ て 基礎 と 臨
床の境界領域 の発展 に 貢献すべ く 教育 お よ び研
究 を 行 っ て い る 。 ま た 、 以前 よ り 本講座 の長が
放射線施設長 を 兼 ね て き た 経緯 も あ り 、 放射線
障 害 防 止 法 に 基 づ く 放射性 同 位 元 素 (RI) 等
の安全管理 に 関 わ る 教育 ・ 訓 練 に協力 し て い る 。
こ の 10年 間 、 本講座 で の 最 も 大 き な 出 来事は
教授の 交代 で あ る 。 本 田 昂 前教授の副学長就
任 に と も な い 、 平成 9 年 4 月 に 神 戸大学医学部
か ら 第 2 代 目 教授 と し て 近藤 隆が着任 し た 。
ま た 、 講座研究室 も 医薬学研究棟竣工 に 伴 い 、
放射性 同 位元素実験施設か ら 移転 し 、 研究環境
は大幅 に 改 善 さ れ た 。
研究体制の変遷と現状
教授の 交代 に と も な い 、 ス タ ッ フ も 交代 し た 。
平成 9 年 3 月 に 二谷立介助教授が済生会富 山病
院 に 転 出 し 、 平成 9 年 9 月 に 、 第一製薬創薬研
究所 よ り 田辺清司が助 手 に 採用 さ れ た 。 平成10
年12月 に 前 田 正敏教務職員 が退職 し 、 平成11年
4 月 に 神戸大学大学 院 医学研究科博士課程 を 修
了 し た趨 慶 利 が教務職員 に 、 また 、 平成12年
12月 に 退職 し た 田 辺 に 代 わ り 、 平成13年 1 月 に
若狭湾 エ ネ ル ギー研究セ ン タ ー よ り 小川 良平が
助 手 に 採用 さ れ、 そ の 後10月 に 講師 と な り 、 現
在 に 至 っ て い る 。 教授 を 加 え て 3 名 の体制 で あ
る が、国 内外 よ り 積極的 に大学院生 を 受 け入れ、
ま た 臨床各科 と の 共 同研究 も 精力 的 に 行 い 、 10
名 の博士号 取得者 を 輩 出 し た 。 現在 は 、 大学 院
生 7 名 ( 内 臨床講座所属 2 名 ) 、 COE 研究員 1
名 、 協力研究員 8 名 、 臨床講座 か ら の 共 同研究
者 2 名 を 受 け 入 れ、 積極的 に 外部 と の 交流 を 進
め て い る 。
本講座 で は 、 放射線や温熱 に よ る ア ポ ト ー シ
ス の 分子機構 お よ び薬剤 に よ る 増 感作用 に つ い
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て研究 を 進め 、 ま た 、 広義の 「放射線」 で あ り 、
診 断 に 広 く 利用 さ れて い る 超音波の 治療応用 に
つ い て の研究 を 行 っ て き た 。 前者で は 、 細胞 内
レ ド ッ ク ス 状態や生体膜 を 修飾 す る 薬剤 に よ る 、
温熱お よ び放射線誘発 ア ポ ト ー シ ス の増 強 と そ
の 分子機構 に つ い て研究 を 行 い 、 後者で は 、 超
音波 に よ る ア ポ ト ー シ ス 誘導、 遺伝子発現の変
化お よ び遺伝子導入 に つ い て研究 を 実施 し て き
た 。 今後 も 、 が ん 治 療 に 利 用 さ れ る 物理 的 因 子
と し て 放射線、 温熱、 お よ び超音波 に 注 目 し 、
細胞 死 の検討か ら 、 さ ら に 遺伝子発現制御 を 利
用 し た 治療へ の 展 開 を 図 る べ く 、 網羅的遺伝子
発現 ・ 情報伝達解析法を 利用 し研究 を 進め る 予
定 で あ る 。 ま た 、 こ れ ら の物理的 因 子 を 含め 、
重金属 や化学物 質 に よ る ス ト レ ス 応答 の 分子機
構 の 解 明 に つ い て も 展 開 を 図 り た い 。
教育体制の変遷と現状
放射線基礎医学の講義 は 、 昭和51年本学開学
以来臨床基礎教育学科 目 と し て 開 講 さ れて き た 。
そ の 後、 コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 導入 に と も な い 、
初 期 過程、 DNA 損傷、 細胞 死、 生存率解析、
感受性修飾 、 腫蕩生物学等、 放射線治療 の た め
の基礎医学 に つ い て 前 半 に 、 生 体影響、 晩 期 影
響、 細胞 内情報伝達、 遺伝医学、 超音波、 電磁
波、 紫 外線、 保健物理、 安全管理等 を 後 半 に 置
き 、 幅広 い 守備範囲 に つ い て効率的 な 講義 ・ 実
習 を 行 っ て い る 。
ま た 、 本講座 は大学院医学系研究科医科学専
攻等の大学 院教育 を 担 当 し て い る が、 講義お よ
び実習 内 容 の 充実 を 図 り 、 新大学 院 で の教育 に
つ な げた い 。 ま た 、 平成 9 年 に 始め た 教 室 セ ミ
ナ ー も 150回 を 数 え 、 教 室 関 係 者 の み な ら ず、
他講座か ら の 参加者 に も恵 ま れ、 放射線、 癌 治
療、 ア ポ ト ー シ ス 等 の最新知見 に 関 す る 論文紹
介や研究紹 介 を 行 っ て い る 。
本講座 は歴 史 も 浅 く 、 小 さ な所帯で あ る が、
生命科学先端研究 セ ン タ ー や他講座 の 協 力 で 、
年 間 の 内外の 学会発表 も 50題前後 と な り 、 学会
で も そ の存在が認め ら れ る よ う に な っ て き た 。
今後 も 教室や研究施設 問 の 連携 を さ ら に 推 し 進
め 、 教育、 研究、 お よ び情報発信 を 通 し て新富
山 大学の発展 に も 微力 な が ら 貢献 し た い 。
186 tお4 t\'L 講座!:!fの沿革
保 健 医 学
保健医学講座 は lIi{和55年 4 月 に 開 設 さ れ、 来
年25年 日 を 迎 え る 。 講義 は 、 llrì 和 54年 か ら 渡辺
正 男 教授 の も と で 開 始 さ れ た 。 一 年 早 く 開 設 さ
れ た 公衆衛生学講座 は労 働 衛 午 、 環境 医学、 保
健 医 学 は疫 学、 対 人 保健 を 中 心 に 講義 し 、 社 会
医学実習 と し て 2 講座 共 同 で実施 し て き た 。 研
究 と し て は 、 集 団 の 健康レ ベ ル の 診 断 (実態把
握 ) そ し て 治療 ( 対 策 ) の た め の疫学的 ア プ ロ
ー チ を 中 心 と し て 行 っ て き て い る 。í呆↑建 医学 と
い う 講陪 名 は 1 1 本 の 大学 の 医学校 ( 音|の で は 、
最 初 で あ り 、 そ の 英語名 を Community Medi島
cme と し た 。
本学 に こ の よ う な 特徴あ る 講座 が 開 設 さ れ た
の は 、 専 門 分化が余 り に も 進 み す ぎ た 医療 サ ー
ビ ス の 統f? を;:}と め 、 欧 米 で1 970年 代 に Family
medicine. Primary hcalth care. Community 
mcdicine な ど の 講 座 が次 々 に開 講 さ れ て い た
時期 に 、 本学医 学 部 の 設fλ が練 ら れ た こ と と深
く 関 係 し て い る 。 地域 に，'t 献で き る 教育 、{i]1究 、
社 会 的活動 を め ざ し ては 辺 教授 は 、 。íI任 の'ι1[ 1
県 衛生líJI 究所 に子 が け た先ÅY�S'j��' モ ニ タ リ ン グ
と ガ ンな録 に)) をiìó い だりfÌÍI fí-t二関 し て は 、 白
山県ím'tlリ| 究所がif，l[大j の光k.異 常 ス ク リ ー ニ ン
クふ の拠点 と し て 、 産 科医 お よ び小児科医 と 連携
し た 地jyx貢献 が続 い て い る。 後{í- で は 、 白山県
ガ ン〈日正 がì:要 病 院 の協 力 の も と で、林抗 さ れ て
い るコ
ま た 、 高 齢化社会 に お い て 、{i)i究雫 と し て社
会丘 献 を 進 め るべ く 、 後 に 、[1'1 が脳守'-:rjl{王3止 を
始め る 際 の モ デ ル の ひ と つ と な っ た 、 小矢部保
健所管内 で、地域 の医 療 機関 と連 携 し て 20年余 り
にわ た っ て 保 っ て き て い るコ す な わ ち 教本発足
11寺 の 助 教授 ・ ωJ千 が前{T: 地 の金沢大学時代 か ら
参両 し て き た 脳 卒 中 患者殺鈷 に も と づ く前l奈川
究の 継承で あ るノ こ の登録 制 度 は 、 全県下 に 拡
大 さ れ |玉| の モ デ ル事業 と し て の 検討 を 踏ま え た
後、 l阜 の独 自事 業 で あ る 脳 卒 中 情 報 シ ス テ ム と
し て 開 始 さ れ た 。 こ の 問 、 保健医学教室 は そ の
発足 に 大 き く 貢 献 し た c 現在 こ の 事業 は県 医 師
会 の 主 導 の も と 介護保険 と 連携 し て 、 脳 卒 1[1 忠
者 の 社 会復帰 お よ び干lûfl上 増 進 の 情 報提供 の ひ と
つ と し て 役i( っ て い る 。
さ ら に 、 長寿時代の疾病 予防 、 健康増進 を 指
向 し た 研究 を 進 め た c ま ず小児期 か ら の健康 的
な 生 活 習 慣づ く り を め ざ し て 、 平成元 年 度生ま
れ の 富 山県 ド の 小 児約 1 万 人 追跡 調 命 ( 富 山 ス
タ デ イ ) を 平成 4 年 か ら 開 始 し た 。 ま た 、 成 人
期 で は 、 厚'iず労 働 省 の 支援 の も と 「過労死 に 関
す る疫 学研究」 を 発展 さ せ 、 心 、玉県社 会的健康 に
閲 す る疫 学研究 を 職域 集[>11 で 行 っ て い る 。 こ れ
は 、 ロ ン ド ン 大学 大 学 院 の 公 衆 衛 't. ・ 疫 学 部 の
マ ー モ ッ ト 教授 が 率 い る 公 務 員 を 対 象 と し た
Wアhitehall 研究 と 連携 し 、 11 !た さ ら に は フ ィ ン
ラ ンド と の 共 同 研究 と し て 行 っ て い る c
最近 で は 、 古LlJ のl'!然 ・ 丈 化 的 資 源 を 活m し
た 健康づ く り と し て 保養医学 の似| 究 に もlj){ り 組
ん で い る 。 保安 地 は 、 地域づ く り 、 人づ くlり) 、
そ し てF白l然環境1保広札護1蔓 の 統合 に よ り 成 り 立つ{健建 康
づづ、 く り のJ拠処処}点!
会やL原県早早今 の同|際絞f健建 康パ 一 ク と 連J携先 し な がら 研究 を
f行了 つ て お り 、 平成1 7年 に は 第7 0�11 1本iR 泉気候
物fl[l医学 会 を 「健康 ・ 4ik初日出生 とj品泉 」 の テ ー
マ です:奈川 町 で 開催 し た〈
自1)1究社そ か ら は 、 JJ)(: iqi!i lìíi助 教授が本学|矢)下{'i[S干;
護学 科 の 地域 ・ 老 人石護 の 救J受 、 1[ 1 ['.元 講 師が
H:t卜tl ì去 人北F辛子 防医学協 会の健診セ ン タ 一 長、
Jí]Í，�;J IÌÍJ講 師 が新設の京 都大学 の社 会医学系大学
院の助 教J走 と し て 転H\ (J}!.tl: はLlil立 保{進 医療科
学 院) し 、 新 し い分野 を開拓 し て い るけ 教守と か
ら は こ れま で 1 1 人 の 大学院内 1:修了者 、 3 人 の
医学 修l: 修t1ií- 、 似|究生 か ら は1 2 人 の論 文 |専と
取得 者が巣、'r: っ て い る υ そ のi人j の 1 人 は内 モ ン
ゴー ル医学院 の 院長 を務 め 、 健康増 進 医学 を開
請 し 、 1 ] 1 [1 共同 研究 を す す め て い る( 似| 究生 か
ら は 松 原 (行 川県白:看護 大 学 教民 ) 、 桑守 (富
山知 期 大 学 教民) 、 金粕 (l奇玉県ir大 助 教托 )
ら が学 究 の 分野 で 活躍 し て い る c 現合: は 大学 院
博 士 課程 に 3 人 、 医 学修1: 課程 に 3 人 、 研究生
2 人 がイゼ 籍 し て い る o '1λ 成 1 8-ff 1 0 月 に は 「 第65
回 日 本公衆衛生学会」 を 「健康 な 社 会」 を テー
マ に 富 山 で 開 催す る こ と に な っ て おり 、 教室 の
2:5 年 間 の 教育研 究 ・ ネ1: 会貞 |試 を す る予 定で あ る亡
公衆衛生学
公衆衛生学講座 は 昭和53年 4 月 、 札幌医科大
学 よ り 加須屋貫 教授が着任 し 開 講 さ れ た 。 加須
屋教授 は毒性学 を 専 門 と さ れ、 着任後 は 主 と し
て環境汚 染物 質 の 毒性発現機構や予 防対策 に つ
い て の研究 を 展 開 し た 。 疫学的手法 は主 に 人体
被害 の 発生後 に 力 を 発揮す る ア プ ロ ー チ で あ る
が、 加須屋教授 は疫学的手法 の み な ら ず、 新 た
な予知 ・ 予 防 の研究方法 と し て 組織培養法 に よ
る 環境汚 染物質の毒性予測の研究 に も 着手 し た 。
地域の特性 に 基づ き 、 ニ ー ズ を汲 み 上げた研
究 に 取 り 組 む の が社会医学 ・ 公衆衛生学の使命
で あ る 。 カ ド ミ ウ ム汚 染地域が現存 し て お り 、
多 数の被爆露住民が生活 を 続 け て い る 以上、 疫
学研究 に 終わ り は な く 、 イ タ イ イ タ イ 病 ・ カ ド
ミ ウ ム 環境汚 染 に よ る 健康影響 の 問 題に積極的
に取 り 組 ん だ。 こ れ ら の研究 は 、 環境省 委託研
究事業 「重金属 等 の 健康 影響 に 関 す る 総合研
究」 と し て 、 20年以上 に わ た っ て継続 さ れ、 そ
れ ら の業績は 「環境保健 レ ポ ー ト 」 に 掲載 さ れ
る と と も に 、 多 く の 原著論文 と し て 発表 さ れて
い る 。 こ れ ら の 業績 を ま と め た 「加須屋貫 教授
退官記念 富 山 医科薬科大学 医学部公衆衛生学
教 室 イ タ イ イ タ イ 病 な ら び に カ ド ミ ウ ム 関 連
研究論文集J が、 平成 14年 5 月 に刊 行 さ れて い
る 。 環境 問 題 は 局 地 的 な 環境汚 染か ら 、 全地球
的 な 環境破壊 の 様相 で立 ち 現れて お り 、 研究室
の テ ー マ は 「環境j を キ ー ・ ワ ー ド に 、 環境 ア
レ ルギ ー ・ 花粉 症、 地球環境評価、 職域環境保
健 (産業保健) な ど多 岐 に 渡 っ た 。
加須屋教授 は平成 14年 3 月 に 退官 さ れ、 平成
15年 5 月 よ り 第 2 代教授 と し て稲寺秀邦 が着任
し今 日 に い た っ て い る 。 稲寺 は 肥満、 高脂 血症
な どの 生活習慣病 に か か わ る 細胞 生物学 ・ 分子
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生物学的研究、 環境 医学 な か で も 環境化学物 質
の 生体侵襲機構 ・ 生体影響評価 に 関 す る 研究 に
取 り 組 ん で、 き た 。 社会医学系 講座がめ ざす 「環
境医学」 研究 と は 、 内部環境 ・ 外部環境 に か か
わ ら ず主体の恒常性維持機構 に チ ャ レ ン ジ し て
く る 様 々 な 問題 を 、 疫学的手法や分子生物学的
手法 な ど を 含 む現代科学研究の あ ら ゆ る 技法 を
駆使 し 、 医学的見地 か ら 統合 ・ 解析 し 、 最終的
に 一次予防対策 に 結 びつ け る こ と を め ざ し た も
の で あ る 。 古典的 な 意味で の 環境医学分野のみ
な ら ず、 生活習 慣病 な ど も タ ー ゲ ッ ト に し た 新
し い 予 防 医学研究 を 展 開 し て い る 。
医学部卒業生 の 多 く は 臨床 医学 に 進 む の が現
状 で あ る 。 将来 どの よ う な 場 に あ っ て 医療 に 携
わ る に せ よ 、 医 師 と し て 公衆衛生の場 で対応 で
き る 思考力 をj函 養す る こ と は極めて重要であ る 。
Pu blic health mind と 幅広 い 視野 を 持 て る よ う
な 人材 を 養成 し 、 かっ国 際 的 な 視点、 が持 て る 教
育 を 指 向 し て いる 。 医療 に お け る こ れ ま で の 公
衆衛生学 的 ア プ ロ ー チ の 成 果 を vivid に 伝 え 、
社会医学 的 な 切 り 口 か ら 基礎医学 と 臨床 医 学 と
を 有機的 に 結 びつ け る教 育 を め ざ し て い る 。 コ
ア ・ カ リ キ ュ ラム で は ， I 物 理 ・ 化 学 的 因 子 に
よ る 疾患」 、 「社会 ・ 環境 と 健康j 、 「生活習慣 と
疾病」 の ユ ニ ッ ト 、 お よ び社会医学実習 を 担 当
し て い る 。 さ ら に 、 水質保全 な ど大学全体の環
境安全管理実務 に も 取 り 組 ん で い る 。
講座 の 出 身者 は 、 有津孝吉 (徳島大学社会環
境 医 学講座教授) 、 堀 口兵剛 ( 自 治 医科大学地
域医療学セ ン タ一 助 教授) 、 森河裕子 (金沢医
科大学健康増 進予 防 医 学 講 師) 、 西 条 旨 子 (金
沢医科大学健康増進予 防 医 学 講 師) 、 青 島恵 子
(萩野病 院副 院長) な ど多 く の 分 野 で 活躍 し て
い る 。
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法 医 学
平成 7 年 か ら 現在 に 至 る 10年 間 も 引 き 続 き
滝津 久夫が講座 を 主催 し た 。
こ の 聞 に 、 従来 か ら 引 き 続 い て 行 わ れ て い た
ABO 式血液型 遺 伝 子 の 発現機序 に つ い て の 研
究が進展 し 、 そ の 全貌 が ほ ぼ究 明 さ れ た 。 そ の
成果 を 掲 載 し た 論文 は 頻繁 に 引 用 さ れ て い る 。
こ の 研 究 は 小湊慶彦講師がrjl心 と な っ て 行 わ れ
た が、 平 成 1 0年 1 0 月 か ら 教務 職 員 と し て採用 さ
れ た 畑 由 紀 f が参加 し た 。 畑教務職員 は こ れま
で知 ら れ て い た 転写 開 始点 の 上流 に も う 一 つ の
転 写 開 始 点 があ る こ と を 見 い だ し た が、 こ れが
評価 さ れ て 博士 ( 医学) の学位 を 授リ会 さ れ た 。
島 町 一郎助 手 は ABO 式血 液型遺伝子 の 上流域
に 多 型 牲 が あ り 、 そ の 多 型 形 質 が ABO 式血 液
型遺伝子 と 連鎖 し て い る こ と を 見 い だ し た 。 そ
の 後 、 島岡 助 手 は 平 成1 2年 3 月 か ら 平成 1 3 年 9
月ま で の 問 、 ド イ ツ Münster 大うよt 法 医 学 研 究
所 Br inkmann 教 授 の 下 で 海外研修 を 行 い 、 同
研 究rJr の 研 究 テ ー マ の 一 つ で あ る 民 族 の DNA
多 111 頻 度 調 査 に 参加 し た 。 平 成 1 511: 1 2 月 に小湊
講師 は助教授 と し て 群馬大学 に 転/1\ し た 。 平 成
1 6年 2 月 か ら 病理学講座 第」 か ら 松 井 一 裕助教
授が法医学議時 に配 置換 え と な り 、 法 医 学 の 実
務 に 携 わ る と と も に 、 島 出 助 子 と と も に 酸素曝
露 時 の 肺 胞 障 害 の 研究 に 着 手 し た 。 松井助教授
は 、|λ 成 1 7 年 3 月 に 辞職 し 、 済生会高Ij(jJ 病 院へ転
出 し た が、 協 力 研 究 員 と し て 引 き 続 き 島 旧 助 子
と と も に 研究 を 継続 し て い る 。 事務官 は 小 i会規
伊 fが引 き 続 き 担 当 し た 。ì竜i宰 が平 成 1 2 年 4 月
か ら 1 1 本法 医 学 会理事 に 選 出 さ れ て 現紅 に 至 る
ま で編 集委 員 長 を 担 当 し 、 ま た 平 成 1 5年 4 月 に
は H 本 法 医 学 会総 会 の 会長 に も 指名 さ れ た の で
当 講座 で は 通常 の 教 育 、 研究及 び鑑定業務 に 加
え て 膨大 な 量 の 学 会 関 係 の 仕事が加 算 さ れ る こ
と に な り 、 さ ら に 後述す る よ う に 司 法解剖 数が
噌 加 し た の で 多忙 を 械 め た 。 小i奏事 務官 はk 記
の 事情 に 伴 っ て 激培 し た 事務負 担 を 献 身 的努力
に よ っ て 乗 り 切 っ た 。
こ の 10年 間 の 科研 費 取 得状 況 は 、 基 盤 研 究
(A) 1 件、 基盤研究 (B) 1 件、 ;基 盤研究 (C)
sf午、 萌 芽 研 究 2 件、 若 子研 究 (B) 1 件、 奨励
似| 究 1什ム を い ず れ も 当 教 室 員 が代表者 と し て 取
得 し て い る 。
本学の 医学教育 も 従来 の 講義 中 心 の 教 育 か ら
本 人 が 自 主 的 に 学 ぶ 姿 勢 を 強 化 し た コ アカ リ
キ ュ ラ ム に 移 行 し た 。 こ れ に 伴 っ て 法 医学議出
は 「老化 と ヒ ト の 死」 に つ い て の 責任 を 持つこ
と に な っ た 。 「 ヒ ト の死 」 に つ い て の 様 々 な 取
り 組み は 従 来 の 法 医 学 と 変 わ ら な い が 「老化」
は 高齢化社 会 を 迎 え 、 社 会 的 要求が強 い の で 、
独立 し た 教育 テ ー マ に す るべ き で あ る と 考 え て
い る 。 法 医学実習 は 自主 的 に 学 ぶ と い う 教育方
針 に 切 り 替 え た 。 グ ル ー プ別 に そ れ ぞれ司 法解
剖 事 例 をう え 、 「事例 の 概 要j 、 「解別 所 見j 、
「死 困 の 考 察 お よ び診断」 、 「学習 のま と め 」 の
順 に 整理 し た 報告書 を 作 成 さ せ て い る 。 最 終 日
に Power Point を 肘 い て 学 宵 結果 を 発表 さ せ
て い る が、 卒後 の 事例検討 会 や 学会発表 に 役立
つ よ う に 指導 し て い る 。 学生 は 事例 に 直 而 し て
こ れま で の 講義 中 心 の 教育 で は み ら れ な い 強 い
興 味 を 抱 き 熱心 に 学脅 し て い る 。 適切 な 推 理 と
洞 察 に よ っ て 問 題 を 解 決す る 姿勢が養 わ れ、 こ
の 教 育)j 針 に 適合 し て い る と 考 え て い る 。
」 方 、 社 会情勢 は こ の 10年 間 に 高齢化、 孤 立
化が急 速 に 進行 し 、 ま た 、|λ成 1 1 年 2 月 に 広 尾病
院事件があ っ て か ら |五| 民 の 医療不信が明 大 し 、
異状死体の届 出 義務が医 師 に 対 し て 厳格 に 求 め
ら れ る よ う に な っ た 。 そ の た め に警 察 に届 け ら
れ る 異常死体の 数が急増 し 、 警 察側 も 異常死体
の 死 因 究 明 に )J を 入れ る よ う に な っ た の で 、 司
法解剖 数が倍増 す る よ う に な っ た 。 司 法解剖 は
犯罪 が疑 わ れ る 場合 に 行 わ れ る 解剖 で あ る が、
死 肉 を み る と 心臓疾患や 脳 血管障害 な ど の 突然
死が多 く 合ま れ て い る o J:(IJち 、 突 然 に 死亡 す る
た め に犯罪 が疑 わ れ る択 で あ る 。 そ こ で先 に 述
べ た 日 本法 医学会総会 で は 「突然死があ な た を
襲 う 生活習慣病 で死 な な い た め の 予 防 と 対策
」 と い うこ主 題の 市 民 公 開 講時 を 開 催 し た と こ
ろ 、 600名 を 超 え る 聴 講 者 が あ っ た 。 法 医 学 は
犯罪 解 決 に 寄 与 す る だ け で な く 、 社 会医 学 の 牟
っ と し て 市民生活 に 密長 に 関 与 し な け れ ば な ら
な い と 痛 感 し た 次 第 で あ る 。
内 科 学 ( 1 ) 
内科学第 1 講座 は 昭和51年 4 月 に 矢野三郎教
授の着任 に よ り 開 講 さ れ、 主 と し て 内分泌 ・ 代
謝、 呼吸器、 リ ウ マ チ 、 勝 原病疾患 に 関 す る 教
育、 診療、 研究 を 担 当 し て い る 。 現在、 平成 4
年 2 月 に滋賀 医科大学か ら 着任 さ れ た 小林正教
授の も と で 医 局 員 、 関 連 病 院 と も 充 実 し 、 「優
秀 な 臨床 医 の育成、 国 際性の あ る 臨床研究、 地
域医療への 貢献」 をモ ッ ト ー に 発展 し て い る 。
最近10年 間 を 振 り 返 る と 、 人事面 で は 平成 9 年、
水島豊が弘 前大学医学部老年科教授 と し て 赴任
し 、 浜崎智仁 が本学の和 漢薬研究所教授 に 昇 進
し た 。 ま た 、 平成17年 に は 笹 岡 利安が本学薬学
研究科教授 に 選 出 さ れ、 就任 し た 。 さ ら に 、 加
藤弘巳 が氷見市民病 院院長、 赤 川 直次があ さ ひ
総合病 院 の 院 長 に 就任 し た 。 両病 院 と も 本学 の
卒業生の卒後臨床研修の重要 な拠点病 院 で あ り 、
研修医教育 に 大 き く 貢献 し て い る 。 こ の 10年 間
の全国 規模の主 な 行事 と し て は 平成11年 に 「第
33 回糖尿病 学 の 進 歩」 、 平 成 1 5年 に 「第46囲 日
本糖尿病学会年次学術集会」 を主 催 し た 。 糖尿
病 学 会 年 次 学 術 集 会 は 大 変 盛 況 で 参 加 者 は
7， 000名 以上、 24会場、 招 待 外国 講 演 者 も 20名
に の ぼ り 、 県 内 の ほ と ん どの宿泊 施設 を借 り 切
る 形 と な っ た 。 教育面 で は 3 年生、 4 年生 に お
け る コ ア カ リ キ ュ ラ ム 、 チ ュ ー ト リ ア ル教育 に
つ い て は 内 分泌 ・ 代 謝 を浦風、 呼吸器 を 丸 山 、
免疫 ア レ ル ギー を 杉 山 が担 当 、 企画 し て い る 。
講義 に お い て は 第一内科独 自 に 毎 回 出席 を と り 、
講義の 評価、 感想、 意見 を 書かせ、 毎 回 教官 に
フ ィ ー ド パ ッ ク す る よ う に し て い る 。 チ ュ ー ト
リ ア ル に 関 し て は チ ュ ー タ ー の確保が問 題 と な
る が、 医 員 、 大学院生 に も 参加 を 依頼 し 、 医局
一 丸 と な っ て そ の 教育 の 充実 に努 め て い る 。 ま
た、 5 、 6 年生 の病棟臨床実 習 に お い て は佐藤、
多喜 を 中 心 に 、 学生 を 病棟の 各診療チ ー ム に 参
加 さ せ る こ と に よ り 問 題志 向 型 で 、 よ り 実践 的
な 実 習 がで き る よ う に心が け て い る 。 研究面で
の最近10年 間 の 成 果 と し て は糖尿病 ・ 内分泌 ・
代 謝 領 域 で は 、 1 ) 2 型 糖 尿 病 の 成 因 解 明 、
2 ) イ ン ス リ ン 作用 シ グ ナ ル伝達機構 の 解 明 、
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3 ) 糖尿病性血管合併症 ・ 動脈硬化 の 成 因解明
を研究課 題 と し て 取 り 組 ん で、 き た 。 1 ) で は 、
イ ン ス リ ン 受容体異常症 の解析や イ ン ス リ ン抵
抗性 の 機序 に 関 し て 、 高 田 (康) 、 春 田 、 薄 井
を軸 に 研 究 が行 わ れ、 2 ) で は 、 SHIP 2 の 作
用 を 中 心 に 、 リ ピ ッ ド ホ ス フ ァ タ ー ゼ と イ ン ス
リ ン シ グ ナ ル伝達に 関 し て 、 笹 岡 、 石 原 を軸 に
研究が行 わ れ、 3 ) で は 、 炎症性サ イ ト カ イ ン
IL - 8 の作用 を 中 心 に糖尿病性血管合併症 の発
症機序 に 関 し て浦風 を軸 に研究が行 わ れて き た 。
こ れ ら の研究の成果に は沢、 山崎、 佐藤、 手丸、
平谷、 石木、 岩 田 、 宇 野、 高野、 野畑 、 岸 田 、
鷹 田 、 川 原 、 和 田 、 山本、 堀 、 村上、 小橋、 井
窪、 金谷、 浅水、 石塚、 福居 、 藤坂、 木林、 賀 、
Bukhari Agussalim ら 多 く の 大学 院生、 研究生
が貢献 し て い る 。 リ ウ マ チ 、 勝 原病 の 分野で は
杉 山 、 多喜 を 中 心 に 、 関節 リ ウ マ チ の 治療薬 と
し て 抗炎症性 サ イ ト カ イ ン で あ る IL - 4 に 着
目 し 、 リ ウ マ チ滑 膜細胞 に お け る ア ラ キ ド ン 酸
代謝、 破骨細胞 の誘導作用 に 対す る 効果 を 基礎
的 に検討 し て き た 。 ま た 、 免疫学教室 (村 口篤
教授) と の 共 同 研 究 で 関 節 リ ウ マチ の IL - 4 
の 遺伝子治療 に 関 す る 検討 を 行 っ て い る 。 こ の
研究の成果 は 黒 田 、 蓑 、 原 田 、 篠 田 、 モ ハ メ ド
(エ ジ プ ト 留 学生) 、 朴木 ら の 大学院生の努 力 に
負 う と こ ろ が大 き い 。 呼吸器分野で は前任の水
島 ・ 現丸 山 を 中 心 に 、 1 ) 肺癌 で は 、 肺癌細胞
と 癌抑制遺伝子変異 の 関 連 あ る い は 多 剤 耐性 と
関連す る ABC ト ラ ン ス ポ ー タ 一 発現の解析 を 、
2 ) 急性肺障害 で は 、 ア ポ ト ー シ ス 受容体 Fas
の 発現調節、 Co に よ る ア ポ ト ー シ ス の 細胞 内
分子機構 を 、 3 )哨息で は 、 ア ス ピ リ ン端息 と
LTC 4 S 遺伝子変異 と の 関連、戸2一刺激 薬 の 抗
炎症作用 の解析 を 行 っ て き た 。 こ の研究成 果 は
菓 子 井、 藤下、 林、 藤 田 、 河岸 、 荒屋、 篠 田 、
山 田 、 宮林 ら の大学院生の努 力 に 負 う と こ ろ が
大で あ る 。 大学 院卒業後外国 留 学 し た菓 子井、
藤下、 林、 薄井、 石木が帰国 し 、 教育研究 の指
導 に新 し い エ ネ ル ギー を 注入 し 、 30周 年 を 迎 え
た 今 日 ま す ま す 臨床、 教育、 研究面 と も に 充実
さ せ て い る 。
(杉 山 英二、 小林 正)
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内 科 学 ( 2 ) 
内 科学 第 三 講悔 は 昭和 52年 4 月 、 金沢大学 内
科 学 第 一 議朕助 教授杉本恒 明 が初代教授 と し て
着任 し 、 開 講 さ れ た 。 昭和58年 6 月 杉本教授が
東京大学 内 科学 第 三講座教授 に 転 出 、 同 年 1 1 月
京都大学 第 三 内科 講 師篠 山 主主成が第三代教授 と
し て 着任 し た 。 平成 4 年 1 H 篠 山 教授が京都大
学 内 科 学 第 三 講座 教授 と し て 転 出 、 同 年 1 2 月 東
京大学医学部附属 病 院 中 央検査部講師井上博が
第三代教授 と し て 着任 し た 。 助 教授 は 、 水村 泰
治 ( 昭 和 52年 4 月~ 昭 和6 1 年 3 月 ) 、 飯 出 博 行
( B円相J 6 1 年 7 月~ 平成 5 年 4 月 ) 、 高 田 正 信 ( 、l三
成 5 1f 6 月~ 千 成 14年 3 月 ) 、 麻 野 井 英 次 ( 、lε
成 14年 4 月~ 平 成 1 7年 3 月 ) 、 能 津 孝 (平 成 1 7
年 4 月 � ) が務 め て い る 。
平 成 6 年 度ま で の 人 事 は 『 開 学20周 年 記 念
誌j に 記述 し た 。 そ の 後、 平 成 10if会1 1 月 岸本千
晴助手が京都大学へ転 出 し 、 高 嶋修太郎が附属
病 院 第 二 内科助子 よ り配 置換 え と な っ た 。 平成
1 1 'rt三 2 月 三 羽 邦久 助 手が辞職 し 、 能i宰孝が第 :
内 科助 手 よ り配 置換 え 、 同 年 4 H l共 同 文宏が第
て 内 科助 手 よ り配 置換 え と な っ た 。 平 成 1 3 {f 1 2
)j 高 嶋助手が保健管瑚セ ン タ ー 講 師 に 舛任 、 平
成 1 4年 3 月 高 田 助 教授が寓 山 逓信病 院 院長 に 転
出 し た 。 同 年 4 JJ 麻野 井 講 師 が助教授 に 、 能洋
助 手が附属 病 院 ( 第 二 内 科 ) 講 師 に井 f壬 し 、 t 
野均が富 山 家庭裁判所技官 よ り 助 手 と し て 着任 、
亀 山 智樹が第二 内科助子 よ り配 置換 え と な っ た 。
平 成 1 7 年 3 月 麻野井助 教授が新湊市民病 院院長
に 転 出 し 、 同 年 4 月 能i宰講 師 が助 教授 に 、 供 田
助 子 が 附属 病 院 ( 第 二 内科) 講 師 に 昇任 し 、 、l正
井忠和 が第二 内 科助 手 よ り配 置換 え と な っ た 。
本講庵 は 開 講以 米 、 循環器、 腎 ・ 高血圧 、 神
経 内 科 の 教 育 、 研究、 診療 を 担 当 し て き た 。 昭
和60年代 は神経内科の専 門 医 が不在で あ っ た が、
平成 5 年 神 経 内 科専 門 医 ( 高 嶋 ) が第二 内 科助
手 に 着任後、 徐 々 に 神 経 内科 を 専 門 と す る 教室
員 が増 え て き た 。 神 経 内 科 の 診療 を 充実 さ せ た
い と す る 附属 病 院 の 意 向 に よ り 、 神 経 内科が診
療科 と し て 設置 さ れ、 平 成 1 7 年 6 月 1 6 日 付 け で
慶応大学神 経 内 科 講 師岡 '11 耕 太郎 が教授 と し て
着任 し 、 本講座の担 当 は 循環器 と 腎 ・ 高血圧 と
な っ た 。 神 経 内 科分離後 の 平 成 1 7 年 9 月 1 1::3 現
在 の 医 局 在籍 者 数 は 68名 で あ り 、 う ち 4 �ノ1 が米
国留 学 中 で あ る 。
研究 は 臨 床 の 現場で't じ た疑 問 を 解決す る ス
タ イ ル を 重視 し て き た 。 循環器疾患 の 診療 に は
循環年理の理解が基本 で あ る た め で あ る 。 不整
脈 グ ル ー プ (藤木講師、 水牧助 子 ) は 頻 脈性不
整 脈 お よ び 失 神 の 機 序 、 Br ugada 症 候 群 の 病
態 と 治療方針、 心房細動 と 心房 筋 リ モ デ リ ン グ
に 関 す る 研 究 を 進 め て い る 。 心 不 全 グ ル ー プ
(麻野井前助 教授) は心不全例 の 呼 吸状態 と 自
律神経機能、 睡 眠時無呼吸 と 自 律神経機能、 心
不全例 の 呼吸訓 練 に 関 す る 臨 床 お よ び実験備究
を 精力 的 に 進 め た 。 ま た厚生科研 費 の 分担研究
者 と し て 、 新 し い 除細動器の 開 発 に も 携 わ っ て
い る 。 心 筋 虚 血 グ ル ー プ ( 能津助教授、 亀 I lj 助
手 ) は 虚血 モ デ ル の心臓交感神経機能 に 関 し て
核 医 学 的 手法 を 利 用 し た 研究 を 展 開 し 、 心室 間
質 のノ ル エ ピ ネ フ リ ン 動態 な ど の 基礎 的研究 を
進 め て い る 。 ま た 神 経 内 科 グ ル ー プ ( 高 嶋保健
管理 セ ン タ ー 講 師 ) と 共 同 で心房車111勤 に 伴 う 心
!貯|年塞栓杭 の予 知 と 予 防法一 に 関 し て 、 多 施設共
同 研究 を 展 開 し 多 く の 知 見 を 得 た 。 心エ コ ー グ
ル ー プ ( 平 )1二助 手 ) は心 原性塞栓症 の 予 知l指標
を 明 ら か に す る た め 、 各種の凝血分 f マ カー ー
と 経食道心エ コ ー l立| 所見 と の 対比 を 行 っ て い る c
腎 ・ 高 血圧 グ ル ー プ (泉 野 潔 看 護学科助教授、
供 出 講 師 、 上野助 子) は 、 各種動物 モ デ ル の 腎
血行動態 と 血管構 築 の 変化、 ミ ネ ラ ル コ ル チ コ
イ ド 過剰 高 血圧 モ デ ル の 椋 的 臓 器 の 線維化 に 関
わ る 細 胞 内 情報伝達 系 、 腎 炎 モ デ ル な どの研究
を 行 っ て い る 。 こ の 10年 間 の 欧文原著論文 は 平
成 7 年2 1編 、 8 年 1 6編 、 9 年 1 5編 、 1 0年 1 1編 、
1 1 年22編 、 12年 9編 、 1 3 年 1 7編 、 14年 1 1編 、 15
{f 1 2編 、 16年22編 で あ る 。
平 成 1 6 年 4 月 か ら 大学法人化、 卒 後 臨 床研修
必修化 な ど諸制 度 が大 き く 変 革 さ れ、 3 大学統
合 お よ び開 学30周 年 を 迎 え 、 今後 の 10年 間 の 発
展 を 目 指 し 教室 の あ り Ji を 改革す る 時期 に 来 て
い る 。
内 科 学 ( 3 ) 
内科学第 3 講座 は 昭和54年 4 月 に 初代佐 々 木
博教授 の 着任 と と も に 開講、 主 に 消化器疾患 と
血液疾患の教育、 研究、 診療 を 担 当 し て き た 。
平成元年 9 月 に 第 2 代 日 と し て 岡 山 大学 よ り 渡
辺 明 治教授 を お 迎 え し 、 従来の 教室運営 を 維持
し な が ら 新 た な 考 え で教育、 研究 に 取 り 組み消
化器疾患の大 き な 基礎 を 築 い て き た 。 そ し て 平
成16年 に は 第 3 代教授 と し て 杉 山 敏郎が北海 道
大学 か ら 着任 し 、 肝疾患 の実績 に 加 え 消化管領
域、 血液領域の 充実が図 ら れて い る 。
平成 7 年以後 の 主 な 教室 人事 は 以 下 の 如 く で
あ る 。 平成 8 年 4 月 に は助教授 で あ っ た 田 中 三
千雄が当 大学看護学科教授 に 就任、 代 わ っ て 斎
藤が助教授 と な っ た 。 ま た 講師 と し て 若林が任
命 さ れ た 。 平成10年 3 月 末で佐 々 木博学長が退
官 さ れ た 。 平成14年、 斎藤が富 山 大学保健管理
セ ン タ ー 教授 に就任 さ れ、 樋 口 が助教授 に 昇格、
清水が講師 と な っ た 。 平成15年、 樋 口 助教授が
糸 魚 川 総合病 院 院長 に 栄転 し 、 高 原 が助教授、
峯村、 安村が講師 と な っ た 。 平成16年 3 月 、 渡
辺明 治教授が退官 さ れ、 平成16年 9 月 に は杉 山
敏郎が第 3 代教授 と し て 就任 し 、 新 し い 時 代 の
医学研究、 教育の流れに即 し た新 た な 第 3 内科
を 構築 中 で あ る 。 平成17年 に は 米国 か ら 帰国 し
て い た工藤 (俊) が講師 に 昇格 し た 。 平成17年
3 月 末現在の教室員 は教授、 助教授、 以下講師
2 名 、 助手 6 名 、 医員 4 名 、 大学 院生10名 、 協
力研究員 7 名 、 研究生 2 名 、 外国 人客員研究員
1 名 と な っ て お り 在籍 者 は33名 と な っ て い る 。
こ の10年 間 は 年平均 5 名 弱 の 新 入 医 局 員 と 3 名
弱 の 新大学院生 を 迎 え て き た 。 卒後初期研修制
度 の変更に伴い平成16年、 17年度の入局 者 は な
く 、 以後、 地方 医学部、 医科大学そ し て 地域 医
療 は壊 滅的打撃 を 受 け て い る が、 平成18年度の
当 科入局 者 は 5 名 で あ る 。
研究 は 渡辺教授 の 指導下 で進展 し て い た 肝不
全、 肝再生 の病態解 明 を 引 き 継 い で高 原助教授
の グ ル ー プ は 肝線維化や肝障害、 修復 に 関 す る
分子生物学的研究 を 進 め 、 さ ら に HGF や 肝幹
細胞 を 用 い た 肝再生医療 に取 り 組 ん で い る 。 ま
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た 峯村講師 を 中 心 に ウ イ ル ス 性肝炎発症 の 分子
免疫学的解析 を 行 っ て い る 。 さ ら に 安村講師 を
中 心 に 肝癌 、 大腸癌 の ア ポ ト ー シ ス の 解析 を
行 っ て き た 。 一方、 消化管 の 分野で は若林講師
がヘ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 感染 胃 粘膜の リ ン脂
質解析 を は じ め 肝臓 グ ル ー プ と の 共 同研究 を 推
進 し て き た 。 ま た加藤助手 を 中 心 に 悪性 リ ン パ
腫予後 因 子 の 解析、 末梢血幹細胞 移植 と 自 家骨
髄移植 に 取 り 組 ん で、 き た 。 平成16年か ら は新 た
に 着任 し た杉 山 の指導下、 消化管研究 は 分子生
物学 を 応 用 し た 世界へ挑戦 で き る 最新 の テ ー マ
に 変貌 し 、 肝疾患 も 将来の疾病構造 の 変化 を 見
据 え た テ ー マ に 変化 し つ つ あ る 。 消化管 で はヘ
リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 遺伝子解析 に 基づ く 胃 癌
予 防 、 i貴傷性大腸炎の 原 因細菌 と 治療標 的 の 同
定、 ク ロ ー ン 病 の新規治療標 的分子、 消化管 間
質腫蕩 の遺伝子解析 と 薬剤 耐性克服、 消化器癌
の新規分子標 的治療、 肝疾患 で は 肝再生遺伝子
治療研究 な どが進め ら れて い る 。 こ れ ら の研究
に お け る 文部科学省研究費や厚生労働省研究費
の 受 け 入 れ は こ の 10年 間 で45件 に 上 る 。
教育面 で は 学部教育 の コ ア カ リ キ ュ ラ ム 導入
に 伴 い シ ラ パ ス を 全面改訂 し 、 チ ュ ー ト リ ア ル
教育 も 積極 的 に推進 し て い る 。 ク リ ニ カ ル ク ラ
ー ク シ ッ プ の 内 容 も 充実 し 、 研修医、 学生 も 十
分 な 知識、 技量 の 習 得 は も ち ろ ん の こ と 、 医 師
と し て 望 ま れ る 人 間性溢れ る 医学教育 を 実践 し
て い る 。 JICA プ ロ ジ ェ ク ト と し て 平 成 2 年 か
ら ブ ラ ジ ル ・ カ ン ピ ー ナ ス 大学消化器病診断 ・
研究セ ン タ ー 設立 に 協力 し て き た が、 平成14年
に終了 す る ま で多 く の教室員 を 派遣 し 、 ま た カ
ン ビ ー ナ ス 大学か ら も 医 師 を 迎 え 入 れ た 。 こ の
活動 は平成12年度の大学外部評価 で大 い に 評価
さ れ た 。
こ れ ら 、 教育、 研究、 診療 に お け る 講座活動
の 学 内 評価が教育研究基盤校費の傾斜配分 を 前
提 に 平成14年度か ら 始 ま っ た が、 当 講座 は 平成
14年度、 平成15年度 と も に 学 内 で最 も 高 い 評価
を い た だ い て お り 、 教室員 一 向 、 誇 り に 思 う と
と も に 、 日 々 一層 の努 力 を 重ね て い る 。
(文責 : 杉 山敏郎、 高 原照美)
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皮 膚 科 学
諸橋正 Hfi 名 誉教授 を 含 め 4 名 で 、 昭 和 54年 に
皮!育科講座が開 講 さ れ た 。 以 降 、 諸橋名 誉教授
が平 成 1 7 年 3 月 迄 IriJ 講座 の 運営 を 統括 し 、 同 年
10 月 か ら は 2 代 日 教授 に 清水忠道先 生が赴任 予
定 で あ る 。 講座 開 設後、 !罷 代 の 助 教授、 講 師 や
多 く の 医 局 員 が運営 に 携 わ り 、 数多 く の 関 連病
院赴任 や 開 業 等 で 医療技術克進 や 地域医療 に 貢
献 し て き た c 機器設備 で走査型や透過型電顕等、
外米部 門 で種 々 の UVA 照射 機器、 最 近 は Nar
r ow band UVB を 設置 し た 。 昭和63年 に 手術
台 を 電動 リ モ コ ン に し て外来干術が充実化 さ れ、
数年: flíj ア レ キ サ ン ド ラ イ ト レ ー ザ ー や ル ビ ー レ
ー ザ ー を 購 入 、 色 素性病変や 血管腕竿 に 成果 を
あ げ て い る 。 更 に 、 CO， レ ー ザ ー や デ ル モ ス コ
ピ ー 等 も 導 入 し て い る 。
当 講座 は 数多 く の研究 に 取 り 組み 、 最 近 で は
( 1  )皮膚疾患 に 対 す る 和 漢薬 の 干j.，手的評価 に 関 す
る 研究、 ( 2 ) ア ト ピ ー 性皮膚 炎 に 関 す る 形態'芋 ・
生理学的研究、 ( 3 1各皮屑疾患 に 伴 う 咋 み の 芯起
と 治療 薬 の 止庫機序 、 (� )W槍の病態 の 解 明 、 1 5 ) 
角 化 に 関 与す る 新蛋 (1 質 の 役 割 、 ( ( 川嫌気性 菌 感
染 に 関 す る 研究、 ( 7 )角 質細 胞 間 脂 質 に 対す る 各
薬剤 の 影 響 や 脱毛症 と 治療 薬 の 開 発等 を 展 開 し
て き た 。 研究成果 は外国誌 に 数多 く 掲 載 さ れ て
い る 。 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 和 漢 薬 治 療 研 究 は
COE プ ロ グ ラ ム に 採択 さ れ 、 厚 労 省 、ド 成 1 3年
度 や 同 14� 1 6年 度 に ア ト ピ ー 性皮膚 炎の既存治
療 や 布 用 な 治療法等の研究 を 担 当 し た 。 学会活
動 も積極 的 で 、 昭和6 1 作会 に 第37 凶 日 本皮膚科学
会 中 部支部学術大会、 平成 6 年 に 第2 1 回 [] 本屯
顕皮膚生物学会 や 第 1 9 1wl 日 本接触皮膚 炎守:会、
|ロj 8 年 、 第 4 回 毛 髪科学研究学 会、 同 9 年 、 第
2 1 回 日 本吾粧 品科学会、 Iri) 10年、 第 1 5 11J1 和 漢 医
薬学会、 1 ri] l 6年 に は 第341111 日 本皮膚 ア レ ル ギー
学 会 を 主催 し 、 多 く の 参加 者 に よ り積極 的 な 討
論や 意 見交換が行 わ れ た 。
学生 に 対 す る 講義 で は 、 皮 膚 へ の 広 い 基礎知
識の ト今 に 、 疾患の 原 閃 、 病 態 や 皮膚疾忠 の独特
な 診 断治療法 に 関 す る 知 識、 重 要 な 皮膚 疾 患 の
提示 と 深 い 理解 に 量点 を お い て い る 。 チ ュ ー ト
リ ア ル 教 育 で は皮膚疾患 の 洞 察)J や 判 断能 力 候
成 に 努め て い る 。 病棟実習 で は 指 導 医 と 共 に 入
院患者 を 担 当 し 、 蓄積 し た 知 識 を 応 用 し 診 断 と
治療方針 の 決定等 を 、 外来実習 で診断か ら 治療
迄 の 過 程 と 患者への接 し )j等 を 習 得 し て い る 。
更 に レ ー ザ ー 外米や 脱毛外米等特殊外来 を 見学
し 、 最新の 治療技術 を 学 ん で、 い る 。 院生 に 対 し
ア レ ル ギ ー 学概論、 ア レ ル ギ ー 性 炎 症学 及 び臨
床免疫病態学特論等 を 担 当 し て い る 。
当 講隔 で は 、 計78 1叫 に 及 ぶ富 1 1 1 皮庸 病 態 治療
研究会 の 開 催 に 協 力 し 、 会 員 同 L の 治療 方 法 の
供 覧 や 、 情報交換 ・ 治療技術 のIrlJ 卜会等 に つ と め
た 。 ま た 、 富 山県 皮膚 科 医 会 に も 多 数の 医 局 員
が参加 し 、 症例供覧、 会 員 相 正 の 親陸、 治療研
究 や 社 会 保 険 の 動 的j 等 の 報 告 や 討論 を 行 っ て い
る 。 1 1 月 の 皮 腐 の 日 に は 、 一般人 を 対 象 に 身 近
な 皮膚 病 の 講座 を 行 っ て い る 。 保健所活動 に お
い て も 、 医 局 員 に よ る 講演 会 ・ 啓蒙活動や皮膚
病患者 に 対 す る 丁年 な 個 別 活動 を 行 っ て い る 。
|玉l 際交流で は 多 く の 外 国 人講 師 を 迎 え て 特 別 講
義等 を 行 っ た 。 ま た 、 多 く の 同 際学会 ( 米 国研
究皮膚科学会、 日 独合 同 皮 膚 科 学 会 及 び 国 際研
究 皮 !育 科 学 会 等 ) で演題 を 発表 し 、 |玉l 際交流 を
活発に 行 っ て い る 。 海外官 学 も 盛 ん で 、 米 l玉i や 欧
州 の研究施設 に 医 局 員 を 派遣 し研究成果 を あ げ
て い る 。
診療 部 門 で は 、 開 院後増 員 に よ り 現在約 8 �
10名 の 診療体制 を 組 ん で し 、 る 。 午 前 外 来 は 3 診
制 を 維持 し 、 午後の特殊外来 と あ わ せ て 年 間 2
万 人程 度 の 受診者 に 対応 し て い る 。 特 に 皮膚 付
属 器疾患、 ア ト ピ ー 性皮膚 炎 、 脱毛症 な ど に 力
を 注 い で き た 。 専 門 外来 と し て 脱毛症、 位宿、
ア ト ピ ー 性皮膚 炎 、 ' パ ッ チ テ ス ト 等 を 設 置 し て
き た 。 皮 膚 外科分野 で は メ ラノ ー マ 等 各腫蕩 の
治療 を 行 い 、 ま た 、 白 斑や肢臭症等 の 治療 も 行
い 、 平 成 1 0 年 か ら は重点分野の レ ー ザ ー 外来 を
開 設 し 、 血管腕、 同 平 母斑、 太 田母斑 及 び異所
性蒙古斑等 の 治療 に あ た っ て い る 。 薬疹、 腰 原
病 、 先 天性疾患等全 身 の 多臓器 と 悶述 し た疾患
で は 、 他科 と 協調 し 診療 に あ た っ て い る 。 平 日
午後 は外米生検 と し て 皮膚腫蕩等の外科 的 切 除
や 難治性皮 膚 疾 患 の 生検 を 行 っ て い る 。
小 児 科 学
当 教室 は 、 岡 田 敏夫前教授 を 中 心 に 開 設 さ れ
た 。 開 設 当 初 は 、 教授の専 門 で あ っ た 腎臓 に 関
す る 臨床 ・ 研究 を 中 心 に活躍の場 を 拡 げて い っ
た が、 そ の 後、 富 山 県 の小児医療への貢献 を 目
指 し 、 呼吸器 ・ ア レ ル ギー 班、 神 経班、 循環器
班、 未熟児 ・ 新生児班、 血液 ・ 悪性腫蕩班の専
門 を 編 成 し た 。 附 属 病 院 の 開 院 当 初 は 、 少 な
か っ た患者 さ ん も 、 徐 々 に 増 え 、 各専 門 グ ル ー
プ も 徐 々 に 充 実 し 、 現在 の 当 教 室 の 基盤が作 ら
れた。 平成 7 年か ら は 、 宮脇利男 教授が就任 し 、
基礎研究設備の 充実、 大学院生の増加が加速 し 、
各臨床班 に お い て 、 教授 の専 門 で あ る 免疫学の
視点か ら の研究が 中 心 に 行 わ れ る よ う に な り 、
こ の 分野 を 中 心 に 多 く の研究業績が積み重ね ら
れて い る 。 最近 で は 、 遺伝子診断 を は じ め 分子
生物学的手法 を 採 り 入 れ、 小 児 の 難病 の 克服 に
向 け た研究 を 各班が行 っ て い る 。
臨床研究面 で の 変遷
循環器班 は 、 市 田 蕗子助教授 を 中心 に ス タ ー
ト し 、 第 1 外科の協力 の下、 診療 を 進め て き た 。
平成12年 に は 、 兵庫県立 こ ど も 病 院 か ら 大嶋義
博先生が赴任 さ れ、 手術数 も 飛躍 的 に 増 え 、 成
績 は 全国 の ト ッ プ レ ベ ル と な っ た 。 現在、 北 陸
に お け る 小児循環器外科 セ ン タ ー と し て の役割
を 担 う ま で に な っ て い る 。 研究面 で は 、 左室心
筋綴密化障害や 川 崎病 に 関 す る 研究で、 内外か
ら 高 い 評価 を 受 け て い る 。
呼吸器 ア レ ル ギ ー 班 は 、 乳幼児 の気道過敏性
測定やユ ス リ カ ア レ ル ゲ ン 解析 な どで輝か し い
業績 を 残 し て き た が、 現在 で は Th 1 /Th 2 バ
ラ ン ス に つ い て の基礎研究、 ア レ ル ギ ー 疾患 の
疫学や ウ イ ル ス 感染症診断 に お け る MxA 蛋 白
の有用性 な どの 臨床研究 を 行 っ て い る 。 ま た 小
児の気管支 フ ァ イ パ ー 検査が行 え る 数少 な い 施
設 と し て小児呼吸器専 門 医の育成 に努 め て い る 。
未熟児 ・ 新生児班 は 、 富 山 県 の 周 産 期 医 療 に
貢献 し て き た が、 2001年か ら 、 周 産母子 セ ン タ
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ー と な り 、 施設 も 拡充 さ れ た 。 現在、 二谷武講
師 ら を 中 心 に 、 富 山 県の 周 産 期 医療 の 中心的役
割 を 果 た し て い る 。 研究面 で は 、 腸管免疫 の発
達 に 与 え る 母乳 の 影響 に 関 す る 研究 を は じ め 、
感染免疫 の 視点 に 立 っ た研究 を し て い る 。
血液 ・ 腫蕩班 で は 、 数年前か ら 末梢血幹細胞
移植や骨髄移植 な どの再生医療 に 取 り 組 ん で き
た が、 近年無菌室 も 完備 し 、 最近 で は 、 他科か
ら の 患者 も 含め小児の悪性腫蕩 の化学療法 に つ
い て 中心的役割 を 演 じ て い る 。 研究面 で は 、 X
linked agammaglobulinemia な ど の 先 天性 免
疫不全症 の フ ロ ー サ イ ト メ ト リ ー に よ る 簡易 診
断法の 開 発 を 行 い 、 遺伝子診断 を 併用 し て 全国
の患者発見 に 取 り 組 ん で き た 。 ま た 、 先天性免
疫不全症 の 遺伝子診断 に つ い て 東 ア ジ ア を 中 心
に国 際共同研究 も 展 開 し て い る 。 平成14年 か ら
は 、 宮脇教授が厚生労働省 の 「原発性免疫不全
症候群 に 関 す る 調査 ・ 研究」 の主 任研究者 に 就
任 し 、 事務局 と し て 尽力 し て い る 。
神経班 は 、 精神 運動発達 の診断、 て ん か ん診
療 を 中 心 に 活動 し て き た O 北 陸 で は 、 小児 を 対
象 と す る て ん か ん専 門認定施設 は 当 院の み で あ
り 、 診療活動 に 加 え 教育 に お い て も 期待 さ れて
い る 。 こ れ ま で は 、 脳波、 誘発電位 な どの生理
学的側面か ら の研究 を 行 い 一 定 の 評価 を 受 け て
き た が、 現在 は 、 神 経免疫学的側 面 か ら の研究
を 中 心 に 行 っ て い る 。
地域医療への貢献
全国 的 に 、 特 に 富 山 県 に お い て 、 小児科 医 の
不足が叫 ば れ る 中 、 教室員 の増加 に 呼応 し て 、
こ の 10年 間 、 富 山 県 内 の 公立病院の小児科医派
遣の要請 に 逐次対応 し て き た 。 現在 も 明 日 の小
児 医療 を 支 え る 若手 を 育 成すべ く 、 県 立 中 央病
院、 厚生連高 岡 病 院、 黒 部市民病 院 な どの富 山
県 の 中核病 院 を は じ め 、 多 く の 病 院 に 、 優 秀 な
中 堅 医 師 を 派遣 し て い る と こ ろ で あ る 。
開 学30周 年 に あ た り 、 諸先輩方 の ご努 力 に敬
意 を 表す る と と も に 今 ま で ご支援 ・ ご指導い た
だ い た 関係各位 に 深 謝 申 し 上 げ ま す。
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精神神経医学
( 1 ) 教 室 の II 標
当 教室 は そ の 目 標 と し て 、 地域医療で活躍す
る 人材 の 育 成 と 精 神 医 学 の 重要疾患 に 対す る 総
合的 な研究の推進 を 掲 げて い る 。 地域 の 病 院 か
ら の 医 師 派遣 の 要請 に も で き る だ け 応 え る よ う
に し て い る 。
こ の よ う な 教宅 の 方針 も あ っ て 、 現在の常勤
教室 員 の 数 は そ れ ほ ど多 く な い 。 し か し 、 教室
員 の 努力 に よ り 、 当 教 本 の 研究活動 は 国 際水準
に あ る と い っ て も よ い と 思 う 。 そ れ を 端 的 に 示
す 例 と し て は 、 当 教宅 の 論文 の図 が、 2005{f の
Br ain の 表紙 を 飾 っ た こ と な どがうち げ ら れ る 。
( 2 ) 研究活動
教 本 の Ìê 妥 テ ー マ と し て 統 fT 失 調 症 の 臨 床
的 ・ 基礎的研 究 に 焦 点 を 当 て て い る 。 以 下 に 研
究 グ ル ー プ と Ì'. な 課題 を 述べ る 。
引臨床画像 次元Iii主主C:!t rl鳥 画像 を 用 い た 統合
失 調 症 悶 障 古 の 脳 の 形態学的変化 と 形態幽像診
断j去 の 開発、 ア ル ツハ イ マ 一 的 の 脳 |由H象解析。
①臨床神経'tfl�:事 象 |対述 電位 と LORETA 解
析 を 用 い た 第 2 世代抗精神 病 薬 等 の 効果。
ぽl臨床薬理: 統合失古島w の認知 ・ 社 会 機 能 障 害
に 対す る 第 2 世代抗精 神 病 薬 等 の 効 果 。
引眼球運動: 統合失r\fli]抗闘忠J干の探索 的 眼球運
動。
位l遺{ムー f解析 : 統合失調症忠 �. の 遺伝 f解析。
今後 の 課題 と し て 画像変化 を 指標 に し た 遺伝 子
解析。
⑨神 経生理 (基礎): 統 合 火 調 症 モ デ ル ラ ッ ト
の pr epulse inhibition と 社会的相 li.行動の 変化。
精 神 薬 理 (基縫い 当 教 室 で 開 党 し た 内 暁皮
質傷古一 ラ ッ ト に つ い て の 検討 。 P. Seeman 教授
か ら 共 同研究 の 申 し 込み に よ り 、 ド ー パ ミ ン 受
容 体 の 変 化 が 測 定 で き た こ と は 大 き な 成 果 で
あ っ た 。 NMDA 受容体J古抗薬 に よ る 動 物 モ デ
ル の 社 会 的 行動 に 対 す る パ ソ プ レ ァ シ ン 誘導体
の 効果 。 モ デ ル 動物 の 行動 と 形態 学 的 変 化 を 治
療 し 得 る 薬剤l の ス ク リ ー ニ ン グ の 開 始。
⑧児童思春期: 注意欠 陥 / 多動性障害や 児童統
合失調症 の 認知機能。 白 閉 症発達支援セ ン タ ー
へ の 参加 。
①認知神経心理学: 統合失調抗や認知症 に 対 す
る 認 知 神 経 心 理 学 的 評 価 (心埋 学 教宗 と の 共
[ riJ ) 。
教 室 員 の 数 に 比べ て グ ル ー プ数が多 い が、 こ
れ は 個 人が複数の 分野 に 所属 し て い る こ と に よ
る 。
平 成 1 7 年 度 外 部 資 金 と し て は 、 奨 学 寄 付 金
( 2 1 病 院 お よ び製 薬 会社) の ほ か 、 科学技術振
興 機構 の 戦 略 的 創 造研 究 推 進 事 業 (CREST)
の 分担 、 学術振興 会 の 科 学 研 究 費 は k� 盤 C を
4 つ 、 若 手 B が ] つ 、 厚 生 労 働 省 の 研 究 班 3
つ な どで あ る 。
( 3 ) 教育
コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム で は 、 シ ス テ ム 情動科 学
講 座 と 共 同 で 、 「 精 神 系 J 29 コ マ を 担 当 し こ
の他、 「老化 と 人 の 化j 、 お よ び 「 医 学 の 創造」
の コ ー ス で 1 コ マ ずつ 担 吋 し て い る 。 精神系 の
試験で は 、 前 の 時 間 に キ ー ワ ー ド の 1'1 習 時 間 を
も う け 、 試験 に は ぷ 本 問 題 を 出 題 し て い る 。
( ;( ) 学会等
平成 10年 5 ) J  3 0  [l に 教室 開 講20同 年記念 を 白
遊館 ( 市 山 市 ) で 開 催 し た υ 学会活動 と し て は 、
平 成 1 3年1 0 JJ に 第2 1 回 日 本精神科診断学会 を �t�
山 l寸 際 会 議場 で 開 催 し た 。 平成1 7年 に 「精神科
早期診断 ・ 早期 治療懇話会」 を 設 。: し 、 、 |λ成17
{F 8 月 に サ ン フ ォ ル テ (白 Ji I rb' ) で 第 1 回 の 懇
話 会 を 開 催 し た 。
( 5  ) 人事 (平成 7 年 以 降 )
教授:合知正佳 ( lIf同fJ 6 1 年~ 現作 )
助 教授: 常 藤 j台 、 鈴木道雄 ( 平 成1 0年 � )
講 師: 福 田 英道、 鈴木道雄、 江守 賢次、 黒 ) I [
賢 造 、 住 77 太 幹 ( 平 成 12{J'. � ) 、 川 崎 康 弘 (平
成 1 2 {r � ) 。
助 子: 谷井清之、 堤 学、 i[守 賢次、 松 Jt:三
枚、 萩野 宏文、 殿 谷康博、 黒 川 賢造、 住吉太幹、
村 町 品 彦 、 上原 降 (平成10年、 平 成 1 4 年 � ) 、
岡 部 彰 人 、 山 下委希子 、 角 田 雅 彦 ( 平 成 1 1 年
� ) 、 岩 田 卓也 ( 平 成 1 2年 � ) 、 野 原 茂 、 四
崇 、 出 尻市 嗣 、 高橋 努 (平成14年、 平成1 5
午 � ) 、 長谷川 雄介、 田 仲耕大 ( 、|ξ 成 1 6 年 � ) 。
放射線医学
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
教授瀬戸光の も と で研究、 教育、 臨床が行
わ れ て い る 。 ス タ ッ フ は 講 師 : 野村邦紀、 蔭
山 昌 成、 清水正司 、 助手 : 野口京、 神前裕一、
富津岳人、 亀 田 圭介、 川 部秀人、 医員 : 森尻
実、 大 学 院 生 (修士課程) : 安 達登志樹、 長
浜航永、 そ の他研究生 5 名 で構成 さ れて い る 。
ま た 、 放射線部 の助教授渡遺直 人お よ び助 手
小川心ー も 参加 し て い る 。
研究分野 は 臨床研究 を 重視 し て い る 。 主 な
研究 テ ー マ は 1 ) 機能お よ び形態融合画像 に
よ る 癌 の早期診断 と 治療効果 の 評価、 2 ) 小
核試験 を 用 い た リ ン パ球の 放射線組織障害の
評価、 3 ) 磁気共鳴画像法 に よ る クモ 膜下 出
血 の 早期 診断法 の 開 発、 4 ) カ テ ー テ ル 設置
法 に よ る IVR 効 率 化 の 研 究、 5 ) 外 部 照 射
の 効果 と 遺伝子 の 関係 な どがあ る 。
こ の 10年 間 に 発表 し た 論文 は 英文97編、 和
丈 8 編 で あ る o ì.度遺直人が 「放射 性 ヨ ー ド の
リ ン パ球の 放射線組織障害の研究」 で 日 本核
医学会の核 医学会賞 を 受賞 し て い る 。 ま た こ
の 間 に 送 り 出 し た 大学院生 (博士課程) は 4
名 、 修士課程 1 名 と な っ て い る 。 外部研究費
の 受 入 状況 で は 科学研究 補 助 金 (14件) 、 上
原記念生命財 団 ( 1 件) な ど を 受 け て い る 。
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
学部教育 の講義で は放射線の 防護 と 管理 を
踏 ま え て 、 画 像 診 断 (CT、 MR、 超 音 波 を
含 む ) 、 核 医 学、 イ ン タ ー ベ ン シ ョ ナ ル ・ ラ
ジ オ ロ ジ ー お よ び放射線治療 の 4 分野 に つ い
て 講義 を 行 っ て い る 。 し か し 、 平成15年度の
カ リ キ ュ ラ ム 改訂で臓器別授業が重視 さ れ る
よ う に な り 、 こ の範騰 に 入 ら な い放射線医学、
臨床検査学、 麻酔学が一 緒 に さ れて 、 基本的
知識の 中 で の 講義 と な っ て お り 問 題があ る 。
臨床実習 で は こ れ ら の 4 分野 の 講義 を 補 う
た め 、 少人数の効果的 な 対話式講義 の 後 に 実
習 或 い は 臨床見学 を し て 、 よ り 実践 に 近 い 経
験 を し て も ら う よ う に 工夫 し て い る 。 ま た 放
射線治療 で は 患者 を 担 当 し て 、 放射線治療の
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長所 と 欠点 を 理解 さ せ る よ う に し て い る 。
大学院教育 で は 医 員 の慢性的不足 と 専 門 医
志 向 の た め博士課程の大学 院 に 入学 さ せ る こ
と が極 め て 困 難 に な っ て い る 。 修士課程 は 診
療放射線技師の社会人入学が増 え て お り 、 放
射線医 と の 共 同研究 に 役立 つ て い る 。
3 ) 沿革 に つ い て
設置 は 昭和53年 4 月 1 日 で あ り 、 初代教授
は柿下正雄 (昭和53年 4 月 ~平成 8 年 3 月 )
で あ る 。 そ の 後任 と し て 教授瀬戸光 (平成 8
年 8 月 ~現在) がヲ | き 継 い で い る 。 こ こ で は
こ れ ま で 当 講座 で活躍 し 、 転 出 し た主 要教員
に つ い て 述べ る 。 転 出 時、 講師羽 田 陸朗 ( 昭
和53年 4 月 ~ 昭和 60年 1 月 ) は 本学 附属 病 院
放射線部の助教授 を 経て 、 現在 開業、 同 講 師
石崎良夫 (昭和54年 4 月 ~ 昭和61年 5 月 ) は
現在、 南砺市民病 院放射線科部長、 同 講師二
谷立介 ( 昭和 54年10月 ~平成 4 年 12月 ) は 本
学放射線基礎医学講座の助教授 を 経て 、 現在、
済生会富 山 病 院放射線科部長、 同 講師亀井哲
也 (昭和56年 6 月 ~平成 5 年12月 ) は現在、
済生会 高 岡 病 院放射線科部長 と し て そ れぞれ
活躍 し て い る 。 ま た 、 事務官古志千樹 (昭和
53年 5 月 ~ 昭和55年 4 月 ) の 退職 に 伴 い 、 技
官 道林清美 (昭和55年 4 月 ~現在) が引 き 継
い で い る 。 そ の他、 多 く の 教員 、 医員 の皆様
に支え ら れて き たが紙面の制約があ り 割愛す る 。
装置 と し て は 平成 9 年 2 月 に 位相差顕微鏡
を 購 入 し 、 小核試験の研究 に利用 し て き た 0
4 ) そ の他
外 国 人留学生 と し て 中 国蘇州 医学院か ら 呉
翼偉先生 (平成 4 年 1 月 ~平成 9 年 3 月 ) が、
医学博士 の学位 を 取 り 帰 国。 現在、 蘇州大学
医学部核 医学科教授 と し て 活躍 さ れて い る 。
イ ン ド ネ シ ア ウ シ ュ パ ン ダ ン 大学か ら は イ
ズ ラ ス イ ク パ ル先生 (平成 6 年 6 月 ~平成
9 年 3 月 ) が診断の研究 に 従事 さ れ た 。
海 外研修 と し て は 渡遺 直 人 が 米 国 ス タ ン
フ ォ ー ド 大 学 (平 成 3 年 9 月 ~平 成 5 年 1
月 ) で核医学研究、 野 口 京 は 米 国 ペ ン シ ル ベ
ニ ア 大学 (平成14年10月 ~平成15年 3 月 ) で
磁気共鳴画像診断の研究 に 従事 し た 。
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外 科 学 ( 1 ) 
昭 和 5 1 年 山 本教授、 昭和52年 に 上 山 助 教授が
着任 さ れ 第 ム外科 の 歴 史が始ま っ た 。 本年で大
学 開 設30周 年 を 迎 え た 。 既 に 10周 年 お よ び20周
年記念誌 に も 載せ て あ る の で 、 こ こ で は 最近10
年 を 中 心 に 記載す る 。 平成 3 年 に 上 山 助 教授が
国 立金沢病 院心臓血管外科部長 ( 後 に 病 院長) 、
永井講師が富 山 赤 十 字病 院心臓外科部長、 開 講
師が石川県 立 中 央病 院心臓外科 部長で転 出 し た 。
こ の 大幅 な 人事異動 を 補 う べ く 平成 4 年 三 崎
助 教授 (平 成 6 1fム よ り 教授) を 迎 え 、 小 児心臓
は村上助 子 を 中 心 に 、 成 人心臓 は金沢大学か ら
加 わ っ た 渡 浸 助 手 ( 平 成 12 年 よ り 助 教 授) 、 パ
リ 大学か ら帰 学 し た 湖 東助 子 を 中 心 と し た チ ー
ム が 誕 生 し た 。 村 L は 小 児 の 無 輸 血 手 術、 術
中 ・ 術後管理 に お い て 優 れ た 臨床研究 を 行 っ た 。
そ の 業績が認め ら れ平成10年 に 束;京大学胸部外
科 に 移 り 、 現 在 同 科 の 助 教授 を 務 め て い る 。 波
遣 は 人工心肺 を 使用 し な い心拍動下バ イ パ ス を
多枝バ イ パ ス に 応 用 す る と と も に 、 完全鏡視下
心拍動下バ イ パ ス 術 を 開 発 し 世 界 に 発信 し た 。
こ の 業績で富 山 賞 を 受賞す る と と も に 平成 1 2 年
に金沢大学 第 1 外科教授 と し て 就任 し た 。
な お 、 村 上 の抜 け た 小児心臓 は 宇於崎助 手が
引 き 継 い だ。 平 成 1 2年 に 産 科 と 小 児科 が NI CU
を 開 設す る に お よ び新生児心臓外科 を 充実す る
必要が生 じ た た め 兵 庫 県 立 こ ど も 病 院 か ら 大嶋
講 師 を 迎 え た 。 左心低形成症候群 に対 す るノ ー
ウ ッ ト 手術 の 成 功 な ど実績 を 挙 げ北 隣 の セ ン タ
ー と し て ほ体搬送 、 重症新生児 の 外科治療 に 協
力 し た 。 平 成 1 5 {fて か ら は 助 教授 と し て 活躍 し て
き た が、 本年 4 )J か ら 兵庫県 立 こ ど も 病 院 の 心
臓外科部長 に 決定 し 転 出 し た 。 後任 と し て 4 H
か ら 同 病 院 よ り 芳村 講 師 、 村 上助 手 を 迎 え 更 な
る 充 実 を 図 り 、 そ の 結果 大 学 を 含 む 北 陸 の 主
だ っ た 全 て の小児科 よ り 子術 の 紹 介 を 受 け る よ
う に な っ た 。
一 方 、 i度透助教授 の 抜 け た 穴 は 湖 東講 師 が心
拍動下 バ イ パ ス 、 胸部大血管 を 引 き 継 ぎ現在副
科長 と し て 安定 し た 成績 を 挙 げて い る 。
ま た 、 平 成 1 3年 か ら は深原助手が ド イ ツ ボ ー
フ ム 大学心臓 セ ン タ ー よ り 4 年 間 の 術 者 の 経験
を 経 て !語 学 し 成 人心臓 グ ル ー フ。 に 加 わ り 弁形成
を 含 む 弁膜症手術、 冠動脈バ イ パ ス 、 心M細動
子術で活躍 し て い る 。ま た 開 学 以米 上 山 助 教授、
宮 川 講 師 と 引 き 献がれて き た 腹部大動脈、 末梢
血管外科 に 関 し て は 横 川 講 師 が行 っ て き た 。 平
成 1 1 年 高 岡 市 民病 院 に 胸部血管外科 を 新設 し た
い と の 要 請 が あ り 横川 講 師 が初代部長 と し て 赴
任 し た 。 そ の 後 を 山 下助手が引 き 継 ぎ 、 大動脈
療 に 対 し て は 人 工血管置換 と と も に 大血管の ス
テ ン ト 治療 に 取 り 組み低侵襲 化 に 努 め て い る 。
第 1 外科 の も う 一本の柱 で あ る 呼吸器外科 は
開 学 以 来 山 本教授、 龍村講 師 が行 っ て き た c 平
成 8 年 に 龍村 講 師 が救急部部長 に 昇任 し た 後 は
杉 山 講 師が引 き 継 ぎ グ ル ー プ の 長 と し て 活躍 し
た 。 平成10年 に 光学診療部副 部長 に 昇任 後 、 同
1 1 {干 か ら は 東 名 厚 木病 院 に 就職 し 関 東支部 と し
て 後輩 の 育 成 に 当 た っ て い る 。 そ の 後 第 1 外科
の 呼吸器 は 、 原助 手 lニ ヲ | き 継がれ、 現 在 は 土 11皮
助 手が呼吸器 均支部 門 の 副科長 と し て 活躍 し て
い る 。 中 で も 上岐が開発 し た 完全鏡視 ド肺葉切
除 は 北 日 本新聞が第一面で取 り k げ超低佼襲手
術 と し て i主 日 を 浴 び た 。
一 方沖 出 講 師 は 開学以来一貫 し て乳癌 、 l↓i状
腺 を 中 心 と し た ー般外科 の 治療 に 当 た っ て き て
い る 。 大学病 院 の 独 川 去 人化 に 伴 い 手術件数が
問 題化 さ れ て い る が、 第 1 外科 で は 子術件数の
多 さ で 問 題 は な い も の の 、 し 叶、 に 効率 的 に 子術
J易が運営 さ れ る かが鍵 の よ う で あ る 。 研究 テ ー
マ と し て は①心臓手術後不整脈の発生機序解明
と 治療 、 ②{、衣面周波数分析 に よ る 心房細動機
序 の 解 明 、 ③胸 部心臓 血 管 の 低位襲術式 の 開 発、
④低侵襲千術が肺癌'iIt例術後の予 後 向 上 に 寄与
す る か 分 f生物学的検討 を 行 っ て い る 。
全 l玉l 的 な 学会活動 と し て 、F成14年 5 月 に 第 1 7
同 日 本心臓ペ ー シ ン グ ・ 電 気生理学会 を 行 っ た 。
こ こ で 海外 よ り シカ ゴ小児病 院心臓外科 マ ブ ロ
ー デ ィ ス 教授 を は じ め 1 1 名 の 海外か ら の 招 待 講
演 者 を 交 え 最 新 の 不 整 脈 の 治 療 に つ き 討 論 を
行 っ た 。 今後心臓 血管外科 ウ イ ン タ ー セ ミ ナ 一 、
関 西 胸 部外科学 会 を 予 定 し て い る 。
( J崎 拓郎)
外 科 学 ( 2 ) 
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
- 研究 テ ー マ と ス タ ッ フ
平成 9 年 は 藤巻前教授が退官 さ れ、 2 代 目
と し て 塚 田 教授が着任 し 消 化器外科の 中 で 医
局 の 重 心 が 消 化 管外科 か ら 肝 胆 勝外科へ と
移 っ た 。
研究テ ー マ で は前教授時代 か ら の 食道癌細
胞 培養、 BRM を 用 い た 大腸癌発生予 防、 肝
転移予 防 の 基礎的研究、 ハ イ パ ー サ ー ミ ア に
よ る 癌 治 療研究、 人 工虹 門 や 食 道 癌 術 後 の
QOL を 考慮 し た 機 能 的 外科 の研究、 癌 遺 伝
子発現、 癌 タ ー ゲ ッ ト 治療 に 加 え 、 1 . 肝胆
勝悪性腫蕩 の診断学お よ び治療学、 2 . 消化
器悪性腫蕩 の 診断学お よ び治療学、 3 . 門 脈
圧克進症の病態生理 と 治療、 4 . 接着分子 を
介 し た癌 の転移 メ カ ニ ズ ム 、 5 . 肝虚血再濯
流障害 と 肝細胞 ア ポ ト ー シ ス 、 6 . 直腸癌 に
お け る 人工虹 門 回 避手術、 7 . 異種肝移植の
基礎的研究、 8. 外科感染症 の 制 御 に 関 す る 研
究、 な どが行 わ れ、 大学 院 院生 を 中 心 に 学 内
外 を 含 め た 関係施設での リ サ ー チ を 行 っ て い
る 。
- 主 な研究業績
H 7 年 ま で の 20年 間 で の 課程博士18名、 論
文博士13名 に 加 え 、 H 8 年 以 降 の 10年 で 、 課
程博士、 論文博士 を 含 め て お名 が誕生 し て い
る 。
- 科学研究費補助金等 の 受 け 入 れ状況、 学会
活動等
日 本外科学会、 日 本消化器外科学会、 日 本消
化器内視鏡学会、 日 本消化器病学会、 日 本肝
胆勝外科学会、 日 本移植学会、 日 本肝臓学会、
日 本癌 治療学会、 日 本腹部救急 医学会、 日 本
大腸旺 門病学会 な ど多数の評議員 、 指導医 ・
専 門 医 を 生 み 出 し て い る 。
一最近10年の 主催学会、 研究会 な ど
平 成 12年 第245 回 北 陸外科学会、 平 成13年 第
四 回 日 本消化器病学会北 陸支部例会、 平成14
年 第253 回 北 陸外科学会、 第32 回 日 本小 児 外
科学会北 陸地方会、 平成15年第81 回 日 本消化
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器内視鏡学会北 陸地方会、 第30 回 日 本棒切研
究 会、 平 成17年第13回 日 本消化器内視鏡学会
北陸セ ミ ナ一 、 乳腺 と 栄養研究会 ( 久 司 道 夫
特 別 講演会) 、 平成18年市民公開講座 : 乳癌 、
医療 と 食の フ ォ ー ラ ム 等 を 開催 し て き た 。 研
究活動 は急性血管性拒絶反応 に お け る 異種抗
体の血管 内皮細胞 に 及 ぽす作用 の 分子生物学
的解析、 イ ン ス リ ン の 肝 内 ク リ ア ラ ン ス お よ
び肝 内脂 質代 謝 に 対す る シ グ ナ ル に 関 す る 検
討、 勝癌再発予 防 を 目 的 と し た新 し い 遺伝子
治療法 の 開発、 慢性肝障 害 に 対す る 免疫療法
と 、 牌臓切 除 に 関 す る 基礎的研究 な どが行 わ
れて い る 。 科学研究費補助 金 は 過去 5 年 間 で
6 件取得 し て い る 。
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
- 講義、 実習体制 と 内容 な ど
H14 ま で は 消 化器外科学 を 中 心 に 、 4 年次
に 外科総論、 各論 を 、 5 � 6 年次 に 臨床講義
を 行 っ て き た が、 H15年 度 よ り 問 題 解 決 型
チ ュ ー ト リ ア ル教育の導入 を 図 り 、 統合型 コ
ア カ リ に 改革、 関係各科 と 連携 し て 消化器疾
患及び内分泌 ・ 栄養 ・ 代謝 ・ 乳房 、 成 長 と 発
達ユ ニ ッ ト お よ び、 基本的診療技能 の主要 な
部 分 を 担 当 し て い る 。 OSCE、 CBT を 経 て
5 - 6 年次 は ベ ッ ド サ イ ド に て 病棟主治 医 チ
ー ム 研修医 と 行動 を と も に し 成 果 を挙 げて い
る 。
3 ) 沿革 に つ い て
- 設置 年 月 日
昭和51年 4 月 に 故伊藤助教授の着任
昭和52年 4 月 に 故藤巻教授の着任
H 元年外科学 l 講座 と 合 同 で 開 院10周 年記念
講演会 を 開催
H 6 年 第44 回 日 本消化器外科学会 を 主催
H 7 田 淳助 教授が看護学科教授 に 昇任
H 9 年10月 塚 田 教授 の 着任
- 主要人事 (教官、 事務官 の任免)
教 授 (藤 巻 S52、 塚 田 H 9 ) 、 助 教 授 (伊 藤
S51 、 田 i幸 S61 、 坂本 H 7 - 1 1 、 山 岸 H17)
講 師 ( 田 淳 S52、 斎 藤 寿 S54、 唐 木 S59、 阿
部 要 S61 、 山 下 S62、 坂 本 H 7 、 新 井 H 7 、
竹森H 9 、 田 内H12、 霜 田H13、 庚J I ! H13、 i青
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水 H B 、 斎 藤 光 H14、 阿 部 秀 H14、 南 村 II
1 5 、 坂東 日 1 6 、 LLI 岸 H1 6 、 長 同 日 1 7 )
H 1 2ijô よ り 千 葉 大 第 1 外科 (宮崎勝教民) と
相互交流、 肝移植実施 に 備 え 京都 大学移植外
科 ( 田 中 紘 一教授) へ 出 張 開 始 し た c H 1 6年
よ り 始 ま っ た研修|矢 制 度 に よ り 、 全 国 的 な 大
学 医 局 の構造改革 も 進 行 し て い る な か で 、 当
科 に お い て も 特色 の あ る 同 修 カ リ キ ュ ラ ム を
打 ち 出 し て 地域長療 に 貞 献で き る 外科 医 を 育
成 し て い る 。
関 連病 院 は 前期 、 中 期 、 後期研修施設 の グ
ル ー フマ!J に ま と め て 県 内 の 公 的病 院 を 合 め 、
関 東地域、 伝 川 、 新潟、 |岐阜 、 長 野 な ど 多 岐
に i度 っ て し 冶 る
4 ) そ の 他
・ 行事、 親睦会、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 、 凶 想 、
エ ピ ソ ー ド な ど
第 J 外科集談 会 は 関 連 施 設 の 若 子外科医 を
中 心 に 年 1 回 開 催 し 2 7 回 を 数 え 、 医 局 総会や
同 門 会懇親会 な ど と と も に 年 間 行事 と し て 行
わ れ て き た 。 同 門 会 に つ い て は 同 門 会誌が平
成 8 年 に 創 刊 さ れ現在 に 至 っ て い る r ゴ ル フ
コ ン ペ や 余沢大学 と の ア ル ペ ン ス タ ジ ア ム で
の ナ イ タ ー 野球交流 な ど、 ス ポ ー ツ も 盛 ん で
あ る わ 外科 医 局 入 局 者 は 全 国 的 に 減 少傾 向 に
あ る が、 地域医療 と 国 際 的 な 悦野 を 持 っ た 有
能 な 外科 医 の 養成 を 目 指 し て い る 。
脳神経外科学
1 . 教室内沿草、 出 来事 な ど に つ い て
人事 に つ い て は 、 初代教授高 久が1998年 に 本
学学長 に 就任 し 、 翌99年 5 月 こ れ ま で助教授 を
務め て い た 遠藤が新教授 と し て 就任 し た 。 2005
年 9 月 に は助教授平 島 が帝京大学薬学部教授 に
招聴 さ れ、 教室 を 離れて い る 。 ま た 長年 に わ た
り 講 師 ・ 医 局 長 を 務 め て き た 岡 、 西罵 ら 多 く の
メ ン バ ー が、 県 内 お よ び全国 の 関 連病 院 に 赴任
し 、 新 た な 活躍 を は じ め て い る 。 一方で、 過去
8 年 の 聞 に 20名 の新人が加 わ り 、 教室 は新た な
歴 史 を 重 ね て い る 。 現在、 教室 同 門 は 70名 を 超
え た が、 関 連病 院 に 在籍 す る 者 も 多 く 、 教室在
籍 の メ ン バ ー は 十 数名 に と ど ま る 。 日 常業務 は
多忙 を 極 め る が、 全員 協力 の体制 は 十分で、 行
事、 レ ク リ エ ー シ ョ ン な ど話題はっ き な い 。 一
つ あ げ る と す れ ば、 1997年富山脳神経外科野球
チ ー ム 「越 中 ラ プチ ャ ー ズj の 甲 子 園全国 大会
出場があ る 。 楽 し い 思 い 出 と な っ て い る 。
2 . 研究体制 の 変遷 と 現状
脳神経外科学 は脳神経疾患 と 対峠す る 学 問 で
あ り 、 診療 で は外科手術 を 中 心 と す る 治療 に よ
り 、 個 人 の 生命、 神経機能 を 守 る こ と が責務で
あ る 。 近 年 の 目 覚 ま し い 医学研究 ・ 医療技術 の
進歩 と 医療環境 の 変革 の 中 、 人 間 の 本質 と も 言
え る 脳 を 主 た る 対象 と す る ゆ え に 、 求 め ら れ る
課題 は よ り 高度かつ多様な も の と な っ て い る 。
1 ) 研究実績 の概要
教室で、 行 わ れ て き た研究 は 、 最先端の脳神経
科学研究か ら 、 日 々 の 診療 に 根差 し た 臨床研究
ま で幅広 い 。 最近 10年 (1995年 4 月 �2005年 3
月 ) の発表論文総数 は444編、 内 英文論文が191
編 で あ る 。 獲 得 し た 研 究 費 は 、 科学研究 費36件、
そ の他18件、 計54件で あ る 。 20名 が学位 を 取得
し 、 8 名 が海 外長期研究 ・ 研修 を 行 っ た 。 1997
年 に は 高久が富 山新 聞 文化賞 を 受賞 し た 。
2 ) 主 た る 研究 テ ー マ
従来か ら 取 り 組ん で き た研究テ ー マ と し て は 、
1 ) 頚動脈閉 塞性病変、 硬膜動静脈療 な ど、 脳
血管病変の病態解明 と 治療法の 開発、 2 ) 脳機
能研究 (生理学講座 と の 共同研究) を 基盤 と し
第 2 節 医 学 部 199 
た 新 し い手術法 や 関 連機器の 開発 と 臨床応 用 、
3 ) 悪性脳腫蕩の病態解明 と 治療が柱 と な っ て
い る 。 特 に 頚動脈病変 に 関 す る 臨床研究 に つ い
て は 、 循環器病委託研究 に よ る 全国 調査研究 を
遠藤が責任者 と し て 総括 し 、 成果 を あ げて い る 。
そ の 他、国 外 を 含め 学 内外 と の 共 同研究 な ど、
複数の課題 に つ い て研究 を 進 め て き た 。 教室 メ
ン バ ー が中 心 と な り 行 っ て き た テ ー マ で主 た る
も の を 、 獲得 し た科学研究費 課題 に よ り 紹介す
る 。 「 グ ル タ ミ ン 酸神 経毒性 に お け る PAF の
役割J I 脳虚血後の神経細胞 壊 死機構J I頭蓋 内
動脈解離の 病理形態 と 発生 メ カ ニ ズ ム J I 胎 児
脳 の 発達 に 対す る 先天性水頭症 の 影響 と 胎 内 治
療 の 検討J Iマ ウ ス 発生工学 を 用 い た 先 天性水
頭症モ デ ル 動 物 の 開 発J I NF-kB を 標 的 に し た
悪性 グ リ オ ー マ 治療 の基礎的研究」 な どで あ る 0
4 ) 学会活動等
第 1 に 記すべ き 事 は 、 1995年 に 高 久が第65 回
日 本脳神 経外科学会会長 に 選 出 さ れ、 富 山 に お
い て 学会総会が開催 さ れ た こ と で あ る 。 新設医
科大学 の 主催 に よ る 脳神経外科学会総会 の 開 催
は 他 に 例 が な く 、 我 々 教室の 大 き な 財産 と 自 負
し て い る 。 ま た 最近 5 年 間 で は 、 日 本老年脳神
経外科学会、 脳神経手術手技 と 機器学会 な ど 5
つ の 全国 学会、 研究会 も主 催 し て い る 。
3 . 教育体制 の変選 と 現状
患者 さ ん に 信頼 さ れ る 医学知識、 技能 に加 え 、
倫 理観、 人 間 性 に あ ふ れた脳神経外科 医 の 育 成
が、 教室卒後教育 の 目 標 で あ る 。 そ の 中 で、 卒
後10年 以 内 の脳神経外科専 門 医 お よ び学位 の取
得 を 、 特 に 重要 な ポ イ ン ト と 考 え て い る 。 専 門
医試験は合格率が60%前後 と 極 め て 難 関 の 試験
で あ る が、 教室 メ ン バ ー は こ れ ま で全員 合格 と
い う 確 固 た る 実績 を 維持 し て い る 。 日 々 の活動
に 加 え 、 手術外科解剖 や 顕微鏡手術手技 に 関 す
る 講習 会や勉強会の定期 開催 な ど、 教室員 全員
で こ れか ら も 切瑳琢磨、努 力 を 重 ね て い き た い 。
卒前の 学生教育 に つ い て は 、 ク リ ニ カ ル ク ラ
ー ク シ ッ プ を 積極 的 に 取 り 入 れ た 臨床実習 の 実
践等、 新 し い 試み に も 取 り 組 ん で い る 。 自 分か
ら 学 び、 考 え 、 行動す る 能力 を 持 っ た 学生が、
よ り 多 く 育 っ て く れ る 事 を 願 っ て い る 。
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整形外科学
整形外科学講陪 は 昭和53-\f 4 月 に 辻 陽雄教授
が千葉大学 よ り 着任 し 開 講 し た 。 臨床活動 ・ 学
究活動 と し て 脊椎 脊髄疾患 を メ イ ン テ ー マ に あ
げ、 行椎外科 医 の 育 成 に 力 を 注 ぐ と と も に 、 基
本腰椎外科子術書 な ど後世 に 残 る 多 く の 文献 を
著 し た 。 平 成 7 年 か ら は 医学部長 を 歴任 し 、 全
同 医学部長病院長会議理事 に も 就任 し た 。 こ の
間 、 医 学 ・ 看護学教育 に も 尽力 し 、 教 室 の み な
ら ず大学 の 基礎 を 築 く と と も に 、 そ の 後 の 発展
を 牽 引 し た 。 第 2 ft 木村友厚教授 は 平成 ] 0年 7
月 に 大阪大学 よ り 赴任 し た 。 リ ウ マ チ 関 節疾患
の 病 態 、 な か で も 軟骨 の 変牲 と 破壊 メ カ ニ ズ ム
の 解 明 に 力 を 傾注 し 、 そ の 治療 と 軟骨 の 修 復 に
向 け た 先端研究 を 展 開 し て い る 。 大学 と 大学病
院 を 取 り 巻 く 環境が急速 に 変化 し て 対応 を 迫 ら
れ る 中 、 高 い 目 標 を 有 す る 、 考 え る 整形外科 医
の 輩 出 が 目 指 さ れ て い る 。
同 門 か ら は 千葉大学 出 身 で和 歌 山 県 立 医 大 の
玉置哲 也前教授、 東 京 交子 医 大 の 伊藤達雄教授、
加 藤 義治教授、 ま た 桐 蔭横浜大の松野博明前教
授 ほ か 多 く の 整形外科 医 を 輩 出 し 、 令 国 に 活 動
の 拠 点 を 広 げ て い る 。 同 門 会 員 は 1 1 6 名 ( 平 成
] 7年 4 月 現在) を 数 え る 。 関 連 病 院 と し て 富 山
県 内 を 中 心 に 近 隣 県 ド の 病 院 と も 連携 し 、 同 門
会 員 が地域医療 の 場 で、 も 活躍 し て い る 。 主 な 関
連病 院 ・ 高 岡 市民 病 院 、 社会保険高 岡 病 院、 糸
魚 川 総合病 院 、 富 山 労災病 院、 町 立 三 国 病 院 、
飯山赤 十字病院、 富1 1 1赤 卜宇病院、 け い な ん病院、
あ さ ひ総合病 院、 黒部市民病 院、 飛騨市民病 院、
能 美 Jtî ι病院、 高志 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 、
西 能病 院 な どコ
教本 で は 、 初代辻陽雄教授 を 小 心 に 新 し い 手
術療法 の 開 発 や 改 良 が行 わ れ て き た 。 腰椎椎 弓
切 除後 の 不安定性 を 予 防 し 、 長期 成績安定化 を
図 る た め の ト ラ ン ベ ッ ト 型椎 弓 切 除術 お よ び腰
椎脊柱管拡大術 と し て 開発 さ れ た 術式 は す で に
世 界 的 に 知 ら れ て い る 。 さ ら に 頚椎椎 弓 形成術
(en bloc cervical laminoplasty) を 開 発 し 、 本
法 は 国 内 外 で の 評価 を 得 て 今 lJ で は 頚髄症 に お
け る 一般 的 な 子術子技 と な っ て い る 。 こ れ ら の
争jìj式 に つ い て は 、 現在 も 継続 し て 調 査 が行 わ れ
て お り 、 術 後 の 増 志 因 子 あ る い は 術後 回 復余地
に 関 与 す る 困 子 が明 ら か に さ れ て き て い る 。 臨
床研究の も う 宇 つ の 柱 は 脊髄 に お け る 電気牛会理
学的研究 で あ る 。 脊髄刺 激脊髄誘発電位 の 意 義
と 解釈 に つ い て の 一連 の 研究 と 、 脊髄虚血、 冷
却l の 影響 が検討 さ れ、 そ の 結 果 は 臨床 に 還元 さ
れ た 。 現在 さ ら に 這気生理 的 / 神 経生物学 的 ア
プ ロ ー チ に よ る 神 経損傷予 防 に 関 す る 研究が行
わ れ て い る 。 ま た 、 腰椎疾患 に 関 す る 疫学 的研
究 に よ り 、 椎 間 板ヘ ル ニ ア や 椎 間 板変性 に お い
て も 遺伝的背景が存 在す る こ と が示 さ れ た 。 さ
ら に い く つ か の 遺 伝子 多 型 が椎 間 板疾患 に 関 連
し て い る こ と も 明 ら か と な り 、 特 に 腰椎椎 間板
ヘ ル ニ ア の 原 同 遺 伝 fの ひ と つ が解 明 さ れ た 。
こ の 知 見 は 、 椎 間板 に 限 ら ず、 広 く 軟骨 変性の
早 期 診 断 と 新規治療法 開 発 に 繋 が る も の と し て
大 き く 期 待 さ れ る 。
一 方 、 関節疾患診療体制 の 充実 と と も に 、 特
に リ ウ マ チ 性疾患 を 中 心 に 、 生物学的手法 を 介
し た 関 節破壊の 制 御療法 に 関 し て 研究が展 開 さ
れ て い る 。 関 節 リ ウ マ チ に 対 し て は 、 人 [ 関 節
置換術 を 含 む 関 節形成術 と 軟部組織バ ラ ン ス 、
お よ び 再 建 関 節 機 能 に 検討 を 加 え 、 ま た 四 肢関
節 子術 に 関 す る 臨床 的研究が行 わ れ て い る 。 基
礎 的 研究 と し て 、 関節破壊 の 制 御 を 目 指 し て 、
滑膜へ の 新 た な ア ポ ト ー シ ス 導入療法や血管新
生 制 御 療 法 が 開 発 さ れ た 。 ま た 関 節軟骨側 か ら
の 破壊抑制 と 修復 を U 指 し て 、 細胞移植 な どの
細胞制御療法 の研究が行 わ れ て い る 。
種 々 の研究 テ ー マ か ら 主 と し て 科学研究費補
助 金等 に よ り 行 わ れ て き た も の を 列 記す る と 、
( 1  ) 関 節 リ ウ マ チ 病態解明 の研究、 ( 2 ) 関 節破壊制
御研究、 ( 3 )骨軟部腫傷研究、 ( 4 )脊椎研究 (椎 間
板研究、 医原性腰椎疾患研究、 傍脊柱筋機能障
害病態研究、 後縦靭帝骨化症 の 発折l' お よ び病態
解 明 に 関 わ る 研究) で あ る 。 こ れ ま で取得 し た
文部科 学 省科学研究 費 はお件 、 厚生労働 省 科 学
研究費 は 351午 、 学会奨励賞 な ど は 20件、 学 内 特
別 予 算 は 1 6件 を 数 え る 。
( J l I 口 善治)
産科婦人科学
産科婦人科学教室 は 泉 陸一初代教授 (現、 名
誉教授) の 下 に 1976年 4 月 に 開 設 さ れ た 。 1979
年、 附属病 院 の 開 設以来、 第一級の 臨床家 を 育
て る と い う 目 標 を 掲 げ、 教室員 の確保 と 教育 、
関連病 院 の 充実 に 大変 な 尽力 を さ れ た 。 そ の 目
標 は 見事 に 達成 さ れ、 富 山 県 内外の 数多 く の病
院 に 当 教室 出 身 の 医 師が部長や 医長 と し て 名 を
連ね て お り 、 地域 医療 に 多 大 な 貢献 を し て い る 。
研究面 で は 、 婦 人科腫蕩学、 特 に 病 理形態学の
臨床応用 に 関 す る 研究 を 中 心 に 展 開 さ れ た 。 な
かで も ヌ ー ド マ ウ ス を 用 い た 各種婦人科癌 に 対
す る 多剤 化学療法 の 開発や悪性匪細胞 腫蕩 に 用
い ら れ る 抗癌 剤 の 卵 巣毒性 に 関 す る 研究 は 、 現
在 の 臨床 に も 大 き な 影響 を 与 え て い る 。 周 産期
分野で は 、 1987年 ヒ ト パ ル ボ ウ イ ル ス B19 の胎
児感染 に よ る 胎児水腫の発生 を 本邦 で初 め て 報
告 し 、 ヒ ト パ ル ボ ウ イ ル ス B19感染の疫学 と 胎
児障害性 に 関 す る 研究 に つ な げた 。 泉 陸一先生
は 1999年 3 月 に 退官 さ れ た が、 最終講義 「女性
と し て の QOL を 維持 し う る 婦 人科治療 を 目 指
し て j は ま さ に ラ イ フ ワ ー ク そ の も の で あ っ た 。
1999年 4 月 よ り 第 2 代 目 の 教授 と し て 斎藤滋
先生が奈 良県 立 医科大 学 よ り 赴任 さ れ た 。 「臨
床 に 貢献 し う る テ ー マ 」 をモ ッ ト ー と し て 基礎
お よ び臨床研究面が著 し く 活性化 さ れ、 産婦人
科領域 で は 本邦 で の 最 高 レ ベ ル の学会 で あ る 日
本産科婦人科学会学術集会への演題採択 も 例年
14、 5 ì寅題 を 数 え る ほ ど に な っ た 。 各学会 で の
シ ン ポ ジ ス ト も 続 々 と 輩 出 さ れ、 全 国 的 に も
ト ッ プ レ ベ ル の 仲 間 入 り を 果 た し た 。 周 産期分
野の研究 で は 、 子宮頚管 炎 に 対す る 治療 と 早産
予 防効果 に 関 す る 前 方視的研究 を は じ め と し 、
切迫早産 に お け る Tocolysis Index、 子宮頚管
中 IL - 8 と 早 産 予 後、 切 迫 早 産 治 療 に お け る
硫酸マ グ ネ シ ウ ム の有用性 と 安全性、 子宮頚管
短縮例 に対す る 頚管縫縮術の有用性、 双胎 妊娠
の新生児予後 と 妊娠管理、 妊娠 中毒症 に お け る
Th 1 /Th 2 バ ラ ン ス 、 な ど枚挙 に 暇 が な い 。
腫蕩分野 で は 進行子宮頚癌 に お け る 動注化学療
法の有用性、 子宮頚部初期病変 に お け る 縮小手
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術の 可能性、 抗癌化学療法 に よ る 免疫低下 に 対
す る M-CSF の効果、 卵 巣癌患者 を 対 象 と し た
化学療法 に お け る 有効性 と 安全性 に 関 す る 遺伝
子発現パ タ ー ン 、 Taxol を 用 い た 抗癌化学療法
に対す る 布薬甘草湯 に よ る 筋 肉 痛 の軽減、 卵 巣
明細胞 腺癌 に 対す る 治療戦 略、 T 細胞 、 NK 細
胞 欠損担癌 マ ウ ス お よ び ヒ ト 野生型 p53遺伝子
過剰発現担癌 マ ウ ス に お け る 腫蕩 の 分子生物学
的解析、 婦人科腫傷 に お け る イ ン ド ー ル ア ミ ン
2 、 3 ー ジ オ キ シ ゲ ナ ー ゼ (IDO) の 発現、 婦
人科腫蕩 の浸潤 進展 と 制 御 性 T 細胞 の 関 係、
な どが な さ れ て い る 。 生殖 内 分泌分野 で は 子 宮
内膜症合併不妊症 に対す る 腹腔鏡下手術の効果、
脱落 膜 リ ン パ 球の Th 2 ケモ カ イ ン リ セ プ タ ー
の発現 と 局 在 、 脱落 膜 リ ン パ 球の NKT 細胞 、
IL - 2 receptor y i員 ノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス に お け
る 生殖性 と 妊字性 に 関 す る 研究、 着床部 に は 、
Th 2 、 Tc 2 細胞 が PGD 2 の作用 に よ り 集族す
る と い う 免疫寛容 に 関 す る 研究、 妊娠初期脱落
膜 に お け る 樹状細胞 サ ブ セ ッ ト 、 エ ス ト ロ ゲ ン
と 糖代謝 に 関 す る 研究 な どがな さ れ て い る 。 婦
人科漢方部 門 で は 文部科 学省 の21世紀 COE プ
ロ グ ラ ム と し て 「東洋 の 知 に 立脚 し た 個 の 医療
の 創 生」 に 関 し て 婦 人科 分野 で 更 年 期 障 害 と
「証」 と の 関 連 を 遺伝子 お よ び タ ン パ ク 質 レ ベ
ル で 明 ら か に し よ う と い う 臨床研究が進行 中 で
あ る 。
こ れ ら の 臨床 的 お よ び基礎的研究 は い ず れ も
臨床 に 直結 ・ 貢献 し う る テ ー マ お よ び専 門 領域
の最先端 の 知 識 ・ 技術の導入 と 充実 を 念頭 に 斎
藤教授 自 ら 指揮 ・ 指導 に あ た り 、 そ れ に教室員
が応 え た 結果の賜物で あ る 。 ま た 、 教室 に 不 十
分 な 分野 は積極的 に 本邦 の ト ッ プ ラ ン ナ ー ( 臨
床分野 で は 鹿 児 島市立病 院新生児 セ ン タ ー に お
け る 周 産期 ・ 新生児医療、 国立 が ん セ ン タ ー に
お け る 癌化学療法 ・ 癌免疫療法、 国立京都病 院
に お け る 腹腔鏡手術、 自 治 医科大学 に お け る 不
妊治療、 基礎分野 で は 東北大学生体防御学講座
免疫学分野 に お け る 免疫系細胞 の制御機構等)
の も と で研修 し た 後、 教室 に そ の最先端 の 臨床
技術や研究手法 を 還元 ・ 導入す る こ と で レ ベ ル
ア ッ プが な さ れ た 成果 と も い え る 。
202 第 4 '手 議pf等 の 沿 革
眼 科 学
昭 和 54年 4 月 1 円 、 眼科学講座が 開 設 さ れ ま
し た 。 窪 田 靖夫先坐が初代教授 と し 、 中 村 泰 久
先生が助教授 と し て 、 就任 し ま し た 。 窪 田 教授
は 網 膜 色 素 変 性 . ERG を 主 に 研 究 さ れ、 中 村
助 教授 は 眼宵疾患 を 主 に 担 当 さ れ ま し た 。 中 村
助教授が昭和 62年 1 2 月 に 辞職 さ れ た あ と 、 武 田
憲夫先生が平 成 2 1f 4 月 よ り 助 教授 に な ら れ、
網膜硝子体疾患等 の 臨床面 を 広 く 担 当 さ れ ま し
た 。 窪 出 教授 は 平成 6 年 3 月 に 退官 さ れ、 武 田
助 教授 は ミド 成 6 :\f 9 月 に 辞職 さ れ ま し た 。 窪 田
教授時代 に は 、 窪 田 叔子 、 桜 井 泉 、 栗 原 秀 行 、
山 田 祐 司 、 狩野俊哉、 石 田 俊郎 、 回 q ' 良則 、 山
本修 」 、 片 山 寿 夫 、 山 町 成 明 の 諸先生が講師 と
し て 活躍 さ れ ま し た 。
平成 6 年 1 0 月 1 日 に 、 早坂征次が 2 代 日 教授
と し て 就任 し ま し た 。 山 本修 牟先生が平成 6 年
1 1 月 か ら 平 成 8 年 1 2 月 ま で助 教授 と し て 、 ERG
や 網 膜尚子体疾患 を 主 に 研究 し ま し た 。 山 本先
生 は 東邦大学佐倉病 院 に 移 ら れ、 現在 は 千‘葉大
学眼科学講座 の 教 授 に な ら れ て い ま す 。 門 井 千
春先't は 、|三 成 1 2 {f 1 月 か ら 平成14年 3 月 ま で助
教授 と し て 、 角 膜疾忠等 を 担 当 さ れ ま し た 。 長
木康典先生 は 平 成 14年 7 月 か ら 、ド 成 1 7 1f 4 月 ま
で助教授 と し て 、 臨床而 を 広 く 相 当 し ま し た 。
早坂が教授 に な り 、 間 繁義、 沼 間 こ の み 、 福 尾
7守 史、 平 田 秀樹、 加藤剛、 門 井千春、 松本真幸 、
長本康典、 山 田 哲 也 、 柳沢秀 白日、 北 川 清 隆 、
渡辺 宇彦の諸先生が講師 と し て 活躍 さ れ ま し た 。
林 由 美 子 、 向 井悦代、 斎藤 こ ず え 、 若林直子、
柴 出 千恵 の 諸氏が視能訓練師 と し て 、 清水裕 f、
噌 田 果、 増 川 史英子、 水谷洋子、 高 橋 忠 の 諸氏
が |夫 局 秘書 と し て 活躍 さ れ ま し た 。
開 講 師 と 張助 手 ( 学 内 講 師 ) を 中 心 に 、 実験
的 ぶ ど う 膜 炎 と そ の 治療法 に つ い て 、 多 く の 論
文 を 発表 し ま し た 。 ま た 、 松本講師 と 山 田 講 師
を 中 心 に 、 遺伝性眼疾患 の 分子遺伝学 に つ い て
多 く の 論文 を 発表 し ま し た 。 こ の グ ル ー プ を 中
心 に 、 雑誌 「眼科j の 網膜変性疾患 の 総説 を 約
10年 間 に わ た り 医薬大眼科 と し て 執筆 し ま し た 。
漢庁薬お よ びそ の 成 分 の 眼疾患 に 及 ぼす研究 も
行 わ れ、 多 く の 論文 を 発表 し研究助 成 金 を 得 ま
し た 。 臨 床 的研究 も 行 い 、 症例報告 と と も に 発
表 し て い ま す 。 多 く は 英 文 論 文 と し て Invest
Ophthalmol Vis Sci. Exp Eye Res. Ophthalmic 
Res. Arch Ophthalmol. Am J Ophthalmol. Br J 
Ophthalmol. Graefe Arch Clin Exp Ophthal­
mol. Jpn J Ophthalmol. Ophthalmologica. Eur 
J Ophthalmol. J Cataract Ref Surg. Ophthal­
mic Surg Laser二 Retina 等 の イ ン パ ク ト フ ァ ク
タ ー の 高 い 雑誌 に 発表 し て い ま す 。
日 本眼科 学会総会 と H 本 臨 床 眼科学会総会、
日 本眼薬理学 会 で は毎年数題発表 し て い ま す 。
日 本緑 内 障学会や 日 本 臨 床 眼科学 会 で は優秀 ポ
ス タ ー 賞 を 得 た 者 も い ま す 。 ミド成 8 年 7 月 に は
第34 回 北 日 本眼科学会 を 富 1 1 1 で 、 平 成 1 5 年 9 月
に は 第 14 凶 国 際眼研究会議 日 本部 会 を 金沢で 医
薬大眼科 が主催 し ま し た 。 富 山 眼科 集 談 会 は 年
2 lliJ 、 医薬大眼科臨床 カ ン フ ァ ラ ン ス は 不 定期
で 開 催 し 、 県 内 の 眼科医 と の学術的交流 を も っ
て い ま す 。 福 井 眼科集談会 と 金沢医大眼科研究
会で も 発表 し て い ま す 。
教育 に は 、 早 坂 は n 苦 「 眼 科 学 Q&AJ を 用
い て い ま す 。 ま た 、 各教 員 が創 意 工 夫 し て い ま
す。 医 局 員 の勉 強 と し て 、 術前 カ ン フ ァ ラ ン ス 、
抄読会、 ス ラ イ ド カ ン フ ァ ラ ン ス が行 わ れ て い
ま す。 外来 で は 診断医制 を と り 、 病煉で は教授
!日l 診等が行 わ れ指導 さ れ て い ま す 。
米 国 の Harvard 大 へ 黒 田 葉 子 、 Cleveland
Clinic へ 松 本 真 幸 、 Yale 大 へ 早 坂 依 里 子 、 長
木 康 典 、 柳 沢 秀 」 郎 、 Ll l m 哲 也 、 Columbia 大
へ張 学 云 、 の 諸先生が留 学 し ま し た 。 ま た 、
中 間 の 延辺大学 よ り 張 学云、 経 虎 山 、 池
在 龍 の 諸先生が、 イ ン ド ネ シ ア の ハ サ ヌ デ イ ン
大学 よ り Budu、 Tenri Esa、 Ichsan の 諸先生
が 当 教宰へ米 ら れ ま し た 。
'1平iド主 成 7 {年I
得者者今 は 、 18名 で す 。 平成 7 年 か ら 平成 1 7年 ま で
の 眼科専 門 医試験の 合格者 は 24名 で す 。 合格率
は ほ ぼ100% に 近 く 、 全 国 平 均 ( 年 度 に よ り
66. 1 - 88. 3%) よ り は る か に 高 く な っ て い ま す。
(早坂 征次)
耳鼻咽喉科学
1 ) 研究体制 の 変選 と 現状
- 研究 テ ー マ と ス タ ッ フ
耳鼻咽喉科学 の 専 門 分野 は 多 岐 に わ た っ て い
る 。 こ の う ち 、 当 教室 と し て は耳科学 と く に 神
経耳科学 に主 体 を お い た テ ー マ を 中 心 に研究活
動 を 行 っ て い る 。 特 に 、 メ ニ エ ー ル病 を 中心 と
し た 前庭機能障害疾患の疫学、 検査技術 と 診断、
治療 に 関 す る 臨床 に 直結 し た 高 度の研究 を 主体
に 活動 を 行 っ て お り 、 こ れ ら の研究 は 囲 内 的 、
国外的 に 高 い 評価 を 受 け て い る 。 こ れ ら の研究
テ ー マ は主 と し て 神 経耳科学的領域の機能面が
中心 で あ っ た が、 よ り 基礎 的 な 面 で の展 開 が今
後必要で、 あ る 。 と く に 前庭入力 と 視覚入力 の 関
連、 前庭代償過程、 音刺激 誘発前庭反応、 前庭
自 律神経反射な どの機能 的 テ ー マ に つ い て の基
礎的 な研究 に 着 手 し て い る 。
今後、 こ れ ら 研究 テ ー マ の 一 層 の 発展 を 図 る
と 共 に 、 音声分析 な ど新 た な 分野 に も 着 手 し た
い。 ま た 、 耳鼻咽喉科学 は 臨床系の学科で あ り 、
今後 と も 臨床 的 テ ー マ を主 体 と し た研究 を 進 め
る と 共 に 、 基礎的分野 に 関 し て は 臨床上の諸問
題 と 関 連 あ る 形態、 機能 な どの 領域の研究 を 進
め た い と 考 え て い る 。
教授 渡辺行雄
助教授 中 川 肇 (学内併任 ・ 医療情報部)
講師 将積 日 出 夫、 浅井正嗣
助手 安村佐都紀、 藤坂実千郎、 伏 木宏彰、
十二 町真樹子、 本 島 ひ と み 、 石 田 正幸
先任技術官 武 田 精一
・ 主 な研究業績 (平成 7 年~平成16年)
原著論文 1 10編 ( う ち 英文37編) 、 症例
報告 13編 ( う ち 英文 2 編)
- 科学研究費 等 の 受 け 入 れ状況 (平成 7 年~平
成 17年)
日 本 学術振興 会 科 学研 究 費 補 助 金 15件
(総額 3， 140万 円 )
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厚生労働省科学研究費補助 金 11件 (総額
1， 926万 円 )
受託研究 : 日 本ケ ミ フ ァ (株) 、 (財) 日
本宇 宙 フ ォ ー ラ ム 他
受 賞 : 第20 回 パ ラ ニ ー 学 会 奨 学 金、
(財) 医科学応 用 研 究 財 団 第20 回
助成金
共 同研究機関 : シ ド ニ ー 大学、 ウ プサ ラ 大
学、 UCLA、 名 古屋 大学環
境医学研究所、 虎の 門病院、
木戸病 院、 富 山 県 高志 リ ハ
ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状 講義、 実習体制
と 内 容等-
3 年次生 に 対 し 耳鼻咽喉科学の系統講義 を 行
い 、 総論 ・ 各論の基本的知識 を 学 ばせ る 。 ま た 、
5 - 6 年 次生 に 臨床講義お よ び臨床実習 に お い
て 、 個 々 の 疾 患 に 対 す る 診 断、 治 療 、 手 術 適
応 ・ 手技 の基本 を 学 ばせ る 。 当 科 に お け る 臨床
実習 は 、 開 設以来学生一名 に教官一名 を 割 り 当
て て 日 常診療 を 共 に体験す る よ う に 、 ク リ ニ カ
ル ク ラ ー ク シ ッ プ を 先取 り す る 形で計画 し で あ
る 。 ま た 、 教室 と 県 内 耳鼻科 医 師 と の交流の場
で あ る 、 抄読会、 富 山 県地方部会臨床研究会 な
ど に 参加 さ せ、 実地医科の 考 え 方、 臨床の実際
に接す る よ う に し て い る 。
耳鼻咽喉科学 は 、 局所観察、 処置、 手術操作
が微細 で顕微鏡、 内視鏡下操作 と な る こ と が多
い 。 ま た 、 術野 も 術者本人 し か立体視で き な い
事が多 く 、 学生教育、 卒後研修上 の 大 き な 臨路
と な っ て い る 。 近時、 ビ デ オ カ メ ラ な ど光学的
手法の進歩 に よ り こ れ ら の 問題が改善 し つ つ あ
る が、 今後、 視覚資料 を 中心 と し た教育体系 を
確立す る 必要があ る だ ろ う 。
ま た 学部学生 に 、 臨床的課題 に 直結 し た研究
の一端 に接す る 機会 を 与 え る よ う な 計画 を 考慮
し て い る 。
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泌尿器科学
平 成 8 年 4 月 布 施秀樹助教授が、 2 代 日 教授
に 昇任 し た 。 こ の 10年 間 は ス タ ッ フ の 充実 に 伴
な い 布 施教授 の 指 導 の も と 研究 、 診療、 教 育 の
い ず れ の 面 で も 著 し い 充実が は か ら れ て き た 。
主 な 教宗 人 事 は 以 下 の と お り で あ る 。 助教授
に は 平成 8 年 に 秋元晋 (現在井 トー記念病 院) が、
平 成 1 3 年 に 古谷雄三 (現在帝京大学 市 原 病 院)
が着任 し た 。 講 師 で は平成 8 年 に 風 間 泰蔵 (現
在 済 性 会 富 山 病 院) 、 j同 本 護 両 講 師 ( 現在 高 岡
市民病院) の 転 出 に 作 い 、 計崎雅志 (現在み は
ま 病 院) と 奥村 昌 央 (現在かみ い ち 総合病 院)
が、 平 成 1 1 年 に 永 川 修が、 平 成 1 5 年 に 水野 ム 郎
がそ れぞれ昇任 し た 。 平成 9 年 に は 渡部明彦が、
平 成 1 0年 に は 保 田 賢 司 、 大武礼文が入局 し 、 以
後毎年 1 - 3 名 の 入 局 者 を 数 え る 。 新入 l天 局 員
の 情加 と 共 に 関 連病 院 も こ の 1 0年 間 に さ ら に 充
実 し 、 高 岡 市 民 病 院 、 新湊市 民 病 院 、 済生会富
1 1 1 病 院、 済 生 会 高 阿 弥j 院、 あ さ ひ総合病 院 、 か
み い ち 総合病院、 糸 魚l ) 1 1 *会合病 院、 長野県立須
坂病 院 、 飯 山 赤 卜字病院、 上越総合病 院、 久美
愛 病 院 な となの 県 内 外 の 公 的 病 院 に 常勤 医 が派遣
さ れ、 診療 に あ た っ て い る 。
研究 に つ い て は 、 主 な も の と し て 雄性生殖生
理、 )ノメ路性器悪性腕場 お よ び性機能障 害 な どが
あ げ ら れ る 。 雄性生殖生理 の 基礎的研究 で は 、
各種精 子 機 能解 析 法 の 評11l1î、 不 死 化 Leydig お
よ び Sertoli 細 胞株 の 樹 、止 と そ の 機 能 の 解 析 、
精 禁 中 の サ イ ト カ イ ン な ど の研究、 免疫抑制剤
お よ び抗痛烈l に よ る 造精機能障害 に 関 す る 研究
な どで あ る 。 以路性器忠性腫湯 は 、 前 立腺痛 の
増 殖 と IGF と の 関 連 の ヒ ト 前 、k 腺癌 応 義 細 胞
株 を 用 い た 研 究、 uPA に 及 ぼ す 各 検 サ イ ト カ
イ ン やLPS の 影 響 、 GRP な ど の 各 種 神 経 ペ プ
チ ド 、 ク ロ モ グ ラ ニ ン A お よ び HGF の ヒ ト 前
立腺痛細胞株の浸潤 能への影響 、 細 胞 接 着 や 浸
i閏 に 及 ぼす ア ン ド ロ ゲ ン レ セ プ タ ー の 影響、 tlS­
sue factor の 前 立腺癌組織 で の 発現 と 血管新生
に 及 ぼす 影 響、 前 立 腺癌 に お け る IL - 6 シ グ
ナ ル 伝達系 の 解析、 超音波 を 用 い た 遺伝 子導入
の検討 な どがあ げ ら れ る 。 時脱癌 で は 組織 中 の
テ ロ メ ア ー ゼ活性 の 測 定、 腎細胞癌 で は 腎細 胞
鼎 株 を 用 い た 漢方製剤 の 抗腫場効 果 や 肺転移抑
制 効 果 の 検討 を 行 っ て い る 。 性機能 障 害 で は 分
子生物学的子i去 に よ る 漢方 薬 の性機能へ の 影 響 、
Regiscan や 超 音 波 カ ラ ー ド ッ プ ラ ー に よ る 性
機能 の 評価 な どがあ げ ら れ る 。 灯、 L の 成 果 は 国
際学会 を は じ め 多 く の 学 会 で 報告 さ れ て お り 、
最 近 10年 間 の 研究業績 を 通 覧 す る と 原 著235編
( 内 英 文 130編) 、 著 書 及 び 総 説的編 で 、 原 著 の
、[:数以上 が |玉l 際 誌 に 投稿 さ れ て い る ハ
学 会 の 開 催 に 関 し で も 平 成 1 1 年 ・ 12 年 の 2 年
間 に 日 本泌尿器科学 会北陸地方会 を 、 平 成 14年
に は 日 本性機能学 会 中 部総会 を 、 そ の 他北陸前
立 腺癌 研 究 会 、 北 陸排 尿 障 害 研 究 会 、 北 陸 Ba­
sic Research Meeting な どの 多 く の研究会 を 開
催 し た 。 ま た 年 に 4 回 、 宮 山 県j必尿{，�科 医 会 を
主催 し 、 症例検討会 を 行 う と と も に 県外か ら 講
師 を 依頼 し 、 排尿障害、 尿路感染症、 オ ン コ ロ
ジ ー な ど の 幅広 い テ ー マ で講演 い た だ き 県 内 の
泌尿器科 医 の 生保教育 に 貢献 し て い る 。
教育 に 関 し て は カ リ キ ユ ラ ム の 改 定 に 伴 い 従
米 の 泌 尿器科学総論、 各論の講義か ら 腎)ポ路系
疾 忠 ( 3 年 生) 、 内 分 泌 ・ 栄 養 ・ 代 謝 ・ 乳 房
( 3 年 生) 、 生殖系 ( 4 年生) を 担 当 し 、 - frpの
講義 は チ ュ ー ト リ ア ル形式で、講義 を 行 っ て い る 。
こ れ ら の 官11 は 学外 の 諸先生 に 非常勤 講 師 と し
て ご協力 い た だ い て い る 。 臨床実習 で は 学生が
指導教宵 の も と で思考様 1 名 を 担 当 し 、 最終 日
に は 症例検討 会 の 場 で症例提示 を さ せ て い る 。
大学院生 に 対 し で も |専 士課程 で は 生殖生理学 を 、
修 1 :課程 で は 臨床 医 学概論、 高 度先 進 医療実践
学 の 講義が行 わ れ て い る 。 看護学科で、 は 形態機
能学、 外科系 臨 床 の 講義 を 担 当 し 、 薬学部 で は
病 態 臨 床 医 学 の 宇 部 を 担 当 し て い る 。
教室行 事 は 新 年 会、 医 局 旅行 、 忘 年 会 な ど毎
年 盛 ん に 行 わ れ て お り 、 医 局 員 相 FI: の 親 睦 に 役
立 っ て い る 。 ま た 毎 年 1 2 月 に は 教 室 の 例 会が行
わ れ、 平成16年 に は 17l�J を 数 え る よ う に な っ た 。
例 会 に は 大 学 の み な ら ず 関 連 病 院 か ら も 多 数の
演 題が発去 さ れ る が、 勉 学 の み な ら ず そ の 後の
懇親会で は お 花 い の 親睦 を 深 め て い る 。
(文責 永 川 修)
麻 酔 科 学
1 . 研究活動
開 講 当 初 、 電子顕微鏡等 を 用 い た 形態学的手
法 に よ る 低酸素血症後の神経学的変化 に つ い て
の研究 を 行 っ て い た 。 昭和60年代 か ら 、 心筋 ・
血管平滑 筋 の 電気生理学的 な 手法 を 用 い た研究
を 薬 理学教室 と と も に 開 始 し た 。 こ の研究 の 流
れ は 山 崎、 広 田 、 畠 山 ら に 引 き 継がれ現在 に 至 っ
て い る 。 平成 5 年 以 降 中枢神経系 に 及 ぼす麻酔
の作用機序 に つ い て の研究 を カ ル ガ リ ー 大学麻
酔 ・ 薬理学教室 と 、 平成12年 以 降 中 枢 に お け る
鎮痛機構 の解 明 に つ い て の研究 を 星薬科大学薬
品作用学教室 と 共 同 で、 行 っ て い る 。 今後 は 、 病
態や各種薬物 の効能 ・ 副作用 な ど を 解 明 す る こ
と に よ り 、 よ り 安全 で 効 果 的 な 麻 酔 ・ 集 中 治
療 ・ ペ イ ン ク リ ニ ッ ク での方法 を確立す る こ と
を め ざ し て い る 。 科 学研究 費 に 関 し て は 、 ほ ほ
毎年数名 が取得 し て い る 。 平成 7 年以降、 新規
に 基 盤 研 究 (B) 2 回 、 基 盤 研 究 (C) 7 回 、
若手研究15 回 を 取得 し て い る 。 こ れ ら の研究成
果 を も と に 平成 7 年 以 降、 英文原著50編、 英文著
書 3 編 を 発 表 し 、 Anesthesiology に は 6 編 が掲
載 さ れて い る 。 主 な 所属学会 と し て 、 日 本麻酔
科学会、 日 本臨床麻酔科学会、 日 本ベ イ ン ク リ
ニ ツ ク 学会、 日 本集 中 治療学会があ る 。 現在 日
本麻酔科学会指 導 医 5 名 、 専 門 医 6 名 が 当 講座
に 在籍 し て い る 。 こ れ ま で に 、 日 本 臨床モ ニ タ
ー 学会、 日 本麻酔科学会東海 北 陸地方会 な どの
学会 を主 催 し て き た 。
2 . 教育体制
開 講以来、 医学部学生 に 対 し て 全身 ・ 局所麻
酔 な どの 麻酔方法や呼吸 ・ 循環 な どの全身管理
を 中 心 と し た系統講義 を 行 っ て き た 。 平成15年
か ら は 、 主 に 基本的診療知識の 中 で、 麻酔 ・ 全
身管理学 を 中 心 と し た 講義、 チ ュ ー ト リ ア ル教
育 を 行 っ て い る 。 教育の な か で も 2 週 間 の ベ ッ
ド サ イ ド教育 に は 力 を 入 れ て お り 、 手術室 内 で
担 当 麻酔科医 と い わ ゆ る man to man で の 実習
を 行 っ て い る 。 そ の 他 ICU に お け る 実 習 、 ベ
イ ン ク リ ニ ッ ク 外来 で の 実習 、 麻酔科術前診察
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の実習 を 行 っ て い る 。 ま た 以前か ら 、 麻酔研修
目 的 の研修医 を 受 け入れ教育 を 行 っ て き た 。 平
成 17年 度 か ら は 卒 後 前 期 臨 床研 修 の な か の 麻
酔 ・ 救急部 門 の 一環 と し て研修医 を 受 け 入れ、
基本的 な 麻酔技術 ・ 全身管理学が習 得 で き る よ
う 指導 し て い る 。
3 . 沿革
昭和54年 4 月 1 日 麻酔科学講座が富 山 医科薬
科大学 に 設置 さ れ た (初代伊藤祐輔教授) 。 最
近10年 間 、 講座 に 関 連 し た主 な 出 来事 と し て 、
以下 の こ と があ げ ら れ る 。
平成 8 年度、 手術室 内 に 新生体情報監視 シ ス テ
ム を 導入。
平成11年度、 手術室 内 に 麻酔 シ ス テ ム (麻酔器、
麻酔記録装 置) を 導入。
平成12年 3 月 31 日 、 伊藤祐輔 定年退官。
平成12年 8 月 1 日 、 山崎光章 麻酔科学講座 2
代 日 教授へ昇任。
平成13年10月 1 日 、 広 田弘 毅 医学部助教授へ、
釈永清志 講師へ昇任。
平成15年度、 手術室 内 に お い て 麻酔記録 シ ス テ
ム の 運用 を 開始。
こ れ ま で講座 に は 約90名 ( 同 門 会員 と し て 65
名 ) が関与 し て お り 、 現在 当 講座 お よ び関 連病
院 に は34名 の 医 師が在籍 す る 。 同 門 会員 か ら 、
国 立病 院機構熊 本医療セ ン タ ー 院長宮崎久義、
東京大学救急 医学教授矢作直樹 ら が輩 出 し 第一
線で活躍 し て い る 。
4 . そ の 他
恒例行事 と し て 、 医 局 旅行 (毎年夏 に 親睦 を
図 る た め に 1 泊 で の 旅行 を 行 っ て い る ) 、 忘年
会 (毎年御用 納 め の 日 に泊 ま り が け で の忘年会
を 行 っ て い る ) 、 バ ー ベ キ ュ ー の 会 な どがあ り 、
さ ら に 、 新入生歓迎会、 麻酔 ロ ー テ ー タ ー 歓送
迎会、 人事異動 に 伴 う 歓送迎会 な ど と 称 し て 毎
月 の よ う に飲み会 を 行 っ て い る 。 ま た 、 毎 月 第
3 木曜 日 に 若 手研究会 を 開催 し て い る 。 こ こ で
は 、 関連病院の 持 ち 回 り で 、 臨床 で経験 し た 貴
重 な 体験 を フ リ ー デ イ ス カ ッ シ ョ ン 形式 に て 検
言す し て い る 。
( 山 崎 光章)
206 第 4 '京 講座等の沿革
歯科 口 腔外科学
本講座 の 開 講 は 昭和 6 1 年 4 月 で あ る 。 昭 和 54
年 の 本学 問 学 当 初 は 、 附属病 院診療科 と し て 始
ま っ た 。 東 京 医科歯科 大学 よ り 赴任 し た 戸塚盛
雄が、 初 代教授 ・ 診療科長 を 担 当 し た 。 当 初 、
研究室 は 病 院 1 階 (輸血部) に 仮 医 局 が あ る の
み で あ っ た が、 そ の 後 、 医学部研究棟 1 階 の 一
角 に 移 っ た 。 講限昇格後、 平成元年 に は 現在の
研究棟の 1 階 お よ び 2 階 に 教授室 、 研究宅、 カ
ン フ ァ レ ン ス ル ー ム 、 資料 ・ 凶 書室 な ら び に 実
験室 を 有す る こ と と な り 現在 に 至 っ て い る 。
Hfi和 57年 7 月 、 戸塚の岩手 医科大学歯学部へ
の 転 出 に と も な い 、 昭和58年 1 月 、 札幌医科大
学 医 学 部 口 腔外科 学講座 よ り 、 古 田 勲がて代
日 教民 と し て 着任 し た 。 ま た 同 年 4 JJ に は 足寄
町立病 院 よ り 早津良和が講師 と し て 赴任 し た 。
こ れ に よ り 教授以下、 IÜ 本康 A助教民 ( 昭 和 55
年 よ り ) 、 早 津 良 和 講 師 、 助 子 2 名 、 l定 員 4 名
の 医 局 員 が、 教育 ・ 研究 に携 わ る こ と に な っ た 。
昭和60年 に は 本講座 の 第 宇期大学院生 と し て 、
杉本裕 史 、 小竹 悩 の 両 名 が入学 し た の ま た いj
年 、 札幌医科大学 口 腔外科学講座 よ り 、 岩 ) 1: IE 
行が講師 と し て 赴任 し 、 大学院生 の研究指導 に
あ た っ た 。 1 1 1 本 の 退職 に と も な い 、 平 成 5 年 よ
り 、 有 井 が助 教授 に 、 平成 9 年 に は 佐 渡 忠 日] が
講 師 に 就任 し 、 教 ネ の 臨 床 ・ 教育 ・ 研究 を 担 当
し た 。
現 在 の 教 室 員 は 古 田 以 下 、 野 口 誠 助 教 授
( 'r 成 1 7 'rf 9 月 よ り ) 、 和 国 重 人 講 師 ( 平 成 1 5 {f
3 }j よ り ) 、 今村 和 代 助 子 、 桃 立 助 子 、 医 員
8 名 、 研修医 2 名 、 大学院生 1 :?'I の 百1.1 5 名 で あ
る 。
本講昨今 は Hf{和55年 よ り 、 海外か ら の研究留学
生 を 交 け 入 れ て お り 、 ブ ラ ジ ル 、 中 |五| 、 ロ シ ア 、
ア ル ゼ ン チ ン 、 エ ジ プ ト な どか ら 留 学牛 が訪 問
し 研究 を 行 っ て い る 。 平成 4 年 に は エ ジ プ ト 政
府 に 公費 官 学 't. の マ レ イ ・ ア ハ メ ッ ド ・ ハ ッ サ
ン が、 デ ン タ ル イ ン プ ラ ン ト に 関 す る 研究 を 行
い 、 所属 す る AL Azhar 大学 に お い て 学位論
丈 と し て 提 出 し て い る 。 本年 は 中 国北京大学 よ
り 、 張障が公費 留 学生 と し て 訪 問 し 、 口 腔癌細
胞 の 抗癌 剤 感受件一 と 遺伝子発現 に 関 す る 研究 を
行 い 成 果 を あ げた 。
本講座 の研究 テ ー マ は 商科 口 腔外科 を 中 心 と
し て 、 病理学、 生化学、 生理学等 の 分野 に か け
て 多 岐 に わ た っ て お り 、 そ れ ぞ れ の 領 域 に お け
る 専 門 的研究が、 学際的 な 広 が り を み せ て い る 。
特 に 古 田 は 顎 顔面補綴学 会 の 理事 長 (平成 4 年
~平成 8 年) と し て 、 学 会 を リ ー ド し た 。 ま た、
関 連領域 で あ る 口 腔1重傷学、 日 腔 イ ン プ ラ ン ト
学、 生体材 料 学 の 分野 に お い て も 多 く の研究成
果 を あ げて い る 。 平成 2 年 に は 第44 回 日 本 口 腔
科 学 会 総 会 に お い て 、 「バ イ オ マ テ リ ア ル と 外
科 手術併用 に よ る U 腔 ・ 顎顔面欠損の修復 と 機
能 回 復 に 関 す る 総合的研究」 と 題す る 宿 題報告
を 行 い 、 高 い 評価 を 受 け た 。
学会活動 と し て は 、 昭和60年10 月 に 第28 回 日
本 口 腔科 学 会 中 部地方会、 H11和62年 4 月 に 第 4
M 日 本顎顔而補綴学会総会、 平成 5 {f 6 月 に 第
1 8 1111 日 本 口 腔外科学 会 q l 部地方会 を 開 催 し た 。
平 成 1 6年 1 0 月 に は 第羽 田 (社) 日 本 fl R空外科学
会 総 会 を 主 催 し 、 演 題 数 は 過 去 最 多 の 667題、
参加者約2， 300名 が 米 富 し 、 歯 科 U 腔 外科全般
に わ た る 活発 な 研究報行 が な さ れ た 。 ま た 、 同
時 に (社) 日 本 U 腔外科学会70同 年記念式典が、
合 わ せ執 り 行 わ れ た 。
県 内 活動 と し て は 、 昭和59年 よ り 歯科 口 腔外
科 学 の 砕 蒙 な ら び に 臨床 ・ {I)I 究活 動 の 報 告 の 一
環 と し て 、 寓 山 歯 科 日 腔外科学会懇話 会 を 主宰
し て い る 。 平 成 6 年 か ら は ア ル ペ ン f 1 腔 科 学
フ ォ ー ラ ム と し て 、 最先端の研究分野 に かか わ
る 基縫 的 お よ び臨床 の研究者 を 招 き 、 県 内 の み
な ら ず 近 隣 諸 地 域 に お け る 歯 科 口 腔 外科 の 臨
床 ・ 研究活動の拠点 を LI 指 し て い る 。
本講陪 は 、 第 4 学年 の 系 統講義お よ び第 5 �
6 学年 の 臨床実習 を 担 当 し 、 l宥 科 11 腔外科学 に
関 す る 基礎 的 臨 床 的 教育 を 行 っ て い る 。 [1 腔 は
消化器の 門 戸 で あ る と と も に 、 発 iT . 構 日 の 重
要器官 で あ り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 道 具 と し
て の 口 腔 ・ 顎顔面 の 重 要性 は 論ず る ま で も な い
が、 こ れ に 関 す る 丙科 医学教育 は 必要不可 欠 で
あ り 、 医学生 に と っ て 唯 今 の 教育 機会 と な っ て
い る 。
臨床検査医学
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
- 研究 テ ー マ と ス タ ッ フ
初代教授棲川 信男 の 指導下 で 、 先天性血液凝
固 異常症、 と く に ア ン チ ト ロ ン ピ ン 欠乏症 の 分
子病態解析が精力 的 に 行 わ れ て き た 。 こ の研究
成果 に よ り 病 院検査部が 「高 度先進医療 ・ 先天
性血液凝 固 異常症遺伝子診断」 施設 に 認定 さ れ
た 。 現在 も 全国 か ら 検体 を 受 け 付 け 、 解 析 を
行 っ て い る 。 平 成 12年9月 よ り 2 代 日 教授北 島
勲 の 指導 下 で 、 「転写 因 子活性化 を 中 心 に し た
疾患 の 分子病態解析」 研究が開始 さ れ た 。 と く
に 「転写 因 子 1 分子測定法 に よ る 敗血症 ・ 全身
性炎症反応症候群 の 迅速診断法 の 開発」 の産学
共同研究 を 進 め て い る 。 ま た 、 血栓症早期診断
の た め の凝血分子 マ ー カ ー を 検討 し 、 フ イ プ リ
ンモ ノ マ ー 複 合 体 (FMC) ・ 可 溶性 フ イ プ リ
ン (SF) が深 部静脈血栓症や 肺血栓塞栓症 の
早期診断 に有用 で あ る こ と を 明 ら か に し て き た 。
平成16年 よ り 、 「神経科学」 領域 に も 参画 し た 。
「エ ピ ジ ェ ネ テ イ ク ス と 高 次脳 機 能」 と い う 新
し い研究 テ ー マ を 展 開 し て い る 。 米国 ハ ー バ ー
ド 大 学 と の 共 同 研 究 で 精 神 遅 滞 関 連 遺 伝 子
ATR-X 変 異 マ ウ ス を 作 成 し 、 DNA メ チ ル 化
異常や脳神経エ ピ ジ ェ ネ テ イ ク ス と 記憶 ・ 学習
障害 と の 関 連 を 研究 中 で あ る 。 さ ら に平成17年
4 月 よ り 大塚稔久助教授が着任 し 、 神 経 シ ナ プ
ス と く に プ レ シ ナ プス 構成分子の発見や神経ス
パ イ ン 形成分子 の研究が始 ま っ た 。 ま た 平成17
年 9 月 よ り 仁井見英樹助手が着任 し 、 検査部 に
お け る 遺伝子検査室 を 担 当 し 、 感染症の 遺伝子
診断 と DNA マ イ ク ロ ア レ イ を 用 い た 網羅 的 遺
伝子発現解析 を 展 開 中 で あ る 。
- 主 な研究業績集計 (平成12年 9 月 平成17年
8 月 ま で)
著 書 : 14、 英 文 原 著 論 文 : 56、 和 文 原 著 論
文 : 25、 総説 : 62 
国 際学会 : 9 、 囲 内 学会 ( シ ン ポ ジ ウ ム 、 招
聴講演、 教育講演 の み) : 45 
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- 科学研究費補助金等 の 受 け 入 れ状況 (平成12
年 9 月 一平成17年 8 月 )
[科学研究費] 基盤研究 C 8 件
基 盤 研 究 B 4 件、 萌 芽 研 究1件 [そ の 他] 、 ] ST
1 件、 民 間 助 成 9 件
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム 導入 に と も な い 「臨床検
査」 の 医学教育 に お け る 重要性が増 し 、 教官 は
多 く の コ ー ス へ 出 向 き 講義担当 を 行 っ て い る 。
学部教育 は 入 門 チ ュ ー ト リ ア ル (M 1 前期、
教科主 任) 、 基本的診療知識系、 基 本 的 診療技
能、 神経系、 運動器系、 血液系
ク リ ニ カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ は 病 院検査部で尿
一般検査、 細 菌検査、 血液検査、 生理検査、 免
疫 ・ 生化学検査、 リ パ ー ス CPC を 教 官 と 検査技
師 で 行 う シ ス テ ム を 確 立 し 、 成 果 は 「富 山 方
式」 と し て 臨床検査医学会で高 く 評価 さ れ て い
る 。
大学院教育 は 、 修士大学 院生 1 年生 に 対 し 、
「病態検査学」 を 実 施、 医学科大学 院 生 に 対 し
て 神経分子病態学特論、 遺伝子検査実習 と し て
「パ ル ス フ ィ ー ル ド 電気泳動」 を 実施 し て い る 。
3 ) 沿革 に つ い て
- 設置年 月 日 : 平成元年 6 月 28 日
- 主 要人事 (教官、 :事務官等の任免)
教授 : 棲川信男 (平成元年 6 月 28 日 平成12
年 3 月 30 日 ) 北 島 勲 (平成12年 9 月 1 日
現在) 、 助教授 〔最近 5 年 の 任 免〕 小 方 則 夫
(平成 1 1 年 平成16年 6 月 ) 、 大塚稔久 (平成
17年 4 月 一現 在) 、 助 手 「最 近 5 年 の 任 免」
小 津哲 夫 (平 成 6 年 平 成 17年 4 月 ) 、 岩 城
有佳 (平 成16年 9 月 平 成 17年 3 月 ) 、 仁 井
見英樹 (平成17年 9 月 一現在)
4 ) そ の他の行事 (平成12年 9 月 平成17年 8
月 ) : 平 成15年 度 公 開 講座 ( テ ー マ : 消 化 器疾
患 に お け る 臨 床検査) 、 平成16年度 ( テ ー マ :
感染症 と 院 内 感染) 、 平成17年度 (血液疾患 と
く に 白 血病 診断 に お け る 臨床検査 の 進歩) 、 富
山 県 ス ー パ ー ハ イ ス ク ー ル事業 に参画。
208 f;f\ 4 主主 講座it の 治 �:
和漢診療学
本学 の 創 立 に あ た っ て 建 学 の 理 念 の 宇 つ で あ
る 「東 洋 医 学 と 西洋 医 学 の 融 合」 に 基づ き 、 昭
和 54{f 8 月 に 富 山 医科薬科大学 附属 病 院 に 和 漢
診療室 が 院 内 処置 と し て 設 置 さ れ 、 同 年 1 0 月 、
当 時 国 立大学で、 最 初 の 和 漢診療外米 が 開 設 さ れ
た 。 そ の 後 、 昭和58年 4 月 に 和 漢診療部 に 名 称
変 更 し 、 昭和60年 5 月 、 当 時 の 文部省 に よ っ て
附 属 病 院 中 央診療施設 と し て 認可 さ れ、 さ ら に
平成 5 年 4 月 1 日 に 医学 部 に 和 漢診療学講座 が
開 講 さ れ た c 寺津捷年初代教授 の あ と 、 平 成 1 5
年 1 2 月 1 n に 嶋 田 豊 が教授 に 就任 し た 。
教 fi' に 関 し て は 、 平 成 1 3 年 3 月 、 医学教育 モ
デ ル ・ コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム の '1 ' に 「和漢薬 を 概
説で き る j と い う 項 目 が組 み 込 ま れ、 全 国 の 医
学部 ・ 医科大学で漢方医学教育への取 り 組 み が
始 ま っ て い る つ 本学 で は 干u ì莫 主主 と そ の 治療 学 の
教育 は 長午 に わ た り 行 っ て お り 、 各大学 の 先駆
的 。")必 と し て i主 11 さ れ、 平 成 1 3 年 度 � 1 5 年 度 の
科学研究 費 補助 金 に よ り 「 漢 H 医学教育 に お け
る グ ロ ー パ ル ス タ ン ダ ー ド の構築」 を 子が け 、
本邦 の 漢 }J 医学教育 の 格 f作成 に 取 り 組 ん だ。
本学 の 平 成 17{f今 度 カ リ キ ュ ラ ム で は 、 2 年 次 前
期 に 和 漢 医薬学 入 門 の 中 で 漢 万 医 学 診 断 の 実 習
( 1 5 時 間 ) を 担 当 し て い る 。 4 年 次 に は 和 漢 診
療学 の 系 統 講 義 ( 1 2 H� 問 ) 、 5 午 次 に は ク リ ニ
カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ と し て ] 人 5 日 間 の 臨床 実
宵 、 6 年 次 に は I 人15 f1 問 の 選択制臨床実習 を
行 っ て い る 。 看護学科 に お い て も 薬剤学の 中 で
和 漢診療学 を 講義 ( 6 時 間 ) し て い る
診療 の場 で は 、 現代 医学的 に 治療 法 の 確 立 し
て い な い疾患、 あ る い は 現代 医 学 的 治療効果が
卜分で な い疾忠、 現代 医 学 的 治療 の 副 作 肘 や 病
変が多臓器 に 及 び治療が 困 難 な 疾患 な ど を も っ
た 忠者が和 漢診療 を 求 め て 来 院す る わ こ の よ う
な 患者 に 対 し て 、 束両両医学 を 駆使す る こ と に
よ っ て 街益 な 治療 を 提供 で き る も の と 考 え て い
る ハ
研究の分野で は 、 漢方医学的病態 (証) に 基
づし ミ て 診 断 し 治療 万剤 を 決定す る と い う 漢方 医
学 の 特性 を 十 分 に 考慮 し 和 漢 薬 の 効 果 に 関 す る
臨床研究 に 取 り 組 ん で き た 。 代表的 な 成 果 と し
て 、 プ ラ セ ボ を 対象 と し た 多 施設J重 吉検試験
に よ っ て 釣藤散の脳 血管性痴 呆 に 対す る 有 用 性
を 明 ら か に し た c ま た N-of-one デ ザ イ ン に よ
る ラ ン ダ ム 化比較試験 と い う 子i去 を 用 い て 、 虚
弱 高齢者 に 対す る 補剤 を 中 心 と し た 漢 方 方 剤 の
有 効性 に 関 す る 臨 床 試験 を 行 っ た 。 さ ら に 各穐
漢 H 方 剤 や 生 薬 の 微小循環改善作用 、 細 胞や臓
器 の 保護作用 、 生 態 防 御 ・ 免疫調整作用 等 の メ
カ ニ ズ ム に つ い て の研究 を 主主 ね て き た 〉 侠血等
の 漢 方 医学的病態 に 対す る 血液 レ オ ロ ジ ー 学的
視点か ら の研究、 舌 診 な ど の 漢 方 医 学 的診察所
見 の 意義 に 関 す る 現代 医学的視点か ら の研究 も
行 っ て き た 。 現在、 和 漢 薬 の 脳 血管 障 害 に お け
る 神 経保護作用 、 糖尿病性 合併佐の 進展抑制作
用 、 肥満等 の 生活習慣病 に 対 す る 効果 、 自 然免
疫 に 及 ぼす影響、 病 原体感染 防御機構等 に つ い
て の 研究が進行 し て い る 。 ま た 、 ブ ロ テ オ ー ム
解析 を 用 い て 、 渓 }j 医 学 的 病 態 や 和 漢薬 の レ ス
ボ ン ダ ー ・ ノ ン レ ス ポ ン ダ ー の 解析 に 関 す る 研
究 に も 取 り 組 ん で い る 。 こ れ は 平 成 1 5年 度 に 丈
部科学 省 に よ り 採択 さ れ た 2 1 世 紀 COE プ ロ グ
ラ ム 「東洋 の 知 に 立脚 し た 佃 の 医療 の 創 生j に
よ る も の で あ る 。 1 7 {f J主 か ら は 、子 i事t走年 に 代 わ
り 、 的 lU 豊が COE 拠点 リ ー ダ ー を 務 め て い る 。
対 外 活 動 と し て 、 Hfi 和63年 4 月 に WHO 1iJf Î\: 
協 力 セ ン タ ー (伝統 医学) に 指 定 さ れ て 以米、
わ が 同 の 伝統医学教育 ・ 研究 の 分野で 責務 を 果
た し て い る 。 ま た 、 厚生科 学研究 費補助金 に よ
り 特定疾患対策耐 究事業 の 分担研究、 長寿科 学
総合研究事業 の L任 ・ 分担研究 も 行 っ て き た 。
21 世紀 は l1. 命科学の著 し い 発達 に よ っ て 、 臓
��移植、 遺伝 f 医療 な ど の 高 度先進医療が さ ら
に 一 般 的 に な る と 忠 わ れ る 。 - }j で 、 高 度 に 専
門 分化 し 細 分化 し て き た 医学 ・ 医療 を 横 断 的 あ
る い は総合的 に 見 る 必要性 も 問 わ れ て い る 。 こ
の よ う な 似点 か ら も 研究 ・ 教育 ・ 診療 に お い て 、
心 身 攻日 の 束 洋 医 宇 的玉県念 に 丘脚 し た 和 漢診療
学 の 果 た す役割 は さ ら に 大 き く な る も の と 思 わ
れ る 。
( 占 旧 一 史、 i嶋 田 豊)
救急 ・ 災害医学
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
救急 ・ 災害医学講座 は 、 2003年 に予算化 さ れ
同 年 9 月 1 日 に 奥寺敬の教授着任 に よ り 開 講 と
な っ た 。 開 講以前 は 附属 病 院救急部 と し て の 中
央診療 部 門 し か な か っ た た め救急医学 や そ の 応
用 で あ る 災害 医学 に かか る 医学教育、 医学研究、
診療指導等 の 体制 は な く 、 文字 どお り 0 か ら の
ス タ ー ト と な っ た 。 講座 と し て の教育 テ ー マ は
「 医 育 機 関 と し て 緊急 時 に 適切 な 対応 を と れ る
医 師 を 養成 す る 」 、 研 究 テ ー マ は 「複雑化す る
21世紀の社会 に対応す る 新 た な 救急 ・ 災害医療
シ ス テ ム を 開発す る j と し た 。 翌2004年 6 月 3
日 に 、 第18回 日 本神経救急学会 ・ 学術集会 を 富
山 市 内 で 開催 し 、 神経系 の救急 医学の学術情報
を 集約 レ情報発信 を 行 っ た 。 ま た 市民公開講座
を 開催 し 大学 の 知 的財産 の 地域社会への還元 を
すす め た 。 ま た 、 2004年 4 月 3 日 ・ 4 日 に 日 本
救 急 医 学 会 北 陸 地 方 会 と し て 行 っ た ICLS
(ACLS 基 礎) コ ー ス と 指 導 者 養 成 ワ ー ク
シ ョ ッ プ を 契機 と し 日 本救急 医 学 会 認 定 ICLS
コ ー ス (略称 ・ 銀 コ ー ス ) を 開催 し 、 以降、 月
1 � 2 回 の ペ ー ス で連続開 催 し て い る 。 受講者
は 1 2都道府県 に 達 し わ が国 で も 有数の コ ー ス と
し て 成長 し て い る 。
国 内 共 同 研究 と し て は 、 「病 院 防 護 に 関 す る
国 内 共 同 研究」 ゃ 「新 し い 意識障害ス コ ア の 開
発 と 検証J I 脳 卒 中 初 期 診療 コ ー ス の 開 発」 な
ど の 社 会 的 側 面 を 持つ 研 究 か ら 、 「災害現場 で
の 医 療 に 用 い る 新 し い 医 療 機 器 の 総 合 開 発」
「災害派遣 チ ー ム (DMAT) の 運用J な ど の国
内 共 同研究 を 担 当 し て い る 。 2006年 6 月 3 日 に
は 第 四 回 日 本脳死 ・ 脳蘇生学会 の主 催 を 予 定 し
て お り 本方面 の学際的デー タ の収集 に 着 手 し て
い る 。
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
学部教育 に お い て は 3 年次の基礎配属 の学生
を 受 け入 れ心肺蘇生 に 関 す る 原理や救急検査法
な どの実習 を 提供 し て い る 。 講義 は 、 4 年次 を
対象 と し て 、 救急 ・ 災害 医学 と し て 8 コ マ (平
成 18年度 よ り 10 コ マ ) 行 っ て い る 。 講義の 目 標
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は 、 「すべて の 日 常診療 の 基礎 と な る 救急 医 療
と そ の 基礎 と な る 救急 医学、 そ の 応用 で あ り 幅
広 い社会 と の接点 を も っ 災害 医療 と そ の 基礎 と
な る 災害医学 に つ い て学ぶ。 具体的 に 総論、 最
近 の 具体的 な 事例 の解説、 外傷初療 の 基礎知識
と 体系 、 国 際 ガ イ ド ラ イ ン に 基づ く 緊急心血管
治療 の 基礎知識 と 体系 、 災害医療 と 災害医学の
基礎 に つ い て 学 ぶ 。 」 で あ る 。 こ の 講 義 は 、 全
て 公 開 講義 と し て 登録 し て お り 学 内外の聴講が
可 能 と な っ て い る 。 4 年 次 末 の 臨 床 技 能 評 価
OSCE に お い て は 、 心肺蘇生 の ブー ス を 担 当 し
実技指導 と 評価責任 を 担 当 し て い る 。 5 年生 の
臨床実習 は 、 開 講 当 初 は 5 日 間 で あ っ た が、 2005
年 よ り 各 グ ル ー プ 2 週 間 と な り 、 実習 時 間 の振
り 替 え に よ り 夜 間 や 休 日 な ど の 実 習 が 可 能 と
な っ た 。 臨床実習期 間 中 に 、 標準化 さ れ た 外傷
初 療 (JPTEC お よ び JATEC) の 導 入 や 消 防
署 に お け る 学外実習 等 を 組み 込 ん で、 い る 。 ま た 、
実習 内 容 に国 際的 に 標準化 さ れ た ス キ ル を 導入
し 緊急事態への対応が可能 な 医 師 の養成への方
向 付 け に努 め て い る 。 大 学 院 博 士 課 程 は 、 救
急 ・ 災害医学 と 危機管理医学 を 担 当 し 囲 内 の 複
数の研究施設 と 提携 し研究体制 を 構築 し て い る 。
修士課程 も 同 様 な研究体制 を構築 し て い る 。
3 ) 今後 の展望
医学部講座 の 中 で最 も 遅 く に誕生 し た 講座 で
あ る た め 、 医学生教育 を 最優先課題 と し て 取 り
組 ん で き た 。 今後 は 、 医学部看護学科や他学部
の教育支援や 卒後医師 臨床研修 な ど を 教育面の
重点課題 と し て 取 り 組み を すす め た い 。 ま た 、
研究面 で は 、 現在、 参加 中 の厚生労働科学研究
を 推 進 す る と と も に 、 教 室 の 各研 究 テ ー マ に
沿 っ た研究体制 の確立 を 進 め 、 健康危機管理医
学の確立 を 目 指 し た い 。
4 ) ス タ ッ フ 構成
設置年 月 日 2003年 9 月 1 日
教授 奥寺 敬 2003年 9 月 1 日 ~
講師 若杉雅浩 2004年 4 月 1 日 ~
助手 井川 晃彦 2004年 4 月 1 日 ~
助手 旭 雄士 2005年10月 1 日 ~
(奥寺 敬記)
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〈 看 護 学 科 〉
人間科学 ・ 基礎看護学 基礎看護学
現在、 基礎看護学 で は 、 看護 の 恭礎理論、 看
護診断、 看 護 の 基礎技術 ・ 方法等 を 担 当 分野 と
し て い る 。 運営方針 と し て は 、 教育 で は 、 看 護
学 の 科学領域、 学 問 の 対 象 、 学 問 す る 意 味、 人
間 の 牛 き る 目 的 等 、 看護学 を 学ぶ 目 的 、 究 め る
目 的 等 に つ い て の 悲 本 的 事項 に つ い て 理解 さ せ
て い る 。 研究で は 、 看 護 の 対 象 で あ る 人 間 の 身
体 的 、 精神 ・ 心理 的 、 行 動 的 、 社 会 的 側 面 か ら
評価す る た め の ア セ ス メ ン ト ・ ツ ー ル の 開 発 を
日 的 と し た 研究 を 行 っ て い る 。 こ れ ら の 方 針 の
基礎 は 、 前任 の 高 間 静 子 教授 の 街l尽力 に よ る と
こ ろ が大 き い 。 基礎看護学講座 は 平成 5 年 に 看
護学科 開 設 と 同 時 に 発足 し た 。 教授 に は 金沢大
学 よ り 高 間 静 f 、 助教授 に は 埼 玉 県 立 短期 大学
よ り 漬畑 辛子が着任 し 、 翌平成 6 年 に は [..野栄
ーが、 ま た 千 成 7 年 に は福村 平代が助子 と し て
着任 し 、 本講座 の 実 質 的活動が開始 さ れ た 。 教
育 ・ 研究 向 と も 高 間 静子教授の功績 は 大 き く 、
看護学科設 。: の た め に 多 大 な る 御尽)J を い た だ
い た 。 ま た 、 大学 院修士課程昼伐 開 講制 度 に も
ん き な 貢 献 を さ れ た 。 さ ら に は 、 学科 主 任 、 教
務委員長な どを は じめ多 く の役職 を 照任 し て き た。
教 育 面 で は 、 1 干γ年「下ゐ 次 間 講 の 看 護 J則引 論、 石 υ
史 . 市嗣制|リl 度論、 看護技術お よ び看 護技術実習 と 担
当 し た 。 研究面 を み る と 、 主 要研究領域 を 看護
管 理 領 域 に お き 、 主 と し て 看 護 職 の リ ー ダ ー
シ ッ プ ・ 専 門 的 i'I 律度 ・ 職務満足 度等 に 関 す る
似品検証型 調 査紛| 究が行 わ れ、 [..野栄 宇 助 手 が
作業部隊の 要 と な り 、 教授の制 究 に 賛 同 し て 集
ま っ て き た 医療施設か ら の 5 人 ばか り の 看 護 師
を 入 れ て の研究組織 を 構成 し た 。 以 米 、 こ れ ら
の研究課題 は 教 室 の 骨 格 を な し 、 こ れ ま で に 1 5
名 に 達す る 多 く の修士院生の研究 テ ー マ に も 組
み 入 れ ら れ た 。 そ の 結果、 こ れ ま で に リ ー ダ ー
シ ッ プ に 関 す る 研究 3 編 、 専 門 的 白 律度 に 関 す
る 研究 5 編 、 勤労志欲に 関 す る 論丈 6 編 、 職務
満足 度 に 関 す る 論文12編、 尺 度 開 発 に 関 す る 研
究10編 な ど を q l 心 に し て合計6 1 編 の 論文が ま と
め ら れ た c ま た 、 学会発表 も 積極 的 に 参加 し 、
[j 本看護研究学 会 、 日 本看護科学学会 な ど を 中
心 に 多 く の 発 表 を し て き た 。 さ ら に 、 講庵 主催
の研究会や リ カ レ ン ト 教育 を 積極的 に 行 い 地域
頁献活動 も 実践 し て き て い る 。
発足 当 時 の研究索、 教官室 は 臨 床研究棟の 4
階 で 暖 房 も 冷 房 も エ レ ベ ー タ ー も な く 背 し い
夏 ・ 冬 を 過 ご し た 。 そ れ だ け に 想 い 出 も 感慨深
い も の で あ る 。 i賓畑助教授 は 完 成 年 度 前 の 学部
教育 4 年 後 の 平成 9 年 3 月 に 本学 医 学博上 を 取
得 し て 愛 知 県玄看護大学 に 転 出 し た 。 そ の 後、
平成 8 年 1 1 月 に 講 師 と し て 本学 I�t 属 病 院 の 塚原
節 f婦長 が着任 し た 。 福村助 子 は 1 午 後 の 退職
に 伴 い 、 後任 と し て 平 成 1 0年 4 月 に 本学 看 護学
科 を 卒業 し た ばか り の 高 島 佐 知 子 が 助 手 と な っ
た 。 平 成 1 1 年 4 月 、 L野助子が旭川 医科大学医
学部看護学科 に 助 教授 と し て 転 11\ 0 そ の 後助 手
籍 に は 、 " 1 村佳代 (平成 1 1 年 4 月 ~ 同 年 6 月 ) 、
小 洋 明 子 (平 成 1 1 年 7 JJ � 平 成 1 2 年 3 ) J ) 、 次
い で 八塚美樹 と 新 谷恵 f ( 平 成 1 2 年 4 月 ~ 平成
1 3年 3 月 ) の 2 名 が務 め た 。 1 年 後 に 八塚美樹
は 成 人看護学 (急性期 ) の 講 師 に 昇格す る 。 そ
の 後 、 新 谷 恵 子 の 後 任 に 本 学 科 2 期 生 の 横 田
(坪 同 ) 恵 子 が助 子 と な り 現 在 に 至 っ て い る 。
こ の 問 、 も う 1 籍 の 助 手 籍 は 助 産 学科 目 の 導入
に よ り 、 母性看護学領域 に 議 り 、 そ の 代科 と し
て 人 間科学 2 の 篠 原 治 道教授転 出 後 の 教授籍 を
基礎看護 学 の 教授籍 と な り 、 そ こ へ助教授 の ま
ま 塚原 節子が移籍 し た 。 同 時 に 基礎看 護学の助
教授籍 に は 、 平 成 144 4 月 旭 川 医科大学 に 転 出
し て い た 上野栄 ・ が助教授 と し て 着任 し た の こ
う し て ぷ礎看 護学教室 は 向 学 1 0年 に し て 、 大学
人 と し て 庖切 な 人材がそ ろ い 講時 の 発展 に 寄 守
で き る 教育 ・ �)I 究者 と し て ふ さ わ し い 陣容 で基
礎看 護学が組織 さ れ る こ と に な る 。 基礎右 護学
領域 の 初 代教授の 高 間 静 r は 教本一 の 安 定化 を み
て 平成 1 5 年 3 ) J で 定年 ill宵 と な り 、 そ の 後 、 平
成 1 5 年 4 月 ~ 平成17年 3 月 ま で 11 本赤 ト字北海
道看護大学 に 学 部長 と し て 赴任 し た 。 平成16年
9 月 に は 、 成 人看護学 よ り 吉 沖 美穂が講 師 と し
て 昇任 着 任 し 、 基礎看護学教宗 は 、 助 教授 卜今野
栄 ， !Î品 自ni 吉 井 美穂 、 助 手坪 田 恵 子 の 3 名 で運
営 さ れ 今 日 に 至 っ て い る 。
人間科学 ・ 基礎看護学 人間科学 ( 1 ) 
当 講座 は 、 教授 1 名 の 講座 と し て 、 平成 6 年
4 月 に ス タ ー ト し た 。 当 初 は 、 現在の 臨床研究
棟 4 階 に 一 時 的 に 整備 さ れ た 教官室 を 使用 し た
が、 同 年 1 2 月 1 期 工事が終了 し た 看護学科研究
棟 に移転 し 、 平成 8 年 2 月 の 2 期 工事竣工 に よ
り 現在 の 4 階教官室 と 5 階 の 感染看護研究室の
2 室が教育 ・ 研究活動 の拠点 と な っ た 。 平成 7
年 に は “ 看護学科微生物学への実習導入" が文
部省 ( 当 時) 大学改革推進計画 に 採択 さ れ、 教
育研究環境 は 一挙 に 充実 し 、 下 記 に 示す よ う な
本格的活動が開 始 さ れ た 。
今 ま で に 担 当 し て き た講義 ・ 実習 を 列挙 す る
と 、 医学概論、 生化学、 解剖生理学、 微生物学、
英語四 で あ る 。 医学概論で は 医学史、 健康 と 疾
病、 診断か ら 治療 に い た る 過程、 医学 ・ 医療 に
関 す る倫 理規定 と 用 語解説、 日 本の 医療の現状
と 問 題点等 を 講義 し て き た 。 夏休み に 行 わ れ る
早期介護実習 も 担 当 し て き た が、 平成17年新 カ
リ キ ュ ラ ム の導入 に 伴 い 、 医療学入 門 に組み入
れ ら れ、 医学概論 と い う 科 目 は な く な っ た 。 生
化 学 で は 、 生 体 高 分 子 (糖、 脂 質、 蛋 白 、 核
酸) の構造 と 機能、 酵素の働 き 、 エ ネ ル ギ ー 代
謝、 遺伝子発現 と そ の調 節 の 講義 の ほ か に 、 ガ
ン の発生 と 抑 制 、 遺伝子治療、 ES 細胞 と 再 生
医療の講義 も 行 っ て い る 。 平成17年 度か ら は 、
栄養学 も 加 え る こ と と な っ た 。 解剖 生理学 は 、
平成12年度 よ り オ ム ニ パ ス 方式 を 採用 す る こ と
と な り 、 コ ー デ イ ネ ー タ ー に 加 え 細胞 の構造 と
機能、 組織学、 内 分泌系 を 担 当 し て い る 。 平成
17年 度 よ り 、 科 目 名 も 形態機能学 と 変更 に な り 、
コ ー デ イ ネ ー タ ー も 本来 の 人 間科学 2 が担 当 す
る こ と に な っ て い る 。 微生物学で は 、 開 講 当 初
よ り 実習 を 導入 し 講義展 開 に も 工夫 を 加 え て い
る 。 病 院感染 に 対す る 世評 は 厳 し く 、 特 に 看護
介入がそ の 原 因 と し て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れて き
た こ と が多 い 。 こ の こ と を 十分意識 し 、 感染看
護 の歴 史 と 感染管理看護師の役割、 看護か ら み
た 感染予 防 の 3 要素、 病 院感染予 防 と ホ ス ピ タ
ル ・ サ ニ テ ー シ ョ ン に は 時 間 を 割 き 、 特 に 洗
浄 ・ 消毒 ・ 滅菌 に 関 し て は 、 実習 を 行 い 、 理解
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を 深 め る 工夫 を し て い る 。 ま た 縦断的 な 各論終
了 後 は横 断的症候別 の講義 も 行 っ て い る 。 英語
四 は 、 一般教養科 目 語学系 の 単位 に 含 ま れ る が、
専 門 英語 と し て 、 医学英語の 成 り 立 ち 、 看護現
場 で役立つ 英語、 看護 に 関 する 英文抄読 を 行 っ
て い る 。 こ れ ら の 講義 に は 自 製の教科書形式 の
プ リ ン ト を 用 い 、 さ ら に 生化学 と 微生物学 で は 、
単元毎 に セ ル フ ・ チ ェ ッ ク を 配付 し 学生参加型
の 講義形態 に し て い る 。
研究 は 、 イ ン フ ル エ ン ザ、 と 感染看護 に 関 す る
研究 と 2 つ に 分け ら れ る 。 前者 で は 、 イ ン フ ル
エ ンザ ウ イ ル ス の増殖機構、 感染 に 伴 う 生体応
答 、 抗 イ ン フ ル エ ンザ ウ イ ル ス 剤 が 中 心 で あ り 、
医学部和 漢診療学、 薬学部薬 品 製造学、 生理化
学研究室 な ど と 共 同研究 も 大 き な 位置 を 占 め て
い る 。 平 成 1 5年 に 採択 さ れ た COE I 東 洋 の 知
に 基づ く 個 の 医療 の創生」 に研究 フ エ ロ ー と し
て 加 わ り 、 直接の ウ イ ル ス 増殖抑制 を 示す和 漢
薬 と し て 麻黄 (脱穀阻害) 、 桂皮 ( ウ イ ル ス 蛋
白 合成阻害) に 加 え 、 マ ク ロ フ ァ ー ジ を 介 し て
そ の作用 を 発揮す る 乾菱、 舞茸 ( い ず れ も TNF
q 産 生 誘 発) 等 を 同 定 し て い る 。 特 に 乾 菱 の
抗 ウ イ ル ス 作用 は 、 当講座出 身者の博士論文で
あ り 、 本 学 看 護 学 科 出 身 者 で 第 1号 の 博 士 と
な っ た 。 感染看護 に 関 す る 研究 は 、 附属病院感
染看護チ ー ム と の 「病室花器水汚 染 の細菌学的
f食言す 」 か ら は じ ま り 、 ラ テ ッ ク ス ア レ ル ギー の
発症要 因 と そ の 予 防 に 関 す る 研究、 病 院感染予
防 に 関 わ る 分子疫学的研究、 和漢薬の 感染看護
への活用 に 関 す る 研究へ と 進 め た 。 こ の う ち 、
ラ テ ッ ク ス ア レ ル ギー の研究 と 分子疫学 (感染
経路追求法の 簡便化) に 関 す る 研究 は 、 科学研
究補助金基盤研究 C に 、 ま た 和 漢 薬 の 感 染 看
護 ・ 感染予 防への活用 に 関 す る 研究 は 同補助金
若 手 B に 採択 さ れ た 。 こ れ ら の 成 果 は 、 著 書
7 編 (英 文 4 編 を 含 む) 、 総説 5 編、 英 文 原 著
45編、 和文原著18編 に ま と め ら れ た 。 全て の研
究 は 、 医学部、 薬学部あ る い は 附属 病 院感染看
護チ ー ム と の協力 に 加 え 、 科学技術振興調整費、
COE、 県 受 託研 究 費 、 学 長 裁 定 費 、 民 間 企 業
研究助成金、 委任経理金の財政的援助 を 受 け た 。
212 第 4 主主 議 時 等 の 沿革
人間科学 ・ 基礎看護学 人間科学 ( 2 ) 
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
開 設 当 時 、 人 間 科学 2 は教授 1 人 の 議時 で あ
り 、 主 な 研究 も 解剖 学 に ま つ わ る 研究 を 中 心 に
行 わ れ て い た 。 現存ー も 助教授 l 人 の 講座 に は 変
わ り は な い 。 研究 は 、 疾患 を 持 っ た 人 間 に 焦 点
を 当 て 、 疾 病 の 受容 や 疾病 に よ っ て 変化す る 身
体状況 を 患者が ど う 捉 え て い る の か 、 ま た そ の
家 族が患者 と の 関 わ り の 中 で ど う 対応 を 変化 さ
せ て い く の か を テ ー マ に 分析 し て い る 。
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
人 間 科学で は 看 護 の 専 門性、 特殊性 を 与 え 、
人 聞 を 心 身 一体の統一体 と 社 会 で の 午 i日本 と と
ら え 理解す る こ と を 目 標 と さ れ た 。 つ ま り 生物
体 と し て の 身体構造や機能 を 学 びつ つ 、 社 会 で
の 生活 を と ら え 、 そ の構造や機能が疾 病 に よ っ
て ど ん な 変化や 障 害 を 持つ の か を も 加 味 し た 人
間 学 を 学 ぶ こ と に あ る 。 誕生か ら 死 に 向 か う 人
聞 の 発達過程の 中 で の 身体の構造 と 機能 、 疾病
と 傷害、 社 会生活 に お け る 人 間 と 人 間 と の 関 係
性 、 社 会環境の構造 と そ の 中 で の 人 聞 の 適応 の
あ り 方 を 理解 し 看護 の 対 象 と し て ど う と ら え る
か を 学ぶ こ と に あ る 。
、 IC 成 5 年 医学部看護学科 開 設 当 時 、 こ の 人 間
科学 2 に は 解剖学教室 か ら 医 師 が教授 と し て 赴
任 さ れ、 主 に 身体の構造 ・ 機能 の 部分で ご尽)J
を つ く さ れ た 。 完 成 年 度 を 迎 え 教授 は ご専 門 の
解剖 学へ転任 さ れ た 。 そ の 後 、 こ の ポ ス ト に つ
い て 検討 さ れ解剖 生理学お よ び基礎看護学の授
業 を 担 与 す る 看護系教官で、 と い う こ と と な り 、
平成 14年基礎看護学か ら 人 間科学 2 に 配置換 え
と な っ た 。
講義 は 、 上記 の こ と く 人 間 の 身 体構造 と 機能
を 解剖 今理学 か ら 平成 1 7 年 度 に 形態機能学 と し
て カ リ キ ュ ラ ム が編 成 さ れ た 。 今 ま で の 解剖 生
理学 と ほ と ん とな変 わ ら な い が、 看護教官 の 担 当
部分が増 え た こ と で 看 護学 に 必 要 な 身体の構造
と 機能 の 理解 を 深 め て い け る の で は な い か と 自
負 し て い る 。 し か し そ れ も 部分的 に す ぎず今 ま
で通 り 医系教官 に も お 願 い し て い る c ま た 、 解
剖 学教 雫 の 大谷修教授 に ご協 力 を 得 て 実際 の 人
体解剖 見学実 習 も 取 り 入 れ て い る 。 さ ら に 人 間
理解 の 部分 と し て 新 た に 看 護対象論が加 わ り 担
当 す る こ と と な っ た 。 発達過 程 に お け る 様 々 な
人 間 模燥の変化 を 瑚解す る こ と に よ っ て 、 看 護
の対象 を ど う 捉 え る かの 学 び を 目 的 と し て い る 。
ま た 、 tt.命倫理学 で、 は哲 学 の 盛永審 牟 郎教授か
ら 教 養 部分 と し て の 倫 理 的 な 理 解 、 「 人 の 生」
を ど う 考 え る か、 「 人 の 死」 を ど う と ら え る の
か を ご教授 い た だ い て い る 。 ま た 、 看 護 の 部分
で は 「患者 の 生 命 と 倫理的配慮」 に つ い て の 学
び を 深 め て い く こ と を 目 的 に 授業 を 展 開 し て い
る 。 基礎看護学 で は 、 基本的 な 看護技術 を 理論
的 に 理解 し 、 実践可 能 な 状況 ま で理解がで き る
よ う 学 内 の 演 習 を 取 り 入れ な が ら 講義 し て い る 。
ま た 、 法礎看護 に お け る 臨地実習 で は 、 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン を 主 と し た 忠者理解 を 中 心 に 実背
を す す め て い る 。 疾病 に よ っ て 忠J雪 は い か に 自
分 を 見 つ め て い る の か、 疾病が患者 の 日 常生活
や 社 会環境、 他 の 人 間 と の 関 係性 に ど の よ う な
変化 を も た ら し て い る の か 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン を 通 し て 情報 を 収集 し 、 そ の 後1[.';1 人 カ ン フ ァ
レ ン ス を 行 っ て い る 。 こ こ で は チ失J討 の ま塑角ヰ と そ
れ に よ る 忠者理解、 つ ま り 人 間 を 心 身 一 体の統
字体 と し て別解す る こ と を 目 的 と し て い る 。
3 ) 人 間 科学 2 の 沿革 に つ い て
平成 5 年 医学系教宵 (篠原 治道教授) の 赴任
に よ り 、|え成 1 2 年 度 ま で学部教育 の 解 剖 生 理学 を
担 当 さ れ た 。 卒業年次 を 迎 え る に 当 た り 看護学
科教官 は そ れぞ れ学生の卒業論文 を 分担 し た が、
い か ん せ ん担 当 授業科 目 が解剖 生理学 と い う こ
と で平成 1 0年 初 回 の 卒業論文 に 関 わ る と い う 状
況 で あ っ た 。 大学院教育 の 産婦 人科 医 と し て の
経験か ら 母 子看護専攻領域の特論 と j寅 習 を 分担
さ れ て い た 。 千 成 1 2 年 か ら の 2 年 間 人 間科学 2
は 空席 の ま ま す ぎ た が、 そ の 間 人 間 科学 1 の 落
合宏教授が解剖 生用学 の コ ー デ イ ネ ー タ ー と な
ら れ講義 を 進 め ら れ た 。 現存夜、 は 、|え成14{f.度か
ら 解剖 /十 理学 を も 担 当 す る 看護教宵 と い う こ と
で、基礎看護学 よ り 配置換 え で 人 間 科学 2 に 席 を
お き 、 形態機能学 を は じ め 看 護 の 基礎教育 と な
る べ き 看護対象論、 生命倫理学、 基礎看護技術
論 の 講義お よ び演習 を 担 当 し て い る つ
臨床看護学 精神看護学
当 講座 は 、 平成 5 年 4 月 に 、 初代教授 と し て
神郡博先生が着任 し 、 看護学科 の 中 で は 最 も 早
く ス タ ー ト し た 。 そ の 後、 平成 7 年 4 月 1 日 に
は 、 堀 内 園子助手が着任 し 教授 と 助手 1 名 の研
究室の体制 は 整 え ら れた 。 神郡教授 は 、 平成10
年 1 1 月 1 日 よ り 平成 1 1年 3 月 31 日 ま で初代学科
主任 の 重責 を 果 た し 定年退官 さ れ た 。 こ の 問 、
堀 内助手の辞職 に 伴 い 、 平成 9 年 4 月 1 日 に 田
中 い ず み助手が着任 し 、 現在 ま で、 教育研究 に
携 わ っ て い る 。 そ の 後、 平 成 1 1 年 4 月 1 日 を
も っ て 2 代 目 教授 と し て 筒 口 由 美子先生 を 迎 え
る こ と と な っ た 。 筒 口 先生 は 、 教育研究 は も と
よ り 、 平成13年 よ り 1 年 間 学科主任 と し て 、 看
護学科の管理運営 に多大の貢献 を な さ れ た が、
残念 な が ら 病魔 に お か さ れ、 平成16年11 月 12 日
に他界 さ れ た 。 こ こ に 心 よ り ご冥福 を 祈 る 次第
で あ る 。
本講座 で は 、 心 の 問 題の理解 に 対す る 強 い社
会の要請 に 応 え る た め に 、 精神 の 健康 問 題 を 、
病気の面か ら ばか り で は な く 、 健康 ・ 不健康、
成長 ・ 発達、 環境 と 適応 な どの面 か ら 広 く 理解
し 、 そ れ ら を 看護 の 場 に 活用 で き る 能力養成の
視点 に 立 ち 、 「精神看護学総論」 、 「精神看護論j 、
「精神 臨床 医学」 の 各 講義 と 「精神 看 護 臨 地 実
習 」 を 担 当 し て い る 。 さ ら に 、 卒業研究選択学
生 に は 、 精神看護 的研究方法の基礎 を 学ぶ機会
(文献検索、 研究立案 と 実施) を 提供 し て い る 。
「精神 看護学 総論」 で は 、 単 に 精 神 障 害 者 に
限 ら ず、 広 く 人 間 の 精神 的諸 問 題 に つ い て 理解
を 深 め る こ と を 目 標 と し 、 精神 的健康、 青 年期
の 人格の発達 と 危機、 現代家族の特徴、 対 人 関
係 に お け る 自 己理解、 看護師の メ ン タ ルヘ ル ス 、
精神福祉 法、 ケ ー ス マ ネ ジ メ ン ト な どの講義 を
通 じ 、 精神 的健康 の 保持、 増 進 に 関 わ る 基礎知
識 を 習 得 で き る よ う に 工 夫 し て い る 。 「精 神 看
護論」 は 、 総論で得 た 知 識 を 精神保健福祉 看護
の 実践へ と 結 びつ け る 講義 と 位置付 け、 精神 の
健康 に 問 題 を 持つ 人への 看護援助 に 必 要 な 知 識
と 技術 に つ い て 学習 す る こ と を 目 標 と し て い る 。
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そ の 内 容 に は 、 看護師 ・ 患者 関係の発展過程、
病 む 人 の 体験の 理解、 問 題状況 に お け る 看護 師
の対応、 精神障害者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の
特徴、 精神看護 に お け る 観察 ・ 記録の意義、 精
神科 に お け る 管理 的 問 題 と 事故 に 対す る 看護の
在 り 方、 家族への 看護面接、 精神看護 に お け る
看護過程 の 展 開 、 精神保健医療チ ー ム に お け る
看護師の役割 な どが含 ま れて い る 。 両講義 と も 、
単元毎 に 、 質 問 書 を 書 い て も ら い 、 回答 書 を 返
す こ と で、 学生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、
学 習 意欲 を 高 め 、 教育効率 を あ げ る 工夫 を 行 っ
て い る o í 臨 床 精 神 医学」 は 、 精 神 科 医 師 が担
当 し 、 患者の立場 に 立 っ た援助 を 行 う た め に 必
要 な 見方 や 考 え 方がで き る よ う 、 患者 の 問 題の
捉 え 方や診断 ・ 治療 に視点 を 置 い た授業 を 、 事
例 を 提示 し つ つ 展 開 し て い る 。 そ れ ら に は 、 精
神症候学、 て ん か ん ・ 睡眠障害、 脳波検査、 症
状精神病、 統合失調症、 気分障害、 老年期精神
障害、 児童 ・ 思春 期精神障害、 神経症、 神 経心
理学、 精神疾患の 治療が含 ま れ、 看護 師 と し て
求め ら れ る 最低限の知識の習 得 を 目 指 し て い る 。
「精神看護 臨 地 実 習 j で は 、 上 記 の 講 義 で 学
ん だ こ と を 、 実践の 中 で展 開 し 、 そ の 理解が深
め ら れ る こ と に 主眼 を 置 き 、 指導 に 当 た っ て い
る 。 具体的 に は 、 1 . 対象の発達各期 の精神 的
成 長 と そ れ に 伴 う 問題が理解で き る 。 2 . 精神
障害 を 持つ対象 を 理解 し 、 必要な援助がで き る 。
3 . 対象の も つ 病気 と 治療法 を 理解 し 、 必要 な
援助がで き る 。 4 . 対象の看護問題 を 把握 し 、
そ れ ら を 適切 に 判 断 し 、 看護計画立案、 実施、
結 果 の 評価がで き る 。 5 . 精神医療 を 支 え る 最
近 の 考 え 方 と そ れ ら が健康 回 復 に 果 た す役割 を
理解 し 、 看護の 中 に 取 り 入 れ る こ と がで き る 。
こ れ ら 5 つ の 目 標 を 掲 げ、 学生がそれぞれ 1 人
の 患者 を 受 け 持 ち 、 い つ で も 必要 に 応 じ て 個 別
指導が受 け ら れ る 方法 を と っ て い る 。 到達度の
評価 は 、 受 け持 ち 患者の理解度、 看護計画 の 内
容及 び実践、 個別指導時の理解度、 実習 レ ポ ー
ト 、 カ ン フ ァ レ ン ス の検討 内 容 を 総合 し 行 っ て
い る 。
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臨床看護学 成人看護学 ( 内科系)
成 人看護学 ・ 内科系の現在の構成 メ ン バ ー は 、
田 q ' 二三 千雄教授、 安 田 智 美助教授、 若林理忠l f
助 手 、 寺境友紀子助 手 の 4 ?'， で あ る ( 大 学 院 で
は こ れ に 泉 野 潔 助 教授が加 わ る ) 。 過 去 の 構 成
メ ン バ ー と し て 、 看護学科 開 設 時 か ら 、ド成 1 6 年
ま でi宰 出愛子教授が在籍 し 、 そ の ほ か に は 助 手
と し て 、 塚本 尚 了 、 中 林美奈 f 、 宥 旧 美千代、
守 山 由紀子、 塚本亜紀 子、 三 輪 の り 子が在籍 し
た 。
本講座 は 主 と し て 成 人 の慢性疾患患者 を 対象
と し て 、 そ の 看 護 の 玉県念や、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
ン ・ セ ル フ ケ ア に 関 す る 方法 を 研究 し 、 教育 し
て い く こ と を 目 的 と し て い る 。
1 . 研究体制 の 変遷 と 現状
1 ) 術究 テ ー マ と 研究業績
田 中 は 本学 附 属 病 院 の 光学医療診械 部 の 部
長 を 併任 し て い る 関 係 も あ り 、 特 に 「 内 悦鏡
看護」 の 領域 を 小 心 に 研究 を 行 っ て き た 。 ま
た 富 山 県下 の 病 院 の 内 視鏡室 に 勤 務 す る 看護
日rli と と も に 、 「官 山 |人j 視鏡 看 護研 究 会」 を 組
織 し て 毎 月 勉 強 会 を 行 っ て い る が、 そ の 関 係
者 ら と い っ し ょ に 専 門 書 1m 化 器 内 悦 鏡 石
護 J ( 11 総研) も 発 刊 し た 。
次 に 安 刊 は 、 woc ( 創 傷 ・ オ ス ト ミ ー ・
失禁) 看護認定看護 師 の 立場 か ら 、 ス ト ー マ
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 分野の ス ト ー マ 用 具 の 皮
膚保護剤 に よ る iiJf究 や 、 オ ス ト メ イ ト の セ ク
シ ャ リ テ ィ ー や 社 会環境 な どの研究、 特 に オ
ム ツ 着 用 の 寝 た き り 高齢者 の 皮 膚 生理機能 と
ス キ ン ケ ア 、 関節拘紡患者の袴始予 防 の ポ ジ
シ ョ ニ ン グ に 関 す る 研究 を 行 っ て い る 。
11=境 も ス ト ー マ 関 連 の研究 を 進 め て い る 。
若林 は 主 に タ ー ミ ナ ル ケ ア を 研究 テ ー マ と
し 、 特 に 終末期忠者 の心理 に 注 目 し 、 家族や
タ ー ミ ナ ル ケ ア に 関 わ る 看 護 師 か ら の イ ン タ
ビ ュ ー を 行 っ て い る 。
前任 の 津 田 は ホ ロ コ ー ス ト 及 び、原爆被爆者
の ト ラ ウ マ の 3 世代伝婚 に 関 す る 研究 、 看護
に お け る 倫理的 問 題 を 中 心 に研究 を 行 っ て い
た 。
2 ) 学会活動 な ど
田 中 は 第7 2 回 日 本 消 化 器 内 視 鏡 学 会 総 会
( 平 成 18{f.ιo月 ・ 於 . 札 幌 市 ) の 会 長 を 務 め
た 。 そ の 中 で は 「 内 視鏡看護」 に 関 連す る 特
別 企 画 を 設 け 、 全 国 に 向 け て 内視鏡看護 に つ
い て の 様 々 な 問 題提 起 を し た 。 ま た 上 述 の
「古 山 内 視鏡看護研究会」 の メ ン バ ー や 修 と
過 程 の 学 tt を 指導 し て 、 種 々 の 字 会 や 内祝鏡
技師研究会で、研究発去 を 行 っ て き た 。
安 田 は 日 本 ス ト ー マ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学
会 の 編 集 ・ 査読委 員 や 北 陸 ス ト ー マ 研究会
北越 ス ト ー マ 講習 会 の事務局 を 担 当 。 2006年
に は 第 1 4 回 北越 ス ト ー マ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
講習 会 の 会 長 を 務 め て い る 。 ま た 日 本看 護協
会研究 セ ン タ ー の woc 看護認定看 護 師 、 東
京女 f 医 科 大学 の 子術宅看 護認定看 護 師 コ ー
ス の 非常勤 講 師 や 、 百 山 県看護協 会 の 訪 問 看
護研修 コ ー ス に お い て ス キ ン ケ ア の 講義 を 担
当 し て い る 。 ま た 富 山 地 [ヌー の 看 護 師 ・ 介護師
を 対 象 に 予 防 ス キ ン ケ ア の 勉 強 会 を f丁 っ て い
る 。
前 任 の i宰 出 は 学 会活動 に お い て 、 主 な も の
で は 第22 回 日 本医学哲学 ・ 倫理学 会 大 会 の 会
長 を 務 め た 。
2 . 教育体制 に つ い て
1 ) 学部教育
成 人 看 護 学総論、 成 人 看 護 論 ( 慢 性 期 ) 、
成 人看護学実習 、 成 人 臨床 医学、 ク リ テ イ カ
ル ケ ア 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を Ì'_ と し て 1F! 当
し て い る 。
2 ) 大学院教育
特論、 演 習 、 特別研究 を 担 当 し 、 こ れ ま で
本講座か ら は 1 6 人 の 修 了 生 を 出 し て い る 。 修
士論文の テ ー マ に つ い て は 、 こ れ ま で 「 内 視
鏡 看 護」 、 「が ん 看 護J 、 「 タ ー ミ ナ ル ケ ア 」 、
「透析患者 の 看護」 、 「在宅酸素療法J I臓器移
植」 に 関 す る も の な どが あ っ た 。
(若林 理恵子記)
臨床看護学 成人看護学 (外科系)
当 講座 は 、 成 人急性期 に お け る 健康維持 と そ
の ケ ア を 教育 ・ 研究 目 標 と し て 平成 7 年 4 月 に
開設、 回 i宰賢次教授、 川 西 千恵 美講師、 松 田 美
千代助手、 中林美奈 子助手、 笹野京子助 手 で 開
講 し た 。 平成17年 3 月 、 田i事 賢次教授 ご退官、
現在、 八 塚美樹助教授、 原元子助手、 松井文助
手の計 3 名 で構成 さ れて い る 。
講座 と し て の 活動 は 、 定期 的 に 各教室員 の テ
ー マ に 関 す る 抄読会 を 開催 し 、 ま た 、 週 1 回 の
教室会議 を も つ こ と に よ り 講座 員 相互 の 交流 を
図 っ て い る 。 さ ら に 、 年 1 回 「成 人看護学急性
期 集談会J を 開催 し 卒後教育 の 一 環 と し て い る 。
学部教育 で は 、 急性期疾患 の 基礎 と な る 「病
理学J I栄養学J I外科系 臨床医学」 を 通 し て 、
成 人 に お け る 外科 的療法が必要 と な る 病 因 ・ 病
態 に つ い て 教授 し 、 続 い て 「成 人看護学総論」
「成人看護論J I ク リ テ イ カ ル ケ ァ J I リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン 論j に お い て 、 急激 な 健康破綻 を 来
し た 成 人 の 理解 と 看護 に 必要 な 知識 と 技術 を 教
授 し て い る 。
「栄養学」 で は 、 主 と し て 周 手術期 の 栄 養管
理 に つ い て の基本的知識 と 疾病治療 の 手段 と し
て の 食餌療法 の 重要性 に つ い て 教授 し て い る 。
「外科系 臨 床 医 学」 で は 、 各分野 の 専 門 家 に
一部依頼 し 、 各分野 に お け る 重要 な 疾患 と 看護
に 必 要 な 実 質 的 な 講義 と し て い る 。 ま た 、 特 に 、
消化器 は も と よ り 外科系全般 の 周 手術期管理 に
重点 を 置 き 、 更 に創傷管理 に 関 す る 講義 を 看護
の エ ビ デ ン ス に 関 連づ け て い る 。
「病理学」 で は 、 特 に ス キ ン ケ ア や 創 傷 治 癒
を 中 心 と し た 、 実践の場です ぐ に 役立つ実用 的
な 講義 を 行 っ て い る 。
「成 人看護論 (急性期 ) J で は 、 急激 な 健康破
綻 を 来 し た 成 人 の 理解 と 看護 に つ い て 講義 し て
い る 。 基 本 的 知 識 (侵 襲 と 生 体 反 応 、 ス ト レ
ス ・ コ ー ピ ン グ理論、 危機理論、 創傷治癒過程、
痛み と 看護、 不安 と 看護) に つ い て 理解 を 深め 、
主 要 な機能障害 と 心理 ・ 社会的要因 を も っ 事例
の看護診断過程演習 を 行 っ て い る 。
「 ク リ テ イ カ ル ケ ア 」 で は 、 生 命 の 危 機状態
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に あ る 人への全身状態 の 観察 と 判 断、 患者 ・ 家
族への危機介入、 救急で、働 く 看護 師 の ス ト レ ス 、
看護制 度 に つ い て 講義 ・ 演習 を 行 っ て い る 。
「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 論J で は 、 リ ハ ビ リ テ
ー シ ョ ン 看護 に 必要 な 知識 を 講義 し 、 特 に 、 オ
ス ト ミ ー リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を と り あ げ、 専 門
的 な 立場 か ら の 講義 を 行 っ て い る 。
「 成 人 看 護 実 習 」 に お い て は 、 既存 の 知 識 や
技術 を 実際の 臨床の場で、 看護診断過程 を 用 い
て 実践す る こ と で、 人 間 理解 と 看護職 と し て の
態 度 の 育成 を 目 的 に 行 っ て い る 。
研究 と し て 、 ま ず、 ス ト ー マ 周 回皮膚管理 を
中 心 と し た 度膚保護剤 の役割 を メ イ ン テ ー マ と
し て研究 を すす め て お り 、 ス ト ー マ ケ ア に お け
る 皮膚保護剤 の研究 に つ い て は 他 の 追従 を 許 さ
ぬ ほ どの進歩 し た 業績 を あ げて い る 。 こ れ ら の
成果 を 基盤 に し て 、 平成 14年上部消化管管理 に
使用 さ れ る 高機能付皮膚保護剤 の 開 発 を し た 。
さ ら に 、 創傷治癒 メ カ ニ ズ ム の研究 は 、 患者の
ス ト レ ス や リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン の 関 連か ら 用 手療
法、 温熱療法、 マ イ ナ ス イ オ ン 療法 を 介入 と し
て 治癒促進 因 子 の解 明 を 行 っ て い る 。 心理面 で
の調査研究 ・ 質 的研究 に も 力 を 入 れ、 ス ト ー マ
造設患者の術前 か ら 社会復帰への プ ロ セ ス を 主
に 患者の疾患や ス ト ー マ の ボ デ ィ イ メ ー ジ と 受
容過程、 ス ト ー マ 造設患者 の性機能 と セ ク シ ャ
リ テ ィ ー の 内 容、 ス ト ー マ 造設患者 の ソ ー シ ャ
ル サ ポ ー ト の機能 と 内容、 オ ス ト メ イ ト の 「 に
お い 」 へ の対処等解析 し て い る 。
抗酸化物 質 の癌抑制作用 と 健康保持 に お け る
研究 は 、 主 に ESR 装 置 を 用 い て 活性酸素種 と
し て の ・ O2一 、 ・ OH ラ ジ カ ル 面 か ら 検 討 を 加
え 、 食品成分の抗酸化能の検定 シ ス テ ム の 開発
や 、 水の機能性 に も 注 目 し ヒ ド ロ キ シ ラ ジ カ ル
抑制 シ ス テ ム の 開発 に よ っ て水の抗酸化作用 を
測 定 し 、 体 に よ い水 の 開 発 な ど を 行 っ て い る 。
ま た 、 ス ポ ー ツ 選手の競技力 向上 に 関 す る 研
究 で は 、 ス ト レ ス 蛋 白 質 と し て 知 ら れ る HSP
に 注 目 し 、 よ り 有効 な 生体内 に お け る 、 遠赤 外
線加温照 射 に よ る HSP 誘 導 を 試 み 、 そ の ピ ー
ク が加温後48時 間 後 に な る こ と を 世界 で は じ め
て ヒ ト に も 誘導 さ れ る こ と を 証明 し た 。
216 �} 4 章 講座等 の 沿 午:
臨床看護学 小児看護学
、1" 成 1 1 年 3 月 ま で の 経緯 : 小 児看護学領域 は 、
平成 5 年 4 月 に 開 設 さ れ た 看護学科の 宇 講 座 で
あ る 、 臨床看 護学講座 (大講座) に 含 ま れ る 一
領域 で あ る 。 ス タ ッ フ は 、 教授 と 助 手 の 2 人体
制 の 不完全講座 で あ り 、 平成 6 年 4 月 に 名 古屋
市立大学看護短期大学部 よ り 、 湯 川 倫代教授、
平 成 7 年 4 月 に 富 山 医 科薬 科 大 学 附 属 病 院 よ り 、
下 条 由 季子助 子 が着任 さ れ た の 湯 川 教長 は 、 学
部 2 年 次 の 小 児 看 護学総論、 3 年 次 の 小 児 看 護
論、 4 干「ム 次 の 小 児 看護実習 お よ び小 児看護研究
を 担 当 さ れ た 。 大学院で は 、 母子看護学特論、
母 子看護学演 官 、 母子看護学特別研究 を 母性看
護 学 の 塚 田 教授、 人 間 科学 の 篠 原 教援 と 分担 し
て 担 当 さ れ た 。
湯 川 教授 は 、 母 子 看 護 の 環境管理、 養 育 態 度 、
慢性疾 患 の 看 護 、 病 児 の 権 利 、 母子感染等 を 研
究 テ ー マ と し て 取 り 組 ま れ た が、 教授 1 名 と 助
手 l 名 の 体制 で あ り 、 成 果 を 得 る に は 大変苦労
さ れ た 。 小児看護領域 に お い て 学'tô ( 学 部 4 年
生 ) に 指 導 さ れ た 看 護 研 究 は 、 難 病 児 の QOL
に 関 す る 研究 か ら 保育 悼| 児 の 生活習慣、 思春期j
の 親子 関 係 、 付 親 の 養 育 態 度 に 関 す る テ ー マ で 、
広 範 囲 で 多 111支 に 渡 る 内 存 で あ り 、 か っ 小 児 看 護
学 に と っ て 意義 の あ る 主要 な も の で あ っ た υ 指
導 さ れ た 学生 は 、 平成 8 年 度 2 名 、 平 成 9 年 度
5 名 、 、i三成 1 0 年 度 5 名 で あ っ た 。 大 学 院生 は 、ド
成 1 01f 皮 に 1 名 の 修 了 'j-: を 出 さ れ た 。 、|λ 成 1 1 年
3 H に 、 湯 川 教授お よ び |イ 条助 手 が辞職 さ れ た 。
、|正成 1 1 {↓'. 4 月 以 降 : 平 成 1 1 年 4 月 に 、 神 奈 川
県立衛生短期大学 よ り 底瀬 が教授 に 、 富 山 医科
薬科大学附属 病 院 よ り ー 本 ( ! H 姓飯烹) 美智 子
助 手が就任 し た c 看護学科 開 設 7 年 目 を 迎 え 、
本議時 は新 た な メ ン バ ー で ス タ ー ト を 切 っ た が、
開 設 当 初 か ら の 不 完全講時 の ま ま で 、 教授 l 名
と 助 子 1 名 の 体制 は 変 わ ら ず、 さ ら に 平 成 1 61f
度ぶ ま で の 聞 に 4 名 の 助 手 が交 替 に な っ た ( 平
成 1 3年 9 月 か ら ム 木助 子 の 代替 と し て 守 山 由 紀
子助 子 、 平 成 14年 4 月 か ら は 一 木助 子が退職 し
長 谷 川 嘉 奈子 助 手 が 着 任 、 千 成 15年 3 月 ま で 就
任 、 平 成 1 5 年 4 月 か ら 宮 本 干 史助 手 が 着 任 し 、
現在 に 至 っ て い る ) 。 学 部 の 担 主 科 目 は 、 前 任
の 湯 川 教授 と 変 ら な い が、 大学院の 担 当 は 、 科
U の 一部改正 に よ り 変更 に な っ た 。 母 子 看護学
特論が な く な り 、 新 た に 、 小児看護学特論 1 . 
1I と 母性看護学特論 1 . II の 4 科 日 が設定 さ れ、
小児看護学領域の担 当 は 、 小児看護学特論 1 . 1I 、
時子看護学演習 、 n 子看 護学特別研究 と な っ た 。
学部教育で は 、 湯 川 教授が 京要侃 さ れ た 、 成
長発達や健康 な 生活 の 保証 に 関 わ る 権利擁護 の
主 要性 を 継承 し 、 ラ イ フ サ イ ク ル に お け る 初期
の 成 長発 達 の 理解 と 援助 、 f ど も と 家族 と の 関
係形成 と 健康課題 に 関 す る 援助 、 環境や ケ ア シ
ス テ ム に 閲 す る 援助 の 宵 得 を 目 標 と し て い る 。
大学 院 で は 、 看護研究 の 主主礎 的 能 力 を も っ た 研
究者の育 成 と と も に 、 社 会 の 要 請 に 対応 で き る
看護実践能力 を も っ 専 門 職 の 育 成 を u 指す と い
う 木学 の 教育 日 標 を 踏 ま え 、 本講座 で は 、 健康
障吉 を も っ 子 ど も の ア セ ス メ ン ト に 必要 な 専 門
的 知 識 ・ 技術 を 学 び、 効 果 的 な 支援 を 実践す る
上 で の 基 本 的 な 考 え 方 を 習 得す る こ と を 日 標 と
し て い る 。 ま た 、 研究指導 に お い て は 、 研究成
果が看護実践 に ど の よ う に 寄与 で き る か の 視 点
を 強調 し て い る 。
研究 で は 、 先 天性心疾患児 の療育支援 に 関 す
る 研究 、 子 ど も の 感染予 防 に 関 す る 母 親 ・ 家族
への健康教育 を 主 な 課題 と し て 取 り 組 ん で い る 。
さ ら に 、 乳幼 児 の 精 神 保健 お よ び地域 に お け る
育 児 支援 の 実践 に お け る 課題 に つ い て も 検討 を
重 ね て い る 。
臨床看護学 母性看護学
母性看護学 は 人 間 発達学 を 基盤 と し 、 医学、
人文 ・ 社会学、 心理学、 教育学的視点 を 包含 し
た 人類の継承な ら び に母子 ・ 家族の健康 に 関 す
る Well-being を 追 求 す る 領 域 で あ る 。 学 部 教
育 に お け る 卒業到達 目 標 は科学的判 断力 を 備 え 、
専 門 職 と し て 母性看護領域で修得 し た 実践能力
が発揮 で き 、 自 己 の 生命観、 母性観 を 確立す る
こ と と し て き た 。 さ ら に 大学院教育 で は よ り 高
度 な 専 門職業人 と し て の知識 ・ 技術 を 修得 し 、
修了 後 に は教育 ・ 研究活動 な ら び、 に 地域への 貢
献が可能 な 人材 を 育成す る こ と を 目 的 と し て 、
現在 に 至 っ て い る 。 な お 、 平成 14年度か ら 学部
教育 に 助 産 コ ー ス が 開 設 さ れ、 母性看護領域の
エ キ ス パ ー ト で あ る 助 産 師教育が加 わ る こ と と
な り 、 今後、 学部教育 ・ 大学 院教育 が ま す ま す
充実 ・ 発展す る こ と が期待 さ れ て い る 。
教員 の状況 は 初代、 塚 田 ト キ ヱ教授 (元聖霊
学 園 浜松衛生短期大学) の 辞任 (2000. 3) に 伴
い 、 後任 と し て 永 山 く に子 (2000. 8) が 山 口 県
立 大 学 よ り 就任、 堀 井 満恵 助 教 授 は2002 . 3 を
も っ て 定年退官、 そ の 後任 と し て 長谷川 と も み
助教授が就任 し 現在 に 至 っ て い る 。 助 手 に つ い
て は 前述 の よ う に助 産 コ ー ス 開 設 に 伴 い 、 1 名
増員 と な り 松岡 理加 (2003. 3退職) が富 山 医科
薬科大学 附属 病 院 か ら 配置換 え と な り 教員 4 名
体制 で そ の 任 に あ た っ て き た 。 な お 、 助手の異
動 に つ い て は 豊 岡 文恵 (2003. 4�2005. 3) 、 二
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川香 里 (2004. 3�現育児休業 中 ) 、 西村佳 余子
(2005. 4�) 、 お よ び北悠理 (2005. 3�) であ る O
学部教育 の授業科 目 で は 「母性看護総論」 に
お い て概論 を 「母性臨床医学」 で は フ ィ ジ カ ル
ア セ ス メ ン ト に 必要 な 知識 を 、 さ ら に 実践能力
取得 に 必 要 な 「母性看護論J I 母性 看 護 実 習 」
を 配置 し 、 看護 を 学 問 と し て 追求す る 目 的 で卒
業研究 (前看護学特論) を 設定 し て い る 。 助 産
コ ー ス で は統合 カ リ キ ュ ラ ム の 利点 を 生 か し 、
「助 産概論J I 助 産 ゼ ミ ナ ー ルJ I 助 産 診 断学」
「助 産技術論J I 助 産管理論」 な ら びに 「助 産学
実習J を 配置 し て い る 。 一方、 大学院教育 で は
よ り 高 度 な 知識 ・ 判 断力 を も っ 地域 の リ ー ダ ー
が求め ら れ る こ と に 鑑み、 Reproductive Health 
/Rights， 生殖補助 医療 と倫 理、 性教 育 な ど に
関 す る 授業 を 母性看護特論 1 、 E で、 母性 ・ 小
児看護学演習 で は 修士論文 に む け て研究活動 に
必要 な 演 習 を 展 開 し て い る 。 現時点で母性領域
に お け る 大学 院修了者は 7 名 で あ る 。
学部生の 卒業研究 は母子保健や母子 の 支援 に
関 す る 課題が主 で、 そ の 成 果 を 母性衛生学 会 な
ど に 公表 し て い る 。 大学 院生の修士論文の概要
は 「産祷期 の Wellness 看護モ デ ルJ I主 体的 な
出 産J I 切 迫早 産 妊 婦 の 心 理過程」 な ど概念モ
デル を 中 心 と す る 研究で、 量 的 ・ 質的研究 に 取
り 組 ん で い る 。 成 果 は学会誌 な ど に 投稿 し 、 原
著論文 と し て す で に 公表 さ れ、 今後 に期待 さ れ
て い る 。
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当 講座 は 平 成 7 年村 I lj 正 f教授、 梶 田 悦子助
教授、 服部ユ カ リ 講師 、 出村須賀 子助手が赴任 、
開 講 さ れ た 。 そ の 後 谷 LJ 好 美 講 師 、 前畑夏子助
手、 大 野 昌 美助 子 、 安部良助手、 山 口 悦子技術
補 佐 員 を 経 て 、 現在 は 成瀬優知教授、 炭谷靖 子
教授、 泉 野 潔 助 教授、 q l 林美奈子講師、 新鞍真
理 f 講 師 、 寺西敬子助 子 、 須永恭子助 手、 最上
栄子技術補佐 員 で担 っ て い る 。
1 . 教育体制
1 ) 地域看護学領域
地域看護学領域 で は 、 看護 学 の 基盤 に 立 っ て
地域看護活動 を 行 う 看護専 門 職 と し て の 保健 師
を 育 成 す る こ と を 日 指 し て 、 そ の 基本 と な る 知
識や技術 (地域看 護学総論、 疫学、 健康管理論、
地域看護活動論、 家 族援助論、 在宅看護論、 公
衆衛生学) を 教授 し て い る 。 ま た 、 人 々 の 多 様
な 価値観 を 受容 し 、 地域 に 密 着 し た 緩助活動 を
行 う 適応能力 や 、 保健 医療や社 会福祉分野で、 の
看 護 の 役割 を 遂行す る 能力 の 育 成 を 教育 目 標 と
し て い る の 実習 は イ正宅看護実科 と 地域看護実宵
か ら 成 っ て い る 。 最 初 に 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン
で 在 宅 看 護 実 習 を 行 い 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 実
際 と 訪 問 看護活動 を '芋 習 す る 。 地域石 護実習 は
4 � 5 人 の 小 グ ル ー プ に 分か れ 、 県 内 5 か所 の
保健所 ・ 支所 と そ の 管轄 rU llIJ 村 8 か所で地域保
健治動 の 実 際 と 保健 F，rli活動 を 学科 す る 。 い ず れ
の 尖 尚 も 、 実 習 JHj与 に つ い て は 、 教 員 と 現場 の
実習 指導者が官接 な 連携 の も と に 共 同 で行 い 、
現場 の 実 宵 指導 (í- は 地域時性 に 応 じ た 実践 の あ
り 方 の 指 導 、 教 員 は 全実狩 施設 に 11'1 向 き 、 個 々
の 学生 の 学 宵 指 導 と 実習 施設 と の 調 整等 を 行 う
役割 を t.bl っ て い る 。
2 ) 老年看護学領域
老年看護学 で は 、 さ ま ざ ま な 生 活 の 場 に お け
る 高 齢 荷 を 対 象 に 、 ↑同 別性 ・ 多 様性 を 重視 し た
看 護 の あ り }j を 追求す る こ と に 主 眼 を お い て い
る c 、|三 成 1 2 年 度 、 公 的 介護保険制度が始 ま り 、
社 会 的 な ニ ー ズ に 対 応 す べ く 本 学 で も 新 カ リ
キ ュ ラ ム の 老年 看護学教育 が 開 始 と な り 、 高 齢
者 の 介護 の 問題、 地域て、健康 に 生活す る 高齢 汗
の 健康維持 ・ 増 進 に も 責任 を も ち 、 研究 ・ 実践
の 場 に お い て 貢献で き る 人材育 成 を め ざ し 、 教
育 活動 を 展 開 し て い る 。 平 成 1 2 年 度 か ら は 新 カ
リ キ ュ ラ ム ( 1 3 5 時 間 3 単 位 ) の 実 科 が 開 始 と
な っ た 。 従来 の よ う に 病 院 だ け で な く 、 老 人保
健施設や 訪 問 看護 な ど様 々 な 場 を 体験で き る よ
う 、 新 た な 実習 形態 を 構 築 し た 。
2 . 研究 の 現状
研究の 大 き な テ ー マ の 1 つ は 地域、 集 団 の特
性把握、 現状認識で あ る 。 近年具体的 な 数値 目
標 を 伴 っ た 計画 が さ ま ざ ま な 分野 で 求 め ら れ て
い る が、 そ れ は そ の 後 の 施 策 等 の 科学 的 評価 の
根拠 に も な る 必要不 可 欠 な も の で あ る 。 諸保健
行 動 の 実 態 、 母親の精神 的状況、 配偶者離別後
の状況、 労働者の精神 的 健康 度 、 脳 卒 中 発症状
況 、 介護保険認定者 の そ の 後 の 推移等、 現在わ
が 国 が抱 え て い る 多 く の 課題 に 対 し 、 そ の 基礎
的情報の把握 に 努 め て い る 。 研究の も う 1 つ の
側 面 は 大学 院 院 生 の 求 め る 研究課題 に 対 し 講J'ì�
ス タ ッ フ が 字申告 に な っ て 共 同 で研究 し て い る こ
と で あ る 。 以 前 か ら 当 講wが担 っ て い る 地域看
護専攻過程 は需要が多 く 、 かつ 課題が多彩 で あ
る 。 こ の 成 果 は 毎年学会党表や論丈 と し て 公表
し て い る 。
3 . そ の 他 の 活動
1 ) 地域保健看 護研究会
人 の 健康 に か か わ る 諸要 素 を 行政や 施設で活
動 し て い る 人 々 と 共 有す る こ と は 吋 議出 に お け
る 1 I 々 の 教育 ・ 研究活動 の 命綱 で あ る 。 今年で
5 {jて 目 を 迎 え る み;研究会 は 1f. 1 1111 の研究会、 毎
週 の セ ミ ナ 一 、 年 数 回 の 特 別 セ ミ ナ ー を 行 っ て
い る 。 こ の よ う な 日 々 の 活動 を 通 し て 、 本研究
会 は 連携 と 協働 の 場 と し て 少 し ずつ で は あ る が
着実 に 成 果 を 収め て い る 。
2 ) 宮 山 県 介護予 防研究 会
百 山 県寝 た き り ・ 痴呆予防研究 会 は 11年 日 を
迎 え る 今年富 山 県 介護 予 防研究会 と 名 称 を 改 め
た 。 こ の ;会 の LJ 的 は 県 内 の 保健 ・ 医療 ・ 福祉 の
各分野で働 く 専 門 職積 聞 の 相 互理解 と 連携 を 核
と し て よ り 大 き な 介護予 防 効 果 を 得 ょ う と す る
も の で あ る 。 当 講座 は 永 ら く 宇務 同 を 担 っ て お
り 、 会 の 発展 に 寄 ワー し て き た 。
〈 医学系研究科 〉
シ ス テ ム情動科学
関 学 の 昭和51年 よ り 医学部生理学第 1 講座 と
し て 基礎医学の教育 ・ 研究 に携 わ っ て き た が、
平成15年度の改組に よ り 大学 院医学系研究科 シ
ス テ ム 情動科学 と 改名 に な っ た 。 そ の 問 、 初代
川 崎 匠教授 (平成10年定年退官) か ら 2 代 目
西条寿夫教授 (平成10年-) へ と 、 ス タ ッ フ の
刷新 も さ れて い る 。 現在 の ス タ ッ フ は 、 西条寿
夫教授、 堀 悦郎助教授、 梅野克身助手、 小林
恒之 助 手、 北林伸英教務補佐員 、 栗脇淳 一教務
補佐員 お よ び飯 田 沙織事務官の 7 名 で あ る 。 加
え て 、 様 々 な国籍 ( 日 本、 ス リ ラ ン カ 、 中国 、
ベ ト ナ ム ) の博士課程大学 院生が12名 在籍 し て
い る 。 さ ら に 、 平成14年か ら は 医学修士課程 も
併設 さ れ、 す で に 2 名 の 医学修士 を 輩 出 し 、 現
在 も国 内外 ( 日 本、 ブ ラ ジ ル 、 ベ ト ナ ム ) か ら
医学修士課程大学 院生が 4 名 在籍 し て い る 。 ま
た 、 田 淵 英ー が富 山 短期大学 ・ 食 品 栄養学科の
教授 と し て (平成17年 4 月 -) 、 古 沢 ア ド リ ア
ネ 明 美が新潟 医療福祉 大学理学療法学科 の助手
と し て (平 成 17年 4 月 -) 、 田 積 徹 が 聖 泉 大
学人間学部人間心理学科 の 講 師 と し て (平成17
年 4 月 - ) 赴任 し て い る ほ か、 学位取得者 も 各
方面で活躍 し て い る (西村房江 ; 金沢大学環境
社会医学、 高倉大匡 ; 氷見市民病 院耳鼻咽喉科、
数井健一 ; セ ト 電子 工 業 な ど) 。 開 講 当 初 か ら
長年 に わ た り 講座 の 運営 に 尽力 し て き た五十嵐
勝美技官 は 、 平成 10年 に 医学教育等関係業務功
労者賞 を 受賞 し 、 平成15年定年退官 し た が、 退
官直後 に 逝去 さ れ た 。
現在 の 主 な研究テ ー マ は 、 高次脳機能 に 関 す
る 神 経生理学 的研究 を 行 っ て い る 。 と く に 、 西
条教授が平成 16年度 よ り 科学技術振興機構 の戦
略 的 創 造研究推進事業 (CREST) の 研 究 代 表
者 と し て 採択 さ れ、 学 内 外 の 研 究 者 と 共 同 で
「情動発達 と そ の 障 害発症機構 の 解 明J に 取 り
組 ん で い る 。 情動 は ヒ ト の 行動 に 強 い 影響 を 及
ぼ し 、 ま た そ の異常 は深刻 な社会 問 題 と な っ て
い る が、 情動発達 の 脳 内 機構 に つ い て は ほ と ん
ど解 明 さ れ て い な い 。 本研究 で は 、 情動の発達
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及 びそ の 障害発症機構 を 、 基礎医学 と 臨床医学
の両面か ら 、 遺伝子、 分子、 細胞 及 び行動 レ ベ
ル で総合 的 に解明す る こ と を 目 指 し て い る 。 と
く に 当 教室 で は 、 情動異常 を 呈す る ノ ッ ク ア ウ
ト マ ウ ス の 行動解析 や ス ト レ ス を 負 荷 し た ラ ッ
ト お よ びサ ル の社会行動解析、 な ら び に こ れ ら
の動物 を 用 い て 覚醒下 で大脳辺縁系 ニ ュ ー ロ ン
の 応答 性 を 解析 し て い る 。 ま た 、 光 ト ポ グ ラ
フ ィ ー と 脳波計測 を 組み合わせて ヒ ト の 高次脳
機能 を 非侵 襲 的 に 記録 ・ 解析 し 、 健常者お よ び
情動障害 を 有 す る 患者の脳機能 を 比較解析す る
こ と に よ り 情動障害発症機構 の解 明 を 目 指す こ
と も 計画 中 で あ る 。 こ れ ら の研究 に よ り 、 情動
の 脳 内 メ カ ニ ズ ム の理解が進み 、 さ ら に情動障
害 の 発症機構 の解 明 や そ の 治療法 の 開発 に 繋が
る こ と を 期待 し て い る 。 こ の CREST 研究 プ ロ
ジ ェ ク ト は 、 参加す る 研究者の 数お よ び資金 も
比較的大 き く 、 成果 も 大 い に 期待 さ れて い る 。
一方、 大脳辺縁系領域 は 、 情動 に 関 与す る と 同
時 に 学習 ・ 記憶機能 に も 重要 な 役割 を 果 た し て
い る こ と か ら 、 エ ピ ソ ー ド記憶 の脳 内 メ カ ニ ズ
ム に 関 す る 研究 も 進行 中 で あ る 。 こ れ ま で仮想
現実空 間 を 用 い た 実験 シ ス テ ム を構築 し 、 空 間
移動課題遂行 中 の サ ル海 馬 体ニ ュ ー ロ ン を 解析
し て き た他、 ラ ッ ト を 用 い て 空 間移動課題、 条
件性遅延刺激 一 反応連関課題 な ど を 訓 練 し 、 海
馬 体ニ ュ ー ロ ン が イ ベ ン ト 情報 ( い つ 、 ど こ で、
誰が、 何 を 、 ど う し た ) を 符号 化 し て い る メ カ
ニ ズ ム を 解 明 し て き た 。 さ ら に 、 音順列記憶課
題遂行 中 の ヒ ト 誘発電位の解析か ら 、 ヒ ト海 馬
体で も 順列情報処理が行 わ れて い る こ と を 明 ら
か に し て き た 。
カ リ キ ュ ラ ム 改訂 に よ り 、 担 当 す る 教育 内 容
に も 変遷があ っ た 。 医学科 3 年次生の 生理学実
習 は 平成15年 よ り 人体の 生理機能 に 名 称変更 さ
れ、 実習 時 間 も お よ そ 半分 と な っ た 。 そ れ に 伴
い 、 実習 項 目 の 削 減が図 ら れ た が、 自 ら 手 を 動
か し て生理機能 を 見 る こ と に重点 を 置 く 方法 は 、
従来の方法 を 踏襲 し て い る 。 医学部、 薬学部お
よ び大学院 医学系研究科の学生 を 対象 と し た 生
理学 関 連 の 講 義 は 、 生理学講座 と 相補 的 に 分担
し て 行 っ て い る 。 (堀 悦郎)
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分子神経科学
本研究室 は 昭和53年 に 生化学 第 2 講座 と し て
教授藤 岡蒸て、 助教授|品l 本光弘、 助手小川 宏丈、
技官高 田 義 美 の 4 :7， で ス タ ー ト し た 。 昭和55年
|判 本助 教授が大 阪大学 の 助 教授 と し て 転 出 し 、
小 川 助 手が助教授 に 昇任 し た 。 同 年 五 味知 治 を
助 手 と し て 迎 え 、 昭和 60年 に は 占 西 清 司 を 助 手
と し て 迎 え た 。 平 成 3 年 に 五 日未助 子が実験実習
機時 セ ン タ ー の助 教授 に 昇任 し 、 平成 7 年 藤 岡
ぷ -.�X授 は 定年退職 し 、 占凶j青 日j は 日 本商科 大
学 に 転 出 し た 。 こ の 問 、 「酵素 の 構 造 と 反 応 機
構 の研究j を メ イ ン テ ー マ と し て 酵素誘導機構
研究、 日 内 リ ズ ム の研究、 白 血球走化性 因 子 の
研究 に も 取 り 組 ん だ。
、 |勺 反 7 年 に 教授許南j告が着任 し た 。 平成 8 年
に 喜納 宏 Hf{ を 助 手 と し て 迎 え た 。 平成 9 年喜納
宏 昭 が東京大学 に 転 出 し た 。 平成10{f に 高 -tí樹
朗 を 助 手 と し て 迎 え た 。 平成13年 に 高石樹朗 と
許南市教授 は 岡 山 大学 に 転 /11， し た 。 こ の 問 、 哨
乳類 の形態形成 ・ 組織構築 の 分子機構 を 、 皮膚
を 主 な モ デ ル と し て 解 析 し た 。 ま た 、 DNA .J'員
傷 の 検 /1 1， に よ る 発が ん の 分子疫学的研究 を 行 っ
た 。 さ ら に 、 従 来 か ら の酵素 の構造 と 機能 に 関
す る 研究 も 行 っ て い る 。
平成 1 5 年 に 教授森寿が着任 し た 。 平成16年 よ
り 議陪 は 大学院 医学系研究科認知情動脳科学独
Îf.専攻分 f 神 経科学教�ー と な っ た 。 平 成 1 6年 に
助 手 石 本哲 也 を 迎 え た 。 ま た 、|勺戊 17{f に Zhao
Ying-Luan を 助 手 と し て 迎 え た 。
教育 で は 、 医学部 に お い て コ ア カ リ キ ュ ラ ム
の 「遺伝 と 遺 伝 fJ I生体物 質 の 代 謝」 な ら び
に 「生化学 実 背 」 を 、 生化学教容 と 共 に 分担 し
て い る 。 大学院教育で は 、 医 学系研究科修士課
程 の 「分了 ゲ ノ ム 医科学」 の 講義 を 分担 し 、 ま
た 博 士 課 程 の 「細 胞 内 シ グ ナ ル 伝 達 系 特 論」
I Ij  1 枢 神 経遺伝 f _l 学 特 論」 の 講 義、 な ら び に
「脳遺伝 子発現解析実 宵 J I神 経伝達物 質受容体
発現解析実 習 J を 実施 し て い る 。
研究で は 、 脳機能 と 病 態 の 分子機構の解析 を
テ ー マ と し 、 遺伝子操作マ ウ ス の 作製 と 解析 を
進 め て い る 。 特 に 、 脳機能解析 に 有効 な C57BL
6 系 統の マ ウ ス 目玉性幹 (ES) 細 胞 を 用 い た 標
的遺伝 f 組 み換 え 法 と 佐操作法 を 用 い て 、 遺伝
子 操作 マ ウ ス を 作製す る ア ブ ロ ー チ を と っ て い
る 。 ま た 遺伝子操作 マ ウ ス の 新 た な 作製 )j法 の
開 発 も 行 っ て い る 。 ES 細 胞 を 用 い た 遺 伝 子操
作マ ウ ス 作製 の 従来法 で は 、 標 的 遺伝子組み換
え ベ ク タ ー ( TV) の 構 築 に 制 限醇 素 を 用 い た
ゲ ノ ム 遺伝 子 断 片 の ク ロ ー ニ ン グ や 精製 ス テ ッ
ブが複数 |口卜，�、 要 で、 あ り 、 労力 と 時 間 を 要 し た 。
そ こ で 、 マ ウ ス ゲ ノ ム 遺伝子 を 組 み 込 ん だバ ク
テ リ ア 人 工 染 色 体 (BAC) と 相 |ロl 遺 伝 子 組 み
換 え 酵素 を 用 い た 大腸菌 内 で の 相 同 組 み 換 え 法
を 改 良 し 、 容 易 に TV を 構 築 す る )j 法 を 確 立
し た 。 こ の 改 良 は 汎 用 性 が 高 く 、 様 々 な TV
の作成 や 改 良 に 利 用 で き る も の で あ る 。 こ の よ
う な 方法論の 開 発 の も と に 、 脳 機 能 の 中 で も 特
に情動の分子基盤 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に 、
情動 に 関 わ る 扇 桃体、 前頭前野、 視床 に お い て
興 奮 性 神 経 伝 達 を 担 う グ ル タ ミ ン 酸 受 容 体
(GluR) チ ャ ネ ル や 神 経伝達 を 修飾 し て い る ド
パ ミ ン 受存体の遺伝 f操作が可能 な 新 た な マ ウ
ス 系 統の作製 を 行 っ て い る 。 こ の 目 的 の た め 、
そ れ ぞ れ の 脳 領域 に 発現す る 遺伝子 を 検索 し 、
上 記 の BAC を 用 い た 大腸菌 内 で の 相 同 組 み 換
え を 利 用 し TV を 構 築 し た 。 ま た 、 こ れ ら の
脳領域 で ド ミ ナ ン ト ・ ネ ガ テ イ ブ な NMD A 刑
GluR や ド パ ミ ン 受谷 体 を 発現 さ せ る ベ ク タ ー
を 構築 し た 。 ま た脳病態 の 分 f 機構解析 で は 、
統 合 失 調 症 に 関 わ る NMDA 型 GluR チ ャ ネ ル
の 内 荘性 ア ゴ ニ ス ト と 想定 さ れ て い る D セ リ
ン の 合成酵素の コ ン デ イ シ ョ ナ ル ・ ノ ッ ク ア ウ
ト マ ウ ス の 作製 を 進 め て い る 。 さ ら に 、 難 治牲
の 小 児 て ん か ん に お い て 、 GluR チ ャ ネ ル サ ブ
ユ ニ ッ ト に 対す る 白 己抗体の 関 与 が示唆 さ れ て
い る 事 か ら 、 GluR サ ブ ユ ニ ッ ト の 融 合 蛋 白 を
用 い た 患者血清 ス ク リ ー ニ ン グ シ ス テ ム の構築
と 病 態 モ デ ル マ ウ ス のイ午製 を 進 め て い る 。
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〈 薬 科 学 科
〉
薬剤薬理学 (薬剤学)
薬剤学研究室 は 、 初代教授小泉保先生が定年
で退官 さ れ た後、 平成12年 (2000) 10月 に細谷
健ーが着任 し て 5 年が経過 し た 。 こ の 問 、 日 野
朋 美助手 (平成13年 3 月 ま で在籍 ) が退職 し 、
平成13年 4 月 か ら 登美斉俊博士が助手 と し て 着
任 し て 、 薬剤学研究室の教育 と 研究 に 大 き く 貢
献 し て き た 。 ま た 、 片 山和 憲助教授 (現在 リ ー
ド ケ ミ カ ル株式会社) が平成16年 3 月 に 退職 し 、
平成17年 4 月 か ら 立川 正憲博士が助手 と し て 着
任 し た 。 現在 の ス タ ッ フ は 、 登美斉俊助 手お よ
び立川 正憲助手で あ る 。
研究室の テ ー マ は 、 血液網膜関 門 を 中 心 と し
た 生体内 関 門 組織の 輸送機能解析で あ る 。 1 ) 
血液網膜関 門 を 介 し た 網膜内への必須成分の輸
送機構解析 ( ア ミ ノ 酸、 ビ タ ミ ン C、 ク レ ア チ
ン 等) 、 2 ) 血液網膜関 門 に お け る 排 出 輸送担
体の発現 と 輸送機構解析 (有機 ア ニ オ ン 輸送担
体、 ABC ト ラ ン ス ポ ー タ ー ) 、 3 ) 網膜 を 標 的
と し た 薬物送達法 の 開発、 4 ) 糖尿病網膜症治
療薬 開発 を 最終 目 的 と し た網膜血管新生抑制機
構の解明 に 関 す る 研究 を 、 生物薬剤学、 生理学、
分子生物学、 眼薬理学 の立場か ら 研究 し て い る 。
血液網膜関 門 は微小 な 組織 で あ り 、 今 ま で十分
な研究手法が無 か っ た こ と か ら 、 新 た に m Vl­
tro、 ex V1VO、 in vivo 解析法 を 確立 し研究 に 取
り 組 ん で い る 。 ま た 、 新薬の 開 発 に つ な が る 研
究、 あ る い は 血液網膜 関 門輸送機能解析 を 通 し
て 網膜への 薬物送達法 開 発 を 目 指す研究 を 志 向
し 、 医療福祉 に 少 し で も 貢献で き る こ と を 重視
し て い る 。
こ れ ら の研究成 果 は Invest. Ophthalmol. Vis 
Sci . 、 ] . Neurochem. な ど眼科学、 神 経化学系
を 中 心 と し た 一流の 学会誌 に 発表 さ れ て お り 、
研究業績 は あ が っ て い る 。 ま た 、 内外で 開 か れ
た国 際学会、 国 内学会で発表 し て き た 。 新 た に
開発 し た 実験法お よ び研究成果 を 通 じ 、 国 内外
の研究 グ ル ー プ と も 積極 的 に 共 同研究 を 実施 し
て き た 。
科学研究費受け入れ状況 は 、 細谷関係 で は 、
基 盤 研 究 (B) (平 成 12 - 15年 度、 代 表 : 温 度
感受性 SV40T 抗原遺伝子導入 ラ ッ ト を 用 い た
血液網膜 関 門培養細胞 実験系 の 開 発) 、 基盤研
究 (B) (平 成15 - 16年 度、 代 表 : 網 膜 疾 患 に
対 す る 血 液 網 膜 関 門 の GLUT 1 を 介 し た 抗 酸
化 物 質 輸 送 の 意 義) 、 萌 芽 研 究 (平成15 - 16年
度、 代表 : 網膜ベ リ サ イ ト 分泌血管 内皮細胞 増
殖抑制 因 子 の 同 定) 、 厚 生 労働科学研究費 (感
覚 器 障 害研究事業) (平 成16 - 18年 度、 代 表 :
網膜血管新生抑制機構 の 解 明 と そ の 応 用 ) 、 科
学技術振興機構 ・ 戦 略 的 基礎 研 究 ・ 脳 を 守 る
(平成12 - 15年度、 分担 : 脳 関 門 排 出 輸 送 に 基
づ く 中枢解毒) で あ る 。 登美関係 で は 、 若手研
究 (B) (平 成14 - 15年 度、 代 表 : 血 液 網 膜 関
門 特 異 的 遺伝子 の 探索 と 機 能 解 明 ) 、 若 手研究
(B) (平成17 - 18年度、 代 表 : 血液網 膜 関 門 薬
物排 出 輸送 を 制御 す る 分子機構の解明) で あ る 。
ま た 、 博士課程 1 年生の 中 島寿 久 は 日 本学術振
興会特別研究員 と し て 、 特別研究員 奨励費 (平
成 17 - 19年度、 代表 : 網膜機能障害 に お け る 血
液網膜関 門 ク レ ア チ ン 輸送担体発現変動機構)
を 受 け て い る 。 ま た 、 民 間 等の研究助 成 団 体 に
よ る 研究助成 金 を 受 け た も の は 、 中 冨 健康科学
振興財 団 (細 谷、 平成14年 度) 、 持 田 記 念 医 学
薬学振興財 団 (細谷、 平 成 14年 度) 、 医 科 学 応
用 研 究 財 団 (細 谷、 平成14年 度) 、 富 山 第 一 銀
行 奨 学 財 団 (登美、 平成15年度) 、 北 陸 産 業 活
性化 セ ン タ ー . R&D 推進 ・ 研 究 助 成 (細 谷、
平成17 - 18年度) があ る 。
平成13年度か ら 平成16年 度 に 、 薬剤学研究室
で、 卒業研究 を 行 っ た 4 年次学生 は 2 1 名 、 大学院
修士課程修 了 者 は 8 名 で あ る 。 大学院修了 者 中
で 1 名 は現在博士課程 に 進学 中 で あ り 、 修了 し
た 中 で 5 名 は 製薬企業の研究職 に 就い て い る 。
222 第 4 章 講庵等 の 沿 苧
薬剤薬理学 ( 薬品作用 学 )
研 究 室 発足 以 来 担 当 し て こ ら れ た 木 村 正 康
(教授) が平成 8 年 3 月 に 定年退職 し 、 そ の 後 、
同 年 8 月 に 和 漢薬研究所 臨 床 利 用 部 門 か ら 異動
し た 倉石泰が担 当 し て い る 。 平成12年 9 月 に は 、
木村部子 (助教授) が臨床薬理学講座 の 教授 に
昇任 し た 。 野 島 浩 史 ( 助 手 ) が、 後 任 の 助 教授
と し て 昇任 し 、 平 成 1 7 年 4 月 に 奥 羽 大学薬学部
教授 と し て 転 出 し た 。 平 成 1 2 年 1 2 月 に 、 安東嗣
修 が NIH か ら 助 手 と し て 着 任 し 、 平 成 1 7 年 4
月 に 講 師 に 昇任 し た 。 大塚英治 は 、 平成 15年 4
月 に 3 年任期 の 助 手 に 採用 さ れ、 平 成 1 6 年 1 2 月
に 退職 し て 米 国 ア イ オ ワ 大学 に 留 学 し た 。 ま た 、
佐 々 木淳が平 成 1 7 年 4 月 に 助 手 に 採用 さ れ た 。
本 研 究 室 は 、 「痔 み 」 と 「痛 み 」 を 2 大 テ ー
マ と し て研究 を 進 め て い る 。
1 . 摩 み と 表皮 ケ ラ チ ノ サ イ ト : 強 力 な 起痔
物 質 で あ る サ ブ ス タ ン ス P に よ る マ ウ ス の 捧
み様反応 を 解析 し 、 そ の 主 な 作 用 点 が表皮 ケ ラ
チ ノ サ イ ト で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 、
ケ ラ チ ノ サ イ ト が種 々 の産み 因 子 お よ び埠み増
強 因 子 を 産生 ・ 遊離す る こ と を 明 ら か に し た 。
2 . ア レ ル ギ ー の産み ・ ブ タ ク サ花粉 に よ る
ア レ ル ギ ー 性結膜炎の痔み を マ ウ ス で解析す る
こ と に よ り 、 眼験結膜 (粘膜) と 皮膚 で は 、 摩
み へ の ヒ ス タ ミ ン の 関 与 が異 な る こ と を 見 出 し
た 。 ブ タ ク サ花粉の み で 感作 さ せ た マ ウ ス は 、
眼験結膜 に庫み様反応 を 示 さ ず、 皮 膚 に 産 み 様
反 応 を 示 し た 。 こ の 状 態 で は 、 血 中 IgE は 増
加 せ ず 、 IgG 1 が増 加 す る 。 そ こ で、 IgG の 作
用 点 を 解析 し て 、 一次感覚ニ ュ ー ロ ン に 高 親和
性 IgG 受容体が発現 し 、 IgG 抗原 複合体の 形
成 がニ ュ ー ロ ン を 直接興奮 さ せ る こ と を 見 出 し
た 。 蚊 ア レ ル ギ ー に よ る マ ウ ス の摩 み 様反応 の
観察 に も 成功 し 、 こ の 反応 も ヒ ス タ ミ ン の 関 与
が少 な い こ と を 見 出 し た 。 急性事麻疹 で、 は マ ス
ト 細胞 か ら 遊離 さ れ る ヒ ス タ ミ ン の 関 与が古 く
か ら 知 ら れ て い る が、 ヒ ス タ ミ ン と 共 に 遊離 さ
れ る ト リ プ タ ー ゼ も 強力 な 痔 み 因 子 で あ り 、 プ
ロ テ イ ナ ー ゼ 活性化受容 体 PAR 2 を 介 し て 産
み を 起 こ す こ と を 、 マ ウ ス を 用 い て 証 明 し た 。
3 . ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 痔 み NC 系 マ ウ ス
の 慢 性 皮 膚 炎 は 、 血 中 IgE の 著 し い 増 加 、 皮
膚 の 乾燥 と 自 発 的庫 み 様反応 に 加 え 、 発症 に 環
境 要 因 が必要 な 点 で ヒ ト の ア ト ピ ー 性皮膚 炎 に
類 似す る 。 こ の マ ウ ス モ デ ル を 用 い て 痔み の 発
生機序 を 解析 し て い る 。 こ れ ま で に 、 摩み様反
応 が皮膚 の 乾燥 と よ く 相 関 す る こ と 、 表皮 内 の
神 経線維分布 が増加す る こ と 、 表皮 ケ ラ チ ノ サ
イ ト が 産 生 す る NO が 重 要 な 役 割 を 果 た す こ
と を 明 ら か に し て き た 。
4 . 皮膚 乾燥症 に 伴 う 庫み : 皮膚 乾燥症 に 伴
う 庫み 様 反応 を マ ウ ス に 引 き 起 こ す こ と に 成 功
し た 。 そ の産み 様反応、 を 解析す る こ と に よ り 、
表皮 内 の 神 経線維分布 の 増 加 、 表皮 ケ ラ チ ノ サ
イ ト が 産 生 す る NO の 関 与 な ど、 NC 系 マ ウ ス
の慢性皮膚 炎 の 庫 み 様反応、 と 類似性 の あ る こ と
を 見 出 し た 。
5 . 帯状抱疹痛 お よ び帯状抱疹後神経痛 : ヘ
ル ベ ス ウ イ ル ス の 経皮接種 に よ り 、 帯状庖疹痛
と 帯状抱疹後痛 を マ ウ ス に 発症 さ せ る こ と に 世
界 で初 め て 成 功 し た 。 こ の モ デ ル マ ウ ス を 用 い
て 、 痔痛 の 発生機序 の解析 と 帯状宿疹後神経痛
の 治療 薬 開 発 を 目 指 し た 研究 を 進 め て い る 。
6 . 癌性廃痛 : 臆蕩 に よ る 皮 膚 お よ び骨 の痔
痛 、 お よ び痛化学療法薬 の 治療 に よ る 廃痛 の モ
デ ル を マ ウ ス で作製 し 、 終痛 の 発生機序 と 治療
薬 の研究 を 進 め て い る 。
臨床分析学 (生体認識化学)
1 ) 研究
本研究室 は 、 関学20年 か ら 30年 の 聞 に お い て 、
前 半 は 谷村教授 の 主宰す る 分析化学研究室が主
に 分離 と 検出 法 の 開 発 を 推進 し 、 2000年の畑 中
教授着任以 降 は 生体認識化学研究室 と し て化学
的方法 に よ る プ ロ テ オ ミ ク ス を 展 開 し て い る 。
現在 は 、 教授畑 中 保丸、 助教授友庚岳則、 助手
中 野琢の ス タ ッ フ で、 X 線や NMR が 困 難 な 膜
タ ン パ ク 質 な ど を 対象 に 、 独 自 の 光反応性プ ロ
ー ブで機能構造解析 に取 り 組 ん で い る 。
[概要 と主 な 活動状況] 分析系 研 究 室 の主 題 と
し て プ ロ テ オ ミ ク ス 時代への対応 に取 り 組 ん だ。
膜 タ ン パ ク 質 は 主 な 薬物受容体で あ る が、 そ の
多 く は 結 晶化や大量発現が困 難 な た め 、 機能 プ
ロ テ オ ミ ク ス の 課題 と な っ て い る 。 現在 は 、 遺
伝子技術 と 分光学的方法が主 流 で あ り 、 化学的
方法論の整備 は 大 き く 遅れて い る 。 し か し 、 サ
ブ ナ ノ レ ベ ル の 最新合成技術 に 基づ く Chemi­
cal Biology が、 生命科学の新 し い 先端領域 と
し て 注 目 さ れて い る 。 当研究室で は こ の よ う な
時代的進捗 を 踏 ま え 、 非結晶性 タ ン パ ク 質 の 機
能構造 を 探 る 有力 な 方法 と し て 溶液状態 で適用
で き る 化学的方法論 を 取 り 上 げ、 な か で も 機能
部位 を 直接釣 り 出 す こ と が可 能 な 光 ア フ イ ニ
テ ィ ー 法 を 、 機能 プ ロ テ オ ミ ク ス の 化学的分析
基盤 と し て確立す る 研究 を 推進 し た 。 ま ず、 効
率 的 な 光 ア フ ィ ニ テ ィ ー 法確立への イ ン フ ラ 整
備か ら 始め 、 有用 な 光反応、基 ジ ア ジ リ ン の 効率
的合成法確立、 こ れ を 組 み 込 ん だ種 々 の 光反応
性 プ ロ ー ブの 整備、 高速解析 を 可能 に す る チ ッ
プ テ ク ノ ロ ジ ー の導入等 に 力 を 注 い だ。 そ の 結
果、 ご く 最 近 の 成 果 を Proc. Natl. Acad. Sci. 
USA ， 102，  2796 - 2801 ( 2005 ) ， ChemBio­
Chem ， 6， 814 - 818 (2005) に 報告す る な ど、 生
体認識化学研究室 と し て の 5 年 間 の 成果 を 、 論
文43、 米国特許 1 、 囲 内 特 許 出 願 5 、 そ の他総
説や著書 と し て 報告 し た 。 ま た こ の 間 、 文部科
学省 地域 ク ラ ス タ ー 創 成事業、 科学研究費特定
領域研究、 基盤研究 B、 C、 萌 芽研究、 若 手研
究 A 等 の 外部 資 金獲得、 受 賞 ( 定金 : 日 本 光
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医 学 光 生 物 学 会 奨 励 賞) 、 国 際 学 会 招 待 講 演
( 2 ) な ど を 行 っ た 。
2 ) 教育
講義 と し て は 分析化学 と 応用 分析化学 を 引 き
続 い て 担 当 す る 一方、 2000年 か ら 生物有機化学
II を 担 当 し て 、 化学 と 生物学の統合的理解 を 基
本 と し た創薬への基礎力 養 成 の 講義 を 行 っ て い
る 。 一方、 最初の専 門実習 と な る 物理化学系 実
習 (分析化学) で は 、 生体分析 の 実習 項 目 を 加
味 し て バ イ オ 時代への対応 を 進 め て い る 。 ま た 、
薬学専 門 英語 な ど を 始め少人数教育 に も 力 を 入
れ、 特 に 卒業研究で は 各 自 の研究テ ー マ の ほ か
に 、 英語力 と プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 技術 の 育成 を
行 っ て い る 。 大学 院 で は 、 隔年で生物分析学特
論 を 開 講 し て お り 、 新大学大学 院 で は ケ ミ カ ル
バ イ オ ロ ジ ー 特論が開講 さ れ る 予 定 で あ る 。
3 )  20周 年 (1995年) 以 降 の 沿革
1995年 3 月 : 山 崎重雄助教授退職 ( 岡 山 理科大
学助教授へ)
1995年 4 月 : 中 込和 哉助教授着任 (通産省工業
技術 院生命工学工業技術研究所 よ り )
1997年 4 月 : 定金豊助手着任 (通産省 工業技術
院生命工学工業技術研究所 よ り )
2000年 3 月 : 谷村志 徳教授退官
2000年 9 月 :畑 中 保丸教授着任 (富 山 医科薬科
大学和 漢薬研究所 よ り )
2000年1 1 月 : 生体認識化学研究室 に 名 称変更
2002年 3 月 : 中 込和 哉助教授退職 (帝京大学薬
学部教授へ昇進)
2002年1 1 月 : 友庚岳則助教授着任 (産業技術総
合研究所 よ り )
2004年 3 月 : 定金豊助手退職 (九州保健福祉 大
学薬学部講師へ昇進)
4 ) 新大学へ 向 け て
新大学 で は 生命科学融合教育部お よ び医学薬
学教育部 で大学院教育 を 担 当 し 、 医学薬学研究
部 で研究 を 推進す る 。 ま た 、 薬学 6 年制 がス タ
ー ト し 、 併設の 4 年制 と と もに新 し い 薬学部の
足場作 り が始 ま る 。 世界的 な Chemical Biology 
の 潮 流 の 中 、 我が国発の機能 プ ロ テ オ ミ ク ス の
先端技術が本研究室か ら 誕生す る よ う に 、 創 薬
指 向 の教育 ・ 研究 を 今後 と も 推進 し た い 。
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臨床分析学 (毒性学)
20同 年 を 迎 え た 1995年 の 1 1 月 か ら 、 現教授 の
根本信 雄 が ( 財 ) 癌研究会癌研究所 よ り 赴任 し
た 。 翌 年 4 月 に は 、 北海道大学 よ り 、 佐 久 間 勉
が助 子 と し て 着任 し た 。 30周 年 日 を 迎 え た 2005
年 3 月 で助教授 の 宮 原 龍郎が定年退官 し 、 後任
に 佐 久 間 勉 が昇任 し た 。
10年 間 の研究課題 は 、 根本が前 任 の 癌研究所
で化学発痛物 質 の 代 謝活性化 と 遺伝子障害 に つ
い て 研究 を し て き た こ と か ら 、 医 薬 大 で は 代 謝
酵素 の 発現調節 因 子 と そ の 機構解 明 を 中 心研究
課題 と す る こ と に し た 。 代謝酵素 と し て は 、 シ
ト ク ロ ム P450の rj l で も 性依存件ー に 党現 し て い
る 分子種 を 対象 と し て き た c 佐 久 間 に よ っ て 雌
マ ウ ス 肝臓 で、新規 に 発 見 さ れ た 、 CYP 3 A41 、
CYP 3 A44 に つ い て 、 発現機構や 調 節 回 子 の 研
究 を 行 っ て い る 。 |司 慌 に 性依存 的 に 発現 し て い
る P450 に つ い て も 検討 を 進 め て い る が、 性 ホ
ル モ ン 、 成 長 ホ ル モ ン 、 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン な ど
の 協調 的 な 制 御 機構が存在 し て い る こ と が示 唆
さ れ た の で 、 遺伝子 レ ベ ル の研究 に 進 め て い く
予 定 で あ る 。 ま た 、 発痛 物 質 の 活性化 に 関 わ る
CYP 1 A 2 の 肝臓 に お け る 常在 的 な 発現 を 担 う
遺 伝 子 領域 を 同 定 し 、 調 節 因 子 の持索 も 子 が け
て い る 。 そ の 他 に こ の 10年 間 に 行 っ た 研究課題
は 以 i、 で あ る 。
. CYP 1 A 1 の 党現調節
- 肝細胞初代培養系 を 毒性試験系 と し て の 応
用
- 糖尿病 マ ウ ス で の 薬物代謝昨 素 の 発現
. Cyp 2 b10遺 伝 子 の エ ス ト ロ ゲ ン 、 お よ び
内 分泌撹乱物 質 の 応答領域の解析
・ カ ド ミ ウ ム の 骨 代 謝 に 及 ぼす 影響
- 和 漢薬お よ び生薬 成分 に 関 す る 骨粗繋:JiI'治
療薬 と し て の 基礎 的検討
研究室 の 人 々
岡 費留 学生 と し て 、 タ イ か ら 3 名 の 官 学 生 が
大学院課程で学 ん で い る 。 う ち l 名 は既 に 学位
を 取得 し 、 タ イ に 戻 っ て 国 立大学薬学部の 助 教
授 と な っ た 。 さ ら に 、 彼女 は ( 財 ) 東京生化学
研究会 に よ る 東南 ア ジ ア の研究者の H 本背 学助
成 金 を 得 て 、 1 年 間 の 再官 学 を 当研究室 で、 行 っ
て い る 。 ま た 短期 間 で は あ る が、 タ イ か ら 2 名
の 官 学生 を 受 け 入 れ た 。
卒業研究 と し て 配属 を 希望 す る 学生 は 、 ほ と
ん ど毎年長大数で、 こ の 10年 間 に 卒業 生 は 70名
を 超 え て い る 。 し か し 、 残念 な こ と に 進学す る
学生 は 多 い と は 言 え な い υ 特 に 博 1: 後 期 課程 に
進学す る 学tt_ は 、 6 年制 が始 ま る と さ ら に 減少
す る と 予想 さ れ る の で 、 確保 に 頭 を 悩 ま せ て い
る 。
研究業績
1996  1 997 1 998 1999  2000 2001 2002 2003 2004 
著書 3 2 
!J;(著 J 戸 4 3 8 3 6 7 2 6 
��â見 2 
同 内 学 会 1 3  1 1  6 1 3  1 3  7 8 6 9 
国際学会 ワ 2 d 'v
講義、 実習
学部学生 に 対 し て は 、 「放射 線学」 の 講 義 と
実 習 、 「環境 衛 生 」 、 「薬 物 代 謝」 、 「専 門 英 語」
を 講義 し て い る 。 大学院生 に は 、 隔 年 に 「毒性
発現学特論j と 「薬物相互作用 学特論」 を 講義
し て い る 。 さ ら に 、 医学部大学院生 に 対 し て は 、
環境衛 生 関 係 の 講義 を 担 当 し て い る 。
研究室の行事
毎 月 1 [!1J の Ijl 間 報告、 毎 週 開 催 す る 論丈紹介、
そ し て 4 年作 の 1 2 月 に 行 う 卒業発表 な どで、 学
生 は 準備 に 多 く の 時 間 を か け て い る 。 特 に 、 質
問 を す る よ う に 新 人 の 時 に い う の だ が、 な か な
か 言 い 出 せ な い よ う だ。 質 問 を す る と い う こ と
は 、 他 人 の 話 を 良 く 聞 く と い う こ と な の で 、 こ
れか ら も こ の 方針 を む し ろ 強 め る こ と に し た い 。
新歓 コ ン パ 、 追 い 出 し 、 の ほ か に 、 教室旅行
を 9 月 に 行 っ て い る 。 小型 パ ス を 利 用 す る に は
適 当 な 人 数で あ る の で 、 日 頃 の 運転 か ら 離 れ て 、
遠 く へ の ド ラ イ ブ を 楽 し ん で い る 。
医薬品化学 (薬化学)
〈 沿革 ・ 変遷〉
本薬学部 の 前 身 で あ る 富 山 大学薬学部 に 薬化
学講座が設 け ら れ た の は 昭和25年 4 月 で あ る 。
初代の 三橋監物教授 (昭和25年 4 月 ~ 昭和46年
3 月 ) 、 二 代 目 の 増 田 克 忠教授 (昭 和49年10月
~ 昭 和 57年 8 月 ) 、 三 代 目 の 吉 井 英 一 教 授 ( 昭
和58年 6 月 ~ 平 成 8 年 3 月 ) 、 な ら び に 四 代 目
の小泉徹教授 (平成 8 年 4 月 ~平成10年 1 月 )
時代 の研究 内容や研究室 の変遷 に 関 し て は 、 現
薬化学研究室の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲載 さ れて い る
沿革 を 参照 さ れ た い 。 以降、 本稿 で は 井上が研
究室 を 担 当 す る よ う に な っ て か ら の事項 を 記す。
21世紀 を 目 前 と し た 平成12年12月 、 井上が薬
化学研究室 の 第五代教授 と し て 着任 し た 。 井上
は 京都大学大学 院工学研究科 出 身 で、 大阪府立
大学大学 院工学研究科助教授か ら 弱冠38歳 で異
動 ・ 採用 さ れ た 。 平成13年 1 月 に は東京 医科歯
科大学 よ り 藤本和久助 手が採用 さ れ、 同 年 2 月
に は 本学薬用 資源学講座 の 阿部肇助 手 を 協力研
究員 と し て 迎 え (平成15年 4 月 に 正 式異動) 、
完全 に新 し い 布 陣 で21世紀の 薬化学研究室がス
タ ー ト し た 。
〈現在の研究室構成 ・ 研究内容 〉
現在の研究室 の 陣 容 は 、 井上以下総勢18名 で
あ る 。 こ の う ち 、 井上 は (独) 科学技術振興機
構戦 略的創造研究推進事業 の研究代表者 を 、 ま
た 阿 部 は 同機構の さ き が け 個 人研究員 を 兼任 し
て い る 。 始 ま っ て 5 年 に 満 た な い研究室 で は あ
る が、恵 ま れ た 人的資源 と 十分 な研究費 の も と 、
ケ ミ カ ルバイ オ ロ ジーの研究を強力 に推進 してい る 。
ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー は 、 有機化学 ・ 分子生
物学 ・ 物理化学の研究手法 を 融合 し た 次世代の
基盤サ イ エ ン ス で あ る 。 我 々 薬化学研究室 は 、
ケ ミ カ ルバ イ オ ロ ジ ー の研究 を 通 し て 生体分子
と 人工分子 の 相互作用 を 厳密 に 解析 し 、 分子 と
生命の接点 を 探 り 、 さ ら に は 生命現象 を 人為 的
に 制 御 ・ 創 成す る こ と を 目 指 し て い る 。
以下 に主 要研究 テ ー マ と 代表的論文 を 記す。
1 . 人工 DNA プ ロ ジ ェ ク 卜
DNA は 生 物 の 遺伝 を 担 う 分子 で あ る 。 し か
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し な が ら 現在の 有機合成化学 を 駆使す る こ と に
よ り 、 遺伝子 の機能 と は 無 関係 な い か な る 化学
改変 も DNA に 施す こ と がで き る 。 本 プ ロ ジ ェ
ク ト の 目 標 は 、 光や電気 に 応答 す る 人 工 DNA
を 開発 し 、 次世代 の テ ー ラ ー ・ メ イ ド 医療 の 実
現 に 資す る ナ ノ バ イ オ 分子材料 を 提供す る こ と
に あ る 。 (代表論文 : Proc. Natl. Acad. Sci. USA 
2005， 102， 1 1606. ) 
2 . タ ン パ ク 制御 プ ロ ジ ェ ク 卜
DNA が生命の設計 図 な ら 、 タ ン パ ク は そ の
実行部隊で あ る 。 も し タ ン パ ク の機能 を 人為 的
に 制 御 で き れ ば、 種 々 の疾病 に 絡 む タ ン パ ク の
発現調整や、 タ ン パ ク 工学等の “ 実際の も の作
り " に も 新手法 を 提供す る こ と が出 来 る 。 本 プ
ロ ジ ェ ク ト で は 、 タ ン パ ク の機能 を 司 る 構 造 を
光や電気で可逆的 に制御す る こ と を 目 指 し て い
る 。 (代表論文 : Org. Lett . 2006 ， 8， 285. ) 
3 . 糖鎖認識プ ロ ジ ェ ク ト
糖 は 、 生物 の エ ネ ル ギー 源や構築材料 と し て
の み な ら ず、 細胞 接着 ・ 免疫 ・ 癌化 な ど の細胞
間相 互作用 に も 中 心 的 な 役割 を 呆 た し て い る 。
し た が っ て糖の 人工分子 に よ る “ 認識" は 、 無
限の応用 の可能性 を 秘 め て い る 。 本 プ ロ ジ ェ ク
ト で は、 一連の糖認識人工分子 を 設計 ・ 合成 し 、
糖 の セ ン シ ン グ ・ 糖変換反応 等 に 新機軸 を 確立
す る こ と を 目 標 と す る 。 (代表論文 : J Am. Chem. 
Soc . 2005， 12久 16189. ) 
く そ の他特記事項 〉
上述 し た よ う に 、 (独) 科学技術振興機構、
(独) 日 本学術振興会、 各種財 団 等 か ら 十 分 な
研究費 を い た だ い て い る 。 ま た そ の 成 果 は 、 化
学、 さ ら に は 自 然科学全体の な か で も 、 も っ と
も 権威 あ る 雑誌 に 多 数掲載 さ れて い る 。 現在の
薬化学研究室 は 、 設備 ・ 予算 ・ 成果、 そ の 全て
に お い て世界の ト ッ プ レ ベ ル の研究室 で あ る と
自 負 し て い る 。
平成16年10月 に は 、 薬化学研究室 に 在籍 さ れ
た諸先生方 な ら びに卒業生の諸先輩方 と 一緒 に 、
薬化学研究室生誕半世紀記念祝賀 会 を 催 し た 。
全国 各地か ら た く さ ん の方 に お 集 ま り い た だ き 、
盛会 と な っ た 。 こ の場 を借 り て お礼 申 し上 げ る
次 第 で あ る 。 (井上 将彦)
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当研究家の 沿革等 に つ い て は 十周 年 お よ び二
十 周 年 記 念誌 に 記載 さ れ て い る の で、 本稿 で は
開 学20周 年 以 降 に つ い て述べ る 。 平成 1 1 年 4 月
1 日 根本英雄が教授 と し て 赴任 し 、 平 成 1 3年 4
月 1 日 に は 高 畑 が東北薬科大学教授 に 、 同 年 4
月 1 日 に は 桐 原 が静 岡 理 工科大学理工学部助教
授 に 転 出 し た 。 こ れ に と も な い 、 平 成 1 3 年 4 月
1 日 豊 岡 が助教授 に 昇任 し 、 同 年 5 月 1 日 松谷
裕二が助手 と し て 赴任 し 現在の ス タ ッ フ ( 教授
根本、 助教授豊 岡 、 助 手松谷) に な っ て い る 。
教 室 の研究活動 に つ い て 、 恨本の赴任 後 に つ
い て 述 べ る 。 主 た る 研究分野 は 創 薬化学 で あ り 、
有機化学 を ベ ー ス と し て創 薬研究 を 行 う 事 を 目
的 と す る 。 も と よ り 創 薬 は 学 際 的 な 分野 で あ り
多 く の 学 問 分野 の 知 識 を 必要 と す る が、 化学の
分野 に 限定 し で も 、 有機反応化学、 有機合成化
学、 触媒化学 と い っ た 広 範 聞 な 有機化学、 無機
化学の経験 と 知識 を 必要 と す る 。 一 つ の研究家
で こ れ ら 全 て を 網羅す る 事 は 閑 難 で あ る が、 少
な く と も 有機化学 に 関 し て は ム つ の 狭 い 範 囲 に
限定す る 事無 く 、 幅広 い 分野 を 視野 に 入 れ た 日
常 の 教 育 ・ 研究活動 を 心が け て い る 。 こ の 様 な
観点か ら 現在 以 下 の よ う に研究課題 を 設定 し て
い る 。 第 宇 に 独創性 ・ 新規性 に 優 れ た 新 反 応 の
開発。 最 近一 つ の 操作 で複数の結合 を 形成 す る
新 反 応 を 見 出 し 、 ア メ リ カ の 有 力 化 学 誌 (].
Am.Chem.Soc . ) に 迷 報 と し て 掲 載 さ れ た 。 現
在本反応 の scope and limitation と 合成化学へ
の 展 開 を 検討 中 で あ る 。 第 二 に !生物活性化合物
の 合 成 研 究 。 現 在 、 Halenaquinol sulfate ( ナ
フ ト キ ノ ー ル 体 : 抗 ウ イ ル ス 活性) 、 Andrastin
( メ ロ テ ル ベ ノ イ ド : PFTase 阻害活性、 ras 遺
伝 子 発 現 タ ン パ ク 質 の 制 御 ) 、 Macrosphelide
( 1 6 員 環大環状化合物 : 細 胞 接 着 阻 害 活性 、 免
疫抑制作用 ) 、 OSW - 1 ( ス テ ロ イ ド 配糖体 ・
強 力 な 細 胞 毒 性 作 用 ) 、 Wortmannin ( 変 形 ス
テ ロ イ ド 骨 格 : 抗 カ ビ 、 抗炎症、 PI 3 - kinase 
阻 害 剤 ) 、 Hypothemycin ( サ リ シ リ ド 系 大 環
状 化 合 物 : 抗 マ ラ リ ア 作 用 ) 、 Cj - 13 、 357
( サ リ シ リ ド 系 大環状化合物 ・ 抗脂 血 症作 用 、
抗腫蕩活性) 、 ピ ロ リ ジ ン 、 ピ ベ リ ジ ン ア ル カ
ロ イ ド と い っ た 複雑 で 多 様 な構造 を 持 ち 、 し か
も 医薬 品 と し て 重 要 な 生物i舌 生 を 持つ 化合物 を
対 象 に 合成研究 を 行 っ て い る 。 合成戦略 と し て
は 従 来 の 天然物合成 の 様 に と に か く 標 的化合物
を 合成 す る の で は な く 、 ま ず上記化合物 が そ れ
ぞれの 生物活性 を 持つ 為 に 必要不可 欠 な 部分構
造 を 考察想 定 し 、 こ れ を 効率 良 く 合成す る ル ー
ト を 確 立す る 。 そ の 後標 的化合物 の 合 成 、 或 い
は よ り 有 効 な 生物活性 を 持つ 化合物 を 探索 し な
が ら そ の 合 成 を 行 う と い う 方法 を と っ て い る 。
最 近 の 研 究 成 果 と し て 、 Halenaquinol sulfate 
の 合 成 中 間体、 4 環性化合物が抗 ウ イ ル ス 活性
を 持つ 事 を 見 出 し た 。 本化合物 は 数種 の イ ン フ
ル エ ン ザ ウ イ ル ス に 対 し て か な り の 活↑生 を 持 ち
し か も ほ と ん ど毒性が無 い 事か ら 、 医 薬 品 の シ
ー ズ と し て の 可 能性 を 視野 に 現在構造活性相 関
の 詳 細 を 検 討 し て い る 。 ま た 、 従 来 興 味 あ る
種 々 の 生物活性 を 持つ こ と が知 ら れ て い た が天
然 か ら は 極微量 し か得 ら れ な い た め 十 分 な 牛A物
活 性 の 検 討 が な さ れ て い な か っ た Macro
sphelide 類 の 効率 の 良 い 合 成法 を 開 発 し た 。 こ
の 方法 を 用 い て 合成 し た 誘導体が抗が ん作用 を
持つ こ と を 凡 出 し 、 現在類似化合物 の 詳細 な構
造活性相 関 を 検討 中 で あ る 。 他 の研究課題 に つ
い て も 着 々 と 成果 が 出 て お り 今後 の 展 開 が期待
さ れ る 。 こ れ ら の研究成 果 は 当 研究室所属 の 学
生諸君 の 献身 的 な 努力 に よ っ て 達 成 さ れ た も の
で 、 平 成 8 年 3 月 ~ 平成17年 3 月 の 教5fi 出 身者
は 学 士41 名 、 修上2 1 名 、 博士 1 名 で あ る 。 こ の
10年 間 に 発 表 し た 原著論文 は 94報、 総 説 は 12編
で あ り 、 そ の 問 、 科 学 研 究 費 基 盤 研 究 (C)
( 平 成 12 、 13年) 同 基 盤 研 究 (B) ( 平 成 1 5 - 17  
年 ) を は じ め 、 上原記念生命科学財 団 (平成 1 1
年 ) 、 富 山 県 新 世 紀 産 業 機 構 ( 平 成 16 年 ) 等 か
ら の研究助成 を 受 け 、 研究 を 加 速 さ せ る こ と が
で き た 。 教育 面 で は 、 有機化学教育 を 学科 目 化
学 、 薬化学、 合成化学、 薬 品 分子化学 と 協調 し つ
つ 分担 し て い る 。 実験科学 の教育 は 勉 強 と 実験
が一定 の バ ラ ン ス を 持 っ て は じ め て 実 の あ る も
の と な る と の 考 え か ら 、 実習 、 卒業研究、 大学院研
究 の 教 育 ・ 指導 に あ た っ て い る 。 (根本 英雄)
衛生 ・ 生物化学 (分子神経生物学)
富 山 に お け る 衛生 化学 の 創 設 は 、 約 1 10年 以
上前 に 遡 る 。 明治26年 (1893) の 共立薬学校の
発足 に 際 し て 、 学 科 目 に 「衛 生 化 学 ・ 裁 判 化
学」 が必須科 目 と し て 課せ ら れ た 。 そ の 後、 市
立富 山 薬 業 学 校 ( 明 治33�) 、 県 立 富 山 薬 業 学
校 ( 明 治40�) 、 官 立 富 山 薬 学専 門 学校 (大正
9 � 昭和 24) と 続 い た が、 衛生化学 は 常 に 必須
科 目 と し て 講義 さ れて き た 。 そ の 後、 昭和24年
富 山 大学薬学部の 設立 に よ っ て 、 倉 田 軍一教授
が初代教授 と し て 就任 し た 。 次 い で 、 昭和50年
4 月 に 東京大学か ら 柳 田 友道教授が赴任 し た 。
同 時期 に 、 環境衛生分析学講座が新設 さ れ、 宮
原龍郎助手が助教授 と し て 転 出 し た 。 昭和50年
10 月 に 富 山 医科薬科大学が開学 し 、 昭和54年 4
月 に は衛生化学講座 は杉谷キ ャ ン パ ス に 移転 し 、
そ れか ら 間 も な く 、 昭和54年 6 月 に柳 田 教授 は
富 山 大学学長 に 選 出 さ れ転 出 し た 。
昭和55年 3 月 に 小橋恭一教授が、 生化学教室
か ら 衛生化学教授 に 昇任 し 、 そ の 後35年 間 に わ
た っ て 衛生化学教室 を 主宰 し た 。 そ の 問 、 酒井
立夫助教授 (平成 9 年 3 月 定 年 退 官 ) 、 赤尾 光
昭講師、 今村理佐助手 を ス タ ッ フ に 、 腸 内 菌 叢
( フ ロ ー ラ ) と 宿 主 ( ヒ ト ) と の 聞 の 生化 学 的
相互 作用 を 主題 に 多 く の 業績 を あ げて き た 。 専
門 教 育 科 目 と し て は 、 「衛 生 化 学J I 公衆 衛 生
学」 お よ び 「 医療生化学」 を 担 当 し 、 ヒ ト の 食
を 衛 ( ま も ) る 化 学 お よ び ヒ ト の 環 境 を 守 る
「生臭 い 化学」 をモ ッ ト ー に 学 生 の 研 究 ・ 教育
指導 に あ た っ た 。 小橋教授の 定年退官後、 平成
8 年 12月 に 岡 山 大学薬学部か ら 津 田 正 明教授が
4 代 目 教授 と し て 就任 し た 。 津 田 教授 は 、 分子
生物学分野 に 研究基盤 を 持 ち な が ら 神経系 に研
究 を 展 開 し て お り 、 衛生化学 と し て は異色の教
授で あ っ た 。 就任後 間 も な く 、 研究内容 を 外か
ら 見 え や す く す る た め に教室名 を 衛生化学教室
か ら 分子神経生物学研究室 と 変更 し た が、 基礎
研究 を 展 開 す る と と も に 、 衛生化学的観点 を 取
り 入 れた研究 も 開始 し た 。 講義科 目 も 小橋教授
の 担 当 講義 を そ の ま ま 引 き 継 ぐ こ と に な っ た 。
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津 田 教授の研究 の 主 眼 は 、 神経活動依存 的 な
遺伝子発現制御系の機構解明 に あ り 、 ①そ れが
記憶 ・ 学習 な どの高次神経機能発現 に どの よ う
に 関 わ る の か、 ま た 、 ②そ の 異常が神経疾患発
症や生後の脳 ・ 神 経機能発達障害 に どの よ う に
関 わ る の か、 さ ら に 、 ③そ こ か ら 神経疾患治療
薬 の 開 発 は 可 能 で あ る の か、 と い う 所 に あ り 、
大 き く ①②③の研究 テ ー マ に 分け る こ と がで き
る 。 平成 9 年 4 月 に 助 手 に 就任 し た 田 淵 明子助
手 が、 主 に 脳 由 来神 経 栄 養 因 子 BDNF 遺 伝 子
の発現 に 注 目 し て①の テ ー マ に 精力 的 に 取 り 組
み 、 多 く の 学 生 を 指 導 し 、 学 生 た ち の努 力 も
あ っ て 、 現在 で は 、 こ れ ら テ ー マ は い よ い よ 世
界 の槍舞台 に 立 と う と し て い る 。 田 淵 助 手 は 、
平成14年 に ア メ リ カ 合衆国 ジ ョ ン ズ ホ プ キ ン ス
大学医学部 に 一年余 り 留 学 し 、 帰 国後、 新 た な
研究テ ー マ で研究 を 開 始 し た 。 平成16年 4 月 に
は助教授 に 昇格 し て い る 。 一方、 今村助 手 は 一
連 の ピ レ ス ロ イ ド系殺虫 剤 の幼児脳発達 に対す
る 危 険性 を 指摘 し た 。 ま た 、 こ れ ら 殺虫 剤 は 高
い BDNF 発現誘導能 を 持 つ こ と か ら 、 神 経疾
患予 防 ・ 治療薬への 開 発 に 繋 が る 可能性 も 出 て
き た 。 平成14年 5 月 か ら 、 岡 山 大学薬学部か ら
安 田誠助手が 3 年任期 の 助 手 に 就任 し 、 神経可
塑性 に 関係す る 遺伝子発現系 の解析 に 実績 を あ
げつ つ あ る 。 現在、 本研究室 は 、 職 員 、 学生 を
含 め 20名以上の大所帯 に 成 長 し て お り 、 薬 窓 会
主催の ソ フ ト ボ ー ル大会 に お い て も 、 平成14、
15 、 16年度 と 三連覇 を 果 た し て い る 。
本年10月 か ら 三 大学統合 の 結 果、 (新) 富 山
大学 と な る 。 そ の 統合 を 迎 え る に あ た り 、 今村
助手が薬 品 生理学研究室 の助教授 に 転 出 し 、 赤
尾 光昭助教授がそ の ま ま 教授 に 昇格 し て 薬 品 生
理学研究室 を 担 当 す る こ と に な っ た 。 時代 の 移
り 変 わ り と と も に研究室 も 変 わ る の が 時 の常 で
は あ る が、 学生た ち に は “ 富 山 か ら 世界へ情報
発信 を ! .. と い う 合 い 言葉 は 言 い続 け た い 。 最
後 に 、 衛生化学教室 か ら 分子神経生物学研究室
へ と 変遷 し た 中 で 、 教室、 研究室運営や研究 に
携 わ っ て く れ た 多 く の 卒業生 に 対 し 、 担 当 教員
一 同 感謝 の 意 を 表 し た い 。
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衛生 ・ 生物化学 ( 遺伝情報制御学 )
1 . 研究需 の 沿革
本 研 究 室 は 、 富 1 1 1 大 学 薬 学 部 が 奥 同 校 舎 に
あ っ た 昭和 27 年 、 長谷純一先生 を 初代 教授 に 薬
品 生物化学講座 と し て 誕生 し た 。 そ の 後 、 11日和
38年 の 五福 地 区 へ の 移転 を 経 て 、 富 1 1 1 大学 か ら
富 山 医科薬科大学へ の 組織替 え に 伴 っ て 昭和53
年 に 衛生 ・ 生物化学講時生化学研究室 と な っ た c
昭和54年 に は研究棟完成 に 伴 い 、 杉谷地 区 に 移
動 し た 。 長谷教授 は 昭和57}t: に 定年退官 ( 富 1 1 1
医科薬科大学名 誉教授) し た の で 、 昭 和 5 1 年 か
ら 60年 ま で の 富 山 医科薬科大 学 の 最 初 の 1 0 年 間
は 彼 に 担 わ れ た と い え る υ 当 時 の研究 内 有 は 、
今 体色 素 で あ る ナ フ ト キ ノ ン 類 と ア ル コ ー ル 脱
水素酵素 の 活性 制 御 機構が 11 1 心 で あ っ た 。 長年 、
助 教授 を 務 め た 小橋恭一先生 は 、 杉 谷 に 移動後、
同 講座 の 衛生化学研究室教授 に 昇任 し た 。
次 に Hfi 干1J 6 1 年 か ら 、ド成 7 1f ま で の 10作会 問 は 、
昭和59年 4 )J に 2 代 H 教授 と し て 着 任 し 20年 間
研究室 を 主宰 し た 中 川 秀 夫 先 生 が十1 1 っ た 。 付| 究
も 教授 を 1 11 心 と し た 炎症 反応 の 制 御 |刈 子 と そ の
制 御 機構 の 研究 と 、 三井健 A郎助教授 の 毒素 タ
ン パ ク に 関 す る 研究へ と 移 行 し た 。
平成 8 年 か ら 1 7年 ま で の 10年 間 は 、 中 川 教授
が平成 1 6 年 3 月 に 退官 ( 名 手詩文授) ま で 、 研究
テ ー マ は 上 記 内 容 で あ っ た 。 ス タ ッ フ は 、 三 井
助 教授 に 加 え 、 柴 田 太が平成 5 年 に 助 手 と な り 、
加 藤 秀 fが平成 3 年 か ら 7 年 ま で教務職員 を 務
め た 。 そ の 後 、 高野克彦 が平成 9 {f今 に 教務 職 員
と し て採用 さ れ 、 1 1 年 か ら 助 手 を 務 め て い る 。
研究雫名 は 、 、iι成10{下 に fþJIj!化学研究室 と 変 更
さ れ 、 平 成 1 6年 1 2 月 ま で用 い ら れ た 。 教授の紅
任20年一 間 で は 、 1 2 1 名 の 学 部 作 、 38名 の 大 学 院
修士学生、 3 1'， の博士学生が巣立 っ た 。
平成17年 ] n に は 、 大阪大学大学院生命機能
研究科 か ら 大熊芳明が 3 代 日 教授 と し て 着任 し 、
研究室名 を 新 た に 「遺伝情報制 御学」 と し て 現
在 に 至 っ て い る 。 研 究 内 容 も 大 き く 転換 し た が、
こ れ は後述す る 。 現在の研究室 メ ン バ ー は 、 ス
タ ッ フ が三 井助教授、 柴 田 、 高野両助 子 で 前 教
授 の 時 か ら 留 任 し 、 事務補助 員 1 1"， 、 大学院博
上 後 期 課程 3 名 ( 2 1'1 は 大 阪大学 に 在籍 ) と 学
部 4 年 生 3 名 の 計1 1 名 か ら 構成 さ れ て い る 。
2 . 教育体制
講義 は 、 学部 2 年牛会前期 に お い て 「ぷ礎牛ー化
学 I と IIJ 、 後 期 に 「生 命 情 報 科 学 IJ 、 3 年 生
前 期 に 「専 門 英 語 IJ 、 後 期 に 「件 命 情 報 科 学
IIJ と 「専 門 英語 IIJ を 担 当 し て い る 。 実 習 は
「生物系実宵 (生化学) J を 2 年 生前期 に お い て
担 ヴ し 、 タ ン パ ク 質精製、 醇素活性 の 測 定、 細
胞死 の 観察 を 行 わ せ て い る 。 大学院修士学生 に
対 し て は 、 「病態生理化学」 を 担 当 し て い る 。
3 . 研究 テ ー マ 、 主 な 研究業績等
3 つ の研究 テ ー マ を 掲 げ、 ヒ ト と 分裂酵 母 を
対 象 に 進 め て い る 。 i) 遺 伝 情 報 の 転 写 機構 の
肩ìJf 究、 ii ) RNA ボ リ メ ラ ー ゼ II (Pol II ) の 活
性制御 を 基盤 と し て 協調 的 に 制 御 さ れ て い る 細
胞核 l人j事象の研究、 iii) 遺伝情報制 御 の 破綻 に
伴 う 疾 患 の 州 態 解 明 に 向 け た研究。 新 た な 研究
需 と な り 、 解析子i去 は 従 米 の /七化d字、 細胞生物
学 に 加 え 、 遺伝学、 分子生物学、 構造生物学 を
組 み 合 わ せ て 解析 を 進 め る 内 容 に 転換 し た 。
教授の 大熊 は 、 米 |玉| ロ ッ ク フ エ ラ ー 大 学 に お
い て 1990年 に Pol II の 転 写 開 始 に 際 し て 必須 と
さ れ る 5 稀 の 基 本 転 写 肉 f の 会 つ TFIIE を 世
界 に 先 駆 け て 精 製 し 、 翌 年会 そ の 2 つ の サ ブ ユ
ニ ッ ト の cDNA ク ロ ー ニ ン グ を 行 い Nature 誌
に 連 報 で 発 衣 し た 。 こ の TFIIE の 構 造 と 活性
を 解析 し 、 構 造 は 横浜市大 の 内 村 善文教授 と 共
同 で 向 サ ブユ ニ ッ ト の コ ア 領域の構造 を 決定 し
た 。 活性 は 、 変異体 を 用 い て 機能領域 同 定 を 行
い 、 ま た Pol II が 転 写 を 開 始 す る |祭 に TFIIE
が転写 開 始 点 近 傍 に 結 合 し て TFIIH に よ る プ
ロ モ ー タ ー 領域 の 間 裂 を 誘導す る こ と 、 さ ら に
今年 に な っ て TFIIEα サ ブユ ニ ッ ト が Pol II 自
身 の 転 写 開 始 に 伴 う 構造変化 の 引 き 金 を 引 く モ
デ ル を 発 衣 し た 。 外部 資 金 は 、 特 定 領 域 研 究
「遺伝情報 デ コ ー ド j の 言↑画 班 と 文 部 科 学 省 タ
ン パ ク 3000 プ ロ ジ ェ ク ト 分担拠点 と し て 研究費
を 受領 し て い る 。
最 後 に レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関 し て は 、 研究室
旅行 を 行 う ほ か に 、 ス ポ ー ツ 大会への参加や花
見 な ど の 飲 み 会 で 親 睦 を 阿 っ て い る 。
衛生 ・ 生物化学 (分子細胞機能学)
本研究室 は 、 初代教授西荒介先生 (現富 山 医
科薬科大学名 誉教授) が平成 6 年 3 月 に 定年退
官 さ れ た 後、 平成10年 (1998) 4 月 に 今中常雄
教授が着任 し て 分子細胞 機能学教室 と な り 7 年
を 経過 し た 。 平成 6 年以前 に 関 し て は 、 開学二
十 周 年 記念誌 (細胞 生物学の項) に 詳 し く 掲載
し で あ る の で、 こ こ で は 、 平成 6 年以 降 の 本研
究室 の歩み に つ い て 述べ る 。
平成 6 年 か ら 10年 ま で教授不在の後、 平成10
年 に 帝京大学薬学部 よ り 今中常雄教授が着任 し 、
現在 に 至 っ て い る 。 こ の 間 、 平成10年 に は 黒 崎
文也助手が本学薬学部 附属薬用植物 園 の 講 師 に
転 出 、 守 田 雅志助 手 は 平成15年 6 月 よ り 平成16
年 3 月 ま で 米国 ジ ョ ン ズ ホ プ キ ン ス 大 学 ケ ネ
デ ィ ー ク レ ー ガ ー 研究所 に留学。 平成17年 に は
当研究室博士課程 出 身 の 柏 山 恭範君が助手 と し
て 採用 さ れ た 。 現在、 今中常雄教授、 岡村昭治
助教授、 守 田 雅志助手、 柏 山 恭範助手 の 4 人 で
教育研究 に 当 た っ て い る 。
当研究室 は そ の 名 称、 に あ る よ う に 、 細胞 小器
官 ( オ ル ガ ネ ラ ) の機能 と そ の 異常 を 分子 レ ベ
ル で解析す る こ と に よ り 疾患 の 原 因 を 解 明 し 、
医療 に 貢献す る こ と を 目 的 と し て お り 、 以下の
4 つ の テ ー マ で研究 を 展 開 し て い る 。 1 ) 脂 質
代 謝 に 密接 に 関 わ る ベ ル オ キ シ ソ ー ム と い う オ
ル ガ ネ ラ の機能、 特 に ABC ト ラ ン ス ボ ー タ ー
や lon protease の構造 ・ 機能 に つ い て の解析。
2 ) 副 腎 白 質 ジ ス ト ロ フ イ ー の 治療薬 開発の基
礎研究。 3 ) 動脈硬化症や血液凝 固 系疾患 と 関
連す る タ ン パ ク 質 の 小胞 体 に お け る 品 質管理制
御機構の解析。 4 ) 微小管 な ど細胞 骨格 を 形成
す る 各種 タ ン パ ク 質 の 分子種 と そ の機能 に つ い
て の解析。 現在、 研究室 に は博士課程 2 名 、 修
士課程13名 、 学部学生 5 名 が在籍 し て 各 々 前述
の研究 テ ー マ で実験 に 取 り 組 ん で い る 。 毎週金
曜 日 の研究セ ミ ナ ー で は 各 テ ー マ の学生が実験
結 果 に つ い て 発 表 を 行 い 、 活発 な 意 見 交換 を
行 っ て い る 。
こ れ ま で の研究成果 は一流の ジ ャ ー ナ ル に 発
表 さ れ て お り 、 研究業績 は 着 実 に 上が っ て い る 。
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こ の 7 年 間 に 発表 し た 原著論文 は37報、 総説 は
5 編、 著 書 は 7 編 で あ り 、 ま た 内外で 聞 か れ た
学会や 会議で発表 し て き た 。 主 と し て 発表 し て
い る 学会 は 、 日 本薬学会、 日 本生化学会、 日 本
分子生物学会、 ア メ リ カ 細胞 生物学会で あ る 。
大学院生 の 多 く は在学中 に 学会発表 を 行 い 、 さ
ら に 博士課程の学生 に は積極 的 に海 外で の 学会
発表の機会が与 え ら れて い る 。
こ れ ら の研究 を 行 う に あ た り こ れ ま で に 受 け
た 公的研究助 成 は 、 文部科学省科学研究費基盤
研 究 (C) (平 成 9 - 10年度、 今 中 常雄) 、 特 定
領域研究 (B) (平成10一 14年度、 今 中 常雄) 、
基盤研究 (B) (平成14 - 16年 度、 今 中 常雄) 、
萌 芽研究 (平成13 - 14年度、 平成15 - 16年度、
今 中 常雄) 、 奨励研究 (A) (平成11 - 12年 度、
守 田 雅 志) 、 基盤研究 (C) (平成16 - 17年度、
守 田 雅志) 、 厚生労働省科学研究 費 補 助 金特 定
疾患対策研究事業等 (平成 1 1 - 13年度、 平成14
- 16年度、 平 成 17年 度、 今 中 常 雄) 、 テ ルモ 科
学技術振興財 団 (平成11年度) 他 2 件、 ま た 財
団 法 人富 山 第 一 銀行奨学財 団 (平成17年 度、
守 田 雅志) で あ る 。
分子細胞 機能学研究室 に な っ て か ら 世 に 送 り
出 し た 卒業研究生 は44名 、 大学 院生修士課程15
名 、 博士課程 2 名 で あ る 。 博士課程の柏 山 恭範
君 は 「ベ ル オ キ シ ソ ー ム 膜 ABC タ ン パ ク 質
PMP70の ベ ル オ キ シ ソ ー ム 局 在 化機構 と ベ ル
オ キ シ ソ ー ム 膜上 で の ATP 結合 ・ 加水分解 に
伴 う 構造変化」 で、 田 中 幸 さ ん は 「変異型 ア ン
チ ト ロ ン ビ ン の細胞 内 蓄積 と Russell body 様
構造体形成 の 分子機構」 で平成17年 3 月 に 博士
号 (薬学) を 取得 し た 。 そ の 後、 柏 山 氏 は 当 研
究室の助 手 に 採用 さ れ、 田 中 氏 は 徳 島 文理大学
香 川 薬学部 の 助 手 に 採用 さ れ研究教育 に 活躍 中
で あ る 。
分子細胞 機能学教室で担 当 す る 講義及 び実習
は 、 学部で は 薬学概論、 基礎生化学 II、 基礎微
生 物 ・ 免 疫 学、 生 命 情 報 科 学 I、 専 門 英 語 I、
生 物 系 実 習 、 専 門 英 語 II 及 び卒 業 研 究 で 、 大
学 院薬学研究科 で は 分子疾患制御学特論 な ど を
担 当 し て い る 。
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薬用 資源学 (生薬学)
研究体制の変遷 と 現状
開 学20周 年記念事業以
後 、 千 成 7 {f 7 月 に つ I l i朝教授が就任す る ま で
の 当 研究室 の ス タ ッ フ は 、 清水写夫助教授 と 林
利 光助 手 の 2 人 で あ っ た 。 当 時 の 主 た る 研究 テ
ー マ は 「薬用 植物や伝示薬 な どの 天然物か ら の
炎症、 糖尿病、 ウ イ ル ス 感染症 な ど に 対 し て 有
用 な 生物活性成 分の探索研究」 と 「熱帯性薬用
植物 Scoparia dulcis L. が産 '-f_す る ジ テ ル ベ ン
類 の 組織培養系 を 片j い た 生合成研究」 で あ っ た 。
三 川 教授が就任 し た 翌 年 の 4 月 、 岩 j良 ( 斎 藤 )
l直 子 助 手が赴任 し 、 「 イ ン ビ ト ロ に お け る 生 物
i百件ー を 指標 に し た 創 薬 リ ー ド化合物 の ス ク リ ー
ニ ン グ」 と 「植物 の 三 次代謝 産物の 't合成酵素
を 対 象 と し た 遺伝 f レ ベ ル の 生合成研究J が新
た な テ ー マ と し て 開 始 さ れ た 。 そ の 後 、 清 水助
教授 は 平成 9 年 1 1 月 に 教授 に 昇格 し 、 翌 年 7 月
に 退職 し た 、 ま た 、 林助 手 は 、ド 成10{f 5 月 に 新
た に 設置 さ れ た 薬 品生理'芋研究室 の 助 教授 に 舛
格 し た 。 会 万 、 1' ;- ?良助 子 は 斗主 )，)(: 1 1 年 3 月 に 退職
し 、 三 川 教授 は 平成 1 2 年 3 月 に 定年 退行 し た 。
|口J {[: 8 川 、 林助教授 が 当 似| 究室 の 教綬 に 就任 し 、
1 0 JJ に 李 貞 範が助 手 、 q.f年 2 月 に 77 j与 誠が助救
援 と し て 赴任 し た 。 林教授就任 後 は 、 特 に Ii!英
方 薬 や 食用 ベ然物 を 対 象 と し た 新 規抗 ウ イ ル ス
活性分 子 の 探索 と 有効 利 用 J ， I熱'市↑午薬用 十l白物
Sco戸aria dulcis L. が生 産 す る ア フ イ デ イ コ リ
ン 頬 似引 の fト 物 i舌↑生 ジ テ ル ペ ン 類 の 代 謝 L学的
初| 究」 お よ び自 由助教授が実施す る 「縮 、 'j-:活
習 慣病 予 防 を 目 標 と し た 海 岸 薬 m 資源 の探索 と
剖 薬 化学TIJI 究jが主 な 研 究 テ ー マ と な っ て い る 。
研究業績 お よ び科学研究費補助金
10年 間 の 研
究業績 と し て 48報 の 町、 者 、 2 報 の 総説 お よ び 7
IlIJ の 著書が あ る υ ま た 、 科学研 究 費 補助 金 に よ
り 実 施 さ れ た 側 究課題の * な も の は 、 組織fi;: 益
系 を 利 用 し た ス コ パ ド ル シ 酸 B の 効 率 的 生 産
方 法 の 確 立 ( 、ド 成 7 年 度 1立研 究 C) 、 生 物 活
性天然物 を リ ー ド化合物 と す る 医 薬 品 開 発へ の
試験研究 ( 平 成 8 年 度 基 探 研 究 A) 、 細 胞 機 能
発現 に 関 す る シ グ ナ ル伝達系 を 標 的 と し た 't物
活性 ベ然物の探索研究 ( 、|λ成 9 年 度特 ;占領域研
究) 、 遺伝子治療へ の 応 用 と 抗 ウ イ ル ス 剤 作 用
増 強 を 日 的 と し た ウ イ ル ス 醇素活性化 因 子 の 検
索 ( 、|λ 成 9 年 度 基 盤 研 究 C) 、 海 藻 白 米 新 規 ジ
テ ル ペ ノ イ ド の リ モ デ リ ン グ に よ る 新型抗 ウ イ
ル ス 薬 の 創 製 ( 平 成 1 5年 度 基 盤 研 究 C) 、 コ ロ
ナ ウ イ ル ス の 増 殖特性 を 利 用 し た 阻害剤 の 開発
(平成16年 度基盤研究 C) 、 高等植物 に お け る 環
状 ジ テ ル ベ ン の生介成制御機構の ポ ス ト ゲ ノ ム
子i去 に よ る 解析 ( 平 成 1 7 年 度 萌 芽研究) な どで
あ る 。
学会活動 三 川 教授お よ び林助 手 は 、子成 8 年 か
ら 2 年 間 そ れ ぞれ 日 本植物細胞分 子生物学会の
会 長 お よ び幹事 の 任 を 、 ま た 、 三 川 教授 は 平 成
9 年 か ら 2 年 間 日 本薬学会北 陸 支 部 の 支部長 の
任 を 果 た し た 。 林教授 は 平 成 1 6 年 か ら 日 本薬学
会 北 陸 支部幹事 に 就 い て い る 。
教育活動 林教授が就任 す る ま で 、 当 研究室が
相 当 し て い た 科 日 は 「守A薬学」 、 「薬用 天然物 化
学」 、 「生 薬 学 実 習 」 お よ び 「生 薬 学 演 習 」 で
あ っ た 。 ま た 、 大 学 院 で の 担 当 は 「応)日 天然物
化学特論」 で あ っ た 。 平 成 1 4 年 度 か ら の 医学教
育 に お け る モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の j草 入 に
伴 い 、 |玉| 公 、工 大学薬学部長 会議の 1'- に 「薬学 モ
デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム 案」 作 成 委 員 会が設置
さ れ た こ と か ら 、 林教J受 は そ の メ ン バ ー の 一 目
と し て と り ま と め に あ た っ た 。 本学で は 、 医学
部 の カ リ キ ュ ラ ム 改 正 に 合 わ せ て て茶 宇: {'ïll で、 も 大
幅 な カ リ キ ュ ラ ム 改正が実施 さ れ 、 'j:_薬 学 関 連
科 fl に つ い て も 見 直 し が行 わ れ た 。 現在 の 担 当
科 目 は 「和 漢 医 薬 学 入 門 J ( 2 年 次 、 全 学 共 通
科 1 1 、 講 義 と 体験 実 習 ) 、 生 薬 学 ( 2 年 次、 講
義 と 実 宵 ) 、 天 然 医 薬 資 源 学 ( 3 午 次、 講 義)
お よ び応 用 大 然物化学特論 (大学院) で あ る 。
こ の カ リ キ ュ ラ ム 改 l十ー で 新 た に 東 洋 医 学 概論
( 3 年 次 、 医 学 部 教 日 が担 当 ) が 開 設 さ れ、 薬
学 生 は 臨 床 の 制 点 か ら 漢方 薬 の 基 本 的 な 事項 を
学べ る よ う に な っ た 。 ア 成 1 R 年 度 か ら 薬学教育
6 -\f布リ が ス タ ー 卜 す る の を 契 機 と し て 、 社 会 の
ニ ー ズ ( 医療現場 で の 問 題解決) に 貢献て、 き る
薬 剤 師 や 薬学研究 (技術) 者 を す て る た め に 微
力 を 尽 く し た い も の で あ る 。
薬用 資源学 (合成化学)
当研究室 の 沿草 は 旧 富 山 大学薬学部 ま で遡 る
が ( 開 学 十 周 年、 三 十 周 年記念誌参照) 、 本稿
で は 二 十 周 年以 降 に つ い て 述 べ る 。 二 十周 年 当
時の職員 は 教授小泉徹、 助教授竹 内義雄、 助手
高橋た み 子 で あ っ た 。 暫 く 後の小泉教授の配置
替 え に 伴 っ て 平成 8 年 6 月 に 竹 内 が研究室 を 担
当 す る こ と と な っ た 。 翌年 に 柴 田哲 男 講 師が着
任、 12年 に 高橋助 手 の 配置替 え 、 同 年 に 阿部肇
助手 の 着任 と 続い た 。 そ の 後、 や や 込み 入 っ た
経緯があ っ て 阿部助手 は 配置 替 え 、 柴 田 講 師 は
転 出 、 15年 に 藤 原朋 也助手が着任 し て 現在 の 陣
容 (教授竹 内 、 助手藤原) と な っ て い る 。
研究分野 と し て は看板通 り に 、 合成化学 の 基
礎 と 応用研究 を 展 開 し て き た 。 そ の 第 一 は キ ラ
ル 誘 導化試薬 CFPA の 開 発 で あ る 。 こ の 試 薬
の 反応性が著 し く 高 い こ と か ら 、 そ の 後、 絶対
配置決定の た め の CFTA 試薬 の 開発へ と 展 開 、
最終的 に は 市販す る ま で に 漕 ぎ着 け た 。 一連の
研究 は 広 い 関 心 を 集 め 、 囲 内 で は 名 大 ・ 野依教
授、 東北大 ・ 甲 お よ び藤村教授、 海 外で も シ ン
ガ ポ ー ル の サ ヌ ー ン 博士、 南 ア の ス テ ィ ー ン カ
ン プ教授等 と の 共 同研究へ と 発展 し て い る 。
ま た 、 創 薬への応用研究 と し て 、 フ ッ 素原子
の特徴 を フ ル に 活用 す る 目 的 で 、 ア ミ ノ 酸や ペ
プチ ド に フ ッ 素 を 導入 し た イ ソ ス タ ー の 合成研
究、 よ り 医薬 品 に 近づけ た 主題 と し て サ リ ド マ
イ ド 、 ド ネ ベ ジ ル 、 プ ロ フ ェ ン 類 の キ ラ ル 部位
に フ ッ 素 を 直接 的 に 植 え 込む合成手法 の 開発 と
薬理学的研究 を 達成 し 、 い ず れ も 特許 と な っ た 。
最近 で は 生体重要分子 の 副互 変異性構造が活性
に 関 与す る と の仮定で、 そ の 等価体 ( シ ュ ー ド
ロ ー グ) の合成 と 活性発現機構 の解 明研究 を も
開始 し た 。 こ の研究 は 、 生体有機化学分野 に新
概念 を 取 り 入 れた も の と し て 注 目 さ れて い る 。
10年 間 の研究業績 は 原著論文60報、 総説 6 編
で あ る 。 職 員 が受 け た科研補助 金 は 、 基盤 B、
国 際学術 (共 同 ) 、 萌 芽 、 奨励研究 な ど、 継 続
を 含 め る と 年 平 均 2 件 で、 全 て 研 究 代 表 者 と
な っ て い る 。 と り わ け、 延べ 5 年 間 の国 際学術
研究 で は 、 囲 内 4 機 関 、 海 外 5 機 関 と の 共 同研
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究 を 展 開 、 在 外研 究 の 機 会 も あ っ て 、 キ ラ ル
フ ッ 素構造 を 背景 に し た 基礎研究で多 く の 実績
を挙 げ た 。 こ れ ら が高 く 評価 さ れて 、 平成17年
に 竹 田国 際貢献賞 を 受賞す る 栄誉 に も恵 ま れた 。
ま た 、 旭硝子財 団 を 始 め 多 く の 財 団 か ら 研究助
成 を 受 け た 。 関係者 に心か ら 謝意 を 表 し た い 。
継続的 に 参加 し て き た国 内 学会 は 、 日 本薬学
会年会、 反応 と 合成 の 進歩 シ ン ポ ジ ウ ム 、 フ ッ
素化学討論会 等 で、 10年 間 で の 発表件 数 は 101
件、 招待講演等 も 10件 を 超 え る 。 国 際学会 に も
積極的 に 参加 し 、 招待講演 か ら ポ ス タ ー 発表 ま
で含め る と 、 発表件数は39件 に の ぼ る 。 ま た 、
こ の 間 に 訪 問 、 講演 し た海 外の 大学 も 20 を 数 え 、
10名 以上の外国 人研究者の 訪 問 を 受 け て い る 。
更 に 、 学会活動 の 一環 と し て 平成 1 1 年 に 『 反応
と 合成 の 進歩 シ ン ポ ジ ウ ム 』 を 、 12年 に 『有機
合成化学北 陸 セ ミ ナ ー 』 を 主催 し 、 17年秋 に は
国 際会議 nnternational Fluorine Conference in 
Toyamaj を 、 更 に 18年 春 に は 別 の国 際 会 議
WMC2006j を 、 当研究室が富 山 でお 世話 を す る 。
教育面で は 、 有機系教 官が少 な か っ た 期 間 も
あ っ て 、 有機化学I、 有機化学II、 医薬 品化学 、
合成化学等 の講義 を 次 々 と 担 当 し て き た 。 ま た 、
担 当 す る 学生実習 の実施内容 は 、 過去 に確立 し
て き た 重要項 目 を 継承す る と 共 に 、 時代 に即 し
た新た な 項 目 を も 加 え た 。 開 学 時 に 設置 さ れ た
化学系 実 習 室 の 大型 ポ ン プ は 関係者の努 力 で新
た な 機種 と な っ た 。 他方、 開学時 に 苦労 し て 導
入 し た薬学部の バ キ ュ ー ム ラ イ ン は大 き な役割
を 果 た し て き た が、 設置以来 の連 日 稼働 の た め
か、 ポ ン プ等 を 再整備す る 時期が来 て い る 。
私 は 開学時 に お 誘 い を 受 け て そ の 1 年半後 に
五福 キ ャ ン パ ス に 赴任 し た の で、 人生の大半 を
本学 と 共 に 過 ご し て き た こ と に な る 。 平成 10年
正 月 に 、 最 愛 の 上 司 か っ 最 大 の 研 究 理 解 者 で
あ っ た 前任教授の小泉先生が急逝 さ れ た 。 開学
当 初 と は設備 も 研究陣 も 大 き く 様変 わ り し た が、
過去30年 聞 を 振 り 返 る と や は り 感慨深い も の が
あ る 。 折 し も 薬学部 6 年制が始 ま る 。 薬学の基
礎 と な る 有機化学 を 、 教育、 研究の両面か ら 支
え る こ と で 、 新生富 山大学の発展 に寄与す る こ
と がで き れ ば と 願 っ て い る 。 (竹内 義雄)
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1 ) 沿革
平 成 1 6年 3 月 1 日 に 助 教授 の み の 講陪 と し て
新 設 さ れ、 矢倉隆之助教授が着任 し た 。 場所 は
薬 学研究棟 4 階 で 、 薬 用 資源学講座合成化学研
究室 の 第 2 研究宗 を 譲 り 受 け た 。
2 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
平 成 1 6 年 4 月 に 矢倉助教授 の 前任校 か ら 大学
院修士課程 2 年 次生 1 ::71 が特 別 研 究生 と し て 派
遣 さ れ、 研究活動 が 開 始 さ れ た 。 同 年 10 月 下 旬
に 薬学部 3 年次生 2 ::71 が配属 さ れ、 本格 的 に 研
究室 と し て 動 き 始 め た 。 現在、 修上課税 1 年次
生 1 名 、 4 年 次 生 2 名 の 総 勢 4 名 に て 研 究 を
行 っ て い る 。
研 究 テ ー マ は 有 機化学、 特 に 有機合成化学 を
基盤 と し た 医薬化学研究で あ り 、 新規有機介成
反応 の 開 発 と そ れ を 用 い る 生物活性天然物 お よ
びそ の 誘導体の合成研究 を :主 た る 研究 テ ー マ と
し て い る 。
研 究 テ ー マ
1 生物 お よ び性別i斤性物 質 の 医 薬化学
的研究
2 抗腫場活性天然物 の 介成研究
3 実 肘 的 で汎用 性 の 高 い 有機台成反応
の 開 発研究
・ * な 研究業績 ( 平 成 1 6 年 以 降 )
( 1  ) 論文発表
Takayuki Yakura， Wataru Muramatsu， 
and J un'ichi Uenishi : Stereoselective 
synthesis of C 3 - C12  dihydropyran 
portion of antitumor laulimalide using 
copper-catalyzed oxonium ylide forma­
tion - [2 ，  3J  shift. Chem. Pharm. Bull. ， 53 
( 8 ) ， 1436 - 1437 ( 2005) . 
( 2 )  学会発表
矢 倉 降 之 、 村松i歩 、 L丙1開 会 . 金属 カ ル
ベ ノ イ ド の オ キ ソ ニ ウ ム イ リ ド 形 成 一
[2 ，  3 J 転位 反応 を 鍵 反 応 と す る 抗腫場
活 性 ( 一 ) -laulimalide の C 3 - C 1 2 フ ラ グ
メ ン ト の 合 成研究. 日 本 薬 学 会 第 1 25年
会 (東京) 、 2005 . 3 .
- 科学研究 費補助金等の 受 入状況 (平成16年以
降 )
子成 1 6年 度 出 村科学技術振興財 団 助 成 金
200 千 円
「新規 ジ ア ゾ ケ ト ン 類 の 触 媒 的 イ リ ド 形
成 一 転位 反 応 の 開 発 と そ の 応 用 J
第25 回 ( 平 成 1 6 年 度 ) 薬学術究奨励 財 団
研究助 成 金 1 ，  000千 IJ]
「 ロ ジ ウ ム 触 媒 反応 の 効 系 化 と そ の 応 用
研究」
、ド成 1 7 年 度 科学研究費補助 金基盤研究
(C) 2 ， 400 下 円
「 実 用 的 な 環境調和 型 反 Lむ の 開 発 を 日 指
し た 高 効 率 的 金属 カ ル ベ ノ イ ド 反応 の 新
展 開 j
3 ) 講義、 実 習 等
薬学部 2 年 次 生 前期 有機化学 l 、 同 2 年 次
生後期 有機化学実習
大学院薬学研究科 分子設計学特論
4 ) 教育指導 目 標
研究 を 通 し て 、 学年 に ド 記 の 力 を つ け さ せ る
こ と を 目 標 に し て い る 。
0 ク ス リ を 化学構造式 で理解 し 、 そ の 作用 を
化学反応 と し て 解釈す る
。科学 的 か っ 論瑚的 に 思 考す る
o n 分の 考 え で行動 し 、 自 分の 行 動 に 責任 を
持つ
O f'j 分 の 言葉 を 持 ち 、 自 分の 亘葉で話す
薬剤設計学 (物理化学)
物理化学研究室 は 昭和38年 1 月 富 山 大学薬学
部製薬化学科薬 品物理化学講座 と し て 富 山 市奥
田 の 仮研究室で発足 し た 。 1 月 に榎本三郎教授、
4 月 に 井上正美助手 ( 昭和47. 4助教授) 、 星野
重孝助手 (昭和38. 4�昭和41. 3) が発令 さ れ
た 。 そ の 後、 棚 田 成 紀 助 手 ( 昭 和41. 4� 昭 和
47. 3) 、 上 山 勉教務職員 (昭和55. 4助手) 、 柏
木寛助手 (平成 12. 11講師) が加 わ っ た 。 昭和
51年 4 月 富 山 医科薬科大学への再編移転 に伴い、
研究室 の 名 称 を 物理薬剤学講座触媒化学研究室
と 変更 し た 。 榎本教授 は触媒化学 の 分野で多 く
の業績 を挙 げ、 平成元年 3 月 に 退官 さ れ た 。 上
山助手 は平成元年 8 月 に 退官、 井上助教授 は富
山大学 に 転 出 さ れ た 。 こ の 間 の 教室 出 身者 は 154
名 を 数 え 、 25名 が修士 の学位、 4 名 が博士の学
位 を 取得 し て い る 。
平成 2 年 2 月 上野雅晴教授が附属病 院薬剤 部
よ り 移籍 本研究室 を 担 当 す る こ と と な っ た 。 研
究 の 中 心が コ ロ イ ド物理化学 と そ の 医療応用へ
と 変化 し た 。 そ れ に と も な い研究室 の 名 称 を 物
理化学研究室 と 改 め た 。 4 月 に 2 名 の 修士学生
を 迎 え 、 柏 木助手 と と も に新 し い研究室 の 一歩
を 踏み 出 し た 。 同 年 6 月 講座再編成 に よ り 、 物
理薬剤学講座が廃止 さ れ、 旧構成 3 研究室の う
ち 、 本研究室 と 量子化学研究室が新 た に で き た
薬剤 設計学講座 に所属 す る こ と と な っ た 。 薬学
部 に お け る 物理化学の教育 を 担 う と と も に 、 研
究面で は 、 よ り 医療 を 志 向 し た 物理化学 の 展 開
が新講座 開設の趣旨 で あ っ た 。 周 年 8 月 京都薬
科大学 よ り 古 川 広之 助教授 (平成17年 4 月 広 島
国 際大学教授) が着任 し た 。 平成 3 年 4 月 に 松
本千香 技官 (本学薬学部 よ り 、 平成 4 年 7 月 退
職) を 迎 え た 。 平 成 6 年 4 月 小 暮 健 太 朗 助 手
(平成 10年 3 月 徳 島 大学へ転 出 、 現在北海 道 大
学講師) が着任 し た 。 同 年 9 月 に は 第 1 回 同 窓
会が聞 か れ た 。 ま た 毎年薬剤 部 と の合 同 テ ニ ス
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大会 を 開催 し 、 現在 も 続い て い る 。 平成15年 6
月 徳 島大学 よ り 新進気鋭の 木平孝高助手が着任
し た 。 平成17年10月 に 第 3 回 同 窓会 を 予 定 し て
い る 。 こ の 1 5年 間 に 88名 の学部学生、 25名 の 修
士、 4 名 の博士が本研究室 よ り 巣立 っ て い っ た 。
そ れぞれの分野で、 ま た そ れぞれの国 で活躍 し
て い る 。
本研究室 は教育面 で は 、 物理化学 2 (薬学部
2 年生) 、 薬 品物理化学 (薬学部 3 年生) 、 物理
化学実習 、 及 び大学 院 に お い て物性物理化学特
論 を 担 当 し て い る 。 物理化学 そ の も の の 知識の
習 得 と 同 時 に 、 科学への憧れ と 探究心 を 引 き 出
す こ と を 目 的 に 教育 に 力 を 注 い で い る 。 研究面
で は 自 由 な 発想 と 基礎力 に 裏打 ち さ れ た 思 考 に
重 き を 置 き 、 大 き く 2 つ の グ ル ー プ、 物理化学
基礎研究 グ ル ー プ と 医療応用 グ ル ー プが互 い に
刺激 し つ つ研究 を 進 め て い る 。 基礎研究 と し て 、
両親媒性物 質 が 自 己組織化 に よ り 新 た な 機能 を
有す る 高次集合体 に 成長す る 道筋 を 、 特 に 、 リ
ン脂 質 を 水 に 分散 し た と き に 形成 す る 閉 鎖小胞
(ベ シ ク ル ま た は リ ボ ソ ー ム ) を 取 り 上 げ、 そ
の融合、 成長、 分裂、 増殖 を 支配す る 因 子 の 解
明 と い う 見地か ら 研究 を 進 め て い る 。 ま た 、 平
衡状態 に あ る ミ セ ル か ら 準安定状態 に あ る ベ シ
ク ルへの転移現象 に 関 す る 研究 も 興味の 中心で
あ る 。 医療応用 と し て は 、 癌化学塞栓療法の機
能性塞栓材料 と し て の リ ボ ソ ー ム の 利 用 、 人工
膜 ワ ク チ ン の 試作、 遺伝子や蛋 白 質 の キ ャ リ ヤ
ー と し て の ナ ノ 構造体の 開発な ど を 試み て い る 。
人工膜 ワ ク チ ン に 関 し て 、 日 本薬学会115年会、
120年 会 の ハ イ ラ イ ト に 選抜 さ れ た 。 こ れ ら の
研究は 文部科学省科学研究費補助金や 多 く の 財
団 (薬学研究奨励財団、 富 山 県新世紀産業機構
ほ か) の援助 に よ り 支 え ら れて き た 。 社会的要
請、 実用 性 の 高 い分野 に あ っ て も 、 流行や業績
主 義 に 陥 る こ と な く ほ ん も の の 学 問 を 追求す る
姿勢の 重要性 を 再認識 し て 物理化学研究室の紹
介 と し た い 。
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薬剤設計学 (構造生物学 )
構造生物学 は 、 タ ン パ ク 質 や核離 の 立体構造
か ら 生命現象 を 明 ら か に す る こ と を 日 的 と す る
学 問 で あ り 、 近 年 の 医 学 ・ 薬 学 の 分野 に お い て
も 重要視 さ れ て い る 。 薬剤 設 計 学構造生物 学 は 、
富 山 医科薬科大学 に お け る 構造生物学 の推進 に
努め て い る 。
本講座 は 、 物理薬剤学 足:子化学 ( 富 山 大学薬
学部製薬化学科薬 品 製造工学講座改め ) と し て
出 発 し た 。 富 山 医科薬科大学 に 移行 し た 時 の ス
タ ッ フ は 、 永 原 茂 ( 教 授、 故 人) 、 北 川 泰 司
(助教授) 、 森佳洋 (助手) の 3 人 で あ っ た が、
昭和 54年 か ら 新 た に 篠 田 裕之 (助手) が加 わ っ
た 。 昭和58年永原教授の 定年退官後、 平成 2 年 、
講内名 は 薬 剤 設計学量 子化学 に 変 わ る が、 教育
研究の 基本的体制 は 、 平成10年 に 現荘 の 薬 剤 設
計学構造生物学が発足す る ま で ほ と ん とョ変 わ ら
な か っ た 。 担 当 科 目 は 物理化学 と 量子化学 ( 永
原教授紅任 期 間 中 ) お よ び物瑚化学実習 で あ っ
た 。 こ の 問 、 本講座 は 学生諸君 か ら 「景子」 と
い う 名 前 で 親 し ま れ、 卒業生全数は そ れ ほ ど多
く は な い が、 今癖 も 二癖 も あ る ユ ニ ー ク な 学f主
が集 ま っ た 。 当 初 の研究 テ ー マ は 、 1 ) 量子化
学計算 を 用 い た 薬物 を 含 む 生 体 関 連 分 fの構造
や 反 応 性 に 関 す る 理 論 研 究 、 2 ) 水 素 結 合 に
よ っ て 会合 し た ク ラ ス タ 一 分 f の 分光学 (真空
紫外お よ び レ ー ザ 一 分光学) / 質量分析研究、 に
大 別 す る こ と が で き た 。 平成 に 入 っ て 、 後 者 の
研 究 テ ー マ の 一 部 は 、 (逆) ミ セ ル 溶 液 系 に お
け る 動力 学 お よ び レ ー ザ一 光化学研究へ と 発展
的 に 解消 し た n こ の 問 、 本学予算 に よ る 高 度 な
量子化学計算が可 能 な 計算 シ ス テ ム の 導 入 (平
成 9 年 ) お よ び レ ー ザ一 光源 ( エ キ シ マ ー レ ー
ザ ー ( 昭 和57年) と YAG レ ー ザ ー ( 平 成 9
年 ) の 導入 な ら び に 科研 費等 に よ る 周 辺計測 シ
ス テ ム の構築 は こ れ ら の研 究 テ ー マ を 遂行 す る
上 で不可 欠 で あ っ た 。
平 成 10年 に 河 野 敬 一 ( 教 授) が 着 任 し 、 ス
タ ッ フ は 河野敬一 (教授) 、 北 川 泰 可 (助教授) 、
森 佳 洋 (助 千) 、 篠 田 裕 之 (助 手) の 4 人 と
な っ た 。 平成13年北川 助教授 の 定年退官後、 水
1 1 峰之 ( 講 師 ) が着任 し た 。 平 成 1 6 年 度 か ら 河
野教授が北海道大学大学 院理学研究科 に 異動 し
た た め 、 現在の ス タ ッ フ は 水 口 峰之 (助教授) 、
森 佳 洋 ( 講 師 ) 、 篠 田 裕 之 (助 手) の 3 人 と
な っ て い る 。
河野教授が着任す る と 同 時 に 講座 名 を 薬剤 設
計学構造生物 学 に 変更 し た 。 こ の 頃 よ り 本議時
で は 、 物理化学 I お よ び構造生物 学 の 講義 と 物
理化学実宵 を 担 当 し て い る 。 主 な 研究 テ ー マ は 、
核 磁 気 共 鳴 (NMR) 法 に よ る タ ン パ ク 質 の 立
体構造解析 で あ り 、 こ れ ま で に 斗t物学的 に 重要
な タ ン パ ク 質 や ペ プチ ド に つ い て 多 く の 立体構
造 を 明 ら か に し て い る 。 さ ら に 、 タ ン パ ク 質 の
立体構造異常 と ア ミ ロ イ ド 病 に 関 し て い く つ か
の 重要 な研究成果 を 得 た 。 ま た 、 本講座 で は 多
く の研究 プ ロ ジ ェ ク ト に 参画 し 、 本学 に お け る
構造牛物 学 の 発展 に 努め て き た 。 参両 し た プ ロ
ジ ェ ク ト の 主 な も の と し て 、 新技術 ・ 新分野創
出 の た め の 基礎研究推進事業 「昆虫 成 長 岡 子 の
機 能 解 明 と 利 用 に Inj け た 基礎研究J (作 物 系 特
定 産 業技術推進 機構、 平 成 1 l � 1 5年 度) 、 科 学
技術振興調 整 費 「若 子 任 期 付 研 究 員 支援J ( 文
部 科 学 省 、 平 成 1 3 � 1 7 年 度) 、 タ ン パ ク 3000 プ
ロ ジ ェ ク ト 個 別 的解析 プ ロ グ ラ ム 「 タ ン パ ク 質
高 次構造形成 と 機 能 発 現J ( 文 部 科 学 省 、 平 成
14�18年 度) 、 有 用 遺 伝 f 活 用 の た め の 植 物
( イ ネ ) ・ 動物 ゲ ノ ム 研 究 「 タ ン パ ク 質 立体構
造解析 に 基づ く 遺伝 f 機 能 の 解 明J ( 農 業 生 物
資源研究所、 平成14�16年度) があ る 。 こ れ ら
の研究 プ ロ ジ ェ ク ト や 科学研究 費補助金等 の 助
成 金 は 、 本学 に お け る タ ン パ ク 質構造生物学 の
推 進 に 不可 欠 で あ っ た 。 特 に 、iえ成14年度か ら 参
画 し て い る タ ン パ ク 3000 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 連 し
て 、 平 成 1 6年 2 月 に タ ン パ ク 質 、'r:体構造解析 シ
ス テ ム (Bruker A vance 800 NMR装 置) を 導
入 し た 。 こ の 装 置 は タ ン パ ク 質 用 NMR 装 置 と
し て は 世 界 最 高水準 で あ り 、 本学 に お け る 構造
性 物 学 の 発展 に は 欠 く こ と の で き な い 装 置 と
な っ て い る 。 さ ら に 本講座 は 、 本学 と 製薬 企業
21社が加盟す る 蛋 白 質構造解析 コ ン ソ ー シ ア ム
の 基本協定 (平成17if. 5 月 3 1 日 締結 ) に 基づ く
産学連携の推進 に 中 心 的 役割 を 果 た し て い る 。
薬物生理学 (生物物理化学)
医薬大発足時、 当 研究室 の 大講座名 称、 は物理
薬剤学で あ り 、 竹 口紀晃が助教授 と し て 富 山 大
学 よ り 配置換 え と な り 研究室がス タ ー ト し た 。
竹 口 は 昭和 57年 7 月 に 教授 に 昇任 し た 。 平成 2
年度の改組 に よ り 、 物理薬剤学 (教授定員 3 ) 
は薬剤 設計学 (教授定員 2 ) お よ び薬物生理学
(教授 定 員 2 ) の 2 つ の 大講座 に 分か れ、 竹 口
は 薬物生理学講座教授 に就い た 。 そ の 後、 竹 口
は平成16年 3 月 ま で の 長 き に わ た り 、 当研究室
の教育、 研究 に 多 大 な 尽力 を し た 。 平成17年 2
月 よ り 、 酒井秀紀が研究室 を 担 当 し て い る 。
平成 8 年 以 降 の 当研究室の ス タ ッ フ は 、 竹 口
(平成 1 1 年 4 月 薬学部長、 平成 14年 8 月 副学長、
平 成 16年 4 月 名 誉 教 授) 、 酒 井 (平 成 10年 5 月
助 教授、 平 成 17年 2 月 教授 に 昇任) 、 森 井 孫 俊
(平成17年 4 月 助教授 に 昇任) 、 浅野真司 (平成
8 年 3 月 当研究室助手か ら 遺伝子実験施設助教
授 に 昇任 、 現立命館大学情報理工学部教授) で
あ る 。 酒 井 は 平成 8 年 9 月 よ り 平成10年 4 月 ま
で フ ラ ン ス CNRS 分 子 細 胞 薬 理 学 研 究 所 で
Na+ チ ャ ネ ル の 分子生物学的研究 を 行 っ た 。
竹 口 は 胃 プ ロ ト ン ポ ン プの研究で世界 を リ ー
ド し 、 囲 内 製薬 メ ー カ ー の新規 胃 プ ロ ト ン ポ ン
プ阻害薬 の 開 発 に 重 要 な 役割 を 果 た し た 。 現在、
酒井 と 森井がそ の 流 れ を 引 き 継 ぎ、 酒井 は 胃 プ
ロ ト ン ポ ン プ と 分子会合や機能共役す る イ オ ン
輸送蛋 白 質 の研究、 森井 は 高性能 コ ン ピ ュ ー タ
を 駆使 し た 胃 プ ロ ト ン ポ ン プの 分子動力学的研
究や 胃 プ ロ ト ン ポ ン プの フ リ ッ パ ー ゼ機能の分
子機構 の 解明 な ど を 行 っ て い る 。 当研究室で発
見 し た 胃 酸分泌細胞 の細胞 防御塩素 イ オ ン チ ャ
ネ ル も 重要 な研 究 テ ー マ で あ る 。
大腸の イ オ ン 輸送の研究 も 精力 的 に 行 っ て き
て お り 、 ラ ッ ト 大腸粘膜で抗 ガ ン 剤 に よ り 5 1 き
起 こ さ れ る 新規下痢機構 を 発見 し た 。 酒井 は 第
2 外科塚 田 教授 と 、 ヒ ト 大腸組織 を 使 っ た 共 同
研 究 を 行 っ て お り 、 大腸粘 膜 に お け る イ オ ン
チ ャ ネ ル の 調節機構や大腸 ガ ン 組織 に お け る ポ
ン プ や チ ャ ネ ル の発現変動機構 な どの テ ー マ に
取 り 組 ん で、 い る 。
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平成 8 年 以 降 の 科学研究費補助金の受 け 入 れ
状況 は 、 竹 口 関 係 で は 、 重点領域研究 ( 8 - 10 
年度、 2 件、 分担 ， 9 年度、 代表 ; 10年度、 分
担) 、 特 定 領 域 研 究 (10年 度、 代 表、 12 - 15年
度、 代 表) 、 基 盤 研 究 A (13  - 15年 度、 代 表) 、
基 盤 研 究 B (10 - 12年 度、 代 表) 、 荷 芽 研 究
(10年度、 代 表) 、 酒井関係 で は 、 重点領域研究
(10年 度、 分 担) 、 特 定 領 域 研 究 (12年 度、 代
表 ; 16年度、 代表) 、 基盤研究A (13 - 15年度、
分担) 、 基 盤 研 究 B (10 - 12年 度、 分 担 ; 15 -
17年 度、 代 表) 、 基 盤 研 究 C (13 - 14年 度 ; 代
表) 、 奨励研究 ( 1 1 一 12年度、 代表) 、 萌 芽研究
(16 - 17年度、 代 表) 、 森井 関 係 で は 、 基盤研究
A (13  - 15年 度、 分 担) 、 特 定 領 域 研 究 (16年
度、 2 件、 分担) で あ る 。
ま た 財 団 等 か ら の助成 は 、 酒井関係で 医科学
応 用 研究財 団 (11年 度) 、 上 原 記念生命科学財
団 (1 1 年 度) 、 薬学研究奨励財団 (12年度) 、 武
田 科学振興財 団 (12年度) があ る 。 受賞 に 関 し
て は 、 酒 井 関 係 で 日 本 薬 学 会 奨 励 賞 (1 1 年 3
月 ) 、 と や ま 賞 (14年 5 月 ) があ る 。
当研究室が担 当 し て い る 平成17年度の 講義科
目 は 生物物理化学 ( 2 年次生対象、 酒井、 森井
担 当 ) 、 製 剤 学 ( 3 年 次 生 対 象 、 森井、 酒 井 担
当 ) 、 ト ラ ン ス ポ ー タ ー 論 ( 3 年 次 生 対 象 、 酒
井、 森井担 当 ) で あ る 。 講義で は 、 基礎的 内 容
に 加 え 、 時代 に 沿 っ た新規内容 を 盛 り 込 ん で、 い
る 。 実習 は 医療系実習 (生物物理化学 ・ 製剤j学
実習) を 担 当 し て い る (酒井、 森井) 。
平成17年 3 月 ま で に 当研究室 で修士課程 を 修
了 し た 学 生 は 74名 、 博士課程 を 修了 し た 学生 は
14名 で あ り 、 主 と し て 製薬企業研究者や 大学教
員 と し て 活躍 し て い る 。 最後 に 、 当研究室 の 設
立 当 時 か ら の伝統 を 3 つ o 1 ) 毎週月 曜 日 夕 方
の セ ミ ナ ー 。 学生の 英語文献読解力 を 高 め て い
る 。 就職 し で も こ こ で、養 っ た 力 が通用 し て お り 、
企業か ら の 評判 も 良 い 。 2 ) 土曜 日 は 休み で は
な い 。 学生全員 が実験等 に 励 ん で い る 。 鉄 は 熱
い う ち に 打 て 。 3 ) 教授室 の ゴム の 木。 竹 口 が
育 て 、 こ れ ま で 在籍 し た す べ て の 研 究 室 員 に
と っ て 共 通 の 話題 に な る 大切 な 木。 現在 は大木
と な り 元気 に 生 育 中 。 (酒井 秀紀)
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薬物生理学 (薬品生理学→医療薬学)
当研究索 は 平 成 2 {f の 改組 に よ り 、 物理薬剤
学講座が薬剤 設計学 と 薬物生理学の 2 つ の 大講
座 に 分か れ 、 そ の 薬物生理学議院 の 1 研究2主 と
し て 誕生 し た 。 し か し 、 実 質 的 な 研究室 ス ペ ー
ス が な か っ た た め 発足が遅れ、 そ の 後 当 研究室
区域 を 含 む 医薬研究棟が建設 さ れ た こ と に 伴 い 、
平成10年 5 月 に林利光 (助教授) 及 び酒井秀紀
( 助 教 授 ) が 着 任 し た 。 平 成 1 2年 7 月 に は 林 が
生薬学研究室 に 、 平 成 1 6年 1 0 月 に は 酒井が生物
物理化学研究室 に 移籍 、 そ れ ぞれ教授 と し て 活
躍 し て い る 。 そ の 問 、 平成 1 2年 9 月 に は 赤尾光
昭 (助教授) が新 た に 加 わ っ た 。
薬学部 6 干「ム 制 が平成18守会 4 月 よ り 発足 す る に
あ た り 、 当 研究室 は 平 成 1 7 年 9 月 よ り 医療薬学
研 究22 に 改組 さ れ、 赤尾が教授 に 昇任 、 新 た に
今村理1ft (助教授) が加 わ り 、 6 年 制薬学科 に
お け る 薬 剤 師養成教育 に 関 わ る 研究室 と し て の
役割 を 担 う こ と と な っ た 。 6 年 制 薬 剤 師養成教
育 の 最大 の 特徴 は 、 2 年 間 の 延長 に 伴 い 実務 実
育 期 間 が 6 か 月 以 卜ー に 延長必修化 さ れ、 薬剤 師
職 能 に 関 わ る 医療現場 に お け る 教育 が病 院 及 び
保 険薬 局 で 行 わ れ る こ と で あ り 、 こ の 長期 実 務
実 習 の 粂 学部 に お け る 刊一 当 研 究宗 と し て 内 出 発
す る 。
子�研究室 で は 、 x 然 物 、 消 化 管 、 告Ij 薬 を key
word � こ in vitro か ら tn V1VO ま で l幅 広 い 視野 で 、
生体 レ ベ ル に お け る 生理及 び"�Ij;j態解 明 、 薬物作
用 機序 解 明 、 自j 薬研究 を 」 貫 し て 行 っ て き た 。
林 は 、 ①天 然物 由 来 の新規生物活性分子 と し
て 、 ít肘i菜類; ゃ 放線菌 由 来 の 抗 ウ イ ル ス 作 用 成
分 の 分離 、 そ の構造 と 作用 機序解 明 、 ウ イ ル ス
感染症 に 対す る 有 用 性 の 検討 、 ③高等植物 由 来
ジ テ ル ベ ン 、 ponicidin 及 び scopadulciol に よ
る 抗 ウ イ ル ス 薬 acyclovir氾anciclovir の 作 用 増
強効果解 明 、 そ の 癌 の 遺伝子治療へ の 応 用 、
熱帯性 薬 用 植物 Scoparia dulcis L. がjZ 生 す る
'4-:物活性 ジ テ ル ペ ン 類 の lf.合 成 関 連遺伝 子 の ク
ロ ー ニ ン グ 、 生合成調 節 因 f の 解 明 と 効率的 生
産 シ ス テ ム の 確立 に つ い て の 研究 を 行 っ た 。
酒 井 は 、 ① 胃 酸 分 泌 細 胞 の 新 規 発 見 sub-pS
塩素 イ オ ン チ ャ ネ ル が関 ワム す る 新 し い 細 抱 防御
機構 の 解 明 、 ② 胃 酸 (塩酸) 分泌機構 に お け る
塩素 イ オ ン 分j必蛋 白 質 の 分 子実体の 解 明 、 ③大
腸粘膜塩素 イ オ ン 分泌機構 に お け る ト ロ ン ボ キ
サ ン 九 の 新 規機 能 の 解 明 、 ④)( 腸 ガ ン に 関 与
す る イ オ ン 輸送 蛋 (1 質 の 解 明 を 目 的 と し て 、 電
気作理学的、 細 胞 年 玉県学 的 、 薬 理 学 的 、 分 子生
物 学 的 等 の 多 角 的 ア プ ロ ー チ に よ る 研究 を 遂行
し 、 こ の 分野 を リ ー ド す る 数 々 の新規知 見 を 発
表 し た 。
赤尾 は 、 主4柴 t薬効成分の薬効発現 と 腸 内
細 菌 代 謝 と の 関 連 に つ い て 、 in vitro 実験か ら
無 向 及 び ノ ト バ イ オ ー ト ( !)\fi菌 ラ ッ ト に ヒ ト 糞
便 由 来代 謝 菌 を 感染) ラ ッ ト を 用 い た in vivo 
実験 に よ る 検討 に よ り 、 高等植物 由 来 の 著 名 な
主 成 分で あ る 配糖体成分が腸 内細 菌 に よ り 活性
化 さ れ る 天然 の プ ロ ド ラ ッ グ で あ る こ と 、 ②オ
ウ ゴ ン の 抗 ア レ ル ギ 一 作 用 主 成 分 パ イ カ リ ン
( フ ラ ボ ノ イ ド 配糖体) も 腸 内 細 商 代 謝 物 パ イ
カ レ イ ン と し て 吸収後腸管 で、 バ イ カ リ ン へ と 復
元 さ れ る ブ ロ ド ラ ッ グ で 、 生 じ た パ イ カ リ ン は
multidrug resistance-associated protein 2 に よ
り 腸管腔 に 排 出 さ れ る ユ ニ ー ク な 腸管動態 を 示
す こ と 、 伺著名 な 1]:.薬 2 味か ら な る λ7 主主 甘草湯
の 薬 効 解 明 に 向 け 、 腸管 、n背筋収縮抑制 成分の
分離、 そ の 作 用 機 序 、 ④デ キ ス ト ラ ン 硫酸 ナ ト
リ ウ ム 誘発漬場性大腸 炎 モ デ ル ラ ッ ト に お け る
発症 に 及 ぼす 腸 内 網 菌 の 関 与 に つ い て 明 ら か に
し て き た 。
今村 は 、 薬剤 師養成教育 を 基盤 に 、 今後臨床
現場 に 根 ざ し たliJI 究 を 日 指 し て い る 。
(赤尾 光昭 )
附属薬用植物園
富 山 医科薬科大学薬学部 附属薬用植物 園 は 本
学 の 開 学 に 伴 っ て 昭和52年 に 設置 さ れ、 翌日年
に は 寺 町 の 富 山 大 学 旧 薬 用 植 物 園 か ら 現杉 谷
キ ャ ン パ ス への植物 の移動が完了 し た 。 本植物
園 は 1 万3， 000 凶 余 り の 敷地 に約2， 000種の植物
が栽培 さ れ て お り 、 そ の 規模 と 保有数 は国 立大
学 法 人 の 中 で も 群 を 抜 い て い る 。 杉 谷 地 区 へ
移 っ て か ら の 施設責任 者 は 、 初代が吉崎正雄先
生、 二代 目 が有津宗久先生、 そ し て 平成15年度
か ら は 黒崎文也が担 当 し て い る 。
元来、 薬学部附属薬用植物 園 は薬学関連の学
術研究及 び学生 の 教育 に 資す る こ と を 目 的 と し
て 設 け ら れ た も の で あ る 。 し か し な が ら 本学 で
は薬学部学生対象 の 実習 に と ど ま ら ず、 独 自 の
教育 プ ロ グ ラ ム で あ る 「和 漢医薬学入 門 」 に お
い て 医 ・ 看 ・ 薬 の 約260名 の 学 生 を 対 象 と し た
学部横断の実習 を 行 っ て い る 。 更 に 、 薬学部や
和 漢薬研究所の研究室 ・ 部 門 等 か ら 依頼 さ れ た
植物 の 栽培管理や研究材料の供与、 医学部研究
室への気象デー タ の提供、 依頼 を 受 け た 植物 の
鑑定等 も 業務 の 一環 と し て 手 が け て き た 。 ま た
対外的 に は 、 漢方薬 ・ 生薬認定薬剤 師研修会 の
実 習 を 担 当 し 、 薬 剤 師 の 卒 後 教 育 と キ ャ リ ア
ア ッ プの補助 の 一端 を 担 っ て い る 。 毎年春 季 と
秋季の 2 回 開催 さ れ る 薬用植物 園一般公 開 で は
500 - 1200人の 学外者が本 園 を 訪 れ、 近 年 大 学
に 強 く 求 め ら れて い る 地域貢献 に お い て も 大 き
な 寄与があ る も の と 自 負 し て い る 。
一般に植物 園 と 名 の付 く 施設は 「展示型」 あ
る い は 「研究型」 の い ずれか に 分類 さ れ る が、
本学薬用植物 園 は上述の よ う に展示型植物 園 と
し て 充分 な 実績 を 上 げ な が ら 、 研究型植物 園 と
し て も 時代 の ニ ー ズ に 合わせて そ の 内 容 の 衣替
え を 行 っ て き て い る 。 初代の 吉崎先生 は 主 に 薬
用 植物 資 源 の 栽培育種研究、 次い で有i畢先生 は
生理活性 を 有す る 植物 由 来 の 天然物有機化学、
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そ し て 黒崎 は 分子生物学的手法 を 用 い て細胞内
プ ロ セ ス の 改 変 に よ る 二次代謝制御 を主 な研究
課題 と し て い る 。 昨年度 よ り 新進気鋭 の 杉 山 博
士がス タ ッ フ と し て 参加 し て く れ た こ と に よ っ
て研究室 内 の 分子生物学的手法の基盤がい っ そ
う 整備 さ れ、 ま た 、 こ れ ま で、手が出せ な か っ た
植物 ゲ ノ ム の解析や in situ hybridization に よ
る 遺伝子発現 の 評価 が可能 と な っ た 。 薬学領域
で は研究者 人 口 が少 な い テ ー マ で あ る こ と か ら
得 ら れ た 成 果 に 対 し て 必ず し も 充分 な 理解 を 頂
く こ と がで き な い 面 も あ る が、 我 々 の研究 に 対
す る 評価 の メ ル ク マ ー ル の ひ と つ と し て 、 こ こ
5 年 間 に 科学研究費萌芽 3 件、 基盤 C 1 件、 基
盤 B 1 件 (分担 を 含 む) 、 受 託 研 究 5 件、 新 世
紀産業創 出 機構、 住友財 団 、 山 崎香 辛料振興財
団 の 補助 金 な ど を 外部資金 と し て獲得 し た 事 を
挙 げて お き た い 。
薬用横物 を 維持す る こ と は 生 き た細胞が有用
物 質 を 生産す る 能力 を 維持す る こ と で あ っ て 、
言 う ま で も な く こ の 生合成能 は購入 あ る い は保
存す る こ と が不可能 な も の で あ る 。 「研 究型植
物 園 」 に お い て は い わ ゆ る ス ク ラ ッ プ ア ン ド ピ
ル ド で そ の 時 々 の 要 請 に 応 え る 形で仕事 を し な
け れ ば な ら な い が、 「展 示型植物 園 」 と し て の
側 面 に お い て は あ る 意味で 「変 わ ら な い こ と j
が重要 な 使命の ひ と つ で も あ る 。 こ う い っ た ジ
レ ン マ の解決 と 法人化後特 に 強 く 要求 さ れ る コ
ス ト パ フ ォ ー マ ン ス の 向 上 と を 目 指 し て 、 最近
多 く の国 立大学法 人 で セ ン タ ー 化 な どの薬用植
物 園 の 再編 ・ 改組の動 き が活発化 し て い る 。 富
山 医科薬科大学薬学部附属 薬用植物 園 と し て の
30年 の歴史がい っ た ん幕 を 閉 じ た 後で、 研究施
設 と し て ま た 展示施設 と し て の 本植物 園 に どの
よ う な 未来が待 っ て い る の だ ろ う か。 当 事者 で
あ る 我 々 が適切 な 舵取 り を 行 う こ と は も ち ろ ん
で あ る が、 関係諸賢 の ご理解 と ご助言並 び に ご
支援 を 頂 け れ ば幸 い で あ る 。
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〈 薬学研究科 〉
臨床薬理学
1 . 研究体制 の 変遷 と 現状
. ス タ ッ フ
教 授 : 笹 岡 利 安
教授 (前) : 木村郁子
助 教 授 : 恒枝宏 史
助 手 : 和 田 努
. 研究 テ ー マ
1 )  2 型糖尿病 の 成 因 と イ ン ス リ ン 作 用 機 序 の
解 明 を 基盤 と し た 新 た な イ ン ス リ ン 抵抗性
改 善薬 の 開 発
2 ) 糖尿病性血管 障 害 の メ カ ニ ズ ム と 治療 法 の
開 発
3 ) 脳 で の イ ン ス リ ン 作用 と エ ネ ル ギ ー 代謝調
節 機構 の 解 明
4 ) 中 枢 神 経疾患 に お け る ニ コ チ ン 受符体の役
割 の 解 明
・ 主 な 研究業績 ( ス タ ッ フ が筆頭著者 あ る い は
責任著者の 原 著 の み 記載)
1 )  Tsuneki H et al .  Eur.  ] .  Neurosci . 1 2  : 
2475 - 2485 ， 2000. 
2 ) 羽Tada T. Sasaoka T et al .  Mol.  Cell. 
Bio1. 21 : 1633 - 1646 ，  200 1 .  
3 ) Sasaoka T et al. Diabetologia 4 4  : 1258  
1267 ， 200 1 .  
1 )  Sasaoka T et al. Endocrinology 142  : 5226 
5235 ， 200 1 .  
5 )  Tsuneki H . . .  Kimura I. Eur. ] .  Pharma 
co1 . 448 : 245 - 252 ，  2002.  
6 )  Ishihara H. Sasaoka T et al .  Mol .  Endocri. 
no1 . 16 : 2371  - 2381 ， 2002.  
7 )  Hori H. Sasaoka T et al .  Diabetes 5 1  : 
2387 - 2394，  2002.  
8 )  Sasaoka T et al .  Endocrinology 144 : 4204 
4214 ， 2003 . 
9 )  Ishihara H. Sasaoka T et al. FEBS 
Lett. 554 : 450 - 454， 2003.  
1 0) Tsuneki H et al .  ]. Physio1 . (Lond. )  
547 : 169  - 179 ， 2003 . 
1 1 )  Tsuneki H " ' Kimura I. Dani JA. Mol. Phar 
maco1 . 66  : 1061  - 1069 ，  2004. 
1 2 ) Sasaoka T. Wada T et a1 ]. Biol. Chem. 279 : 
14835 - 14843 ， 2004. 
13) Murakami S， Sasaoka T et al . Endocrinol­
ogy 145 : 3215  - 3223 ， 2004. 
14) Sasaoka T et al .  Diabetologia 48 : 336 
344， 2005.  
15)  Kagawa S， Sasaoka T et al .  ]. Clin. Endo司
crinol. Metab. 90 : 2 9 1 1  - 2919 ，  2005 .  
1 6 )  Tsuneki H . . . Kimura I. Eur. ]. Pharma­
co1 . 5 1 2  : 105 - 1 1 5 ，  2005.  
17)  Fukui K . . . Sasaoka T. Diabetes 54 : 1958 
- 1967 ，  2005 . 
- 科学研究補助 金 の 受入状況、 学 会活動
科学研究補助 金 の 受 入状況 (研究代表者 と し
て の 実績 )
笹 同 利 安
1 . 平 成 1 2年 度 : 科 学 研 究 補 助 金 ・ 法 盤 研 究
(C) ; 
研究課題名 : PI 3 キ ナ ー ゼ代謝産物 の 制
御 が イ ン ス リ ン 作用 に 及 ぼす
影響 と 病 態 で の 意 義 の 解析
2 . 平 成 1 3 ・ 14年 度 : 科学研究補助 金 ・ 基盤研
究 (C)
研究課題名 : リ ピ ッ ド ホ ス フ ァ タ ー ゼ に よ
る イ ン ス リ ン 作用 の 制 御 が個
体の精代 謝 に 及 ぼす影響の解
析
3 . 平 成 17 年 度 : 科 学 研 究 補 助 金 ・ 基 盤 研 究
(C)  
研究課題名 : 女性の糖尿病発症 防止 に 向 け
た エ ス ト ロ ゲ ン に よ る イ ン ス
リ ン 感受性調 節 機構 の 解 明
恒校宏 史
上 平成 1 4 ・ 1 5 1f 度 : 科学研究補助 金 ・ 若手研
究 (B)
研究課題名 : 喫煙 お よ び糖尿病 に よ る 脳血
管新生 の 修飾機構
2 . 平 成 1 6 ・ 17年 度 : 科学研究補助 金 ・ 基盤研
究 (C)
研究課題名 : 統合失調症 に 関 わ る ニ コ チ ン
受容体の 遺伝子多 型 と 機能異
常の解析
学会活動 (現ス タ ッ フ の所属学会)
笹 岡 利安 : 日 本内科学会、 日 本薬学会、 日 本糖
尿病学会、 日 本内分泌学会、 日 本病
態栄養学会、 ア メ リ カ 糖尿病学会
恒枝宏史 : 日 本薬理学会、 日 本薬学会、 日 本糖
尿病学会、 日 本神 経科学学会
和 田 努 : 日 本内科学会、 日 本糖尿病学会、 日
本内分泌学会
2 . 教育体制 の変遺 と 現状
・ 講義、 実習体制 と 内 容
学部講義 : 薬理学II で、 血液 ・ 造血器 ・ リ ン パ
系 、 内 分泌 ・ 代謝、 感染症、
妊娠 と 分娩/婦人科疾患 を 担 当
大学 院薬学研究科臨床薬学専 攻 で の 講義 ・ 実習
講義 : 臨床薬学概論、 病態薬理学特論 を 担 当
実習 : 臨床薬学専攻で の病棟実習 を 担 当
大学院教育 は 、 臨床現場で求め ら れ る 高 度 な
知識 と 豊富 な 経験 を 有 し た 臨床薬剤 師 の 育 成 を
め ざ し て本学第一内科の ご協力 を 得 て 行 っ て い
る 。
3 . 沿革 に つ い て
. 設置年 月 日
平成12年 4 月 1 日
臨床薬学の教育 と 研究 の 充実 を 図 る た め に 設
置 さ れ た 。
- 主 要人事 (教官 の 任免)
教 授 木村郁子 (平成12年 9 月 ~平成17年
3 月 )
第 3 節 薬 学 部 239
笹 岡 利安 (平成17年 5 月 ~現在 に 至
る )
助教授 : 笹 岡利安 (助教授 : 平成 1 2年 4 月 ~
平成17年 4 月 )
恒枝宏史 (平成17年 7 月 ~現在 に 至
る )
助 手 : 恒枝宏史 (平成12年10月 ~平成17年
6 月 )
馬 思龍 (平成15年 4 月 ~平成16年
3 月 )
和 田 努 (平成17年 8 月 ~ 現在 に 至
る )
- 施設、 設備 の 整備、 充実
平成12年 の 本講座設置 当 時 は 、 5 つ の研究室
と 実験台があ る の み で 、 何 も な い状態 か ら の 出
発 で あ っ た が、 現在 で は培養細胞 や病態モ デ ル
マ ウ ス や ラ ッ ト な どの動物 を 用 い て 、 遺伝子や
蛋 白 レ ベ ル で の 解析がで き る よ う 、 実験機器 を
整備 ・ 充実 さ せ て い る 。
4 . そ の他
・ 受賞 : と や ま 賞 (平成15年度) 笹 岡 利 安 「 リ
ピ ッ ド ホ ス フ ァ タ ー ゼ に よ る イ ン ス リ ン シ グ
ナ ル の制御機構 と イ ン ス リ ン抵抗性病 態 で の
意義の解明」
- 博士取得者 : 講座 開講後、 5 年 間 で 7 人 の 学
位取得者 を 輩 出 し た 。
そ の他、 当 講座 で は 年 1 回 の研究室旅行 と 定
期 的 な 親睦会 の 開催や、 講座対抗 ソ フ ト ボ ー ル
大会やバ ド ミ ン ト ン 大会参加 な どで、 研究室員
と の 懇親 と 親睦 を 図 っ て い る 。
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医薬品安全性学
医 薬 品 安全性学講座 は 、 薬学研究科 ・ 臨床薬
学 専 攻 の 基幹講座 の 1 つ と し て 、 平 成 1 2 年 4 月
に 新設 さ れ、 開 設 時 に 橋本征也教授 と 合葉哲也
助 教授が、 ま た 同 年 9 月 に 同 日 雅登助手が着任
し た 。 臨床薬学専攻 は 、 資 質 の 高 い 臨床薬剤 師
の 育 成 、 地域医療 を 担 う 薬 剤 師 の 再教育、 お よ
び臨床薬学研究 を 通 し て 新 た な 視点 に 立 っ た 薬
学研究者 の 育 成 を 、 主 な 設置 の 目 的 と し て い る 。
本議内 で は 、 こ れ ら の H 椋 に 沿 っ て 、 薬 剤 学 、
生物薬剤 学 を 基盤 と す る 医療薬剤学、 臨床薬物
動 態 学、 薬 物 治 療 管 理 学 と そ の 関 連 領 域 の 教
育 ・ 研究 を 行 っ て お り 、 大学院生が博上前 ・ 後
期 課 程 の 5 年 間 で 、 臨床薬学 に 関 す る 幅広 い 専
門 知識 ・ 技能 ・ 態 度 を 修得す る こ と を 目 指 し て
い る 。 特 に 、 臨床薬学 専 攻 の 博士前期課程の l
年 で は 、 臨床薬学 (病棟) 実宵 を 通 じ て 、 具体
的 な 薬物的法 フO ロ ト コ ー ル や薬物治療管理 の H
法 論 を 学ぶ と と も に 、 入 院患者ー さ ん の カ ル テ や
薬 歴 ・ 臨床検査値 な ど の 整 理 ・ 調 育 i去 を 勉 強 し 、
副作用 や 薬物相互作用 に 関 す る 情報 の 収集 と 分
析能力 を 習 得す る よ う 指導 し て い る 。 現在、 薬
物 治療管理や 臨床試験 を 担 う 臨床薬剤 師 、 あ る
い は 創 薬研究 ・ 開 発担 当 者 な ど の 高 度専 門 職業
人 を 目 指 し て 、 I事 1 :後期課程 3 年 l 人 、 後期課
程 2 {f 1 人 、 後期課程 1 年 l 人 、 前期課粍 2 年
5 人 、 前 期 課税 1 {jコ会 4 人 、 お よ び 1 luJ 生 6 人 の
方 々 が、 精力 的 に 講義 ・ 実習 ・ 研究 に 取 り 組 ん
で い る 。
医 薬 品 安 全 性 学 議 出 で は 、 「薬 物 動 態 と 薬
効 ・ 毒性 の 基礎 と 臨床 、 特 に疾忠 ・ 薬物併用 ・
遺伝的 多 型 に 伴 う 薬物代謝酵素 と ト ラ ン ス ポ ー
タ 一 機 能 の 変動機構 の 解析 、 お よ びそ れ ら に 基
づ く 薬物倒 別 投 号 設計 に 関 す る 研究」 の テ ー マ
で研究 を 進 め て お り 、 以 ド に 抜粋す る よ う な 具7
体 的 な テ ー マ を 設定 し て研究指導 を 行 っ て い る 。
1 ) 薬物代謝酵素 の 遺伝子多型診断 に 基づ く 薬
物伺 別投与設計 : ß 遮断薬 は 心 不 全 の 治療薬 と
し て 期 待 さ れ て い る が、 患者 さ ん の 中 に は 常用
量 で は 血 中 濃度が高 く な り 過 ぎ て し ま う 体質 の
方 が い る 。 こ の テ ー マ で は 、 こ の よ う な 患 者 さ
ん を 、 薬物代謝酵素 の 遺伝 f診断で い ち 早 く 見
つ け て 伺 別 に 投 与量 を 調 節 す る 研究 を 行 っ て い
る 。 2 ) 腎疾患 時 に お け る 肝代謝型薬剤j の 体内
動 態 変動 機構 : 腎 障 害 の 患 者 さ んへ肝臓代謝型
薬物 を 選択 し て 投与 し た に も か か わ ら ず 、 血中
濃度が異常 に 卜会昇す る 場合があ る 。 こ の テ ー マ
で は 、 こ う し た 奇妙 な 現象が生 じ る メ カ ニ ズ ム
を 、 実験動物 を 用 い て 解析す る こ と に よ っ て 、
病 態 時 の 薬物選択、 投 与量設定の 合理化 を 目 指
し て い る 。 3 ) 小腸 に お け る 薬物 初 凶 通過代謝
機構 : 近年 、 小腸 に お け る 薬物代謝が、 バ イ オ
ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ の 個 体 間 変動 や 薬物相 圧作用
の 原 因 と し て 注 U さ れ て い る 。 し か し 、 個 々 の
薬物 に 対 す る 肝臓 と 小腸 の 初 fn] 通過代謝の寄与
王手 な ど に つ い て は 、 始 ど明 ら か に な っ て お ら ず、
臨床薬物療 法 や 創 薬 上 の 大 き な 問 題 と な っ て い
る 。 本 テ ー マ で は 、 実験動物や ヒ ト 治養細 胞 を
用 い て 、 小腸 に お け る 薬物代謝機構 を 検討 し て
い る 。
主 な 研究業績 ・ 1 ) Poor correlation between 
intestinal and hepatic metabolic rates of CYP3 
A4 substrates in rats. Pharm. Res . . 20 : 745 
748 ， 2003 . 2 ) The increased intestinal absorp­
tion rate is responsible for the reduced he 
patic first-pass extraction of propranolol in 
rats wァith cisplatin-induced renal dysfunction. 
]. Pharm. Pharmacol . ， 55 : 479 - 486 ， 2003. 3) 
Effect of CYP2D6 * 10 on pharmacokinetic vari­
ability of routinely administered metoprolol in 
middle-aged and elderly ]apanese patients 
Eur. ]. Clin. Pharmacol. ， 59 : 385 - 388，  2003. 4)  
Effect of CYP2D6 * 10 on the pharmacokinetics 
of R目 and S-carvedilol in healthy ]apanese vol­
unteers . Biol. Pharm . Bull . ， 28 : 1476 
1479 ， 2005 . 8 )  
主 な 科 学研究費取得状況 1 ) 腎 障 害 時 に お
け る 肝代 謝111 薬剤 の バ イ オ ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ 変
動 機 構 ( 基 盤 研 究 C、 平 成 1 5 � 1 6 年 度) 0 2 )  
心 不 全 の 倒 別 薬 物 療 法 を 日 的 と し た 戸 遮 断 薬
の 体 内 動 態 変動 機構 と 人積差 の 解 明 ( 基盤研究
C、 平 成 1 7 � 18年度) 。
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和 漢薬研究所
よ り 着 目 点 は 変 わ っ た が、 一貫 し て和 漢薬 に 関
す る 基盤研究 を 行 っ て き た 。
当 講座 は 、 最近 の 10年間 を 3 名 の 教授が担 当
し 、 部 門 名 も 変更 さ れて き た 。 時代 の ニ ー ズ に
研究体制 の 変遷 と 、 各部 門 名 の 下 で 行 わ れ て
き た研究の 目 的 、 課題、 成果等 を 以下 に 記す 。
研究体制 の変遷
部 門 名
教授
助教授
助 手
平成 8 年 | 平成 9 年 | 平成10年 l 平 成 1 1 年 i 
l 資源 開発部 門 漢方薬学部門
l 難波恒雄 ー一一一--! ( � 3 /31 ) 鈴 忠人 ( 3 / 1 -) j
l 門 田重利 (- 4 /30) : i 小松かつ子 ( 5 /1川 つ ( � 3 /ω
( 山路誠一 (10/16-) i 
平成12年
ー ト一一 一一一 一一一 一「一 一一一 一一一一一一ーイ
科研費取得 ! l 山路 (奨励 A)(代表分)
音11 門 名
教授
助教授
助 手
平成13年 i 平 成 1 4 年 ! 平 成 1 5 年 ! 平成16年 平成17年
1 漢方薬学部門 生薬 資源科学分野 一一一ー+
; 諮 忠人 t------ ( �  3 /31 ) 小松かつ子 i
( 1 1 / 1 �) : 
; 山路誠 →
田 中 謙 ( 7 / 1 ザ
(� 3 /31 )  
川、松 (基盤 B 2 ) ! 小松 (基盤 B 2 ) --
科研費取得 l l l i ! 
1 1 小松 (萌芽) 一一一ー(代表分)
川、松 (21世紀 COE 分担) 二
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資源開発部門 平成 8 年� 9 年
目 的 : 伝統 、 伝承医学で用 い ら れ る 薬物 の 基源
の 解 明 、 活性成 分 の 解 明 、 品 質評価法 の 確 立 、
天 然 薬物 か ら の 新薬 の 開発
1 . 和漢薬の生薬学的研究 :
升麻、 花淑 ・ 山搬、 雪蓮花
2 . 和 漢薬 の 品 質評価 に 関 す る 研究 :
柑橘類 生 薬 、 花板 ・ 山根
3 . 民 族 医 薬 学 の 調 査研究 :
仏 教 医 学 の 調 査研究
4 . 和 漢 薬 の 薬 効 発現 に 関 す る 研究 :
Barbaloin の 腸 内 細菌 に よ る 代謝*
5 . 和 漢薬 の 生理活性成分の研究 :
Helicobacter pylori に 対 す る 抗 菌 活 性 ー
ホ ッ プ成 分 ; 肝保護作用 青荷子 の 酸性 多
糖体、 丹参の Lithospermate B ; 抗骨粗転
症作用 一 升麻 の Triterpenoids本
6 . 伝統薬 か ら の ウ イ ル ス 病治療薬 の 探索 :
抗ヘ ル ベ ス ウ イ ル ス 作用 ; 抗サ イ ト メ ガ ロ
ウ イ ル ス f乍用 ダ イ コ ン ソ ウ エ キ ス *
7 . 糖尿病 と そ の 合併症治療 薬 の 開 発 :
ア ル ド ー ス 還 元 酵 素 阻 害 作 用 一 丹 参 の
danshenol A. B * い 共 同研究)
漢方薬学部門 平成1 0年� 1 6年
目 的 : 漢 )j 医 薬 の 経験知 を 継承 し 、 現代 医療 に
資 す る 価値 (客観知) を 創 造す る
1 . 漢)j 医 薬 の 資源科学的研究
- 地球環境保全 に 配慮 し た 栽培 資源 の 開 発 と
評 価 ( 有 機 溶 媒 節 減 型 生 薬 分 析 法 の 開
発) : 甘草、 黄 苓
・ 医方書収載の漢方用 薬 を デー タ ベ ー ス 化 し 、
使用 頻 度 か ら 用 法 や 薬 能 を 検証す る : 傷寒
論、 金匿要略
2 . 漢方 医 薬 の 薬 剤 薬理学的研究
- 漢方方剤 の 応 用 展 開 に 関 す る 薬理研究 : 動
脈 内 皮擦過病 変 の 軽減作用 柴胡加竜骨牡
蛎湯
- 漢方製剤 と 西洋薬剤 の 併 用 療 法 を 検証す る
生物薬剤l 学 的研究 苛薬甘草湯 と 抗菌剤 等
. 生薬製剤 の 配合意義 を 検証 し 新 た な 配置薬
を 開 発す る 研究 : 富 山 オ リ ジ ナ ル ブ ラ ン ド
配置薬
3 . 漢方 医 薬 の 医療情報研究
4 . 生 薬 学 的研究 : 中毒植物 ( チ ョ ウ セ ン ア サ
ガ オ 属種子、 キ ン ポ ウ ゲ科植物) の 鑑 定
資源開発研究部門 ・ 生薬資源科学分野 平成 1 6
年1 1 月 � 1 7年
目 的 : 生 薬 資 源 を 永続的 に 利 用 す る 方 策 を 確立
す る 目 的 で 、 薬 用 生物 お よ び伝統薬物 の 調 査 と
そ れ ら の 分子系統学 的 、 生薬学 的 、 成 分化学的、
薬 理学 的 多 様性 の 解析 を 行 う 。 遺 伝 子多 型 に 基
づ く 生 薬 の 同 定法等 を 開 発 し 、 和 漢 薬 お よ び健
康 食 品 の 品 質 の 規格化 に 応用 す る 。
1 . ア ジ ア に お け る 漢薬 資源 の 調 査 と 薬用 生物
の 多 様 性 の 解 析 : 人 参 類 、 麻 黄 、 甘 草 、 管
金 ・ 義Ifì:類、 刺五加 ・ 五加皮
2 . 栽培薬 用 植 物 の 選択 と 拡充 を 志 向 し た 生薬
の 基源 と 品 質 に 関 す る 研究 : 大黄
3 . 薬 用 植物 の 遺伝子多型 の解析 と 生薬基源解
析用 DNA マ イ ク ロ ア レ イ の 開 発 : 人参類
4 . 生 薬 の 三 次 代 謝 産 物 の メ タ ボ ロ ー ム プ ロ
フ ァ イ ル 分析 : 人参類、 大黄
5 . 生 薬 の 薬 理活性成 分の 構造解析 : 黄者お よ
び刺 五 加 の 神 経突起伸 展 、 シ ナ プ ス 再形成作
用 成分
6 . 漢方処方 を 進化 さ せ る 科学的 ア プ ロ ー チ
痴 呆 を 治療す る 処方 の 開 発 本
7 . 生 薬 ・ 健康 食 品 の 安全性確保 の た め の 残留
農薬分析法 の 開 発 と 束同薬物併用 に よ る 薬物
問 相 互作用 の 検討 * . 人参類 、 欝 金 ・ 我J!t類
8 . 民族薬物 デ ー タ ベ ー ス の構築 と 拡充 ・ 証類
本草 の 翻訳 と デー タ ベ ー ス 化
(*共 同研究)
化 学 応 用
平 成 8 年 (1996) 、 化学応用 部 門 の 初 代 教授
菊 池徹の 後任 と し て 現教授で あ る 門 田 重利が就
任 し た 。 今年 ま で の 9 年 間 に研究室 の 職 員 は 教
授 を 除 い て 、 3 度入れ替わ り 、 現在 は 手塚康弘
助 教授、 Suresh A wale 助 手 で研究 に あ た っ て
い る 。 ま た 、 研究所の大部 門 制移行 に 伴 い 、 化
学応用 部 門 か ら 資源 開発研究部 門 化学応用 分野
と な っ た 。
平成 8 年 か ら 今年 ま で の研究活動等 に つ い て
以下 に 簡潔 に記す。
化学応用分野では、 化学 (有機化学、 生薬学 、
天然物化学等) を ベ ー ス に 、 和 漢薬お よ び東南
ア ジ ア を 始め と す る 世界の 天然薬物 に 注 目 し て 、
そ の 生理活性分子 の 医薬化学 的 及 び生物有機化
学 的研究 を 行 っ て い る 。 研究活動 の柱 と し て 、
1 1  : 東南 ア ジ ア 等 の 未解 明 天 然 薬 物 資 源 の 調
査 と そ の 生物活性成分の化学的研究、 rr : 漢方
方剤 の 品 質評価法 の 開発、 III : 天然薬物成分 と
合成医薬 品 の 薬物動態学的相互 作用 に 関 す る 研
究J を 掲 げ、 職員 の 指導 の 下 、 現在 は 総勢13名
で そ れぞれ調査 ・ 研究 に あ た っ て い る 。
主 な研究業績 と し て 、 総説12報、 原著論文202
報 ( 内訳、 平成 8 年25報 ; 平成 9 年20報 ; 平成
10年30報 ; 平成11年18報 ; 平成12年20報 ; 平成
13年20報 ; 平成 14年17報 ; 平成15年20報 ; 平成
16年15報 ; 平成 17年 17報) を 発表 し た 。 研究者
育成 と し て 課程博士17名 ( 内 訳 : ネ パ ー ル 人 3
名 、 中 国 人 4 名 、 ベ ト ナ ム 人 3 名 、 日 本人 4 名 、
イ ン ド ネ シ ア 人 2 名 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 人 1 名 ) 、
論 文 博 士 3 名 ( 内 訳 : 中 国 人 2 名 、 日 本 人 1
名 ) を 送 り 出 し た 。 ま た 、 交 換 留 学 生 等 ( 中
国 ・ 溶陽薬科大学 3 名 ; イ ン ド ネ シ ア ・ ハ サ ヌ
デ イ ン 大学 1 名 ) に 対す る 教育 ・ 指導 を 行 い 、
帰国後そ れぞれの母校 に お い て 学位 を 取得 さ せ
る こ と カtで き た 。
科学研究費補助 金 を 代表者 と し て 9 件、 分担
研究者 と し て 14件取得 し た 。 国 際伝統医薬 シ ン
ポ ジ ウ ム ・ 富 山 を 第 6 回 か ら 第 8 回 の 3 回 に わ
た っ て 、 実行委員 ・ 事務局 と し て 開催 し た 。
こ れ ま で に 中 国 、 韓国、 イ ン ド ネ シ ア 、 ベ ト
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ナ ム 、 タ イ 、 ミ ャ ン マ ー 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 、 イ
ン ド 、 ネ パ ー ル 、 パ キ ス タ ン 、 コ ン ゴ民主共和
国、 ギ リ シ ャ 、 ド イ ツ 、 ブ ラ ジ ル等14 カ 国 の 外
国 人留学生等 の研究者が在籍 し 、 国際色豊か な
環境 の 中 で、研究指導 を 行 っ た 。 研究指導以外に
も 、 平 日 に 毎 日 正午か ら 30分間 の 有機化学の 教
科書の輪読会 と 、 週 1 回 の 文献紹介セ ミ ナ ー を
聞 き 、 天然薬物研究 に 必要 な 基礎知 識 に 関 す る
教育 に も 力 を 入 れ て き た 。 ま た 、 ] ICA に よ る
ミ ヤ ン マ一 国保健省伝統医療局 に対す る 技術協
力 と し て 、 専 門 家 と し て 6 度派遣 さ れ、 一方、
技術協力 の 一環 と し て ミ ャ ン マ ー か ら の研修員
7 名 、 大学院生 2 名 を 受 け 入 れ た 。
フ ィ ー ル ド調査 も 中 国 で は 内モ ン ゴ ルや新彊
干 田 県 で の ニ ク ジ ュ ヨ ウ の 調 査、 ベ ト ナ ム 、
ミ ャ ン マ ー 、 タ イ 等 で は 、 沈香 な ら び に伝統医
薬学 と 天然薬物 資源の調査研究等、 各 国 に い る
教 え 子や研究者の協力 の も と 、 ほ ほ毎年の よ う
に実施 し 、 研究室 の若手研究者 に フ ィ ー ル ド 調
査の重要性 を 体験 し て も ら う よ う に努 め て い る 。
こ れ ら の 調 査研 究 成 果 報 告 書 (研 究 課 題番号
09041177 r ベ ト ナ ム 、 タ イ 、 ミ ャ ン マ ー に お け
る 伝統医学並 びに 天然薬物 資源の 調査研究J
研究課題番号 13576027 r ベ ト ナ ム ・ ラ ム ド ン 省
お よ び ミ ャ ン マ ー ・ シ ャ ン 州 に お け る 天然薬物
資 源 の 調 査研究j ) を 作 成 し 、 文部科学省 に 提
出 し て い る 。 ま た 、 5 年 目 の 平成 14年 (2002)
に は 「新世紀 ま で の 5 年 間 の 天然薬物研究業績
集」 を 出 版 し た 。 平成10年度研究基盤重点設備
費 と し て タ ン デ ム 質量分析計 を 整備 し た 。
レ ク リ エ ー シ ョ ン 活動 と し て 、 宇奈 月 源泉 の
黒薙温泉、 京都 ・ 奈 良観光、 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド
と 都 内 観光、 愛知万博 と 伊勢 ・ 鳥羽 等へ教室旅
行 に 行 っ た 。 ま た 日 帰 り で も 、 馬 場 島 でバ ー ベ
キ ュ ー 、 島尾海 岸 や 千里浜 等 で、 の海 水浴 に 行 っ
た り 、 五箇 山 の合掌集 落 、 縄 ケ 池 の ミ ズ バ シ ョ
ウ 、 利賀村 キ ャ ン プ場等県内外の施設 ・ 観光地
を 訪れ、 親睦 を 深 め た 。 研究所内 や薬学部 の研
究室対抗の バ ド ミ ン ト ン や ソ フ ト ボ ー ル の 大会
等 に も 、 全 く ル ー ル も 知 ら ず初体験の外国人が
多 く 下 手 な が ら も 参加 し 、 留学生 た ち に と っ て
も い い経験 と な り 思 い 出 に な っ た と 思 わ れ る 。
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薬物代謝工学
ス タ ッ フ
細 胞 資 源 工 学 (H 6 - 1 2 年 ) : 教 授 服 部 征
雄 、 助教授 横淳隆子、 助 子 符代 博紙、 技官
中村憲犬。
薬 物 代 謝 工 学 (H13 - 1 7 年 ) : 教 授 服 部 征
雄 、 助 教 授 横 淳 隆 子 、 助 教 授 中 村 憲 夫 (H
1 7 年 か ら ) 、 助 手 宮 代 博 継 、 事 務 補 佐 員 黒
岩純 f。
研究
テ ー マ
①和漢薬の薬効発現 に 関与す る 腸 内 細 菌 の 解 明 、
②抗 ウ イ ル ス 作用 を ;有す る 天然薬物 の 開 発、 ③
担 子 菌 類 の 薬効計価、 ④腎疾患病態 の 解 明 と 腎
臓病治療薬 の 開 発。
主 な研究業績
①C 配糖体 を 還元 的 に 開 裂す る 腸 内 細 菌 を 単
離 し 、 そ の 酵素 を 精製 し た 。 ②腸 内 細 菌 に よ り
た|主 ホ ル モ ン 様物 質 に 変換 さ れ る リ グ ナ ン の 代
謝 過 程 を 明 ら か に し た c 岳 山 区 か ら 強 力 な 抗
HIV 作 用 を 有 す る 化 合 物 を 単 離 し た 。 ま た 、
鎖 防 か ら HIV プ ロ テ ア ー ゼ 阻 害 活性 を 有 す る
成 分 を 単離 し 、 更 に 強 力 な 阻害活性物 質 に 議導
し た 。 (4)生 薬 成 分の 酵素免疫測 定法 を 開 発 し 、
薬 動 力 学パ ラ メ ー タ の 解析 を 行 っ た 。 ⑤霊 芝 、
樟 芝 な どの活性成分 を 明 ら か に し た 。 (長〉 カ テ キ
ン 類 が腎疾患 の 予 防 、 治療 に 有効 で あ る 事 を 明
ら か に し た 。 ⑦l腎不全、 糖尿病性腎症 な ど に 対
す る 温牌湯 、 桂校夜 苓丸、 八味地黄 丸 の 効 果 を
明 ら か に し た 。
博士取得者 と 博士論文 ( 年 度 )
Kanjana Sangul ICleavage of a C-glucosyl bond 
in mangiferin by enzyme from a human intes 
tinal bacterium ， Bacteroides sp ， strain 
MANGJ (H17 ) 、 佐藤亜希 [- I加 齢 に よ る 酸化
ス ト レ ス に 対 す る 冠元頼粒 の 作用 と そ の 機序 に
つ い て J (H16 ) 、 高 江 静 「 霊 芝 苦 味成 分 に 関 す
る 研究J (H1 5 ) 、 安思美 「千斤抜の エ ス ト ロ ゲ
ン 及 び抗 エ ス ト ロ ゲ ン 活性 に 関 す る 研 究J (H 
1 5 ) 、 謝麗華 IBiotransformation of plant lignans 
(arctiin and pinoresinol diglucosidel to mam­
malian lignans by human intestinal mi­
crofloraJ (H14 ) 、 柳 東!jì( I A novel activity of 
Chinese prescription Wen-Pi-Tang and its 
component ( 一 ) - epicatechin 3 - 0- gallate 
against peroxynitrite-induced renal inj ury J 
(H14) 、 Supinya Tewtrakul IInhibitory effects 
of Thai medicinal plants， their constituents and 
related compounds on HIV - 1 integraseJ (H 
13) 、 馬超美 「抗日IV - 1 プ ロ テ ア ー ゼ 活 性 を 有
す る 数 種 の 天 然 薬 物 の 研 究J (H1 3 ) 、 陳 翠 淳
「伝統 生 薬 の NO 消 去 活性 と NO 、w. び に NO 酸
化物 に よ る 腎 障 害 に 対 す る 地検の役割 と 機序」
(H13) 、 Sahar EI-Mekkawy I Anti -HIV- 1 phor­
bol ester from the seeds of Croton tiglium 
L. J (H1 2 ) 、 Ghazi Hussein IInhibitory effects 
of Sudanese medicinal plants and their con­
stituents on the proteases of hepatitis C and 
human immunodeficiency virusesJ (Hll ) 、
As' ari Nawawi I Anti-herpes simplex virus ac­
tivities of natural medicines， Toona sureni and 
Stephania cepharanthα J (H10 ) 、 金東郎 「羅布
麻葉 の 新 し い 薬 効 、 抗動脈硬化作 用 J (H10) 、
来 同 浩 明 「 ヒ ト 腸 内細菌 に よ る サ イ コ サ ボ ニ ン
の 代 謝J (H10 ) 、 Yasmina Aura Lim IEffects 
of Panamanian medicinal plants and their con­
stituents on HIV and its essential enzymesJ 
(H 9 ) 、 Ola Ahmed Heikal !Enzyme immu­
noassay of paeonimetabolin 1， a major metabo­
lite of paeoniflorin from paeony rootsJ (H 9 ) 
複合薬物薬理学
本分野 は 、 昭和39年 4 月 に 富 山 大学薬学部和
漢薬研究施設 に 設置 さ れ た 生物試験部 門 が前 身
で あ る 。 本研究所が富 山 大学か ら 本学の 附置研
究所 に 移管 さ れ た 昭和 53年 6 月 当 時、 渡辺和 夫
教授、 渡辺裕司助教授、 後藤義明助手の 3 名 で
活動 を 開 始 し 、 翌年10月 に 萩原 昌 樹技官 (本部
門 よ り 任用 ) が加 わ っ た 。 そ の 後、 昭和 58年 3
月 に 渡辺教授が千葉大 (薬) へ、 後藤助手が徳
島文理大 ・ 助教授 と し て 転 出 し 、 昭和 田年 5 月
に 広 島大 (医) よ り 第三代教授 と し て 野村靖幸
博士が着任 し た 。 さ ら に 翌年 4 月 、 京大 (薬)
よ り 金子周 司 博士が助手 と し て 着任 し 、 5 月 に
萩原技官が富士薬 品工業怖 に 転 出 し た 。 昭和61
年 4 月 に 小西理佐 (学内) 技官が任用 さ れ た 。
昭和62年 7 月 、 野村教授が北大 (薬) へ転出後、
同 年 1 2 月 に 渡辺裕司助教授が教授 に 昇任 し た 。
昭和63年 5 月 、 金子助手が京大 (薬) に転出後、
新 た に 東大 (薬) よ り 周 年 6 月 に松本欣三講師
が、 10月 に 太 田 浩之助手が着任 し た 。 平成 3 年
1 月 、 今村 ( 旧 姓小西) 技官が本学 (薬) 助手
と し て 転任。 平成 4 年10月 、 松本講師が助教授
に 昇任 し た 。 平成 4 年 4 月 、 村上孝寿技官 (学
内) が任用 さ れ、 平成 5 年 9 月 、 太 田 助手が武
田 薬 品側へ 転 出 後、 同 年 10月 に 東 田 道 久 助 手
(北 大 ・ 薬 よ り ) が 参 画 し た 。 平 成 16年 4 月 、
渡辺裕司 教授が本学理事 ・ 副 学長 に 就任 し 、 主
任教授 を 退任 さ れ た 。 平成16年 4 月 か ら 17年 2
月 に か け て松本助教授が教授 に 就任 し 、 東 田 助
手が助教授 に 、 村上技官が助 手 に そ れぞれ昇任
し た 。 こ の新 た な 体制 で本格的研究 を ス タ ー ト
さ せ る 意 味 を 込 め 、 平成16年10月 、 研究室名 を
「複合薬物薬理学分野」 に変更 し た 。
本分野 で は 一貫 し て 、 和 漢薬 を 含 む伝統薬物
の 薬効 に 関 す る 計量薬理学 的評価 と そ れ ら が薬
効 を 発現す る 基盤 と な る 生体病態生理の研究 を
進め る と と も に 、 伝統薬物の分子 レ ベ ル で の作
用機序の解 明 と 作用 本体 を 追求す る 研究 を 行 っ
て い る 。 渡辺和 夫教授 ら は 実験i貴蕩モ デル動物
を 用 い 、 黄連や黄苓 な どの和漢薬の抗潰蕩作用
を 明 ら か に し 、 中枢性ペ プチ ド や 神 経伝達物質
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の 胃 酸分泌抑制機構 と そ れ に 及 ぼす和 漢薬作用
を 見 出 し た 。 ま た 、 パ ー キ ン ソ ン 病治療 に 有用
な 厚 朴 の 有 効 成 分 と し て magnolol を 突 き 止 め
た 。 野村教授 ら は脳神経膜受容体 ・ 効果器系制
御機構及 び情報伝達 因 子 の 分子的性質 と 細胞 内
動態 に 関 す る 研究 を 進展 さ せ た 。 ま た杜仲葉 の
降圧 及 び中枢抑制作用 を 見 出 し 、 そ れ に ア デニ
ル酸 シ ク ラ ー ゼ抑制が関与す る 可能性 を 示 し た 。
創 立20周 年 以 降 の研究活動 と し て 、 渡辺裕司
教授 は現ス タ ッ フ の松本、 東 田 、 村上 ら と と も
に 基盤研究費 、 萌 芽研究費、 長寿科学振興財団
等 の 助 成 を 受 け 、 脳血管性痴呆や 白 質脳症等 に
類似 し た病態モ デル動物の作製 と そ れ ら を 用 い
た和 漢薬作用 の 評価法の確立 に 関 す る 研究で多
く の 成果 を 挙げた。 特 に 脳血管性痴呆患者で有
効 な 釣藤散の抗痴呆予 防効果 を 薬理学的 に 実証
し た 。 ま た 駆療血薬の 四物湯 に抗痴呆効果 を 見
出 し 、 そ れが布 薬成分 paeoniflorin に 起 因 す る
可能性 を 示 し た 。
こ れ ら の研究成果 を 踏 ま え 、 松本教授 を 中 心
と し た 新体制 で は 、 和 漢薬 に 関 す る 新 し い 発想、
と 先端的神経科学実験技術 を 導入 し 、 従来の薬
理学的評価法 に加 え て 分子生物学的 薬効評価法
の検討 と 確立、 更 に は和 漢薬作用 に 関 わ る 生体
内 因 子 の探索 と 作用機序 の 解 明 を め ざ し て新 し
い研究展 開 が な さ れつ つ あ る 。 そ の た め の 基盤
研究 と し て 、 今 日 の老齢化社会お よ びス ト レ ス
社会が直面す る 課題であ る 認知症 と ス ト レ ス 性
中枢疾患 に 焦 点 を あ て 、 ①認知症の 病態動物 モ
デル や不安、 う つ 、 攻撃性 な どの ス ト レ ス に 起
因 す る 情動障害モ デル の作製、 ② こ れ ら の 高次
機能障害の発症 因 子や発症機構の解明 と ③薬物
作用 の 病態薬理学的評価 を 通 じ 、 「疾 患 の 仕組
み 」 と 「薬物 の作用機序J の 解 明 お よ び有効 な
治療薬 ・ 予 防 薬 の 開 発 を め ざ し て い る 。 さ ら に
こ れ ら の研究 プ ロ ジ ェ ク ト を 基礎 に 、 本学の21
世紀中核 的研究拠点形成 プ ロ グ ラ ム 「東洋 の 知
に 立脚 し た 個 の 医療 の 創 生J (平 成 1 5 年 度 文 科
省採択 ; 拠点 リ ー ダ ー : 嶋 田 豊教授) で は 分
担課題 「多成分系薬物 の薬理」 に 取 り 組 ん で い
る 。
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病態生化学
本部 門 は 、 1978年 6 月 に 富 山 大学 か ら 本学 附
置和 漢薬研究所へ移管 さ れ、 荻 田 善 A教授 を ql
心 に 、 「和 漢 薬 効 果 に 対 応 す る 体 質 ( 遺 伝 的 要
因 ) な ら び に 病 態 に 対す る 和 漢 薬 の 効 果 を 遺伝
学、 生化学、 分子生物学 な ら び に 免疫学 な ど多
面 的 に 解析 す る 」 と い う 設 置 目 的 で 新 た な研究
活動 を 開 始 し た 。 十数年の 在任期 間 中 に 生 薬 や
漢方方剤 を 用 い て 精 力 的 、 多 彩 な 研究活動 を 展
開 し 数多 く の 業績 を 挙 げて き た 。
1993年1 2 月 に は 、 後任 の 教授 と し て 北海道大
学免疫科学研究所 か ら 済木育夫が着任 し 本部 門
を 受 け継 ぐ こ と に な っ た 。 平 成 6 年 4 月 に 磯部
正治助 手が富 山大学工学部へ助 教授 (現教授)
と し て 転 出 し 、 同 年 7 月 に 米 国 国 立 衛生研究所
(NIH) 同 玄 癌 研 究所 の 村 田 純 が助 子 に 任 用 さ
れ た 。 従 来 の 免疫応答及 び発痛 に 対 す る 和 漢 薬
効 果 の 解析 に 関 す る 研究の継続 と 、 先端的 な 研
究技法 を 取 り 入 れつ つ 、 1高 及 び、痛 の転移の抑止、
免疫応 答 及 び ア レ ル ギ ー 性 炎症 を 含 む 免疫疾患
の 制御 に 関 す る 本礎的研究 を 中 心 に 展 開 さ れ た 。
200 1 年 3 月 に研究活動 の 充 実 と 推進 に 多 大 に 貢
献 し て く れ た 村 田 純助 手が、 秋 田 県 立大学牛ゐ物
資源学科応用 生物科学科分子 生物 の 助 教授 と し
て 栄転 し た 。 |司 年 4 月 に は 小泉桂一博士 ( 惚 学
中 の NIH よ り ) が助 手 と し て 、 2002年 4 月 に は
楼井宏 明博士 ( 田 辺製薬株式会社 よ り ) が助教
授 と し て 加 わ っ た 。 新 た な 研究分野 と 背景が加
味 さ れ て 、 分子 細 胞 生体 レ ベ ル の 実験が連
係 し た 多 面 的 な 研 究 を 展 開 し て い る 。 さ ら に
2004 年 7 月 に は 研 究 所 に 大 部 門 制 を 導 入 し て
「病態 生 化学 部 門 J か ら 「 病 態 生 化 学 分野」 と
名 称が変 わ っ た 。 2004年 4 月 か ら は 本学 の 独 立
法 人化 が ス タ ー ト し 、 2005 年 1 0 月 に は 本学、 富
山 大学 、 高 岡 短期 大学 の 県 内 同 志 3 大学が統合
さ れ、 新 ・ 富 山 大学の 中 で 「和 漢 医 薬 学総合研
究所j と し て 再 出 発す る こ と に な り 、 ま さ に 大 き
く 変革 し つ つ あ る 。
研究 テ ー マ と し て 、
1 ) 癌転移お よ び免疫 ア レ ル ギ ー 性疾患 の 制 御
機構 の 解 明 : 伝統薬物 を 中 心 と し た 癌転移
の抑制物 質 の 探索 な ど。
2 ) シ グ ナ ル伝達分子 に よ る 病態 制 御 機構 の 解
明 : 自 然免疫 シ グ ナ ル に 影響 を 及 ぼす 漢 方
薬 の探索。
3 ) 漢 方 医 学 の 証 の解 明 を 日 指 し た 血紫 プ ロ テ
オ ミ ッ ク ・ パ タ ー ン 解析 : 漢 方 医学 に お け
る 体 質 や 症 候 を 含 む 、 い わ ゆ る 「証J (病
態 の 変化) を 西洋 医 学 的 に 解 明 す る た め 、
発現 プ ロ テ オ ミ ク ス 研究 の 技術 を 導入 し 、
病 態 の 変化 (証) お よ び疾患 に 関 連 す る タ
ン パ ク 質 の 発現 プ ロ フ ァ イ ル を 解析。
i斉木が赴任 し て か ら 約 10年 を 経 て 、 開 学30周
年 を 迎 え る こ と に な る が、 こ の 間 に 約80名 を 超
え る 薬学 、 医学、 理学系 お よ び外 国 か ら の学部
学 生 、 大 学 院 牛ー (修 1: 及 び、博寸:) 、 研 究 生 及 び
研究員 が在籍 し 、 そ の 聞 に 2 ] 名 の博士学位取得
者 (薬 学 ・ 医学 ・ 理学) を 輩 出 し て い る 。 国 内
外 と の 共 同 研 究 も 活 発 に 行 う と と も に 、 270編
以 上 の 原 著 英 語 論 文 、 30編 以 上 の 著 書 、 370程
の 同 内外の学術発去 を 通 し て 研究成果 を 報告 し
て い る 。 研究費 も 校 費 以外 に 、 文部省科学研究
費 、 科学技術庁振興調整 費 、 財 団 助 成 金 、 委任
経理金な ど を 、 研究成果 の 向 上 及 び大型設備あ
る い は 先端機器 の 整備 ・ 更 新 の た め に 獲 得 し て
い る 。 特 に 、 文部科学 省 知 的 ク ラ ス タ ー 創成事
業 「 と や ま 医 薬 バ イ オ ク ラ ス タ ー j 、 文 部 科 学
省 産 業 ク ラ ス タ 一 連携 プ ロ ジ、 ェ ク ト に研究代表
と し て 参 画 し 、 さ ら に 、 平 成 1 5 年 度 7 月 に 選定
さ れ た 本学21 世紀 COE プ ロ グ ラ ム 「 東 洋 の 知
に 立脚 し た 個 の 医療の創生」 の研究担 当 に も 携
わ っ て い る 。
研究室 も 充実 し 、 賑や か さ も 増 し て き て お り 、
ま た 、 国 内 外 を 問 わ ず積極的 に 共 同研究 を 行 い 、
徐 々 に 活性化 し つ つ あ る の さ ら に 、 教 窒 員 と の
グ ル メ 旅行、 忘 年 会 、 ソ フ ト ボ ー ル 大会参加等
の 学外活動 も 活発 に 行 っ て い る 。 白 由 閲 達 、 文
武両道 を モ ッ ト ー に 、 明 る く 、 楽 し い 、 活 発 な
研究部 門 と し て 躍進す る こ と を 期 待す る と と も
に 、 良 い 巡 り 合 い と 優 れ た研究が 出 来 る よ う に 、
教室 員 一 同 が一丸 と な っ て 頑張 っ て い る 。
消化管生理学
消化管生理学研究室 は平成16年 5 月 に 和 漢薬
研究所病態制御研究部 門 に新設 さ れた新 し い研
究室であ る 。 ス タ ッ フ は 、 教授の 門 脇 真 と 助
手の 山 本 武、 矢原夏子の 3 名 で あ る が、 学 内
外、 国 内外の多 く の研究室 と 協力 し な が ら 研究
を 進 め て い る 。 平成16年10月 に は 薬学部講座配
属学生 2 名 を 初 め て 迎 え 、 現在 は 8 名 で研究 に
取 り 組ん で い る 。
消化管生理学分野 で は 、 近年、 患者が急増 し
て き て い る 腸管免疫性疾患、 す な わ ち 炎症性腸
疾患 (IBD) の潰蕩性大腸炎、 さ ら に 食物 ア レ
ル ギ ー を 対象疾患 と し て 考 え て い る 。 若年層 を
中 心 に 患者が急増 し て い る 潰蕩性大腸 炎 は 、 厚
生労働省 の特定疾患 に 指定 さ れて い る 慢性で難
治性の疾患で あ る 。 腸管での免疫異常 を 背景 と
す る IBD に 対 し て は 、 近 年 の 粘 膜 免 疫 学 の 発
展 を 背景 に 、 精力 的 な 免疫学的病態研究 に も か
か わ ら ず そ の 病 因 や遷延化 因 子 な ど は い ま だ不
明 で あ り 、 従 っ て 病態 を 基盤 と し た 治療法 は確
立 さ れ て い な い 。
ま た 、 食物 ア レ ル ギー は腸管粘膜免疫機構 の
未熟 な小児 に そ の 頻度が高 く 、 ま た ア レ ル ゲ ン
を 含 む食品 に は 高 栄養食 品 が多 い た め 、 そ の摂
取不足 に よ る 小児 の 肉体的精神 的発育への影響
は重大 で あ り 、 そ の解 明 と 対策 は急務で あ る が、
未だ充分な病態生理学的解明 は な さ れて い な い 。
食物 ア レ ル ギー の 治療 で は 、 従来 の ア レ ル ゲ ン
除去食の よ う な 消極 的 な 治療法 だ け で は な く 、
積極 的 な 治療法の 開発が強 く 求 め ら れ て い る 。
腸管粘膜免疫機構 は 、 病原微生物 や異種抗原
な ど を 排 除す る た め の 局 所 に お け る 最前線の生
体防御機構で あ る と と も に 、 腸 管 で の 食物 な ど
の 異種抗原 に対す る 過敏で過剰 な 免疫応答 (食
物 ア レ ル ギー ) を 抑制す る 経 口 免疫寛容 を 誘導
す る 機能 も 併せ持つ 、 巧妙で ダ イ ナ ミ ッ ク な 免
疫機構で あ る 。 粘膜免疫機構 は 「免疫学の ニ ュ
ー フ ロ ン テ イ ア j と し て 注 目 さ れ、 そ の解明 は
進 ん で は い る が、 未 だ未解明 な 点 が多 く 残 さ れ
て い て 、 「 ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 」 の 域 を 出 て い な
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い 。 全身免疫系 で は神経系 さ ら に は 内 分泌系 と
の 聞 に 密接 な 強 い ク ロ ス ト ー ク が明 ら か に さ れ
て い る 。 腸管 で は粘膜免疫系組織が集積す る 粘
膜固有層 を 中心 に 密 な 神 経線維 の存在が知 ら れ
て い る に も かか わ ら ず、 粘膜免疫系 、 腸管神経
系 、 消化管内分泌系 な どで構成 さ れ る 「腸管 イ
ン ト ラ ネ ッ ト J と い う 統合的考 え 方 か ら の研究
は 世界 的 に も 始 ま っ た ばか り で あ り 、 「腸管 イ
ン ト ラ ネ ッ ト 」 の破綻 と い う 観点 か ら 、 腸管疾
患 の 病 因 、 病態 に 迫 る 研究 は ほ と ん ど な さ れて
い な い 。
消化管生理学分野 で は 、 こ の 点 に 着 目 し 、 自
律神経系 ・ 腸管神経系 や リ ン パ球や肥満細 胞 な
どの粘膜免疫系 と 腸管免疫性疾患の病 因 ・ 病態
と の 関 連 を 、 機能的側面 の み な ら ず形態 的側面i
か ら も 解明す る こ と を 目 的 と し て い る 。 特 に 、
我 々 の作業仮説 で あ る 「神経系 と 免疫系 の接点
と 考 え る ニ コ チ ン 受容体 を 介す る コ リ ン 性抗炎
症 ・ 免疫機構」 な どの病態生理学 的役割 を 解 明
す る た め 、 新規腸管免疫性疾患病態 モ デ ル を 確
立 し 、 遺伝子改変動物 な ど を 用 い て 病 因 及 び病
態形成機序 を 解析 し て い る 。 さ ら に 、 そ の病態
解析 に 基づ き 新規特異的治療薬 を 創 出す る た め 、
和 漢薬 を 含 め た 治療薬探索研究 を 行 っ て い る 。
主 な 科学研究費補助金等
日 本学術振興会科学研究補助金
平成14� 16年度基盤研究 C ( 2 )  
研究代表者 : 門脇 真
研 究 課 題 : 食物 ア レ ル ギ ー と 腸 管 免 疫 性 疾
患 : 特 に 腸管求心性知覚神経の役割 に つ い て
日 本学術振興会科学研究補助金
平成14�15年度基盤研究 B ( 2 )  
研究分担者 : 門脇 真
研究課題 : 病態 モ デル動物 に お け る 結腸 自 動
運動お よ びベ ー ス メ ー カ ー 機構の解明
日 本学術振興会科学研究補助金
平成18�19年度基盤研究 C ( 2 )  
研究代表者 : 門脇 真
研究課題 : 実験潰蕩性大腸炎モ デ ル に お け る
ニ コ チ ン 受容体 を 介す る コ リ ン 性抗炎症免疫
機構 の役割
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臨 床 利 用
t な 人事異動 と 平成 9 年 ま で の 研 究 内 脊
当 分野 は 、 [1日和40年 4 月 に 古 山 大学薬学部付
属 和 漢薬研究施設第 3 部 門 と し て 設立 さ れ 、 昭
和49年 6 月 に 宵 山 大学付 置和漢薬研究所 に 昇格
し 、 [I(j和53tf 6 月 に 寓 山 医科 薬科大学 に 移 管 さ
れ現在 に 至 っ て い る 。 開 設 当 初 の ス タ ッ フ は 教
授大浦彦 古 、 講 師 日 合焚、 助 手 中 島松一 、 技官
大 出 洋子 で あ っ た 。 Hf{和52年 9 月 に 長津哲郎が
技官 に 任 肘 さ れ、 昭 和 54年 1 0 月 に 助 子 と な っ て
い る 。 平成 3 年 3 月 大浦が定年退官、 平成 4 年
2 月 に は 、 金 |司 x.雄 が教授 に 昇任 、 同 3 月 に 定
年退官 し た 。 平成 4 年 7 月 に 教授 と し て 倉七ー泰
が着任 し た 。 平成 8 年 8 月 に n石が、 本学 の 薬
学部教授 と な り 、 、ド成 9 年 7 月 に 第 一 内 科 よ り
浜崎初仁が 4 代 日 教技 と し て 着任 し た 。 同 年 1 0
月 に ìR谷裕 子事務補佐 貝 が加 わ り 、 1 1 年 1 月 に
は 波辺志朗が助教授 に 着任 し た じ 平 成 1 2年 1 2 )J
か ら は研究 支援推 進 員 と し て 武 市鎮子 が参加 し
て い る 。
昭和53年 か ら 平成 3 年 ま で は 、 薬 用 人参、 大
黄 、 丹参 な ど の ノ七 柴 と そ の成分の 件化学的研究、
さ ら に 腎不 全 に 対す る 生 薬 や j昆牌湯 な となの i英 )J
方 剤 の 作用 、 ま た 、 甘-�� 、 柴胡 、 人参の サ ボ ニ
ン の 作 用 機序 に 関 す る 研究が行 わ れ た 。 平成 4
年 度 か ら は 、 倉正j ら が痛 み と 伴 み に 有効 な 和 漢
薬の研究 を 展 開 し た 。 大浦 は 、 第 4 回 和 i英 医 薬
学大会 ( 昭和62年 8 月 ) を 1'.1lii し て い る 。
1 997年 ( 平成 9 ) 以 後
浜崎着任 後 は 、 魚、 油 の 布 効 成 分 で あ る n - 3 
系 脂肪酸が研 究 の 大 き な テ ー マ と な っ た 。 日 -
3 系 脂肪酸 は 、 副作用 が基本 的 に は な い こ と 、
新生児か ら 老齢者 ま で影響 を 及 ほ、 し 、 し か も 虚
血性心疾患 か ら ア レ ル ギ ー に 至 る 多 く の疾患 に
関 与す る こ と か ら 、 最 強 の 生薬 成 分 と い え る 。
当 部 門 で は 行動 に つ い て の研究 を 進 め た 。 � 重
育験 に よ る 小 学 生 ( 16011 以 上 ) で の 介 入 試験
を 行 い 、 女子 で は DHA 強化 食 が衝動性 を 低 下
さ せ る こ と を 突 き 止 め た 。 ま た 、 ス マ ト ラ 島 の
小学午 (230名 以上) へ の 三 重 吉験介入試験で、
DHA カ プ セ ル の 投与 に よ り 、 3 ヵ 月 の 研 究 期
間 Ifl に 宇 度 で も 学校 を 休 ん だ生徒の 数が、 有 意
に 、[':減 し た 。 こ の研究 は も と も と は 魚 油 の抗マ
ラ リ ア 作肘 を 検討す る も の で、 終 了 時 の 血液検
査 で マ ラ リ ア に 感 染 し て い た 生 徒 は 、 DHA 群
で 4 名 、 対 照 群 で 8 名 と な っ て お り 有車、 差 は な
い も の の DHA で 少 な か っ た c さ ら に 大 連 市 で
行 っ た 自 殺未遂の 症例対照研究 で は 、 赤血球 qJ
の 魚、 油 布 効 成 分EPA濃度で 4 分{立 に 分 け る と 、
白 殺未 遂 の 危 険率 は 各種危 険 肉 fで補正す る と
低 4 分位 で は 高 4 分位 の 1 / 8 と 大 き な 差があ
る こ と が判 明 し 、 魚、 を 食べ な い こ と が行動 に 影
響 し 、 自 殺未遂 に も 関 わ る nJ 能性が あ る こ と が
分か つ た 。
一 }j渡辺助教長 の 着 任 後 は 、 炎症反応 と 行動 、
特 に 痕 食 と の 関 連 に 関 す る 法礎柑! 究 が ス タ ー 卜
し た 。 今後 こ の研究 は 和 良 薬 の 食欲不振の 改 -善
効果 を 定最 的 に 評価 し 、 そ の 機構 を 明 ら か に す
る た め に 応 用 で き る と 期待 で き る 。
学 会活動
浜 崎 は 日 本脂 質 栄 公学 会 の 会長 (用事長) を
平 成 12{F よ り 務 め て い る 。 ま た International
Society for the Study of Fatty Acids and Lip­
ids 第 ![ rnl 大 会 (ISSFAL2000) が 日 本 で 、下 成
1 2年 に 間 信: さ れ る こ と に 決定 し た が、 浜崎がそ
の 会 頭 と な る こ と に 決定 し た 。 こ の 大 会 は 6 月
に つ く ば 国 際 会議場 で 開 催 さ れ た の � 時 は 2000
年 問 題 が世 界 的 に騒がれ て い た こ と と 、 バ ブ ル
崩 壊 後 で 日 本経済が最悪 の H封切 で あ っ た た め 、
こ の 年 に 大 会 を 聞 く こ と に そ れ な り の恐怖感が
あ っ た が、 結 同 は 成 功 裏 に 終 了 し た の 6011 の 海
外招 待 演 者 、 300名 を 超 え る 参 加 �. を 迎 え 、 脂
肪酸栄 養 を ql 心 と し た 重要 な 発点がな さ れ た 。
最 終 日 前 日 の パ ー テ ィ ー で は マ グ ロ の解体 シ ョ
ー な どがあ り 大盛況で、 い ま だ に 海外研究者か
ら そ の と き の 話が出 て く る 。 た だ 、 準備 に 大 き
な 組織 を 利 肘 で き た わ け で は な く 、 重要部分は
ほ と ん ど ム 人 で ま と め た た め 、 ス ト レ ス は か な
り の も の で あ っ た 。 5 年 た ち 冷静 に 振 り 返 っ て
み る と 、 今 度 は も っ と う ま く で き る 、 い や も う
て 皮 と で き な い と い う 気持 ち 、 重 要 な と こ ろ で
い ろ い ろ な 人 に 助 け て も ら っ た と い う 感謝 - ・ い
ま だ に い ろ い ろ な 気 持 ち が渦巻 く 。
漢方診断学
生活習慣病 や慢性 ・ 難治性疾患 と い っ た 西洋
医学 の み で は 対応 出 来 な い疾患 ・ 病態が増加 し
て い る 状況 の 中 で、 身体の総合的調和 を 重視 し
て 自 然治癒力 の 賦活 を 主 と す る 伝統医学の有用
性が認識 さ れ、 欧米諸国 を 中 心 と し て 関心が高
ま っ て い る 。 そ の趨勢は本邦 に お い て も 同様で
あ る 。 現在、 医療保険の薬価 に 収載 さ れて い る
漢方製剤 は 147種、 生薬 は約200種 で あ る が、 平
成 9 年 に 薬 価 収載 の 漢 方 製 剤 の 全 て に つ い て
「漢方医学 的 な 病 態 (証) に 基づ い て 適正 に 使
用 す る こ と 」 と の 項 目 が明記 さ れ、 漢方薬 の 適
正使用 が求め ら れて い る 。 漢方方剤 を 証 に基づ
い て 適正 に 使用 す る た め に は 、 患者の 証 を 的確
に 判 断す る こ と が必要で、 あ り 、 そ の た め に は 漢
方医学の基礎概念 の学習 と と も に 臨床 に 根 ざ し
た研修 を 必要 と す る 。 し か し 、 本邦 に お い て 体
系 的 に こ れ を 教育す る 場 は 医薬両学部 と も に 整
備 さ れ て い な い 。 そ こ で本部 門 は 、 漢方医学の
固 有 の 体系 を 科学 的 な 医 ・ 薬学 的研究手法 を 用
い て 明 ら か と し 、 研究及 び教育の た め の 漢方研
修 プ ロ グ ラ ム を 作成す る こ と を 目 的 と し て 、 平
成 1 1 年 4 月 1 日 付 け で株式会社 ツ ム ラ の 寄付部
門 と し て 設置 さ れ た 。
漢方医学的病態や 各漢方方剤 の 証 は 、 こ れ ま
で古典の記載に基づい た理解がな さ れて き た が、
生活様式や社会環境 は 大 き く 変化 し て お り 、 古
典 に 縛 ら れ る こ と な く 新 た な 指標 を 探索 し 、 現
代 に 即 し た 理解 を 行 な う こ と が必要で あ る 。 こ
れ ま で 、 当 寄付部 門 で は 問診形式 に よ る 心理 的
要 因 の解析や 電気生理学的指標 を 用 い た 自 律神
経 活 動 解 析、 さ ら に 品 質 工 学 的 手 法 で あ る
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MTS 法 を 取 り 入 れ た 問 診項 目 の 解析 な ど を 行
い 、 漢方医薬学的病態や 漢方方剤 の 証 の 一 面 を
明 ら か に し て き た 。 ま た 、 ヒ ト に お け る 各種漢
方方剤 あ る い は生薬の薬物動態 ・ 薬理作用 を 解
明 す る こ と が重要で あ り 、 ヒ ト 健常人 に お い て
有薬 ・ 甘草 ・ 持薬甘草湯経 口投与時の ベ オ ニ フ
ロ リ ン 、 ベ オ ニ メ タ ボ リ ン I、 グ リ チ ル レ チ
ン 酸の 薬物動態 を 検討 し 、 ヒ ト で の 血 中動態 は
個体差が大 き い こ と を 見 い だ し た 。 現在 は 、 附
子 ・ 桂皮、 あ る い は桂枝湯 な どの 漢方方剤 の 指
標物質 の体内動態 を 検討 し 、 そ の 一端が明 ら か
と な っ て き て い る 。 さ ら に 、 漢方医薬学 に 基づ
い た 基礎的研究 と し て 、 各種病態 モ デ ル動物 を
用 い て 、 生薬や 漢方方剤 の血管収縮 弛緩作用 ・
腎機能改善作用 ・ 血流改善作用 ・ 創傷治癒促進
作用 に 関 す る 研究 と い っ た 臨床 に 即 し た 基礎研
究 を 行 っ て い る 。
当 寄付部 門 は 漢方医薬学研修 を 行 っ て お り 、
こ れ ま で に 日 本 国 内 、 及 び中 国 ・ タ イ ・ ア メ リ
カ な ど か ら 180名 を 越 え る 研修生 を 受 け 入 れ て
き た 。 漢 方 医 薬 学研 修 に は 、 漢 方 医 薬 学 的 概
念 ・ 証 を 理解す る 研修 プ ロ グ ラ ム の 開発が必要
で あ り 、 漢方医薬学の基礎概念 を 概説す る 講義
や 漢 方 医 学 的 診 察 に 関 す る 講義、 臨 床 見 学 と
い っ た 受動 的研修 と 、 症例 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン
と い う 能動的研修 を 併用 し 、 よ り 深 い 漢方医学
的病態把握が可能 と な る 研修 プ ロ グ ラ ム を 開発
し て い る 。 ま た 、 学 内 での教育 に つ い て も 、 薬
学部 3 年 次 を 対 象 と し た 「東洋 医 学概論J 、 大
学 院薬学研究科前期 課程 を 対象 と し た 「東西医
薬学特論」 、 大学 院薬学研究科前 期 課程 臨 床 薬
学 コ ー ス の実習 を 担 当 し て い る 。
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和漢薬製剤開発
和 漢薬製剤 開 発部 門 は 平成 1 6 年 7 月 に 和 漢薬
研究所 (現 ・ 和 漢 医薬学総合研究所) の 寄 付 部
門 と し て 4 年 時 限 で 開 設 さ れ た 。 富 山 県 と 富 山
県薬業連合会 な ど地元薬業 界 か ら の 奨学寄付金
が 原 資 で あ る 。 設置 さ れ た 契 機 は 和 漢薬研究所
の 地域連携活動 の 実績 に あ り 、 さ ら に 平成 1 3年
度 か ら 配置薬処方 を 創 案す る 富 山 県 内 の 産官学
プ ロ ジ ェ ク ト (富 山 オ リ ジ ナ ル ブ ラ ン ド 配置 薬
開 発研究会) を 担 っ て き た こ と に あ る 。
本 部 門 の 教授 ( 2 年任期) と 助 手 1 名 ( 1 年
任 期 ) は 資 源 開 発部 門 の 漢方薬学分野か ら 異動
し た 。 筆 者 (諮) は 「研 究 者 が 惚 れ 込 む “ 製
品 " で は な く 、 消 費者が支持す る “ 商 品 " を 開
発せ よ J と い う “ 物創 り " の 基 本 を 企業の研究
所 で経験 し て き た 。 こ れが地域連携活動 や 産 官
学 プ ロ ジ ェ ク ト に 参画 し た 理 由 で あ る 。
1 . 研究活動 : 本部 門 は 「 人 間 、 環境、 情報、
総合」 を 意識 し 「生活習慣病 ; 相 花作用 ; 薬用
資源 (甘 草) の 評価 ; 柴胡加竜骨牡蛎湯 ; 持薬
甘草湯」 の key words の も と に ド 記 の 4 領域
で活動 し て い る 。
1 )  Kampo-pharmaceutics : 富 山 県 の 配置薬
業 を 支援す る シ ン ク タ ン ク 機能 と 実用研究 を 担
当 し て い る 。 そ の 中 で新 た な 配置 薬 の 開 発研究
を 研究所 の 済 水教授 と 医学 部 の |嶋 田 教授 と 共 同
で進 め て き た 。 新配置薬処方 の 考案 に 際 し て 、
漢 Ji 薬 の 経験主IJ ( 薬 能 ) と 客観主n (薬理情報)
を 摺合 わ せ て 配合生薬 を 選 ん だ点 が漢方医療薬
学 の iknow-howJ で あ る 。 さ ら に こ の 新 配 置
薬 の 年活 習 慣病 に 対す る 予 防作用 を 明 ら か に し
た ( 原著論文 4 報) 。
新配置薬 は 特 許 /1\ 願後、 平 成 1 7 年 8 月 に パ ナ
ワ ン (PanaWang) と い う 名 称 で 製造承認 を 得
た (黒 色 の 丸剤 ) 。 実 際 の 生 産 ラ イ ン で 製 造 さ
れ た 製 品 の 品 質試験 を 経 て 平成 1 8年 か ら 配置薬
市場で販売 さ れ る 予 定 に な っ て い る 。
2 )  Kampo-informatics : 漢 方 医 療 の 経 験 知
と 客観知 を 加 味 し た 漢方 医療情報 を 蒐集分析 し 、
配置薬業 の 担 当 者 (売薬 さ ん ) の 薬事研修 と 県
民 の 生涯学習 を 担 当 し て い る 。 本 部 門 が富 山 の
方土 に 存続す る 根拠 は 、 こ の よ う な 富 山 県 の 配
置薬業 と 県 民 の 健康福相 に 関 す る 要望 に 応 え る
こ と に あ る 。
3 ) COE プ ロ グ ラ ム の 基 盤 研 究 ・ 筆 者
(諮) は 本 学 の 2 1世 紀 COE プ ロ グ ラ ム 「 東 洋
の 知 に 丘 脚 し た 個 の 医 療 の 創 生j の 基 盤 研 究
「地球環境 に 配慮 し た 薬 用 資 源 の 開 発 と 漢 方 薬
学 的 評価」 を 分担 し て い る 。 天然薬用 資源 を 確
保す る 研究 と し て 、 甘 草 の 原 植物 を 中 国 内 蒙古
白 治 区 で 栽培 し 日 本薬 局 方 の 諸基準 に 適合す る
栽培根 を 得 た 。 さ ら に 栽培根の 薬理作用 と 生物
薬 剤 学 的特性が既存 の 薬 用 甘草 と 同 等 で、 あ る こ
と を 明 ら か に し た 。 こ の 栽培が実用 化 で き れ ば
野生植物採取 に よ る 砂漠化 を 防 l上 で、 き る こ と が
期 待 さ れ る ( 原 著 論丈 6 報、 総説 1 編) 。
4 ) 漢方薬剤l 学研究 : 漢方薬 の 占典 『神農本
草経』 に は 生薬 を 組 み 合 わ せ る と 単純 な 相加作
用 だ け で な く 、 相殺や十日 反 な どマ イ ナ ス の相互
作用 も 起 き る こ と が例 示 さ れ て い る 。 こ の よ う
に 相 互作用 は 古 く て 新 し い 課 題 で あ る 。 医療用
漢方製剤 は 各穏 の 西 洋 薬 と 組 み 合 わ せ て 使用 さ
れ て い る 。 本部 門 で は 持 薬 甘草湯 と 併用 さ れ る
各 種 の 西 洋 薬 と の 相 虻作用 を 検証 し 、 H. pylori 
除 菌 柴 と 緩 下剤 は 腸 内 細 雨 に よ る 配糖体成分の
代 謝 l吸収 を 悶害 す る こ と を 明 ら か に し て い る
( 原 著論文 7 報) 。
i莫 万 医 療 の 基 本 は 「 治 未 病 ( 予 防 医 療 ) J に
あ る 。 柴胡加 道骨牡蛎湯、 防風通聖散お よ び新
配置薬 と 牛 黄 の 動脈硬化子 防作用 を 血管 内 皮細
胞擦過後 の 内 膜肥厚病態 を 用 い て 明 ら か に し て
い る (原著論文 7 報) 。
2 . 教育活動 : 本 部 門 は 附置研究所 に 属 し て
い る た め 教育への 関 与 は 大 き く な い 。 学 部 で は
和 漢 医 薬 学 入 門 の 講義 と 実習 ( 医 看 薬 2 年次) 、
医 学 薬 学 史 ( I芙 2 年 次) 、 天 然 |実 薬 資 源 学 (薬
3 年次) の 講義 を 分担 し 、 大学院薬学研究科修
士課程の 医療漢方薬学特論 を 担 当 し て い る 。
以上、 和 漢薬製剤 開 発部 門 は 漢方 医療文化 の
医 薬 史学考証や 薬 用 資 源 の 現地調査で思考 の 時
空 を 広 く し 、 現代 を i府搬す る 視野か ら 現代 医療
に お け る 価値 の 創 造 を 目 指 し て い る 。
薬効解析 セ ン タ ー
沿革
和 漢薬研究所 の 約属薬効解析 セ ン タ ー は 、 平
成 8 年 5 月 に 、 下記の研究 目 的 を 掲 げて 、 小松
か つ 子 助 教 授 (平 成 8 年 5 月 ) 、 東 田 千尋 助 手
(平成 8 年10月 ) の 着 任 に よ り 発足 し た 。 平 成
10年か ら は 、 外国 人客員 教授及 び助教授 を 招 聴
し 、 延べ13人が就怪 し た 。 民族薬物資料館 を 中
心 と し た デ ー タ ベ ー ス 構 築 と い う 大 き な ミ ッ
シ ョ ン を 着 実 に 遂行 し た だ け で な く 、 世界の伝
統薬物 に 関 す る 研究 を 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク も 含
め た ダ イ ナ ミ ッ ク な 生薬学、 神 経科学 を 志 向 し
た 薬理学、 天然物化学、 伝統医薬学 な ど を 基盤
と す る 各 ス タ ッ フ が、 有機的、 合理的 に 連携 さ
せ て 、 成 果 を 挙げて き た 。 平成12年 度か ら の 5
年 間 に 、 博士課程修了者 4 名 、 修士課程修了者
8 名 、 学部卒業生 8 名 を 輩 出 し た 。
研究 目 的
世界各地 の民族薬物 に 関 す る 資料の収集 及 び
整理、 薬効の評価及び解析並 びに デー タ ベ ー ス
の構築 を 行 い 、 世界の伝統薬物 及 び薬用植物 に
関 す る 共 同研究 を 推進す る 。
研究実績
1 ) 伝 統 薬 物 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス (ETH
MEDmmm) の構築
民族薬物 資料館 に保有 さ れ て い る 伝統薬
物標本の 同 定 を 行 い 、 そ れ ら の 分類学 的 デ
ー 夕 、 化学成分及 び薬理作用 、 伝統医学的
薬効等 に 関 す る 詳細 な デー タ を 付加 し た 、
画像 を 主体 と し た デー タ ベ ー ス を構築 し 、
「和 漢 薬 ・ 日 本語版」 を イ ン タ ー ネ ッ ト 上
で公開 し た 。
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2 ) 伝統薬物 の薬効の評価 と 解析 に 関 す る 研究
難治性の神経疾患、 特 に 痴呆性疾患 に 焦
点、 を 当 て て 、 治療薬 の 開発 と 薬理作用 の解
析 を 目 指 し た 。 イ ン ド 生 薬 Ashwagandha、
人参類生薬 に 、 神経団路網再構築活性があ
る こ と を 見 出 し 、 活性成分の 同 定 と 、 作用
機序 の 解 明 を 行 い 、 新 し い作用機序 の 抗痴
呆薬候補 と な る 数種の化合物 を 提示 し た 。
3 ) 生 薬 の 品 質 評価 に 関 す る 研究
同 定が 困 難 な 生薬 を 遺伝子解析 に よ り 、
確実 に かつ 簡便 に 同 定す る 方法 を 開発 し た 。
人参類、 大黄類、 欝金類生薬の基源が明 ら
か と な り 、 基原植物 の 違 い に よ る 成分組成
や薬理活性の特徴 を 明 ら か に し た 。
4 ) 世界の伝統医薬学の調査研究
中 国 に お け る 道地薬材 の 理論 を 証明 す る
目 的 で、 Panax 属 、 Rheum 属 、 Curcuma
属植物の植生 と 用 法 を 調査 し た 。 モ ン ゴ ル
国 の 有 用 植物 を 調査 し 、 図鑑 に ま と め た 。
新 セ ン タ ー と し ての出発
薬効解析セ ン タ ー は 、 平成17年 8 月 1 日 よ り 、
新 た に 民族薬物研究セ ン タ ー に 改組 さ れ た 。 こ
れ ま で の セ ン タ ー の研究 は以下の 4 つ の 部 に そ
れぞれ受 け継がれ、 さ ら な る 推進が図 ら れ る 。
薬効解析部 : 難治性疾患の発症機序及 び制御機
構の解析、 治療薬 の 開発
外国人客員 部 : 薬効解析、 成分分析、 資料館 デ
ー タ ベ ー ス の構築支援
民族薬物 資料館 : 民族薬物 デー タ ベ ー ス の拡充
と 生薬標本の蒐集 ・ 管理
国際共 同研究部 : 和 漢医薬学研究推 進 ネ ッ ト ワ
ー ク の 国 内外での構築
2五2 可') 4 主主 議院等 の in 革
〈
診 療 科 〉
第 一 内 科
第 5 節
II({和51\年1 0 月 大学 附 属 病 院 開 院、 矢 野 三 郎教
授 を は じ め と す る 第 ゐ 内 科 創 l任 期 は 、 診 療 ス
タ ッ フ が浅沼助教授、 講SI!i と し て 伊藤 、 中 尾 、
助 手 と し て 加 藤 、 藤 打 、 杉森、 鈴木以 卜'.*t:勢 わ
ずか 8 名 で ス タ ー ト し た が、 こ の 過 程 は 20周 年
記念誌 に 譲 る 。
平成 4 年 に 小林 Ii�教授が着 任 さ れ た が、 平 成
4 年 か ら 、子 成 1 1 年 ま で 毎年 5 1'， 以上 の 新 人研修
医 を 病棟 に 迎 え 、 半年 間 を と も に 過 ごす オ ー ベ
ン と と も に 朝 H 病煉医長 の も と で 活気 に 満 ち た
僻修医修行が行 わ れ た 。 ' 1 ' で も 毎週水曜 日 と 金
曜 日 の 新 患紹介で は 、 沢、 l11 崎 ら が温か く も 、
厳 し い 指導 を と ば し て い た 〉 ま た 2 年 日 の研修
医 を 土十象 と し た 内 干ト ロ ー テ ー シ ョ ン シ ス テ ム に
よ り 、 他科 の 多 く の ロ ー テ ー タ ー が病棟研{I釦こ
参加 し 、 科 を 超 え た 人 の つ な が り も 強 く な っ た 。
当 時 の 病棟診療体制 を 振 り 返 る と 呼吸器 は 丸 山 、
山 卜 を 中 心 に 、 松 井 、 六 rH 、 荒井、 糖尿病代謝
で は 、 高 !Il ( 康 ) 、 浦 風、 笹 |湖 、 1 II Ih奇 、 中 村 、
リ ウ マ チ 惨原払jで、 は幼11 、 i宰附 ら が奮 闘 し て い た 。
平 成 9 ;'f か ら 丸 山 が病械医長 と な り 、 呼吸器
で は 菓子井 や研修 を 終 え た 竺 輪 、 小 田 、 糖尿病
代 謝 で は 佐 藤 、 右 木、 リ ウ マ チ 穆原病 で は 多 喜 、
長 が 中 心 と な っ た 。 ま た 多 く の *i v 、 大 学 院生 が
加 わ っ て 、 診療 、 研究 に 熱気 あ ふ れ ん ばか り で
あ っ た c 病株で は 佐 藤が頚動脈エ コ ー を 導 入 し 、
糖尿病忠者の大lfrl管障害評価 に 新風 を 吹 き 込 ん
だ し 、 甲 状腺エ コ ー で は 隈病 院で研修 し て き た
薄 井 、 岩 間 ら が 甲 状腺 ABC を 習 得 し て 甲 状腺
診療 に 貢 献 し た 。
平 成 1 3年 か ら 佐 藤 が病棟医長 と な っ た が、 そ
の 年 は 104う の 新 人研修|矢 ( う ち 6 名 が女性) が
入 局 し た 。 病 院長 を 兼任 さ れ て い た 小林教授の
御配慮 で急逮 当 直 室前 に研修医 ル ー ム を 作 っ て
頂 き 、 ;tj: き エ ネ ル ギ ー の 溜 ま り 場 と な っ た 。 そ
の 後堀 、 山 干 、 大 角 ら は 開 業 さ れ、 rt1 村 は 故郷
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の 弘前 大学 に 転 出 し た 。 当 時 、 呼吸寄 で は 林、
藤 田 、 河岸 、 糖尿病代謝で は 計 四 、 宇野、 鷹 田 、
岸 出 、 リ ウ マ チ 限原市誌で は 多喜、 去、 篠 田 ら が、
そ れ ぞれ研修 や 大 学 院 を 終 え て 副 病棟医長 と し
て 診療業 務 に � た っ た 。 ま た 、 こ の 頃 よ り 医療
の 安全、 事故防 止 に 対 す る 意識が高 ま り 、 病棟
医 長 や 師 長 は リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー と な り 、 病 院
全体で 医療安全管理マ ニ ュ ア ル も 作 成 し た c 当
病棟 で も 佐 藤 病 棟 医 長 、 野 上 ßlIJ 長 ( 後 に 北 林 師
長 ) を 中 心 に 、 医 師 、 ナ ー ス 共 同 で イ ン シ デ ン
ト 報告会や 業務検討会 を 行 い 、 医療安全、 事故
防 止 に 努力 し た 。 ま た 、 病 院 当 局 か ら は 在院 ri 
数の 短縮化が指導 さ れ 、 気管支鏡一 泊 入 院 な ど
を 導 入 し て な ん と か25 日 前 後 を 維持 し た 。 リ ウ
マ チ 腰原病 グ ル ー プ は 、 整形外科\ 和 漢診療利 、
看 護 師 、 リ ハ ビ リ 科、 地域連携言、 薬 剤 師 、 栄
主主 J: ら と 共 同 で 、 5 1 1 同 の リ ウ マ チ 教育検診入
院 を 導 入 、 忠者 か ら も 高 L 寸 干価 を 得 た 。 し か し
な が ら 入 院医療 費 の 包括化、 屯 f カ ル テ の 導 入、
新研修制 度 の 導 入 な ど、 病棟 を 巡 る 環境 は め ま
ぐ る し く 変化 し 、 対応 を 余儀 な く さ れ た 。 平成
15年か ら は 、 今 ま で の研修医、 副 医 長体制か ら 、
診療 チ ー ム 制 を 病棟 に 導 入 し た 。 2 iノ! の 専 門 の
異 な る 指導 |天 に 、 研修医 1 名 が配属 さ れ、 BST
学生 も 配属 さ れ て チ ー ム で 診療 に あ た る 。 こ の
シ ス テ ム は 診療 と 教育が有機 的 に 結 びつ き 、 概
ね学生 た ち に も 好訴で あ っ た 。 ま た 、 小林教授
は 病 院 長 を 併任 し て い る が、 多忙の lド 、 恒例 の
金 曜 の 教 授 凶 診 、 医 局 会 は 熱心 に 行 わ れ 、 弁 当
会 食 で も 学生 た ち と の 交流 を 深 め ら れ た 。 平成
1 6年 か ら 新卒後研修制 度 が始 ま っ た が、 こ の 制
度 で は 人 局 が 2 年留 保 さ れ る 上 、 研修医が 2 か
月 毎 に め ま ぐ る し く ロ ー テ ー シ ョ ン す る た め 病
棟医 の 負 担 は 大 き く 地 え た 。 特 に 、 平 成 1 6 - 17 
年 の 病棟l天 は病棟診療 に 振 り 回 さ れ、 医 局 に も
ど る 暇 も な い ほ ど で あ っ た 。 こ の よ う に 病棟の
環境 は大 き く 変化 し て い る が、 今 後 と も 第 牟 内
科 の 診療 、 教育 の 質 の 向 上 を め ざ し て 努h し た
い (佐藤 啓、 小林 正 )
第 二 内 科
附属病院第二 内科 は 昭和52年 4 月 ( 内科学 2
開設) か ら 昭和52年10月 15 日 ( 附 属 病 院 開 院)
ま で、 富 山 県立 中央病院内科、 富 山 市民病 院 内
科 を 借 り て 診療 を 行 っ た 。 10月 15 日 の 開 院 当 初 、
病棟は西 5 階 に あ り 25床で、 ス タ ッ フ 以下 医 局
員 は 合計1 1名 で あ っ た 。 外来診療 は 10月 16 日 か
ら 開 始 さ れ、 初 日 は外来41名 、 入 院 1 名 で あ っ
た 。 そ の後、 病床数は 昭和55年 8 月 1 日 に35床、
56年 4 月 30 日 に 50床 (束 5 階、 う ち 3 床 は 共通
病 床) 、 一 平 成16年 6 月 1 日 に は 56床 (東 5 階、
6 階) に増加 し た 。 平成 4 年 4 月 心拍監視装置
が整備 さ れ、 集 中 治療 ( 2 名 ) に 対応 で き る よ
う に な っ た (551 、 552病室) 0 平成 6 年 5 月 ICU
が独立 し た 診療 部 門 と し て 開 設以来、 急性冠症
候群 は こ の 2 床 と ICU を 利 用 し て 管 理 し て い
る 。
初代杉本恒明教授時代 は 開 院以来、 循環器、
腎 ・ 高血圧、 神経内科 を 担 当 し 、 2 代篠 山 重威
教授 の 時代 は循環器の診療が積極 的 に 展 開 さ れ
た 。 平成 4 年12月 よ り 井上博が 3 代教授 と な り 、
平成 5 年 5 月 に は神 経 内科専 門 医 が助 手 と し て
着任 し 、 数年 間 に わ た り 途絶 え て い た神経内科
最近10年 間 の 診療実績
平成 7 8 9 10 
病床稼働率 (%) 101 .  1 99. 0 105 . 4 106. 7 
平均在 院 日 数
心臓 カ テ ー テ ル検査 139 97 99 115 
pcr 19 9 21 27 
電気生理検査 72 84 71  75  
ア フ* レ ー シ ョ ン 47 53 42 48 
ペ ー ス メ ー カ ー 21 25 20 19 
植 え 込み式除細動器 。 。 。 2 
ホ ル タ 一心電図 1 ， 292 1， 159 974 954 
ト レ ッ ド ミ ル負荷試験 818 650 592 560 
心エ コ ー 図 1， 946 1， 954 1， 984 2 ， 014 
経食道心エ コ ー 図 98 118 115 125 
核 医学検査 790 828 826 773 
腎生検 28 32 43 43 
pcr : 経皮的冠動脈イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン
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の 診療が再 開 さ れ た 。 平成16年、 神経内科が診
療科 と し て 設置 さ れ る こ と と な り 、 平成 17年 6
月 16 日 田 中耕太郎教授が着任 し 、 第 二 内 科 の 診
療分野 は循環器 と 腎 ・ 高血圧 と な っ た 。 神経内
科設置 に 伴 い 、 7 月 1 日 よ り 第二 内科の病床数
は42床 と な り 、 高嶋修太郎 (保健管理セ ン タ ー
講師) と 田 口芳治 (病院助手) が神経内科へ ス
タ ッ フ と し て そ れぞれ昇任、 配置換 え に な っ た 。
8 月 以 降第二 内科の教官数は講師 2 名 、 助手 2
名 と な っ た 。
病棟婦長 は 、 境美代子 (昭和55年 4 月 ~ 昭和
59年 3 月 ) 、 村 上 桂 子 (昭 和59年 4 月 ~ 昭 和61
年 3 月 ) 、 塚 原 節 子 (昭 和61年 4 月 ~平 成 2 年
3 月 ) 、 高 橋 登 志 子 (平 成 2 年 4 月 ~平 成 8 年
3 月 ) 、 湯 浅 ゆ き 子 (平 成 8 年 4 月 ~平 成 15年
3 月 ) 、 高 木英 子 (平成15年 4 月 �) が 務 め て
い る 。
最近10年 間 の 代表的 な 診療実績 を 表 に ま と め
た 。 平 成 8 年 度 以 外 は 稼 働 率 が100% を 超 え 、
地域の循環器 ・ 腎臓 ・ 神経 内科疾患 の 診療 を 担
う 部 門 と し て 責 め を 果 た し て い る 。 平均在 院 日
数は不十分で は あ る が、 着実 に 減少 し て 来 て い
る 。
11 12 13 14 15 16 
107 . 3 103. 1 114. 2 111. 5 112. 2 100. 5 
34. 4 37. 2 30. 2 28. 4 27 . 4 
153 238 247 269 280 309 
53 83 90 107 1 16  114 
87 78 73 65 53 56 
49 54 53 56 45 45 
26 36 30 31 40 41 
3 4 5 11 7 13  
1， 033 1， 000 1， 023 1， 111 1， 020 1， 090 
605 556 494 501 449 481 
2 ， 055 2 ， 021 2 ， 081 2 ， 096 2 ， 077 2 ， 018 
152 169 180 139 168 1 1 5  
791 788 840 592 470 319 
44 48 35 28 46 25 
254 第 4 章 講座等の沿革
第 三 内 科
第 三 内 科 の 誕 生 は 昭和 54年 4 月 佐 々 木博科長
の発令 に よ る も の で あ り 、 平 成 元年 に は 第 2 代
の 渡 辺 明 治科長 に 引 き 継がれ、 消化器疾患、 血
液疾患患者 を 受 け 入 れ て き た 。 さ ら に 、子 成 1 6 年
9 月 に 杉 L1 J 敏郎科長 に バ ト ン タ ッ チ さ れ現在 に
至 っ て い る 。 病 棟 の 病 床 稼働 率 は 常 に 100% を
超 え 、 在 院 日 数 も 22 日 と 院 内 で も ト ッ プ ク ラ ス
を 保 っ て い る 。 最 近 10年 間 の 第 三 内科 の 変遺 を
た と守 っ て み る 。
病棟診療体制 は チ ー ム 市IJ を 、 つ ま り 講 師 、 助
手 、 医 員 、 研修医 で 1 チ ー ム を つ く り 、 常 時 5
チ ー ム 体制 を と り な が ら 、 血液疾患、 消化管疾
患 、 肝胆隣疾患 を 担 当 し て い る 。 第 三 内 科研修
医 は 常時平均 5 人程度、 他科 ロ ー テ ー タ ー も 3
- 4 人所属 し て お り 大所 帯 で あ る 。 こ の 体制 は
研修医教育 に 加 え 平成 1 2年 か ら 始 ま っ た ク リ ニ
カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ学生教育 に も 極 め て 有効 に
機能 し て き た 。 ま た 大学病 院 と い う 専 門牲 を 高
め る た め に 専 門 カ ン フ ァ レ ン ス も 充実 さ せ、 高
レ ベ ル の 診療 を 心が け て き た 。 歴 代 の 病 棟 医 長
は若林、 高 原 、 清水、 南部、 加藤、 折 原 で あ る 。
看 護 師 長 は佐竹、 浜 、 そ し て 現在 は 西 谷 師 長 で
あ る 。
こ の 10年 間 の 入 院患者 は 疾病構造 の 変遷 と と
も に 徐 々 に 増 加 し 最 近 で は 年 間 約 900名 で あ る 。
血液疾患 で は 悪性 リ ン パ 腫 、 白 血病 を 中 心 に 、
平 成 1 2 年 か ら は 自 己末梢 血幹細胞移植 に も 積極
的 に 取 り 組 ん で き た 。 G-CSF な ど の 補 助 治 療
の 画 期 的 進歩 に 加 え て 、 リ ツ キ シ マ ブ (抗 CD
20t元 体) 、 イ マ チ ニ ブ (BCR-ABL チ ロ シ ン キ
ナ ー ゼ抑制) な ど の 分子標 的 治療 は 治療成績 を
大 き く 向 上 さ せ た 。 今後、 ア ロ BMT， ミ ニ BMT
併用 固 形癌 治療 の 準 備 を 進 め て い る 。
消化管疾患 は 上部消化管 内 視鏡治療 の 急 速 な
進歩 を 素 早 く 取 り 入 れ 内 視鏡 的粘 膜切 除術、 粘
膜 剥 離 術 (ESD) を 開 始 し 、 患 者 さ ん の QOL
向 上 に 大 き く 貢献 し て い る 。 杉 山 敏郎科長が赴
任 し て か ら は 難治性炎症性腸疾患 の 白 血球除去
療 法 、 分子標 的 治療 で あ る 抗 TNF-a 抗体 の 導
入 に よ り 、 一段 と 治療成績 は 向 上 し て き た 。 さ
ら に ヘ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 除菌 に よ る 胃 癌一予
防 、 GIST の 分子 標 的 治療 、 i貴傷 性 大 腸 炎 の 除
菌療法、 消 化器癌 の 新 規 多 剤 併 用 化学療法 な ど
最 新 の 消 化管疾患診療が導 入 さ れ て 、 北 陸 他県、
甲 信越地域の患者 さ ん が急増 し て い る 。
肝疾患で も 進歩 は 著 し い 。 B 型 肝 炎 で は ラ ミ
ブ ジ ン 、 ア デ フ ォ ビ ル の 導 入 に よ り 肝炎治療 が
目 覚 し く 向 上 し た 。 C 型 肝炎で は ラ ミ ブ ジ ン 併
用 の イ ン タ ー ブ エ ロ ン 治 療 の 導 入 に よ り ウ イ ル
ス 駆 除が可 能 と な っ て き た 。 し か し 、 最 近 の入
院患者 の 大半 は 肝細胞癌 で あ り ラ ジ オ 波焼灼療
法 が 中 心 と な っ て い る 。 2002 年 に 肝不 全で 入 院
中 の 患者 に 当 大学 第 宇 例 日 の 生体肝移植が施行
さ れ た こ と は特筆すべ き で 、 以後症例 を 重 ね移
植 医療 も 定着 し て き た 。
い ず れ の 診療 グ ル ー プ も 入 院患者 は癌患者が
多 く 、 平 成 1 1 年 か ら 西 6 階緩和 ケ ア 勉 強 会が医
師 、 看 護 師 を 交 え て 発足 し て お り 、 検討会が定
期 的 に 行 わ れ て い る 。
外来 部 門 で は 開 学 当 初 か ら の 週 2 回 の 外来体
制 で あ っ た が、 平成10年 に 臓器別 外来体制 が整
い 、 胃 腸 、 肝胆勝、 心身症、 血液の 4 部 門 に わ
かれ、 総合 内 科 と と も に 毎 日 外来が定着 し た 。
外来患者数は年間約 2 万5， 000人、 そ の う ち新患患
者 数 は 2 ， 700 人 で あ り 特 に 紹 介患 者 数 が 増 加 傾
向 に あ る 。 今後、 外来患者数の 増 加 に 見合 っ た
外来部 門 や検査部 門 の 拡充 と 整備 が望 ま れ る 。
こ の 10年 間 、 医療の 安全管理、 診療体系 の 変
化 に 対応 し て 事故防止対応や 各種書類 や 承諾書
の 記載、 さ ら に 、ド成16年度か ら 始 ま っ た 電 子 カ
ル テ 導入 は 医 師 の み な ら ず看 護 師 の仕事 を さ ら
に 増 加 さ せ、 し か も 複雑 に し て い る 。 平成15年
度 か ら 導 入 さ れ た DPC は 入 院 H 数 の 短縮 を 余
儀 な く し て お り 、 検査が多 い 当 科 は特 に 入退 院
が激 し く 、 一 方 で、 重症紹 介患者が急増 し 、 今後、
ま す ま す過重労働 を 強 い ら れ、 マ ン パ ワ ー は 限
界 に 達 し て い る 。 病 院実績 に 見合 っ た 職 員 再配
分が強 く 望 ま れ る 。 平 成 1 6年 度 に 大改 革 が 行 わ
れ た 卒 後 臨 床研修必修化 は 当 科 だ け で な く 研修
医 の 著 し い 大学離れ、 都市集 中 を ひ き お こ し 、
医療界全体 に 多 大 な 影響 を 及 ぼす こ と が危倶 さ
れ る 。 ( 文責 : 高 原 照 美 、 杉 山 敏郎)
神 経 内 科
1 ) 神経内科の 開 設
平成17年 6 月 ま で は 附属 病 院 で の神経内科の
診療、 教育、 研究 は 、 第二内科学教室 の脳神経
内科部門 と し て 、 高 嶋修太郎 (保健管理セ ン タ
ー ) 講師、 田 口 芳治助手、 道具伸 浩 医 員 (大学
院生) を 中 心 と し て 行 わ れて い た 。 し か し 、 富
山 県 に お け る 神経内科専 門 医 の 数 は全国平均 よ
り も か な り 低 く 、 当 県 に お け る 神経 内 科 に 対す
る 種 々 の 必要性 も 高 ま り 、 平成17年 6 月 16 日 よ
り 田 中耕太郎 を 初代の神経内科教授 と し て 迎 え 、
新 た に 神 経 内科 と し て独立 し た 診療科 を 立 ち 上
げ、 一層充実 し た 神経内科の診療 、 教育、 研究
を 目 指す こ と と な っ た 。
2 ) 診療業務 と ス タ ッ フ
神 経 内科 と し て の病棟業務 を 、 平成17年 6 月
27 日 よ り 東病棟 5 階 に 定床数14 と し て 開始 し た 。
入 院患者 は 当 初 よ り 常 に 14床 を 上 回 り 、 24床前
後で推移 し 、 あ ら た め て 神経内科の 必要性 の 高
さ を 実感す る 毎 日 で あ っ た 。 外来業務 は 、 7 月
1 日 よ り 内科診察室 の 17番 と 18番 を 使用 し て 開
始 し た 。 診 察 医 は 、 月 曜 日 ( 2 診) : 田 中 教 授
(道 具 医 師) ・ 田 口 助 手、 火曜 日 : 高 嶋 講 師、
水曜 日 : 田 中 教授 (道具 医 師) 、 木 曜 日 : 高 嶋
講師、 金曜 日 : 田 口助 手 で あ っ た 。
以上 の よ う に 、 開 設 当 初 は 、 田 中 、 高 嶋 、 田
口 、 道具の た っ た 4 名 の 医 師 か ら な る 大変小 さ
な 科 で あ っ た 。 し か し 、 各人がそ れぞれの役割
を 十二 分 に 果 た し 、 家庭 的 な が ら も 大変熱気 に
溢れ た 雰 囲 気 で 毎 日 の 業務 を 遂行 し た 。
な お 、 開設後 の 人事 と し て 、 8 月 1 日 付 け で 、
田 口 芳治が第二 内科助手 よ り 神 経内科助手 に 配
置換 え と な り 、 同 日 よ り 神経内科病棟医 長 に 就
任 し た 。 9 月 1 日 付 け で 、 高 嶋修太郎が保健管
理セ ン タ ー 講 師 か ら 神経内科助教授 に 昇任 と な
り 、 神経 内 科 医 局 長 お よ び外来 医 長 に 就任 し た 。
ま た 、 9 月 に 回 口 が 日 本脳卒 中 学会認定専 門 医
試験 に 合格 し 、 田 中 、 高嶋、 田 口 の 3 名 が、 日
本神経学会認定専 門 医 と 日 本脳 卒 中 学会認定専
門 医 の 資格 を 持つ こ と と な っ た 。
当 直業務 に つ い て は 、 第二内科 と の協力体制
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を 維持 し て 、 第二内科 と 神経内科の合同 で両診
療科の 当 直 に あ た り 、 第 二 内 科 医 師が 当 直 の 際
は神経内科で オ ン コ ー ル 態勢 を と っ た 。
3 ) 行事
平 日 の 毎朝、 新入院 カ ン フ ァ レ ン ス を 行 い 、
症例提示 の後、 新入 院患者の 回 診 を 行 っ た 。 毎
週金曜 日 午後 に 教授 に よ る 病棟 回 診 を 行 い 、 そ
の後、 全症例 の検討会 を 行 っ た 。 隔 週 月 曜 日 夕
方 に は 、 脳神経外科 と の 合 同 カ ン フ ァ レ ン ス を
行 い 、 脳 卒 中 症例 を 中 心 に 症例 の 検討 を 行 っ た 。
火 曜 日 の 抄 読 会 と Clinical Conference、 CPC
は 、 第 二 内 科 と 神経内科の 合 同 で行 う こ と に し 、
6 週 間 に 1 回 の割合で神経内科が当 番 と な っ た 。
隔 週水曜 日 夕 方 に 、 当 大学で富 山 神 経 内科 セ ミ
ナ ー を 開催 し 、 富 山 市、 高 岡 市 な ど近隣の神 経
内科医 と 共 に 、 症例検討 を 定期 的 に 行 っ た 。
4 ) 教育
5 年生が従来 3 週 間 、 第二 内科で実習 し て い
た も の を 、 そ の 中 の 1 週 間 は神経内科 を 回 り 実
習 す る こ と と な っ た 。 病棟症例 の 直接 的指導 に
は 田 口 と 道具が当 た り 、 田 中 と 高嶋 は 主 に 教育
セ ミ ナ ー お よ び口頭試聞 を 担 当 し た 。 ま た 、 4
年生の授業 と チ ュ ー ト リ ア ル に も 全員 の 医 師 が
参加 し 、 神 経内科実習 を 選択 し た 6 年 生 の 病棟
指導 も 行 っ た 。
初期研修医 に つ い て は 、 第二内科 を ロ ー テ ー
ト し て い る 研修医 の 中 よ り 原則 と し て 1 名 ずつ
1 か 月 間 、 神経内科 を 回 り 研修 し て も ら っ た が、
症例が大変豊富 で あ り 、 み ん な 満足 し て い た 。
5 ) 学会活動
第二 内科学教室 の脳神経 内科部 門 当 時 か ら の
学会活動 を 継続、 発展 さ せ た 。 す な わ ち 、 日 本
神 経学会、 日 本脳 卒 中 学会、 日 本脳循環代謝学
会、 日 本内科学会 な どで演題 を 発表 し た 。 ま た 、
富 山 地 区 や北 陸 地 区 の 様 々 な研究会で も 多 く の
演 題 を 発表 し た 。 富 山 県 臨床神経研究会の事務
局 が、 当神経内科 に 置 か れ る こ と と な っ た 。
以上、 神経内科 は 附属 病 院 の 中 で は最 も 新 し
い 診療科 で は あ る が、 ス タ ッ フ 一 同 、 神経内科
の 充実 を 目 指 し 、 多 く の研修医が入局 し て く れ
る 将来 を 信 じ て 頑 張 っ て い る 毎 日 で あ る 。
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皮 膚 科
1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状
- 診療 部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ
昭和54年 の 開 院時 、 諸橋名 誉教授 を は じ め 、
五十嵐助教授、 福居講師、 須藤助手の 4 名 で診
療 を 開 始 し た 当 科 は 徐 々 に ス タ ッ フ の 増 員 に よ
り 診療体制 の 基礎 を 築 い て い き 、 現在 は 8 � 1 0  
1'1 程度 で 診療 に 当 た っ て い る 。 午前 q l の 」般外
来 で は 3 診制 を 維持 し て お り 、 午 後 の 特殊外米
(脱毛外来、 レ ー ザー 外来) 、 ア ト ピ ー 外来 と 合
わ せ て 年 間 2 万 人程度の受診者 に 対応 し て い る 。
平 成 1 7 年 3 月 に 開 院以来 当 科 を 導 い て き た 諸橋
教授 の 退官 以 降 も ス タ ッ フ 全員 が協 力 し あ い 、
そ れ ま で に 築 い た 伝統 を 維持 し て い る 。 平 成 1 7
r，ド 1 0 月 に 清水教授 の 着任が決定 し て お り 、 今後
も 新 し い 治験の研究、 地域医療へ の 貢 献 と い う
当 科 開 設 以 来 の 目 標 に 遇進 し て い く 。
皮 膚 科 で扱 う 疾患 の う ち 当 科 で は諸橋名誉教
授 の 卜 、 特 に 皮肩 付 属 器疾患、 ア ト ピ ー 性皮膚
炎、 脱毛症 な ど に 力 を 注 い で、 き た 。 専 門 外来 と
し て 池 田 、 高橋、 松JI:、 龍浦、 大津 山 、 日 野、
桧垣 、 野本 ら が脱毛症、 高橋、 宮 入 、 小 丙 、 桧
垣、 長谷川 ら が座槍、 関 、 井 田 、 豊 出 、 森松、
q l 町 、 北川 ら が ア ト ピ ー性皮膚 炎、 桧担、 小 阿 、
宮崎 ら がパ ッ チ テ ス ト の 専 門 外来 を 担 当 し て き
た 。
ま た 皮膚 外科分野で は 高 橋 、 龍 浦 、 丸 山 、 須
藤 、 斉 藤 、 豊 出 、 日 野 ら が メ ラ ノ ー マ を は じ め
と す る 各種の皮膚腫蕩の加療 を 担 当 し て き た 。
さ ら に は 白 斑 、 1夜臭症 な ど に 対 す る 外科治療 も
行 っ て い る 。
さ ら に 平成 10年か ら は 最 近 の 皮 膚 科 の 重点 分
野 の ひ と つ で あ る レ ー ザー 外来 を も 開 設 し 、 各
種血管腫、 毛細血管拡張症、 扇平母斑、 太 田 母
斑 、 異所性 蒙 古斑 な ど に 対 し て 松井、 中 村 、 古
市 、 野本 ら が加療 に あ た っ て い る 。 ま た 、 薬疹、
勝原病、 先 天性疾患 な ど全身 の 多臓器 と 関 連 し
た 疾患 に 関 し て は 各科 と の 協調 を 図 り 、 協 力 体
制 で診療 に あ た っ て い る 。
- 専 門外来 と そ の 成 果
脱毛外来 (桧垣、 日 野 / 火曜午後)
SADBE 療 法 、 DPCP 療 法 、 免 疫 療 法 な ど に
よ り 難治性 円 形脱毛等 の 治療 を 行 っ て い る 。
レ ー ザ ー 外来 (野本、 古市 /水曜午後)
各 種 の 色 素性皮膚疾患 に 対 し て レ ー ザ ー 加療
を 行 っ て い る 。
そ の 他
月 、 水 、 金 の 午 後 は外来手術 H と し て 良↑生皮
膚腫湯の外科的切除や 難治性皮膚 疾 忠 の 皮 膚 生
検術 を 行 っ て い る 。
2 ) 治革 に つ い て
. 主要人事
諸橋名 誉教授の も と 、 こ れ ま で に病棟医長 は、
福居、 高橋、 須藤、 小丙、 丸 山 、 問 、 松井、 龍
浦 と 続 き 現在 は 北 川 が担 当 し 、 外米医長 は福居、
池 田 、 高橋、 桧垣、 問 、 斉 藤 、 龍 浦 、 豊 田 、 牧
野、 中 村 、 現在 は 野本が担 当 し て い る 。 な お 、ド
成 1 7年 1 0 月 に 清水教授が着任 予 定 で あ る 。
- 施設、 設備
現在外来 に は 色 素 レ ー ザ 一 、 ア レ キ サ ン ド ラ
イ ト レ ー ザ 一 、 CO， レ ー ザ ー な ど の レ ー ザ 一 機
器 の ほ か 、 ナ ロ ー バ ン ド UVB、 デ ル モ ス コ ピ
ー な どの 各種機器 を 導入 し 、 加療 に あ た っ て い
る 。 こ の う ち 、 色 素 レ ー ザー に 関 し て は 富 山 県
内 で導 入 し て い る 施設が 当 科 の み と い う こ と も
あ り 、 多 く の 患者が集 中 し て い る 。
小 児 科
附属病 院 開 院 当 初 は 、 外来 を 受診す る 患者数
は 少 な く 、 閑古鳥が鳴 く 日 も 少 な く な か っ た そ
う で あ る が、 呼吸器 ア レ ル ギ ー 班、 神 経班、 循
環器班、 未熟児 ・ 新生児班、 血液 ・ 悪性腫蕩班
等の各臨床班が編成 さ れ る に と も な い 、 患者数
は増加 し 、 か つ 多 様化 し て き た 。 平成 7 年 か ら
は 、 宮 脇 利 男 教 授 が就任 さ れ、 関 連 病 院 は 充
実 ・ 拡大 し 、 紹介患者 さ ん も 増 え て き た 。 最近
で は 、 遺伝子診断や生化学的診断 を 、 臨床 に積
極 的 に 取 り 入 れた り 、 ク リ ニ カ ル カ ン フ ァ レ ン
ス や地方会 を 通 し 、 地域の小児医療 レ ベ ル の 向
上 に も 力 を 注 い で、 い る 。 難治 な 疾患、 珍 し い疾
患の紹介 も 多 く 、 診断 ・ 治療 に 苦慮す る こ と も
多 い が、 今後 も 地域医療 向 上 に 貢献 し て い き た
し ミ 。
各診療班の 歴 史 と 展望
小児循環器班 は 、 市 田 蕗子助教授 を 中 心 に ス
タ ー ト し 、 第 1 外科の協力 の 下 、 診療 を 進 め て
き た 。 平成12年 に は 、 兵庫県立 こ ど も 病 院か ら
大嶋義博先生が赴任 さ れ、 手術数 も 飛躍 的 に 増
え 、 成績は全国の ト ッ プ レ ベ ル と な っ た 。 心エ
コ ー 検査 に よ る 出 生前診断や生直後 に 診断 さ れ
る こ と が多 く な り 、 ま た新生児科 医 に よ る 術前
術後管理体制 の 向 上 も こ れ に 貢献 し て い る 。 現
在、 北 陸 に お け る 小児循環器外科 セ ン タ ー と し
て の役割 を 担 う ま で に な っ て い る 。
呼吸器 ア レ ル ギ ー 班 は 、 乳幼児の気道過敏性
測 定 や ユ ス リ カ ア レ ル ゲ ン 解析 な どで輝か し い
業績 を 残 し て き た が、 現在 で は Th 1 / Th 2 バ
ラ ン ス に つ い て の 基礎研究、 ア レ ル ギー 疾患の
疫学や ウ イ ル ス 感染症診断 に お け る MxA 蛋 白
の 有用 性 な どの 臨床研究 を 行 っ て い る 。 ま た 小
児の気管支 フ ァ イ パ ー 検査が行 え る 数少 な い 施
設 と し て 小児呼吸器専 門 医 の 育 成 に 努め て い る 。
来年度 は 、 平成18年 に は 日 本小児難治瑞息 ・ ア
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レ ル ギー 疾患学会 を 富 山 で主催す る こ と と な り 、
ゼ ロ か ら ス タ ー ト し た こ の 30年 間 で一 定 の 成 果
を 挙 げて き た も の と 考 え ら れ る 。
未熟児 ・ 新生児班 は 、 富 山 県 の 周 産 期 医 療 に
貢献 し て き た が、 2001年 か ら 、 周 産 母 子 セ ン タ
ー と な り 、 施設 も 拡充 さ れ た 。 現在、 二谷 武
講 師 ら を 中 心 に 、 富 山 県 の 胤 産期 医療 の 中 心 的
役割 を 果 た し て い る 。 研究面 で は 、 腸管免疫の
発達 に 与 え る 母乳の影響 に 関 す る 研究 を は じ め 、
感染免疫の視点 に た っ た研究 を し て い る 。
血液 ・ 腫蕩班 で は 、 数年前か ら 末梢血幹細胞
移植や骨髄移植 な どの再生医療 に 取 り 組 ん で き
た が、 無菌室 も 完備 し 、 最近 で は 、 他科か ら の
患者 も 含め小児の悪性腫蕩 の化学療法 に つ い て
中心的役割 を 果 た し て い る 。
神 経班 は 、 精神 運動発達 の 診断、 て ん か ん診
療 を 中 心 に 展 開 さ れて き た 。 北 陸 で は 、 小児 を
対象 と す る て ん か ん専 門認定施設 は 当 院 の み で
あ り 、 診療活動 に 加 え 教育 に お い て も 期待 さ れ
て い る 。 こ れ ま で は 、 脳波、 誘発電位 な ど の 生
理学的側面か ら の研究 を 行 い 、 一定の評価 を 受
け て き た が、 現在 は 、 難治性 て ん か ん や小児精
神疾患 に対す る 診断 ・ 治療成績 の 向上 を 目 指 し 、
神経免疫学 的側面か ら の研究 を 中 心 に 行 っ て い
る 。
地域医療へ の貢献
全国 的 に 、 特 に 富 山 県 に お い て 、 小児科 医 の
不足が叫 ばれ る 中 、 教室員 の増加 に 呼応 し て 、
こ の 10年 間 、 富 山 県 内 の 公立病 院 の 小児科医派
遣 の 要 請 に 逐次対応 し て き た 。 明 日 の小児医療
を 支 え る 若手 を 育成すべ く 、 県 立 中 央病 院 、 厚
生連高 岡 病 院、 黒部市民病 院 な ど の 富 山 県 の 中
核病 院 を は じ め 、 多 く の 病 院 に優秀 な 中 堅医 師
を 派遣 し て い る と こ ろ で あ る 。
開学30周 年 に あ た り 、 諸先輩方 の ご努力 に敬
意 を 表す る と と も に 今 ま で ご支援 ・ ご指導い た
だ い た 関係各位 に深謝申 し 上 げ ま す。
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神経精神科
( 1 ) は じ め に
こ れ ま で 当 科 は 「神経科精神科」 と 標携 し て
き た が、 平 成 1 7 年 度か ら 当 院 に 「 神 経 内 科j が
設 置 さ れ る こ と に 伴 い 、 「神 経 精 神 科」 と 科 名
の 変更 を 行 っ た O 抄読会や症例検討 会 は心理学
教室 と 合 同 で、行 っ て い る 。
平 成 1 6 年 度 か ら 開 始 さ れ た 2 年 間 の 新 医 師 臨
床研修制 度 に よ り 、 当 科 に も 平成 1 7 年 度 か ら 常
時 2 � 3 名 の 研 修 医 が 2 か 月 ず つ の ロ ー テ ー
シ ョ ン で 回 っ て き て い る 。 こ れ に 伴 い 、 実 質 的
に 教 室 の ス タ ッ フ 全員 が、 チ ー ム カ ン フ ァ レ ン
ス を 含 む何 ら か の 形 で研修 医 の 指導 に 当 た っ て
い る 。 こ の 制 度 は 、 他科 に 進 む 医 師 が精神科へ
の 理解 を 深 め 、 精神科 に 進 む 医 師 に は 内科 を 含
め 基 本 的 臨床能力 を 身 に つ け て も ら う た め に 大
変 良 い シ ス テ ム で あ る と 思 う 。
( 2  ) 外来診療
平 成 1 5 年 度 の 外 来 新患 数 は 7 6 1 名 ( 1 日 平 均
3. 0 人 ) で 、 再 来 患 者 は 延 べ20， 3 1 1 人 ( 1 日 平
均81 . 2 人 ) で あ っ た 。 こ れ は 10 年 前 の 平 成 5 年
度 の 1 1 ， 566 人 の ほ ぼ 2 倍 に 相 当 す る 数 で あ る 。
新患 の 内 訳 (ICD - 10) で は 、 症候性 を 含 む 器
質 性 精 神 障 害 ( 1 5 . 6% ) 、 精 神 作 用 物 質 に よ る
精 神 お よ び行動 の 障 害 (2 . 6%) 、 統合失調症、
統合失調 症 塑 障 害 お よ び妄想性障害 (8. 9%) 、
気 分 障 害 ( 1 7 . 2%) 、 神 経 症 性 障 害 、 ス ト レ ス
関 連 性 障 害 お よ び 身 体表現性 障 害 (20. 1 % ) 、
生 理 的 障 害 お よ び身体的要 因 に 関 連 し た 行動症
候 群 (8. 9%) 、 成 人 の 人 格 お よ び 行 動 の 障 害
(2 . 3%) 、 精 神 遅 滞 ( 1 . 6%) 、 心 理 的 発 達 の 障
害 (2 . 8%) 、 小 児期 お よ び青年期 に 通常発症す
る 行動 お よ び情緒 障 害 (4. 1 %) 、 精 神 障 害 、 他
に 特 定 で き な い も の (6 . 6% ) 、 そ の 他 ( 1 5 . 1 % )  
で あ っ た 。
神経精神科医療 に 対 す る 昨 今 の 多 様化す る 社
会 的 要請 を 反映 し 、 毎 日 の新患外来 と 2 つ の 一
般再来 に 加 え 、 各種専 門外来 も 稼働 し て い る 。
平 成 17年現在、 臨床薬理 (住吉、 月 、 火、 金 ;
樋 口 、 金) 、 心 身 症 ( 上 原 、 火) 、 精神保健 ( 倉
知 、 水) 、 児童思春期 (木、 谷 口 ; 金、 岩 田 ) 、
も の わ す れ (金、 鈴木) 、 リ エ ゾ ン ( 川 崎) 、 神
経心理 (松井) 外来が行 わ れ て い る 。 ま た 、 月
曜 日 に 児 童 思 春期 の 患 者 様 を 対 象 と し た 初 診
( 岩 田 ) が併設 さ れ た 。 年 々 活 動 的 に な る 外来
診療活動 に 伴 い 、 平 成 1 5年改装 丁牟事 に よ り 、 診
療 室 を 8 室 か ら 9 室 に 増 や し た 。
( 3 ) 病棟診療
43床 の 東 2 階病棟が、 神経精神 科 で あ る 。 平
成 1 6 年 度 か ら の 閏立大学法人化 に 伴 い 、 ト イ レ
の 改 装 ・ 消 灯 時 間 の 変更 な どが行 わ れ た 。 作業
療 法 に 関 し て は 、 平成元年か ら 関作 業療法士が
毎 週 火曜 日 に 行 っ て お り 、 患者様の 退 院 か ら 社
会復帰への橋渡 し と し て 重 要 な 役割 を 果 た し て
い る 。 2 か 月 に 1 回 の 家 族 教室 の ほ か、 特筆 す
べ き こ と と し て は 、 鳥取 大学 で の 研 修 を 終 え た
占 市 医 師 に よ り 、 平 成 1 7 年 度 よ り 病棟 の 個 室 を
利用 し て 内観療法 を 開始 し た こ と が挙げ ら れる 。
平 成 1 5年 度 の 入 院患 者 は 305名 で あ り 、 内 訳
は 、 症候性 を 含 む器質性精 神 障 害 (9 . 2%) 、 精
神 作 用 物 質 に よ る 精 神 お よ び 行 動 の 障 害
( 1 .  3%) 、 統 合 失 調 症 、 統 合 失 調 症 型 障 害 お よ
び妄想性障 害 (22 . 6%) 、 気分障害 (18 . 4%) 、
神経症性障害、 ス ト レ ス 関 連性 障 害 お よ び身 体
表現性障 害 (9 . 8%) 、 生 理 的 障 害 お よ び身体的
要 因 に 関 連 し た 行動症候群 (6 . 9%) 、 成 人 の 人
格 お よ び 行 動 の 障 害 (4. 9%) 、 精 神 遅 滞
(0. 7%) 、 心 理 的 発 達 の 障 害 (0 . 7%) 、 小 児 期
お よ び青年期 に 通常発症す る 行動 お よ び情緒障
害 ( 1 . 0%) で あ っ た 。 病 床 稼 働 率 は 99 . 1 % で
あ っ た 。
( 4 ) 人事
医 局 長 . 福 田 英道 、 鈴木道雄、 江守賢次、 鈴
木道雄、 村 田 昌 彦 、 川 崎康 弘 、 住吉太幹 (平成
1 5 � 現在)
病棟医長 ・ 谷井靖之、 江守賢次、 黒 川 賢造、
角 田 雅 彦 、 川 崎康 弘 、 角 田 雅彦 ( 平 成 1 7 年 ~現
在 )
外来 医 長 : 鈴木道雄、 堤 学、 黒 川 賢造、 江
守 賢次 、 住吉太幹、 村 田 昌 彦 、 川 崎康 弘 、 住吉
太幹、 角 田 雅 彦 、 川 崎康 弘 (平成1 7 年 ~ 現在 )
(住吉 太幹)
放 射 線 科
1 ) 診療体制 の 変遺 と 現状
診療部 門 は 最初 の 頃 は 一般診断 (消化管造影、
血 管 造 影 を 含 む) と 特 殊 診 断 (CT、 MR) に
分かれて い た が、 近年 の技術革新 と 画像の デ ジ
タ ル化 に 伴 い こ の 二 つ の 部 門 を 統合 し て 画像診
断部 門 (担当 : 渡遺直人助教授、 野 口 京助手、
神前裕一助手、 川 部秀人助手、 森尻実 医 員 ) と
し て 画像診断の 中枢 を 担 っ て い る 。 血管造影 は
診断 よ り 、 む し ろ 新 し い 治療分野 と し て イ ン タ
ー ベ ン シ ョ ナ ル ・ ラ ジ オ ロ ジ ー (IVR) 部 門
(担 当 : 蔭 山 昌 成 講 師 、 富浮岳 人 助 手) と し て
独立 し 、 腹部お よ び頭頚部の大半の件数 を 担 当
し て い る 。 核 医学部門 (瀬戸光教授、 清水正司
講師、 亀 田 圭介助手) は通常の臓器 シ ン チ グ ラ
フ ィ ば か り で な く 、 陽 電 子 放 射 断 層 撮 影 装 置
(PET) の 導 入 に よ り 、 FDG-PET 検査 を 実 施
し て い る 。 ま た 、 放射性 ヨ ー ド に よ る 内 部照射
療法 も 行 っ て い る 。 放射線治療部 門 (担当 : 野
村邦紀講師、 小 川 心一助手) で は乳癌 、 肺癌、
食道癌 な ど に 化学療法 を 併用 し た 化学放射線療
法 に積極的 に 取 り 組 ん で い る 。
放射線治療 お よ び IVR の 特 徴 を 生 か し て 、
病変の確実 な 局所制御 を す る こ と に よ り 臓器機
能 を 温存 し 、 治療後の患者 の生活の 質 の 向 上 に
努め て い る 。 癌 の 放射線治療 (外部照射) で は
乳癌 、 肺癌 、 食道癌、 大腸癌 、 頭頚部癌患者が
多 く 、 特 に 乳房温存療法 で は 5 年生存率98% 、
5 年局所再発率1. 7% と 良好 な 成績 を 得て い る 。
放射性 ヨ ー ド 治療 ( 内 部照射) で は 甲 状腺機能
充進症患者の 1 年以 内 の 治癒率が90% を 超 え て
お り 、 内科的治療 に比べて 良い成績 を 得 て い る O
ま た 、 分化型 甲 状腺癌 で は腫蕩マ ー カ ー が低下
し 、 長 期 生 存 す る 患 者 が 増 え て い る 。 IVR 治
療 で は 肝臓癌、 転移性肝癌 、 婦 人科癌、 頭頭部
癌や骨腫蕩 な ど に 積極 的 に 治療 を 実施 し て い る 。
ま た 消化管 出 血 な どの 緊急症例 に は夜 間 や休 日
に も 対応 し て い る 。
画像診断で は新 し い 多 検 出 器 (64列 、 16列)
を 有す る 高速 コ ン ビ ュ ー タ 断層撮影装置 (CT)
の導入 に よ り 、 外来で心臓 CT が可能 に な っ た 。
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ま た 、 こ れ ま で予 約 制 で あ っ た CT 検査が外来
で予約無 し に 施行が可能 に な っ て い る 。 磁気共
鳴 画像診断 (MR) で は MR ア ン ギ オ グ ラ フ イ
と 最近 の 新 し い撮像法 で あ る 拡散強調画像お よ
び潅流画像 を 組み合せ る こ と に よ り 、 CT で 診
断 の 困 難 な 脳 の微小 出血や梗塞 を 早期 に 検 出 し
て 治療方針 を 決め て い る 。 核 医学診断で は 陽電
子 放 射 断 層 撮 影 装 置 (PET) を 導 入 し て 2001
年 か ら 先端 医学薬学研究 セ ン タ ー (石川 県羽咋
市) と FDG-PET 検査の 共 同研究 を 実施 し て き
た 。 2005年 10月 か ら 本格的 に 保険診療 を 開 始 し
て い る 。 癌 の 早期診断、 治療効果の評価 ばか り
で な く 再発診断 に有用 で あ る 。
画像診断件数 (2004年度/1994年度) は 年 間
で は CT : 12 ， 661 件 / 8， 109 件 、 MR : 4， 702 件
/ 1 ，  597件、 核医学 : 3 ， 890件/4， 359件で あ り 、
ほ ほ全例 を 放射線科お よ び放射線部 の 専 門 医 が
診 断報告書 を 作成 し て い る 。 2005年 に 高 速 CT
装 置 が 2 台導入 さ れ た た め 、 CT 検査 は 今後、
更 に 増加す る と 予想 さ れ る 。 MR 検査の 増 加 は
著 し く 、 新 し い MR 装 置 の 導 入 も 予 定 し て い
る 。 核 医学検査 は 若干減少 し て い る が、 2005年
10月 か ら FDG-PET 検査 を 開 始 し て い る の で、
年 間 1 ， 000件以上 の 増 加 を 予 想 し て い る 。 放射
線治療症例 数 (2004年度) は外部照射 と 内 部照
射 と 合 わ せ て 232件、 IVR 件 数 は312件 で あ り 、
特 に IVR 治療の 増加が著 し い 。
2 ) 沿革 に つ い て
病 院 開 院時 の 昭和 54年 10月 1 日 に 放射線科が
開 設 さ れ た 。 初代科長柿下正雄 (昭和54年10月
1 日 ~平成 8 年 3 月 31 日 ) で あ り 、 現在科長瀬
戸光 (平成 8 年 8 月 1 日 ~現在) が引 き 継 い で
い る 。 設備 は 超音波装置が 2 台 あ り 、 そ の他 の
画像診断装置 お よ び治療装置 は 放射線部が所有
し て お り 、 共 同 利用 し て い る 。
3 ) そ の他
現在 の 各学会の専 門 医 資格の保有者数 は 日 本
医学放射線専 門 医 : 1 1 名 、 日 本核医学専 門 医 :
3 名 、 米国核医学専 門 医 1 名 、 日 本放射線腫
蕩 学 会 専 門 医 1 名 、 日 本 IVR 学 会 専 門 医 :
1 名 、 日 本超音波学会専 門 医 1 名 で あ り 、 各
種学会 の 専 門 医修練機関 と な っ て い る 。
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昭 和 5 1 年 に 山 本恵一教授が科長 と し て 、 昭和
52年 に は トー 1 1 1 武 史助教授が加 わ り 大学附属 病 院
の 開 院 に 備 え た 。 昭和 54年 1 0 月 に 大 学 附 属 病 院
は 開 院 さ れ た が、 当 時 第一外科病棟 は 第 3 内 科
と の 混合病棟で あ り 、 Hfi和57年 に 束 6 階病棟が
開 設 さ れ る に い た り 独立 し た 。 当 初 は 、 第一外
科単独 の 病 棟 で あ っ た が、 現在 は 和 漢診療部 と
の 混合病棟 と な っ て い る 。
診療体制 は 山 本教授 を ql 心 と す る 呼吸器、 消
化器、 上 山 助 教授 を 中 心 と す る 成 人心臓、 小 児
心臓、 血 管 の 5 グ ル ー プ よ り な っ て い た 。 各 々
の グ ル ー プ に 龍村俊樹、 笠島与、 永井晃、 関 雅
博 、 寓 川 IE樹 が加 わ っ た c 平成 3 年 、 上 山 助 教
授 が 国 立 金沢病 院 に 転 出 し 、 --: 111奇拓郎助教授が
着f干 し た 。 平成 6 年 3 月 、 山 本教授が退官 さ れ、
そ の 後 山 本教授 は ]ICA ブ ラ ジ ル カ ン ビ ー ナ ス
大学消化器セ ン タ ー プ ロ ジ ェ ク ト で活躍 さ れ た 。
こ の 間 カ ン ビ ー ナ ス 大学、 富 山 医科薬科大学 と
の 同 際交流 に 大 い に 員 |献 し た 。
平 成 6 年 1 1 月 三 崎助教授が教授 に 昇 任 し 、 診
療体制 を 呼吸器 は 杉 山 茂樹 、 小 児心臓 は村上
新、 成 人心臓 は 金沢大学か ら 加 わ っ た 波辺 [i!ijU 、
パ リ 、 ア ン リ ー モ ン ド ー ル 病 院 よ り 戻 っ た 湖 東
慶樹、 Jfrl管 は 横 川 雅康 、 消 化器 は 津 田 基 晴 を 中
心 と し て 開 始 し た 。 平成10年 に 宵 山 県 の 肺癌 を
担 っ て き た 杉 1 1 1 は 光学診療 部 の 初 代専任助教授
に 選 出 さ れ た 。 翌年東名 厚 木病 院 に 就職 し た た
め 原 祐郎が呼吸器 を 継 ぎ 、 平 成 1 4年 か ら は 現
在 の 土岐善紀 に な っ て い る 。 l:I岐 は肺癌の超低
侵 襲 の 術式 を 開 発 し患者 に 貢献す る 発明 家 で あ
る と と も に 本大学の 呼吸器外科 の 精 神 的 後継者
で も あ る 。 一 木 克 之 は執万 者 と し て 第 A助手 と
し て 土岐 を サ ポ ー ト し て き た 。 な お 、 津 田 は 開
学 以 来 乳腺、 甲 状腺 を 中 心 と し た 一 般外科 を
行 っ て き て い る が、 学生教育 に 熱心で毎年最 も
人 気 の あ る 先牛 の 一 人 と し て 許価 さ れ て い る 。
ム 方 、 成 人心臓 は 人工心肺 を 使用 し な い 冠動
脈バ イ パ ス の 開 発 な どで 子術症例 の増加 を 見 た 。
渡辺 は 平 成 12年 に 助 教授 に な り 、 業績が認め ら
れ 同 年 金沢大学 第 今外科教授 と し て 就任 し た 。
そ の 後 、 湖 東 に ド イ ツ 、 バ ー ド オ イ ゼ ン ハ ウ ゼ
ン よ り 戻 っ て き た 深原 牛晃が加 わ り 成 人心臓 は
充実 を 図 っ た 。 こ れ に よ り 待機 的 お よ び、緊急 の
冠動脈バ イ パ ス 、 弁形成、 弁置換、 大動脈癌 に
対処可能 と な っ た 。 さ ら に 最 近 は 土居寿男 が三
人 目 の 執 刀 医 と し て 活躍 中 で あ る 。 血管 は 平 成
1 1 年 、 横 川 が高 岡 市民病 院 に 新 し く 胸部血管外
科 を 開 設 し た た め 、 鈴木衛 、 大竹裕志 を 経 て 山
下昭雄 に 受 け継がれ た 。 山 下 は 大動脈 内 ス テ ン
ト 治療 の 技術 を l司 内 留 学 で 宵 得 し 大動 脈癌 、 大
動 脈外傷 に 応 用 し 効果 を あ げて い る 。
小 児心臓 は村 卜会 が複雑心奇形 を 中 心 に 行 っ て
き た が、 平成 10年東大胸部外科 に 小 児 の 責任者
と し て 抜擢 さ れ能 力 を 発揮す る こ と に な っ た 。
抜 け た 穴 は パ リ 、 ア ン リ ー モ ン ド ー ル 病 院で研
修 を 受 け た 宇於l崎泰弘が引 き 継 い だ。 平成12年
に NICU が 開 設 さ れ る こ と に な り 兵 庫 県 、k こ
ど も 病 院 よ り 大嶋義博講師 ( 1 5年 か ら 助 教授)
を 迎 え 新生児手術で業績 を あ げた 。 そ れ ま で北
陸 で は 成 功 例 の な か っ た ノ ー ウ ッ ド 手 術 な ど を
成 功 さ せ、 そ れ を 機 に {:j ) 1 1 、 福 井 、 新潟 か ら も
紹 介 を 受 け る よ う に な り 小児循環器の セ ン タ ー
と し て の役割 を 担 う よ う に な っ た 。 本:\f 4 月 よ
り 大嶋が兵庫 県立 こ ど も 病 院 に 部長 と し て転 出 、
交代 に 芳村直樹 講 師 、 村 上博久がl司 病 院 よ り 着
任 し 、 引 き 続 き 先 天性心疾患 の 手 術 で 良好 な 成
績 を 収め て い る 。
第 二 外 科
1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状
- 診療部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ
第二外科 で は 、 食道 ・ 胃 ・ 大腸 な どの消化
器や肝臓. 胆道 ・ 勝臓 な どの腹部内臓領域の
疾患 と 乳腺 ・ 甲 状腺の疾患、 さ ら に 循環器 を
除 く 小児外科疾患 を 中 心 に 診療 し て い る 。
外科診療 の 目 標 は 必要最小 限の侵襲で最大
の 治療効果 を 挙 げ る こ と で あ る 。 消化器外科
部 門 、 乳腺内 分泌外科部 門 、 小児外科部 門 の
3 部 門 に副科長 を 置 き 、 各 グ ル ー プ に よ る 診
療が行 わ れて い る 。 消化器外科部 門 は さ ら に
消 化 管 外科 (食 道 ・ 胃 外 科、 大 腸 ・ 旺 門 外
科) 肝 胆 勝 外 科 (肝 ・ 門 脈 外 科、 胆 ・ 勝 外
科) の 4 グ ル ー プ に 分かれて 臨床、 研究 に 対
応 し て い る 。 乳腺 内分泌外科部 門 で は乳腺疾
患、 甲 状腺疾患、 副 甲 状腺疾患 を 中 心 と し た
乳腺 内 分泌外科 を 行 っ て い る 。 近年 は マ ク ロ
ビ オ テ ィ ッ ク の概念 に 基づ く 食事栄養法 を 取
り 入 れて い る 。 小児外科部 門 で は 周 産母子セ
ン タ ー な ど と 連携 し て新生児外科、 小児悪性
腫湯治療 な ど高 度先進医療 を 担 当 し て い る 0
. 特徴的診療 と そ の成果
H17年 日 経 メ デ イ カ ル 、 日 本経済新 聞 社 の
「 が ん 治 療 の 実 力 病 院全 国 調 査j 乳 が ん 治療
成績で 9 位、 構造部 門 で上位 に ラ ン キ ン グ さ
れ る な ど、 癌 治療 に お い て は全国 で も ト ッ プ
レ ベ ル の 治療成績 を 上 げて い る 。
外科外来 で は が ん 治療 に かか わ る 診療各科
と 連携 し て H17年 よ り 外来化学療法 セ ン タ ー
を 設置 し がん患者の化学療法 の 中 心 的診療科
と し て 活動 し て い る 。
肝移植 関 係 で は 、 京都大学移植外科 と 連携
し て 、 H14年 5 月 に は 富 山 県 で 第 1 例 日 と な
る 肝移植術が行 わ れ、 以 後 第 4 例 (H18年 1
月 ま で) ま で施行 し た 。
主 に が ん患者 に つ い て術後の管理や食生活
改善 に よ る 再発防止 な ど栄養代謝面 の 重要性
を 踏 ま え て 、 H16年 富 山 医科薬科大学 附 属 病
院 に 患者個人毎 に 適 し た 栄養管理 を 行 う 栄養
サ ポ ー ト チ ー ム (NST) を 立 ち 上 げ、 H17年
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に は 富 山 県 NST 研究会 を 設立、 病 院 食 の 充
実 に 力 を 入 れ て い る 。 H18年 医 学 の 見 地 か ら
食の役割 を 考 え る 「医療 と 食の 充実推進協議
会」 を 発足 さ せ取 り 組 ん で い る 。
- 外来 ・ 入 院患者の動向等
外来 の 初診 は 月 水金で再診 は 月 か ら 金、 手
術 日 は 火 木 金 の 週 3 日 で 年 間 350件 に 及 ぶ 手
術や救急 医療 に 対応 し て い る 。
入 院患者は手術患者以外 に救急患者、 化学療
法 目 的 や 末期がん患者 も 含 ま れ て お り 、 ま さ
に 総合外科 と し て 診断か ら タ ー ミ ナ ル ケ ア ま
で、 かか わ っ て い る 。
2 ) 沿革 に つ い て
. 設置年月 日
昭和54年10月 富 山 医科薬科大学附属病 院 開 院
平成 9 年 9 月 集 中 治療部 (ICU) 開 設 、 平 成
13年 5 月 周 産母子セ ン タ ー 開 設
平成14年10月 消化器外科部 門 、 乳腺内 分泌、外
科部 門 、 小児外科部 門 に 各副科長
平成15年 4 月 卒後 臨床研修セ ン タ ー 開設
・ 主要人事 (科長、 医長、 婦長等の任免)
平成 9 年 3 月 藤巻診療科長退官、 同 10月 塚 田
診療科長着任
医 局 長 の 変 遷 ( 田 淳 S52、 唐 木 S59、 坂 本 S
62、 山 田 H 2 、 新 井 H 5 、 清 水 H 8 、 唐 川 H
1 1 、 田 内 H12、 南村 H13、 長 田 H16)
・ 施設、 設備 の整備、 充実
ICU、 周 産母子セ ン タ ー 、 卒後 臨床研修 セ
ン タ ー 、 NST、 外 来 化 学 療 法 セ ン タ ー な ど
多 岐 に 渡 る 分野 に 展 開 し て い る 。
3 ) そ の他
近年 は 少子高齢化 と な っ て 、 疾病 自 体 も 複
雑 な 合併症 を も っ患者が多 く な っ て き て お り 、
診療側 と 患者側 の 求 め る 医療 と 医 師像の 聞 に
議離があ り 、 医療訴訟が増加傾 向 に あ る 。
富 山 大学第二外科で は消化器外科 を 通 し て 、
急性期 か ら 慢性期 ま で全身 を 診 る 事の で き る
general surgeon の養成 を 目 標 に 掲 げ、 今後
も 良好 な 医 師患者関係 を 保 て る よ う コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 技法 を も 重視 し た 臨床外科 医 の ト
レ ー ニ ン グ の 場 を 提供 し 、 患者中心医療の成
果 を 上 げて い き た い 。
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脳神経外科
1 . 診療体制 の 変遷 と 現状
1 ) 診療部 門 の 内 容 と 特色
脳 神 経外科 で は脳血管障害、 脳腫蕩、 頭部外
傷 の 三 大 中 枢 神 経疾患 を 中 心 に 、 専 門 領域 と し
て 脊椎 ・ 脊髄疾患 の 外科治療、 脳血管 内 治療 、
神 経変性疾患お よ び慢性廃痛 に 対 す る 定位脳手
術、 水頭症 ・ 小 児 中 枢神経奇形 に 対す る 外科治
療 な ど幅広 い 分野 の 診療 を 行 っ て い る 。
当 診療 科 の 一 つ の 特 色 と し て 、 脳 血 管 障 害
(脳 卒 中 ) に 関 す る 取 り 組 み に つ い て 一 部 を 紹
介す る 。 脳 卒 中 は 全 て の疾患の な か で，寵患率が
最 も 高 く 、 多 く の 患 者 さ ん が後遺症 に 苦 し ん で
い る 病気 で あ る 。 我 々 は 「診断か ら ケ ア ま で」
を 目 標 に 、 従来 か ら A 貫 し た 姿勢、 体制 で脳卒
中 診療 に 取 り 組 ん で き た 。 中 で も 脳梗塞発症急
性 期 治療 に つ い て は 、 外科治療お よ び血管 内 治
療 を 併用 し た 先 端 的 医療 を 実践 し 、 学術 的 に も
社 会 的 に も 多 く の 成果 を 得 て き た 。 特 に 頭部頚
動脈狭窄症 に 対す る 頚動脈内膜剥離術、 硬膜動
静 脈壌 の 血 管 内 ・ 外科 治 療 に つ い て は 、 国 内
ト ッ プ レ ベ ル の 手術数 と 治療水準 を 達成 す る と
と も に 、 病態 ・ 治療研究 に つ い て も 先駅的役割
を 担 っ て い る 。 科 長 の 遠 藤 は 、 頚動脈狭窄症 に
関 す る 全 国 多 施設 共 同 研 究 の 主任研究者 を つ と
め 、 本疾患 に 閲 す る 本邦独 自 の デ ー タ を 国 内 外
に 向 け発信 し て い る 。
患者 さ ん に 対 し て は 、 脳 卒 中 の 予 防 、 早 期 発
見 の 重 要性 や 問 題点 を 理解 し て 頂 く た め 、 市 民
講演 会 の 開 催 や 新 聞 記事 紹 介 な ど、 啓蒙活動 に
も 努 め て き た 。 今後 は 、 平 成 1 7 年 に 新設 さ れ た
神 経 内 科 と の 協力 に よ り 、 診療体制 の 整備 ・ 充
実 、 治療成績の 向 上 を 目 指 し 、 さ ら な る 努力 を
重 ね て 行 き た い 。
2 ) 先 端 的 治療技術 の 開 発 な ら び に 疾 患 別 専 門
医 制 度 の 導入
脳 神 経外科 と い う 大 き な 領域 の q l で 、 脳 神 経
血管 内 治療専 門 医 、 f子髄脊椎専 門 医 、 脳 卒 中 専
門 医 な ど、 よ り 高 い 診療 ・ 技術 レ ベ ル を 目 標 と
す る 新 し い 専 門 医 制 度 の 設 立 が な さ れ て き た 。
診療副 科 長 で あ る 桑 山 、 栗本両講師 ら 多 く の ス
タ ッ フ が、 こ れ ら の 資格 を 取得 し て い る 。
特 に 血管 内 治療 に つ い て は 、 本大学病 院が北
陸 で 唯 一 、 専 門 医指導施設 と し て 重 要 な 役割 を
担 っ て い る 。 平 成 1 6 年 か ら は全 国 に 先駆 け 、 脳
神 経外科診療 部 門 を (従来型) 脳 神 経外科 と 脳
血管 内 治療科の 2 科併設の体制 と し 、 本領域の
さ ら な る 発展 を 目 指 し て い る 。
そ の ほ か の疾患 ・ 治療領域 に お い て も 、 独 自
の 機器 開 発 や 治療展 開 を 行 い 、 様 々 な 先端 医療
の 分野で特定機能病 院 と し て の役割 を 果 た し て
き た 。 脳 立 体 画 像 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム
(EVANS) の 開 発、 神 経 内 視 鏡 治 療 の 改 良、
機能温存 の た め の 覚醒下手術の 実践 な ど、 国 内
で は 「富 山 の 仕事」 と し て 一定以上 の 評価が得
ら れ て い る 。 今後 は 世界 に 限 を 向 け た 、 さ ら な
る 発展 が 目 標 で あ る 。
3 ) 診療 ス タ ッ フ 、 実績
多 く の 成 果 に も 関 わ ら ず、 臨床現場 の 大 変 さ
は 今 も 変 わ ら な い 。 診療 ス タ ッ フ は 、 外来 ・ 病
棟 を あ わせ常時 7 � 8 名 で担 当 し 、 救急患者や
重症患者 の対応 に 奮 闘 の 日 々 を 送 っ て い る 。 手
術件数 は 年 々 増加 し 、 最 近 は 年 間 250か ら 300件
が行 わ れ て い る 。 病床数は27床 と 限 ら れ る が、
地域 関 連病 院 と の 連 携 に よ り 、 平均病床稼働率
100%以上、 平 均 在 院 日 数20 日 以 内 の 実績 を 維
持 し て い る 。
最 近 、 あ る 医 療 書 の 「病 院 実 力 度 ラ ン キ ン
グ : 脳 卒 中 の 治療 ・ ケ ア 部 門 J で 、 全 国 第 7 位
の 実 力 と 紹 介 さ れ た 。
2 . 今後の 課題、 展望
昨今、 医療 あ る い は大学病院 を 取 り 巻 く 環境
は 大 き く 変動 し 、 先行 き に 対す る 不安 も 大 き い 。
特 に こ こ 数年 来 の 1['矢療の 安全性、 透明性j に
対す る 社 会 意 識 の 変 化 は 大 き く 、 医療者側 は 戸
惑 い な が ら も そ の 対応 に 努力 を 重 ね て き た 。 ま
た 経済理論 を 取 り 入 れ た 、 病 院経営 に 関 わ る 意
識改革 も 避 け て は 通 れぬ課題 で あ る 。
「患者 さ ん に 信頼 と 満足 を 提供 で き る 医療j 、
「充実 感 と 希望 を も っ て 仕 事 に 励 む こ と の で き
る 新 し い 富 山 の 脳 神 経外科」 を 目 標 に 、 当 面す
る 課題 の 克服 を 目 指 し て 行 き た し ミ 。
(遠藤 俊郎)
整 形 外 科
附属病 院整形外科 は 、 昭和54年 10月 15 日 の 開
設以来、 今年で26年 目 を 迎 え る 。 外来診療 は 月 、
水、 金 は ス タ ッ フ が中心 と な り 初 診係、 再診係
に 分かれ、 な る べ く 患者様の待 ち 時 間 が少 な く
な る よ う 予約 制 と し て い る 。 午後 に は専 門外来
と し て 、 脊椎、 ス ポ ー ツ 、 膝 関 節 、 股 関 節 、 リ
ウ マ チ 、 骨軟部腫蕩、 手の外科、 電気生理外来
が あ り 、 そ れ ぞ れ専 門 の ス タ ッ フ が診 察 に 当
た っ て い る 。 外 来 総 数 は 、 平 成 15年20， 888人
(新患2， 666人) 、 平成16年19 ， 732人 (新患2， 918
人) で あ っ た 。 病 棟 は A : 関 節ース ポ ー ツ 整
形班、 B : リ ウ マ チ 、 手 の 外科班、 C : 骨 軟 部
腫蕩、 脊椎脊髄外科班、 D : 脊椎脊髄外科班の
4 チ ー ム 体制 で、 そ れ ぞ れ に BST の 学 生 1 -
2 名 を 配属 さ せ て い る 。
論 文 抄 読 会 や 朝 カ ン フ ァ レ ン ス 、 総合 カ ン
フ ァ レ ン ス を 行 い 、 術前 、 術後報告、 問 題症例
提示、 討論が行 わ れ、 学生や研修医 の み な ら ず、
専 門 医 に も お お い に 勉強 と な る 時 間 で あ る 。 手
術 は 週平均 8 - 10件が行 わ れ、 年 間 手術件数 は 、
平成 15年459 人、 平成16年449 人 で あ っ た 。
各分野別 に 流 れ を 概観す る と 、 リ ウ マ チ 班 は
木村教授 の指導の も と 診療 に 当 た っ て い る 。 当
院外来 で は (平成16年度の外来加療 RA 患者は
約130例) 、 積極的 に メ ソ ト レ キ サ ー ト 、 生物学
的製剤 を 使用 し 治療 に 当 た っ て い る 。 ま た 、 RA
患者が疾病 を 正 し く 理解 し 、 自 己 の 病状 を 把握
し て も ら う た め に RA 短期教育検診入 院 を 開始
し 、 こ れ ま で に 80名 以上の RA 患者の教育 ・ 検
診 を 行 っ た 。 患者様の満足度 は 高 く 、 今後 内 容
を さ ら に 充実 さ せ る と と も に 、 地元の病 院 と 連
携 を と り 、 よ り 多 く の RA 患者 に 教育検診入 院
を 提供 し て い き た い と 考 え て い る 。
関 節外科班 で は 、 よ り 生理的で機能的 な 関節
再建 を 目 指 し 、 最小侵襲 に よ る 人工関節置換術
を 中 心 に 行 っ て い る 。 ま た 、 同種骨保存 を 開 始
し 、 骨 欠損 や 高 度変形 を 伴 う 人工関節再置換術
に も 対応 し て い る 。 一方、 寛骨 臼 回 転骨切 り 術
や 大腿骨 頭 回 転骨切 り 術等 の 関 節温存手術 も 積
極 的 に 行 っ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 手 術 の 術
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中 ・ 術後の 関 節機能 を 日 常生活動作 に 即 し て 多
元 的 に 解析 し 、 日 々 の 臨床 に 還元 し て い る 。
ス ポ ー ツ 整形班 で は 半 月 板縫合術や靭帯再建
術等の 関 節鏡視下手術 を 行 っ て い る 。 前 十 字靭
帯再建術 は よ り 解剖 学的 な 二重束再建 を 行 い 、
生理的 膝 関 節 の 再建 を 目 指 し て い る 。 さ ら に 軟
骨損傷 に 対 し て は 、 当 科 で の 一貫 し た 関 節軟骨
再生 に 関 す る 基礎研究 を も と に 臨床応用 に 取 り
組 ん で お り 、 近 い 将 来 の 実現が期待 さ れ る 。
手の外科班 は 関 西労災病 院、 新潟手の外科研
究所 な どへの 国 内留学か ら 戻 っ た 長 田助手が中
心 と な っ て 行 っ て い る 。 上肢の外傷一般、 マ イ
ク ロ サ ー ジ ャ リ ー の技術 を 用 い た切 断指 の 再接
着 お よ び遊離組織移植 に よ る 再建手術、 リ ウ マ
チ の 上肢機能障害 に対す る 手術 な どに取 り 組み、
術後の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に も 力 を 入れて い る 。
脊椎脊髄外科班 は 、 年 間 約120例 前 後 の 手術
を 行 っ て い る 。 頚椎、 腰椎 の 変性疾患が多 く 、
そ の他、 脊髄腫蕩、 転移性脊椎腫傷、 化膿性脊
椎炎、 外傷性脊椎脊髄損傷 な ど幅広 い疾患 を 手
が け て お り 、 脊椎 コ ン ピ ュ ー タ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ
ン シ ス テ ム と 術中 脊髄機能モ ニ タ リ ン グ が高度
先進医療 に 認定 さ れて い る 。 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ
ス テ ム は 脊椎 固 定術時の ベ デ イ ク ル ス ク リ ュ ー
の刺入の み で な く 、 プ ロ ー ベ と し て の機能 を 有
す る 髄核甜子等 を 開 発 し応用 し て い る 。 術 中 脊
髄機能 モ ニ タ リ ン グ は 、 多 様 な 誘発電位 を 的確
に組み合わせて 用 い る こ と で、 知覚路 と 運動路
を 個 別 かっ 髄節別 に 評価 出 来 る よ う に な っ て き
て お り 、 学 内 の み な ら ず他施設か ら の モ ニ タ ー
依頼 も 増 え て き て い る 。
骨 軟 部 腫 蕩 班 は 最 近 8 年 間 で、 原 発 性 骨 腫
蕩 : 良性40例 、 悪性 7 例 、 原発性軟部腫蕩 : 良
性96例、 悪性48例 、 転移性骨軟部腫蕩 : 43例 、
総計234例 の 骨軟部腫蕩 に 対 し 手術 を 行 っ た 。
術前術後の化学療法 の発達 に 伴 い 、 原則 と し て
患肢温存 を 目 指 し腫蕩用 人工関 節 の み ばか り で
な く 、 術後 の よ り 良 い ADL の た め に 症例 を 選
択 し パ ス ツ ー ル処理骨 に よ る 自 家骨移植 を 施行
し て い る 。 今後 の 更 な る 治療成績 の 向上 を 目 指
し 、 臨床お よ び基礎研究 を 進 め て い る 。
(石原 裕和)
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産科婦人科
附 属 病 院 産 科 婦 人科 は 1979年10 月 よ り 診療 開
始 と な っ た が、 泉 陸 宇 初代 診療科長 は 診療科 と
し て の 基礎作 り 、 す な わ ち 外米 、 病棟の整備 ・
拡充 に 大変 な 尽力 を さ れ た 。 腫傷、 周 産期 、 不
妊 ・ 生 殖 内 分泌 の 3 部 門 で の ス タ ー ト で あ っ た
が、 熱 意 あ ふ れ る 指揮 ・ 指導 と 教室 員 の努力 に
よ り 各 部 門 の 医療 レ ベ ル は 北 陸 に お け る 産婦 人
科 医 療 の ト ッ プ ク ラ ス ま で に 引 き 上 げ ら れ た 。
1999年 4 月 よ り 第 2 代 日 の 教授 と し て 斎藤滋
先生が奈良 県 伝医科大学 よ り 赴任 さ れ、 同 時 に
診療科長 に も 就任 さ れ た 。 そ れ ま で の 外来診療
3 部 門 に 加 え て あ ら た に 更年期 ・ 産婦 人科漢方
外来、 子宮 内 膜症外来、 不育症外米、 リ ン パ 浮
腫外来 な ど を 特殊外来 と し て 追加設置 し た 。
国 産期 部 門 に 閲 し て は 早 産 の 予 知| ・ 予 防 を テ
ー マ に積械的 に 取 り 組み 、 早 産 に よ る 新生児死
亡 や 後障害発生 を 減 ら す こ と に 成 功 し た 。 多 胎 、
妊娠中 毒症等 に 対 し て も 最新 の エ ビ デ ン ス に 基
づ「い た 治療 法 を 実践 し 、 良好 な 結果 を 得 て い る 。
こ の よ う な 最先端治療 目 的 で の 母体搬送件数は
年 々 増加 し 、 2001 年 4 月 よ り 産科 、 小児科-、 小
児外科 の 専 門 ス タ ッ フ か ら な る 周 産母子 セ ン タ
ー が併 設 さ れ た こ と で 、 さ ら に 多 く の 患 者 の 受
け 入 れが可 能 と な り 、 富 山 県母 f救急 の 第 3 次
医療機関 と し て 重要 な 機能 を 担 っ て い る 。
腫場分野で は 、 進行 子宮 頚癌 に 対す る 術前動
注化学療 法 の 併用 や 放射線療法 と 組 み 合 わ せ で、
良好 な 治療効果 を あ げて い る 。 ま た 、 抗癌化学
療 法 に 積械 的 に 漢 方 を 併 用 す る こ と で 患 者 の
QOL を 向 上 さ せ た 。 ム 方、 当 科 で は 2004 年 1 0
月 に 全 国 的 に も 初 め て 、 産 婦 人科 リ ン パ 浮腫外
来 を 開 設 し た 。 当 科腫蕩外来お よ び他 院 か ら 紹
介 さ れた癌治療後の患者の リ ン パ 浮腫 に 対 し て 、
リ ン パ マ ッ サ ー ジ 、 弾性包帯 な どの 理学療法 と
漢 }j療 法 な どの 薬物療法 を 併用 し 、 患者 の ADL
改 善 を U 標 と し た 治療 ・ 管理 を 行 っ て い る 。
子宮 内 膜症 、 卵 巣嚢腫、 f宮筋腫、 子宮外妊
娠、 不妊症 な ど の 良性疾患 に 対 し て は 腹腔鏡下
手術 を 積極 的 に 行 っ て お り 、 長近 で は 、 良性疾
患手術の70%以 上 を 占 め る よ う に な っ た 。 腹腔
鏡下手術 は 、 術後終痛 の軽減、 美手干 上 の 利 点 、
術 後 早 期 の 退 院 可 能 、 社 会 復帰 の 早 さ な どか ら
み て も 、 今後 ま す ま す盛 ん に な る 子術法 と 考 え
ら れ る 。
不妊治療 に お い て は 1 990年 よ り 体外受精 ・ 目玉
移植、 1994年 よ り 顕微授精、 さ ら に 膝盤胞移植、
佐凍結、 凍結融解匹移植 な ど と 生殖補助 医療 を
展 開 し て い る 。 ま た 、 卵 管 閉 塞症例 に 対 し て は
北 陸 で は 唯一 、 卵 管鏡 下卵管形成術 も 行 っ て お
り 高 い 評価 を 得 て い る 。
更年期 障 害 に 対 し て は 従来、 ホ ル モ ン 補充療
法 が標準 的 治療法 と さ れ て き た 。 し か し 、 そ の
副作用 に 対 す る 危倶 と 自 ら 漢方治療 を 希望す る
患者 も 増 え て き た こ と も あ り 、 1999年1 2 月 よ り
和 漢診療音15 の 協 力 の も と に 産婦人科漢万外来が
開 設 さ れ た 。 富 山 医科薬科大学 な ら で は の試み
で 、 更年 期 障 害 、 不妊症 な ど の 治療 に 良好 な 成
績 を 収め て お り 、 他大学 か ら も 注 目 さ れ て い る 。
当 科 な ら で は の 試み と し て 2002年1 1 月 、 婦 人
科癌患者 聞 の 親睦 を 目 的 と し た 「青空 の 会 (婦
人 科 癌 患 者 の 集 い け を 北 陸 地 区 で は じ め て 立
ち L げ、 毎 年 開 催 し て い る 。 こ れ は 患者か ら の
ボ ラ ン テ イ ア 、 教室 員 、 医 局 事務 、 婦 人科病棟
お よ び外来 の 看 護 ス タ ッ フ に よ る 手作 り の 会 で
あ る 。 患者 に と っ て み れ ば、 かつ て も し く は 現
症 、 癌 と 戦 っ て い る 同 志 と の 再 会 の 場 で も あ り
大変好評 で 、 2004年 の 出 席者 数 は 60名 余 に も 及
ん だ。 開 催 に あ た り 毎 回 、 「 リ ン パ 浮 腫j や
「婦人科腫蕩 の 治療 に 伴 う 副 作 用 」 な ど の テ ー
マ を 設 け て い る が、 医療サ イ ド か ら の 情 報提供
お よ び医 師 一 患者 間 の 交流 の 坊 と し て 大変有意
義 な 集 い と な っ て い る 。
当 科 の 医療 レ ベ ル は い つ の 間 に か全 国 的 に み
て も ト ッ プ レ ベ ル ま で 引 き 上 げ ら れ た 。 こ れ は
泉 前診療科長 の 築 き 上 げ た 基礎 を も と に 、 斎藤
現診療科長がそ の モ ッ ト ー と し て い る 「最先端
の 医療 知 識 ・ 技術 の 導 入 と 充実」 を み ず か ら 指
揮 し 、 そ れ に 教 室 員 が応 え た 結果 の 賜物 と い え
る 。
目艮 手ヰ
構成
昭和54年 4 月 1 日 、 富 山 医科薬科大学眼科学
教室が開講 さ れ、 初代教授 と し て 窪 田 靖夫が千
葉大学 よ り 赴在 し た 。 同年10 月 15 日 、 附属病 院
眼科診療が開始 さ れ、 地域医療 の 中核 と し て の
役割 を 果 た し て き た 。 そ の 後、 平成 6 年 10月 か
ら 、 第 2 代教授 と し て 、 島根医大か ら 早坂征次
が転任 し た 。 平成17年 9 月 現在、 科長北川 清隆、
副科長兼外来 医 長阿部知博、 医 局 長柳 沢秀一郎、
病棟医長渡辺一彦、 柚 木達也助手及 び医員 2 名
で、診療 を 行 っ て い る 。
外来
一般外来 は 月 か ら 金曜 日 の 午前 中 で、 特殊外
来 と し て 、 網膜変性、 神経眼科、 斜視 ・ 弱視、
糖尿病網膜症、 ぶ ど う 膜炎、 未熟児網膜症、 白
内 障 、 緑 内 障 及 び角 膜疾患の診療 を 行 っ て い る 。
視能訓練士 は 、 林、 柴 田 の 2 名 で 、 毎 日 午後 に
斜視検査 を 行 っ て い る 。 外来看護 師 は 富 田 、 松
本の 2 名 が勤務 し て い る 。 平成 6 年10月 の 早坂
教授就任以来、 外来診療 で は診断医制 を 導入 し 、
教授、 助教授が診断医 と し て 、 外来患者の診断、
治療方針 の 指導 を 行 い 、 よ り 充実 し た 外来診療
を 目 指 し た 。 網膜色素変性症等の 遺伝性眼疾患
の 遺伝子解析や漢方薬 に よ る 眼疾患 の 治療 を 中
心 と し た 臨床研究が行 わ れ、 学会で積極 的 に 発
表 を 行 っ て き た 。 今後、 高 度 医療 を 行 う 地域中
核 病 院 と し て の 役 割 を さ ら に 果 た す た め に 、
OCT を 始 め と し た 外来診療機器 の 導入 を 検討
し て い る 。
病棟
現在、 眼科病棟 は 西 5 階20床 で あ り (野上師
長) 、 月 、 木曜 日 午前 か ら 手術 を 行 っ て い る 。
白 内 障、 緑 内 障 、 網膜剥離、 糖尿病網膜症 に 対
す る 硝子体手術 を 中 心 に 、 角 膜移植、 斜視手術
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等 を 行 っ て い る 。 火、 金曜 日 に は術後 回 診が行
わ れ、 毎週水曜 日 に は 総 回 診が行 わ れ る 。 ま た
水曜 日 の 午後 に は 、 症例検討会が行 わ れ る 。
県 下 の 病 院 の 充実 も あ り 、 容易 な 手術 は減少
し 、 難治 な 症例 に 対す る 手術の増加がみ ら れ る 。
手術手技の進歩 は 目 覚 し く 、 近年 は 入 院 日 数の
短縮 が 進 み 平 均 在 院 日 数 も 14 日 を 切 る よ う に
な っ て き た 。 近年、 富 山 市 内 に お い て も 日 帰 り
白 内 障手術 を 行 う 診療所 の充実 も 進み 、 白 内 障
手術の症例が減少 し て き た こ と も 影響 し 、 病床
稼働率 の 維持が課題 と な っ て き た 。 今後、 臨床
研修病 院 と し て 、 白 内 障手術の件数 を 増 や し て
い く こ と も 課題であ る 。
教育
眼科入 局 者 は 、 日 本眼科学会認定の 眼科専 門
医 の た め の カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ て 、 5 年 間 の研
修の の ち 専 門 医試験 を 受験す る 。 手術 は な る べ
く 早期 か ら 術者 と し て 経験 さ せ る よ う に し て い
る 。 1 年 目 に は 内 反症、 斜視手術の術者 を 経験
し 、 2 年 目 に は 白 内 障手術 を 週 に 1 例以上経験
す る よ う に し て い る 。 近年、 眼科 に お い て も 専
門化が進 ん で い る が、 当 科 の 方針 と し て 、 手術
も 含め て 、 眼科全般 に わ た る 広 い 範 囲 の 手術が
行 え る よ う に な る た め の 修練 を 行 う 。
関連病院
教室 出 身 の 常勤 医 師 の 赴任 し て い る 病 院 は 、
上越総合病 院、 け い な ん 総合病 院、 糸 魚 川 総合
病 院 、 あ さ ひ総合病 院、 済生会富 山 病 院、 済生
会高 岡 病 院、 社会保険高 岡病院、 高 岡 市民病 院
及 び飛騨市民病 院の 9 施設 で あ る 。 ま た 県下 を
中 心 に 非常勤 医 師 を 派遣 し て い る 施設 は 1 1施設
で あ る 。 現在、 関連病院か ら 医 師増員 の依頼が
あ る が、 医局 の 人員 不足 に よ り 派遣 の 依頼 に 応
え ら れ な い の が実情 で あ り 、 今後の 入 局 者 の 増
加 を 期待 し て い る 。 (北川 )
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耳鼻咽喉科
1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状
- 診療 部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ
耳鼻咽喉科 は頭頚部全般の 診療活動 を 行 い 、
頭 頚 部 外 科 で あ る と 同 時 に 、 め ま い や 難 聴 と
い っ た 内 科 的 診療 の 必 要 な 面 も あ り 、 多 彩 な 分
野 の 診療 を 行 っ て い る c 当 科 の 診療体制 は 、 教
授 の 指 導 の も と に 、 助教授、 講 師 、 助 手 を 中 心
に 耳疾患、 鼻副 鼻腔疾患、 咽喉頭疾 患 そ れぞれ
に 専 門 性 の 高 い 診療 を 行 っ て い る 。
手術対象疾患 を 中 心 に そ の 一端 を 紹 介す る 。
中 耳 炎 ・ 中 耳伝音機構再建手術、 人 工 内 耳 手術
は 高 い 成功率 を 示 し 、 と く に 人工 内 耳 手術 で は
高 度 難 聴 者 の 聴 力 回 復、 QOL 向 上 に 貢 献 し て
い る 。 ま た 副 鼻腔 炎 に 対す る 内視鏡手術 は 早 期
よ り 導入 し 、 当 科 の 副 鼻腔炎手術 の 中 心 的 手術
法 と な っ て お り 、 近 年 で は ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス
テ ム の 導 入 も 試み て い る 。 ま た 、 近 年新生児 の
生存率 向 上 に 伴 い 増 加 し つ つ あ る 小 児声 門 下狭
窄 な ど、 一般的施設で は扱い に く い疾患 も 小 児
科 と の 連携 に よ り 積極的 に 治療 に あ た っ て い る 。
悪性疾患 に つ い て は 、 県 内 に ガ ン セ ン タ ー が な
く 、 当 科 入 院患 者 の 半数近 く を 占 め て い る の が
現状で あ る 。 こ の た め 、 科 を 挙 げて 頭頚部癌診
療 に あ た っ て お り 、 口腔癌 ・ 中 咽頭癌 な ど の 切
除後 に 遊離皮弁 に よ る 再建手術 を 推進 し て い る 。
下咽頭痛 な どの 切 除後 に は 、 遊離空腸 に よ る 再
建手術 も 、 外科 と の 連携 の も と に積板的 に 行 っ
て い る 。
ま た 、 当 科 は メ ニ エ ー ル 病 、 突発性難聴 を 中
心 と し た め ま い 難聴疾患 の 診断治療 に お い て は
全 国 的 に も 中 心 的役割 を 担 っ て き た 。 難治性の
め ま い疾患 に 対 し 種 々 の 治療 を 試み る ← 」 方 で、
多種多様の め ま い 難聴疾患の 治療 に あ た る た め 、
め ま い 外 来 、 聴 覚 外 米 に て 各 専 門 担 当 医 が、
日 々 診療 に あ た っ て い る 。
日 本耳 鼻咽喉科 学会認定専 門 医 20名 ( う ち
9 名 派遣 中 )
日 本 め ま い 平衡 医学会専 門 会 員 6 名 ( う ち
1 名 派遣 中 )
日 本気管食道科学会認定医 2 名
- 特徴 的 診療 と そ の 成 果
当 科 の 渡辺 は め ま い の 診断 に コ ン ビ ュ ー タ 解
析 を 取 り こ ん だ こ と で 世界 的 に 知 ら れ て お り 、
こ の 分野 の 第一 人 者 で あ る 。 平衡機能検査 と 呼
ばれ る 「 め ま い 検査J は 、 主 に 「 眼振」 と 言 わ
れ る 眼 の 動 き を 調べ る 検査 を 指すが、 こ の ほ か
身体の重心の動 き を 調 べ た り 、 姿勢 に よ る 血圧
の 変動 を 調べ た り 、 多 く の 項 目 を 含 ん で い る 。
こ れ ら を 中 央検査部 に あ る コ ン ビ ュ ー タ を 用 い
て 総合 的 に 解析す る こ と で、 検査の効率化 と と
も に 診断能力 の 向 上 に も 大 き く 寄与 し て い る 。
こ の ほ か 、 上 述 の 人工 内 耳 手術 を は じ め と す る
「 内 耳 手術」 と し て 、 外 リ ン パ 痩 閉 鎖 手術、 内
リ ン パ 嚢 開 放術 な ど も 積極 的 に 行 っ て い る 。 一
般 に 保存 的 治療が主体の感音難聴 に 対 し て 外科
的 治療が可能 な 施 設 は 少 な く 、 県 内 で も 当 科 の
み で取 り 組 ん で い る 医療 で あ る 。
泌 尿 器 科
診療科 と し て の泌尿器科 は 昭和54年10月 の 附
属 病 院 開 院 と 同 時 に 診療科長 片 山 喬、 病棟医長
中 田瑛浩、 外来 医長秋谷徹 ら の ス タ ッ フ に よ り
創 設 さ れ た 。 平成 8 年 4 月 か ら は 診療科長 と し
て布施秀樹教授がそ の任 に あ る が、 こ の 間外来
医長が永川 修、 村石康博、 藤 内靖喜、 明石拓也、
病棟医長が岩崎雅志、 奥村 昌央、 古谷雄 三 、 永
川 と そ れぞれ ほ ぼ 2 年毎 に 交代 し な が ら 、 外来
お よ び入 院 の 診療 内 容 は 質量共 に 著 し い発展 を
示 し て き た 。
毎 日 の 始 ま り は 朝 8 時30分か ら の モ ー ニ ン グ
カ ン フ ァ レ ン ス で あ る 。 当 直 医 に よ る 重症患者
な どの経過報告がな さ れ、 引 き 続 き 前 日 の外来
患者の レ ン ト ゲ ン 写真や超音波写真 な どが供覧
さ れ る 。 外来お よ び病棟業務、 あ る い は 手術 開
始前 の 短 い 時 間 で は あ る が密 度 の 高 い デ イ ス
カ ッ シ ョ ン が行 わ れ、 研修医 や 臨床実習 の学生
の 教育 に 大 い に役立 つ て い る 。 手術 日 は 火曜 日
と 金曜 日 の 週 2 日 で あ り 、 最近で は常時週平均
5 、 6 件の 手術 を 行 っ て い る 。 こ れ ら の症例 を
含む入 院患者症例 に 対 し て は 、 火曜 日 の 手術症
例検討会 な ら び に 金曜 日 の教授 回 診 に お い て 常
に 詳細 な 検討 を 加 え 、 適切 な 診療が行 わ れて い
る か否 か を 確認 し て い る 。 以上 の よ う な 診療体
制 の 向 上 に 伴 う 患者数の増加 に よ り 開 院時16床
で あ っ た 病床 も 現在 で は そ の 2 倍の32床 に ま で
増加 し て い る が、 常 に 高 い稼働率が維持 さ れ て
い る 。 入 院患者の疾患 の 内 訳 を み る と や は り 前
立腺癌 、 腎癌、 勝脱癌 な どの 悪性腫蕩 の 占 め る
割合が高 い 。 特 に 最 近 で は 前立腺癌検診の 普及
も あ り 前立腺癌 の 占 め る 割合が ま す ま す増 加 し
て お り 、 年 間 の新患数 は 50名以上、 前立腺全摘
除術の 施行件数 も 30例以上 と な っ て い る 。 ま た
こ れ ら 悪性腫蕩 に 対す る 手術術式の最近 に お け
る 大 き な 変化は腹腔鏡手術の導入であ り 、 腎癌、
前立腺癌 は も と よ り 平成15年 に勝脱癌 に 対 し て
本邦 で は じ め て 用 手併用 下腹腔鏡手術 を 導入 し
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て 跨脱全摘 除術 に 成功 し た こ と は特記 さ れ る 。
さ ら に小児の腹腔 内 停留精巣手術、 腎嚢胞 に 対
す る 開 窓術、 後腹膜繊維症 に お け る 尿管剥離術
な ど も 腹腔鏡下 に 施行 し て お り 、 そ の 応 用 範 囲
は 今後 も さ ら に 広 が る も の と 考 え ら れ る 。
外来診療 に 関 し て は 2 診制 の一般外来 に加 え 、
男 性 更 年 期 外 来 ・ 性 機 能 外 来 ( 月 曜 日 ) 、 不
妊 ・ 内 分泌外来 (水曜 日 ) 、 神 経 因 性腸脱外来
(木曜 日 ) の 3 つ の 専 門外来 を 設 置 し て 院 内 な
ら びに 院外か ら の 要求に 応 え て い る 。 特 に 男 性
更年期外来 は最 も 新 し く 平成 15年 7 月 に 開 設 し
た も の で あ る 。 男 性 の 更年期 障 害 は 加齢 に 伴 う
一般的現象 と 理解 さ れ こ れ ま で は そ の大部分は
診療 の 対象 に な ら な か っ た が、 最近、 性 に 対す
る 認識 の 変化 と 共 に 診療の現場 に お い て も 疾患
概念 と し て 認知 さ れ る よ う に な っ た 。 当 科 に お
い て も 男 性更年期 障害 を 訴 え 受診す る 患者様が
急増 し つ つ あ り 、 そ の ニ ー ズ に 対応すべ く 専 門
外来 を 開設 し た も の で あ る 。 一方不妊外来 は 当
科で最 も 伝統 あ る 専 門外来 で あ り 現在 に お い て
も 年 間 新患 数 は ほ ぼ100名 を 超 え る 。 精索静脈
癌 は造精機能障害 の 原 因 の ひ と つ で あ る が、 そ
の 手術療法 に 関 し で も 以前 は 内精静脈の 高位結
紫術 を 鼠径部皮膚切 聞 に よ り 行 っ て い た が腹腔
鏡下で行 う よ う に な り 、 現在 で は 顕微鏡下 で 内
精静脈低位結紫術 を 施行す る な ど、 常 に 治療成
績 の 向 上 を 目 指 し て い る 。
最後 に 腎移植 に 関 し で も 現在 ま で に 生体腎移
植が15例、 死体腎移植が22例行 わ れ て き た が、
平成 9 年 に 日 本臓器移植 ネ ッ ト ワ ー ク が確立 さ
れ た こ と も あ り 今後 そ の 件数が増加す る こ と が
見込 ま れ る 。 さ ら に脳死下臓器提供施設 と し て 、
院 肉体制整備 に も 努め て き た 。 こ れか ら も 教室
員 一 同 、 一致団結 し 、 地域の 中核的存在 と し て
地域医療 の 向 上 に 貢献 し つ つ 大学 附属 病 院 あ る
い は特定機能病 院 に相応 し い 高 度 の レ ベ ル の 診
療 を 実践 で き る よ う さ ら に 努力 を 重 ね る 所存 で
あ る 。 (水野 一郎記)
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麻 酔 科
昭和541f 1 0 月 の 附属 病 院 開 院時、 伊藤祐輔前
教授 の も と 、 富 山 県 に お け る 麻酔 ・ 集 中 治療 ・
ベ イ ン ク リ ニ ッ ク の 医療 レ ベ ル 向 上 を 目 指 し て
ス タ ー ト し た 麻酔科 で あ っ た が、 そ の 精神 は 現
在 も 山 崎光章教授 (診療科長) 以下 の ス タ ッ フ
に 引 き 継が れ て い る 。 子術部 副 部長 の 岳 山 登助
教授、 集 中 治療 部 副 部 長 の 渋谷伸 子 講 師 、 救急
部 副 部 長 の 若杉雅浩講 師 な ど、 当 科 を 基盤 と し
て 院 内 の 中枢で活躍す る 麻酔科医 も 多 い 。 ま た
本学第一期 生 の 山 崎教授、 第 三 期 生 の 債 回 助 教
授 を は じ め 、 本学 同 窓生 の l'î め る 割合が高 い の
も 当 科 ス タ ッ フ の特徴であ る 。
1 . 手術麻酔
手 術 室 の 内 科 医 と し て 、 第 一 に 「 安 全 な 麻
酔」 、 第 て に 「患者 に と っ て 快適 な 麻酔j 、 第 三
に 「手術が行 い や す い 環境 を 作 る こ と 」 を 心が
け 、 年 間 2 ， 500例 前 後 の 麻酔 管 理 症 例 を こ な し
て き た 。 麻酔 を 「受 け る ノ 受 け な い ] の 判 断 は 、
周術期 の risk/benefit を 考慮 し た 上 で 社 会 的 要
因 も 含 め 総 合 的 に 決定 し て い る 。 不徹底 な 麻酔
依 頼 に は 毅 然 と し た 態 度 で 臨 む が、 high risk 
と い う 理 由 だ け で い た ず ら に 麻酔 を キ ャ ン セ ル
す る こ と は な い 。
臨 床 医 学 は Science で あ る 前 に 「 社 会 学」 で
あ る と と ら え 、 同 術期 に お け る 司 令塔 と し て 臨
ん で い る υ
2 . 麻酔科研修
麻酔科学 は 呼吸 ・ 循環管理学 で あ る か ら 、 気
管挿管 な どの 気道確保 ・ 動静脈 ラ イ ン 確保 の 技
術 を 宵 得 す る の に 麻酔科研修 は 最 適 で あ る 。 当
科 で は 、 こ れ ま で に 約 150名 の 他 科 医 師 ・ 研 修
医 に 対 し 麻酔科研修 を 施 し て 来 た 。 多 く の 医 師
に 全 身 管理法 を 教授す る こ と を 通 じ て 、 附 属 病
院 に お け る 医療 の 質 の 向 上 に 広 く 寄 与 し て 来 た
と 自 負 し て い る 。 研修修了 時 に は 修 了 証 を 発行
し て 、 麻酔科標務医取得 の 際 に 役 立 つ よ う 便宜
を は か つ て い る 。
3 . 学生教育
医 学生 に 対す る 教育 、 特 に 臨床実習 ( ク リ ニ
カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ) は 最 も 重 要 な 責務 の ー っ
と 位置 づ け 、 開 院以来 man t o  man に よ る 徹底
し た 個 別 指導 を 行 っ て 来 た 。 当 科 で は 「 臨床麻
酔 の 手 引 き J I薬 の 本j 等 の 小 冊 子 を 独 自 に 編
纂 ・ 発行 し て 学生 ・ 研修医 に 無料で配布 し て い
る 。 「 臨 床 麻酔 の 手 引 き J は 今年 で 第 8 版 を 重
ね た (B 5 判 カ ラ ー 24ペ ー ジ ) 。
4 . 救急救命 J:教育
昭和58年、 当 科が中 心 と な っ て 、 医 師 ・ 看護
師 ・ 救急隊員 の 三 者合同研究 会 で あ る 「富 山救
急 医療研究会」 を 発足 さ せ、 富 山 県 に お け る 救
急 医療活動 の 啓 蒙 と 発展 に 努 め た 。 当 時 、 富 山
県 に は 医 師 と 救急 隊 の 実 質 的 な 連携 が な く 、 救
急 隊 に よ る 心肺蘇生法 も 不十分な も の で あ っ た 。
同 研 究 会 の 活動 は 、 現在 の 富 山 県 に お け る 救急
救命士 育 成 お よ び メ デ イ カ ル コ ン ト ロ ー ル体制
雄 、工 の 基礎 と な っ た 。 ま た 平 成 1 6 年 か ら は 附属
病 院手術部 に お い て 、 救急救命士 に 対す る 気管
挿 管 研 修 を 行 っ て お り 、 富 山 県 に お け る pr・e­
hospital care の 充実 に 貢献 し て い る 。
5 . ベ イ ン ク リ ニ ッ ク
か つ て の 丙 洋 医 学 は Cure に こ だ わ り 、 ィー 治
の 病 を 医 学 の 敗北 と み な し た 。 し か し 高 度 に 複
合化 さ れ た 現代 医 療 に お い て は 、 Cure よ り も
む し ろ Care & Control に 重 き を お く べ き で あ
ろ う 。 Pain control の最前線で あ る ベ イ ン ク リ
ニ ッ ク は 麻酔科 医 の 主要 な 業務 の 一 つ で あ る 。
故 久 世照五助教授 ( 当 時) に よ っ て 開 発 さ れ た
ボ ツ リ ヌ ス ト キ シ ン 注射療法 は 、 今 日 で は 眼険
盛挙治療 の ス タ ン ダ ー ド と な っ た 。 ま た 麻酔科
独 自 の 外科 的 治療 と し て 、 岳 山 登助教授 ら が 中
心 と な り 、 癒着性 く も 膜 炎 に 対 す る エ ピ ド ラ ス
コ ピ ー 療法 を 積極 的 に 施行 し 効 果 を 上 げて い る 0
6 . 社 会 的 活動
On/off が 明 確 な 麻酔 科 業 務 の 利 を 牛 か し て 、
当 科 の 医 師 は 多 彩 な 趣 味 を 持つ 。 麿 田 弘毅助 教
授 ・ 畠 山 登助教授 ・ 佐 々 木利佳助手 ・ 寺 田 美緒
子大学院牛ゐ ら は 「杉谷 の 森合奏団J を 組織 し て
病 院 コ ン サ ー ト 等 の ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 定期 的
に 行 っ て い る 。 同 合奏 団 は 平 成 1 5年 度 に 附属 病
院長か ら 感 謝状 を 授与 さ れ た 。 ( )責 田 弘毅)
歯科口腔外科
歯科 口 腔外科 は 、 昭和 54年 4 月 の 富 山 医科薬
科大学附属 病 院 の 設置 に と も な い 、 15診療科の
ーっ と し て 開 設 さ れ た 。 初代教授、 診療科長 と
し て 、 東京医科歯科大学 よ り 戸塚盛雄が着任 し
た 。 開 院 当 初 の ス タ ッ フ は 、 診療科長以下、 山
本康 一 講 師 (翌 昭 和55年 に 助 教授 に 昇 進) 、 渡
辺 裕助手、 森川 正俊歯科技工士、 前 田清美歯
科 衛 生 士 、 相 沢 貴 美 子 文 部 事 務 官 の 計 6 名 で
あ っ た 。 当 初 、 外来治療用 ユ ニ ッ ト は 3 台、 西
2 階病棟 に病床数 4 床 で診療が開 始 さ れ た 。 ま
た 、 開 院 当 初 は 正規の研究室 は な く 、 病 院 1 階
(輸血部) に 仮 設 の 医 局 が設 け ら れ、 そ の 後、
医学部研究棟 1 階 に研究室、 医局が配置 さ れた 。
昭和57年 7 月 、 戸塚の岩手医科大学歯学部へ
の 転 出 に と も な い 、 昭和58年 1 月 に 古 田 勲が
札幌医科大学 口 腔外科学講座 よ り 、 二代 目 教授
診療科長 と し て着任 し た 。 ま た 、 同 年 4 月 に は、
早津良和が講師 と し て 赴任 し た 。 こ れ に よ り 教
授、 助教授、 講師以下助手 2 名 、 医員 4 名 と な
り ス タ ッ フ が強化 さ れ た 。
富 山 県 を は じ め 北陸三 県 に は 、 歯科大学がな
く 、 本県 に お い て は 口 腔外科 を 標梼す る 専 門機
関 は皆無であ っ た 。 そ の た め 、 顎顔面領域 の 炎
症、 外傷、 腫湯、 顎変形症、 奇形 と い っ た 口 腔
外科疾患の紹介患者が年 々 増加 し て き た 。 こ れ
に と も な い 、 外来治療用 ユ ニ ッ ト は 当 初 の 3 台
か ら 5 台 に 増 設 さ れ た 。 ま た 、 昭和58年1 1 月 に
は病床数 も 10床 に増床 さ れ、 日 本 口 腔外科学会
認定研修機 関 に指定 さ れ る に 至 っ た 。
現在 は歯科口 腔外科外来 内特殊診療室 に 治療
用 ユ ニ ッ ト 1 台が増 設 さ れ る と と も に 、 全身管
理下 での外来 日腔外科手術が可能 と な っ て い る O
病棟は西 2 階で、 放射線科 な ら びに脳神経外科
と の 混合病棟 に 13床 を 有 し て い る 。 平成18年 4
月 か ら は外来 医 長 を 和 田 、 病棟医長 を 野 口 がそ
れぞれ担 当 し 、 古 田 が全診療 を 総括 し て い る 。
(社) 日 本 口 腔外科学会認定専 門 医 ・ 指導 医 は
3 名 (古 田 、 野 口 、 和 田 ) で、 指導 に あ た っ て
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い る 。 ま た 、 今村 は救急医学講座 と の 併任助手
と し て 、 歯科救急 医療 を 担 当 し て い る 。
診療 内 容 は 歯科口腔外科全般 に 亘 っ て い る が、
特 に 顎顔面 イ ン プ ラ ン ト に 関 し て は 、 全国 的 に
も 早期 か ら 臨床 に 取 り 入 れて き た 。 昭和60年 に
は ア パ セ ラ ム ワ ン ピ ー ス イ ン プ ラ ン ト の 臨床治
験 を 東京 医科歯科大学 と の 共 同 で 開始。 平成 6
年 か ら は 、 顎骨 と の osteo-integration が得 ら れ
る AQB イ ン プ ラ ン ト を 導入 し 、 臨床応用 し て
い る 。 現在 で は 、 一般開業歯科 と の 連携か ら 年
間 約 30例、 75本の イ ン プ ラ ン ト 難症例 の 治療 を
行 っ て い る 。
口 腔腫蕩 に 関 し て は 、 口 腔 の 機能温存 の 目 的
か ら 、 お の お の の 症 例 の 進 行 度 と 悪 性 度 に 見
合 っ た 治療 を 適用 し て い る 。 進行 ・ 進展癌 に お
い て も 、 悪性度 の低い症例 に 対 し て は 、 放射線
科 と の 共 同 治療 に よ る 動注 ・ 化学放射線療法 に
よ り 、 手術 回 避 の 器官温存療法 を 行 い 良好 な 成
績 を 得 て い る 。 や む な く 拡大切 除が行 わ れ た 症
例 に 対 し て は 、 顎骨再建 ま た は骨造成 を 行 っ た
後 に イ ン プ ラ ン ト 治療 に よ る 口 腔機能 の 再建 を
行 っ て い る 。 今後、 当 院放射線部 に マ イ ク ロ セ
レ ク ト ロ ン が導入 さ れ る 予 定 と な っ て お り 、 さ
ら に 治療 の 選択肢が増 え る と 期待 さ れ る 。
口 唇 口 蓋裂 に つ い て は 、 出 生 か ら 最終治療 ま
で 、 小児科、 耳鼻咽喉科、 矯正歯科 な どの 関 連
各科 と の 連携 の 下 、 一貫治療 を 行 っ て い る 。 特
に 口 蓋裂治療 に 関 し て は 、 顎発育 を 考慮 し た術
式 の 改 良 を 行 い 、 顎発育 ばか り で は な く 良好 な
言語成績 を 得 て い る 。
院 内 サ ー ビ ス と し て 、 急性期 医療施設 に お け
る 口 腔 ケ ア ー の 充実 を 目 的 と し て 、 口 腔 ケ ア ー
チ ー ム に よ る 講習 会 を 開催 し 好評 を 得 て い る 。
平成16年度、 17年度の診療実績 は お の お の 、
新来外来患者数 : 1 ，  398名 、 1 ， 602名 、 延外来患
者 数 1 万935 名 、 1 万 1 ， 610名 、 新 入 院 患 者
数 : 227 名 、 221 名 、 延 入 院 患 者 数 : 3 ， 589名 、
3 ， 453名 で あ る 。 中 央手術室 に お け る 全 身 麻 酔
を 中 心 と し た 手術件数 は 年 々 増加傾 向 に あ り 、
平成16年度 は131件、 平成17年度は152件で あ っ た 。
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和漢診療科
昭和 54年 8 月 に 富 山 医科薬科大学 附 属 病 院 に
和 漢診療室 が 院 内 処置 と し て 設置 さ れ 、 同 年 1 0
月 、 当 時 国 立大学で最初 の 和 漢診療外来 が 開 設
さ れ た 。 そ の 後 、 昭和 58年 4 月 に 和 漢診療 部 に
名 称 変 更 し 、 昭 和 60年 5 月 、 当 時 の 文 部 省 に
よ っ て 附属 病 院 中 央診療施設 と し て 認可 さ れ、
さ ら に 平成 5 年 4 月 に 医学 部 に 和 漢診療学講座
が設置 さ れ た 。 平成16年 に 和 漢診療部 か ら 和 漢
診療科 と し て 名 称 を 変 え 現在 に 至 っ て い る 。
当 科 の 最 大 の 特 色 は 、 「 東 西 医 学 の 融 合」 と
い う 本 学 の 建 学 の 理念 に 基づ き 、 現代医学 と 漢
方 医学 を 同 時 に 臨床 で 実践 し て い る 点 で あ る 。
特 に 入 院診療 で生薬 を 用 い た 本格 的 な 漢方治療
を 保険診療 で 行 え る 大学 附属 病 院 は わ が |玉l で は
唯 今 と 思 わ れ る 。 各専 門 診療科 と の 連携 を は か
り な が ら 本格 的 な 漢 万治療 を 行 う と い う 理想 的
な 形で 東 西 両 医 学 を 融合 し た 診療 を 30年 間 の 永
き に わ た っ て 実践 し て い る 。 そ の 実績 か ら 富 山
県 や 北 陸地 方 の み な ら ず全 国 か ら 手11漢診療 を 求
め て 忠者 が 来 院 し て い る 。
和 漢診療 を 求 め て 来 院す る 患者 は 主 に 、 治療
法 の 確 な し て い な い 疾患あ る い は 現代 医 学 的 治
療効果が十分で な い 疾忠、 現代 医 学 的 治療 の 副
作 用 や 多臓器病変 な ど で治療が困 難 な 疾患 な ど
で あ る 。 し た が っ て 、 幅広 い 年齢層 の 患 若が受
診 し 、 神 経疾患、 白 己免疫疾患、 呼吸器疾患、
消化器疾患、 腎疾忠、 内 分泌 ・ 代 謝性疾患、 ア
レ ル ギ ー 疾患 、 皮 膚 科疾患、 整形外科疾患 、 婦
人科疾患 な ど様々 な 領域の疾患 を 対 象 と し て い
る の が特徴 で あ る 。
特 に 、 慢性腎不全、 慢性肝炎、 脳 血管 障 害 の
予 防 な ら び に 脳 血管↑生痴呆、 糖尿病性合併症、
関 節 リ ウ マ チ な ど の 白 己免疫疾患、 ア レ ル ギ ー
疾患 に つ い て は 臨床研究 の 観 点 か ら も 重要 な 対
象疾患 と し て き た 。 そ の研究成 果与 の 代 表的 な も
の と し て 脳 血 管 障 害 に 対 す る 桂校夜 苓 丸 や 鈎 藤
散 の 微小循環改善作用 ・ 血液 レ オ ロ ジ 一 同 子 改
善作用 、 プ ラ セ ボ を 対象 と し た て竜盲検試験に
よ る 脳血管性痴呆 に 対 す る 釣 藤 散 の 有 用 性 な ど
に つ い て 報告 し て き た 。 最 近 で は 、 関 節 リ ウ マ
チ を 対 象 に 血管 障 害 に 対す る 桂枝夜 苓 丸 の 効 果
や プ ロ テ オ ー ム 解 析 に よ る 漢 方 医 学 的 病態
(証) の 客観化 に 取 り 組 ん で い る 。
診療 ス タ ッ フ は 、 医学部和 漢診療学講座 及 び
和 漢薬研究所漢方診断学 部 門 か ら の 教授 1 人、
客 員 教授 1 人、 助 教授 1 人、 客 員 助 教授 2 人、
講 師 1 人 、 助手 2 人、 |矢 員 3 人、 大学院生 1 人、
研 究 生 4 人 で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 診 療 ス
タ ッ フ の 専 門 医 ・ 認定医 の取得状況 は 、 日 本東
洋 医 学 会 指 導 医 6 人、 日 本東 洋 医 学 会専 門 医 13
人 、 H 本 内 科学会認定内科専 門 医 2 人、 日 本 内
科学会認定 内 科 医 4 人、 日 本 リ ウ マ チ 学会専 門
医 1 人、 日 本消化器病学会専 門 医 1 人 、 日 本消
化 器 内 視鏡学会 専 門 医 2 人 、 日 本神 経 内科学 会
専 門 医 1 人 、 日 本救急学会専 門 医 1 人、 日 本外
科学会認定医 1 人 で あ る 。
現在、 外来診療 は 1 日 3 � 4 人 の 診察 医 で、
週 に 延べ18診で診療 に あ た っ て い る 。 遠 方 か ら
受診 さ れ る 場合 も 合め患者の利便性 を 考 え 、 千
成 1 6 年 1 0 月 か ら は 月 、 水、 金曜 日 の 午 後 に も 診
療 を 行 っ て い る 。 外来患者 は 最近 3 年 間 で 1 日
約60 人 か ら 70 人 で あ る 。 ま た 、 木曜 日 に は 外米
で腹部超音波検査、 火曜 日 と 木曜 日 に は 光学医
療診療 部 で 内 視鏡検査 を 行 っ て い る 。 そ の ほ か
に特殊 な 検公 と し て は 、 ビ デ オ 顕微鏡 シ ス テ ム
に よ り 眼球結膜の微小血管 を 観察 し 微小循環障
害 の 診断 を 行 っ て い る 。 漢 方 医 学 的 な 診断 と 治
療 に 屯気温銃器 を 用 い た 鋭 治療 も 行 っ て き た 。
入 院診療 に つ い て は 、 例 主主 1 床、 4 床宗一 1 室、
6 床宗一 1 室 の 1 1 床 を 使用 し て い る 。 最 近 3 年 間
で は 、 1 tl 約 10 人 の 入 院患者数で あ る が、 現代
医 学 的 に 治療 を 急 ぐ必要性があ る 場合 、 食事 ・
運動療法 な ど の 生活背慣の 指導が必要 な 場合、
外来診療 だ け で は現代医学的病態 と そ の 評価 が
確 定 さ れ な い場合や治療効果が 十 分 に あ が っ て
い な い 場合 を 主 な 入 院 適応 と 考 え て い る 。
高 齢化社 会 を 迎 え 複数の臓器の病態が錯綜す
る 患者が増 え 、 疾病構造 は さ ら に 複雑化す る も
の と 思 わ れ る 。 こ の よ う な 時代 の ニ ー ズ に 応 え
る こ と が主主 要 で あ り 、 そ の 意 味で わ れ わ れ和 漢
診療科 の 果 た す役割 は 益 々 大 き く な る と 思 わ れ
る 。
〈 中央診療施設等 〉
検 査 部
検査部 の 基本構想 は 、 昭和52年 に 設置 さ れた
検査部準備委員 会 で構築 さ れ、 昭和54年 10月 の
開 院 に 向 け 、 診療上不可欠 な 機器 の 導入 と 優秀
な 人材 の確保が な さ れた 。
そ の 後、 検査業務 は上昇の一途 を た ど り 、 平
成16年 度 の 検査件 数 は 、 約208万 件 と な り 、 昭
和57年 の 定員 充足 時 に 比 し 約 1 . 5培 と 大 幅 に 増
加 し た 。 検査項 目 に つ い て も 、 腫蕩マ ー カ ー ­
ホ ル モ ン 項 目 の常時実施、 検査時 間 の短縮、 電
子 カ ル テ 化 に よ る 心電 図検査のペ ー パ ー レ ス 化、
外来 ・ 病棟 に 配置 し て あ る 心電計の デー タ 収集
や ホ ル タ 一 心電図検査の病棟出 張 な ど、 よ り 診
療 に 密着 し た 内容 と な っ て い る 。
平成10年度 に は コ ン ピ ュ ー タ 2000年 問 題が課
題 と な っ た が、 万全な準備 に よ り 何 の 問 題 も 生
じ る こ と は な か っ た 。 平成11年度 に は 総合血液
検査 シ ス テ ム の 導入 に よ り 血液一般検査業務の
迅速化、 省 力 化 及 び血液像の フ ァ イ リ ン グ化 を
図 っ た 。 外注検査業 務 に つ い て も 、 従 来 EIA
検査項 目 は 検査部、 RIA 検査項 目 は 放射線部
が窓 口 と な っ て い た も の を 平成12年 度 に 検査部
で一元管理す る こ と と な り 効率化 を 図 っ た 。 平
成13年 度 に は尿一般検査 を 検査部で実施す る こ
と に よ り 医 師 の 負 担軽減及 び報告の 迅速化がな
さ れ た 。 平成16年 1 月 に 電子 カ ル テ シ ス テ ム が
導入 さ れ た こ と に よ り 、 検査部 門 シ ス テ ム は 集
中 型 か ら サ ー バ ク ラ イ ア ン ト 型 に 変更 さ れ た 。
こ の こ と に よ っ て 生理及 び細菌検査部 門 の 充実、
統計機能の 充実、 時 間 外緊急検査 を 含 む 日 常検
査機能 の 向上が図 ら れ た 。 平成17年 度 に は 総合
検査管理 シ ス テ ム が概算 で認め ら れ、 外注検査
項 目 の 大 幅 な 取 り 込み と 自 動分析機更新 に よ る
迅速で、正確 な デー タ 報告、 患者 ア メ ニ テ ィ の 向
上や検体取 り 違 え の 防止 な ど医療事故防止 に 配
慮 し た シ ス テ ム の 導入 を 図 る と と も に 超音波検
査業務 に つ い て も 一括管理可能 な 準備 を 進 め て
い る 。 時 間外緊急検査は平成11年 9 月 か ら 時 間
第 5 節 附 属 病 院 271 
延長、 平成12年 4 月 か ら 宿 日 直業務 を 開 始、 12
月 か ら 感染症検査項 目 を 追加 し た 。 更 に 平成13
年 5 月 か ら 血液型検査 ・ 交差適合試験 を 開始 し 、
平成16年12月 か ら は製剤 管理業務 も 24時 間 実施
す る と と も に 、 21 時 ま で の 輸血 関 連業務延長 に
参画 し て い る 。
検査部の 人員 は 開 院時 に 13名 で ス タ ー ト し た
が、 現ス タ ッ フ は 29名 で あ る 。 こ の 問 、 平成10
年 4 月 に 検査技師長は松田正毅か ら 大 門 良男 と
な っ た 。 松田正毅は平成11年秋 に 勲 6 等単光旭
日 章 を 授与 さ れ た 。 平成12年 9 月 に は検査部長
は桜川信男 か ら 北 島勲 と な っ た 。 着任後の業績
に は 顕著 な も の が あ り 、 臨床検査精度管理奨励
賞 (野 手) 、 臨 床 検 査 自 動 化 学 会 優 秀 論 文 賞
(谷) 、 科学研究費 の取得 を は じ め 、 大学 問 人事
交流 も 積極 的 に推進 し 、 平成15年度 に 角 田技師
が金沢大学へ、 金沢大学か ら 中 嶋技師が着任 し
1 年 間 人事交流 を 行 っ た 。 平成16年 度 に は 医学
教育等関係業務功労者表彰 を 内藤静江が受賞 し
た 。
業務 に お い て は 検体早朝 収集 に よ る TAT の
短縮 と 診療前検査の実施、 遺伝子検査業務 の 充
実、 NST 及 び治験業務 な ど チ ー ム 医 療 へ の 参
画、 救急部及 び ICU に 設置 さ れ て い る 血 液 ガ
ス 分析装 置 の メ ン テ ナ ン ス の 実施、 検査相談室
の 設置 な ど多彩 で あ る 。
教育 ・ 研究面 に お い て も 、 部内勉強会 は も と
よ り 、 医学部学生等 の教育、 公開講座 の 実施、
日 本臨床検査技師 会 中 部地 区全国委員 や 富 山 県
臨床衛生検査技師会学術部長や研究班班長 を 輩
出 す る な ど 地 域 の 中 核 的 な 役割 を 果 た し て い
る 。
以上、 検査部 の 沿革 に つ い て述べて き た が、 検
査部の役割 は重大で、 あ る 。
近 年 の 臨床検査 を 取 り 巻 く 環境 は 厳 し い も の
があ る と と も に 変革 も 目 覚 し い 。
こ の よ う な な か を 生 き 抜い て い く た め に は 、
病 院 の 一 員 と し て の 意識 と 絶 え 間 の 無 い 努力 と
熱意が必要で あ る 。
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手 術 部
昭和 54年 1 0 月 1 日 、 附属病 院 の 開 院 と と も に
開 設 さ れ た 子術 部 は 手術室 9 ?Ë ( う ち 2 室 は ク
ラ ス 100 の バ イ オ ク リ ー ン ル ー ム 、 3 室 は 天 井
懸垂型手術顕微鏡 を 備 え る ) 、 独 立 し た 洗 浄 ・
滅菌 装 置 を 持つ材料室、 お よ び子術 中 の 迅速 な
検体検査 を 可 能 と す る 機器 を 備 え た 測 定室 を 有
し 、 当 時 と し て は 他 に 誇れ る 機能 ・ 設備 を 有 し
て い た 。 さ ら に 、 高 エ ネ ル ギ ー 治療 棟 に も 術 中
照射 を 可能 と す る 手術主主 1 窒 を 有 し て い る 。 こ
れ ら の 設 備 を 駆 使 し て 、 年 間 お よ そ 3 ， 000例 の
手術 を 行 っ て い る 。 手術部長 は 初 代部長で あ っ
た 伊藤祐輔か ら 平成12年 に 遠藤俊郎 を 経 て 平 成
1 5年 9 月 よ り 山 崎光章が務 め て い る 。 開 設 当 初
よ り 、 手術 に お い て 医 師 、 患者双方 に と っ て 安
全で快適 な 環境 を 提供す る と い う 庁針 で手術部
ス タ ッ フ が A 丸 と な っ て サ ー ビ ス を 提供 し て い
る 。
助教授 ( 副 部 長 ) は H前日 58年 よ り 佐 藤根敏彦
が務 め て き た が、 平成16年 9 月 よ り 品 LLJ 登 に 交
代 し て い る 。 看護師長 は平成 6 年 か ら 長谷川薫、
同 9 年 よ り 境美代 f、 10年 よ り 佐竹純子 を 経 て 、
13年 よ り 亀 谷 由 美が務め て い る 。 看 護 ス タ ッ フ
は 、 効 率 良 く 多 数 の 手術 に 対応 す る た め 、 手術
器械 の セ ッ ト 化、 子術看護子順の整備、 手術材
料 の 在庫管理の 効率化、 清掃業務 の 外注 な ど を
実現 さ せ て い る 。
現在 の 手術部業務 は 、 コ メ デ イ カ ル の ス タ ッ
フ に も 大 き く 支 え ら れ て い る 。 彼 ら の 貢 献 な し
に は 円 滑 な 業務遂行 は 成 り 立 た な い 。 手術部 に
お い て は 、 臨床検夜、 手術部 内 の 環境維持、 手
洗装 置 ・ 滅 菌 装 置 の 管 理 な ど を 行 っ て い る 臨床
検査技師 の rJ l 丸勝 人 、 麻酔器、 モ ニ タ ー 機器、
人 工 心 肺 、 手術機器、 部 内 LAN、 部 内 ビ デ オ
シ ス テ ム の 整備 点検 を 行 っ て い る 臨床工学技 上
の 高 道 昭 一 、 嶋 |吋 健志 (2005年 2 月 よ り 医療 機
器管理セ ン タ ー に 再 配 置 ) 、 お よ び千 術 中 の X
線透視 ・ 造影 . �最影 な ど を 行 っ て い る 診療放射
線技師 の 奥 野政一 (2005年 9 月 よ り 放射線部 に
再配置) を は じ め 、 技官の 原 田 清志 、 技能補佐
員 の 粛藤美恵子、 そ し て 受付 ・ 事務 を 担 当 し て
い る 上銘文絵 ら に よ っ て 業務が支 え ら れ て き た 。
こ の 10年 間 、 手術の 内 容 は 大 き く 変 わ っ た 。
一 つ は 、 内視鏡 な ど を 活用 し た低侵襲 な 手術 の
増 加 で あ る 。 こ れ ら の術式 に 対応 すべ く 、 各手
術室 に お け る 内視鏡の使用 を 可 能 に す る ビ デ オ
シ ス テ ム の 整備 を 行 っ た 。 さ ら に 、 拍動下 で の
冠 動 脈バ イ パ ス 術 (OPCAB) や 生体 肝 移 植 な
ど の 新 し い術式への対比、 も 行 っ た 。 ま た 、 老朽
化 し た 麻酔器 の 更新 を 平成 1 1 年 に 行 い 、 麻酔記
録 も 自 動 で子術部 内 の サ ー バ ー に 作成 さ れ る シ
ス テ ム を +葺築 し て い る 。
平成16年 4 月 に 国 立大学が独 立 法 人 化 さ れ、
手術部 も 収支改善、 安全性 の 向 上 を 求 め ら れ て
い る 。 こ れ ま で は 、 洗浄 ・ 滅菌業務、 検査業務
な どすべて 、 手術部 内 で、独立 し て 行 え る よ う な
シ ス テ ム を 構築 、 運営 し て き た が、 今後 は 病 院
全体の 効率化 と い う こ と を 視野 に 入 れ て 、 こ れ
ら の 部 門 の 統合 や外部委託化が必要 に な る と 思
わ れ る 。 手術部 に お い て も 、 病 院全体で の 導 入
に 併 せ て 平 成 1 7 年 1 2 月 よ り SPD を 中 心 と し た
物流 シ ス テ ム を 稼働 さ せ る 予 定 で あ る 。 こ れ に
よ り 、 手術材料 の 部 内 在庫 を 減 ら す こ と がで き
る と と も に 、 従来在庫 管理や器材準備 に 使 っ て
い た 時 間 を 短縮 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 ス ペ
ー ス と 時 間 の 余裕が生 ま れ、 手術件数増 加 、 患
者 サ ー ビ ス の 向 上へ振 り 向 け ら れ る も の と 期待
さ れ る 。
今後 の 手術部 の あ り か た と し て 、 日 帰 り 手術
へ の 対応 を 可 能 と す る 回 復室機能 を 合 わ せ持つ
よ う な 子術 宇長 の 設置、 あ る い は CT 、 MRI を 手
術 室 内 に 設置 す る こ と で、 手術 中 、 あ る い は 手
術 直 後 に 子術部位の状態 や 出 血 の 有 無 を 確認で
き る よ う な 高 機能 手術室 の 設 置 な どが あ げ ら れ
る 。 医 師 、 看 護 師 の 慢性 的 な 不足状態 に 加 え 、
子術件数の 増 加 、 と く に 長 時 間 手術件数の増 加
に 伴 い 、 さ ま ざ ま な ス ト レ ス がか か る 部 門 で は
あ る が、 忘年 会 を は じ め と す る 年 間 行 事 な ど を
通 し て 、 院 内 各診療科 ・ 診療 部 門 、 ま た 手術部
内 ス タ ッ フ 聞 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 良 好 に
保 っ て い き た い と 思 う 。 今後 と も 各位 の 相 変 わ
ら ぬ御 指 導 、 御支援 を 頂 き た く お 願 い 中 し 上 げ
る 次第 で あ る 。
放 射 線 部
1 ) 診療体制 の 変選 と 現状
放射線部 は 放射線診療 の効率的 ・ 合理的 な 運
営 を 目 的 と し た 中 央診療施設の ひ と つ と し て 設
立 さ れ、 放射線科の 全面的 な協力 を 得 て 運営 さ
れて い る 。 こ こ 10数年来、 画像診断、 核 医学診
療、 放射線治療 は 大 き な 進歩 と 変化があ り 、 最
近 で は血管内手術や 画像支援治療の イ ン タ ー ベ
ン シ ョ ナ ル ラ ジ オ ロ ジ ー (IVR) の 発達、 病気
の 本質 を 診断 し そ の 原 因 に 迫 る こ と がで き る と
期 待 さ れ て い る 陽 電 子 断 層 撮 影 装 置 (PET)
な どが開発 さ れて お り 、 放射線部 は こ れ ら の 高
度 な 先端技術の凝集、 集積 さ れ た 場所 と な っ て
い る 。 ま た 、 こ れ ら の 装置 を 使用 し 放射線科 を
は じ め 、 各診療科 に 対応 し て 多 様 な 検査や治療
の要求に応 え る 。 昭和54年10月 の 診療 開 始以来、
コ ン ピ ュ ー タ ・ テ ク ノ ロ ジ ー の 画期 的 な 進歩 に
よ る 技術革新 に 伴 い 、 最先端 の 画像診断 ・ 治療
技術 の 実践、 さ ら に 多 様化す る 患者要求 に 対応
し 、 高度先進医療 に 取 り 組む大学病 院 の 中 診部
門 と し て 、 必要かつ 十分 な サ ー ビ ス を 提供 し て
き て い る 。
放射線診断部門 は 、 現在、 多列検出 器 を 有す
る 最先端の エ ッ ク ス 線 コ ン ピ ュ ー タ 断層撮影装
置 (CT) 2 台、 磁 気 共 鳴 装 置 (MR) 2 台、
血管造影装置 3 台、 エ ッ ク ス 線透視装置 3 台、
CR 撮影装置 6 台、 骨 塩 定 量 装 置 1 台 の ほ か、
乳房撮影装置、 一般撮影装 置 な ど を 配備 し て お
り 、 核医学部 門 で は 、 ガ ン マ ー カ メ ラ が 3 台、
PET 装 置 1 台 が設置 さ れ 病 態 診 断 に 威 力 を 発
揮 し て い る 。 治療部 門 に お い て は 、 最適化 さ れ
た 治療計画 を 行 う 治療計画専用 の CT 装 置 が 1
台設置 さ れて お り 、 治療 に は リ ニ ア ッ ク 装置 を
使用 し て い る 。 こ れ ら の 中 で特筆すべ き 二つ の
こ と が挙 げ ら れ る 。 そ の 一つ は 、 形態 を 見 る 画
像診断 と は 原 理 的 に 異 な り 、 「腫蕩 の 機 能 を 見
る 」 つ ま り 機能画像診断 と し て 非常 に 有用性が
高 い PET 装 置 の 稼動 で あ る 。 も う 一 つ は 画 像
の デ ジ タ ル 化 で あ る 。 放射線部で取 り 扱 う 画像
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は 、 一部 を 除 き 全て デ ジ タ ル画像で あ る 。 一般
撮影、 CT、 MR を は じ め 血 管 造 影 や 、 乳 房 の
特殊撮影 に お い て も デ ジ タ ル 化 で あ る 。 画像の
デ ジ タ ル化 に 伴 い 、 電子 カ ル テ へ の 画像及 び レ
ポ ー ト 配信 を 実施 し 、 画像情報管理 シ ス テ ム を
構 築 し て い る 。 ま た 、 CT、 MR の 読 影 レ ポ ー
ト を 電子 カ ル テ シ ス テ ム か ら 参照可能 と し 、 活
用 し て い る 。 こ の よ う に 、 放射線部 で の 診療体
制 は 充実 し て き て い る が、 問 題点 と し て は 、 老
朽化の著 し い 放射線機器の 更新 を 含め た 放射線
機器の 安全、 コ ス ト 管理等 の 業務 に 加 え て 、 患
者 サ ー ビ ス 向 上が急務 と な っ て い る 。
2 ) 沿革等 に つ い て
放射線部 は 中 央診療施設 の ひ と つ と し て 昭和
54年 10月 に 病 院開設時 に柿下部長 の 下 、 技師 8
名 で 開 始 さ れ た 。 現在 は瀬戸部長 の 下 に 渡遺副
部長 と 小 川 助 手 及 び診療放射線技師22名 (女性
4 名 ) ・ 事務系 臨時職員 l 名 と 多 人数 に な っ て
い る 。 放射線部 内 の廊 下 及 び患者待合 に絵画や
書道 な どが掲 げ ら れて お り 、 と く に核医学部門
は留 学生が持参 し た 中 国絵画 と 書道 で小美術館
の模様 を 呈 し て お り 、 検査待 ち の 患者様の不安
感 を な ご ま せ る 場 と な っ て い る 。
一方、 開 院 当 初 は放射線部が取 り 扱 う 情報 ・
画像 は ア ナ ロ グが主流 で あ っ た が、 こ の 30年 間
で大 き く 様変 わ り し 、 特 に 患者基本情報、 放射
線情報お よ び会計情報 ま で を 連携 し 、 さ ら に 各
種検査装置 の デ ジ タ ル画像 を 電子 カ ル テ へ配信
す る な ど逐次進歩 し て い る 。 こ れ ら の経過で、
放射線情報 シ ス テ ム の構築 と 撮影装置 の 連携 に
よ る 照射条件の 自 動取 り 込み の 開発 な ど行 い 、
ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル の 世界への移行 に 必要 な
要件 に 取 り 組 ん で き た 30年 間 と も 言 え る 。
今 後 は 、 高 度 ・ 安 全 ・ 安 心 な 医 療 提 供 に 携
わ っ て い け る よ う に 、 ま た 、 各種画像の デ ジ タ
ル化 を 担 当 す る 部 門 と し て 、 よ り 良 い 診療、 患
者 サ ー ビ ス 向 上 に 貢献で き る よ う 放射線部職員
一 同 取 り 組 ん で い る 。
( 中 村 衛)
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材 料 部
材料部 は 、 医療現場へ確実 に 安全 な 医材 を 提
供す る 目 的 で 、 器材 の 洗浄 ・ 消毒 ・ 点検 ・ 組 み
立 て ・ 滅菌 業務 と 滅菌器材 の 保 管 ・ 供給 を 行 っ
て い る 。 (平 成 1 7 年 1 2 月 ま で は 、 デ ィ ス ポ ー ザ
ブ ル 製 品 の 医 療 材 料 の 管 理 と 供 給 も 担 っ て い
た )
昭和 54年 1 0 月 、 病 院 の 開 院 と 同 時 に 業務 を 開
始 し た 。 昭和60年 デ ィ ス ポ化 の 波 に 乗 り 、 ガ ラ
ス 注射器がデ ィ ス ポ注射器 に 、 平 成 2 年 か ら 銅
製小物の 単包化 を 図 り 、 平 成 4 � 6 年有 窓 ガ ー
ゼ カ ス ト か ら 密 閉性 が 高 い ス テ リ コ ン テ ナ に 変
更 と な っ た 。
平 成 1 1 年 4 月 に 施行 さ れ た 「感染症新法」 に
よ り 、 汚染 さ れ た 医療器材 の 取 り 扱 い に は 、 こ
れ ま で以上 に 注 意 を 払 う 必要が出 て き た 。 特 に
汚染 さ れ た 医療器材 の 取 り 扱 い は 、 感染機 会 に
大 き な 影響 を 及 ぼす こ と が考 え ら れ、 洗 浄 シ ス
テ ム を 大 幅 に 見 直 し た 。 平 成 1 2年 3 月 、 4 層 式
全 自 動洗浄装置 (通称 ト ン ネ ル ウ オ ッ シ ャ ー )
が導入 さ れ、 各 部署 で の 一 次洗浄 を 廃止す る こ
と が可 能 と な り 、 院 内 感染 防止 及 び、各部署 の 看
護業務 の 改 善 を 阿 る こ と がで き た 。 エ ビ デ ン ス
に 基づ い た 環境管理の 見 直 し も 同 時 に 行 い 、 エ
ア シ ャ ワ 一 、 殺菌 灯 ロ ッ カ 一 、 滅菌 室 入 室 時 の
ガ ウ ン テ ク ニ ッ ク 等 を 廃止 し た 。 滅菌 の 質保証
を 図 る た め 、 万 能 ツ ボ、 鎌 子立 て 、 ス テ リ コ ン
テ ナ を 廃止 し 、 滅菌i斉 み の 衛生材'1'4- を 順次採用
し て い っ た 。
平 成 13年 5 月 に EOG 滅菌 に 関 す る 法 律が 改
正 さ れ、 CI 作業主任者の配置、 c1 作 業環境測 定、
③作業環境 の 制 限 な どが義務付 け ら れ た 。 EOG
滅菌器の 更新や 定 員 削 減 の 時期 と も 重 な り 、 検
討 し た 結 果、 平 成 14年 4 月 か ら EOG 滅 菌 を 全
面外注化 し た 。 ま た 、 高圧 蒸気滅菌器 も 3 台 の
う ち 2 台が使用 不 能 と な り 、 高 圧蒸気滅菌物 も
平 成 1 5 年 4 月 か ら 鋼 製小物か ら セ ッ ト 器材へ と
順次外注 に 移 行 し た 。
平 成 1 5 年 5 月 か ら 滅菌器材の 病棟収納 を 開 始
し 、 病棟の業務改善 を 図 る こ と がで き た 。 平成
1 6年 1 月 か ら 、 レ ベ ル カ ー ド に よ る 医療材料の
定 数 配 置 方 式 を 開 始 (208品 目 よ り ) し 、 各 部
署 で の 在庫 量 の 減少 を 岡 る こ と がで き た 。
平 成 1 6年 度 は 、 独法化 と な り 経常改善 を 図 る
た め 、 平 成 1 5 年 度 よ り 進 め て い た 医療材料の標
準化 を さ ら に 推 進 し 経 費 節 減 に 努力 し た 。 平成
1 7 年 1 2 月 1 口 、 SPD の 導 入 と 同 時 に デ ィ ス ポ
医 療 材 料 を す べ て SPD に 移 行 し た (518品
目 ) 。
過去 5 年 間 で材 料部 を 取 り 巻 く 環境が大 き く
変 化 し た 。 今後 も 、 感染 防 止、 リ ス ク マ ネ ー ジ
メ ン ト を 視野 に い れ、 滅菌 の 質 保証 を 凶 っ て い
か な け れ ば な ら な い 。
救 急 部
1 ) 沿革
救急部 は 、 病 院 の 歴 史 の 中 で は比較的新 し い 。
昭和61年 (1986年) 1 月 1 日 に 院 内 措置 と し て
設置 さ れ、 文部省 で の 予算化 を 伴 う 省令での設
置 は 昭和 63年 (1988年) 5 月 25 日 で あ る 。 当 時
は 、 国立大学附属 病 院救急部 は 、 教官定員 1 人
(助教授職) 、 事務 ・ 技官定員 2 人、 看護定員 8
人か ら な る 1 1 1 人 セ ッ ト 」 の 時 代 で あ り 、 全て
の 国 立大学救急部 に お い て 、 関連す る 診療科の
支援 に よ る 限定 的 な 運用 が な さ れて い た 。
そ の 後、 救急医療基本問題検討会報告書等 で、
医療資源の豊富 な 国立大学附属 病 院 の 救命救急
セ ン タ ー構想が提案 さ れ た が、 救急部 の 充実 と
学部講座 の 設 置 の 直接 の 契機 と な っ た の は 医 師
卒後臨床研修制 度の導入であ っ た 。 従 っ て 、 平
成15年 9 月 1 日 の 学部講座 (救急 ・ 災害医学)
設置 に 伴 い 、 講座教授 で あ る 奥寺が救急部長 を
併任 し 、 以 降、 附属病 院救急部 は大幅 な 変 革 を
遂 げつ つ あ る 。
2 ) 地域 に お け る 救急部の役割
大学附属 病 院 は 地域 に お い て教育 ・ 研究 ・ 診
療 を 担 当 す る 唯一の 医療機 関 で あ る 。 こ の こ と
は救急部 に お い て も 同 様 で あ り 、 講座設置以降、
救急部 は 富 山 県 内 の救急医療体制への協力 と 参
加 、 さ ら に 地域の救急 医療計画 の 策 定 プ ロ セ ス
な ど に も 参画 す る こ と と な っ た 。
地域の救急 医療体制への参加 は 、 富 山 県 の 4
医療圏 (富 山 医療圏、 高 岡 医療圏、 新川 医療圏、
砺波医療 圏 ) の う ち 、 大学附属 病 院 の所在地 で
あ る 富 山 医療 圏 で の 二次輪番制への平成 16年 4
月 か ら の 参加 と し て 第一歩 を 踏み 出 し た 。 輪番
制への参加 は 、 病 院全体の職員 の 意識の改革 に
つ な が る と 同 時 に 、 医学生教育 、 医 師卒後臨床
研修 に お い て も 重要 な 役割 を 果 た し て い る 。
ま た 地域 の 災害医療体制 と し て 、 平成15年秋
に は 富 山 医療 圏 メ デ イ カ ル コ ン ト ロ ー ル協議会
と 合 同 で多発傷病者救助 お よ び受 け 入 れ訓 練 を
開 催 し た 。 こ れ を 契機 と し て 災害 医療体制 の構
築 に 取 り 組 み 、 平成17年 度 に は厚生労働省 の 定
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め る 全 国 規模 の 災害 医療支援チ ー ム (Disaster
Medical Assistant Team : DMA T) の 整備事
業 の 指定 を 受 け 、 全国研修 に 参加 し た 。
3 ) 病 院 内 に お け る 救急部の役割
病 院 に お け る 救急外来 (Emergency Room : 
ER) は 、 24時 間 365 日 国民の健康危機で あ る 急
病や社会の健康危機で あ る 災害等 と の接点 で あ
り 重要 な 役割 を も っ 。 平 日 昼間 は 、 各専 門 診療
科が外来診療 を 行 う た め 、 救急部 は救急車 に よ
る 救急患者への対応 を 主務 と す る 。 平 日 時 間外、
休 日 ・ 祝祭 日 に お い て は 、 ER は 病 院 の 玄 関 と
し て の役割 を 果 た す 。 こ の た め 、 ER の 診療 の
質 を 向 上 さ せ迅速 に 対応す る こ と は 病 院 の 質 の
向 上 に も つ な が る 。
現行の ER の 診療体制 は 、 平 日 昼間 は 救急 部
専任教官が全て対応 し て い る 。 平 日 時 間外 と 休
日 ・ 祝祭 日 は 、 救急部の専任教官 と 各専 門 診療
科か ら の 支援 ス タ ッ フ がチ ー ム と し て 当 直体制
を 運用 し て い る 。 救急部教官 は 、 オ ン コ ー ル体
制 を 取 っ て お り 各専 門診療科の救急診療 を パ ッ
ク ア ッ プ し て い る 。
救急部方 の 入 院患者 は 、 重症度 に 応 じ て 一般
病棟 と 集 中 治療部 に わ か れ る 。 受持医 師 は 、 専
門 診療科 を 基本 と す る が複数診療科が関与す る
も の や心肺停止の蘇生後 な どの 重症患者 は救急
部 と し て 受 け 持 つ て い る 。 救急部 と し て の 入 院
病 床 は 西 7 階病棟の 6 床 を 運用 し て い る 。
4 ) 今後の展望
今後 は 、 救命救急 セ ン タ ー の 設置 と 承認、 高
度救命救急 セ ン タ ー の設置、 な どの さ ら に 大 き
な 変革が予 定 さ れて い る 。 国立大学法人 と し て
組織変革 を 進め て い る な かで、 救急部 門 の 改革
は 、 病院再開発 と も 連動す る 最重要課題で あ る 。
5 ) ス タ ッ フ (2005年10 月 1 日 現在)
部長 ・ 教授 奥寺 敬
副部長 ・ 講師 若杉雅浩
助手 井川 晃彦
助手 旭 雄士
医 員 丹下大祐
(奥寺 敬記)
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輸血 ・ 細胞治療部
( 1 1  管理運営、 業 務 の 変遷 と 現状
輸血 ・ 細胞治療部 の 業務 は 大学病 院 の 輸血の
管理、 輸血 ・ 感染症 ・ 移植関 連検査、 輸血 ・ 細
胞治療支援、 輸血教 育 の 分野 か ら な る 。 現在 は
こ の 業務 を 部長 (兼任) 1 名 、 副 部 長 1 名 、 医
員 1 名 、 検査技師 (専任) 3 名 、 副 看 護 師 長 1
名 、 事務員 1 名 で、行 っ て い る 。
輸血管理 は 、 病 院 内 の 適正輸血 の 推 進 、 輸血
製剤 の 管 理 と 照射が 小 心 で あ る c 血液製剤 の 使
用 本 数 は 平 成 1 6年 度 で 、 赤 血 球 MAP2， 183本、
濃厚血小板904本、 新鮮凍結血葉 1 ， 280本で あ る 。
ま た 検査部 の 協 力 の も と に 輸血業 務 の 24時 間 体
制 ( 平 成 1 6年 ) や 輸血 後 GVHD 予 防 の た め の
放射線照射 ( 、|三 成 8 年) 、 l血 液 製 剤 と 保冷 庫 の
コ ン ビ ュ ー タ ー 管 理 ( 平 成 8 年) 、 輸 血 検 査 の
自 動化機器 の 導入 (平成 7 年) を 行 い 、 正確か
っ 迅速 な 管理 を 行 っ て い る 。
検査業務 は 、 輸血 関 連検命、 免疫 ・ 移 植 関 連
検査、 感染症関 連検査 よ り な る 。 輸血 関 連検査
は 、 血液型検査、 不規則抗体検台、 交差適介試
験で、 い ず れ も 開 院時 よ り 施行 し て い る 。 平 成
1 6年 度 の 検 査 件 数 は 各 々 3， 692件、 5 ， 6751午、
3 ， 052件 で あ っ た 。 免 疫 ・ 移 植 関 連 検査 と し て
は 、 HLA 検査 を lI{j 干11 60年 よ り 開 始 し た 。 HLA
検査 は移植 を 受 け る 患者 に 必須 で 、 平 成 1 6 年 度
は 88件 の依頼があ っ た 。 感染症 関 連検査 と し て
は 、 HTLV-I 抗体、 HIV 抗体検査 を 昭 和 62年 か
ら 、 HCV 抗体検査 を 平成 元 年 か ら 、 HBV 関 連
抗原抗体検台、 HAV 抗体検命、 梅毒 関 連検査
を 平 成 5 年 か ら 、 CMV 抗体検有 は 、ド 成 1 5 年 か
ら 行 っ て い る 。 ま た 近 年 の 肝 炎 ウ イ ル ス 治療 の
ニ ー ズ に よ り 、 HCV-RNA 十会 合T と HBV-DNA
検査 を 平成 1 5年 よ り 施行 し て い る 。
輸血 ・ 細胞治療部が協力 ・ 支援 し て い る 治療
と し て は 血紫 交換療 法 、 白 己血輸血、 リ ン パ 球
除去療法、 さ ら に 末梢血幹細胞移植 ・ 白 家骨髄
移植 な どがあ る 。 血紫交換 は 昭和 56年 よ り 開 始
し 、 劇 症 肝 炎 に 関 し て は約25例 に 施 行 し 6 例 の
紋命 を え 、 こ れ以外に も ギ ラ ン ・ バ レ ー 症候群
や 血松性血小板減少性紫斑病 な ど約25例 に 施行
し た 。
自 己血輸血 は平成元年 よ り 開 始 し た 。 貯血式
自 己 血 輸血 は 年 々 増 加 し 、 平 成 16年 度 は444本
の 採取 を 行 っ た 。 ま た 、 患者サ ー ビ ス と し て 輸
血教室 を 平成 1 6 年 7 月 に 開 始 し た 。 近 年 は 難治
性 の j貴傷性大腸 炎 に リ ン パ 球除去が試み ら れ、
22例 中 17例 に 改善がみ ら れ た 。 ま た 自 己末梢血
幹細胞移植 ・ 白 家骨髄移植 は 化学療法 に 感受性
の あ る 悪性腫蕩 を 対象 に 行 わ れ、 平 成 1 6 年 度の
血液成 分分離装 置 の 使用 は52件 で あ っ た 。 当 部
で は こ の採取 ・ 調 整 ・ 長 期 凍結保存 お よ び造血
幹細胞数測 定 の 支援 を 行 っ て い る 。
輸血 医 学教育 は 輸血医療 を 適正 に 行 う た め に
極 め て 重要 で あ る 。 4 年生 に 90分の 講義 を 3 固
と 後期 臨 床 実習 と し て 半 日 を 血液 セ ン タ ー の 見
学 に 、 3 時 間 を 輸血 イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン
ト 実 習 と 血液型お よ び交差適合試験 の 実 留 に 当
て て い る 。 ま た 卒後教育 と し て 、 附属 病 院 で の
研 修 開 始 時 に 血液型検査の 実習 を 行 っ て い る 。
2 ) 沿革 に つ い て
開 院時 学 内 措置 に よ り 山 本恵一部長 と 高 道昭
一て技 師 で ス タ ー ト し た 輸血部 は 、 昭和55年 に 西
野 主 民技 師 に 、 昭和 60年 に 藤巻雅夫部長 に 交代
し 、 昭和56年 よ り 井 I-)J� ・ 副 部長が、 昭和 60年
よ り 道野淳子技師が、 日目和 6 1 年 よ り 多 葉 田 祥代
技 師 が加 わ っ た 。 そ の 後 、 平成 2 年 に 樋 日 清博
副 部長 に 、 、|λ成 5 年 に 渡 辺 明 治 部 長 に 交 代 し た 。
平成12年 に 三 崎拓郎部長、 平 成 14年 に 安村敏副
部長 に 交代 し 、 平成15年 度 か ら は 北 島 勲 部 長 と
な っ た 。
平 成 10年 に は 専 任 師長 と し て 、 i I: 口 富 子 師 長
が加 わ り 、 平 成 1 6 年 に 古 林千鶴子副 師 長 に 交代
し た 。 事務系 で は 昭和56年の奥野政 一事務官以
降、 7 名 の事務 員 を 経 て 、 現雀 は 浦 畑 久美子事
務 員 に 交 代 し て い る o
� )j、 施設 と し て の輸血 部 は 平成 5 年 4 月 の
正式認 nr を 受 け 、 日 本輸血学 会 の 認定施設 で あ
る 。 平 成 1 5 年 に は細胞治療の業務 を 拡大す る た
め 、 輸血部か ら 輸血 ・ 細胞治療部 に 名 称 を 変更
し た 。 ま た 、|ξ 成 1 6年 に 日 本輸血学会北陸支部会
の I&A の 認証 を 北 陸 で初 め て う け た 。
(安村 敏)
集 中 治療部
1 . 沿革
集 中 治療部の歴史 は大学の 中 で は比較的新 し
い 。 開 院 当 初 、 商 4 階麻酔科病棟 に 集 中 治療室
(ICU) が 2 床 あ り 、 溺 水、 薬 物 中 毒、 誤 峡 ・
窒息、 心肺蘇生後 な どの患者 を 収容 し て い た 。
し か し 、 大手術後の患者管理 は 各病棟の 回 復室
で 行 わ れ、 重症患者 を 中 央で一括 し て 診療す る
シ ス テ ム は 無 か っ た 。
特定機能病 院制度の発足 に 伴 っ て 、 1994年 5
月 20 日 に 集 中 治療部が開 設 さ れ た 。 1994年 9 月
か ら 手術部の 回 復室 に て 、 術後患者管理 を 開 始
し た 。 1997年10月 に 新棟が建設 さ れ 4 床 で稼働
を 開始 し た 。 1999年 9 月 よ り 6 床 に 増 床 し た 。
2000年 9 月 に 山 崎光章が部長 に 昇任 し 、 2001年
4 月 か ら 溢谷伸子が副部長 と な っ た 。 2004年 9
月 に 奥寺敬が部長 と な り 、 2005年 4 月 に 日 本集
中 治療医学会 の 集 中 治療研修施設 に 認定 さ れた。
2 . 病 院 内 に お け る ICU の役割
集 中 治療 の 目 的 は 、 呼吸 ・ 循環 ・ 代謝な どの
主要臓器が急J性 の機能不全状態 に 陥 っ て い る 患
者 に 対 し 、 集 中 的 に 治療 を 行 い 、 そ の 機能 を 維
持 ・ 回 復 さ せ る こ と で あ る 。 本学 の 集 中 治療部
は General ICU で あ り 、 中 央診療 部 門 と し て 、
特定の 内科 ・ 外科、 疾患別 ・ 臓器別 な ど に と ら
わ れ ず、 全身管理 を 行 う こ と を 本来の役割 と し
て い る 。 NICU以外のすべて の重症患者の う ち 、
急性の病状で、 積極的 かっ 集 中 的 な 治療 に よ り
回復の見込み の あ る 患者が治療対象 と な る 。 重
症患者管理の 需 要 は 多 い が、 病床数が限 ら れて
お り 、 実際 に は 以下の患者 を 主 に収容 し て い る 。
①大手術 (関心術、 大血管手術、 食道癌根治術、
肝切 除術、 生体肝移植) の術後管理、 ②術前 よ
り 重症 の 呼吸 ・ 循環 ・ 代謝疾患 を 有す る 患者の
手術後、 ③CCU ( 人 工 呼 吸 や 補 助 循 環 を 必 要
と す る 冠 動 脈 疾 患 や 重 症 心 不 全) ④院 内 緊 急
(病棟患者の急変) 、 ⑤救急蘇生後、 ⑥他院か ら
の 転 送 (心臓手術、 大血管手術 目 的 の 紹 介) 、
⑦臓器移植の対象 と な る 脳死患者 な どが挙 げ ら
れ る 。
第 5 節 附 属 病 院 277 
診療 内 容 は 、 診断治療機器 を 用 い て 、 呼吸 ・
循環 ・ 代 謝 を 連続的 に モ ニ タ リ ン グ し な が ら 、
①呼吸管理 (酸素療法、 吸入療法、 肺理学療法、
人 工 呼 吸、 NO 吸 入、 膜 型 人 工 肺) 、 ②循環管
理 (薬物療法、 ベ ー シ ン グ、 IABP、 PCPS 
LVAD) 、 ③血 液 浄 化 (CHDF、 血 液 吸 着 、 血
柴 交換、 CAPD) 、 ④栄 養 管 理 (静 脈 栄 養、 経
腸 栄 養) 、 ⑤鎮 痛 ・ 鎮 静、 ⑥感 染 対 策 、 ⑦脳 低
温療法等 を 行 っ て い る 。
3 . 入室患者 の 内 訳
術後患者が圧倒 的 に 多 く 、 心臓血管外科手術
後が45%、 消化器外科手術後が35% を 占 め て い
る 。 そ の ほ か、 院外 ・ 院内救急重症患者 を 受 け
入 れ て い る 。 緊急入 室 は 、 心臓血管外科手術 目
的 、 消化器外科、 敗血症、 そ の 他の術後、 急J性
冠症候群、 心不全、 心肺蘇生後が多 い 。
過去の入室患者数 は、 1999年 度440例、 2000年
度508例 、 2001年 度479例、 2002年度566例 、 2003
年 度572例 、 2004年 度597例 と 増加傾 向 に あ る 。
入室患者の増加要因 と し て 、 ク リ テ イ カ ル パ ス
の 導入 に よ る 入室期 間 の 短縮 、 救急患者 の 受 け
入 れ病棟 と し て の 利用増が挙げ ら れ る 。
4 . ス タ ッ フ
奥寺敬部長の下、 医師 3 名 が専従 し て い る 。
時 間 外 は 、 ICU 専 従 医 の ほ か、 外科、 麻酔科、
循環器内科 の 医 師が交代で常駐 し 、 24時 間体制
で、診療 を 行 っ て い る 。 看護ス タ ッ フ は 師長 1 名 、
副看護師長 3 名 を 含 む 19名 で、 常時患者 2 名 に
看護師 1 名 が看護 を 担 当 し て い る 。
5 . 現状 と 今後
独立行政法人化 に 伴 い 、 本学独 自 で業務 ・ 人
員 の 見直 し が で き る よ う に な り 、 ス タ ッ フ の業
務は軽減 さ れつ つ あ る 。
今後 さ ら に 、 急性期 の み な ら ず慢性期 の重症
患 者 が 増 加 す る 。 ICU の 効 率 的 使 用 、 効 率 的
な 医療の提供の努力 も 必要 だが、 救急患者の 増
加 、 慢性化 し た 重症患者の増加 に 伴 い 、 一般病
棟 と の 中 間 施 設 と し て の ハ イ ケ ア ユ ニ ッ ト
HCU の ニ ー ズ が増 え て い る 。 本 学 で も 病棟の
再編 に 伴 っ て 、 整備が必要 に な る と 考 え ら れ る 。
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医療情報部
1 ) 管理運営、 業 務 の 変遺
( 1 ) 病 院総 合 情 報 シ ス テ ム の 歩 み そ の 1
第 3 次 シ ス テ ム ま で
昭和 64年 1 月 に 正式稼働 開 始 し た 病 院総合情
報 シ ス テ ム は 、 第 3 次 の 更新 を 経 て 、 24時 間 連
続稼働 で運用 し 、 医事会計 に 連動 し た 各種 オ ー
ダ エ ン ト リ シ ス テ ム が稼働 し た 。 業務支援 ・ 参
照系 は 、 経営分析、 医療評価、 統合看護支援、
温 度 板、 院 内 画 像 参 照 の 各 シ ス テ ム 、 そ し て
ネ ッ ト ワ ー ク 拡 充 と し て UMIN 接 続、 ATM­
LAN の 導 入 を 行 っ た 。 こ の 問 、 平 成 8 年 に は
医療情報部が正式 に 発足 し 、 林 隆一部長、 中
川 肇 副 部長、 事務官 4 人 の 体制 で ス タ ー ト し
た 。 ま た 、 2000年 問 題で は 障害 な く 越年 で き た o
A 方、 平 成 1 1 年 か ら 遠 隔 医療 シ ス テ ム 開 発 に も
取 り 組み 、 現在 に 至 っ て い る 。
( 2 ) 病 院 総 合 情 報 シ ス テ ム の 歩 み そ の 2
電子 カ ル テ 導入へ
第 4 次更新で は 電 子 カ ル テ 導入 を 目 指 し 、 平
成 1 3 年 か ら プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 開 始 し て 、 同
14年 に は仕様策定 を 行 っ た 。 同 1 5年 6 月 に は ベ
ン ダが決定 し 、 半年 間 で の 導入作業 を 精 力 的 に
行 っ て 同 1 6年 1 月 1 日 全病 院 的 に 稼働 を 開 始 し
た 。 ベ ン ダが変 更 と な り 、 か つ 短時 間 に 全 病 院
的 に 電子 カ ル テ が稼働 し た こ と は特筆に値す る 。
そ の 基本}j針 は 、 電子保存 三 原 則 お よ び偶 人情
報保護法 を 満 た し つ つ 、 24時 間365 日 連続 し て
カ ル テ の 記載がで き る こ と で あ る 。
機能拡充 と し て は 、 既存紙ベ ー ス の 診療録の
電 子 化、 フ ル オ ー ダ 化、 リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン
ト ・ ア メ ニ テ ィ 目 的 の ベ ッ ド サ イ ド 端末の導入、
研究 ・ 教育 を 目 的 と し た デー タ ウ エ ア ハ ウ ス 構
築 、 病 院経営 の 意志決定の 支援 目 的 の 処置実施
入 力 、 物流 ・ SPD (supply. procedure. and dis 
tribution) 連携、 DPC (diagnosis procedure COffi­
bination) ツ ー ル 連携、 管 理 会 計 シ ス テ ム と の
連 携、 ICDlO病 名 入 力 、 カ ル テ 開 示 に 対 応 の
Web カ ル テ 導 入 、 イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト の 電
子化 な どがあ る 。 各種 レ ポ ー ト 、 画像お よ び波
形情報 は 部 門 シ ス テ ム と URL 連携 を 行 い 電 子
カ ル テ か ら 参照 で き る 。 並行 し て ネ ッ ト ワ ー ク
補 強 を 行 い 、 基 幹 系 ギ ガ ビ ッ ト Ethernet、 無
線 LAN を 導 入 し て 冗 長 構 成 と し た 。 H/W は
DCOM 三 階層 モ デ ル に よ る C/S 方 式 を 採用 し
て 、 サ ー バ60機、 端 末1 ， 245台 ( う ち 液 晶 ペ ン
タ ブ レ ッ ト 付220台) 、 プ リ ン タ 1 1 2 台 が 稼働 し
て い る 。 S/W は 富 士 通 社 製 NeoChart を 本 院
の 運 用 体系 に あ わ せ て 大幅 に カ ス タ マ イ ズ を か
け た 。 ゐ 庁 、 シ ー ム レ ス な 診療 を 目 指 し て 旧 シ
ス テ ム か ら 患者基本情報、 病 名 、 検査結果、 薬
歴 、 予約 は プ ロ グ ラ ム 移行 を か け 、 さ ら に 不足
分 は 並行手入力 を 行 っ た 。 こ の た め 、 稼働 直後
か ら ! 日 デー タ の参照、 利 用 が可能 と な っ た 。 電
子 カ ル テ 稼働 後 は 、 レ ス ポ ン ス お よ び操作性 の
改善、 増設二診療科の機能追加、 新生児 カ ル テ 、
学牛専用 カ ル テ の 追加 な ど の 大 き な 改修作業 を
行 っ て き た 。
2 ) 現 行 ス タ ッ フ : 林 隆一部長、 中 川 肇副
部 長、 牧 石 信 康 係 長 (平 成 1 5年 4 月 � ) 、 牧 野
周 二 専 門 職 員 ( 同 1 2年 4 月 � ) 、 瀬 戸 美 和 子 主
任 ( 同 1 2年 4 月 � ) で あ る 。
3 ) 医療情報部主催の研究会
平 成 1 1 年 に i玉l 立 大学 附 属 病 院 医療情報処理部
門 連絡会議 を 、 同 1 2年 に は北陸診療録管理研究
会 を 開 催 し た 。
4 ) 医療情報部 の 研究概要
電子 カ ル テ 開発、 病歴管理、 セ キ ュ リ テ イ 権
保、 遠 隔 医療 の 研究 に 力 点 を 置 い て い る 。 平成
13年 ( [11 川 ) 、 同 14年 (林) 、 同 16 年 ( 中 川 1 ) に
科研費 を 獲得 し た 。 そ の 他、 平成13年 に 教育研
究 学 内 特 別 経 費 ( 中 川 ) 、 同 14年 に 富 山 県 医 師
会 医 学研 究 助 成 (林) 、 同 1 5 年 富 山 第 一 銀行 奨
学 財 団 ( 中 川 ) 、 同 17年 に 戦 略 的 経 費 ( 中 } I I )
を 獲得 し た 。
5 ) 医療情報部 の 社 会 貢 献
林 は 医療情報技師育成部会北陸部会長 と し て 、
中 川 は 指 導者 と し て 平 成 1 7 年 に 医療情報技師短
期 整理講習 会 お よ び能力 検定試験 を 開 催 し た 。
中 川 は 厚 労 省 MDC03作業 班 班 員 、 富 山 県 一 般
名 処 方 研 究 部 会 員 、 Jaanet 編 集 委 員 等 と し て
社 会 貢 献 を 行 っ て い る 。 ま た 、 シ ス テ ム 構 築 の
相 談 も 受 け 入 れ て い る 。
光学医療診療部
1 ) 管理運営、 業務の変遷 と 現状
光学医療診療部 は 内視鏡 を 用 い て 各種疾患 の
診断 と 治療 を 行 う 診療部 門 で あ る 。 関 連診療科
は 、 第一 内科、 第 三 内科、 和 漢診療部、 第一外
科、 第二外科、 耳鼻咽喉科 で あ る 。 こ れ ら の 関
連診療科の 医 師 と 患者が担 当 の 曜 日 に 本診療部
に 来 て 、 内視鏡診断 と 治療 を 行 う 。 ま た 本診療
部 に は専属 の 医 師 (本診療部の部長 な ら び に 副
部長) が 2 名 、 看護師が 2 名 、 臨床工学技士が
1 名 、 院外か ら の 派遣事務員 2 名 が配属 さ れて
い る 。 こ の 2 名 の専属 医 師 は 、 各 々 日 本消化器
内視鏡学会 な ら び に 日 本呼吸器内視鏡学会が認
定 し た 指 導 医 で あ り 、 光学医療診療部 に 出 入 り
す る 関 連診療科の 医 師 に 対 し て 内視鏡診療 の 指
導 と 実際の 内視鏡診療 に も 携 わ っ て い る 。 本診
療部 に お け る 年 間 の 診療件数は、 消化器で は 内
視鏡診 断が約3， 500件 で 内視鏡治療 (早期 癌 の
内視鏡 的 切 除術 な ど) が約400件、 呼吸器で は
内視鏡診断が約 140件 で 内 視鏡治療 (気 管 支 ス
テ ン ト 留 置術 な ど) が約20件、 耳鼻咽頭 で は 内
視鏡診断が約2， 400件 で 内 視鏡治療 (咽頭異物
除去術 な ど) が約60件 で あ る (耳鼻咽喉科外来
で の 施行例 を 含 む) 。 こ れ ら の 件 数 は 、 い ず れ
も 年毎 に 増加傾 向 に あ る 。
本診療部 は 日 本消化器内視鏡学会 な ら び に 日
本呼吸器内視鏡学会が各 々 設 け て い る 専 門 医制
度 に お け る 認定施設で も あ る 。 従 っ て 本診療部
で各種 の 内 視鏡技術 を 習 得 し 、 そ の 内 容が各 々
の学会で規定 し た 基準 を 満 た し て い れ ば、 専 門
医 資格試験 を 受 け る こ と がで き る 。 本診療部で
は 、 こ の 制 度 下 で の消化器内視鏡の 認定専 門 医
な ら び に 気管支鏡 の 認定専 門 医 を 既 に 合わせて
100名 近 く 育成 し て き た 。 ま た 専 門 医 育 成 の 一
環 と し て 、 毎 月 1 回 関 連診療科の 医 師 を 集 め て
カ ン フ ァ レ ン ス を 行 い 、 そ の 中 で症例検討や研
究発表 を 行 っ て い る 。
本診療 部 は 本学医学部の 医学科 ・ 看護学科の
学生の勉学 ・ 研究の場で も あ る 。 学部学生 に よ
る 本診療部の 臨床現場の見学や 、 修士学生 に よ
る 内視鏡 関 連 の研究 の た め の デ ー タ 収集 な どが
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行 わ れ て い る 。 こ れ を 基 に し て 、 多 数 の 修士論
文 も 作成 さ れて き た 。
ま た 本診療 部 は 地域 と の 密 な 連携 に も 心が け
て い る 。 例 え ば地 域 住 民 や 県 内 の 医 療 関 係 者
( 医 師 、 看 護 師、 薬 剤 師、 各 種 の 医療技術者 な
ど) に 向 け て 各種講演会 を 積極 的 に 企画 し 、 内
視鏡 を 中 心 に し た 今 日 の 医療 の 進歩 と 問題点 な
ど を 啓蒙 し 、 共 に 考 え る 場 を 設 け て い る 。 ま た
県 内 の 多 数の看護 師 と と も に 「富 山 内視鏡看護
研究会」 を 組織 し 、 毎 月 勉強会 を 行 っ て い る 。
北 陸 3 県 の 内視鏡技師 に対す る 研究会 も 毎年企
画 し 、 指導 し て き た 。 さ ら に 、 部長の 田 中 が、
後述 の よ う に 日 本消化器内視鏡学会の 北 陸支部
の 支部長であ り 、 そ の事務局 を 本診療部 に お い
て い る 関係 も あ っ て 、 本診療 部 は 北 陸 の消化器
内 視鏡診療 に 関 係 し て い る 医 師 (約1 ， 000人 が
登録 さ れて い る ) に 対 し て 、 毎年 2 回 の北 陸 支
部 で の 学会や各種研究会 を 企画 ・ 指導 し 、 北 陸
に お け る 各種 の 内視鏡診断や 内視鏡治療の 向 上
に 努 め て き た 。
2 ) 沿革
昭和54年、 附属病 院 開 院 時 に 検査部 の 一 部 門
と し て 「内視鏡検査室」 が設置 さ れ た 。 田 中 三
千雄 ( 当 時 第 三 内科) が責任者 に な っ た 。 平成
6 年、 検査部 か ら 独立 し て 「内視鏡部」 と な っ
た 。 平成 9 年、 診療部 と し て の独立認可が文部
省 か ら お り た 。 文部省 の 指導 に よ り 、 部 の 名 称、
が 「光学医療診療部」 と 改名 さ れ た 。 部長 に 田
中 三 千雄 ( 臨 床 看 護 学 ・ 併任) 、 副 部 長 に 杉 山
茂樹 (第一外科 よ り ) が就任 し た 。 平成12年、
副 部長が薄 田 勝男 (学外 よ り ) に 交代 し た 。 同
年、 部長の 田 中 三千雄が 日 本消化器内視鏡学会
北陸支部の 支部長 に 就任 し ， 同学会の事務局 が
金沢大学か ら 本診療部に移管 さ れた 。 平成18年、
本診療部が会員 数 3 万 人 の 日 本消化器内 視鏡学
会総会 を 運営 し た (学会会 長 は 、 部長の 田 中 三
千雄) 。
3 ) そ の他
本診療部で は専属 の 医 師 ・ 看護 師 ・ 臨床工学
技士がい っ し ょ に な っ て 、 毎週抄読会 も 行 っ て
い る 。 ま た 関 連診療科の 医 師 も 参加 し て 、 毎年
和 気 あ い あ い と し た新年会が催 さ れ る 。
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周 産母子 セ ン タ ー
[ 開 院時 か ら の 歩 み ]
先 ず 開 院 当 初 の 昭和 54年 に 、 小児科 ( 岡 田 敏
男 教 授) 病 棟 に 新 牛 見 集 中 治 療 室 (NICU)
が、 産婦人科 ( 泉 陸 号士授) 病棟 に 分娩部が新
設 さ れ宮 山 医科薬科大学附属 病 院 の 周 産期 医療
が ス タ ー ト し た 。 当 院 NICU は 、 昭 和 58年 に
は 富 山 県新生児医療協力体制 の Ij l で 第 三 次 医療
機 関 と し て 認可 さ れ、 新生児医療 を :j:B う 県 内 の
中核病 院 と し て 稼働 し 始 め た 。 NICU は さ ら に
平 成 2 年 に 先進 医療機器の増 設 に よ り 充実整備
さ れ、 半成 7 年 に は病床 9 床 で新生児 集 中 治療
室管理基準が承認 さ れ た 。 平成 8 年 に は 、 富 山
県 同 産期救急 医療協力体制 の も と で 本 院分娩部
と NICU が 周 産 期 の 第 三 次 医 療 機 関 と し て 認
可 さ れ、 地域産科医療機 関 か ら 救急車で搬送 さ
れ て く る 母体搬送症例 を 分娩部で、 重frE新生児
な ら び に 超 未 熟 児 を NICU で 受 け 入 れ、 妊 産
婦死亡 ・ 新生児死亡の低減 に 貢 献 し て き た 。
し か し な が ら 、 そ の 頃 の 富 山 県 の 新生児死亡
率 は 全 国 的 に 見 て も 高 率 で あ り (全 国 ワ ー ス ト
2 佼) 、 本 県 の 新生 児 予 後 を 改 善 し て い く た め
に は 、 富 山 県 の 診療 面 の み な ら ず 臨 床 教 育 面 で
も 中 核病 院 で あ っ た 本学 に 同 産母 子 セ ン タ ー を
設置す る 必要があ っ た 。
[ 周 産母子 セ ン タ ー の 開 設]
本学 に 同 産母 子 セ ン タ ー を 設置 し 、 ひ い て は
寓 山 県 の 胤 産期 医療 レ ベ ル を 10 11:. さ せ ん が た め
に 、 小 児科 の 宮 脇 利 男 教授 と 産婦 人 科 の 斎 藤 滋
教 授 は 、 1 ) 当 院 NICU は 9 床 が 常 に 満 床 の
状態 で し か も 当 院 に は 後 方 支 援 病 床 が な い た
め 、 母 体搬送 を 断 る 症例 が増 え 、 そ の 運営 に 障
害 が生 じ て い た こ と 、 2 ) 富 山 県 の 新坐児死亡
原 因 を 検討 し て み る と 、 先 天性心疾患症例 が多
く 、 ハ イ リ ス ク 妊婦 を 管理す る 周 産 期科、 出 生
し た 異常新生児 を 管理す る 新生児科だ け で は な
く 、 小児循環器外科、 麻酔科 な ど他科 と の 連携
が必要不 可 欠 で あ る こ と 、 3 ) 富 山 県 は 周 産期
の 専 門 医 が少 な く 、 ま た 新生児科医 も き わ め て
少 な い状況 に あ り 富 山 県干 の 周 産 期 医療 レ ベ ル
が立 ち 遅れ て い る こ と に つ い て 膨 大 な 書類 を 作
成 さ れ た 。 そ の 後、 医 師 会 、 お よ び厚 生労働 省
に 何 度 も 掛 け 合 わ れ た 上 で 、 ょ う や く 平成 13年
に 周 産母子 セ ン タ ー が、 そ し て 翌 平 成 14年 に は
6 床 の 後 }j支援病床 が設置 さ れ、 現在 の 状況 に
雫 っ て い る 。
先 日 、 奈 良 県 で 問 題 と な っ た 妊婦 の 病 院 た ら
い 回 し 事件 は 、 奈 良 に 周 産 母 子 セ ン タ ー が な
か っ た た め に 起 き た こ と で あ る 。 今 に し て 考 え
れ ば、 小児科 ・ 産 婦 人科 の 医 師j不足が ま だ ほ と
ん ど騒がれ で も い な い 5 年前 の 当 時、 時代 を 先
読 み し 周 産母 子 セ ン タ ー を 伝 ち 上 げ ら れ た 両教
授 の 先 見 の 明 は 驚樗 に 堪 え な い も の で あ る 。
[ }剖 産母子 セ ン タ ー の 現状]
セ ン タ ー が設置 さ れ て 以 降、 多 く の ハ イ リ ス
ク 妊婦 ・ 新生児が紹 介 さ れ、 胎児胸水、 あ る い
は 先 天性嚢胞状腺腫様奇形 に 対 す る 胎 児胸腔 内
ド レ ナ ー ジ 、 前期 破水 に 対す る 人工羊水補充療
法、 ま た 胎 児 不 整脈 に 対す る 抗不整脈薬投 与 な
ど の 胎 児 治 療 が積 械 的 に 行 わ れ る よ う に な っ
た 。 NICU に お け る ハ イ リ ス ク 新 生 児 管 理 に お
い て は膜型 人工肺管理、 NO 投 号 な ど の 先 端 医
療 が行 わ れ る よ う に な っ た 。 ま た 、 第 一外科か
ら 小 児 循 環 器外科 の 専 門 医 に 赴 任 し て い た だ
き 、 手術成績が|訂 正 し て か ら は 、 富 山 県 内外の
施設か ら 先天性心疾患児が紹 介 さ れ る よ う に な
り 、 富 山 県全体で の 先 天性心疾患 に よ る 新生児
死亡減少 に 役 -tr. っ て い る 。
こ の よ う に 、 症例 数が満 ち 足 り て お り 、 周 産
期 お よ び NICU の マ ン パ ワ ー が 富 山 県 ー で あ
る 本学 周 産母 f宇 セ ン タ ー は 日 本周 産期 ・ 新生児
医 学 会 専 門 |支 の 研 修 施 設 と し て 認 可 さ れ て お
り 、 富 山 県 で の 卒後臨床研修 に 貢 献 し て い る 。
[ 今後 の 展 望 ]
残念 な が ら 現在 の 周 産母 f セ ン タ ー は 院 内 措
置 に よ る も の で NICU 部 門 と 分 娩 部 が 離 れ て
位 置 し て お り 、 一刻 も 早 く 単 一 の ユ ニ ッ ト と し
て の 周 産 母 子 セ ン タ ー が新設 さ れ る こ と が望 ま
れ る 。 幸 い 数年 後 に 新病棟建 設 の 予 算 が下 り る
見 通 し が立 っ て い る と 聞 い て い る 。 そ の 際 に は
さ ら に ス テ ッ プ ア ッ プ し た 周 産母子 セ ン タ ー と
し て 生 ま れ変 わ る も の と 思 わ れ る 。
(酒井 正 利 )
病 理 部
平成14年 4 月 よ り 以前 は学 内措置 で あ っ た 病
理部が正式 に 文部科学省 の予算措置 に よ る 病理
部 に 昇格 し 、 副部長 ・ 助教授 1 が配置 さ れ る こ
と に な っ た 。 初 代 の 副 部長 ・ 助教授 に は 、 平成
14年 10月 に 常 山幸ー を 金沢大学医学部第二病理
学講座か ら 招聴 し 、 同 氏 の 本学医学部第一病理
学講座助教授への転 出 に よ り 、 平成 1 7年 1 月 に
二代 目 副部長 ・ 助教授 に 滋賀 医科大学 出 身 で ア
メ リ カ 留学 中 の福 岡 順也 を 招聴 し た 。 部長 は 本
学第一病理学講座教授高野康雄が平成11年 9 月
か ら 17年 9 月 ま で務 め 、 そ れ以 降 は 本学第二病
理学教授笹原正清が務め て い る 。
過去 5 年 間 の病理部の実績 を 以下 の 表 に し た 。
組織診断 迅速診断 細胞診 病理解剖体数
2000年 3 ， 858 310 6 ， 254 57 
2001 2 ， 721  261 6 ， 237 62 
2002 3 ，  777 267 6 ， 179 6 1  
2003 3 ， 788 304 6 ， 307 50 
2004 3 ， 697 305 6 ， 237 59 
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1990年 か ら 1994年 ま で の 実績の平均 は 、 組織
診4， 251 、 迅 速 診220、 細 胞 診6， 858、 病 理 解 剖
体数85 で あ り 、 迅速診断が増加 し て い る が、 組
織診断 と 病理解剖体数が若干減少 し て い る 。 こ
れ は 全国 的 な 傾 向 で あ り 、 本学附属 病 院 だ け の
減少で、 は な い 。 組織診断が減 っ た 理 由 は 胃 ・ 大
腸内視鏡の 肉 眼診断の進歩 に よ り 、 無駄な 生検
が著 し く 減少 し た か ら で あ る 。 病理解剖体数 は
全 国 の 医科大学 ・ 医学部附属 病 院 で極端 に 減 少
し て お り 、 現在 の 本学附属病 院の剖検率 は全国
国立 医科大学 ・ 医学部附属 病 院 中 で10以 内 に 入
る も の と な っ て い る 。
現在、 第一 ・ 第二病理学講座 と 病理部 は一丸
と な っ て病理組織診断、 病理解剖 の 質 の 向上 に
逼進 し て い る 。 全疾患の病理組織診断 に 対応 で
き る よ う に 免疫組織化学 の抗体の 網羅 と 技術 の
向上、 組織マ イ ク ロ ア レ イ の 導入等、 枚挙 に 暇
が な い。 今後 も 鋭意努力 を 重 ね て い く 所存 で あ
る 。
282 第 4 章 講座等の沿革
総合診療部
1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状
・診療部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ
総合診療部 は 内 科 の 一 部 門 で あ り 、 専 門 牲 に
と ら わ れ る こ と な く 様 々 な 訴 え の 患者 に 対応 し
て い る 。
現在の ス タ ッ フ は 山 城清 三 教授、 北 啓一朗
助教授、 薄 井 勲助手の 3 名 で あ る 。
・特徴 的 診療 と そ の 成 果
人 員 の 制 限 も あ り 、 現在 は外来診療 が l ド 心 で
あ る 。
外来診療
第 宇 内 科 の 協 力 を 得 て 毎 日 2 診体制で外来診
療 を 行 っ て い る 。 紹 介状 な し の 初 診患者や専 門
診療科 へ の 振 り 分 け が 困 難 な 主訴 (発熱、 め ま
い 、 浮腫、 食欲不振、 体重減少、 倦怠 感 な ど)
の 患者 を 主 な 対象 と し て い る 。 ま た 、 複数の疾
忠 を 抱 え る 患者 に も 対応 し て い る 。
総合診療 部 は 、 従 来 内 科 各科 の 当 昏制 と な っ
て い た 午 後 か ら の新思患者 に も 対 応 し て い る 。
準救急 的 な 症例 が多 く 、 中 に は 虫 .:Ijf炎や小脳 /1\
血 な どで緊急入 院 と な っ た 例 も あ る 。
ま た 、 総合診療 部 で は心 身 症 や 不 安 障 害 な ど
の患者 に 対応 す る 機会 も 多 く 、 臨床心理士 (波
辺茶登美、 ?存 出 博 子 ) に よ る 外来 カ ウ ン セ リ ン
グ や 心理査定 も 行 わ れ て い る 。
そ の 他、 毎週 1 lul の救急 当 胞 を tLl � し て い る 。
医学教育
総合診療部 は 臨床 医学教育 に お い て も 中 心 的
な 役割 を 果 た し て い る 。 山城教授 は 卒後 臨床研
修 セ ン タ ー 長 を 兼任 し 、 研修 プ ロ グ ラ ム の 作 成
を 総 括 し て い る 。 王手 前 教 育 で は OSCE の 運 常
を 担 当 し て い る ほ か、 ス タ ッ フ 全員 で学生 ・ 研
修 医 を 対象 と し た 外来診療教育 を 行 っ て い る 。
研究会
平成16年 に 総合診療研究 会 ( 北 陸 4 大 学 の 総
合診療 部合 同 ) と 、 富 山 地域 医療研究会 (県厚
年部、 か み い ち 総合病院、 黒部市民病 院 な ど と
の 協 力 ) を 発足 し た 。 い ず れ も 年 1 困 の研究発
表会 を 開 催 し て い る 。
・外来 ・ 入 院患者 の 動 向 等
本 年 度 よ り 本格 的 に 毎 日 外米 と な り ( 2 診) 、
対 応 す る 患 者 数 も 増 え て い る 。 本 年 度 上 半 期
( 4 月 � 8 月 ) で467名 の新患 を 担 当 し た 。 紹 介
状 を 持 っ て 当 部 を 受診 さ れ る 方 も 徐 々 に 増 え て
き て い る 。 主 な 内 訳 は 不 明熱、 微熱、 リ ン パ節
腫脹、 胸部腫痛 、 急性腹症、 不 定愁訴、 心 身 症
な どで あ る 。 ま た 、 新患 数の増加 に 伴 い 再 来 患
者数 も 増加 し て お り 、 多 く の 再診 を 抱 え つ つ も
ス ム ー ズ に 新患患者 に 対 応 し て い く こ と が今後
の 課題 と な っ て い る 。
2 ) 沿革 に つ い て
・設置年 月 f�
平 成 1 4年 4 月 1 日 に 院 内 措置 と し て 富 山 医科
薬科大学 附 属 病 院 内 科外来 に 設置 さ れ た 。
・ 主 要 人事
平成14年 4 月 1 日 発足 時 は i度透 明 治 第 三 内 科
教授 ( 当 時 ) が総合診療部部長、 丸 山 宗 治 第 ム
内 科 講 師 が副 部 長 を 兼任 し た 。
平 成 1 6 年 3 月 1 bJ 、 山 城清二教授就任 と と も
に I正式 に 診療科 と し て独 白: 、 同 年 5 月 、 学 内 よ
り 北 ( 第 二 内 科 ) 、 薄 井 ( 第 《 内 科) が ス タ ッ
フ と し て 加 わ り 現在 に -li っ て い る 。
・施設、 設備 の整備、 充 実
平 成 14年 の 発足 当 時 は 、 実 際 に は 内 科 3 科 の
医 師 が持 ち 回 り で初診外米 を 担 当 し た 。 平成16
年 末 よ り 内 科 外 来 向 か い ( I日 栄 養 ・ 看 護 相 談
宗 ) の 改 修 [事が行 わ れ 、 平 成 1 7年 2 月 よ り 現
在 の 診療 ブー ス と し て 稼働 し て い る 。
3 ) そ の 他
・ 回 想
山城教授は 沖縄県 \'，: 中 部病院、 ト ロ ン ト 大学、
佐賀 大学総合診療部で 臨床経験 を 積 み 、 ハ ー バ
ー ド 大 で、 臨 床疫学 を 修 め ら れ た 総合診療 の エ キ
ス パ ー ト で あ る 。 学 内 か ら 参加 し た 我 々 は 日 々
総合診療 の 真髄 を 学 びつ つ 臨床 ・ 教育 ・ 研究 に
励 ん で い る 。
(北 啓 自月記)
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 は 本 院 開 院以来現在 の
中 央診療棟 1 階 に 設置 さ れ て い る 。 総面積425
d で、 理学療法室、 作業療法室、 物理療法室、
水治療室 な ど を 有 し て い る 。
開 設 当 初 よ り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部長 は 辻陽
雄名 誉教授 (前整形外科教授) が務 め ら れ、 平
成10年か ら は 木村友厚教授 (現整形外科教授)
がそ の任 を 引 き 継 い で い る 。 副 部長 と し て は 、
平成 6 年 か ら 北川 秀機講師 (平成 6 年~平成 9
年) 、 松井寿夫助教授 (平成 9 年 ~ 平成10年) 、
松野博明助教授 (平成10年~平成15年) が実務
指導 に 当 た り 、 平成15年 5 月 よ り 松下 が引 き 継
ぎ現在 に 至 っ て い る 。
作業療法士 に 関 し て は 、 平成13年 に 松平洋子
療法士が退職 し 、 現在 の高寺詩乃療法士がそ の
職 を 引 き 継 い だ。 理学療法 は 川 合宏療法士、 新
出 敏治療法士が そ の 職務 に あ た っ て い る 。
近年 リ ハ の診療報酬制度は、 個 別 ・ 集 団指導、
早期加算 な ど大 き な 変革がな さ れ、 ま た 診療体
制 に お い て も リ ハ専任医 の常駐が求め ら れ て い
件数
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る 。 現在 リ ハ 専 門 医 の 副部長が 日 々 リ ハ患者の
診療 に あ た る と と も に 、 毎週木曜 日 の 午後 に ス
タ ッ フ と リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス を 実施 し 、 有効 か
っ 適切 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の 立案
を 行 っ て い る 。
こ れ ま で、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と は 神 経 ・
筋 ・ 骨 格 器系 の 運 動 障 害 を 物 理 医 学 的 手段 に
よ っ て 診断 し 治療す る 分野 と 考 え ら れて き た 。
し か し 、 最 近 で は患者が 日 常生活 を 自 立 し て 行
い 、 かつ手段 的 日 常生活動作 も 快適 に 遂行で き
quality of life (QOL) を 高 め る こ と を 意味 し
て い る と 理解 さ れて き て い る 。
こ の 意味 に お い て 神経 ・ 筋 ・ 骨格器系 の疾患
の み な ら ず、 当 院で も 多 く の患者がそ の対象 に
な っ て き て お り 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実施患者
数 は 平 成 13年 以 降 月 1 ， 000人 を 超 え る よ う に
な っ て き た ( 図 1 ) 。 リ ハ 依頼件数 を 科 別 に み
る と 、 依然整形外科、 脳神経外科が大部分 を 占
め る も の の 、 多 く の科か ら 依頼 さ れ る 傾 向 に あ
る ( 図 2 ) 。 各 科 の 医 師 が 患 者 QOL を 意 識 し
治療 に あ た っ て い る 結果 と 思 わ れ る 。
現在の療法士 3 人 の体制 で依頼患者すべ て に
H6 H7 H8 H9 H 1 0  H 1 1 H 1 2  H 1 3  H 1 4  H 1 5  H 1 6  年度
図 1 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部入院 ・ 外来別診療行為件数 (平成 6 年~平成16年)
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対 し 診療行為 を 行 う こ と は 困 難 で あ り 、 病 院側
が こ の 現状 を 重 く 受 け と め 、 平成18年 度理学療
法士が 1 名 増 員 に な る 予 定 で あ る 。 今後 さ ら に
良 質 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 社 会復帰 に IÎJ] か う
件数
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トー J白 内 占 ん
多 く の患者 に 提供 で き る よ う 、 リ ハ ス タ ッ フ と
と も に 日 々 努力 し て い き た い 。
(松下 功)
J�ム一一一 一ーー_j__J三L
整形 脳外 1 内 2内 1 外 小児 2外 3内 精神 放射 和漢 歯科 耳鼻 泌尿 眼科 麻酔 産婦 皮膚 救急
図 2 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部科 別 診療行為 件 数
透 析 部
透析部 は 、 昭和55年 4 月 透析室 と し て 現在の
附属病 院の 3 階 中 央診療棟 に設置 さ れ、 昭和58
年 1 月 か ら は 特殊診療施設 に位置づけ ら れ た 。
現在、 機器 は 個 人用 の透析装置が10台、 透析j慮
過装置が 1 台、 血紫交換装置が 1 台、 持続血液
i慮過装置 が 1 台 あ る 。 周 辺機器で は 、 こ こ 10年
の 聞 に 患者監視装 置 、 除細動器、 体重計測装 置
な どが設置 さ れ、 平成16年か ら は 電子 カ ル テ 導
入 と と も に 大部分の 業務処理が電子化 さ れ、 よ
り き め 細 か な 管理がで き る よ う に な っ た 。
透析部長 は 、 透析部 開設の 当 初 か ら 片 山 喬先
生 (前 泌 尿器科教授) 、 平成 6 年 7 月 か ら 井 上
博先生 ( 第 二 内 科教授) 、 平 成 14年 7 月 か ら は
三崎拓郎先生 (第一外科教授) が務 め ら れ、 現
在 に 至 っ て い る 。 ま た 、 副部長 は 、 開 設の 当 初
か ら 水村 泰 治 先 生 (前 第 二 内 科助 教授) 、 昭 和
61年か ら 飯 田 博 行 先 生 (前 第 二 内 科助 教授) 、
平 成 5 年 か ら 高 田 正 信 先 生 (前 第 二 内 科 助 教
授) が務 め ら れ、 平成14年か ら は 供 田 が任命 さ
れ た 。
業務 は 、 定期 の 血液透析 は 主 に 月 、 水、 金曜
に 行 い 、 血柴交換 は 緊急時以外で は火、 木曜 に
行 っ て い る 。 最近 で は 、 当 院で の外来維持血液
透析 を 希望す る 患者様 も 増 え て き た た め 、 時 に
は 1 日 2 ク ー ル の 透析 を 施行 し て い る 。 透析 の
治療件数 は 、 わ が 国 の 透析患者数の増加 を 反映
し て 毎年増加 し て お り 、 平成16年度で は 延べ透
析治療件 数 は 2 ， 582例 と な り 過去 最 高 の 件 数 と
な っ た 。 同様に、 血紫交換、 二重櫨過血葉交換、
免疫吸着、 ビ リ ル ピ ン 吸着 、 LDL コ レ ス テ ロ
ー ル 吸着、 薬物中毒 と 敗血症 に対す る 血液吸着
な どの特殊治療 も こ こ 数年増加 し 、 平成16年度
に は延べ治療件数は88件 に 達 し た 。 慢性腎不全
患者 は 、 透析導入例 で は 約 1 か 月 の教育入院後、
他 院 に 紹 介す る 場合が多 い 。 ま た 、 他院か ら は
維持透析患者が心疾患、 外科、 眼科的 な 合併症
で 本 院 に 紹 介 さ れて く る 。 院内発症あ る い は他
院か ら 紹介 さ れ る 急性透析患者は平均 で 年 間 1 5
- 20例 あ る 。 最近 は 、 透析導入患者の 高 齢化 に
伴 い 心血管系 を 中 心 と し た 合併症 を 有す る 症例
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が 多 く な り 、 ICU 症 例 の ス テ ッ プ ダ ウ ン な ど
も 増 え て き た 。 そ の た め 、 専任 ス タ ッ フ の 増 員
な ど を 含め た 施設 の 充実が リ ス ク 管理上急務 と
な り 、 平成15年 4 月 か ら 非常勤の 臨床工学技士
1 名 が増 員 と な っ た 。
現在 の 透析部 ス タ ッ フ は 、 第三 内科、 第一 内
科、 泌尿器科か ら の 多 く の 医 師 と 中 山 看護師長、
工藤副看護師長、 森 田 主任 臨床工学技士、 そ れ
か ら 医療機器管理セ ン タ か ら の 山 東技士、 救
急部か ら の水口副看護師長、 大西、 河合、 酒井、
水 口 、 宝 田 看護師か ら な り 、 日 々 の 透析業務 に
あ た っ て い る 。 現在の 第二 内科の 医 師 は 、 泉野、
供 田 、 上野、 絹野、 鍵谷、 石丸、 山 崎、 桝谷、
中 川 、 第 一 内科 で は i甫風、 山 崎、 泌尿器科 で は
布施、 永川 で あ る 。 透析 は 正 月 休みや祝 日 で も
定期 的 に 行 っ て い る 。 ま た 、 急 に 腎不全が発生
し た 場合や重症例 で は 、 夜 間 や休 日 そ し て 昼夜
を 問 わ ず に 血液透析や持続血液議過 を 施行す る
こ と も し ば し ばあ る 。 管理は 第二、 一 内科、 泌
尿器科 の 各科が合 同 で、行 っ て お り 、 相 互 の 親睦
を 深 め る た め に 、 歓送迎会、 忘年会 な ど を 定期
的 に 行 っ て い る 。 研究面 で は こ れ ま で透析患者
の 免疫機能、 循環機能、 内分泌機能 に 関 す る 研
究が行 わ れ、 現在 は 透析患者の 酸化 ス ト レ ス や
動脈硬化 に 関 す る 研究が関 連透析施設 と の 共 同
で進行 中 で あ る 。 こ れ ら の 成績 は 、 毎年、 日 本
透析医学会 な どで発表 し て い る 。
本 邦 の 透析 患 者 は 病 院 開 設 時 で は 6 万 人 で
あ っ た が、 現在23万 人 を 超 え た 。 透析導入例 の
原 因疾患は慢性糸 球体腎炎が減 り 、 糖尿病性腎
症が増 加 の 傾 向 に あ る 。 ま た 透析が長期化す る
に 従 い 、 心 ・ 血管疾患、 骨 ・ 関 節疾患、 眼疾患
等の合併症 を 持つ 高齢の透析症例が増 え て き た 。
こ の 時代 の流れ を 反映 し て 、 当 透析部で も 難治
の合併症 を 持つ 長期 透析例 が多 く な っ て き て い
る 。 今後、 重症症例 に対 し て 難 易 度 の 高 い 透析
を す る 機会が増 え る こ と が予想 さ れ る た め 、 専
門 的 な 知 識 を も ち 助 言 の で き る 専任 の 透析 医 師
が リ ス ク の 回 避か ら 是非 と も 必要 で あ る 。 し か
し 現在、 当 透析部 に は専任の透析 医 師 は不在
で あ り 、 一 日 も 早 く 血液浄化療法部の新設が望
ま れ る 。 (供 田 文宏)
286 第 4 苧 講座等の沿革
感染症治療部
平 成 1 3 年 1 2 月 に 附属 病 院 の 中 診 部 門 と し て 感
染症治療部が新設 さ れ た 。
1 ) 管理運営、 業 務 の 変遷 と 現状 に つ い て
・ 診療 、 院 内 感染対策
感染症診療 (外来 : 月 曜 日 午後 、 木曜 日 午
前 ) や 感染症症例 の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 行
う と と も に 、 附 属 病 院感染予 防対策委 員 会、
病 院 感 染 管 理 チ ー ム (HICT) で も 中 心 的 役
割 を 担 っ て い る 。
- 研修医指導 ・ 教育
初 期 臨床研修 プ ロ グ ラ ム 、 専 門 医 養成 プ ロ
グ ラ ム (後期研修) で感染症診療 の 而 か ら 臨
床研修医 の 指 導 を 行 っ て い る 。
2 ) 沿革 に つ い て
- 設置 年 月 日 200 1 年 1 2 月 1 日
. 主 要 人事
部 長 舟 田 久 ( 医学部感染 予 防 医学講
座教授)
副 部 長 安 岡 彰 ( 医学部感染予 防 医学講
座助教授)
部員 鳴河宗聡 ( 医学部感染予 防 医学講
座助手)
北川 洋子 (看護師長、 感染対策担
当 )
医 員 渡辺珠代
フ ォ ト セ ン タ ー
富 山 医科薬科大学 附属病 院 (平成17年10月 1
日 か ら 富 山大学附属 病 院 に 改称) フ ォ ト セ ン タ
ー は 、 附属病 院 開 院か ら 1 年遅れの80年 9 月 に
開 室 し た 。
そ の 聞 に 初代辻セ ン タ ー 長 か ら 古 田 に 引 き 継
ぎ、 現在 は 検査部 の 大所帯 を 率 い る 北 島 セ ン タ
ー 長 に 至 っ て い る 。
当 セ ン タ ー 開 室 か ら 医学写真の依頼は右肩上
が り を 描 き 、 20世紀最後の 10年 間 は そ の ピ ー ク
で あ っ た が、 21世紀最初 の 10年 間 を リ ア ル タ イ
ム で過 し て い る 現在、 フ ォ ト セ ン タ ー と 言 う よ
り 写真産業全体がデ ジ タ ル に 向 か つ て 大 き く 転
舵 し つ つ あ り 、 と く に 学 会 で の プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン は す っ か り 様変 わ り し て 、 写真の 環境 も
大 き く デ ジ タ ルへ と シ フ ト し て き た 。
ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル と 環境 が 変 化 す る な
か、 モ ノ を 記 録す る と い う 光 を 利 用 す る 撮 影
は 、 フ ィ ル ム か ら メ デ ィ ア に 媒体が変 っ て も 基
本 は 不 変 で あ り 、 そ の技術 向 上 に 不 断 の 努力 を
欠 か さ ず 質 の 高 い 写真 を 目 指 し て い る 。
な か で も 依頼者 と 直接応対す る こ と に よ り 、
相手の要望 に 沿 っ た仕上が り は 好評 を 得 て い る
と 自 負 し て い る 。 診療用 、 研究用 の 医学写真 は
一般撮影 と 条件が異 な り 、 と く に 質 の 高 い 再現
に は 高 い テ ク ニ ッ ク が必要 と さ れて い る の で、
依頼者の希望 に 応 じ て 様 々 な 工夫 を 重 ね る と 共
に 、 フ ォ ト セ ン タ ー が写真 を 担 当 す る こ と で、
医療従事者や研究者が写真 に 費 や す 時 間 の節約
に な っ て い る こ と も 合 わせて 申 し 上 げた い 。
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近 年 は 入 院患者様か ら 証明 写真が必要 に な っ
た 場合、 外出せず に 当 セ ン タ ー で撮影で き る 利
便性がた いへ ん喜 ばれ、 各種 申 請用 の 証 明 写真
の依頼量 は 年 々 増加 を た ど っ て い る 。 そ れ と 閉
じ く し て 職員 や 臨床 に 携 わ る 学生が必要 と す る
顔写真 も 増加 し て い る O
近年、 研修医制度や新 た な 診療科が増 設 さ れ
た が、 そ の場所 を 巡 っ て 当 セ ン タ ー の 半分 を 委
譲す る 事態 が出 来 し 、 大変残念で、 あ る が質 の 高
い 医療 の た め に 出 血処置 を 敢行 し た 。 従 っ て 当
セ ン タ ー の と な り は看護相談室 に な っ た が、 場
所 は 従来 ス タ ジ オ と し て い た と こ ろ を 出 入 口 と
し 、 ス タ ジ オ 、 作業室 な どス ペ ー ス が減少 し て
迷惑 な 点 も あ ろ う か と 思 う が、 日 常業務 は 滞 り
な く 行 わ れて い る 。
当 セ ン タ ー で は ミ ニ コ ピ ー フ ィ ル ム を こ れ ま
で に 100万枚以上使 っ た 経験か ら 、 ほ ぼ そ の 特
性 を 掴 み切 っ た と 胸 を 張 っ て 言 え る 。 ミ ニ コ ピ
ー 固 有の性質 を 生 かす こ と は も ち ろ ん 、 超微粒
子 を 生か し た 表現や高 い コ ン ト ラ ス ト を 利 用 す
る こ と で 、 主題の 強調 を 計 る な どの テ ク ニ ッ ク
を 駆使 し 、 依頼者の イ メ ー ジ に 沿 っ た 処理 を し
て 喜 ばれて い る 。
フ ィ ル ム か ら デ ジ タ ル に 移行 し て い る け れ ど
も 、 ど ち ら の 需 要 に も 応 じ た 忠 実 な 色 再現 は 自
信があ る 。
尚 、 当 セ ン タ ー の 主力 器機の一部 は 開 室 当 時
か ら の も の や 、 耐用 年数 を 越 え た も の がい ま だ
に 稼動 し て お り 、 き し み声 を あ げつ つ 厳 し い病
院運営 の元、 医学写真の た め に 懸命 に 動 い て い
る 現状で あ る 。
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地域医療連携室
1 ) 運営体制
診療 ス タ ッ フ : 室 長 (兼任) 1 Li城清二
副 室 長 (兼任) 山 崎勝也
看 護 師 ・ MSW (専任) 吉 田 百合子
MSW (専任) 奥村 ま す み
看 護 師 (兼任) 湯 浅 ゆ き !- (看護相談担 当 )
看 護 師 (兼任) 大井圭子 (看護相談担 当 )
2 ) 沿革 に つ い て
設立年 月 日 : 平 成 1 3 年 4 月 : 附属病 院 に 地域 医
療連携室 開 設
主 要 人事 : 平 成 1 3 年 4 月 . 小林正室長、 1 1 1 崎勝
也 副 室 長 、 吉 田 百合子看護師 ' MSW 配置
平 成 1 3年 7 月 : 奥村 ま す み MSW 配属
平 成 1 6年 4 月 : 室長交代、 小林正 室 長 か ら 1 1 1 城
清 て 室長へ
施設 ・ 設備 の 整備 ・ 充実
附 属 病 院 2 階 の 内 科外来前 に 地域 医療連携室 が
設 置 さ れ、 専 任 の MSW が常駐 し 、 院 内 外の 事
務 ・ 連絡や相談 を 受 け付 け て い る 。
3 ) 活動報告 な ど
活 動 内 容 1 . 地域医療機 関 へ の 紹 介 ・ 連携
2 . 療養 if l の経済的 ・ 心理的 ・ 社 会 的 問 題 の 解
決、 調 整援助 3 . 退 院 の 援助
4 . 退 院 に 向 け て 診療科、 診療部 と の 連絡調整
5 . 公 費 医療負担制 度 の 指 導 及 び助 三
G . 高 額療 養 費 制 度 の指導
活動実施報告 : ①医療連携研修会
目 的 : 近 隣 開 業 医 と の 勉 強 会 及 び意 見交換
第 1 回 (平成15年 3 月 24 日 ) 脳梗塞 の 臨 床 ， 第
2 liJJ ( 平 成 1 5 年 7 月 28 日 ) 食道 胃 静脈砲 に 対 す
る 治療 ， 第 3 回 (平成15年 1 1 月 10 日 ) ウ イ ル ス
性 肝 炎 の 治 療 ， 第 4 同 (平成 1 6 年 2 月 23 日 ) 人
工 膝 関 節 子術 の 現況 、 腰部脊柱管狭窄 症 の 診 断
と 治療 ， 第 5 回 (平成16年 6 月 28 日 ) 痴 呆 の 診
断 と 初 期 対 応 、 う つ 病 に つ い て ， 第 6 回 ( 平 成
1 6 年 1 0 月 18 日 ) 抗不整脈の使用 法， 第 7 回 (平
成 1 7 年 3 月 14 日 ) 脳 卒 中 を 見逃 さ な い た め に ，
第 8 回 (平成17年 6 月 20 日 ) 解離性動脈癌 の 診
断 と 治療 ， 第 9 凶 (平成17年10 月 24 日 ) 歩行障
害 の 診か た
②第 1 回 院 内 地域医療研修会 ( 平 成 1 6 年 1 2 月 6
日 )
目 的 : 院 内 の 医療連携意識 を 高 め る 。
テ ー マ : 今後の 地域医療連携の あ り 方 、 紹 介患
者 さ ん の 対 応 、 セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 外来
③富 山 医薬 大 「連携 ・ 福祉」 研修会
U 的 : 一 人 ひ と り が医療及 び福祉施設 を 利 用 し
て 、 最 も そ の 人 ら し く 療養 ・ 生活が/['1 来 る よ う
に 、 い か に 連携す れ ば良 い か を 学ぶ 。
対 象 : 院 内 及 び院外の 医療者、 ヘ ル パ 一 等 の 福
祉 職 員
第 1 担J (平成17年 6 月 8 日 ) 古 山 県 の 医療福祉
事情 ， 第 2 回 (平成17年 7 月 1 3 tJ ) 療養型病 院
及 び福祉施設， 第 3 回 (平成17年 9 月 14 日 ) 在
宅福祉 サ ー ビ ス ， 第 4 回 ( 平 成 1 7 年 10 月 1 2 日 )
福祉制 度 ， 第 5 [1司 (平成17年 1 1 月 9 tJ ) 脳血管
疾患， 第 6 回 (平 成 1 7 年 12 月 14 日 ) 地域支援病
院 の 役割 と 連携
④セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 外来 開 設 ( 平成 1 7 年 4 月
1 日 )
①富 山 医科薬科大学病 院 だ よ り (平成13年 5 月
創 刊 ) 年 3 回 程 度発行
⑥医療連携感謝状 : 平成 1 6 年 度 に 大学病 院へ紹
介 し た 件数が多 か っ た 開 業 医 の 先生 方 (49 名 )
へ感謝状 を 贈 早一 し た 。
⑦平 成 1 6 年 度相談活動実績
年 間 延 べ 件 数 : 2 ， 435件 ( 内 新 規 相 談980 人 ) 、
月 平均延べ件 数 : 203件
地域医療連携室 の 今後
1 . 外来忠者 の 紹 介 シ ス テ ム 、 入 院忠者 の 退 院
支援 の整備の ほ か に 、 病 院経常 か ら の 視点
が今後重要 に な る 。
2 . 機能分化 . 大学病 院 は 高 度先 進 医 療 を 提供
し て い る 。 し か し 、 すべて の 領域 で提供 し
て い る わ け で は な い 。 他の 医療 機 関 の 方が
優 れ て い る 場合があ る の で 、 今後 は 病 院単
位 で は な く 、 地域単位で、待亘; と す る 医療 を
受 け持つ よ う な 機能分化が必要 で あ る 。
3 . 大学 は教育 ・ 研究機 関 で も あ る 。 地域医療
連携の教育 プ ロ グ ラ ム を 企画 し 、 患者中心
かっ効率の よ い 連携 も 研究対象 と な り 得 る 。
( LlJ 城 清二記)
医療安全管理室
医療安全管理室 は 、 本院 に お け る 医療事故防
止 に 関 す る 主導権的役割 を 担 う 部 門 で あ る 。 近
年 の 医療 を め ぐ る 変革 の な か で 、 「 医 療 安全管
理」 の 問題 は 「 医療経済 ・ 病 院経営」 と 共 に 最
も 大 き な 課題 と し て 取 り 上 げ ら れて き た 。 医療
の 安全性 は 、 医療者が守 る べ き 当 然 の 課題で は
あ っ た が、 制 度 と し て 整備 さ れ社会 的認識が確
立 し て き た の は こ こ 数年 で あ る 。 そ の歴 史 は 浅
く 、 我 々 も 試行錯誤 を 続 け な が ら 、 医療者、 受
療者 (患者 さ ん) が共 に 満足 で き る 医療実践 を
め ざ し 奮 闘 中 と い う の が実状で あ る 。 医療安全
管理室設立 の 経緯、 活動の現状 を 紹介す る 。
1 ) 沿革 に つ い て
医療安全管理室 は 、 院 内 に 医療安全管理部門
を 作 る と し た 全国 国立大学附属病 院長 会議 の 決
定 に よ り 、 平成13年 7 月 に 設置 さ れ た 。 室 長 は
医療安全担 当 副 病 院長 で あ り 、 室員 と し て 専任
リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー (GRM) 1 名 及 び 診 療
科 ・ 中 央診療部 門 ・ 看護部 ・ 薬剤部 ・ 事務 部 な
どの 各部署兼任 リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー (平成17年
8 月 現在93名 ) の 代表者15名 で組織 し て い る 。
平成16年 4 月 の 国立大学法 人化 に よ り 損害賠
償責任保険の運用 が開 始 さ れ、 同年10月 に は 医
療法一部改正 に よ り 、 日 本医療機能評価機構 に
対す る 医療事故報告が義務づけ ら れ た 。 平成17
年 3 月 に は 国立大学附属 病 院 の 医療事故公表基
準が作 ら れ、 国 の 動 き に 合 わせ、 医療安全管理
室 の 業務 も 変化 し て い く 状況 で あ る 。
2 ) 業務の 変遺 と 現状
医 療 安 全 管 理 室 の 基 本 的 な 活 動 の 目 的 は
「 ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー を 前提 と し た 安 全 な シ ス テ
ム の構築」 で あ り 、 下記の業務 を 中 心 に 、 医療
安全 は も と よ り 医療全般 に お け る 質 の 向 上 に 向
け た 取 り 組み を し て い る 。
1 . イ ン シ デ ン ト の 収集 ・ 調査 ・ 分析 ・ 発生要
因 の 究 明 及 び防止対策 に 関 す る こ と 。
2 . 医療事故防止対策の周知徹底 に 関 す る こ と 。
3 . 医 療 安 全 管 理 に か か る 病 院 内 の 巡 視 ・ 点
検 ・ 評価 に 関 す る こ と 0
4 . 医療安全 に か か る 業務改善の提言 ・ 指導 に
関 す る こ と 。
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5 . イ ン シ デ ン ト 発生時 の診療録の 内 容確認及
び指導 に 関 す る こ と 。
6 . イ ン シ デ ン ト 発生時の患者及 び家族への対
応状況の確認 と 指導に 関 す る こ と 。
7 . 医療安全管理 に かか る 教育 ・ 研修 ・ 啓発 に
関 す る こ と 。
8 . 医療安全管理マ ニ ュ ア ル道守 の確認 と 成果
の検証 に 関 す る こ と 。
9 . 患者及 び家族への説明 な どの 適正運用 に 関
す る こ と 。
10. 適切 な 診療録の あ り 方 の検討及 び情報公開
への対応 に 関 す る こ と 。
1 1 . リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー 会議 に 関 す る こ と 。
12 . 医療安全管理委員会で用 い ら れ る 資料及 び
議事録の作成並 びに保存、 そ の 他医療安全管
理委員 会 の 庶務 に 関す る こ と 。
13 . そ の他の 医療安全 に 関 す る こ と 。
安全管理体制見直 し の基 と な る 現場 か ら の イ
ン シ デ ン ト 報告 は 、 当事者か ら 当 該部署 の リ ス
ク マ ネ ー ジ ャ ー を 介 し 医療安全管理室 に 提 出 さ
れ る 。 事例分析か ら 院 内共通 の 問 題点 を 見 出 し 、
そ の 改善案は 医療安全管理室会議 を 経て 医療安
全管理委員 会で審議 し 、 院内統一の マ ニ ュ ア ル
へ と 繋 げて い く 流 れ で あ る 。 各会議 は 月 1 回 開
催 し て い る 。 ま た 、 毎年 国立大学附属 病 院 間 で
の 「 医療安全の た め の相互チ ェ ッ ク 」 に て 、 医
療安全 を 評価 し あ う 取 り 組み も 行 っ て い る 。
職員研修 と し て 年 4 回 の イ ン シ デ ン ト 事例検
討会 と 医療安全 に かか る 講演会 を 企画 ・ 開催 し
て い る 。 イ ン シ デ ン ト 事例検討会 は 平成15年 よ
り 行 っ て い る が、 多職種が一 堂 に 集 ま り 意見交
換 で き る 場 と し て 定着 し つ つ あ り 、 回 を 追 う 毎
に 参加者数 も 増 え て い る 。 共通話題で 日 頃 の 問
題 を 検討す る に は 有効 な 機会 と な っ て き た 。
平成13年 の設置か ら 、 医療安全管理マ ニ ュ ア
ル や 医療安全 に 関 す る 報告体制 整備、 各会議の
充実 な ど、 組織作 り は 進 ん で、 い る 。 現在 は 、 医
療 の 質 に 視点 を お い た イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン
ト の 充実や、 診療科連携 の体制作 り を 課題 と し
て 活動 し て い る 段 階 で あ る 。
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卒後
臨床
研修
セ ン
タ -
1 ) 運営体制
セ ン タ ー 長 : 山城清二 (総合診療部教授)
副 セ ン タ ー 長 : 木村友厚 (整形外科教授)
専 門 事務職員 : 福 田 康 明
臨時事務職員 . 竹腰淳子
2 ) 沿革 に つ い て
平成16年度か ら 新臨床研修制 度 が開 始 さ れ た 。
そ れ に 先立 つ て 、 卒 後 臨床研修セ ン タ ー が設置
さ れ た 。 準備期 に は 、 塚 田 一博教授が セ ン タ ー
長 に 任 命 さ れ、 研修 プ ロ グ ラ ム の概要が 出 来上
が っ た 。 平 成 1 6年 度 に は 木村友厚教授が セ ン タ
ー 長 を 歴任 さ れ、 そ し て 平成 1 7 年 度 か ら は 私 が
引 き 継 い だ。 主要 人事 と 施設整備 は ド記の通 り 。
平 成 1 5 年 度 : セ ン タ ー 長塚 田 一博、 副 セ ン タ
ー 長足 立 雄 一
卒後 臨床研修 セ ン タ ー 及 び更衣室 の 設置
平 成 1 6 年 度 ・ セ ン タ ー 長木村友厚、 副 セ ン タ
ー 長 山城清二
卒後臨床研修セ ン タ ー の 移 設
平 成 1 7 年 度 : セ ン タ ー 長 山 城清二、 副 セ ン タ
一 長 木村友厚
研修医学習 室 の 増 設
3 ) 運営及 び業務 内 容
新 臨床研修制 度 で は 、 旧 制 度 の ス ト レ ー ト 入 局
と 異 な り 、 卒後 2 年 間 の 臨床研修が必修で あ る 。
そ れ は 、 内 科 、 外科、 救急、 麻酔、 小児科、 産
婦人科、 精 神 科お よ び地域 医療 ・ 保健 と 多科 ロ
ー テ ー シ ョ ン 方式、 ア ル バ イ ト 禁止、 最低給与
の 保 障 (約30万 円 ) 、 全 国 的 な マ ッ チ ン グ 制 度
等厚生労働省 の 厳 し い 指 導 の 下 で 始 ま っ た 。
本学の採用研修医 の 数 :
平成16年 度37名
平 成 1 7 年 度29名
旧 制 度時代 よ り も や や減少 し た 。 全 国 的 に 、
旧 制 度 で は 医学部卒業生 の 約 7 割 が大学病 院 で
研修 し て い た が、 新制 度 2 年 目 に は 約 5 割 と な
り 、 研修先が大学病 院 と 一般病院が半 々 と な っ
て い っ た 。 地方大学の卒業生の 定着率が低下す
る 中 、 富 山 医科薬科大学 は 近 隣 の 大 学 に 比べ て
良 い 方 で あ る 。 し か し 、 本学 の 卒業生 ばか り で
な く 、 他大学 の 卒業生 も 研修 し た く な る よ う な
魅力 あ る 研修 プ ロ グ ラ ム を 構築 す る 努力 が必要
で あ る 。
旧 制 度 で は 、 各 医 局 が入 局 し た 研修 医 の 面倒
を み て い た が、 新 制 度 で は 全 て 臨床研修 セ ン タ
ー が管理 し な く て は な ら な い 。 そ こ で 、 ま ず は
ハ ー ド の 面 で 、 初 年 度 に セ ン タ ー の 事務所兼研
修 医休憩室 と 更衣室 を 設置 し 、 2 年 目 に は 学習
室 を 整備 し た 。 全 て の事務手続 き は 、 セ ン タ ー
の事務員 が行 っ て い る 。
卒 後 臨床研修セ ン タ ー の 主 な 年 間 行事 :
4 月 新研修 医 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
5 月 イ ブ ニ ン グ ・ セ ミ ナ ー 開 始
7 月 6 年生への研修制 度 の 説 明 会
8 月 マ ッ チ ン グ の た め の 面 接 開 始
9 月 後期研修説 明 会
1 0 月 マ ッ チ ン グ 結果公表
1 1 月 指導医養成 セ ミ ナ ー 開 催
1 月 研修医 予 定者への 説 明 会 、 ロ ー テ ー シ ョ
ン 希望調査
3 月 研修終 了 判 定 、 新研修l実 ロ ー テ ー シ ョ ン
決定
さ ら に 、 年 間 を 通 じ て 、 協 力 型 病 院 と の研修
調 整 (特 に 、 精 神 科 と 地 域 医 療 ・ 保 健 ) 、 ま た
指 導 医 や 病棟か ら の苦情や 意 見へ の 対応 な どが
挙 げ ら れ る 。 し か し 、 最 も 大変 かっ重要 な 仕事
は 、 研修医 → 人 ひ と り への 精神 的 サ ポ ー ト で あ
る 。 特 に 、 研修医 1 年 目 は 、 お そ ら く 人生 の 中
で最 も ス ト レ ス フ ル な 時期 で あ る 。 知 識 と 技術
が未熟で あ り 、 病棟な どの業務 も 不慣れ、 し か
し 入 院患者 さ ん を 直接 ケ ア ー し な け れ ば な ら な
い 責任 あ る 立場。 た と え 指導 医 がい て も 、 研修
医 は 医 師 と し て の 責任 を 果 た さ な け れ ば な ら な
い 。 そ の よ う な 環境 で 、 う ま く い か な い 時 に は
肉 体的 に も 精神 的 に も き っ く 、 時 に 気 分がふ さ
ぎ 落 ち 込 む こ と は 一 度や 二 度 は 経験す る 。 こ れ
は 、 我 々 指導 医 も 同 じ よ う な 経験 を し て き て い
る 。 従 っ て 、 臨床研修セ ン タ ー と し て は 、 研修
内 容 の チ ェ ッ ク 、 夏季休暇 の 調 節 、 グ ル ー プ ロ
ー テ ー シ ョ ン 、 各診療科 と の 連携 を 充実 さ せ る
と と も に 、 研修医への精神 的 サ ポ ー ト に 最 大 限
の 努力 を し て い る 。 ( 山 城 清二記)
薬 剤 部
沿革 :
昭和52年 4 月 、 病 院創 設準備室発足 に 伴 い 副
薬剤主幹 ( 木村 昌 行) が発令 さ れ、 昭和53年 7
月 、 薬剤 主 幹 (併任、 堀越勇 ) が発令 さ れ た 。
昭 和 54年 4 月 、 薬 剤 部 発足 に 伴 い 、 薬 剤 部 長
(堀越勇) 、 副薬剤部長 (木村 昌 行) の 辞令がお
り た 。 昭和55年 2 月 、 副部長 (上野雅晴) が着
任。 昭和59年12月 、 副薬剤部長 ・ 木村 昌 行 の埼
玉 医科大学総合 医療 セ ン タ ー 薬剤部長への 栄転
に 伴 い 、 昭和60年 4 月 に 中 川 輝 昭 ・ 副薬剤部長
が発令 さ れ た 。 平成 2 年 2 月 、 副部長 ・ 上野雅
晴 の 富 山 医科薬科大学薬学部教授へ の 栄転 に 伴
い 、 同 年 3 月 に足立伊佐雄 ・ 副 部長が発令 さ れ
た 。
平成 9 年 3 月 、 堀越勇 の 定年退職 と 副薬剤部
長 ・ 中 川 輝 昭 の 氷見市民病 院薬剤 部長へ の 栄転。
同 年 7 月 に 足立伊佐雄 ・ 薬剤 部 長 の 昇任 と 、 10
月 に 三村泰彦副 薬剤部長の発令が行 わ れ た 。
平成11 年 3 月 、 副部長 (川 上純一) が着任。
平成 14年 1 月 に は 院 内措置 で 治験管理セ ン タ ー
の設置 に 伴 い 、 三村泰彦が副 セ ン タ ー 長 を 兼任
し、 平成16年12月 よ り は小野敦央が専任で務め る 。
ま た 平成 9 年 以 降 で は 、 同 年 7 月 に 佐藤均が東
京大学附属病 院薬剤 部副部長 に 、 平成12年 9 月
に 田 口 雅登が当 大学薬学系研究科 ・ 医薬 品 安全
性学講座 の 助 手 に 、 平成16年 4 月 に 篠 田 健ーが
済生会富 山 病 院薬剤科長 に 、 平成17年 5 月 に 北
津英徳が済生会高 岡 病 院薬剤科長 に 、 平成18年
4 月 に 川 上純ー が浜松医科大学教授 ・ 附属 病 院
薬剤部長 に そ れぞれ栄転 し た 。
外来/入 院処方せ ん 、 薬剤 管理指導、 教育実習
受入実績 (平成16年度) ・
外 来 処 方 せ ん 枚 数12， 657枚/ 月 ( 院 内6， 476枚
/ 月 、 院 外6， 181枚/ 月 ) 、 入 院 処 方 せ ん 枚 数
6， 400枚/ 月 。 薬 剤 管 理 指 導 実 施 数374. 43件/
月 (184. 43人 / 月 ) 。 薬学部病 院 実 務 実 習 受 け
入れ112人、 薬学系大学院修士 臨 床 実習 受 け 入
れ16人、 卒後研修生受け入れ 2 人。
業務改革の あ ゆ み :
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平成 2 年 2 月 よ り 薬剤 管理指導 (手日 漢) を 開
始 し 、 平 成 6 年 3 月 に W 6 を 、 同 年 10月 に E
7 、 平成 7 年 4 月 に は E 4 と E 5 、 平 成 16年 9
月 に W 4 を 開 始 し 拡 大 充 実 を さ れ た 。 近 々 稼
働 予 定 の 注 射 オ ー ダ シ ス テ ム に 合 わ せ 個 人 別
セ ッ ト の拡充 を 予 定 し て い る 。 院外処方せん の
発行 は 県 内 で、 は 先 陣 を 切 っ て平成 5 年 7 月 よ り
開 始 し て お り 平成 8 年 9 月 に は発行率50% に 達
し 、 平成18年 3 月 か ら は 、 原則 院外処方 と な っ
た 。 平 成 6 年10月 か ら E 7 IVH 調 製 開 始。 平
成10年 4 月 よ り 薬学部学生 の 病 院実務実習必修
化 に よ り 全学生 を 受 け入 れ る こ と に な る 。 ま た
平成12年 9 月 よ り 修士長期実務実習 受入 れ も 開
始 し た 。 薬学教育 6 年制への改訂が平成18年度
よ り 実施 さ れ る こ と に 伴 い 更 な る 受入れ態勢の
充実が望 ま れて い る 。 平成10年 4 月 よ り 新 GCP
に 対応 す る た め 治 験事 務 局 を 薬 剤 部 内 に 設 置
(治験管理セ ン タ ー の 前 身) し 病 院 内 の 治験管
理体制 の 強化 を は か っ た 。 |治験管理セ ン タ ー
に つ い て は 、 平成14年 1 月 : 特殊診療施設治験
管理 セ ン タ ー と し て 発足 (救急部棟 3 階) セ ン
タ ー 長 第 二 内 科井上博教授 (併任) 。 平 成 16年
7 月 : 富 山 医科薬科大学 附属病院治験ネ ッ ト ワ
ー ク 発足。 氷見市民病院、 あ さ ひ総合病 院が参
加 し た 。 ま た 治 験 業 務 委 託 会 社 (SMO) と 業
務提携契約 を 結ぶ。 平成17年 4 月 に 第 三 内科杉
山 敏郎教授がセ ン タ ー 長 に 就任 (併任) 0 1 平成
12年 7 月 、 外来患者へ の お 薬説明 の書面 に よ る
情報提供 を 開 始 し た 。 平成14年 5 月 、 肝移植の
協力体制 を 整 え る た め タ ク ロ リ ム ス の TDM 開
始。 平成15年 5 月 、 外来化学療法用抗がん剤 ミ
キ シ ン グ開始。 平成16年 1 月 、 電 子 カ ル テ シ ス
テ ム が稼働 し 処 方 オ ー ダ シ ス テ ム の改善が図 ら
れ た 。 今後の注射指示 オ ー ダ シ ス テ ム の稼働 と
そ れ に 連動す る 注射薬払 出 装 置 の 運用 に よ っ て
注射薬業務 の合理化 と 拡大 を 図 っ て い く 予定で
あ る 。 同 年 4 月 よ り 独立行政法人化 に 伴 い 、 労
働基準法の適用対象 に な っ た た め勤務体制 に 変
則 2 交代制 を 導入。 平成17年 3 月 よ り 生薬お よ
び 漢 方 製 剤 を 除 く 全採用 薬 品 の 8 %が ジ ェ ネ
リ ッ ク 薬 品 に 切 り 替 わ っ た 。
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看 護 部
開 学20年 以 降 は 、 病 院建物 の狭陸化や老朽化
に よ る 改修、 機能拡大 に 伴 う 施設設備 の移転や
開 設が順次 行 わ れ、 患 者 の 治療 及 び療養環境整
備 を 主 と す る 看 護活動が多 か っ た 。
ま た 高 度 な 医療 や 病 院経営 の拡大 に 伴 い 、 看
護 師 を 年毎 に 増 員 し患者 ケ ア の 充実 を 図 る と と
も に 、 人 員 確 保 の 努力 を し た 。
病 院機 能 評価 は 5 年毎 に 2 回 受検 し 、 看 護 の
質 や ケ ア の標準化が進 み 、 医療安全 ・ 感染分野
等 で は 看護 師 に よ る 院内横断的活動が定着 し た 。
常 に 前 IbJ き な 姿勢 と 行動 を 念頭 に 置 き 、 よ り
良 い 看 護 の 提 供 に 繋 が る 組 織 活 動 と 看 護 帥 の
キ ャ リ ア 開 発 を 強化 し た 10年 で あ っ た が、 そ の
間 に 大学 は 法 人 に 変 わ り 、 看護部 は 病 院経営 の
参 両 か ら 意志決定 に 関 与す る 状況 と な っ た 。
沿革概要 ( 開 学20周 年以後)
H 7 年 9 月 「 ひ と 言 で つ づ る 看 護 の こ こ ろ j
書籍 出 版
3 月 H 7 年 度看護部年 開業績 6 1 件
H 8 年 4 rJ 看 護 婦 総 数 322 ?'， 副 部 長 1 �ぅ
( 五 ト 嵐) 、 婦長 2 名 昇任
患 者 用 寝 具 (布 団 仕 様) ・ 床 頭
台 ・ 椅子 ・ サ イ ド テ ー ブ ル の 更新
病棟給湯室改修
H 9 年 1 月 忠若浴室 の 改 修 開 始
3 月 「 私 の 看 護観」 発 FIJ
西 出 看護部長退官
4 JJ  LLJ U 看 護 部 長 就 任 、 副 部 長 2 1'，
( 佐 藤 、 板倉) 、 婦長 2 名 舛任
本学看護学科 ム期 生採用
患者用 病 火 の 変 更
1 1 月 ICU の 開棟
H 10年 2 月 病棟処置台 ・ 自 動蓄尿器 ・ ベ ッ ド
サ イ ド 照 明器具 の 更新
4 月 婦長 1 名 昇任
ナ ー ス キ ャ ッ プ の 自 由 化
テ ン キ ー 型 ナ ー ス ロ ッ カ ー に 更新
6 月 配置異動基準及 び異動 巾 請 の 導 入
7 月 看護部長室 ・ 資料室移転
「患 者 さ ん の 法 則 50 ナ ー ス の 心 を
ノ ッ ク す る 」 書籍 出 版
9 月 看護婦更衣室移転
H 1 1 年 2 月 病 院機能評価認定取得
4 月 ナ ー ス ユ ニ ホ ー ム の 変更更新 ( パ
ン タ ロ ン 型導入)
夜 間 勤務看護加算の 導入取得
6 月 ベ ッ ド 洗浄室稼働
12月 2000年 問 題対応
日 1 2年 2 月 中 堅 ナ ー ス 活動事後報告集発刊
4 月 治験 コ ー デ イ ネ ー タ ー の 設置
7 月 リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー の 設 置
H 1 3年 4 月 婦長 2 名 昇任 、 専 任 リ ス ク マ ネ ー
ジ ャ ー (GRM) の設置
5 月 第53 回 全 国 国 立大学病院看護部長
会 議 の 富 111 開 催
H 14年 3 月 看 護 師 ・ 助 産 師へ 名 称 変 更
4 月 GCU の稼働
5 月 看護 の 日 「 お 祭 り 広場」 開 催
7 JJ 2 1 看護料取得
8 月 袴癒対 策 チ ー ム の 設置
1 2 月 患者用電動ベ ッ ド 85台 更新
病 院 ロ ビ ー の 患者慰安行 事 の 定着
(鯉 の ぼ り ・ 七 夕 ・ ク リ ス マ ス )
H 1 5年 4 月 師長 3 名 昇任
臨床看護実践到 達度評価 の 導 入
5 月 外米化学療法 セ ン タ ー 開設
7 月 実 習 担 当 者 の 臨床教授等導入
H 1 6年 1 H 電 子 カ ル テ 稼働
4 月 看護 師総数388名 、 師長 2 名 昇任
5 月 看護部長 の 副 院長就任
7 月 病練 ト イ レ 全面改修
8 月 看護記録電子 カ ル テ 開 始
1 0 月 看護職域代表 4 ?'， 選任
1 1 月 空床管理 開 始
H 1 7年 2 月 病 院機能評価認定取得 ( 2 回 目 )
3 月 H16年度看護部年 開業績 133件
4 月 個 人情報保護法施行対応
看 護 部 の 活動 は 職 員 数が多 く 多 岐 に わ た っ て
い る の で 、 特記事項 を 沿革概要 と し て 記 し た こ
と を 附記す る 。
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20世紀末か ら 21世紀の現在 ま で に 、 生命科学
分野で は 著 し い 進展が見 ら れた 。 ヒ ト ゲ ノ ム の
全解読、 プ ロ テ オ ミ ク ス の興隆、 幹細胞 と 再生
医療、 遺伝的多型 と テ ー ラ ー メ ー ド 医療 な ど、
新 た な 領域 の 幕 開 け を 示す よ う な 生命科学上 の
発見や技術 的 開 発が相次い で な さ れ、 経済 ・ 産
業 界 に も 大 き な 影響 を 与 え て い る 。 そ れ と と も
に 大学法人 に お け る 個 々 の研究者 に よ る 研究活
動 に も 、 時代の趨勢 を 受け入れ な が ら 、 個 々 の
研究 レ ベ ル を 向上 さ せ て い く 必要性が ま す ま す
求め ら れ る よ う に な っ て き た 。 こ の 学内研究の
レ ベ ル ア ッ プ を 支援す る の が、 学 内 共 同 利用研
究セ ン タ ー や 施設で あ る が、 昨今の 時代背景 を
受 け て 、 本大学の学 内研究支援体制 は 目 ま ぐ る
し く 再編 ・ 統合 を 繰 り 返 し て き た 。
現在 の 生命科学先端研究セ ン タ ー は 、 平成17
年 4 月 に 発足 し た ばか り で あ る 。 そ れ以前 に は 、
平成14年 4 月 に 設置 さ れた 生命科学実験セ ン タ
ー と 昭和59年 4 月 設置 の 実験実習機器セ ン タ ー
が併設 さ れて い た 。 生命科学実験セ ン タ ー は 、
こ の 年 、 動物実験セ ン タ ー 、 放射性 同位元素実
験施設 と 遺伝子実験施設が改組 さ れ再編 さ れ た
も の で あ る 。 動物実験セ ン タ ー の 設置 は 昭和56
年 4 月 に 遡 り 、 医学、 薬学領域の研究支援の た
め の 学 内 共 同 利 用 施設 と し て 機能 し て き た 。 平
成11 年 7 月 に は 、 第 IV 期 工事が終了 し 、 施 設
の拡充が段階的 に 行 わ れ、 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク
マ ウ ス な どの組換 え 動物の飼育が本格 的 に 可能
と な っ た 。 放射性 同位元素実験施設 は 、 昭和53
年 に 本 田 昂 教 授 (後 に 富 山 医 科 薬 科 大 学 副 学
長) が初代施設長 に 選任 さ れそ の 利 用 が 開 始 さ
れ た 。 遺伝子実験施設の設置 は新 し く 、 平成 7
年 4 月 に 設置 さ れ、 学 内 に お け る 遺伝子組換 え
実験の 本格 的 な 支援が可能 と な っ た 。 実験実習
機器セ ン タ ー は 、 そ の 設置以来、 施設備 品 の 管
理区分に 従 っ て 12部門 (超遠心機、 形態系 、 構
造分析、 ア ミ ノ 酸分析 な ど) に 分 け ら れ て 、 用
途 ご と に研究支援 に 関 わ っ て き た 。 し か し 、 分
析 装 置 な ど の 高 度 化 に 伴 っ て 、 コ ン ビ ュ ー タ
一 ・ ラ ボの新設、 あ る い は 、 生化学系 の導入 な
ど を 含め 部 門 の統廃合 は繰 り 返 さ れて き た 。 平
成元年 3 月 に は 、 実験実習 機器棟の新館が完成
し 、 研究環境 の 整備が行 わ れて い る 。
平成14年設置の 生命科学実験セ ン タ ー で は 、
三 つ の セ ン タ ー と 施設が一緒 に な っ た が、 そ れ
ぞれ に 対応 し た 形で、 新た に 生物 資 源 開 発分野、
放射線生物解析分野お よ びゲ ノ ム 機能解析分野
を 設 置 し た 。 そ れ ぞ れ の 分野 に は 分 野 長 (併
任) が配 さ れ、 そ れ ぞれの分野担 当 の 専 門 職員
と 連絡 を 取 り な が ら 運営 を 行 っ て き た 。 現在の
生命科学先端研究セ ン タ ー で は 、 こ の 生命科学
実験セ ン タ ー の組織立 て を も と に 、 実験実習機
器セ ン タ ー を 改組 し て 、 新 た に 分子 ・ 構造解析
分野 を 設置 し た 形 に な っ て い る 。 こ れ ら セ ン タ
ー の 再編統合 は 、 学内 の研究支援設備 ・ 施設の
よ り 有効 な 利用 と 、 4 分野の 一本化 に よ っ て 新
し い 時代 の 生命科学の潮流 に 乗 ろ う と す る 意 図
の も と で行 わ れ た 。 実際 に 、 動物資源開発分野
で は 遺 伝 子 改 変 動 物 の 作 製 及 び系 統 維 持、 分
子 ・ 構造解析分野で は プ ロ テ オ ー ム 機能解析の
基盤分析手法 の 開発、 ゲ ノ ム 機能解析分野で は
DNAマ イ ク ロ ア レ イ を 用 い た 遺伝子機能解析、
放射線生物解析分野で は 遺伝子改変動物 の ト レ
ー サ ー 実験 な ど、 新 し い解析技術 の導入 を 図 っ
て い る 。
本年10月 か ら の 三大学統合 に 際 し て 、 生命科
学先端研究 セ ン タ ー は新 た な 展 開 を 迫 ら れ る こ
と に な る 。 理学 ・ 工学 を 含 め た 生命科学 の 進展
に 寄与す る 必要が出 て く る か ら で あ る 。 特 に 、
医薬理工が一緒 に な っ た 大学 院構想が具体化 さ
れつ つ あ り 、 そ の 実現の 際 に は 、 大学院 に お け
る 融合教育 ・ 研究 の 支援 に 今 ま で以上 に積極的
に 関 わ る 必要があ る 。 ま た 、 本年10月 か ら 大学
発ベ ン チ ャ ー が ゲ ノ ム 機能解析分野 の一実験室
か ら 始動す る 。 こ の よ う に 、 本セ ン タ ー は 学外
企業 と の研究連携の場 と し て も 重要 な 役割 を 果
た し て い く 必要があ る 。
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第 7 節 情報処理 セ ン タ ー
( 1 )  組織
昭 和 54年 6 月 、 学 内 に 電子計算機委員 会が設
置 さ れ た 。 そ の 後 、 平成 6 年 3 月 に キ ャ ン パ ス
情報 シ ス テ ム が運用 を 開 始 し た 。 翌 4 月 、 本学
に お け る 情報処理 に 関 す る 統合 的 な 調 整 と 関 連
す る 情報機器の 管 理運用 を 阿 る た め に 、 ! 日 来 の
電子計算 機 委 員 会 と 学 内 LAN 運常 委 員 会 を 統
廃合 し て 学 内 措置 と し て 情報処理セ ン タ ー が設
置 さ れ、 運常 に あ た る 情報処理 セ ン タ ー 運営 委
員 会が設置 さ れ た 。
さ ら に 、 学 内 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び教育研究用 電
f 計算機 シ ス テ ム の 管理 ・ 運 肘 を 円 滑 に 進 め る
た め 、 情 報 処 理 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 の ド に 、
1 ) 学 内 LAN 専 門 委 員 会 、 2 ) 教 育 斤j コ ン ビ ュ
ー タ 専 門 委員 会、 3 ) 研究用 コ ン ピ ュ ー タ 専 門 委
員 会 を 設置 し 利 用 者 の 便宜 を 阿 る こ と と し た 。
( 2 ) ネ ッ ト ワ ー ク
情報処理セ ン タ ー の 発展 を ネ ソ ト ワ ー ク の 而
か ら 見 て い く と 、 次 の よ う に な る 。
ま ず学 内 の 回 線 に つ い て み る と 、 平 成 6 {f c'lí
時 学 内 の [gl 未来 は 基 幹 部 分 が FDDI に よ り 構 築
さ れ た も の で あ り 、 [n]線速 度 は 幹線で'100Mbps、
末 端 で、 1 0Mbps で あ っ た 。 平 成 13年 2 }J に は 来
る べ き 情報化11;)'代 を 見抑 え 、 老朽化 し た FDDI
の 幹線部分 を Gigabit network に 更新 し 、 幹線
で 1 Gbps、 末 端 で、100Mbps と 、 大 幅 な 増 速 を
行 っ た 。 装 置 も 、 中 央 の パ ッ ク ボ ー ン L 3 ス
イ ッ チ を 完全二重化 し 、 障 害 時 の パ ッ ク ア ッ プ
イ本制 カ滞在 \'1: さ れ た シ ス テ ム と な っ て い る 。
対 外 接 続 回 線 も 、 平 成 8 年 当 時 は 1 . 5Mbps 
の ハ イ ・ ス ー パ ー デ ジ タ ル 回 線 (HSD) に よ
る も の で あ っ た が、 平 成 13年 2 月 に ATM 専
用 回 線 ( 3 Mbps) 、 平 成 14年 2 月 か ら は 富 11 1
大学 ( 当 時) 他 と の 共 同接続 ( ハ ウ ジ ン グ サ ー
ビ ス ) ( 7  Mbps) 、 平 成 1 5 年 1 月 か ら は 富 1 1 1 大
学 ( 当 時) 内 部 に 設 置 さ れ た SINET ノ ー ド へ
の 直 接 接 続 ( 10Mbps) 、 平 成 1 7年 2 月 か ら は
北 陸地 区 の 遠 隔授業 シ ス テ ム 導 入 に 対応 す る た
め の 増 速 ( 1 00Mbps) へ と 、 徐 々 に ス ピ ー ド
ア ッ プ を 閃 り 、 ユ ー サ、の 期 待 に 応 え て き た 。
( 3 )  シ ス テ ム
主要計算機 シ ス テ ム も 充実 を 図 っ て き た 。 平
成 9 年 に 教育研究用電子計算機 シ ス テ ム を 更新
し 計 算 機サ ー バ の 更新 な ど と 同 時 に 情 報処理教
育 用 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム も 更新 し た 。 平成10
年 3 月 に フ ァ イ ア ウ オ ー ル 設 置 、 1 1 月 に web
サ ー バ 更新、 平 成 1 1 年 1 1 月 に は フ ァ イ ル サ ー バ
を 更新、 平成13年 2 月 に は 教育研究用 電 子 計算
機 シ ス テ ム を 更新 し た 。 ま た 、 平 成 13年 3 月 に
は web サ ー バ を 更新 し 、 web mail を 導 入 す る
事 で 、 国 内 外の 出 張先 で 任 意 の コ ン ビ ュ ー タ の
ブ ラ ウ ザ か ら 学 内 LAN の メ ー ル を 送 受 信 で き
る 環境 を 用 意 し た 。 平 成 14年 3 月 に は 、 セ キ ュ
リ テ ィ 対策 と し て 、 ウ イ ル ス 対策 ソ フ ト 配信サ
ー バ を 導 入 し 、 ウ イ ル ス 対策 ソ フ ト お よ びパ タ
ー ン フ ァ イ ル を 全学 の 利用 者 に 配信 す る 環境 を
用 意 し た の ス パ ム メ ー ル も 増 加 の ー 途 を た ど っ
て お り 、 こ れ に 対応 す る た め 、 平 成 1 7 年 3 月 に
は ス パ ム メ ー ル対策機器 を 導入 し た 。
( 4  ) そ の 他
大 学 の 研究、 教育の 牟 層 の 発展 を 支 え 、 ま た
個性輝 く 大 学 に し て い く た め に は 、 大学 に お け
る 情報基盤の整備、 充実が よ り 求 め ら れて い る 。
よ り 早 く 、 よ り 便利 に と 研究者 の 要 求 は技術 の
進歩ー と と も に 止 め ど も な く 広 が っ て い く 。 ま た 、
情報処理教育 は長先端の機器 を 用 い て Hす代 に WJ
し た 教育が求め ら れ て い る 。 事務 の ペ ー パ ー レ
ス 化、 成績管理の コ ン ビ ュ ー タ 化 な ど業務効率
化 も 進 め ら れ て い る 。 情報処理セ ン タ ー は 、 こ
の よ う な 時代 の 要 請 に !必 え る と ;共 に 、 こ れか ら
の 技術革新 に 対応 し て 教育基盤の整備、 管理、
お よ び情報処理教育 を 含 め た マ ル チ メ デ ィ ア 利
用 推 進 の 役割 を 担 っ て い か な け れ ば な ら な い と
与 え て い る 。 字 方 、 情報 ネ ッ ト ワ ー ク 時代 に お
い て は 情報 の 発信 が重要 で あ り 、 ま た ネ ッ ト ワ
ー ク の安全性 に 関 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 の モ
ラ ル 、 エ チ ケ ッ ト 教育が電要課題 で あ る と 考 え
て い る 。
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保健管理セ ン タ ー は 、 保健管理 に 関 す る 専 門
的業務 を 附属 病 院 と の連携の も と に 一体的 に 行
い 、 学生及 び教職員 の 心 身 の 健康保持 ・ 増進 を
図 る こ と を 目 的 と し 、 昭和58年 4 月 1 日 に 設置
さ れ た 。 所長 (併任) は加須屋賓 (昭和 58年 8
月 �) 、 矢野三郎 (昭和62年 8 月 �) 、 窪 田靖夫
(平成 3 年 4 月 �) 、 小林正 (平成 5 年 4 月 �) 、
諸橋正 昭 (平 成 9 年 4 月 �) 、 渡 遺 明 治 (平 成
1 1 年 4 月 � ) 、 井 上 博 (平 成15年 4 月 �) が 務
め 、 体制 の確立や設備の 充実が進み 、 現在 の保
健管理セ ン タ ー が築 か れ た 。 専任職員 は 講 師 1
名 、 看護師 1 名 で あ り 、 講 師 は 斎藤清二 (昭和
58年 10月 �) 、 山下直宏 (昭和63年 7 月 �) 、 高
嶋 修 太 郎 (平 成13年12月 �) 、 看 護 師 は 山 田
( 昭 和58年�) 、 吉 田 ( 昭 和62年 4 月 �) 、 家 城
栄 子 (平 成 3 年 4 月 �) 、 中 井 章 子 (平 成 8 年
4 月 �) 、 島木貴久子 (平成 1 1年 4 月 �) 、 四 間
丁千枝 (平成15年 4 月 �) が担 当 し て い る 。 非
常勤看護 師 と し て柏樹、 中 道 、 門 口 、 そ し て 現
在桑守美千代が勤務 し て い る 。 看護師 は簡単 な
処置、 種 々 疾患の相談の ほ か、 学生の 身 近 な 相
談相手 と し て 重要 な 役割 を 果 た し て い る 。 さ ら
に 、 皮膚科、 精神科神経科、 整形外科、 産婦人
科、 眼科、 耳鼻咽喉科の各科か ら 学校医 を お 願
い し て い る 。 心理相談 カ ウ ン セ ラ ー と し て 平成
9 年 3 月 ま で は心理学の楼井芳雄助教授、 平成
10年 4 月 か ら は松井三枝助教授 に 協 力 頂 い て い
た が、 心理相談の件数が増加傾 向 に あ り 、 平成
15年 9 月 か ら 平成17年 5 月 ま で加藤奏心理士が
非常勤 で カ ウ ン セ リ ン グ に 当 た っ た 。 平成17年
4 月 か ら は 谷野幸子 臨床心理士が専任 カ ウ ン セ
ラ ー と し て 採用 さ れ、 き め細 か い 心理相談が可
能 と な り 相談件数の 著増 を み て い る 。
主 た る 業務 は 、 診療業務、 健康相談、 心理相
談、 定 期 健 康 診 断、 RI 実 習 や 課外活動 の た め
の 臨 時健康診断、 健康診断書 の発行、 自 律訓 練
法講習 会 な ど で あ る 。 最近の 10年 間 に 保健管理
セ ン タ ー の 運営 で特 に 充実 し た こ と は 、 他大学
に 先駆 け て 実施 し て い る 感染症予 防対策 で あ る 。
本学 は 医 師 ・ 看護師 ・ 薬剤 師 な ど の 医療従事者
を 育成す る こ と が 目 的 の 一 つ で あ り 、 臨床実習
に お い て 学生が直接患者 さ ん に接す る 機会が多
く 、 感染予 防対策 は 重要 な 課題 で あ る 。 平成 1 1
年 か ら 新入生全員 を 対 象 に B 型 肝 炎 ウ イ ル ス
抗体価 を 測 定 し 、 陰性の学生の希望者 に 対 し て
HB ワ ク チ ン 接種 を 行 っ て い る 。 ま た 、 学生 時
代 か ら 卒業 直後 に か け て肺結核 を 発症 し た学生
が複数い た た め 、 臨床実習 前 に ツ ベ ル ク リ ン 反
応検査 と 胸部 レ ン ト ゲ ン 検査 を 行 い 、 ツ ベ ル ク
リ ン 反応 の 強 陽性者 は レ ン ト ゲ ン フ ィ ル ム を 3
重 に 読影 し 、 結核感染 の有無 を 厳重 に チ ェ ッ ク
し て い る 。 陰性者 に 対 し て は BCG 接種 を 行 い 、
結核予 防対策 を 行 っ て い る 。 平成15年か ら は 医
学 部 学 生 を 対 象 に 麻疹 ・ 風疹 ・ 流 行 性 耳 下 腺
炎 ・ 水痘 の 4 種の ウ イ ル ス 感染症 に 関 す る 抗体
測 定 を 行 い 、 抗体陰性の希望者 に 対 し て ワ ク チ
ン 接種 を 実施 し て い る 。 平成17年か ら は 薬学部
で も 行 う こ と に な っ た 。 平成11年度か ら は エ イ
ズ 講習 会が毎年行 わ れ、 最 近 で は 禁煙講習 会 も
実施 し て い る 。
こ の よ う な 業 務 に 加 え て 、 小方 ら は 「 ウ イ ル
ス 肝炎対策 : B 型肝 炎 ワ ク チ ン 接種状況 お よ び
HBs 抗 体 評 価 の 問 題 点」 と 題 し て 、 第40 回 全
国大学保健管理研究集会 (平成14年) で発表 し 、
英文原著論文 Ogata N. Takashima S. e t  al. が
I Antibody to hepatitis B surface antigen (Anti 
-HBs) induced by a recombinant hepatitis B 
vaccine considering of subtype adr antigen is 
underestimated on the W orld Health Organi­
zation (WHO) - standardized assay J を Inter
nal Medicine42 : 446 - 447 ， 2003 に 報告 し た 。
平成16年 に は 四 間丁 ら が 「感染予 防対策 に お け
る ウ イ ル ス 抗体価 の 陰性率 と 測 定法 の 選択 に 関
す る 研究ー と く に 流行性耳下腺炎 に つ い て 」
と 題 し て 、 第42 回全国大学保健管理研究集会で
報告 し た 。
こ こ に述べた業務 は 、 学生課の協力 の も と に
成 り 立 っ て い る 。
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関連病院
一 開学30周年にあたって
一
関連病院長懇談会会長 藤田 秀春高岡市民病 院院 長
このたびは、 開学30周年をお迎えになり、 ま
ことにおめでとう ございます。 心からお祝い申
し上げるとともに、 多数の人材の育成、 医学教
育、 地域医療のため、 永年にわたって努力され
てきた先人、 関係者の方々に対してあらためて
敬意を表するものであります。
ここ10年の関連病院の数と派遣医師数を見て
みますと、 平成 7 年度は県内公的病院21 (医師
数141)、 民間病院26 (医師数51)、 県外公的病
院43 (医師数105)、 民間病院28 (医師数44)で
あったものが、 平成17年では県 内 公的病院32
(医師数238)、 民間病院47 (医師数82)、 県外公
的病院42 (医師 数112)、 民 間 病 院42 (医師 数
73)となっており、 特に県内公的、 民間病院へ
の派遣医師数の増加が著しい。 このことは県内
医療の充実に果たしている富山医科薬科大学の
役割の大きさを表しているものと考えられ、 今
後も関連病院と大学病院の良好な共同関係を維
持していくことの重要性を認識させられます。
大学病院と関連病院はいわゆる車の両輪の関
係にあり、 いずれが欠けても相互の発展は望め
ません。 大学病院には更なる優秀な人材の育成
を、 また関連病院では派遣された医師に十分な
活躍の場を提供して地域の医療に貢献してゆく
ことを望みたいと思います。
ところ で、 今年 2 年目を迎えた医師の新臨床
研修の影響で、 地域病院への派遣医師数の減少、
ひいては医師剥がしなる言葉さえ聴かれるほど
の医師不足が大きな社会問題となっています。
ことに、 地方都市での医師不足は深刻であり、
自治体病院協議会ではこのままでは地域医療が
崩壊するとして行政的な手段を講じるよう に要
請しているところ です。 また、 産科、 小児科、
外科、 麻酔科などの特定診療科を希望する医師
の極端な減少も将来に対する大きな不安要因で
あり、 こう した状態の打開策をどのよう に考え
てゆくかという 問題も、 医育 機関としての大学
病院の喫緊の課題と思われます。
そう した状況下で、 今我々が最も関心を寄せ
ているのは新臨床研修 2 年間を修了した医師た
ちの動向です。 現在都会に集中しているこれら
の研修医が、 今後どのよう な道に進むのか。 優
秀で評価の高い研修病院といえども、 現在研修
している全ての研修医を 3 年目以降も採用する
ことは不可能です。 果たして大学医局への回帰
は有りう るのか。 もし、 いわゆる入局者が激減
するよう な事態になれば、 これからの地域医療
のみならず、 医学、 医療の発展にも大きな支障
をきたすことは明 白です。 研修医の大学離れの
理由は何だったのでしょう か。 従来からの大学
は、 診療スタッフの不足、 低待遇、 組織的な教
育・研究体制の整備不足、 過重労働、 前時代的
な医局運営など多くの構造的な問題があったと
思われますが、 それらが今一気に表面化したと
いえるのではないでしょう か。 こう した問題に
適切に対応しなければ若手医師への求心力がさ
らに低下し、 ひいてはわが国の医学・医療レベ
ルの低下を招くことになります。 しかし、 これ
まで医師の専門的教育、 高度医療の開発などに
大学病院あるいは医局の果たして来た役割は極
め て大きなものがあります。 新臨床研修を終
わって新しい価値観を持った新人医師にとって、
魅力的な医局とは何か、 魅力的な大学病院とは
何か、 これまでの古い考えから脱却してさらに
検討してゆく必要があると思います。
本年10月から、 新富山大学が誕生します。 こ
れまでとは違った組織運営が求められるこの 機
会に更なる発展が望めるよう 、 叡知を集めて努
力してゆきたいものです。
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しらゆり会
理事長 柳田 友道
富山医科薬科大学しらゆり会は富山県におけ
る篤志献体夜録者の団体であり、 篤志解剖全国
連合会に所属して献体運動を実施している。 そ
の生い伝ちについては、 わが国におけ る篤志献
体運動禁明期の展望 も含めて、 富山医科薬科大
学『関学十周年記念誌Jにしらゆり会元会長の
中井精一氏が詳しく述べられているので、 ここ
でははじめに北陸地医における献体運動の発展
経過についての概要を述べるこ と とする。
金沢大学医学部解剖l学教室山田致知 (むねさ
と) 教授は、 篤志献体による解剖学実習が阪学
生の系統解剖学に関する医学的 並びに倫理的 教
育に欠かせないこ とを強く認識され、 本事業の
ふ:ち上げに尽)Jされていた ところ、 これを知っ
た富山県善意銀行理事長中井精 宇氏が山田教授
の志向に全面的に賛同され、 両氏が相協力して
Il{í和44年、「しらゆり会jを設立し、 初代理事
長に中井氏が就任された。
昭和50年、 富山医科薬科大学の関学に伴い、
医学部では解剖学実習が実施されるこ と となっ
たので、 大学当局は中井氏の協力を得て、 昭和
52年、「しらゆり会富山医科薬科大学支部jを
設置し、 初代支部長に佐々亭学長が就任した。
さらに福井医科大学の新設に伴い、 昭和56年に
は「しらゆり会福井医科大学支部」が設置され、
北陸地区では既存の金沢大学 と併せて、 献体運
動の地盤が確立されるこ と となった。
昭和57年山田教授の金沢大学定年退職を機会
に、 山田氏がしらゆり会理事長に、 中井氏は同
会長に就任され、 その後本会は着実に発展した。
しかし残念ながらILi田理事長が平成 6 年に永眠
されたので、 翌年金沢大学関係者の読谷栄作氏
が理事長に就任した。
平成 8 年頃、 北陸地区の献体登録会員 数は
5，000人 を超えるに至ったので、 しらゆり会の
効率的 運営を図るために各支部の分離独立案が
浮上し、 その方向で検討されていた。 そのよう
な折、 平成 8 年、 本会大黒柱の中井会長が111m
氏の後を追う よう に他界されたこ とは誠に残念
であった。 その翌年計画どおり、 しらゆり会は
解散して、 富山、 福井の各支部は独立すること
となり、 北陸3 県の3 大学に、 それぞれの大学
名を冠したしらゆり会が発足するこ と となった
のである。 こう して発足した「寓山医科薬科大
学しらゆり会」 理事長には柳田友道が就任し、
現在に至っている。
本学しらゆり会は本学事務局研究協力課の協
力の下に事業を展開しており、 登録会員 数はこ
こ数年間、 約1，2 50名を前後しながら定 常状態
にあり、 そのう ち年間約404うから50名前後の
方々が亡くなられ、 献体される という 状況が続
いていて、 解剖学実習は何ら支障なく実施され
ている。
本会会員 は日常作j吊において健康で、楽しく生
き抜くこ とをモットー としており、 秋期に開催
される本学の慰霊祭に合わせて開催 される総会
では、 解剖学実習に参加した学生諸君の話を聞
いたり、 献体運動をより深く理解するために、
会員 相互の活発な意見交換をしたり、 さらに医
学部教官を招いて健康増進や病気などの講話を
して頂き、 会員 の参考に供している。 また機関
誌「しらゆり富山」 はあまねく会員 に読まれて
いる。
平成17年 3 月には本学しらゆり会 として最大
のイベントであった第35回篤志解剖全国連合会
総会が本学医学部大谷修教授のご尽力により開
催 された。 この連合会での重要議題は、 大谷教
授が日本解剖学会で委員 長 として検討されてき
た「コメデイカルの解剖学実官教育」の問題で
あった。 問題 として指摘された点は、 コメデイ
カル教育機関の本件への取り組み)Jは様々だが、
概して基礎 となる解剖学教育に不備が感 じられ、
篤志献体解剖実習実施についての熱意が不十分
で、 献体提供者側の気持ち としては、 倫理面で
何 となく不信感 が払いきれないなどであって、
今後更に検討すべきこ とが話し合われた。
医学部後援会
30周年を迎えたことで
医学部後援会長 {天木 弘
関学30周年記念、 誠におめでとう ございます。
心からお慶び、申し上げます。 30周年を迎えたこ
とで、 現在医学部の後援会長をしております私
に、 記念誌への原稿依頼がありました。
最近の医学教育・医療界のトピックスは、 今
年からはじめ て医学科に CBT (コンピュータ
ーを利用した試験 ) が採用され、 臨床実習が受
講できるかどう かを判定されることになりまし
た。 また、 新規の研修医制度 (大学卒業後 2 年
間の臨床研修システ ム) で研修なされた先生た
ちが誕生し、 大学の附属病院や公的・私的病院
などに就職され診療を開始されました。 医療シ
ス テ ムの面では世界的にすぐれた 日 本の医療制
度 (GDP: Gross Domestic Productに占める社
会保障への税金分担が少ないので優れている)
の大幅な改革がなされよう としています。
私は、 本学の第2 回卒業生であり、 30年もす
ると私の二世も本学の学生になっておりました。
私が入学した頃はまだ附属病院もなく、 工事現
場に講義棟と体育館、 グラウンド、 野球場、 プ
ールが完成したばかりで広々としておりました。
今では、 当学部も最近順番に改築されている旧
大学の医学部に比して、 より風格がでできてい
ます。 また、 本年10月には富山医科薬科大学か
ら富山大学へと統合され、 総合大学の仲間入り
を呆たします。 今後の発展を期待いたします。
ここに発足された医学部後援会は、 今年で16
年目を迎え運営もス ムーズに運んでおります。
これも学生課の宮村氏のおかげであります。 本
後援会の使命は、 当学の学生さんに勉学ならび
に課外活動、 さらには健康管理に関して支援す
る会であり、 主に在学生の父兄から会費を集め
て成り立っております。 この会費は、 運営費、
事業費 (予防接種、 課外活動、 大学祭、 献体活
動、 図書購入、 運動 会、 講演会)、 積み 立 て
(遭難などの) に使用されています。
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学生諸君には、 これらの諸問題にも敏感であ
りながら、 勉学、 クラブ活動そして学生生活を
満喫できるよう 、 これからも後援会の皆様のご
協力よろ しくお願いいたします。
薬学部学生後援会
薬学部学生後援会長 古津 隆
『富山医科薬科大学関学 三十周年記念誌』 の
発刊を心からお慶び、申し上げます。
本薬学部学生後援会は平成10年2月に設立さ
れました。 学生後援会を設立するきっかけは、
当時、 中込和哉先生 (臨床分析学講座助教授)
と小泉徹薬学部長が中心となり、 教授会に提案
し講師以上の教官34人の拠金で96万円の資金を
集め、 緊急援助資金の貸与事業をスタートさせ
たことによります。 設立前の平成 9 年 9月 8 日
に「薬学部学生諸君へ緊急奨学援助のご案内」
という 掲示が貼り出されました。 そして同年 9
月28 日 の新聞記事にニュースとして紹介されて
います。 「学生の苦しい懐、 緊急支援。 富山医
薬大の教授会ポケットマネーで融資基金。 一回
5万円の無利子貸与」 という 見出しで、 記事内
容 は当時の文部省調査によると、 「最近の学生
の生活は以前に比べてかなりきびしく、 実態は
やりくり算段であるjという こと、 またそのよ
う な背景の中でも「教官の拠出による基金づく
りでの学生に対する小口融資は全国の大学でも
めずらしい」 という ことなどが書かれてありま
した。
その後平成 9年 2月14 日 、 父兄ならびに保証
人から学生後援会設立についての承諾、 多数の
賛同を得て、 翌年 1月24 日 設立準備世話人会、
同年 2月21 日 に第1 回薬学部学生後援会 (設立
総会) が聞かれたわけで、あります。 このよう に
してできた薬学部学生後援会は、 現在までその
基本目的を継承して次の活動を行っています。
①課外教育援助、 ②課外活動援助、 ③奨学資
金援助、 ④広報活動、 ⑤緊急対策
①課外教育援助
主に薬剤師国家試験 特別演習 (国家試験 対策
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活動は現在 も教務の先生方によって進行中)
薬学部ならびに和漢薬研究所のご理解とご協
力により、 国家試験対策を立てていただき、 薬
学ゼ ミナールによる集中講義や、 1週間おきの
模擬試験および国家試験ガイダンスを開催する
こ とで、 国家試験に向け ての緊張持続を図り、
また模擬試験の結果の解析によって、 受験生
個々の進展を把握し個別指導を行っています。
課外教育には相当な時間 と費用がかかります。
学生さんたちに 」部 自己負担 (模試受験料等)
をしていただいておりますが、 残る差額分を学
生後援会で補助させて頂いております。 また、
実宵に関わる病院薬剤部への書籍代、 卒業論文
発表会におけ る優秀諭丈に対して賞状や賞品の
提供なども行っております。
②課外活動援助
現在各I.jl体からの申請書に基づいて、 片寄り
や不公平のないよう に薬学部学牛会の在籍数、 大
会の主管などの責務の大きさなどによって、 優
先順位をつけ て配分額を調整して補助額を決め
ております。 予算の都合}'，十分な援助 とはいき
ませんが、 21ト11体のほか、 大学祭への補助、 学
生相談室への補助 も行っております。
③奨学資金援助
これは奨学金 とは異なります。 あくまで学Jt，
が A時的 にお金が必要になった ときに一回当た
り 8 万円を限度 として貸与する ものです。 全IEI
で学生が親に無心できず消費者金融に子を出し
て社会問題になったこ とを憂いて、 直接学'i'_た
ち と接する先生方の親心的 制度であり、 学生か
ら相談を受け た先T又は学生委員 が紹介する制
度です。 もちろん安易に貸号するのではなく、
返済計画、 保証人の依頼、 借用書の製作をして
提出して もらっています。 奨学資金援助活動は、
これまでにクラブ遠征、 車検費用の捻出、 就職
活動、 仕送りj戒額などに対して資金援助を行っ
てきました。 最近の例では、 実家焼失あるいは
3 年生より学内 医学部編入、 国家試験にIÎI]け て
の勉学集中によるアルバイト停止が貸与中し込
みの理由でした。 また、 この奨学金援助にかか
る資金(原資) は全ての教職員 会員 の会費の積
立てのIjlから行われています。
④広報活動
学生後援会総会資料および最新号の学園だよ
りをすべての会員 の皆様にお送りしております。
また有志の先生万によって本学薬学部のホーム
ページに学生後援会用の欄が設け られています。
ホームページが作成されインターネット土‘での
学生後援会の案内 や報告 も行われるよう になり
ました。 これにより富山県から離れた ところに
お住まいのご父兄、 保護者の皆様に も、 できる
だけ 早く情報をお伝えできるよう になった と思
います。
ここ数年、 大学祭開催期間に合わせて、 父兄、
保護者 と薬学部の先生方 との懇談会が開催され
ておりますが、 広報活動の効果で年々ご参加下
さるご父兄が増えて、 前回は約60人以上のご父
兄にご参加し、ただきました。 薬学部学生後援会
に とりましては、 より多くのご父兄、 保護者の
皆様の関心 とご意見を聞かせて頂け る非常に意
義のある機会だ と思っております。
いままで述べてきた活動内 符のほかに、 学生
の災害時に対して学生後援会の対応をどのよう
にするかなど、 検討していかねばならない問題
は山積みであります。
医療系総合大学 として富111医科薬科大学が設
なされてはや30年、 教官 と父兄、 保護者による
共同拠出でできた薬学部学生後援会はまだ 8 年
来年 4J1には薬剤師教育 6 年制化に伴う 第一
期生が入学してまいります。 まだまだ不充分な
体制の学生後援会ではありますが、 これからも
薬学部の教職員 の先生Jiにご指導I良き学生後援
会 として、 今、 そして将来的 に薬学部学生に何
が必要か、 何を援助できるかを考え、 的 確にそ
れを行える会 として進化していくこ とを今後の
U標にして努JJしていく所存です。
医学部同窓会
医学部同窓会長 高間 良久
つい先日開学J十周年を祝った と思ったら、
この度は三十周年記念である。 過ぎた歳月 と白
らに備わったものとを比べると、 『光陰矢の如
し』 などという 言葉の重みばかりを感じてしま
つ。
『人間五十年下天のう ちをくらぶれば』、 医学
部同窓会も一期生の多くがそんな年齢にさしか
カミるよう になってきた。
本会は197 6 年、 一期生の入学と同時に準備さ
れ、 1982年その卒業を 機に正式発足した。
本会の現在の主な事業は以下である。
1. 総会・理事会等の開催
2. 同窓会名簿・同窓会報の発行と発送
3. 卒業記念品の贈呈と卒業祝賀会の開催 (薬
窓会と共同)
4. 退官教官への記念品の贈呈
5. 大学祭の後援
6 . 富山医科薬科大学と関連病院長会議への出
席・協賛
7 . I杉谷の森」 合奏団への協賛
ほかに、 母校図書館への図書寄贈や各種協賛
事業、 さらに「医学教育の評価と展望J (1987 
年、 1992年)、 「卒業生の就業状 況調査J (1993 
年)などの調査事業や、 4.に関連して医薬大祭
記念講演会講演録「竹林に曾す」出版 (1995
年)、 関学二十周年記念シンポジウ ム「今、 大
学は何をなすべきか」 の開催 (1995年)、 など
を行ってきた。
こう した事業を数えながら、 今昔の感に堪え
ないのは、 昨今の医学部、 医療を取り巻く環境
の激変だろ う 。
2004年に導入された新医師臨床研修制度は、
研修医の位置づけを明確にした一方で、 従来の
医師派遣体制の崩壊をももたらした。
私の在住する栃木県では、 在京大学の医師需
要の高まりで本県派遣医師が引き揚げられた。
一方で、 本県にある自治医大、 濁協医大は主た
る 機能が栃木県の地域医療用人材の養成ではな
い事情があり、 地域は深刻な医師不足に見舞わ
れた。 現在、 複数の病院で救急診療の縮小、 病
床減、 病棟休止など病院 機能に大きな影響がで
ている。
研修医側も従来の母校・大学中心から大都会
の大規模病院志向で、 地方大学では定員割れの
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所もあると聞くから、 母校の同窓生より研修先
の同期生の方に親近感を覚えるかのよう な勢い
である。
1980年第一回医薬大祭記念講演会に来演され
た江藤淳先生は、 大東亜戦争敗戦後の占領政策
がわが国の精神風土に多大な影響を与えたこと
を体系的に指摘された。
乱暴な言い方かも知れないが、 本国でも行わ
れないよう な先鋭な個人中心主義の称揚、 言い
換えれば家族制度解体に象徴される帰属意識を
もたぬことを価値とする考えは、 個人を開放し
たかにみえて、 実は家族なり母校なり帰属する
集団で分けて背負っていた重荷を一切合切個人
に背負わせることにもなったのではないだろ う
か。
現在では欧米諸国は実質的に個人主義よりも
社会主義を重視するかのよう な体制に見え、 わ
が国はそれにも逆行しているよう に思えるのだ。
加えて個人情報保護法が先鋭な個人中心主義
とセットになって、 同窓会の基盤を大きく揺さ
ぶっている。
本会は入学時準会員として入会する、 という
シ ス テ ムをとっているが、 かつて3名 以 内 で
あった未入会者は最近では20名 前後と増え、 名
簿に個人情報を載せるべきではない、 との意見
もでてきた。
しかし、 概念としての「世界市民」 は提唱で
きても、 地域紛争や民族対立の現実がある以上、
帰属の価値、 いわば帰るところ のある安心を考
えないわけにはいかないだ、ろ う 。
私事で恐縮だが、 愚息の通う 創立130余年に
なる私立の中高一貫校では、 父母会まで学園振
興に熱心である。 経済的な問題も含め、 学園の
存立にそう した努力を必要とする事もあろ う が、
その学校に学ぶことのよさが、 そう した熱心さ
の源泉となっているよう に思う 。
医学科正会員2，289名、 看護学科正会員 614名、
教官である特別会員95名、 準会員850名 からな
る本会の使命は何か。 戦後6 0年、 振れ過ぎた振
り子がまた戻ることを祈りながら、 会員諸氏は
も ちろ ん、 薬窓会、 諸先生方、 ならびに本学に
関わるさまざまな方々のお力で、 本会の意義を
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見つめ、 高めて行け れば と思う 。
薬学部同窓会
富山薬窓会の活動
富山薬窓会長 松井 竹史
富山医科薬科大学が、 昭和50年10月に医学部
と薬学部を有する大学として創立され、 今度開
学三十周年記念式典・記念講演会を開催 されま
したこ と、 心からお慶び、申し上げます。 引続き
医学部同窓会 と富山薬窓会の合同で記念祝賀会
を開催 しました。 歴代の学長先生、 教職員 の
方々、 各界団体の代表者、 そして大勢の同窓会
の皆様にご出席を頂き、 旧交を温め、 将米を展
望する有意義な会 となりました。
振り返ってみます と、 富山薬窓会は、 明治26
年 (1893年) 8 月の共立薬学校の開校以来、 百
卜数年ムの歴史 と共に9，000名近い同窓会員 を擁
しております。 母校は、 明治30年 (1897年) 11
月富山市立薬学校へ移管され、 その後、 市立薬
業学校、 富山県立薬業学校、 富山県立薬学専門
学校、 官立薬学専門学校、 そして昭和24年(1949
年) 5 月、 富 山 大 学 薬 学 部、 昭 和50年 (1975
年) 10月、 古山i宍科薬科大学薬学部、 平成16年
(2004年) 10月、 回収大学法人 富山医科薬科大
学薬学部 と変遷発展してきました。 今後、 平成
17年 (200 5年) 10月、 国立大学法人 古山大学薬
学部へさらなる発展が予定されています。
同窓斗ては日本国内 のみならず、 世界の各地で
灰療保健の向上、 薬学の隆盛に力を発揮されて
います。 校名は変遷しで も、 活躍の場は違って
も、 富山において学んだ同志 として、 連帯感 は
変わらず、 日本各都道府県に支部 と、 |玉|外 2 支
部を有し、「富山薬窓会」 員 とし て強い粋を
持っております。
また、 会員 活躍の状況は会報「遠久染」に毎
年記載され、 各支部報告、 同級会報告等のほか、
会員 の叙勲、 褒章、 厚生労働大臣表彰、 文部科
学大臣表彰、 知事表彰、 その他受賞者の数の多
さから も窺い知るこ とが出来ます。
富山薬窓会は毎年、 常任理事会総会を行い、
本部活動、 支部長報告等で、 本音1 、 支部の意思
疎通を図っています。 また、 会報「遠久染J を
全会員 に発送しています。 富山薬窓会本部支部
活動はホームページに も載っています。
会員名簿は、 直近では2004年版を発行した と
ころです。 薬窓会後援事業 として、「薬学研究
科セミナーJ I学内スポーツ大会助成」へ研究、
健康両面で支援しています。 創立75周年記念事
業で寄贈した薬窓会記念会館の継続 とみなされ
る現在の薬学研究資料館の整備充実を行ったの
で、 薬窓会会員 以外の}j々 も広く多くの活用を
してドさい。
平成13年 (2001年) 21世紀最初の年に、 薬学
部玄関横記念碑の前に、 富山薬学専門学校時代
を偲ばせる記念碑の説明パネルを設置しました。
官立吉山薬学専門学校門碑、 県立薬業専門学校
門柱、 松樹、 大鳶岩 と忠孝石の説明文が書いて
あるので是非と もお読みドさい。
寓山医科薬科大学は、 医学 と薬学の融合 とい
う 斬新な瑚念の下に開学され、 研究発展に、 教
育に、 臨床治療に輝かしい成果を挙げられてき
ました。 平成18年度から、 薬学教育が 6 年制薬
剤師 養成コース と、 4 年+ 2 {f.の薬学研究者養
成コースに分かれて募集されるこ とになりまし
た。 臨床現場の研修を受け た薬剤師が平成24年
度から誕生するこ とになります。 医療の担い手
として薬剤師教育に配慮頂く と共に、 臨床現場
も熟知した薬剤師の研究者養成 も大切でありま
しょう 。
平成17年10月 1 日から富山大学、 高岡 短大 と
統合され、 新寓山大学が発足します。 国際化へ、
また、 地域社会へ、 そして、 学 と官 と産の連携、
人 づくり等の新展望を持って、 新しい大学、 国
内 有数の統合大学 として発展されるこ とを心か
ら願っています。
薬窓会はその歴史 と伝統の も と、 会員 の親睦
をはかりつつ、 併せて母校の発展に寄与出来れ
ば幸い と考えています。
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難波 教授(研) 薬用資源を ヒマラヤに訪ね
公開講座 て (学 内 見 学:薬 学 資 料
館)
「健やかに生きるために」の年度別開講一覧 出来田看護部長(病) 老人看護の実際 (学内
昭和60年度「薬と健康J 12.5時間 受講者7 6名
加須屋教授(医) 富山の成人病の現状
矢野 教授(医) 易しい成人病の話
森田 教授(薬) 薬用植物現地指導 (大沢野
町猿倉山周辺)
身近な薬草と健康管理につ
いて
大浦 教授(研) 和漢薬と代謝改善
寺津 助教授(病) 頭痛と和漢薬
昭和61年度「薬と健康J 12時間 受講者54名
加須屋教授(医) 老人ボケについて
倉知 教授(医) 老人ボケについて
辻 教授(医) 老人のかかり易い病気 整
形疾患
窪田 教授(医) 老人のかかり易い病気 眼
科疾患
片山 教授(医) 老人のかかり易い病気 泌
尿器疾患
吉崎 助教授(薬) (学 内施設見学:薬用植
物園)
荻田 教授(研) 老人と薬 和漢薬
難波 教授(研) (学 内見学:薬学資料館)
中川 副薬剤部長(病) 老人と薬 現代薬
出来田看護部長(病) 老人の看護の実際 (学
内施設見学:病院)
昭和62年度「薬と健康J 1 2時間 受講者43名
篠山 教授(医) 老人と心臓病
諸橋 教授(医) 老人と皮膚
高久 教授(医) 老人と脳卒中
古田 教授(医) 最近の歯科治療 いつま
でも、 おいしく食べられる
よう に一
木村 教授(薬) 薬の作用
吉崎 助教授(薬) (学 内見学:薬用植物園)
見学:病院)
昭和63年度「薬と健康J 12時間 受講者36名
佐々木教授(医) 肝炎の予防と治療
水越 教授(医) 高齢者の難聴
飯田 助教授(医) 腎臓病の話
森田 教授(薬) 身近な薬草と 2�3 の漢方
薬
小泉 (徹)教授(薬) 薬のできるまで
堀越 教授(病) 薬に関する最近の話題
寺津 助教授(病) 不安定愁訴と漢方薬
出来田看護部長(病) 老人看護の実際
平成 元年度「健やかに生きるためにJ 11. 5時間
受講者52名
篠山 教授(医) 心臓発作を防ぐために
楼川 教授(医) AIDSとはなにか
吉崎 助教授(薬) 生活の中の薬草
小野寺助教授(薬) 健康と体力作りの運動処
方
難波 教授(研) 健やかに食べよう
寺i事 教授(病) 若さを保つための和漢薬の
知識
出来田看護部長(病) 臨床看護者の立場から
施設見学 (薬用植物園、 薬学資料館、 附属
病院薬剤部)
平成 2 年度「健やかに生きるためにJ 11. 5時間
受講者6 3名
矢野 教授(医) 栄養と健康
加藤(義)助教授(医) 骨と加齢
布施 助教授(医) 高齢者と排尿障害
森田 教授(薬) 身近な薬草について
小橋 教授(薬) 日 本人の寿命
荻田 教授(研) においとあじ
斎藤 講師(病) こころ とからだの健康
施設見学 (薬用植物園、 薬学資料館、 病院
放射線部)
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平成3 年度「健やかに生きるためにJ 12時間
受講者63名
鏡森 教授(医) ライフスタイル と成人病予
防
高久 教授(医) 脳卒中の予防 と対策
田中 助教授(医) 消化管 (食道・胃・腸)
の出血
吉崎 助教授(薬) 薬草の，恩恵
i度透 教授(研) 動物実験から見た「老 化 と
和漢薬」
羽田 助 教 授(病) CT およびMRI検?をに
ついて
西国副看護部長(病) ささえあい生きる喜び
を
施設見学 (薬用植物岡、 薬学資料館、 病院
放射線部)
平成4 年度「健やかに生きるためにJ 12時間
受講者90名
渡透 教授(医)
倉生日 教授(医)
窪田 教授(医)
新居 講師(医)
木村 教授(薬)
森田 教授(薬)
肝臓 と病気
脳 と精神活動 両像診断
から
限の健康を守るために
5('[生の後半生 とホルモン
食べ物 とくすり
身近な薬草の利用について
服部 教授(研) 東洋人の知恵、
西田副看護部長 (病) 大学病院医療のインフ
ォメーション
平成5 年度「健やかに生きるために」 がん と
エイズ 12時間 受講者81名
楼川 教授([云) 後天性免疫不全症候群(エ
イズ)
北 川 教授(医) 増え続け る肺がん
鏡森 教授(医) がんの免疫 と予防
神郡 教授(医) がん と精神看護
田i宰 助教授(医) 大腸痛の予防はできるの
台、
清水 助教授(薬) がん と伝承薬物
服部 教授(研) エイズのクスリ開発最前線
龍村 助教授(病) がんの治療法について
平成6 年度「健やかに生きるためにJ 痛み と
のつきあいー 16.5時間 受講者80名
辻 教授(医) 痛み と仲良く生きるコツ
井上 教授(医) 胸の痛み 狭心症か? 一
高間 教授(医) 痛み とケア
遠藤 助教授(医) 頭痛・めまい とのつきあ
い方
新居 講師(医) 心配な痛み と心配ない痛み
痛みの正体を知ってかし
こくいきる方法
木村 教授(薬) 痛み と薬
清水 助教授(薬) 痛みにかかわりあいのあ
る天然薬草
食石 教授(研) 痛み と鎮痛の基礎
龍村 助教授(病) 癌の痛みとその対策
坂本 助手(病) 急性腹症 外科医から見
た腹痛
平成7 年度「健やかに生きるために」 腎臓と
病気- 14.2時間 受講者69名
小泉 教授(医) 腎臓の働き と尿毒症
稲葉 講師(病) 小児腎疾患の特徴
大角 講師(病) 糖尿病 と腎臓
施設見学 薬用植物園
横津 助教授(研) 腎疾患 と和漢薬
高田 助教授(医) 内 科的 腎疾忠の進行 とそ
の対策
宮原 助教授(薬) 腎臓 と骨障害
老同副看護婦長(病) 慢性腎疾患のセルフケ
ア と尿失禁の対処につ
いて
j酉本 講師(病) 腎結石杭ーその治療の革命
的 変化について
風間 講師(病) 腎臓に見られる泌尿器科的
疾患
平成8年度「健やかに生きるために」 肝臓 と
病気一 12時間 受講者74名
高屋 教授(医) 肝臓の構造と機能
竹日 教授(薬) 肝臓におけ る解毒作用 と解
毒ポンプ
高原 講師(病) アルコール と肝臓
門出 教授(研) 肝臓病 と和漢薬
白木 教授(医) 肝炎を起こすウイルスにつ
いて
渡辺 教授(医) 肝炎、 肝硬変、 肝がん 症
状、 診断と治療
明栄養管理室長(病) 肝臓病と食事療法
坂本 助教授(医) 肝臓の手術
平成9年度「健やかに生きるために」 一脳と病
気 12時間 受講者85名
小野 教授(医) 脳と心 感情・記憶のメ
カニズ ムとその老化
倉知 教授(医) 脳と心 精神分裂病研究
から
渡辺 教授(研) 老年期痴呆と和漢薬 基
礎研究から
寺i宰 教授(医) 老人性痴呆症と漢方治療
遠藤 助教授(医) 脳腫蕩 早期発見と治
療の進歩一
渡辺 教授(医) 肝炎、 肝硬変、 肝がん
症状、 診断と治療
高嶋 助手(医) 脳の病気に対する精神内科
的 アプローチ
川崎 教授(医) 小脳と運動 機能
高久 教授(医) 脳卒中の外科治療
平成10年度「健やかに生きるために」 心臓の
病気- 12時間 受講者6 6名
加須屋教授(医) 成人病の疫学 心臓病を
中d心として
市町 講師(医) 小児の心臓病
井上 教授(医) 成人の心臓病 早期発見
と治療
足立 教授(病) 心臓病と薬
麻野井講師(病) 心臓病と運動
三崎 教授(医) 身体に優しい冠動脈パ イパ
ス
高田 助教授(医) 高血圧と心臓 動脈硬
化
浜崎 教授(研) 動脈硬化と食事
高久 教授(医) 脳卒中の外科治療
平成11年度「健やかに生きるために」 一症状か
ら見た消化器疾患 15時間 受講者78名
大谷 教授(医) 消化器とは 自分の身体
を知る一
渡辺 助教授(病) おなかにしこりが 一画
像診断
斉藤 助教授(医) おなかと背中が痛い
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勝疾患なんか怖くない
塚田 教授(医) 眼が黄色い 一 日 帰り治療
もできるよう になった胆石
症
田中 教授(医) 胃の病気とピロリ菌
田i宰 教授(医) 便に血が混じる 大腸が
んと痔疾患
坂本 助教授(医) たべものがつかえる一食
道がんが色素でわかる一
渡辺 教授(医) お腹が張る 肝硬変
明栄養管理室長(病) 粥食はいいですか?
一 胃腸の弱い人、 肝臓
病の人一
寺津 教授(医) 便秘は病気? 一漢方では
こう 考える
平成12年度「健やかに生きるために」 日常生
活習慣と健康一 12時間 受講者51名
鏡森 教授(医) 疾病構造の変遷
諮 教授(研) 飲酒の楽しみと健康
梶田 教授(医) 生活習慣と骨粗悪症
成i頼 教授(医) 塩分と血圧
加須屋教授(医) 健康診断の意義とその生か
し方
成瀬 教授(医) 社会性と健康寿命
浜崎 教授(研) 食生活と動脈硬化
斎藤 教授(医) 女性と喫煙
平成13年度「健やかに生きるために」 一医療に
おける科学と伝統、 その変遷及び医療科学ト
ピックス 12時間 受講者 47名
実谷 教授(研) 養生の極意は「中を守る」
こと
鏡森 教授(医) ド イツのクナ イプ自然療法
にみる温泉と健康増進
北島 教授(医) I医療科学トピックス 1 J 
宇宙旅行から骨の健康を考
える
倉知 教授(医) 心を支える脳のメカニズ、 ム
木村 教授(医) ポストゲノ ム時代の骨と関
節の健康
永山 教授(医) 社会構造の変化と家族の変
� 
合
津田 教授(薬) I医療科学トピック2 J ゲ
308 第5章 関連同体と地域活動
ノ ムDNAの正体 と医療
i斉木 教授 (研) Iイライラjする と「病気
が悪く」 なる
平成14年度「健やかに生きるために」 一感染症
の話 12時間 受講者54名
安岡 助教授 (医) 血液で媒介する感染症
炭谷 助教授 (医) 感染症から身を守るため
舟田 教授 (医) 正しく対処すればMRSA
も恐くない
根本 (信) 教授 (薬) 感染症 とテーラメーイド
治療
白木 教授 (医) ウイルス感染症に関する最
近の話題
村口 教授 (医) 感染症 と免疫について
丸山 講師 (医) 肺結核について
槍垣 助教授 (医) 皮膚の感染症について
平成15年度「健やかに生きるために」 高齢者
の疾患 12時間 受講者41名
成j頼 教授 (医) 高齢化社会における病気に
ついて
三崎 教授 (医) あなたに胸痛がおこったら
一身体に優しい心臓血管手
術
遠藤 教授 (医) 知っている と得する脳卒中
診療のまめ知識
布施 教授 (医) 前ι腺の病気について
早坂 教授 (医) 高齢者の白内障・緑 内 障・
黄斑変性
足立 教授 (病) 加齢による変化 と服薬のポ
イント
浜崎 教授 (和) 魚の油は健康にょい とされ
ています。 では、 リノール
酸は?
井上 教授 (医) 高血圧 とどう つきあう か?
平成16年度「健やかに生きるためにJ ーはじ
まった21世紀の医療 12時間 受講者34名
村日 教授 (医) I動き出した抗体医療」 エ
イズの抗体治療は可能か
畑中 教授 (薬) I新薬登場の背景」 イ ンフ
ルエンザウイルスの弱点 と
は
稲寺 教授 (医) I身近にひそむ環境 ホルモ
ンjヒトへの影響 と必要な
対応策
日高 講師 (医) Iジェンダースベシフイツ
ク・メディス ンj女性の特
性を考慮した医療 女性の
特性、 ホルモン変動やライ
フステージを考慮した医療
が必要 とされている一
武町 教授 (医) I薬の効き目 と薬物動態」
薬物トランスポーター とは
なにつ
橋本 教授 (薬) Iテーラー・メ イド医療の
時代」 個人の体質に合った
薬剤の選択 と服用量の決定
西条 教授 (医) I健やかに生きる脳のしく
み」 脳・神経系疾患を予防
するには
鈴木 助教授 (医) I健やかな老い と痴呆」 ァ
ルツハイマー病の理解と治
療戦略
平成17年度「健やかに生きるために」 災害・
救急、に備えて:講義 と実技 受講者67名
滝浮 教授 (医) 生活にひそむ危険
奥寺 教授 (医) 紋急医学の基礎 と実技
①「基本的心肺蘇生法処置
の確認J
②IAEDの知識・シ ナリ
オに対応した AED使用
実技」
③IAED使用方法の指導
法」
④「知識 と 実 技 の 確 認試
験」
住吉 講師 (医) 災害・事故後の精神科的 諸
問題
倉石 教授 (薬) 災害に備えるべき医薬品は
小松 教授 (和) I和漢薬の安全な利用法」
漢方薬・健康食品を理解し
て使う
リカレント教育
リカレント教育学習コース開設一覧 (富山県
委託事業)
平成4年度「薬学基礎J 32時間 受講者30人
現代薬学の特色 狐塚薬学部長(教授)
薬用植物と生薬 吉崎薬学部助教授
光学活性医薬品の入 小泉徹薬学部教授
手法、 分析法
微量分離分析法の二、 谷 村薬学部教
三の試み
胃と腸 竹口薬学部教授
薬としての生理活性 中川薬学部教授
物質
骨代謝と薬
腸内菌代謝
抗生物質の作用
宮原薬学部助教授
小橋薬学部教授
西薬学部教授
薬の効き方の遺伝学 荻田和漢薬研究所教授
薬のレセプター 木村薬学部教授
からだの中の薬の働 小泉保薬学部教授
き
脳に作用する薬 渡透和漢薬研究所教授
医療と界面活性剤 上野薬学部教授
市販製剤の評価 堀越附属病院薬剤部長
(教授)
薬の歴史 難波和漢薬研究所教授
平成5年度「創薬科学J 30時間 受講者31人
1 コース「最近の分離分析、 構造分析J
液 体クロマトグラ 谷 村薬学部教授
フィによる分離と分
析
活性天然物質の分離 清水薬学部助教授
と構造
構造分析の進歩
一核磁気共鳴
菊地和漢薬研究所教授
2 コース「最近の創薬合成J
活性ビタミンD 吉井薬学部教授
立体制御合成と創薬 小泉徹薬学部教授
有機合成計画法 百瀬薬学部教授
3 コース 「バ イオテクノ ロジーと薬学」
消化管エコロジー 小橋薬学部教授
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植物における遺伝子 西薬学部教授
操作の利用
和漢薬とバ イオテク 服部和漢薬研究所教授
ノ ロジー
4 コース「疾病と薬学」
炎症と抗炎症薬 中川薬学部教授
糖尿病態と インス リ 木村薬学部教授
ンの薬理
消化器j貴蕩と治療薬 竹口薬学部教授
う つ病とその薬物療 渡遁和漢薬研究所教授
法
痛みと鎮痛薬 倉石和漢薬研究所教授
5 コース「最近の薬剤・製剤学」
市販製剤の評価(そ 堀越附属病院薬剤部長
の 2 ) (教授)
リボソー ムとDDS 上野薬学部教授
薬動学・薬力学 小泉保薬学部教授
平成6 年度「薬学における情報処理技術の実際J
33時間20分 受講者24人
基本操作 五味実験実習機器セン
ター助教授
ワードプロセッサー 五味実験実習機器セン
ター助教授
実験データーの取り 森薬学部助手
込み
化学構造式の作成 高畑薬学部助教授
ケミカル アブストラ 武田薬学部講師
クトにおける文献検
索
分子モデル 武田薬学部講師
遺伝子解析 磯部富山大学工学部助
教授
統計、 検定 木村薬学部助教授
図、 表作成 篠田薬学部助手
画像処理・まとめ 森井薬学部講師
平成7年度「和漢薬を暮らしに生かすJ 30時間
受講者15人
正倉院の薬物は和漢 難波和漢薬研究所教授
薬か
和漢薬製剤に関する 堀越附属病院教授
諸問題
和漢薬の中の毒 松本和漢薬研究所助教
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授
なぜ葛根湯は風邪に 白木医学部教授
効くのか
飲んだ和漢薬の行方 服部和漢薬研究所教授
は
消化器系疾患 と和漢 嶋田医学部助手
薬
カニ の甲羅 (キ チ i斉木和漢薬研究所教授
ン) は癌に効くか
アトピー性皮膚炎の 関附属病院講師
和漢薬治療
和漢薬で痛みが治ま 倉石和漢薬研究所教授
るか
ベクチン と癌 田淳医学部教授
病める腎臓を和漢薬 横津和漢薬研究所助教
で治せるか 授
糖尿病 とは 大角附属病院講師
和漢薬の中の石鹸様 角田和漢薬研究所教授
成分 (サボニン)
自律神経失調症 松田医学部助教授
腹 8 分目で長生きす i度遺和漢薬研究所教授
るわけ
糖尿病 と和漢薬 木村薬学部教授
和漢薬 と老年痴呆 野村北海道大学教授
慢性関節リウマチ と 高橋附属病院助手
和漢薬
心臓の病気 麻野井附属病院講師
薬膳 と食文化を考え 難波和漢薬研究所教授
る
平成8年度「和漢薬に未来はあるかJ 30時間4 0
分 受講者19 人
富山の薬の現状 と将 植村富山県薬務食品謀
来 長
漢方治療 症 と方剤 伊藤医学部助教授
ルネッサ ンスを迎え 薪藤東京大学薬学部教
た伝統医薬品 授
水毒について 新谷医学部助手
漢方薬の服薬指導 堀越附属病院教授
ノtーキンソン病 とそ 檎山槍山医院医師
の治療
漢方生薬の製剤化 と 山本ツムラ中央研究所
品質管理 所員
肝臓の慢性疾患 樋口附属病院講師
天山山脈の薬用植物 難波和漢薬研究所教授
グリチルリチン と肝 白木医学部教授
炎
漢方生薬の品質管理 小松和漢薬研究所助手
民族薬物資料館見学 小松和漢薬研究所助手
薬学部薬用植物園見 有浮薬学部助教授
学
免疫応答性 (遺伝的 中島和漢薬研究所助教
体質) は変化するか 授
不妊 と和漢薬 副田医学部助手
庫み とその治療薬 長i宰和漢薬研究所助手
腰痛について 松井医学部助教授
生体糖鎖 と生理活性 畑中和漢薬研究所助教
授
和漢薬 と腸内細菌 服部和漢薬研究所教授
薬用人参の薬理 高 i度違和漢薬研究所教授
麗 人参からベトナム
人参まで一
平成9年度iDNAとバイオテクノロジ- J 30 
時間 受講者25 人
DNA 
DNA調整、 制限酵 平賀医学部教授、 森ケ
素による消化、 崎医学部助手
アガロースゲル電気 古谷田医学部助教授
泳動
ラット血清アルブ ミ 小川医学部助教授、 古
ンcDNAの塩基 配 谷田医学部助教授
列決定
RNA 
RNAの 調整、 ホ ル 浅野遺伝子実験施設助
ムアルデヒド変性、 教授
アガロースゲル電気 日比野遺伝子実験施設
泳動、 RT-PCR 助手
森ケ崎医学部助手、 小
川医学部助教授
ポリアクルア ミド電 古谷田医学部助教授
気泳動組換えDNA 浅野遺伝子実験施設助
の作製、 大腸菌の形 教授
質転換、 color selec- 日比野遺伝子実験施設
tlonによる形質転換 助手
大腸菌の識別方法
細胞培養への遺伝子導入
培養細胞への遺伝子 日比野遺伝子実験施設
導入(形質転換)形質 助手
転換細胞のルシフェ 浅野遺伝子実験施設助
ラーゼ活性の検出 教授
小川医学部助教授
平成10年度 iDNAとバイオテクノロジー」
30時間 受講者25人
D NAを目で見る
染色体の観察・ゲノ 浅野遺伝子実験施設助
ム (染色体由来の) 教授
D NAの調整
D NAを増幅する
日比野遺伝子実験施設
助手
ヒトD NAの特定部 定金薬学部助手、 岩波
位の PCRによる 増 薬学部助手
幅
D NAの構造を決定する
増幅されたPCR産物 柴田薬学部助手、 定金
の塩基配列の決定 薬学部助手
D NAを細胞に導入する
D NA の塩基配列の 柴田薬学部助手、 岩波
解析.D NAの大腸菌 薬学部助手
への導入
D NAを取り出す
プラスミドD NAの 浅野遺伝子実験施設助
調整、 制限酵素消化 教授
日比野遺伝子実験施設
助手
平成11年度iDNAとバイオテクノ口ジーJ 30 
時間 受講者15人
D NAを増幅して遺伝子異常を検出する
PCRに よ る ポンプ 浅野遺伝子実験施設助
遺伝子の増幅と変異 教授
の検出 日比野医学部助教授
遺伝子情報を解析する
インターネットによ 日比野医学部助教授
る遺伝子情報の検索 村田和漢薬研究所助手
と解析
D NAを細胞に導入する
晴乳動物細胞への遣 田淵(明)薬学部助手
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伝子導入と解析技術 日比野医学部助教授
RNAを細胞に導入する
アフリカツメガエル 酒井薬学部助教授
卵母細胞への遺伝子 浅野遺伝子実験施設助
導入 教授
医療の中の遺伝子技術
核移横技術とクロ一 村田和漢薬研究所助手
ン動物の作成
日常診断における遺 金兼医学部助手
伝子検査
産婦人科領域におけ 種部医学部助手
る遺伝子診断の現状
と可能性
平成12年度「遺伝子治療最近の進歩J 30時間
受講者23人
遺伝子と創薬 倉石薬学部教授
河野薬学部教授
今中薬学部教授
和漢薬資源と遺伝子 渡遺和漢薬研究所教授
(所長)
三川県国際健康プラザ
所長
遺伝子診断と電子治 白木医学部教授
療 宮脇医学部教授
斉藤 医学部教授
小方医学部助教授
生活習慣病と遺伝子 小林病院長
井上医学部教授
許 医学部教授
渡辺医学部教授
遺伝子解析と社会倫 盛永薬学部助教授
理
遺伝子実験施設見学 五味助教授
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大学等地域開放特別事業
小中学生及びその保護者を対象に、 大学等が
有する高度な研究・実験施設や附属農場・演習
林等を活用し、 対象者が日常体験できない多彩
な活動の機会を提供する。
平成11年度
遺伝子研究への招待
開催日:平成11年11月28日 浅野遺伝子実験
参加者:中学生13名、 教諭 施設助教授
4 名 白木医学部教授
内 存:大学で使用してい (施設長)
平成12年度
る器具、機材、試薬 田淵遺伝f実験
を使つての遺伝子 施設助子
実験体験 五味実験実習機
器センタ一助教
授
村口医学部教授
遺伝子研究への招待
開催日:平成12年 8 月7 日、 浅野遺伝子実験
8日 施設助教授
参加者:"1学生29 名、 保護 白木医学部教授
者 3 名 (施設長)
内 容:大学で使用してい 田淵遺伝子実験
る器具、 機材、 試 施設助子
平成13年度
薬を使つての遺伝 五味実験実習機
子実験体験 器センター助教
授
北村遺伝子実験
施設技術補佐員
最先端科学の世界を
開催日:平成13年10月27日 五味実験実習機
参加者:中学生24�号、 保護 器センター助教
者 1 名 授
内 容:呆物で電気が 人 森腰実験実宵機
聞が電池に 器センター総括
超低音の神秘 超 技術 官
伝導の不思議な世 川原実験実習機
平成14年度
界一 器センター主任
電子顕微鏡で見る 技術官
ミクロな世界他 吉井実験実宵機
器センター先任
技術官
恒田実験実習機
器センター先任
技術官
ときめき体感「不思議から始まるサイエンス」
開催日:平成14年: 11月9 日 五味実験実習機
参加者:中学生21名 器センタ一助教
内 容. インターネットで 授
平成15年度
科学する 森腰実験実習機
電子顕微鏡で見る 器センター総括
ミクロのtH:界 技術官
大型機器で漢方薬 川原実験実習機
を分析しよう 器センター主任
マ イナス2000Cの 技術官
世界を休験しよう 吉井実験実習機
器センター先任
技術官
恒田実験実習機
器センター先任
技術官
i宰谷実験実習機
器センター技術
日
ときめき体感「イt思議から始まるサイエンス」
開催日:平成1 5年11月1 5日 五味実験実背機
(土) 器センタ一助教
参加者:中学生2 5名 授
内 容:霞f顕微鏡で見る 森腰実験実習機
ミクロの世界 器センター総括
大型機器で漢方薬 技術官
を分析してみよう 川原実験実習機
ノーベル化学賞の 器センター主任
世界に触れる 技術官
� 19 60 Cの世界を 吉井実験実習機
体験しよう 器センター先任
超電導を体験して 技術 官
平成16年度
みよう 恒田実験実習機
器センター先任
技術官
i宰谷実験実習機
器センター技術
宮
「富山発 バ イオサ イエンス21J
開催 日:平成16 年 7月24 日 生命科学先端研
(土) 究 センター職員
参加者:小学生コース:小 五味分子・構造
学生・保護者45名 解析分野助教授
中学生コース:18 他
名 山本動物資源開
高校生コース:12 発分野助教授他
名 田淵ゲノ ム 機能
内 容:小学生コース:親 解析分野助教授
子で学ぶ小動物の 他
平成17年度
飼い方
中学生コース:液
庄司放射線生物
解析分野助教授
体窒素でおもしろ 他
実験:自然放射線
を見る
高校生コース:遺
伝子研究への招待
「富山発 バ イオサ イエンス21一身近な生命科
学研究 J (SPP 教育連携講座)
開催 日:平成17年 8月22 日 生命科学先端研
(月) 究 センター職員
参加者:新湊市立奈古中学 五味分子・構造
3 年生 56名
内 容:生命の神秘
顕微鏡の不思議
解析分野助教授
他
山本動物資源開
遺伝子研究の招待 発分野助教授他
自然放射線の画像 田淵ゲノ ム 機能
化・視覚化 解析分野助教授
他
庄司放射線生物
解析分野助教授
他
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第6章 学生生活と課外活動

第1節
1 )本学教育課程の特色
本学は、 開学時より教養課程と専門課程の区
分を設 けないで、 4 年あるいは 6 年一貫教育を実
施してきた。 平成 3 年、 大学設 置基準が大綱化
され、 各学部学科はそれぞれの教育理念と教育
目標に基づいて自由に特色ある一貫教育カリ
キュラムを 編成できるようになったため、 教養
教育と専門教育の連繋をこれまで以上に緊密な
ものにした一貫教育カリキュラムを編成した。
本学は、 医学及び薬学を総合した特色ある教
育及び研究の機関として、 高度の知識を授ける
とともに、 時代の要請と地域社 会の要望に応え
うる有為な人材を育成し、 併せて、 医学、 薬学
の進展と社 会の福祉に貢献することを目的とし
ている。 医学部医学科は、 医師として、 ①豊か
で温かな人間 性、 広い視野と社会的使命感を培
い、 ②医学の基本的知識、 技術、 態度を体得し、
③医学に対する全人格的関心と生涯にわたって
学習を継続していく習慣を養うことを教育理念
としている。 医学部看護学科は幅広い教養と知
識を身につけた資質の高い看護専門職の養成、
さらに国際社 会において十分に活躍 しうる高度
の専門的知識を身につけた人材の育成を教育目
標としている。 薬学部薬科学科の教育課程の特
色は、 教養教育と専門教育を有機的に結ぶ 4 年
間の一貫教育を実施していることにある。 また、
薬学部と医学部及び和漢薬研究所からなる特色
ある国立大学として、 医薬共通の科目を設 ける
ことにより、 病態と疾患及び和漢薬に対する知
識を与 えるとともに、 医薬品の開発への志向意
欲を伸ばすことを目指している。 さらに、 教育
効果を重視した授業管理の一環として少人数教
育の充実を図っている。
このような教育理念及び教育目標に基づいて、
リベラル・アーツとしての教養教育の重要性を
認識しつつ、 教養教育と専門教育の連繋をより
緊密なものにしたカリキュラムの編成を目指し
ている。 一方、 科学技術の進展に対応できる専
門性と総合性を育成するための教養教育を目指
学生生活
している。
1 . 教 養 教 育
第1節 学 生生活 317 
教養教育科目は人間 文化科学、 生命健康科学
及び自然情報科学の 3 大学科目に分かれている
が、「知 的 人 間 性 の 育 成j と「 基礎学力 の 向
上」を目指し、 ①人間と社 会や自然に対する鋭
い観察力と洞察力に裏づけられた幅広い知性を
養うこと、 ②生命に携わる医療人に必要とされ
る高い倫理観や総合的な判断力を育てること、
③医看薬の専門教育に耐え得る基礎知識と倫理
性を修得することを目的としている。
1 ) 人間 文化科学は、 さらに人社系と語学系
に分けているが、 入社系科目については、「多
様な観点から人や社会を理解する」という目標
を念頭に、 同 一科目が 2 年次でも受講できるよ
うに同 時間講を行うとともに、 類似分野の科目
を異なる学期 に配置するなど 、 多様性に配慮し
たカリキュラムを組んでいる。 また、 学期 ごと
の科目の多様性を確保するために、 人文・社 会
科学系の基本を中心に学ぶ科目と、 医療と人と
の関係を主なテーマとする科目をバラン スよく
配置している。 また、 語学系では、 外国語能力
の習得はなるべく集中的に行った方が良いとの
判断から、 英語、 第 二外国語ともそれぞれ週 2
回ず、つ授業を行っている。 すなわち、 英語では
講読と会話あるいは作文とリスニン グを、 第 二
外国語では基礎( 文法) と実用( 会話) を週ご
とに並列して配置し、 互いに補う形で実施して
いる。
なお、 少人数教育として、 入社系については
セミナーを開設 し、 語学系については、 パソコ
ンを利用したCALLセミナーを 開設 し、 知的
好奇心を育み学生の自発性やコミュニケーショ
ン能力・課題解決能力を高めている。
2 ) 生命健康科学は、「基礎学力の向上」と
いう目的と深く関わる大学科目であり、 入学後
から専門教育への連続牲に配慮した授業を行っ
ている。 また、 ①ヒトを含む生き物のあり方を
多元的に捉える態度を陶冶するとともに、 生体
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活動及び生命現象の普遍性と多様性をマクロの
個体レベル及びミクロの細胞・分子レベルで体
系的・系統的に理解すること、 ②人の心理や行
動の仕組みゃ成り立ちについて総合的に学習し、
これらが人間関係に深く関わ っていることを理
解し、 人の内面や外面の疾患と障害を科学的に
受容できる知'性と感性を修得すること、 ③生涯
を通しての心身の健康の維持が図れ、 障害者に
対して人間性豊かな対応がとれる技能を 修得す
ることを日標としている。
3 ) 自然情報科学は、 1 年次に補充科目を開
講し、 以後、 専門教育に至るまで段階的に学力
を向上できるよう内容の連続性に配慮しながら
授業を行 っている。 ま た 、 入学院後には、 以降
の学習に活用できるよう情報処理学でコンピュ
ーター演背を実施するなど、 実用的な内容の授
業を適切な学期に組み込んでいる。 ま た 、 ①
様々な自然現象を対象として科学的な観察や考
察を行い、 自然現象には法則性が存在し、 法本
法則によって自然現象を統一的に 記述できるこ
とを理解すること②数理的な観察力や考察力に
基づいた自然現象の解析を通して論理的な 思考
力を陶冶すること③統計・情報処理の理論と方
法を学習し、 生命・白然現象を数量的に探求で
きる基礎能力を修得することを目標としている。
2 . 専 門 教 育
1 ) 概要
医学部及び 薬学部においては、 医 薬の総合教
育という、工場から、 医 薬共通の授業科目を 設け
るとともに、 医学科においては、 特に病態論に
基づ く治療法の医学的・ 社会的問題点をより重
点的に 思考させ、 さらに和漢 薬に関する科学的
知識を教授する。 看護学科においては、 あらゆ
る健康レベルにある人々への全人的、 科学的ア
プローチを基礎にした看護学の知識を教授する。
薬学部においては、 従米おろそかにされていた
病態と疾患に対する知識を与えるとともに、 医
薬品の開発への指向意欲を伸ばすことを目指し
ている。
2 ) 授業内容
・医学部医学科
入学直後に医学科専門課程 の講座を訪問し、
医学の領域に接した り、 ま た 、 夏季休暇中に保
健医療施設ないし福祉施設において 4 泊 5 日の
介護体験実習を実施し、 将来取り組む医療の幅
の広さやチーム医療の大切さを学習する。
ま た 、 医学教育モデル・コアカリキュラムに
基づき、 臓器別に基礎と臨床の教員が相互に協
力して統合的な教育を実施している。 この中で
は、 日常よくある病気を診断・治療できる ため
に、 人体の構造と機能、 個体の反応人体各器官
の正常構造と機能・病態・診断・治療、 全身に
及ぶ生理的変化・病態・診断・治療、 医学・医
療と 社会、 診療の基本を学習する。 なお、 講義
や実習のほかに、 少人数で、 学生が自分で問題
点を見つけ解決するチュートリアル形式の授業
を取り入れることにより、 医療人として必要な
知識・技能・態度だけではなく、 生涯自分で学
習し問題を解決できる能力を身に付ける。
4 年次終了 時に実施される全 国共用試験を経
て、 5 年次では診療チームの ー員として患者さ
んの診療に参加するクリニカルクラークシッブ
による臨床実宵が行われる。 6 年次では県内の
関連教育病院及び海外の医学校も含め、 より深
く 6 週間の実習が行われる。
-医学部看護学科
看護学科は、 人間科学・基礎看護学、 臨床看
護学及び地域・老人看護学の3 大講座からなり、
人間科学・蒸礎看護学では、 健康問題を持 った
人を全人的に把握する ための知識と把振方法並
びに人間理解を基盤にして、 人への関わり方、
健康問題を貨定する ために必要な情報の収集方
法、 情報をアセスメント して看護を必要とする
事項の把握方法、 看護計画のたて万、 看護実施
の方法と基本的な看護技術の使い方、 看護の評
価方法、 看護展開の方法について学ぶ。
臨床看護学では、 主として患者さんのベッド
サイドを介して展開される看護活動について学
ぶが、 その中心は、 心のケアといかに効率よく
診療の介 助や看護を行うかである。 ま た 、 高度
な医療機器の使い方を学ぶとともに、 治療過程
の介 助を効率的に行い、 治療効果をいかに高め
るかという理論と技術を学ぶ。 さらに、 女性の
出産育児の関心に注Hし、 健全な母子のあり方
を学ぶ。 なお、 助産師国家試験を受験するため
に、 助産関係選択科目も開講している。
地域・老人看護学では、 看護学の基盤に立っ
て公衆衛生活動を行う看護専門職としての保健
師を育成することを目指して、 その基本的な知
識や技術について学ぶ。 そのため、 保健所や市
町村行政が行う保健活動の場での実習や訪問看
護ステーショ ンでの実習を授業に組み込んで、い
る。 また、 学校保健・産業保健活動の基本につ
いても学ぶ。 なお、 老人看護学においては、 継
続看護、 在宅ケアに視点を当てた実習を行って
いる。
-薬学部
薬学部では、 全国の薬学部共通の教育課程
( モデル・コアカリキュラム) と本学独自の教
育課程を提供している。 モデル・コアカリキュ
ラムには、 教養教育科目、 専門教育科目及び卒
業研究がある。 専門教育科目には、 本学独自の
科目として、 医療人としての倫理観とコミュニ
ケーショ ンを体得するための「医療学入門」及
び天然薬物や漢方医学の基礎を理解することを
目標とした「和漢医薬学入門」があり、 これら
は医学科、 看護学科学生との混成 グル ープによ
る体験と実習を主体とした科目となっている。
また、 薬学部は医学部 と密接な関係にあり、
「東洋医学概論J I人体機能形態学J I疾病学・
臨床医学」など 、 医学部教員による科目を多く
開講している。
また、 3 年次には薬学英語を開講し、 専門教
育担当教員による専門科目の英語に関する少人
数教育を行い、 学生とのコミュニケーショ ン 及
び薬学英語の充実を図っている。 さらに、 総合
薬学演習を開講し、 自分で学習し問題を解決で
きる能力を身に付けた後、 数人単位で各研究室
に配属され、 卒業研究が実施される。 4 年次に
は、 病院薬学実習が実施され、 12月には卒業論
文発表会が行われる。
2 ) 経済援助
イ. 奨学生
日本学生支援機構( 旧日本育英会) は、 独立
行政法人日本学生支援機構法に基づいて平成16
年 4 月に設立され、 教育の機会均等に寄与 する
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ため学資の貸与その他学生等の修学援助を行う
こと等により、 次代の社 会を担う豊かな人間 性
を備えた創造的な人材の育成に資することを目
的としている。
本学におけるこの奨学生の推薦・選考は推薦
基準に基づき、 学部学生が学生委員会、 大学院
医学系研究科修士課程医科学専攻および博士課
程学生は医学系研究科医学教務委員会、 修士課
程看護学専攻生は医学系研究科看護学教務委員
会、 薬学研究科生は薬学研究科委員会と、 それ
ぞれの審議機関において行っている。
本学学生の平成17年 8月現在の採用状況は、
表 1 のとおりである。 学生数に対する貸与 者の
比率は、 学部学生で37.8%、 大学院生は25.5%
となっている。
貸与月 額は、 学部学生の第1 種( 無利子) に
ついては、 平成 7 年度入学生が自宅生で38，000
円、 自宅外 生で44，000円であったが、 平成17年
度 入学 生で は 自 宅 生45，000円、 自 宅 外 生で
5 1，000円となっている。 第2 種(有利子) につ
いては、 3万、 5万、 8万、 10万の 4種類から
選択できる。
大学院生も第1 種については、 修士( 博士前
期 ) 課程81，000円二地8，000円、 博士(後期 ) 課
程112，000円コ122，000円となっており、 学部学
生及び大学院生ともに順次増 額されている。 第
2 種については、 5万、 8万、 10万、 13万の中
から選択できる。
また、 日本学生支援機構以外の育英奨学団体
の採用者も数多く、 平成 7 年度から現在までに
本学が取り扱った育英国体の内訳は、 表2 のと
おりである。
[授業料免除]
本学に第1 期 生が入学した昭和5 1年度当時の
授業料は96，000円であったが、 その後隔年ごと
に改訂され平成 7 年度においては447，600円、
平成 9 年度は469，200円、 平成15年度及び16年
度入学生は520，800円、 平成17年度入学生につ
いては、 年 額535，800円となっている。
学生の奨学援護の一環として、 授業料免除制
度がとられているが、 本学においても、 この制
度の適切な活 用を図るため、 学内規定を整備し、
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表1 日本学生支援機構奨学金の貸与状況
学生数 奨 学金の種類
区 分 17年5
月現在 第1種
人 人
医 学部医 学科 578 66 
と子t 医学部看護学科 260 30 音日
薬 学部薬科 学科 1\35 72 
計 1273 168 
医 学系研究科 183 13 
大
土出子 薬 学研究科 197 45 
院
380 58 
之E3〉
、 計 1. 653 226 
(外国人留学生を除く)
表2
焚 学 金 の 種 類
あしなが育英会
石川県奨学生
稲厄村奨学金
愛媛県奨学生
大阪育英会
帯広市奨学合
北御牧村育英会
北銀奨学会
岐阜県看護特別修 学資金
岐中県奨学金
岐阜県選奨牛
矯jIJ天rr'f修学生
脅視庁育英事業
第2種
人
151 
52 
107 
313 
2 
37 
39 
352 
公益信託U専述I守森会話IJ立50]1;J年記念育英奨学基金
コカ ・ コーラボトラーズ育英会奨学生
鯖江市奨学金
鹿角市奨学会
電通育英会奨学生
鳥取県奨学金
富山医民連
富山県看護学tt.修学資金
富山県奨学牛
富山県大学院奨学資金
寓山母子福祉奨学金
中村積善会
新潟県大 学奨 学生
入存町山本奨 学金
根上町奨学生
北陸ガス
母千福祉奨学会
ニf森良次郎奨学金
宮崎県育英資金
森ド仁丹奨 学会
古田育英会
公主主信託粛藤友二郎記念医学奨 学基令
河内奨学財同
之口込 計
人 (%) 
220 (38. 1) 
82 (31. 5) 
179 (41.1) 
481 (37.8) 
15 (8.2) 
82 (41. 6) 
97 (25.5) 
578 (35.0) 
学't.委員会において慎重に選考の
Hた定している。
本学における授業料免除は、 前
期分、 後期分ごとに希望者を募り、
学生委員会において、 学業成績お
よび経済面について規定に基つ三
選考の上決定しており、 平成 7年
度からの免除者は、 表3、 4のとお
りである。
ハ. 学牛生活実態調査
学生生活の実態調査は、 本学学
生がどのような状況のもとで生活
しているか実情を把握し、 今後の
本学における学生の福利厚生、 授
業・研究環境等に反映させる ため
の基礎資料を得ることを目的として、 現在まで
10回実施されている。
調 査 内 容は、 〈心学業 、 ②住 居・通 学、 ③経
済・生活、 ④福利厚生、 ⑤健康、 ⑥学生生活及
び悩みと大きく 6 項目に区分して行われている。
今阿は、 平成14年度に実施した調査結果につ
いて平成 6 年度 以降に調査した調査結果と 比較
してみる。
平成 6 年度の調査結果と 比較してみると、 全
般的に顕著な変動が認められないものの、 同民
経済の悪化が少なからずも反映しており、 経費
の節約が見受けられる。
学業而では、 授業への出席状況は非常に高く、
教員に対して講義の充実とわかりやすい講義を
望んでいる。
住居では、 大学周辺の学生マンションへの入
居者が多い。 家賃は年々土井傾向にある。 また、
通学方法では大学の駐車規制の強化もあり、 自
動車通学者がやや減少している。
現在の経済状況は、 全体として余裕があるよ
うにみえるが平成 6 年度からみてみると、 普通
と感じている学生が14 ポイント も少ない4 割弱
である。 これに反し大変苦しいとしている学生
が5 ポイント上昇し 1 割を超えており、 経済の
悪化が学生生活全体を少しずつ圧迫してきてい
る。
福利厚生関係では、 学生食堂の食事について
表3 学部生授業料免除者数
年 学 生 数
免
医 薬 計
前期 医学部
度 後期 全額(%) 半額(%)
7 789 460 1， 249 
前期 30 (3.8) 8 (1. 0) 
後期 41 (5. 2) 10 (1. 3) 
8 849 452 1，301 
前期 36 (4.2) 9 (1. 1) 
後期 48 (5.7) 8 (0.9) 
9 855 436 1， 291 
目リ期 43 (5.0) 8 (0.9) 
後期 48 (5.6) 7 (0. 8) 
10 847 428 1， 275 
目リ期 52 (6.1) 15 (1. 8) 
後期 55 (6.5) 11 (1. 3) 
11 850 424 1，274 
前期 57 (6.7) 9 (1. 1) 
後期 57 (6.7) 10 (1. 2) 
12 849 433 1， 282 
目リ期 56 (6.6) 11 (1. 3) 
後期 52 (6.1) 14 (1.6) 
13 844 444 1，288 
前期 39 (4.6) 10 (1. 2) 
後期 37 (4.4) 11 (1. 3) 
14 838 440 1， 278 
前期 39 (4.7) 1 (0. 1) 
後期 39 (4.7) 1 (0. 1) 
15 831 452 1，283 
前期 35 (4.2) 3 (0.4) 
後期 38 (4.6) 2 (0.2) 
16 837 440 1，277 
前期 34 (4. 1) 11 (1. 3) 
後期 30 (3.6) 14 (1. 7) 
表4 大学院生授業料免除者数
年
寸持Z.ー 生 数 免
医 薬 計
前期 医学研究科
度 後期 全額(%) 半額(%)
7 85 100 185 
前期 6 (7.1) 0 (0.0) 
後期 3 (3.5) 0 (0.0) 
100 127 227 
前期 11 (11. 0) 0 (0.0) 
8 後期 11 (11.0) 0 (0.0) 
9 122 132 254 
削期 19 (15. 6) 2 (1. 6) 
後期 16 (13. 1) 1 (0. 8) 
10 147 135 282 
前期 21 (14. 3) 2 (1. 4) 
後期 19 (12.9) 2 (1. 4) 
11 144 151 295 
目IJ期 20 (13.9) 4 (2.8) 
後期 18 (12.5) 3 (2.1) 
12 161 155 316 
前期 11 (6. 8) 2 (1. 2) 
後期 14 (8.7) 3 (1. 9) 
13 173 174 347 
前期 14 (8. 1) 4 (2. 3) 
後期 14 (8. 1) 4 (2.3) 
14 170 189 359 
日日期 11 (6. 5) 3 (1. 8) 
後期 12 (7.1) 3 (1. 8) 
15 187 190 377 
別期 18 (9.6) 4 (2.1) 
後期 16 (8. 6) 4 (2. 1) 
16 208 205 413 
則期 16 (7. 7) 6 (2.9) 
後期 13 (6.3) 7 (3.4) 
( ) 内は、 学生数に対する免除者の割合を示す。
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除 者
薬学部 I口込 計
全額(%) 半額(%) 全額(%) 半額(%)
20 (4.3) 8 (1. 7) 50 (4.0) 16 (1. 3) 
19 (4. 1) 4 (0.9) 60 (4.8) 14 (1.1) 
17 (3.8) 5 (1. 1) 53 (4. 1) 14 (1. 1) 
14 (3. 1) 6 (1. 3) 62 (4.8) 14 (1.1) 
21 (4. 8) 6 (1. 4) 64 (5.0) 14 (1.1) 
21 (4. 8) 6 (1. 4) 69 (5.3) 13 (1. 0) 
25 (5. 8) 8 (1. 9) 77 (6.0) 23 (1. 8) 
35 (8.2) 7 (1. 6) 90 (7.1) 18 (1. 4) 
26 (6.1) 8 (1.9) 83 (6.5) 17 (1.3) 
29 (6. 8) 6 (1. 4) 86 (6.8) 16 (1. 3) 
28 (6.5) 7 (1. 6) 84 (6. 6) 18 (1. 4) 
30 (6.9) 4 (0.9) 82 (6. 4) 18 (1. 4) 
25 (5.6) 4 (0.9) 64 (5.0) 14 (1.1) 
24 (5.4) 3 (0.7) 61 (4.7) 14 (1.1) 
20 (4.5) 3 (0.7) 59 (4. 6) 4 (0.3) 
20 (4.5) 3 (0.7) 59 (4.6) 4 (0.3) 
18 (4.0) 2 (0.4) 53 (4.1) 5 (0.4) 
17 (3.8) 1 (0.2) 55 (4. 3) 3 (0.2) 
16 (3. 6) 4 (0.9) 50 (3.9) 15 (1. 2) 
19 (4.3) 6 (1. 4) 49 (3. 8) 20 (1. 6) 
除 者
薬学研究科 ノ口込
全額(%) 半額(%) 全額(%) 半額(%)
13 (13.0) 3 (3.0) 19 (10. 3) 3 (1. 6) 
12 (12.0) 6 (6.0) 15 (8. 1) 6 (3.2) 
19 (15.0) 2 (1. 6) 30 (13.2) 2 (0.9) 
19 (15.0) 2 (1. 6) 30 (13.2) 2 (0.9) 
20 (15.2) 2 (1. 5) 39 (15. 4) 4 (1. 6) 
18 (13.6) 2 (1. 5) 34 (13.4) 3 (1. 2) 
18 (13.3) 5 (3.7) 39 (13. 8) 7 (2.5) 
19 (14.1) 3 (2.2) 38 (13.5) 5 (1. 8) 
19 (12. 6) 2 (1. 3) 39 (13.2) 6 (2.0) 
21 (13. 9) 4 (2.6) 39 (13.2) 7 (2. 4) 
21 (13.5) 4 (2.6) 32 (10.1) 6 (1. 9) 
19 (12. 3) 4 (2.6) 33 (10.4) 7 (2.2) 
21 (12. 1) 2 (1.1) 35 (10.1) 6 (1. 7) 
23 (13.2) 3 (1. 7) 37 (10. 7) 7 (2. 0) 
14 (7.4) 3 (1. 6) 25 (7.0) 6 (1. 7) 
13 (6.9) 5 (2.6) 25 (7.0) 8 (2.2) 
15 (7.9) 3 (1. 6) 33 (8.8) 7 (1. 9) 
14 (7.4) 2 (1.1) 30 (8.0) 6 (1. 6) 
14 (6.8) 9 (4.4) 30 (7.3) 15 (3.6) 
16 (7.8) 7 (3. 4) 29 (7.0) 14 (3. 4) 
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以前より満足している学生が多 くなってきては
いるが、 まだ 5割強の学生が献立・味・質に不
満を持 っている。 売庖では、 コンビニエンス的
な売厄の拡充を求めている。 理容室の利用状況、
施設に対する要望等では特に大きな変化はみら
れなか った。
健康面では、 健康状態が良いと82 %の学生が
答えており以前の調査と特に大きな差はないが、
精神的な悩みがやや 増加している。
定期健康診断の該当日を休講措置したことも
あるが受診率が96%と以前の調査からみてみる
表5 事故件数
年 度 学生数
!日果 中
学校行事 中(%) 
平成 7 1627 1 (0.1) 
平成 8 1679 4 (0.2) 
平成 9 1669 1 (0.1) 
平成10 1653 2 (0.1) 
平成11 1650 1 (0.1) 
平成12 1659 
平成13 1667 
平成14 1655 1 (0.1) 
平成15 1660 
平成16 1655 1 (0.1) 
( ) 内は、 学生 数に対する被得{í-の割合を示すc
表6 事故内容
課外i&動 中
(%) 
17(1.0) 
14 (0. 8) 
17(1.0) 
16 (0.9) 
10(0.6) 
13 (0. 7) 
18(1.0) 
18(1.0) 
25 (1. 5) 
17(1.0) 
と、 20 ポイントアッ プし自身の健康に対する意
識が改善されてきている。
学生生活では75%の学生が満足しているとし
ている。 不安や悩みについては勉学上について
の悩みが一番 多 く、 ついで将来の 進路、 自分の
性格や能力、 友好関係と続き、 その対処方法に
ついては大部分が、 自分で解決する、 友人先輩
に相談、 家族に相談するとしているが、 保健管
理センタ一、 学生課相談窓口への相談者が増加
し続けていることからさらなる相談体制の充実
が望まれる。
キャンパス 内
休憩(%)
1 (0.1) 
6 (0.3) 
合 計
(%) 
18 (1. 1) 
18 (1. 0) 
18(1.0) 
18(1.0) 
11 (0. 6) 
13 (0. 7) 
19 (1. 1) 
25 (1. 5) 
25 (1. 5) 
18(1.0) 
3 )保 険制度
(学生教育研究
災害障害保険)
この保険は、
丈部科学省が、
大学に学ぶ学生
の被る種々の教
育研究活動中の
災害に対する被
害紋済の措置と
して検討してき
た災害補償制度
平成 7 平成 8 平成 9 平成10 平成11 平成12 、ド成13 、|三成14 、!と成15 、ド成16
靭帯損傷 ・捻控 6 14 7 9 5 3 8 8 17 13 90 
骨 初T 5 5 2 5 6 2 3 28 
!ぬ 臼 I 6 1 2 2 15 
運 裂 傷 ・ 挫創 4 3 1 3 5 3 19 
打 撲 l 1 3 
動 目見 の 損 傷
中
歯 の 損 傷
腰 痛 l 2 
アキレス臆断裂 l 3 
.:? じ の 他 1 I 1 4 
計 17 14 17 16 10 13 18 18 25 17 165 
切傷・裂傷・創傷 2 1 6 
実 火 傷 1 1 2 
馬食 薬 疹 1 1 実
日艮 の 損 傷 1 1 2 習
中 捻 挫
そ 。〉 他
五十 1 4 1 2 1 1 1 11 
そ 靭 帯 損 傷
σ〉 挫 4 4 
他 骨 折 1 2 3 
百十 1 6 7 
J口S、 計 18 18 18 18 11 13 19 25 25 18 183 
であり、 財団法人国際教育支援協会(平成16年
4 月 1 日に内外学生センターから移管) が保険
契約者となり、 東京海上日動を幹事会社とする
国内の損害保険会社 6 社との聞に一括契約する
もので、 各大学は国際教育支援協会の賛助会員
として、 被保険者となる学生の本保険加 入とり
まとめの事務を行っている。
任意加 入であるが、 本学では、 この保険制 度
の趣旨から全員加 入を呼びかけており、 新入生
については100%が加 入している。
補償の対象は、「被保険者が被保険者の在 籍
する大学の教育研究活動中に被った急激かっ偶
然な外来の事故による身体の傷害」となってお
り、「教育活動 研究中」とは、 ①正課を受けて
いる問、 ②学校行事に参加している問、 ③①②
以外で学校施設 内にいる問、 ④学校施設 外で大
学に届け出た課外活動を行っている問となって
いる。
平成 7 年度からの事故件数及びその事故内容
は表5 、 6 のとおりである。 なお、 平成15年度
における全国(加 入者約278. 5万人) の事故件
数は10，135件で事故発生率は0 . 36%であった。
4 )福利厚生施設
イ. 食堂
昭和52年から、 福利棟1階において、 (蹴学校
福祉協会に経営を委託し、 セルフサービス方式
で運営されており、 現在 ホールの面積は453凶、
席数は390席で、 8時15分から18時00分まで営
業している。
昭和60年以降は、 昭和61年にコーヒー自動販
売機、 平成 4 年に冷房装置が設 置された。 平成
13年に定食類及び惣菜類の充実を図りそれとと
もに価格改定が行われた。
平成15年に談話室喫茶で、 日替わり弁当や手
作りサンドウイツチ、 ハン バーガ一等の販売を
開始し、 昼食時の混雑解消を図った。
昼食時の利用者 数は、 定食で現在 1 日平均
1， 300食を提供している。
ロ. 談話室、 喫茶室
福利棟2階にある談話室(面接265m) には、
約90席のソファ一等が設 置されており、 テレビ、
新聞、 雑誌、 囲碁・将棋等の設 備を設 け、 学業
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の合間の休憩や親睦にくつろいだ場を提供して
いる。
喫茶室は、 談話室に隣接して設 けられ、 昭和
55年から(財学校福祉協会の委託経営により運営
されており、 8時15分から18時まで営業し、 1
日平均400名が利用している。
ハ、 売庖、 理容室
売庖は、 昭和52年から福利棟1階部分(面積
130ぱ) で書 籍、 文房具については中田図書販
売附が、 また日用雑貨については附大和富山屈
の委託経営により運営され、 8時30分から17時
30分まで営業してきた。
平成12年 3 月 欄大和富山庖が希望により撤退
し、 日用雑貨類は中田図書販売附に引き継がれ
た。
理容室は、 厚生棟1階において昭和55年から
瀬川孝勝氏の委託経営により運営されており、
9 時から19時まで営業している。
5 )健康管理
学生諸君の健康管理に関しては、 昭和58年に
保健管理センターが設 置され、 昭和59年からは
本格的な活動を開始し、 その任に当たってきた。
この保健管理センターの目的は、 本学の学生
(および教職員) の心身の健康保持・増進を図
るためにセンターが附属病院と連携し、 専門的
業務を行うことにある。 したがって、 種々の疾
患や悩みに対する指導 ・助言 はもちろんのこと、
健常な者の健康を維持または増進することも重
要な目的としている。
次に具体的な活動状況につき示す。
イ. 学校医による健康相談及び処置
各種疾病の相談及び健康の維持・増進のため、
センター専任(内科)、 看護師及び専門の校医
(神経精神科、 整形外科、 産婦人科、 眼科、 耳
鼻咽喉科、 皮膚科) が相談に応じる体制をとっ
ている。 また簡単な処置についても対応してお
り、 いずれも多数の学生(及び教職員) に利用
さnている。
学生のセンタ一利用者は、 延べ件数にして平
成 7 年度の4，018件から平成16年度の5，825件と
増加してきている。
センタ一利用者の区分では、 呼吸器疾患(主
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に風邪症候群)、 消化器疾患が多 く 、 それらに
ついで 創傷・熱傷、 捻挫・打撲・関節痛などが
受診の理由となっている。 ま た 、 アレルギーに
関するアンケート調査を開始してからは、 アレ
ルギー性疾患についての受診・相談が増加して
いることが特椴として挙げられる。 これらの相
談、 処置に適切に対応できるように、 設備の面
でも年々充実させており、 時代に即した対応を
阿っている。
ロ. 学生相談・心理相談
履修上の問題、 将来の 進路のこと、 経済上の
問題、 その他さまざまな問題で悩むときには精
神的にも不安定となり、 種々の身体症状を伴う
ことも 多い。 主としてセンター教員、 看護師が
相談を担当する ほかに、 カウンセラーとしての
心理学の教員にも応援を求めている。 学務相談
には、 各学科の教務委員に協力願っ た。 ま た 、
平成 9年度から学tþ_課に学生相談主主が設置され、
10年度に専門員 1 名が配置された。 平成15年10
月から臨床心理士 1 名(非常勤) が配置された。
さらに平成1 7年度からは常勤の臨床心理士 1 名
が配置され、 相談体制の充実が凶られている。
ハ. 健康診断
全学生を対象に、 定期健康診断を毎年4月か
ら 5月にかけて実施している。 実施項目は、 内
科、 眼科、 耳鼻科診察、 血圧測定、 尿検査、 胸
部X線撮影を行っている。 健康診断の実施に
休講措置を取り入れたことから、 受診率が高 く
なっている。 定期健康診断における有所 見者に
対しては再検査、 診察が行われ、 必要な場合に
は附属病院に精査を依頼している。 ま た 、 定期
健康診断のほかに、 駅伝大会などの各種大会、
山岳部夏山・冬山登山などのクラブ活動、 スキ
ー実習の際に臨時の健康診断を行っている。
ニ. 健康教育
定期に発行されている「学園だより」に、 保
健管理センターからのたよりとして毎回違っ た
テーマを取りあげ、 わかりやすく解説している。
ま た 、 全世界的に問題となっているエイズ(HIV
感染) や実習に関連して関心の高い肝炎ウイル
ス 、 その他の感染症に関する講演会を、 センタ
ー独自及び、学内共同で行っている。
今後も学生諸君がより良き学生生活、 課外活
動ができるように、 心身の健康管理の面からの
支援を続けていきたい。
6 )研 修
イ. 新入生合宿研修
富L11は海と山の自然に恵まれ、 本学は遠く富
山湾を望み、 近く北アル プス連峰を目前にした
呉羽丘陵に立地している。 創設以来本学では新
入生合宿研修を実施し、 早春の 5月上旬、 積雪
の中を開通間もない立山室堂周辺で、 学生・教
職 員が共にミニ登山を体験し、 雄大な自然の懐
に入って己が人間の小ささを悟り、 白然と人間
同士の出会いの場として語り合う機会としてい
る。 学生は全 国から広く集ま り、 ま た地元出身
者でも夏山はともかし このころの厳しい春山
の経験はなく 、 新入生には強烈な印象を与える
ようで、 卒業後 も本学で学んだ良い 思い出と
なっている。
往復の団体行動から宿泊中まで班別にリーダ
ーを 設け、 学生に役目を分担させて自主協力活
動を促し、 晴天に恵まれれば屋外で雪'11を 国見
岳や地獄谷へと歩き、 スノーボートで斜面を滑
り興じて十分に若さを発散し、 室内においては、
班別ごとのコンセンサスゲーム、 班別討論など
行いコミュニケーションの苦手な学生もあるの
で、 白分の思いを相手に伝え、 相手の意見を聞
きながら合意を図り、 生きる!二で、の大切な試み
を行い、 [�由 時間も交え、 両学部、 学生・教 職
員の別なく五いに交流 し親しく話し合う意義は
大きい。
ロ. 在来生合宿研修
本学では、 毎年1 2月に「合宿による共同生活
と野外研修(スキー) 等を通じて、 大学生活か
ら生じる諸問題について教 職 員とのコミュニケ
ーションを深めることにより、 より健全な学生
生活と豊かな人間形成に資するjことを目的と
して在来生合宿研修を開催している。
平成15年度まで毎年長野県山ノ内町の志賀高
原ブナ平スキー場を中心に、 学生約50名 、 教職
員 10名、 特別講師 1 名が参加して行われ多大な
成果をあげている。
平成16年度は参加希望者が少なく中止した。
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「 正 課」と「 課外 」は相互 に深く影響 し合っ
て学生の キャン パス生活 を形成している。
学生は正課と課外の両者によって学問的にも、
人間 的にも自立できるようになっていくと考え
られる。
学生は自ら選択した課外活動の中で、 親密な
友人関係を見出し、 社会人としての品性を養っ
て人間形成を図っていくことができる。
大学としても、 正課と 課外を有機的に結びつ
ける工夫と 努力をしており、 全学生に対して積
極的にサークルに参加 するよう指導 している。
また、 活動の場となる施設 の整備など に 努めて
いる。
以下 に、 平成17年度に届出のあった文化系と
体育系のサークルの現状と、 それぞれのサーク
ルの最近 10年間の活動状況を中心に記 し、 併せ
てスポーツ大会と医薬大祭( 17年度から医学薬
学祭) について述べる。
平成17年度の課外活動サークル 数および加 入
学生数は 次のとおりである。
サークル名 所属サークル数 加入学生数
体 育 系 26 918 
文 化 系 16 383 
メ口斗 計 42 1， 301 
(注) 複数加入を含む
1 )文化系サークル活動
各サークルとも、 顧問教員がサークル活動全
般 にわたって指導 助言 を行っている。
学生自治会文化部会として、 機関誌「竹林 に
座 すj を年 1 回刊 行している。
文科系サークル の活動の場としては、 北陸3
県 大学学生交歓芸術祭(芸交祭) がある。
30の短 大と大学が加盟 しており、 本学からは、
軽音楽、 管弦楽、 邦楽部(三曲会)、 美術、 写
真 の各サークルが参加している。
①小児科訪問・青い 烏
昭和56年設立。 顧問は宮脇利男先生。 加 入
学生数48名。 入院児童 を楽しませるボラン
課外活 動
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テイ ア活動から生まれたサークルである。 小
児科 慰問、 日曜学校の子ど もたちとの 交流 を
図っている。 七夕会(附属病院小児科)、 日
帰りキャンプ (太閤山ランド)、 打 ち上げ 合
宿(浜黒崎キャンプ場) など を行っている。
②管弦楽団
昭和52年室内合奏団設立。 昭和61年管弦楽
団に編成替え。 加 入学生数64名。 顧問は贋田
弘毅先生。 入学式での演奏、 定期演奏会( 第
27回、 小杉町文化ホール ラポール )、 芸交
祭( 第55回、 鶴来町総合文化会館クレ イン )、
病院コンサート (附属病院)、 合宿(岐阜県
上宝村 )など活躍 している。 サークル誌 IES­
TRO ARMONICOJ を 刊 行している。
③ギターマンドリンクラブ
昭和52年設立。 顧問は北島勲先生。 加 入学
生数36名。 定期演 奏会( 第26回ラポール 小
杉)、 北陸学生マンドリン合同演奏会( 第33
回、 石川厚生年金会館)、 附属病院コンサー
ト 、 夏期合宿(長野県飯山市 信濃平) を行っ
ている。
④軽音楽部
昭和52年設立。 顧問は 布施秀樹先生。 加 入
学生数24名。 富山大学との合同定期演奏会、
新 歓 コンサート、 大学 祭での ラ イ ブ、 県 内
ミュージックフェステイパルに参 加 。 合宿
( 北志賀) によって 技 を磨いている。
⑤コーラス部
昭和52年混声 合唱団設立。 平成16年コーラ
ス部に編成替え。 渡辺 行雄先生。 加 入学生数
16名。 定期演奏会、 他大学との合同演奏会を
行っている。
⑥茶道部
昭和57年設立。 顧問は福田正治先生。 部員
数20名。 勉強会、 練習、 大学 祭 での発表会な
ど で活躍している。
⑦邦楽部
昭和58年三曲会設立。 平成14年邦楽部に編
成替え。 顧問は野村邦紀先生。 会員数 5 名。
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日本古来の楽器である琴、 尺八、 三絃を演奏
するサークル。 芸交祭、 ゆか た会、 大学祭に
おける本学附属病院での発表会、 病院コンサ
ート( 協立病院) に参加。
⑧写真部
昭和51年設立。 顧問は古田勲先生。 部員16
名。 写真展(年 2 同) や持影会を開催してい
る。
①桔鞭会
昭和49年 設立。 顧問は服部征雄先生。 会員
数69名。 永い歴史を持つサーク)]/0 植物採集
( 5月、 6月、 7 Jn、 文献輪読、 夏 合 宿 を
行 っている。 20周年 記念式典パー ティーを実
施。 会誌「緒鞭」を刊行している。
⑭美術部
昭和51年 設1。 顧問は大谷修先生。 部員数
9 名。 作品の 製打ニおよび鑑賞を行う。 交歓芸
術祭や院内展を開催している。
⑪ウインドアンサンブル
平成 2 年 設立。 顧問は吊JLJ登先生。 部員数
26名。 管弦栄同と異なり、 楽器構成はほとん
ど管楽器である。 附属病院ロビーで病院コン
サート( 3)]) を開催して患者の持さんに好
評を待ている。
@アマチュア無手泉クラブ
平成比{f.設立。 顧問は阿原稔先性。 クラブ
員数 9 名。 アマチュア無線の健全な発展、 会
員相互の友好の 増 進 、 無線科学の向上を日的
としている。 ]ARL総会に参加、 各稀コンク
ールに11\場。 ALL]Aコン テストでは北陸地
|ズ第 1伎であった。
@E'S'S 
'1':成10年 設立。 顧問は漬rJl.î和子先生O クラ
ブ員数 9 名。 富山 大学ESSとの合同で英語
力JÎIJ卜会のための練宵を行 っている。
⑭ボラン テイア|司好会
平成 8 年 設立。 顧問は成瀬優知先生。 クラ
ブ数 9 名。 地域の福祉施設等の訪問をはじめ
とし、 ボラン テイア活動を行 っている。
⑬|玉II努医療研究会
平成 8 年 設立。 顧問は鏡森定信先，+。 鎌田
倫f先生。 クラブ員数 15名。 スタデイツアー、
国内施設見学を通して 国際医療協力の実状を、
勉強会を通して研究 している。
⑮]oyful Company 
平成14年設立。 顧問は鎌田倫子先生。 クラ
ブ員数 8 名。 本学 留学生および外同人研究者
との定例会等の交流。 日本語ボラン ティアを
行 っているc
※なお、 クラシックギタ一部、 聞碁将棋部、
吉山リーガルクラブ、 書道部、 演劇を楽しむ
会については、 部員不足等で活動が停滞し、
現在休部している。
2 )体育系サークル活動
各サークルとも顧問教員がサークル活動の活
性化に努めている。 学4:自治会体育会では、 機
関紙「天放」を毎年 1 回刊行している。 体育系
サークルが参加する主な大会は、 北陸地反 国立
大学総合体育大会( 北 同 大会)、 阿11 本医科学
!f:総合体育大会( 西l天体) および関西 薬学生競
技大会( 閲 薬 ) である。 北同大会は、 北陸地区
の|玉1 \'，:大学( 金沢大学、 宮山大学、 福井大学、
高岡短期大学、 宙山医科 薬科大学) がクラブ活
動を通して、 相互の友好を深めることを目的と
しているc 西|矢体は関丙ブロックに属する44の
医学部・医科大の体育系のサークルが 会堂に会
して、 Il頃鍛えた技を20競技で競い合う大会で、
ある。 参加総人数 は 1万5，000人に達する。 本
学はこの大会で総合3紋(第54回�55回大会)
の成績を挙げている
関 薬は関西の 薬学生だけの大会で、 8 競技が
行われている。 以下に各サークルのこの10年 間
の活動状況と、|λ成16年度の現況を 記す。
弓道部
昭和51年 設、止。 顧問は嶋同豊先生。 部員数
57名。 北 国大会・ 男子団体3位(54回大会)、
同体久子優 勝(56岡大 会)、 団体 女f宇3位
(50回、 541叶大会)、 男子個人戦優勝(51 Wl、
56阿大会)、 女子↑同人 戦優勝(51回大会)西
医体男子団体3位(55凶大会)、 5位(51回
大 会)、 6位(50阿 大 会)同体 女子 準 優 勝
(56回大会)。
②剣道部
昭和51年 設、'[。 顧問は酒井伸也先生。 部員
数24名。 北国大 会:女子団体4位(5 1回大
会)。 西医体:ベスト 16(50回、 52回大会)、
関 薬 男子団体優 勝( 平 成12年、 14年) 4位
( 平成11年)、 女子団体優勝( 平成12年)、 準
優勝( 平成10年、 14年) 個人戦優勝。
③ソフトテニス部
昭和5 1年設立。 顧問は遠藤俊郎先生。 部員
数43名。 北国大会:男子団体3位(50回、 52
回、 53回、 54 回、 55回大会)、 女子団体準優
勝(50回大会、 5 1回大 会)、 3位(53回、 54
回、 55回、 56 回大会)、 西医体:女子団体優
勝(45回 大 会) 準 優 勝(44回 大 会)、 3位
(52回大 会、 ベ ス ト 8 進 出、 女 子 個 人 優 勝
(46回大会)。 関薬 :女子団体3位( 平成10年
度 )。
④硬式庭球部
昭和5 1年設立。 顧問は村口篤先生。 部員数
77名、 北国大 会:男子団体準優勝(53回大
会)、 女子団体3位(53回、 54回大会)、 西医
体男子・女子団体ベスト 16に進出。 関薬 男子
団体優勝( 平成15年大会)、 3位( 平成14年
大会)。
⑤サッカ一部
昭和5 1年設立。 顧問は西条寿夫先生。 部員
数37名、 北国大会:優勝(52回、 53回、 54回
大 会)、 準優勝(55回大 会)、 3位(56回大
会)、 西医体4位(55回大会)、 ベスト 8に進
出。 関薬 2位( 平成13年大会)。
⑥水泳部
昭和5 1年設立。 顧問は宮脇利男先生。 部員
数44名。 北国大 会:男子団体 1位(47回大
会)、 女 子 団 体3位(50回、 5 1回、 52回、 53
回、 55回大会)、 男女とも個人種目別で 数多
く優勝、 入賞。 西医体:男子:個人種目で優
勝(54 回、 55回大会)。
⑦競技スキ一部
昭和5 1年設立。 顧問教員は石津伸先生。 部
員数30名。 西医体:男子団体総合優勝(50回、
42回大会)、 2位(52回大会)、 3位(5 1回)、
女子総合準優勝(50回、 5 1回、 52回大会)、
男女とも個人種目別で数多く優勝。
⑧山岳部
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昭和5 1年設立。 顧問は小 野寺孝一先生。 部
員 数22名。 春、 新 歓 合宿(立山)、 夏、 夏山
縦走、 秋、 もみじ狩り、 冬、 冬山登山。 夏期
の双六小屋診療所開設 をサポート 。
⑨準硬式野球部
昭和5 1年設立。 顧問は塚田一博先生。 部員
数26名。 北国大会:準優勝(5 1回大会)、 3
位(55回大会)、 西医体に参加 ベスト 16 (45 
回大会)、 関薬 1位( 平成12年、 14年大会)。
⑩卓球部
昭和5 1年設立。 顧問は浦風雅春先生。 部員
数38名。 北国大 会:男 子団体3位(5 1回大
会)、 女子団体3位(5 1回、 52回大会)、 商医
体に 参加 、 関 薬 :男子団体準優勝( 平成10
年)、 3位( 平成11年)、 女子団体3位( 平成
10年大会)、 男子シ ン グルス優勝( 平成12年)、
男子ダブル ス優勝( 平成12年)。
⑪男子バスケットボール部
昭和5 1年設立、 顧問は山崎光章先生、 部員
数29名。 北国大会:男子団体準優勝(56回大
会) 3位(50回-54大 会)、 西医体:関 薬 :
3位( 平成15年大会)、 4位( 平成10年大会)0
⑫女子バスケットボール部
昭和5 1年設立。 顧問は山崎光章先生。 部員
数17名。 北国大 会:準優 勝(46 回、 55回大
会)、 3位(50回、 5 1回、 53回-56回大会)、
西医体:ベスト 8 、 ベスト 16関薬 3位( 平
成10年、 11年大会)。
⑬バドミントン部
昭和5 1年設立。 顧問は瀬戸光先生。 部員数
64名。 北国大会:女子団体優勝(55回大会)、
3位(54回、 56回大会)、 男子団体3位(50
回、 5 1回、 54回、 56回大会)、 西医体:男子
団体3位(56 回大会) 男子団体ベスト 16、 女
子団体3位(53園、 55 回大会)、 ベスト 8 、
ベスト 16、 シ ン グル ス優勝(54回大会平成12
年)、 女子ダブル ス準優勝(52回大会)、 全薬
大 会:男 子団体優勝( 平 成13年、 14年、 16
年)、 女子団体優勝( 平成13年、 16年)、 男子
団体準優勝( 平成10年、 1 1年)、 女子団体準
優勝( 平 成10年、 15年)、 女子団体3位( 平
成14年)0
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⑪男子バレーボール部
昭和5 1年設立。 顧問は白木公康先生。 部員
数26名。 北 国 大会:準優勝(5 0同大会)、 3
1立(5 1回�54回、 56回大会)、 両医 体 2位
(5 2回、 54回 大会)、 3位(5 1同大 会)、 4位
(55回 大 会)、 関 薬 大会:優勝( 平 成12年 大
会)、 3位( 平成10年、 1 1年大会)0 
⑮女子バレーボール
昭和5 2年設立。 顧問は井上 博先生、 白木公
康先生。 部員数26名。 北 国 大会 3位(50回
�53回、 56回 大会)、 丙医体 3位(53凶大
会)、 4佼(5 2凶、 �46回大会)、 関 薬 :優勝
( 平 成16年)、 2位( 平 成10年)、 3位( 平 成
1 2年、 13年、 14年 大 会)、 5位( 平成1 1年 大
会)。
⑮ハンドボール部
昭和5 1年設立。 顧問は早坂征次先生。 部員
数 24名。 北 国 大会3位(5 1回、 56回 大会)、
西医体 8位(5 0回大会)。
⑪ヨット部
昭和53年設立。 顧問は渡辺行雄先生。 部員
数 2 1110 北 国大会:総合準優勝(55回大会)、
3位(50阿�5 2[iJj、 54同、 56回 大 会)、 西 医
体:総 合 2位(53回 大 会)、 4位(5 2回、 55
回 大 会)、 5位(5 1凶 大 会)、 9位(50凶 大
会)、 4 70級 優勝(53回大会) その他各級ごと
種目に入賞。
⑬ ラグビーフットボール部
昭和5 1年設立。 顧問は笹原正清先生。 部員
数42名。 北 国 大会:優勝(5 1同大会)、 準優
勝(5 0回大会)、 3位(5 2l叫、 56回大会)、 西
医体:ベスト 16位(5 1回大会)。
⑮陸上競技部
昭和5 1年 設。:。 顧問は広川慎一郎先性。 部
員数68名。 北 国 大会:男f 総合 2位(55回大
会)、 3位(5 1回�54回大会)、 4位(50回大
会)、 女子総合3佼(5 1回大会)、 4位(50問、
5 2回、 53回大会)、 個人種目優勝(50回�56
凶大会)、 西医体:男子総合3位(54回大会)、
4位(53回大会)、 7位(5 1岡、 5 2回大会)、
女子総合優勝(53l口l、 54同大会)、 3佼(5 2
回大会)、 5位(5 1回大会) トラッ ク部門優
勝、 準優勝、 男女とも個人種目別で数 多く優
勝、 鈴木賀代さんが第 9同個人部門として最
優秀賞敢闘賞、 第 10回個人部門として最優秀
賞が授与された。 関 薬・その他種日ごとに数
多く優勝、 準優勝( 平成16年大会)。 男子総
合優勝( 平成14年、 15 年大会)、 男子総合準
優勝( 平成13年大会)、 男女総合準優勝( 平
成15 年、 16年大会)、 女子総合3位( 平成12
年大会)、 フィールド 優勝( 平成15 年、 16年
大会)、 男fトラック優勝( 平成15 年)、 男子
トラック準優勝( 平成16年)
⑩合気道部(富111医科 薬科大学 養神館合気道
部)
昭和60年設立。 顧問は片桐達雄先生。 部員
38名。 西医体. オ ー プン参加(4 1回大会)、演
武・団体l位(54回大会)、 演武・個人段外
の部 1 f\!: (54回大会)、 女子総合優勝(54回
大会)。
⑪ウインド サーフィン部
昭和61年設立。 顧問は古出勲先生。 部員数
3 9名。 週 2 凶練習、 学連レースや一般レース
参加に向けて頑張っている。
⑫女子軟式野球部
昭和60年設立。 顧問は平賀紘 A先生。 部員
数 2 2名。 第 2 回および第 3 回全|玉!大学女f軟
式野球大会で準優勝( 昭和63年および平成元
年)。 第 18回全 国大学女子軟式野球大会ベス
ト 8 。 春季・秋季北陸大会にも参加。
⑮武田流中村派合気道部
平成15 年設立。 顧問は谷口美樹先生。 部員
数30名。 武田流rt1村派合気道の稽古をつうじ、
心身の練磨、 人格の形成を行う。 同派の大会
に参加している。
⑫ITF テコンド一部
平成15 年 6月 設立。 顧問は岩同研典先生。
部員数 18名。 テコンドーをとおして精神・ 肉
体的修 練のための活動を行 っている。
⑮フット サルサークル
平成1 7年 6月 設立。 顧問は矢倉隆之先生。
部員数26名。 フット サル積日をとおして学生
聞の交流を深め、 他I寸|体との交流試合に 出場
する ため頑張っている。
⑮ダン ス部
平成15年 4 月設 立。 顧問は木村 友厚先生。
部 員 数20名。 大学祭でのパフォーマン スをす
るため、 他の イベントに参加 することを目的
にダン スを楽しんでいる。
なお、 応援団、 体操・新体操部、 柔道部、
空手道部については、 部員不足等で活動が停
滞し、 現在休部している。
3 )サークルリーダー研修会
サークル活動 は学生の自主性に委ねられてお
り、 そのため、 サークルの組織と運営において
民主的なル ールが確立していない。 また、 各サ
ークルにおいては、 部員相互の人間 関係は緊密
であり、 組織に対する帰属感も強いが、 反面セ
クト化傾向も強い。 このような点を補うために
は、 サークル各リーダーとしての資質の向上と
リーダーシ ップの向上が望まれる。 学生課が世
話役となって毎年 8月に文化系と体育系の各サ
ークルのリーダーを集めて、 このための研修を
行っている。 学内外の講師による講演会と体育
系と文化系それぞれで個別討論会をもっている。
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4 )大運動会及び春季・秋季スポーツ大会
いずれも体育会事業局が企画・運営している。
大運動 会では学生と教職員の多数が参加し盛会
裏に行われている。
春季・秋季スポーツ大会は各サークル、 医学
部医学科と薬学部薬科学科の各学年 aチームと
bチームおよびサークルごとのチームによって
競われる。 競技種目は、 ソフトボール 、 バレー
ボール、 テニス、 綱引き、 リレー等がこれも盛
会裏に行われている。
5 )医薬大祭
毎年10月末の金・土・日の 3 日間行っており、
平成16年度で28回を数える。 その内容は、 医薬
展、 看護展、 附属病院展、 民族薬物資料館一般
公開、 スポーツ大会、 フリーマーケット、 軽音
ライブ、 医薬大名人戦、 大学祭記 念学術講演会、
医薬大オープ ン ( 硬式テニス)、 後夜祭など で
ある。 各サークルが屋外出庖(模擬庖) してい
る。 平成16年度の学術講演会は医学部・附属病
院助講会主催で、 夏川周介氏(長野県 厚生連
佐久総合病院長) が「卒後研修と地域医療の実
際」と題して開催された。
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第3節 卒業生の動向
1 )医学部医学科
昭和57年3月に第 1 回生75名が卒業して以来、
平成1 7年 3月卒業の第 24回生まで、 計2，281名
( うち女子540名;全体の23. 7% ) が卒業した。
卒業生は、 いまや医学・医療における教育、
研究 、 診療の各分野で全国的に活躍しており、
医学部の基礎ならびに臨床では本学 出身の教授
が、 4 名誕生し先頭に立って 母校の発展に貢献
している。
これまでの卒業生の 進路状況を表示した。
こ の24年間 で 大学院 進 学 者 136人( 全数の
6 % )、 就職/研修医2， 0 14人(88. 4 % 、 そのう
ち県内4 2. 8% )、 その他12 7人(5. 6% ) とな っ
ている。
進路のうち就職/研修医をみると、 開学後数
年間では、 助手として本学に勤務し、 大学の創
成期に貢献したことがわかる( 昭和56年 5名 、
57年 2 名、 60年3 名、 61年 1 名、 そ の 後 不 定
期)。 ま た 、 就職/研修医の大部分を占める 研
修医については、 本学で研修を行う者の割合は
30�50%であり、 必ずしも高いとはいえない。
この状況は他の新設大学も同様で、、 大学附属病
院や臨床講座の診療、 研究 、 地域医療への貢献
の而からも問題となっている。 なお、 本学 出身
医学部医学科進路状況
年度
進 路
之o斗
進学(%) 就職(%) その他(%)
7 5 (5. 1) 84 (85.7) 9 (9.2) 
8 2 (2.3) 79 (90.8) 6 (6.9) 
9 5 (5.0) 89 (89.0) 6 (6.0) 
10 2 (2.3) 78 (89. 7) 7 (8.0) 
11 。 84 (96.6) 3 (3.4) 
計
98 
87 
100 
87 
87 
者で他大学、 あるいは他県の病院へ行くのは、
ほとん どが郷里に戻る、 いわゆ るUターン者
である。
医学科では卒業生の母校への定着率を高める
ため、 卒後教育検討委員会を置き、 6年生を対
象とした卒後教育ガイダンスを行うとともに、
アンケート調査等を行 った りして、 鋭意検討を
重ねている。
ま た 、 附属病院では卒後臨床研修、 とりわけ
その最も基本となる初期研修の効果を高めるべ
く、 平成 6年度から臨床研修委員会が中心とな
り卒後研修 プログラム(1卒後研修の手引きJ)
を作成し、 卒業生により魅力ある研修の場を提
供するよう努力してきた。 この間平成16年度に
は 2年間の卒後研修が義務化された。 研修受け
入れ病院として、 大学以外の施設も認定された
ことから、 16年3月の卒業生の 進路として、 県
外の病院での研修を選択する者が急 増した( 平
成16年3月の卒業1てではその38. 5%にあた る35
名が県外での卒後 研修を開始した)。 このよう
な状況に対応すべく卒後研修センターを 設置し、
関連病院と連携しながら、 本学附属病院におけ
る卒後研修の充実を阿 っている。
就職先(病院)
県内(%) 県外 ( %)
50 (59.5) 34 (40.5) 
35 (14.3) 14 (55.7) 
37 (41. 6) 52 (58.4) 
43 (55. 1) 35 (44.9) 
45 (53.6) 39 (46.4) 
進 路 日Jj 内 訳
年度 本 ヲ目二. 他 大 学 一般病 院 その他
l仁h1 
研修医(%) 大学院(%) 研修医(%) 大学院(%) 県内(%) 県外 ( %) (%) 
12 57 (58.2) 1 (1. 0) 32 (32.7) 。 。 3 (3.1) 5 (5.1) 98 
13 38 (38.4) 。 43 (43.4) 。 1 (1. 0) 10 (10.1) 7 (7.1) 99 
14 40 (41. 7) 。 35 (36.5) 2 (2.1) 。 13 (13.5) 6 (6.3) 96 
15 29 (32.2) 。 34 (37.8) 。 3 (3.3) 18 (20.0) 6 (6.7) 90 
16 24 (26.4) 。 21 (23. 1) 。 3 (3.3) 35 (38.5) 8 (8.8) 91 
医学部医学科追跡状況 ;人数(%)
年度
昭和56
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
平成 1
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
メロ�，ロきt
各年平均
2 )薬 学 部
進学率
20 (26.7) 
12 (11.8) 
12 (13.0) 
11 (10.8) 
17 (17.0) 
5 (5.4) 
2 (2.6) 
5 (4.4) 
12 (12.1) 
4 (4.0) 
5 (5.7) 
4 (3.6) 
5 (4.7) 
5 (5.6) 
5 (5. 1) 
2 (2.3) 
5 (5.0) 
2 (2.3) 
o (0.0) 
1 (1. 0) 
o (0.0) 
2 (2. 1) 
o (0.0) 
o (0.0) 
136 (6.0) 
5.7 
就職/研修
55 (73.3) 
88 (86.3) 
80 (87.0) 
87 (85.3) 
83 (83.0) 
87 (93.5) 
74 (96.1) 
95 (84. 1) 
86 (86.9) 
83 (83.8) 
73 (83.9) 
98 (87.5) 
94 (87.9) 
78 (86.7) 
84 (85.7) 
79 (90.8) 
89 (89.0) 
78 (89. 7) 
84 (96.6) 
92 (93.9) 
92 (92.9) 
88 (91. 7) 
84 (93.3) 
83 (91. 2) 
2，014 (88.4) 
L一 一一
83.9 
本学部は、 地元の伝統産業である「富山のく
すり」の振興を目的として、 明治26年( 1893 )
に設立された共 立富山薬学校に始まるO その後、
市立富山薬学校( 明治30年、 1897)、 県 立薬学
専門学校( 明治43年、 1910)、 官 立富山薬学専
門学校(大正 9 年、 1920)、 戦後の学制改革に
伴う富山大学薬学部 ( 昭和24年、 1949) と名称
変更と と もに発展してきた。 また、 昭和38年
( 1963 ) には新制大学として初めて大学院薬学
研究科が設 置された。 昭和50年( 1975 ) には、
新設 医学部、 和漢薬研究所とともに富山医科薬
科大学創設 に参加した。 昭和53 ( 1978) 年には、
富山医科薬科大学大学院薬学研究科に博士課程、
平成12年(2000) には大学院薬学研究科に臨床
薬学専攻が新設 された。 薬学部は、 創設以来112
年の伝統と歴史を誇り、 これまでに医療業界、
最掲;県内分
38 (50.7) 
46 (45. 1) 
39 (42.4) 
46 (45.1) 
39 (39.0) 
36 (38.7) 
34 (44.2) 
43 (38.1) 
42 (42.4) 
48 (48.5) 
40 (46.0) 
44 (39.3) 
42 (39.3) 
32 (35.6) 
50 (51. 0) 
35 (10.2) 
37 (37.0) 
43 (49.4) 
45 (51. 7) 
57 (58.2) 
39 (39.4) 
40 (41. 7) 
32 (35.6) 
27 (29.7) 
974 (42.8) 
40.6 
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その他 Z口h 計
o (0.0) 75 (100) 
2 (2.0) 102 (100) 
o (0.0) 92 (100) 
4 (3.9) 102 (100) 
o (0.0) 100 (100) 
1 (1. 1) 93 (100) 
1 (1. 3) 77 (100) 
13 (11.5) 113 (100) 
1 (1. 0) 99 (100) 
12 (12. 1) 99 (100) 
9 (10.3) 87 (100) 
10 (8.9) 112 (100) 
8 (7.5) 107 (100) 
7 (7.8) 90 (100) 
9 (9.2) 98 (100) 
6 (6.9) 87 (100) 
6 (6.0) 100 (100) 
7 (8.0) 87 (100) 
3 (3.4) 87 (100) 
5 (5.1) 98 (100) 
7 (7.1) 99 (100) 
6 (6.3) 96 (100) 
6 (6.7) 90 (100) 
8 (8.8) 91 (100) 
127 (5.6) 2.281 (100) 
5.3 94.9 
製薬企業、 公官庁など 薬学に関連する広い分野
に多くの優秀な人材を送り出してきた。 また、
平成11年( 1999) より大学院博士課程後期に社
会人学生を受け入れ、 社会人の再教育にも貢献
している。 富山医科薬科大学薬学部卒業生なら
びに大学院薬学研究科修了生の動向を 次頁の表
に示す。
し 薬学部
本学部 は創設 以来、 約9，000有余名の卒業生
を世に送り出してきた。 富山医科薬科大学の卒
業 生は、 昭 和54年度 ( 1979) か ら 平 成 6 年度
( 1994) までの16年間 に1. 506名に達し、 940名
(62%) が就職、 462名(31%) が大学院に進学
し、 65名( 4 %) が病院等の研修生になった。
就職 先についてみると、 製薬 会社 (49%)、 病
院(26%)、 公務員( 11%)、 薬局・流通( 8 %) 
の順であり、 製薬会社に就職する学生が圧倒的
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進路状況
区 分 卒業年度 ザ丙 薬)寸
ùk 
院 .ìf重
平
昭和
成
54
6
年
年度
(20g) (52) 
242 76 
平成7年度 (18) (7) 21 11 
平成8年度 (1 \J) (J 5) 23 25 
平成9年度 (14) (16) 16 22 
平成loóf度 (15) (19) 19 30 
平成11年度 (15) (11) 16 24 薬学部
平成12年度 (6) (13) 10 19 
、|三成13年度 (8) (17) 11 24 
、I[Þ)(:14年度 (3) (15) 4 24 
平成15年度 (3) (3) 5 13 
平成16年度 (4) (12) 4 24 
計 (313) (183) 371 292 
昭
平
和
成
54
6
年
年一度
(9) (1) 
22 3 
平成7年度 (6) 7 1 
平成8年度 (5) (3) 5 3 
平成9年度 (8) (4) 11 10 
平成10年度 (1) (1 ) 日 6 
平成11年度 (3) ( 1) 1 5 前期課税
平成12年度 (1) (1) 8 3 
平成13年度 (4) (1 ) 8 6 }ぇ
平成14年度 (9) 17 6 
-→ι 平成15年度 (:0 ) (3) 6 9 
|涜 、v成16年度 (3) (3) J 戸 6 
薬 (55) (18) 99 58 
学 平昭
和
成
55
6
斗
年~度
�Jf 平成7年度
究
平成8年度
干十
平成9年度
、|三成10年度
平成11年度 (1) 
後期課程 1 
平成12年度 2 
、|三成13年度
平成14年度
平成15年度
平成16年度 1 
計 (1) 1 1 
製薬会社には化学工業を合む。
就
製
〉パ品、、
fヱ三L三
社
(:Bg) 
459 
(1) 
9 
(日)
8 
(3) 
7 
(2) 
3 
(2) 
4 
(2) 
ワ
(3) 
4 
(1) 
(361) 
497 
(36) 
302 
(2) 
10 
(4) 
(寸)
l時
(5) 
19 
(8) 
32 
(4) 
19 
(8) 
17 
(9) 
13 
(2) 
22 
(3) 
10 
(85) 
475 
(1) 
18 
1 
2 
2 
2 
1 
2 
1 
(1) 
3 
2 
(2) 
35 
就職欄の その他は、 帰国し就職した者を含む。
その他は、 社会人・ ポスドク ・帰国等。
月設
そ 公
σコ
f事也星
A、生と" 務
(ll) (64) 
17 104 
(2) 
1 5 
(1) (5) 
1 7 
(3) 
3 
(1) 
2 
(1) 
1 
(1 ) 
1 
( 1) 
1 
(1) 
1 1 
(14) (77) 
21 121 
(2) ( 15) 
18 33 
1 
1 2 
(2) 
3 
(2) 
1 2 
2 
(:)) (:1 ) 
6 5 
(3) 
9 I 
(3) 
6 8 
(1 ) (2) 
4 2 
(6) (1) 
12 5 
(15) (28) 
57 61 
(1 ) 
5 
1 
1 
10 
2 
3 
( 1) 
2 
( 1) 
ヨ
(3) 
1 18 
大 f{rU13lf E+ 
JKL - 学: そ fI3 、院 の 言十。〉 進 石究生汗 他
他 土出子
(36) (709) (91) (28) (20) (g48) 
42 940 462 65 39 1，506 
(31) (22) (1 ) (4) (58)| 2 49 51 2 9 111 
(4) (50) (17) (J) (68) I 
73 41 2 119 
(36) (16) (4) (56) 
48 48 7 103 
(37) (13) (3) (1) (54) 
51 47 1 3 108 
(32) (19) (2) (3) (56) 
15 53 2 5 105 
(19) (25) (5) (49) 
29 59 自 96 
(26) (17) (2) (3) (48) 
36 58 2 7 103 
(20) (25) (45) 
30 61 91 
(10) (28) (1) (4) (43) 
23 83 1 6 113 
(lg) (25) (1) (6) (50) 
31 66 1 10 108 
(40) (988) (2�)8) (39) (50) (1375) 
53 1， 358 1，032 79 94 2，563 
(1) (67) (15) (5) (6) (93) 
10 388 84 8 11 491 
(8) (3) (1 ) (1) (1:)) 
19 7 1 28 
(3) (15) (4) (19) 
3 29 3 10 43 
(18) (4) (2) (24) 
40 3 52 
( 12) (1) (2) (15) 
34 8 3 45 
(1) (13) (3) (16) 
1 44 6 1 51 
(12) (1) (3) (19) 
41 8 3 52 
(16) (1) (1) (IR) 
41 7 3 51 
(21) (3) ( 1) (3) (28) 
50 11 4 66 
(11) (4) ( 1) (3) (19) 
43 11 2 7 63 
( 16) (3) (19) 
38 17 3 58 
(8) (209) (41 ) (10) (23) (283) 
14 767 171 17 15 1， O()Ü 
(12) (11) (2) ( 16) 
41 64 5 10 79 
(1) (1) (1) 
3 5 2 7 
(6) (6) (6) 
6 9 9 
(2) (2) (2) 
8 10 10 
(1) (1) (1) (2) 
H 2 11 
(2) (3) (3) 
6 9 9 
(5) (5) (5) 
10 13 13 
(1) (1 ) (1) 
4 8 戸J 13 
(4) (4) 
4 8 12 
(2) (4) (6) (10) 
4 9 10 19 
(1) (2) (4) (6) 
3 9 7 16 
(33) (39) (17) (56) 
93 119 ;; 44 198 
) は女千で、内数
就職地
富 北 そ 北 東
山 。〉
区分 卒業年度 県 他 海
内 陸 部
中
道 北
平
昭和
成546年年~度
(301) (76) (104) (5) (12) 
352 87 134 8 22 
平成 7年度 (11) (3) (5) (3) (1) 13 5 7 4 2 
平成 8年度 (18) (4) (8) (2) 26 6 14 2 2 
平成 9年度 (8) (6) (6) (1) (3) 8 7 9 1 3 
平成10年度 (4) (5) (15) (1) (2) 6 5 19 1 3 
平成11年度 (4) (2) (12) (1) (1) 
薬学部 6 3 14 1 2 
平成12年度 (7) (3) (2) (1) 8 5 3 1 1 
平成13年度 (3) (4) (8) (2) 3 4 9 1 3 
平成14年度 (6) (1) (1) (2) 8 2 3 1 2 
平成15年度 (1) (4) (1) 4 7 1 2 
平成16年度 (8) (2) (1) 8 1 9 2 
言十 (371) (104) (167) (12) (27) 442 125 228 21 44 
平
昭和
成546
年
年度
(29) (2) (8) 
91 11 26 3 3 
平成 7年度 (4) (4) 7 6 1 
平成 8年度 (4) (1) (2) (1) 8 3 3 1 
平成 9年度 (3) (3) (3) 6 3 8 2 1 
平成10年度 (3) (1) (1) 10 1 3 1 
平成11年度 (6) (3) (1) 
前期課程 13 1 8 3 
平成12年度 (3) (1) 6 3 3 1 1 
平成13年度 (5) (1) (1) (2) 9 2 4 3 
平成14年度 (2) (1) (5) 9 2 3 3 7 
平成15年度 (3) (1) (2) 9 5 3 大
平成16年度 (4) (3) 学
術
星
学
科f 
10 5 
計 (66) (8) (27) (2) (10) 178 26 74 12 21 
平
昭和
成56
5年
年度
(7) 16 2 
平成 7年度 1 
平成 8年度 1 1 
平成 9年度 2 1 
平成10年度 1 
平成11年度 (1) (1) 
後期課程 2 1 
平成12年度 2 
平成13年度 3 
平成14年度 3 
平成15年度 (1) 1 
平成16年度 2 
計 (9) (1) 33 6 
北陸は、 富山県を除く
その他中部 ( 愛知、 静岡、 三重、 岐阜、 新潟、 長野)
関 関
東 西
(116) (66) 
190 110 
(4) (1) 
10 2 
(11) (3) 
14 3 
(6) (4) 
9 7 
(6) (2) 
13 4 
(7) (4) 
10 5 
(4) 
7 2 
(2) (5) 4 6 
(8) (1) 
9 1 
(4) 
6 3 
(4) 
6 1 
(172) (86) 
278 144 
(21) (5) 162 81 
3 1 
(2) (1) 
6 4 
(5) (4) 
11 6 
(4) (3) 
13 6 
(2) 
11 4 
(4) (3) 
15 9 
(3) (4) 
13 9 
(7) (3) 
14 8 
(4) (1) 
19 7 
(5) (3) 
14 7 
(57) (27) 
281 142 
9 5 
2 
1 
1 
1 
1 2 
1 
1 
1 
(1) 
3 1 
3 
(1) 
23 9 
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中 四 九 タト J口斗
国 国 州 国 計
(7) (10) (12) (709) 11 12 13 1 940 
(1) (1) (1) (31) 1 2 3 49 
(2) (2) (50) 
1 z 3 73 
(1) (1) (36) 
1 1 2 48 
(1) (1) (37) 
1 2 54 
(1) (32) 
1 1 2 45 
(2) (19) 
2 29 
(1) (1) (26) 
1 5 36 
(1) (20) 
3 1 30 
(10) 
23 
(1) (2) (18) 2 2 31 
(12) (17) (20) (988) 19 23 33 1 1， 358 
(1) (1) (67) 8 2 1 388 
(8) 
1 19 
(1) (12) 
1 26 
(18) 2 1 40 
(12) 34 
(1) (13) 
1 1 2 44 
(1) (12) 2 1 41 
(16) 
1 41 
(3) (21) 1 3 50 
(11) 
43 
(1) (16) 2 38 
(1) (7) (1) (206) 6 11 12 1 764 
(7) (14) 
5 27 64 
(1) (1) 
2 5 
3 
(2) (2) 
6 10 
(1) (1) 
7 9 
(1) (3) 
3 9 
(5) (5) 
10 13 
(1) (1) 4 8 
4 
(2) (4) 4 9 
(1) (1) (2) 
1 3 9 
(1) (21) (33) 1 5 66 143 
) は女子で内数
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に 多い時代であった。 ま た卒業生に占める女性
の 比率は56%であった。
最近10年間の卒業生の 進路状況をみると、 い
くつかの変化が見受けられる。 まず、 大学院進
学者が増加し、 最近では60� 70%の卒業生が進
学している。 これは、 企業での研究・開発 職に
就く ためには大学院 博士課程前期 修了以上の学
歴 が望まれていること、 平成18年度(2006) よ
り 薬学部が6 年制に移行することなどが 影響し
ていると思われる。 就職先については、 製薬企
業(9 % ) が大きく 低下し、 医 薬分業が進んだ
結果、 薬局・流通(51% ) がほぼすえ数を占める
までになった。 最近では、 卒業生に占める女性
の 比率は 低下してきて おり、 50%を切っている。
このことは、 薬剤師としての仕事が 社 会に認識
されてきたこと、 資格がとれる(薬剤師免許 )
こと、 就職に強いことなどにより、 男性の入学
者が増加した ためと思われる。
2 . 大学院
昭和53年(1978) の大学院 同士課程 創設以来、
1， 000名の 博上課税前 期(修土課程 ) 修了 生を
送り出した。 平成 6 年度(1994 ) までの修了者
491名 の う ち、 388名(79% ) が就 職 し、 84名
(1 7% ) が 博士課程 後期に 進学 した。 就職 先の
多 くは 製薬会 社(78% ) であり、 次いで公務員
(9 % )、 病院 は% )、 薬局・流 通(1 % ) の
111ì'iであった。 ま た 修了生に占める女性の 比率は
19%であったυ
�)j、 最近10年間の修了生の 進路状況をみる
と、 博士課程後期への 進学率はほぼ横ばいであ
る。 就職先については、 製薬企業(46% ) に就
職する学生の 比率が多いものの、 低下している。
�}j、 病院(20% )、 薬局・流 通(15% ) は大
きく 増加している。 これは、 大学院進学者の 増
加とともに、 医 薬分業の 推進により 薬剤師とし
て働くことの魅力が増加した ためと思われる。
ま た 修了牛今 に占 める 女件ー の 比 率 は平 成 6 年
(1994 ) までの19%から、 その後の10年間で約
2 倍 の3 7%に 増加した。 女性の 社会 進 出を反映
していると 忠われる。 就職先は、 関東(3 7% )、
富山(23 % )、 関西(19% ) の 順であるが、 全
国にわ た って分;布している。
大学院 博士課程 後期については、 198名の 博
上 を送り出した。 昭和55年度(1980) から、ド成
6 年度(1994 ) までの15年間の修了者は79名で
あり、 留学生が4 1名を占めた。 就職先は主とし
て 製薬会 社(28% ) であったが、 留学生の場合
は、 多 くが母同の大学教員や研究所の研究員と
して活躍している。 最近10年間の 進路状況をみ
ると、 修了者 1 19名のうち 官学生が76名を占め
た。 出身国は、 中国、 韓国、 タイ、 ベトナム、
インドネシアなどア ジ ア 諸国からの 留学生が多
く、 本学の国際交流の特色 を反映している。 就
職先については、 製薬企業(20% ) に就職する
学生の 比率が高いが、 低下してきている。 一方、
病院、 薬局・流通、 博上 研究員(ポスドク) と
して大学や研究所に就職するケースも 増加し、
職業選択が多様化している。 留学生手については、
母国で活躍している。 ま た 修了生に�íめる女性
の 比率は平成 6 年(1994 ) までの20%からその
後の10年間で約28%に増加した。
な お、 平成16年(2004 ) の学校教育法の改正
により、 平成18年(2006) 度 入学牛介、 ら 薬剤師
養成のための 薬学教育の修業年限が4 年聞から
6 年間に延長されるc このことにより、 薬学部
は、 「薬守: 科J(6 年制課程:定員55人) と 「創
薬科学科J(4 年制:定員50名) の 2 学科とな
る。 それ ぞれ 薬剤師(薬 学科) と 創薬 研究者
(創薬科学科) の 養成を 主日的とするので、 卒
業・修f者の動向も大きく 変化することが 予想
される。
3 )医学部看護学科
医学部看護学科は 平成5 年に新設され13年目
を迎えた。 昨年度は 9凶目の卒業生を送り出し、
同じ学舎 を巣、止った学生は3 年次編入生を含め、
総勢610人とな った。 うち男性看護学生は15名
である。 平成15年からは、 助産専攻コースが 設
置され、 開設時の平成15年度には 9名が、 次年
度にあたる平成16 {f度には 7 �う が、 平成1 7年度
は 9名が助産専攻コースを選択 している。
保健師 、 助産師 、 看護師の国家試験合格者数
は、 過去9 年間で、 編入生を合む保健師 国家試
験合格者は578名(97. 1 % )、 助産師 国家試験合
格者は16名(100 % ) であった。 ま た 、 看護師
国家試験は520名( 98.1%) が合格している。
年度別に学部卒業生と大学院( 修士課程) 修
了生の進路状況を表に示した。 学部学生は、 約
82�84%が保健師・助産師・看護師として卒業
年度に就職している。 進学に関しては助産学専
攻コースができる前は、 他の助産学専攻のため
の進学も目立ってあったが、 平成15年度に、 新
たに助産学専攻コースができたため、 そのため
の進学はなくなった。 しかし、 平成16年度以降、
当大学での助産学専攻コースにも制限があり、
助産師をめざしている学生は他の学校へ、 助産
学専攻のために進学するという状態となってい
る。 卒業生の当大学附属病院への就職率は平成
11年度卒業生以降、 約30�40%である。 また当
大学附属病院での在職率は、 初年度の平成 8年
度卒業生で37.8%、 平成 9 年度卒業生は25%と
減少したが、 それ以降は、 40%以上となり徐々
に増加してきている。 平成15年度卒業生は、 卒
業後 2 年日を迎え、 前年度卒業生のよき先輩看
医学部看護学科進路状況
進 路
就 職 者
別
進
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護師となり全員が退職せずに頑張っている状況
である。 保健師への就職状況は、 看護学科開設
当時は採用枠も案外多く、 卒業生の約20%が就
職していたが、 平成10年度卒業生以降の就業者
は一桁となり、 厳しい状況となっている。 しか
し、 卒業後、 いったんは看護師として就職し、
1 � 2 年後保健師として採用されているという
状況もある。 また、 看護学科卒業後の特殊なケ
ースとしては、 看護師の資格を持ってフライト
アテンダントになった人や、 警察官 になった人
もおり、 卒業後は医療の現場だけではなく、 多
彩な場での活躍 も行われているという状況であ
る。
大学院を卒業した学生は、 学部卒業生と 同 じ
く保健師や、 助産師、 看護師への道に進むが、
大学や短 大、 看護専門学校への教員として就職
している人もいる。 平成10年度卒業生以降全体
で約20%前後が教員として存在している。
内 訳
主す主， 者年度 その他
保健師 看護
師
師 (・助教員
(%) 小計 本学大学 院 他院
大学 (大%学) 
助科
産学 (専%攻) 養程
護教(%
員)課 専門学(%校) 
小計 2口3、 三口ιl 
(%)産 %) (%) (%) 
8 113(19.7) 32 (48.5) 1 ( 1. 5) 46 15 (22. 7) 2(3.0) 2( 3.0) 。 。 19 1 ( 1. 5) 66 
9113(19.4) 39 (58. 2) 2( 3.0) 54 11 (16. 4) 。 2( 3.0) 。 。 13 。 67 
10 5( 7.4) 49 (72.1) 2( 2.9) 56 4( 5.9) 1 (1. 5) 2( 2.9) 2( 2.9) 1 ( 1. 5) 10 2( 2.9) 68 
11 4( 5.9) 44 (64. 7) 。 48 9 (13.2) 4(5.9) 7 (10.3) 。 。 20 。 68 
12 3( 4.3) 51 (72. 9) 。 54 8 (11. 4) 。 5 ( 7.1) 。 。 13 3 70 
13 4( 5.8) 50 (72.5) 。 54 7 (10.1) 1 (1. 4) 6( 8.7) 。 。 14 1 ( 1. 4) 69 
14 7(10.4) 48 (71. 6) 。 55 6( 9.0) 4(6.0) 1 ( 1.5) 。 。 11 1 ( 1. 5) 67 
15 2 ( 3.1) 56 (87.5) 。 58 5( 7.8) 1 (1. 6) 。 。 。 6( 9.4) 。 64 
16 5 ( 7.0) 53 (74. 6) 。 58 2( 2.8) 1 (1. 4) 5( 7.0) 2( 2.8) 。 10 3( 4.2) 71 
大学院医学系研究科看護学専攻
進 路 別 内 訳
年度 就 職 者 進
竺民子 者 その他
保健 (師%)
看
産
護
師
師
(%・
助 )教員
(%) 小計 本学大(学%
院) 他 大学大学 助
産学 専 攻 養護教員課 専門学(%校) 
小計 合 計
院 %) 科 (% 程 (% (%) 
10 0110(52.6) 5(26.3) 15 1 ( 5.3) 。 。 。 。 1 3(15.8) 19 
11 1 ( 6.3) 8(50.0) 6(37.5) 15 1 ( 6.3) 。 。 。 。 1 。 16 
12 l (  8.3) 3(25.0) 6(50.0) 10 。 。 。 。 。 。 2 (16. 7) 12 
13 2 (11. 8) 6(35.3) 1 ( 5.9) 9 。 。 。 。 。 。 8(47.1) 17 
14 。 6(25.0) 。 6 。 。 。 。 。 。 18 (75.0) 24 
15 。 6(33.3) l (  5.6) 7 。 。 。 。 。 。 11 (61. 1) 18 
16 1 ( 6.3) 4(25.0) 1 ( 6.3) 6 。 。 。 。 。 。 10 (62.5) 16 

第7章 国際交流・主宰学会

第1節 国際学術交流 339 
第1節 国際学術交流
[ 1 1国 際 学術交流協定の 締結
本学 の 学生や職員を海外の 大学等へ 派遣した
り、 海外の 大学や研究機聞 から学生や研究員等
を受け入れ る際 に、 お互いの 大学 において滞在
中 の 学生や研究員の 便宜を図り交流を促進する
ため、 外国の 大学や大学附属の部局等との 間で
学術交流協定を締結している。
1 ) 大学問の 学術交流協定
平成10年以降、 8 大学との 問で 大学間交流協
定を締結し 、 これまで に交流協定を締結した大
学/機関は合計11となった( 表1 )。
2 )部局聞の 学術交流協定
最近10年間に、 本学医学部は 中国やイギリス
等の 5大学部局と、 薬学部は 2 機関の部局と、
和漢薬研究所は 14大学/機関の部局とそれ ぞれ
交流協定を締結し 、 活発な交流を続けてい る
( 表2 )。
[ 2 1学生の交流
1 )本学 学生の留学
本学 学生が外国の 大学で講義や実習を履修し 、
帰国後 に学部の 正式な単位として認定を受ける
表1 大学問協定 11機関
大 学 名 国 名 締結年月日
溶陽薬科大学 中 国 昭和 60年 5 月10日※
中 日友好医院 中 国 昭和 61 年 5 月 7 日
中 国中 医研究院 中 国 平成 3 年11月14日
北京医科大学 中 国 平成10年 1 月23日※|
チェンマ イ大学 タ イ 平成11 年 8 月 3 日※
中 国薬科大学 中 国 平成13年 3 月10日
チュラロンコン大学 タ イ 平成13年 3 月30日※
内蒙古医学院 中 国 平成13年 7 月20日
マヒドン大学 タ イ 平成13年 7 月30日
ハサヌデイン大学 インドネシア 平成14年 3 月27日
大郎韓 医大学校 韓 国 平成16年10月 7 日
※ 授業料不徴収による学生の交流に関する覚書を
締結した大学・機関
例が多くなっている。
医学科3 年生が200 2( 平成14)年に米国の ペ
ンシ ル ベニア 州立大学へ10 カ月間留学 し 、 帰国
後 に取得単位の 認定を受けている。 また、 医学
科の 5年及び 6 年次生5名が2004( 平成16)年
度 から選択制臨床実習を2.5週�1 カ月間、 米
国のロチェスター大学 、 英国の パ ミーンガム大
学 やレスター大学 、 中国の北京大学や大連医科
大学等で 履修し 、 帰国後、 単位認定を受けた 。
1995 ( 平成 7 )年度以降、 医学研究 科の 大学
院生3 名が米国やオ スートラリア の 大学へ、 薬
学 研究科の 大学院生 2 名が米国や中国の 大学へ
留学した 。
薬学 研究科では 、 また、 200 2( 平成14)年か
ら毎年10名前後の 大学院学生が学部間交流協定
の 締結校で ある 南 カリフォ ル ニア 大学薬学部で
数 週間の臨床薬学 研修を受講している。
表2 部局間交流協定締結大学
医学部
機関名 国名
大連医科大学 中 国
中 国医科大学 中 国
復旦大学上海医学院 中 国
ロンドン大学ユニパ
ーシティ・カレッジ
イギリス
「社会と健康」国際
研究センター
リエカ大学医学部 クロアチア
薬学部
機関名 国名
南カリフォルニア
アメリカ
大学薬学部
中 国科学院化学研
究所精密化学材料 中 国
研究センター
締結年月日
平成13年 7 月 4 日
平成14年11月 7 日
平成16年 3 月 4 日
平成16年 9 月 7 日
平成16年10月21日
締結年月日
平成12 年 4 月
平成13年 6 月15日
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和漢薬研究所
機関名 国名 締結年月日
ソウル大 学
韓 国 平成10年 7月17U
天然物科学研究所
国光大 学
韓 同 平成12 年10月18日薬用資源研究センター
カイロ大学薬学部 エジプト 平成13年 6 月14日
ト リブバン大 学 ネパー ル 平成13年 7月10日
理工学研究所
ポカラ大 学 ネパー ル 平成13年12月24日
東岡大準
韓 凶 平成14 年 3 月初日
韓 墜皐研究所
シラパコー ン大 タイ 平成14{f三6月14円
学薬学部
南京中 医薬大 学
中 同 平成14 年10月271J
薬学院
大連�型て大 学化
中 国 平成15年 2 月22日
工学院
コンケン大学薬学部 タイ 平成15年11月14日
モ ン ゴ ル目立大 モンゴル 平成16年 3 月30R
学生物宇部
遼�'î'医 学 院・
巾凶 平成16年 9 月 3 IJ 
rt'約研究所
南京大学化学化工学院 ，[，凶 平成16 {f12月21日
伝統医学活性化財団 インド 平成16年12月22日
医学部感染予防医学講座の教官を中心とする
研究グループが、 198 9 (昭和64)年から1999
(平成11)年まで、 インドネシアにおいて寄生
虫感染症の疫学調査を行った際に医学部学生が
同行して調査研究を行い、 同時にハサヌデイン
大学医学部を訪問している。 200 1 (平成13)年
には国際医療研究会の学生がインドネシアの医
療事情について現地 調査を行った。 同会の学生
は2004 (平成16 )年にはタイ国の医療状況を調
資した。
2 ) 外国人留学生の受け入れ
本学に受け入れている外国人留学生の数は平
成10 年度から増加 傾向にある。 留学生の多くは
大学院生及び大学院入学を目指す研究生であり、
学部学生は少ない(表3 )。 留学生を出身国別
の人数でみると、 1{1国をはじめとして東南アジ
ア諸国からの学生が多い(表4 )。
200 2 年からは南カリフォルニア大学薬学部の
数名の学生が数年おき に本学薬学部に数週間滞
在して研修を行っている。
本学に在籍する留学牛の約44%(過去5 年間
の平均 ) は日 本政府の奨学金を受給しており、
残る56%は出身国の政府奨学金、 我が国の学生
支援機構、 ロータリー米山記念奨学会、 平和 中
島財団等の奨学金、 本学の国際交流基金、 西山
敬人基金等の支援を受けている。 我が国あるい
は外同の政府から支給される奨学金は卒業 まで
の支給が確約 されているが、 その他の奨学資金
は採用後、 卒業 年度まで支給されるものと、 1 
�2 年間のみ支給されるものがあり、 一定しな
しミ。
[ 3 ]研究者の交流
1 )本学教職員の海外派遣
平成10 年以降、 本学の教職員が海外で開催さ
れる学会に参加 して発表 した人数、 及び海外の
大学等で研究するために派遣された人数を年度
別にみると、 平成11 年に少し減少が見られる以
外は、 平成1 5年まで大き な変化なく推移してい
る。 しかし、 派遣期間を短期と長期に分けてみ
ると、 長期派遣者の数は減少傾向で、ある。 平成
16 年には医学部をはじめ各部局とも派遣者数は
大き く減少し、 附属病院のみ増加 している(表
5 )。
教職員が海外へ派遣されるとき の資金は、 主
に在外研究員経費、 学長・所長裁量経費、 科学
研究費、 学術振興費、]ICA経費、委任経理金、
先方負担等によるものであった。
教職員の渡航先を延べ人数でみると、 平成11
年以後、 北米、 アジア・オセアニア、 欧州の}II員
位である(表6 )。
2 ) 外国人研究者の受け入れ
本学で平成10 年度から16年度までに受け入れ
た外国人客員研究員の人数を表 7 に示す。 客員
研究員の出身国別人数についてみると、Ijl国、
タイ、 韓国が特に多く、 インドネシア、 ブラジ
ル、 ベトナム、 イラン等が人数は少ないがそれ
に続く。 中国政府の派遣研究員も客員研究員と
表3 学系別外国人留学生正規生 (研究生)総数
年 度 平成10年 平成11 年 平成12 年
医学部 1 ( 1) 2 ( 6) 1 ( 2) 
学部
薬学部 O( 1) O( 1) O( 3) 
小 計 1 ( 2) 2( 7) 1 ( 5) 
医学系 26 27( 2) 23 ( 1) 
研究科
大学院
薬学研 26( 1) 28( 2) 35 ( 5) 
究科※
小 計 52( 1) 55 ( 4) 58( 6) 
合 計 53 ( 3) 57 (11) 59(11) 
※和漢薬研究所所属の院生を含む
表4 外国人留学生の出身地
平成10年 平成11 年 平成12 年
中 国 37 39 35 
韓 国 。 l 4 
インドネシア 4 3 3 
タ イ 4 6 10 
その他アジア 6 11 11 
アフリカ 1 。
南 米 3 7 5 
欧 米 1 1 。
合 計 56 68 70 
表5 教職員の海外派遣実績
平成10年 平成11 年 平成12年
医学部 136 111 131 
薬学部 27 22 38 
和 漢 薬 研 究 所 37 28 46 
その他 2 4 3 
百十 202 ( 4) 165 (20) 218 (16) 
して分類されているが、 過去7 年間で総数5名
(医学部3名、 和漢薬研究所 2 名)で ある。
同時期 に受け入れた外国人研究者は客員研究
平成13年
1 ( 2) 
o ( 4) 
1 ( 6) 
26( 1) 
31 ( 7) 
57 (11) 
58(17) 
平成13年
38 
5 
4 
12 
11 
1 
4 
1 
75 
平成13年
137 
26 
46 
3 
212 (14) 
平成14年
1 ( 8) 
O( 4) 
1 (12) 
23( 1) 
31 ( 2) 
54( 4) 
55 (16) 
平成14年
34 
5 
3 
12 
11 
1 
4 
1 
71 
平成14年
128 
35 
44 
5 
212 (13) 
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(各年10月 1 日現在)
平成15年 平成16年 計
1 ( 3) 1 ( 2) 8(24) 
O( 1) O( 1) 0(15) 
1 ( 4) 1 ( 3) 8(39) 
31 ( 2) 25( 1) 181 ( 8) 
33( 0) 28( 0) 212(17) 
64( 2) 53 ( 1) 393 (25) 
65 ( 6) 54( 4) 401 (64) 
平成15年 平成16年 1口h舌ロ牛i 
31 21 235 
4 3 22 
3 4 24 
10 10 64 
13 10 73 
5 7 16 
4 2 29 
1 1 6 
71 58 469 
平成15年 平成16年 合計
126 90 859 
32 25 205 
37 29 267 
4 39 60 
199 ( 8) 183 (10) 1， 391 (85) 
( )は1 月 以上の長期派遣の教職員数
員のほかに、 外国人受託研修員(国 際 協力事業
団の支援)が総数21名で 、 部局別 内訳は医学部
10名、 薬学部 1 名、 和漢薬研究所 10名で ある。
また、 中国医学 研修生(日 中医学協会 の支援)
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表6 教職員の波航先(延べ人数)
渡航先 平成10年 平成11年
北 米 68 82 
欧 州、| 88 42 
アジア・オセアニア 73 56 
南 米 4 
アフリカ 4 3 
総計 233 187 
、i三成12 年
87 
62 
84 
3 
4 
240 
表7 外国人容員研究員受け入れ者数 (平成10�16
年度)
年度 西暦 総数 医学部 薬学部 和漢薬
研究所
10 1998 36(50) 9 (14) 6 (6) 21(30) 
11 1999 37 (57) 10 (16) 0(1) 27 (40) 
12 2000 27(48) 7 (14) 4(4) 16 (30) 
13 2001 29 (44) 6(12) 1 (1) 22 (31) 
14 2002 38(53) 11 (16) 3(3) 24(34) 
15 2003 31 (46) 8(15) 1 (1) 22(30) 
16 2004 49(62) 15 (23) 6 (6) 28(33) 
247 66 21 160 
数字は新規の受け入れ人数。( )は年度内の受け
入れ総数
は総数7名である。 そのほかに外国人教師(一
般教養部の英語担当)、 和漢薬研究所の客員教
授及び助教授が毎年各1 名、 COE研究員とし
て平成16年度3 名、 1 7年度5 1，が在籍している。
[ 4 1外国人研究者等の講演
本学を訪問した外国人研究者による講演会は
各部局、 講座、 及び、各分野の研究者に委ねられ
ており、 国際的な共同研究の促進、 本学及び地
域のレベルアップを図る目的で開催されている。
講演会の年度毎開催状況は各部局の年報等に記
載されているので、 そちらを参照していただき
たい。
[ 5 1国際共同研究の実施
本学で実施している国際的な共同研究は実施
平成13年 、|正成14年 平成15年 平成16年 合計
73 88 87 80 565 
58 47 49 55 401 
85 89 71 67 525 
13 I 。 。 21 
1 3 1 。 16 
230 228 208 202 1， 528 
表8 国際共同研究の部局別、 年度別実施状況(平
成1O�14年度)
平成 平成 、1>:成 平成 平成 !
10年 11年 12 年 13年 14年
医学部 29 36 40 29 33 
薬学部 9 13 13 14 9 
和i英来: 15 20 19 23 21 
研究所
合百| 53 69 72 66 63 
主体から、 おおよそ、 大学問及び部局聞の交流
協定に基づくもの、 個人または講座主体による
もの、 及び拠点大学方式によるものに区分され
る。 国際交流委員会がまとめた部局別実施状況
を表 8 に示す。
[ 6 1国際会議等の開催と参加
本学が中心となって定期的に開催された国際
的な集会としては、「国際伝統医薬シンポジウ
ム・宮山J (富山県と共催) がある。 本シンポ
ジウムは、 199 2 (平成 4 )年に第1 回目が開催
され、 200 5 (平成1 7)年7月に第10回目が開催
された。 また、 本学と中国衛生部が共催する
「和漢薬(中薬) の医学薬学的研究に関する日
中シンポジウムは、 198 5 (昭和60 )年9 月に第
1 回が富山で開催され、 1997(平成 9 )年まで
数年毎に北京と富L]Jで交互に開催されたが、 以
後は国際伝統医薬シンポジウムと合体して開催
されている。
部局主催の主な国際会議等としては和漢薬研
究所が主催した「伝統医薬に関する国際シンポ
ジウム」があり、 日露ジョイントシンポジウム
( 内藤財 団の支援: 1996年)、 及び日 韓ジョイン
トシンポジウム(日本学術振興会と韓 国高 等 教
育財 団の支援: 199 8年)がある。 また、「天然
薬物」に関するタイ とのジョイントセミナー
(日本学術振興会が主導する拠点大学方式に よ
る学術交流の一環)が2003年にバンコ クのチュ
ラロンコン大学で 開催された 。 その他、 和漢薬
研究所では 中国の北京大学や 韓 国の東園大学校
との合同シンポジウムを 開催している。
[ 7 ]その他の国 際協力
本学は国 際協力事業 団の要請により次の3種
の国 際医 療技術協力ヅロジェクトに参加、 事業
を実施した 。
(1 ) ブラジル国カンピーナ ス大学臨床研究 プ
ロジェクト: 1990年から5年 計画 で本学医
学部外科学と内科学が中心 となり、 カンピ
ー ナ ス大学「消化器病診断セ ンター プロ
ジ、エクト」を 立ち上げ た 。 さらに1997年か
ら第2 次5年 計画 でIHIV感染症( エ イ
ズ・真菌感染)、 肝臓疾患、 小児難治感染
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症の3分野におけるカンピーナス大学医学
部の臨床研究向上のための 基礎の確立」の
ための事業を実施した 。
(2) ミャンマ一 国における伝統 医 療技術協力
プロジェクト: 和漢薬研究所 の化学応用 部
門が中心 となり、 1999年から4 年間、 ミャ
ンマ一 国の国家保健プロジェクトの一つ で
ある伝統 医 療技 術専門家の 派遣及び 研修員
の受け入れ等を実施した 。
(3) 個別専門家派遣:Iケニア 感染症研究対
策プロジェクトrrJ、「タイ 国エイズ 予防・
地域ケア・ネットワークプロジェクト」、
「モンゴル国有用 (薬用 )植物目録にかか
わるプロジェクト」の3事業が、 医学部ウ
イ ルス学講座、 医学部感染予防 医学講座、
和漢薬研究所薬効解析センターの各担当に
より実施された 。 上記のほかに、 本学では
国 際 交流 基金、 文部科学省21世紀COE事
業、 及びその他の公的資金により、 種 の々
交流や 共同研究が行われている。
(国 際交流 委員会 委員長 渡遺裕司)
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第2節 主宰学会
平成 7年度から平成1 7年度までに開催された本学関係者主宰の学会(原則 「地)jゐ会」 以 上) を年
次別に列挙し、 学会活動の一端を紹介する。
開催年月日
平成 7. 3.29 
平成 7. 4. 2 
名 称 | 会 場 | 世話人
第 8 同呼吸デイスカッションの会 |弥生会館 ( 名古屋) 1櫨 彰
第24回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山ステーションホ|渡辺行雄
学術講演会 |テル
平成 7. 4.23 第27回富山県小児保健学会 |富山県教育文化会館|小丙 徹
平成 7. 4.26 第50回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山医科薬科大学 |早 坂征 次
平成 7. 5.21 第32回富山眼科集談会 |富山電気 ビル |早 坂征 次
平成 7. 5. 25� 5.26 1第16同癌免疫外科研究会 |宇奈月国際会館セレ |藤巻雅夫
不
平成 7. 5.27 第13回日本生化学会北陸支部大会 富111市民プラザ |平賀紘一
平成 7. 6. 3� 6. 4 1第65回日本消化器内視鏡学会北陸地方会 富山県医師会館 |稲上修 嗣
平成 7. 6.10 1 1995年日本不妊学会北陸支部学術総会 金沢シティモンドホ 1片山 喬
テル
平成 7. 7. 3� 7. 7 I International Sympos ium"Perception. M e- I インテック大山研修 |小野武年
mory. and Emotion: Frontier in NeuroscÎ- 1センター
ence 
平成 7. 9. 13� 9.14 1第13回日本 ヒト細胞学会 |高志会館
平成 7. 9. 29� 9. 30 1第31回中部外科学会総会 |高志会館
平成 7.10. 8 第28同富山県小児保健学会 i教育文化会館
平成 7.10.13 第 1 凶富山県臨床核医学研究会 |名鉄トヤマホテル
平成 7.10.18 第51回寓山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山医科薬科大学
藤巻雅夫
藤巻雅夫
小西 徹
瀬戸 光
早 坂征 次
平成 7.10.28
平成 7.11.26
平成 7.11. 26 
第36回日本心身医学会中部地克会 1 �富山県民会館 |斉藤清二
第33同富山眼科集談会 |富山電気 ビル | 早 坂征 次
第25回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山ステーションホ 1渡辺行雄
平成 7.12. 2 
平成 7.12. 9 
平成 8. 2.24 
平成 8. 3. 3 
平成 8. 3.15 
平成 8. 3.24 
学術講演会
第 8 回日本婦人科悪性腫湯化学療法学会
第16回北陸先天異常研究会
テル
東京経団連ホール
富山衛生研究所
第84回日本循環器学会北陸地方会 i富山医科薬科大学
第168凶日本内科学会北陸地方会 |富山医科薬科大学
第 2団富山県臨床核医学研究会 |名鉄トヤマホテル
日本看護協会近畿・北陸、 中国・四国地方 !富山医科薬科大学
会第10回学術集会
泉 陸 一
鏡 森 定信
木村 敬
井上 博
渡辺明治
瀬戸 光
神郡 博
平成 8. 4. 7 第26回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山ステーションホ|渡辺行雄
学術講演会
平成 8. 4. 9� 4. 12 1第70回日本産業衛生学会
平成 8. 4.17 第52回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
平成 8. 4. 20� 4. 21 1第 7 回後眼振研究会
平成 8. 4.23 第四回富山県小児保健学会
テル
富山県民会館他
富山医科薬科大学
富山医科薬科大学
教育文化会館
加須屋実
早 坂征 次
渡辺行雄
小西 徹
開催年月日
平成 8. 5. 2 
平成 8. 5.25 
平成 8. 5.26 
平成 8. 6. 8 
平成 8. 6.21 
平成 8. 7. 4�6 
平成 8. 7.26 
平成 8. 8.31� 9. 1 
平成 8.10. 6 
平成 8.10. 7 
平成 8.10.1O�10.12
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名 称 会 場 l 世話人
1996年日本不妊学会北陸支部学術総会 金沢シティモンドホ ! 片山 喬
テル
第234回北陸外科学会 !富山医科薬科大学
第34回富山眼科集談会 l富山電気ビル
第14回日本生化学会北陸支部大会 l富山市民プラザ
日本生化学会北陸支部シンポジウム 「細胞1富山医科薬科大学
外基質」
第34回北 日本眼科学会 |富山県民会館
第67回胃癌研究会 |富山県民会館
第13回和漢医薬学会 |富山県民会館
第30回富山県小児保健学会 |安田生命ホール
第53回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山医科薬科大学
Japan-R ussia Joint Symposium on Tradi- I富山県民会館
tional Medicine and Homeostasis 
三崎拓郎
早 坂征 次
平賀紘一
平賀紘一
早 坂征 次
藤巻雅夫
木村正 康
小西 徹
早 坂征 次
i度漫裕司
平成 8.10.12 I第 8 回北陸病理集談会 富山医科薬科大学 1北 川正 信
平成 8.10. 16� 10. 18 I第55回日本脳神経外科学会総会 富山県民会館 |高久 晃
平成 8.10.25 I第 3 回富山県臨床核医学研究会 名鉄トヤマホテル |瀬戸 光
平成 8.11. 2 I第54回日本糖尿病学会中部地方会 富山県民会館 !小林 正
平成 8.11. 6� 11. 7 第18回アーユルヴ、ェーダ研究会総会 富山県民会館 |難波恒雄
|小松かっ子
平成 8.11. 7�11.8 第 5 回国際伝統医薬シンポジウム ・富山 富山県民会館 |難波恒雄
平成 8.11. 9 
平成 8.11. 9 
平成 8.11.10 
平成 8.11.24 
平成 8.11.27� 11. 29 
平成 8.12. 1 
平成 9. 1. 11 
平成 9. 3.15 
平成 9. 4. 6 
平成 9. 4.27 
平成 9. 5.11 
平成 9. 5.23 
平成 9. 5.24 
平成 9. 5.31 
平成 9. 5.31 
平成 9. 8.23 
平成 9. 8.24 
平成 9. 8.30 
小松かっ子
第 3 回北陸実験動物研究会
第 4 回毛髪科学研究会
富山医科薬科大学 |山 本 博
富山県民会館 |諸橋正昭
第54団富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第27回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会
富山市医師会館 |早 坂征 次
富山ステーションホ|渡辺行雄
学術講演会 |テル
第16回メデイシナルケミストリーシンボジ |富山県民会館
ウム
第 5 回日本薬学会医薬化学部会年会
第35回富山限科集談会 |富山電気ピル
第55回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |名鉄トヤマホテル
第56回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |名鉄トヤマホテル
第28回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会 |富山ステーションホ
学術講演会 |テル
第31回富山県小児保健学会
第36回富山眼科集談会
第10回富山癌治療懇話会
第20回日本栄養アセスメント研究会
第27回臨床心臓電気生理研究会
第 5 回北陸実験動物研究会
第16回日本臨床病理学会 東海・北陸支部
例会
第33回中部日本小児科学会
第57回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
安田生命ホール
富山電気ビル
名鉄トヤマホテル
富山県民会館
名鉄トヤマホテル
富山医科薬科大学
福井医科大学
富山第一ホテル
名鉄トヤマホテル
小泉 徹
早 坂征 次
早 坂征 次
早 坂征 次
渡辺行雄
小西 徹
早 坂征 次
三崎拓郎
渡辺明治
井上 博
山 本 博
楼川 信 男
宮脇利男
早 坂征 次
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開催年月日 名 称、 ノ〉、Z三三 実暴 世話人
平成 9. 9.17 第58回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |寓山医科薬科大学 |早 坂征 次
平成 9. 9.21 第59回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山第---�ホテル 1 早 坂征 次
平成 9.10. 2-10. 3 I第34回日本細菌学会中部支部会 !富山医科薬科大学 i落合 宏
平成 9.10. 5 第32回富山県小児保健学会 |富山県女性総合セン!小西 徹
タ一
平成 9.10.16-10.17 I 第 6 回ソノケミストリー討論会 | 神戸大学瀧川学術交l 近藤 隆
流会館
平成 9.10.24 第 4 回富山県臨床核医学研究会 名鉄トヤマホテル
大山研修センター
北 日本新聞ホール
富山医科薬科大学
富山県民会館
平成 9.11. 1-11.3 11997年度樹木年輪研究会
平成 9.11. 8 第四回日本法医学会中部地方会
平成 9.11. 8 日本薬学会北陸支部第97回例会
平成 9.11.15-11. 16 1第51凶日本結核病学会
平成 9.11.16 
平成 9.11.22 
平成 9.11.24 
平成10. 2. 7 
平成10. 2.21 
平成10. 3. 1 
第40回日本呼吸器病学会
第25凶日本気管支学会
第10回日本サルコイド ーシス学会合同北陸
地方会
第37回富山眼科集談会 |富山電気 ビル
ヒト は何故がんになるか 発がんリスク|富山医科薬科大学
評価 とがん予防一
第29回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山ステーションホ
学術講演会 |テル
第60恒l富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山電気 ビル
第 2 回北陸Basic Research M eeting 金沢全日宅ホテル
H本麻酔学会東海・北陸地方会第62阿北陸|富山医科薬科大学
F会三〉、J-- .I-\ 
瀬戸 光
加藤輝隆
i竜津久 夫
上 野雅晴
三崎拓郎
lfo 坂征 次
許 南j告
根本信雄
渡辺行 雄
早 坂征 次
布施秀樹
伊藤祐輔
平成10. 4. 5 第30回日本耳鼻咽喉科学会富山県地応部会 |富山ステーシヨンホ|渡辺行 雄
平成10. 4.15 
平成10. 4.26 
平成10. 5. 8 
平成10. 5.31 
平成10. 6. 
千成10. 6.13 
平成10. 6.14 
平成10. 7. 1 
平成10. 7. 5 
平成10. 7.12 
平成10. 8.29- 8.30 
平成10. 9.16 
平成10. 9. 19 
平成10. 9.19 
平成10.10. 2 
平成10.10. 4 
、r成10.10.15
学術講演会
第61凹富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第33凶富山県小児保健学会
第 5 同旨11II薬理集談会
第38肘富山眼科集談会
第15因物性物理化学研究会
第 9 回北陸呼吸器疾患懇話会
第62阿富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第 8 回北陸実験動物研究会
第 1 回日本小児科学会白山地方会
第91同日本循環器学会北陸地方会
第15田和漢医学会
第63回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第241回北陸外科学会
第28回日本小児外科学会北陸地方会
第 5 回富山県臨床核医学研究会
第34回富山県小児保健学会
第24回日本J急性肝不全研究会
テル
富山医科薬科大学
安旧生命ホール
富山医科薬科大学
富山電気 ビル
京都大学薬学部
富Iil電気 ビル
富山電気 ビル
富山医科薬科大学
ホテルニューオータ
ニ高岡
富山医科薬科大学
富山県民会館
富山|実科薬科大学
富山医科薬科大学
富山医科薬科大学
自山第一ホテル
安田生命ホール
金沢文化ホール
早 坂征 次
小凶 徹
武田龍百l
早 坂征 次
上野雅H青
杉山茂樹
早 坂征 次
山本 博
宮脇利 男
三崎拓郎
諸橋 正 昭
早 坂征 次
三崎拓郎
三崎拓郎
瀬戸 光
小丙 徹
渡辺明治
開催年月日 名 称
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h.. Z三三 場 世話人
平成10.10.31 I第14回北陸移植研究会 |金沢都ホテル [三崎拓郎
平成10.11.15 第 5 回アルペン口腔科学フォーラム |富山県歯科医師会館|古田 勲
平成10.11.18-11. 19 I日本薬学会主催 「第20回生体膜 と薬物の相|高志会館 |竹口紀晃
平成10.11. 21 
平成10.11.29 
平成10.11.29 
平成10.12. 5 
平成10.12. 6 
平成10.12.13
平成10.12.13
互作用シンポジウム」
第 2 回インス リン作用シンポジウム |富山県民会館 l小林 正
第四回富山眼科集談会 |富山電気ビル !早 坂征 次
第31回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山ス テーションホ|渡辺行雄
学術講演会
第64回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第49回北陸整形外科集談会
テル
富山県民会館
富山医科薬科大学
第377回日本皮膚科学会北陸地方会 |富山県民会館
第 2 回日本小児科学会富山地方会兼第264回|富山医科薬科大学
日本小児科学会北陸地方会
早 坂征 次
木村友厚
諸橋正昭
宮脇利男
平成11. 1・ 6- 1・10 I 力学系研究集会 |日本大学軽井沢研究 | 笹野一 洋
所
平成11. 2. 6 第11回富山県母性衛生学会 |安田生命ホール |青島 恵子
平成11. 2.20 I第383回日 本泌尿器科学会北陸地方会 l金沢全日空ホテル |布施秀樹
平成11. 2.26- 2.27 I日本糖尿病学会「第33回糖尿病学の進歩J I富山オーバードホー|小林 正
平成11. 3. 7 
平成11. 3.13 
平成11. 3.19 
平成11. 3.20 
平成11. 4. 4 
平成11. 4.14 
平成11. 4.15 
平成11. 4.18 
平成11. 5.20- 5.21 
平成11. 5.21 
平成11. 5.23 
平成11. 6.26 
平成11. 5.28 
平成11. 6. 6 
平成11. 6. 6 
平成11. 6. 6 
平成11. 6.12 
平成11. 6.19 
平成11. 6.19 
「第44回耳の日」 記念講演会
第15回耳鼻咽喉科'情報処理研究会
国R祭AIDSシンポジウム
1レ
富山県民会館
富山医科薬科大学
富山県民会館
渡辺行雄
渡辺行雄
高久 晃
楼川信男
加須屋実
白 木公 康
国際AIDSフォーラム ! 富山県医師会館 | 楼川信男
加須屋実
第32回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会 | 富山ス テーシヨンホ | 渡辺行雄
学術講演会
第65回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第69回富山県泌尿器科医会
第35回富山県小児保健学会
第72回日本組織培養学会
第 6 回富山薬理集談会
第40回富山眼科集談会
日本核医学会第49回中部地方会
テル
富山医科薬科大学
富山医科薬科大学
安田生命ホール
富山市民プラザ
富山医科薬科大学
富山電気ビル
富山医科薬科大学
第12回富山癌治療懇話会 |名鉄トヤマホテル
日本消化器病学会北陸支部第 1 回教育講演|富山医科薬科大学
A Ä 
早 坂征 次
布施秀樹
小西 徹
許 南浩
武田龍司
早 坂征 次
瀬戸 光
布施秀樹
田中三千雄
第88回日本消化器病学会北陸支部例会 |富山医科薬科大学 |田中三千雄
日本消化器病学会北陸地方部第 1 回教育講|富山医科薬科大学 |田中三千雄
i寅
第66回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |名鉄トヤマホテル |早 坂征 次
第384回日本泌尿器科学会北陸地方会 |富山名鉄ホテル |布施秀樹
第 4 回北陸前立腺癌研究会 |名鉄トヤマホテル |布施秀樹
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開催年月日
平成11. 6.19 
平成11. 6.20 
名 称 之〉、Z三三
第 2 回呼気病態生化学研究会 |富山県民会館
第27回日本産科婦人科学会北陸連合地方部|富山県民会館
þ、Ä 
場 世話人
渡辺明治
斉藤 滋
平成11. 6.25 第17回物性物理化学研究会 京都大学薬学部記念 | 竹口紀晃
講堂
平成11. 6. 26� 6.27 
平成11. 7. 3 
平成11. 7. 4 
平成11. 7. 9 
平成11. 7.15 
平成11. 7.17 
平成11. 8.21 
平成11. 8. 23� 8.25 
平成11. 9. 4 
平成11. 9. 4 
平成11. 9.11 
平成11. 9.11 
平成11.10. 3
平成11.10. 15 
| 平成l1.10.16� 1O.17
平成11.10.21
平成11.10. 21 
平成11.10.30
平成11.11. 4� 11. 5 
平成11.11. 11 � 11.12 
平成11.11.13
平成11.11. 20 
i子1&:11.11. 20 
平成11.11.20� 11. 21 
平成11.11. 21 
平成11.11.23
平成11.11. 28 
日本医学放射線学会第126回中部地方会
第67回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第 3 同日本小児科学会富山地方会
第 4閏富山造血幹細胞移植懇話会
第70回富山県泌尿器科医会
第10回北陸臨床腫蕩研究会
第68回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
和漢薬研究所夏期セミナー
第385回日本i必尿器学会北陸地方会
第 3 回北陸腎癌研究会
第15回北陸ストーマ研究会
第69回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第36四富山県小児保健学会
第 6 回富山県臨床核医学研究会
国際伝統医薬フォーラム
第71回富山県泌尿器科医会
第70回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第11回北陸実験動物研究会
第25岡反応 と合成の進歩シンポジウム
第20回和漢薬研究所特別セミナー
日本薬学会北陸支部第101回例会
大気環境学会中部支部総会
北陸MMC研究会
第 3 回日本顎顔面インプラント学会総会
第35回日本皮膚科学会北信越合同地)J会
日本産科婦人科学会公開講座
第41回富山眼科集談会
富山医科薬科大学
富山電気ビル
砺波総合病院
名鉄トヤマホテル
富山市民病院
名S失トヤマホテル
富山電気ビル
大山研修センター
金沢都ホテル
金沢都ホテル
富山県医師会館
富山第」ホテル
富国生命ピル
名鉄トヤマホテル
官山国際会議場
富山医科薬科大学
富山全日空ホテル
富山医科薬科大学
富山国際会議場
富山医科薬科大学
富山医科薬科大学
安田生命ホール
金沢ニューグランド
ホテル
高志会館
富山県民会館
富山県民会館
富山電気ビル
、子1&:11.11. 28 第33回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会 | 富山ステーションホ
学術講演会
平成11.12. 3� 12. 4 I第33回日本肝臓学会西部会
平成11.12. 4 国際シンポジウム
(A) 血栓止血/臨床検査
(B) 立山シンポジウム
第153回北陸整形外科集談会
テル
富山国際会議場
富山県民会館
富山医科薬科大学平成11.12. 5 
平成11.12. 9 第 4 回日本産科婦人科学会富山地)j部会例 | 富山県医師会館
会並びに特別講演会
瀬戸 光
早 坂征 次
宮脇利 男
斉藤 滋
布施秀樹
塚田一博
早 坂征 次
総 忠人
布施秀樹
布施秀樹
新 井英樹
早 坂征 次
小西 徹
瀬戸 光
寺 浮 捷 年
布施秀樹
早 坂征 次
山本 1専
竹内義雄
浜崎智仁
竹内義雄
河野敬 一
中川秀夫
門田重利
鏡 森 定信
三崎拓郎
古IlJ 勲
諸橋 正 昭
斉藤 滋
早 坂征 次
i度辺行雄
渡辺明治
楼川信男
木村友厚
斉藤 滋
開催年月日
平成11.12. 12 
平成11.12. 12 
平成11.12. 18 
平成12. 1. 22 
平成12. 2. 5 
平成12. 2.10 
平成12. 2.26 
平成12. 3. 4 
平成12. 3.24 
平成12. 4. 2 
平成12. 4.20 
平成12. 4.20 
平成12. 4.23 
平成12. 4.23 
平成12. 5.21 
平成12. 6. 3 
平成12. 6. 4 
平成12. 6. 4� 6. 9 
平成12. 6. 8 
平成16. 6.16 
平成12. 6.24 
平成12. 7. 9 
平成12. 7.13 
平成12. 7.22 
平成12. 8.26 
平成12. 9. 
平成12. 9.2 
平成12. 9.16 
平成12. 9.23 
平成12. 9.29 
平成12.10
平成12.10. 1 
平成12.10.14
平成12.10.14
平成12.10.19
平成12.10.20�10.21 
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名 称 A、Ä 場 世話人
第 4 回日本小児科学会富山地方会兼第267回 | 富山医科薬科大学 |宮脇利男
日本小児科学会北陸地方会
第386回日本泌尿器科学会北陸地方会 |金沢都ホテル
第71回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |名鉄トヤマホテル
第72回富山県泌尿器科医会 |富山第一ホテル
第245回北陸外科学会 |富山医科薬科大学
第 5四日本産科婦人科学会富山地方部会例
会並びに特別講演会
第72回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山電気ビル
第387回日本泌尿器科学会北陸地方会 |金沢市文化ホール
富山県不妊治療研究会 |富山県医師会館
第34回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|高志会館
学術講演会
日本産科婦人科学会富山地方部会
第73回富山県泌尿器科医会
第73回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第37回富山県小児保健学会
第42回富山眼科集談会
北陸GnRH研究会
第12回花粉症研究会
第 4 回国際脂肪酸・脂質学会
日本産科婦人科学会富山地方部会
第 7 回富山薬理集談会
第388回日本泌尿器科学会北陸地方会
第 5 回日本小児科学会富山地方会
第九回富山県泌尿器科医会
第13回北陸実験動物研究会
北陸胸部外科ビデオカンファランス
第51回日本薬理学会北部会
第389回日本泌尿器科学会北陸地方会
Bioethics Seminar in Toyama 遺伝カウン
セリング 展望 と諜題
第12回腎 とフリーラジカル研究会
第 7 回富山県臨床核医学研究会
有機合成化学北陸セミナー
第38回富山県小児保健学会
第11回日本老年医学会北陸地方会
第18回日本輸血学会北陸支部総会
第75回富山県泌尿器科医会
有機合成化学北陸セミナー
富山全日空ホテル
富山医科薬科大学
ボルフアート とやま
安田生命ホール
富山電気ビル
金沢都ホテル
富山医科薬科大学
つくば国際会議場
富山医科薬科大学
金沢シティモンドホ
テル
ホテルニューオータ
ニ高岡
富山赤十字病院
富山医科薬科大学
ホリデイ・イン金沢
富山国際会議場
名鉄トヤマホテル
富山県民会館
富山国際会議場
名鉄トヤマホテル
安田生命ホール
富山医科薬科大学
富山医科薬科大学
富山医科薬科大学
富山厚生年金会館休
暇センタ一
布施秀樹
早 坂征 次
布施秀樹
塚田 一 博
斉藤 滋
早 坂征 次
布施秀樹
斉藤 滋
渡辺行雄
斉藤 滋
布施秀樹
早 坂征 次
宮脇利男
早 坂征 次
斉藤 滋
宮脇利男
浜崎智仁
斉藤 滋
武田龍司
布施秀樹
宮脇利男
布施秀樹
山 本 博
三崎拓郎
渡遺裕司
布施秀樹
盛永審一郎
横 i畢 隆 子
瀬戸 光
竹内義雄
宮脇利男
井上 博
三崎拓郎
布施秀樹
竹内義雄
平成12.10. 23� 10.24 I 第10回日本産業衛生学会 産業医 産業看 | 富山国際会議場
護全国協議会
加須 屋実
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開催年月日
平成12.11. 2 
平成12.11.25 
平成12.11.26 
平成12.11.30 
平成12.12. 2� 12. 3 
平成12.12. 3 
平成12.12. 3 
平成12.12. 7 
平成12.12.10
平成12.12.10
平成13. 1. 13 
平成13. 1. 20 
平成13. 1. 20 
平成13. 1. 25 
平成13. 3. 4 
平成13. 4. 8 
平成13. 4. 12 
平成13. 4. 19 
平成13. 4.22 
平成13. 5.13 
平成13. 5.27 
平成13. 6. 2 
平成13. 6. 7� 6. 8 
平成13. 6. 9 
平成13. 6.17 
平成13. 6.17 
平成13. 7. 8 
平成13. 7.12 
平成13. 7.14 
平成13. 8. 4 
名 税1
日本産科婦人科学会富山地方部会
北陸合同内分泌 ・代謝談話会
A Z三
金沢都ホテル
場
第35回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会 l 富山県民会館
学術講演会
第74回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山医科薬科大学
日本生薬学会和漢医薬学会合同シンポジウ|富山県民会館
ム
第43回富山眼科集談会 富山竜気 ビル
第157回北陸整形外科集談会 富山医科薬科大学
日本産科婦人科学会富山地方部会
第390回日本泌尿器科学会北陸地方会 I �金沢都ホテル
第 6 回日本小児科学会富山地方会兼第270図|富山医科薬科大学
日本小児科学会北陸地方会
第76四富山県泌尿器科医会
富山県母性衛生学会
第 3 回北陸外科心不全治療研究会
日本産科婦人科学会富山地方部会
「第46阿耳の日 」 記念講演会
富山第一ホテル
安田生命ホール
ホリデイ ・イン金沢
サンシップ とやま
第36回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会 |富山県民会館
学術講演会
第75凶富L11医薬大眼科臨床カンファレンス
第77回富山県泌尿器科医会
第39四富1I1県小児保健学会
第44回富山眼科集談会
第13回花粉症研究会
第249同北陸外科学会
第25回北 日本脳神経外科連合会学術集会
第16凶北陸実験動物研究会
第76回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
第77回日本消化器内視鏡学会北陸地方会
第 7 回日本小児科学会富山地方会
富山全日空ホテル
富山医科薬科大学
安閑生命ホール
富山電気 ビル
富山医科薬科大学
富山医科薬科大学
富山国際会議場
富山医科薬科大学
富山県民会館
富山医科薬科大学
ホテルニューオータ
ニ高岡
世話人
斉藤 滋
斉藤 滋
渡辺行雄
早 坂征 次
服部征雄
早 坂征 次
木村友厚
斉藤 滋
布施秀樹
宮脇利 男
布施秀樹
斉藤 滋
三崎拓郎
斉藤 滋
渡辺行雄
渡辺行雄
早 坂征 次
布施秀樹
宮脇利 男
早 坂征 次
渡辺行雄
三崎拓郎
遠藤俊郎
山本 博
早 坂征 次
斉藤清二
宮脇利 男
第78回富山県泌尿器科医会 |富山全日空ホテル |布施秀樹
日本耳鼻咽喉科学会 第49田中部地方部会|富山国際会議場 |渡辺行雄
連合会
北陸温熱療法懇話会第 2 回研究発表会 正当fτè-Þ、t;G同11(.-:..\�三艮日 田i宰賢 次
近藤 隆
平成13. 8. 18� 8.19 I第18回和漢医薬学会大会 !富山国際会議場 I ì度遅裕司
平成13. 9. 7� 9. 8 I第10回日本脂質栄養学会 i高志会館 !浜崎智仁
平成13. 9.28 第 8 回富山県臨床核医学研究会 ! 名鉄トヤマホテル i 瀬戸 光
平成13. 9.30 第31回日本小児科学会セミナー |富山県国際会議場 |宮脇利 男
平成13.10. 9� 10.10 I第22回和漢薬研究所特別セミナ- 富山県民会館 |諮 忠人
平成13.10. 18 第79回富山県泌尿器科医会 |富山医科薬科大学 |布施秀樹
平成13.10. 20� 10. 21 I第101回日本循環器学会北陸地方会(東海地|金沢ニューグランド|井上 博
方会 との合同) ホテル
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開催年月日 世話人名 称 メkÃ 場
平成13.11.11 
平成13.11.23 
平成13.11.25 
平成13.12. 2 
平成13.12. 9 
平成13.12. 9 
平成14. 1. 12 
平成14. 2. 9 
平成14. 2.17 
平成14. 2.24 
平成14. 3.16 
平成14. 3.17 
金沢市文化ホール
第40回富山県小児保健学会 |安田生命ホール |宮脇利男
第 8 回アルペン口腔科学フォーラム |富山県歯科医師会館 |古田 勲
口腔保健センター
第37回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会 | 富山県民会館 |渡辺行雄
学術講演会
第45回富山眼科集談会 |富山電気ビル
第161回北陸整形外科集談会 |富山医科薬科大学
第 8 回日本小児科学会富山地方会兼第273回(富山医科薬科大学
日本小児科学会北陸地方会
第80田富山県泌尿器科医会 富山第一ホテル
早 坂征 次
木村友厚
宮脇利男
布施秀樹
布施秀樹
早 坂征 次
三崎拓郎
三崎拓郎
遠藤俊郎
平成14. 3. 23� 3.25 I体の不思議発見一細胞・組織の元素 と分子 |富山医科薬科大学 i高屋憲 一
平成14. 4. 7 
平成14. 4.11 
平成14. 5.19 
平成14. 5. 26� 5.28 
第 6 回北陸Basic Research Meeting ホリデイ・イン金沢
第77回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山電気ビル
第102回日本循環器学会北陸地方会 |富山医科薬科大学
第10回日本血管外科学会東海北陸地方会 |富山国際会議場
第13回lmage-Guided Neurosurger y 臨床研 |大阪国際会議場
究会
を見つけてみよう
第38回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会 | 富山県民会館
学術講演会
第81回富山県泌尿器科医会
第46回富山眼科集談会
富山医科薬科大学
富山電気ビル
第17回日本心臓ベーシング・電気生理学会 |富山国際会議場
学術大会
平成比6. 6� 6. 8 I 細胞核ダイナミックス 研究会
平成16. 6.22 
平成14. 7. 6 
平成14. 7. 7 
平成14. 7.11 
平成14. 8.25 
平成14. 9. 1 
平成14. 9. 1 
平成14. 9. 8 
平成14. 9.15 
平成14. 9.27 
平成14. 9.28 
平成14.10. 5 
渡辺行雄
布施秀樹
早 坂征 次
三崎拓郎
富山全日空ホテル
宇奈月国際会館セレ |平賀紘一
不
第12回日本性機能学会中部総会 |日本シェーリング本 | 布施秀樹
社
第 5 回日本呼気病態生化学研究会学術大会 ! 大阪市中央区民セン |渡辺明治
第9 回日本小児科学会富山地方会
男壬午脇(日
布ノ
オ
ユ
ル岡
一-
ア 官 同
タホ
ニ
第82回富山県泌尿器科医会 富山第一ホテル 布施秀樹
早 坂征 次
山崎 光 章
山崎 光 章
博一
光子
信隆
上木
戸津
井八
瀬横
学ホ
ル
大康
テ場
科健
ホ議
薬西
マ会
科駅
ヤ際
医市
ト国
山沢
鉄山
富金
ル名
富
第41田中部医学検査学会 サンシップ とやま !大門良男
第78回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山電気ビル
第71回日本麻酔科学会北陸地方会 |富山医科薬科大学
第10回日本ペインクリニツク学会北陸地方 !富山医科薬科大学
A、ヱミ
第188回日本内科学会北陸地方会
第42回日本小児神経学会北陸地方会
第9 回富山県臨床核医学研究会
第23回グアニジノ化合物研究会
352 第7章 国際交流・ 主宰学会
開催年月日
平成14.10. 6 
平成14.10. 7� 10.12 
平成14.10.10
平成14.10. 12�10. 13 
平成14.10. 18� 10.19 
平成14.10.29
名 称
第41回富山県小児保健学会
I nternational Symposium Limbic and A sso 
ciation Cortical Systems-Basic. Clinical and 
Computational A spects 
第83回富山県泌尿器科医会
日本解剖学会第62回中部支部学術集会
第49回中部日本生理学会
会 場
サンシップ とやま
富山県民共生センタ
ー「サンフォルテj
富山全日空ホテル
富山医科薬科大学
富山市民プラザ
第61回日本めまい平衡医学会開催記念市民 | 富山国際会議場
公開講座
平成14.10. 30� 10.31 I第61回日本めまい平衡医学会
平成14.11.23 第 9 回アルペン口腔科学フォーラム
平成14.11.29
平成14.11.30 
平成14.12. 8 
平成14.12. 8 
平成14.12. 8 
世話人
北島 勲
宮脇利男
小野武年
布 施秀樹
高 屋憲一
小野武年
西条寿夫
渡辺行 雄
富山国際会議場 |渡辺行 雄
富山県歯科医師会館 i古 田 勲
口腔保健センター
第34回富山リウマチ と免疫研究会 |カナルパークホテル|木村友厚
第79回富山医薬大眼科臨床カンファレンス [富山医科薬科大学 |早 坂征 次
第47同富山眼科集談会 |富山電気 ビル |早 坂征 次
第39回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山県民会館 |渡辺行 雄
学術講演会
第10回日本小児科学会富山地方会兼第276回 | 富山医科薬科大学 |宮脇利男
日本小児科学会北陸地方会
平成14.12.15 第396回日本皮膚科学会北 陸地方会 |名鉄トヤマホテル
平成15. 1. 11 第84副富山県泌尿器科医会 |寓山第一ホテル
平成15. 1. 11 � 1. 12 I第 6 回日本病態栄養学会学術集会 |京都国際会議場
平成15. 2. 7 第80回宵山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山医科薬科大学
平成15. 2. 9 
平成15. 3. 9 
平成15. 3. 9 
平成15. 3.16 
平成15. 3.30 
平成15. 4.10 
平成15. 4. 23� 4.25 
平成15. 5.10 
平成15. 5.18 
平成15. 5. 22� 5.24 
第43同日本小児神経学会北陸地方会
第72回日本麻酔科学会北陵地方会
「第48同耳の日 」 市民公 開講座
第165回北陸整形外科集談会
ホリデイイン金沢
富山医科薬科大学
宮山市民プラザ
富山医科薬科大学
第40回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山県民会館
学術講演会
第85凶富山県泌尿器科医会
第87次日本法医学会総会
富山スプリングスポーツセミナー
第48回富山眼科集談会
第46回日本糖尿病学会年次学術集会
富山医科薬科大学
富山国際会議場
富山第一ホテル
富山電気 ビル
富山市芸術文化ホー
ルほカミ
平成15. 6. 14� 6.15 I 第28回日本耳鼻咽喉科学会医事問題セミナ | 富山国際会議場
平成15. 6.21 
平成15. 7. 6 
第 8 回北陸前立線J菌研究会
第11回日本小児科学会富山地方会
諸橋正昭
布 施秀樹
渡辺明治
早 坂征 次
八木信一
山崎 光 章
渡辺行 雄
木村友厚
渡辺行雄
布 施秀樹
i竜淳久 夫
木村友厚
早 坂征 次
小林 正
渡辺行 雄
樹男秀利施脇布宮
タ
堂オ
山柏木一立日
ユ
ムリ一
ニ
県ル
同
川テ
高
石ホ
ニ
平成15. 7.10 第86回富山県泌尿器科医会 |富山第一ホテル
平成15. 7. 26� 7.27 I第9 回天然薬物研究方法論アカデミー呉羽|呉羽ハイツ
山シンポジウム
布 施秀樹
服部征 雄
開催年月日
平成15. 8.30 
平成15. 9. 4 
平成15. 9. 19- 9.20 
平成15. 9.20 
平成15. 9.20 
平成15. 9.26 
平成15.10. 3 
名 称
第22回東海・北陸臨床検査学会支部例会
第44回日本小児神経学会北陸地方会
第14回国際眼研究会議日本部会合同会議
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会 場 | 世話人
富山県民共生センタ | 北島 勲
一「サンフォルテ」
金沢市駅西健康ホー | 八木信­
Yレ
金沢市アートホール | 早 坂征 次
ホテル日航金沢
第81回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山全日空ホテル 早 坂征 次
布施秀樹
瀬戸 光
近藤 隆
第 7 回北陸腎癌研究会 |金沢都ホテル
第10回富山県臨床核医学研究会 |名鉄トヤマホテル
日本超音波医学会 超音波薬物・遺伝子導|富山医科薬科大学
入研究会
平成15.10. 5 第42回富山県小児保健学会 安田生命ホール |宮脇利男
平成15.10.10 第24回和漢薬研究所特別セミナー
平成15.10.11 第 3 回日本内分泌学会北陸地方会
平成15.10.11-10.12 I第9 回国際伝統医薬シンポジウム・富山
平成15.10. 16 第87田富山県j必尿器科医会
平成15.10.18-10.19 Iトメックス国際シンポジウム
平成15.10.22-10.24 I第48回社団法人日本口腔外科学会総会
平成15.11. 7-11. 8 I第35回日本小児感染症学会
平成15.11.14 第36回富山リウマチ と免疫研究会
平成15.11.15-11. 16 I第63回日本結核病学会
第52回日本呼吸器学会
第37回日本呼吸器内視鏡学会
第22回日本サルコイドーシス学会合同北陸
地方会
平成15.11.22 第21回北陸実験動物研究会
平成15.11.22-11. 23 第22回医学哲学・倫理学会大会
富山県民会館 |服部征雄
小松かつ子
富山医科薬科大学 |小林 正
富山県民会館 |服部征雄
名鉄トヤマホテル |布施秀樹
富山県民共生センタ|根本英雄
一 「サンフォルテ」
富山国際会議場 |古田 勲
富山全日空ホテル
富山商工会議所
富山県国際会議場 |宮脇利男
富山全日空ホテル |木村友厚
富山国際会議場 (小林 正
富山医科薬科大学 |山本 博
サンシップ とやま
平成15.11.23 
平成15.11.30 
平成15.11.30 
第 6 回くすり と食物シンポジウム |富山県民会館
盛永審一郎
津田愛子
服部征雄
早 坂征 次
渡辺行雄
平成15.12 
平成15.12. 4 
平成15.12. 6 
第49回富山眼科集談会 |富山電気 ビル
第41回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山県民会館
学術講演会
第 2 回]SPS-NRCTジョイントセミナー(パlチュラロンコン大学 |渡遺裕司
ンコク、 タイ) I (バンコク)
第 1 回富山救急・災害医療懇話会 [カナルパークホテル |奥寺 敬
富山
北陸脊椎脊髄病研究会
平成15.12.12-12.13 I第 5 回アジア分子糖尿病シンポジウム
名鉄トヤマホテル |木村友厚
全日空ゲートタワー|小林 正
ホテル大阪
平成15.12.14 第四日本小児科学会富山地方会兼 第279 1 富山医科薬科大学 | 宮脇利男
回日本小児科学会北陸地方会
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開催年月日 名 手主
平成15.12. 19 第 2 回富山救急・災害医療懇話会
平成16. 1. 10 第88回富山県泌尿器科医会
平成16. 2. 8 第45回日本小児神経学会北陸地方会
平成16. 2.17 第16回富山県母性衛生学会
平成16. 3. 4 第82回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
平成16. 3. 5 国E祭シンポジウム
平成16. 3. 5� 3. 6 第 3 回日本頚部脳血管治療学会
平成16. 3. 7 「第49回耳の日 j 市民公開講座
平成16. 3.13 第34回日本嫌気性菌感染症研究会
平成16. 3.13 第 3 田富山救急・災害医療懇話会
平成16. 3.27 第 4 回富山救急・災害医療懇話会
平成16. 4. 4 第42回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会
学術講演会
平成16. 4.10 第66回日本脳神経外科中部地方会
平成16. 4.15 第89回富lil県泌尿器科医会
平成16. 5 .8 富山スプリングスポーツセミナー
平成16. 5. 8 第53回日本心身医科学会中部地方会
平成16. 5. 9 第50同富山眼科集談会
平成16. 5.13 平成16年度全国臨床検査技師大会
平成16. 5.15 第53阿日本医学検査学会
平成16. 6. 4 第17岡富山癌治療懇話会
平成16. 6. 5 第41回日本不妊学会北陸支部学術総会イブ
ニングセミナー
平成16. 6.13 第50同日本肺癌学会北陸部会
平成16. 6.18 第18同日本神経救急学会
平成16. 6. 18� 6.20 第28回日本リンパ学会総会兼アジア太平洋
合同リンパ学カンファレンス
平成16. 6.20 第169回北陸整形外科集談会
平成16. 7. 4 第13回日本小児科学会富山地方会
平成16. 7.15 第90四富山県泌尿器科医会
平成16. 7.15 富山サイトカインセミナー
平成16. 7. 17� 7.18 第34回日本皮膚アレルギー学会学術大会
平成16. 7. 26� 7.30 日本めまい平衡医学会 第34回平衡機能検
査技術講習会
平成16. 7.31 第20回東海ハイパーサーミア懇話会、 第 5
回北陸高温度療法研究会 合同研究会
平成16. 7.31 第 5団富山救急・災害医療懇話会
平成16 .8 第9 回研究所夏期セミナー:ほん とうに効
くのか?和漢薬1基礎研究から最前線
平成16. 8.21 中部脳神経血管内治療懇話会
平成16. 8. 21 � 8.22 第21田和漢医薬学会大会 富山大会
之Z〉三、 士蕩 世話人
富山県民会館 奥寺 高士
富山第一ホテル 布 施秀樹
ホリデイイン金沢 八木信一
富山県民共生センタ 永山くに子
一
富山医科薬科大学 早 坂征 次
名3失トヤマホテル 西条寿夫
富山国際会議場 遠藤俊郎 |
サンシップ とやま 渡辺行雄
富山国際会議場大手 舟田 久
町フォーラム
富山第一→ホテル 奥寺 敬
富山全日空ホテル 奥寺 敬
富山県民会館 渡辺行雄
富山県民会館 遠藤俊郎
富山医科薬科大学 布 施秀樹
富山全日空ホテル 木村友厚
富山県民会館 北啓一郎
富山電気 ビル 早 坂征 次
王『泊町J 三dじkρJZ〉三 、ぬ)l白日 大門良男
富山県民会館 奥田 忠行
富山同際会議場
全日空ホテル 済木育夫
金沢ニューグランド 布 施秀樹
ホテル
富山医科薬科大学 小林 正
富山全日空ホテル 奥寺 敬
富山国際会議場 大谷 11多
富山医科薬科大学 木村友厚
ホテルニューオータ 宮脇利男
ニ高岡
富山第一ホテル 布 施秀樹
名鉄トヤマホテル 木村友厚
富山国際会議場 諸橋正昭
富山医科薬科大学 渡辺行雄
名品失トヤマホテル 田j宰賢 次
近藤 隆
高志会館 奥寺 敬
インテック大山研修 松本欣三
センター
ホテルアソシア高山 桑山直也
富山国際会議場 服部征雄
開催年月日 名 称
平成16. 8.27- 8.28 第 5 回運動器科学研究会
平成16. 9. 5 第46回日本小児神経学会北陸地方会
平成16. 9.26 第15回日本臨床化学会東海北陸支部総会
平成16.10 第25図研究所特別セミナー:和漢薬の薬理
学的実証性 と研究の新展 開 個の医療の創
生をめざしてー
平成16.10. 1 第11回富山県臨床核医学研究会
平成16.10. 2 第23回北陸実験動物研究会
平成16.10. 3 第43回富山県小児保健学会
平成16.10. 7 第83回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
平成16.10.21 第91回富山県泌尿器科医会
平成16.11. 6 第 6 田富山救急・災害医療懇話会
平成16.11.12 第37回富山リウマチ と免疫研究会
平成16.11.14 第 1 回富山県医師会ACLS研修会
平成16.11.20 第10回アルペン口腔科学フォーラム
平成16.11.28 第43回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会
学術講演会
平成16.12.12 第14回日本小児科学会富山地方会兼第282回
日本小児科学会北陸地方会
平成16.12.19 第51回富山眼科集談会
平成17. 1.15 第四回富山県泌尿器科医会
平成17. 2. 6 第47回日本小児神経学会北陸地方会
平成17. 2. 8 第 7 回富山救急・災害医療懇話会
平成17. 2.14 第 8 回富山救急-災害医療懇話会
平成17. 3. 5 第258回北陸外科学会
平成17. 3. 6 「第50回耳の日」 市民公開講座
平成17. 3. 6 第11回アレルギー疾患講演会 と相談会
平成17. 3.21 第405回日本皮膚科学会北陸地方会
平成17. 3.27- 3.28 篤志解剖全国連合会第35回総会
平成17. 3.29- 3.31 第110回日本解剖学会総会・全国学術集会
平成17. 4. 3 第44回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会
学術講演会
平成17. 4. 7 第18回日本老年脳神経外科学会
平成17. 4. 8- 4. 9 第14回脳神経外科手術 と機器学会
平成17. 4.10 第 2 田富山県医師会ACLS研修会
平成17. 4.13 第 9 回富山救急・災害医療懇話会
平成17. 4.16 第 1 回日本救急医学会ICLS指導者養成ワ
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左Z』3E 場 世話人
立山国際ホテル 木村友厚
金沢市駅西健康ホー 八木信一
)レ
富山県民共生センタ 北島 勲
ー 「サンフォルテJ
富山県民会館 松本欣三
名鉄トヤマホテル 瀬戸 光
富山医科薬科大学 山本 博
富山県民共生センタ 宮脇利男
一 「サンフォルテ」
富山電気ピル 早 坂征 次
名鉄トヤマホテル 布施秀樹
富山第一ホテル 奥寺 敬
富山第一ホテル 木村友厚
富山市ヘルスケア・ 奥寺 敬
プロパイダートレー
ニング・センター
富山県歯科医師会館 古田 勲
口腔保健センター
富山県民会館 渡辺行雄
富山医科薬科大学 宮脇利男
富山電気ピル 早 坂征 次
富山第一ホテル 布施秀樹
ホリディイン金沢 八木信一
富山医科薬科大学 奥寺 敬
富山医科薬科大学 奥寺 敬
富山医科薬科大学 三崎拓郎
サンシップ とやま 渡辺行雄
サンシップ とやま 渡辺行雄
名鉄トヤマホテル 諸橋正昭
富山医科薬科大学 大谷 修
富山医科薬科大学 大谷 修
富山県民会館 渡辺行雄
富山国際会議場 遠藤俊郎
富山全日空ホテル 遠藤俊郎
富山市ヘルスケア・ 奥寺 敬
ブロノfイダートレー
ニング・センター
富山医科薬科大学 奥寺 敬
富山全日空ホテル 奥寺 敬
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開催年月日 世話人名 称 þ、ヱミ 場
平成17. 4.17 
ークショップ m 富山
第 2 回日本救急医学会ICLS指導者養成ワ|富山全日空ホテル |奥寺 敬
ークショップ m 富山
平成17. 4.21 第93団富山県泌尿器科医会
平成17. 4.23 富山スプリングスポーツセミナ一
平成17. 5. 20� 5.22 I第56回日本東洋医学会学術総会
平成17. 5.22 第52回富山眼科集談会
平成17. 5. 26� 5.27 I第37回日本結合組織学会学術大会
平成17. 5.27� 5.28 I第70回日本温泉気候物理医学会
平成17. 5.29 第17回北陸体力医学会
平成17. 6.12 
平成17. 6.18 
平成17. 6.25 
平成17. 7. 2 
平成17. 7. 2 
平成17. 7. 2� 7. 3 
平成17. 7. 3 
平成17. 7. 9 
平成17. 7.10 
平成17. 7.13� 7.14 
平成17. 7.14 
平成17. 7.14� 7.15 
平成17. 7.27 
平成17. 7.28 
平成17. 7. 28� 7.29 
平成17. 8.25 
平成17. 9. 4 
第85回日本消化器内視鏡学会北陸地)f会
第22回日本歯科麻酔中部地方会
樹厚年
次厚信
信
秀友捷
征友定
定
施村淳
坂村森
森
布木
寺
早木鏡
鏡
レレ
尚子ル
セセ
大テ場ザ
場館
館
科ホ議ラ
ル議会
会
薬マ会プ
ビ会際
際
科ヤ
際
民気際国
国
医ト同市電国月
月
山鉄山山山山奈
奈
官 回 中h判 官 田 守 田 官 田 官 同 { 子 、不
{子
不
富山医科薬科大学
富山県歯科医師会館
ホール
第25回ホルタ一心電図研究会 |富山国際会議場
日本核医学会第61回中部地方会 |富山医科薬科大学
日本血管造影・IVR学会第四回中部地方会 |富山医科薬科大学
日本医学放射線学会第138[HJ中部地方会 |富山医科薬科大学
第15阿日本小児科ー学会富山地方会 |高岡文化ホール
日本血液学会北陸地方会 |石川県立中央病院
第18同北陸排尿障害研究会 |ホテルイン金沢
第26回和漢薬研究所特別セミナー 和漢薬|富山県民会館
と消化管
第94阿富山県泌尿器科医会
第10回国際伝統医薬シンポジウム・富山
第10回富山救急・災害医療懇話会
寓山サイトカインセミナー
富山第 Aホテル
富山県民会館
富山医科薬科大学
宵山全日空ホテル
第11l吋機能性ホスト・ゲスト化学研究会サ|立山岡際ホテル
マーセミナー
災害救援ボランテイアセミナー
第48回日本小児神経学会北陸地方会
平成17. 9.30 第四回富山臨床核医学研究会
平成17.12.11 第173同北陸整形外科集談会
平成18. 3. 17� 3.18 I第四凶日本軟骨代謝学会
七海 洋
古田 勲
今村知代
井上 博
瀬戸 光
蔭山昌成
瀬戸 光
宮脇利男
高 野康雄
布施秀樹
服部征雄
門脇 真
布施秀樹
小松かつ子
奥寺 敬
木村友厚
井上将彦
富山大学教育学部 |奥寺 敬
金沢市駅西健康ホー|八木信一
)レ
名鉄トヤマホテル |瀬戸 光
富山医科薬科大学 |木村友厚
はまぎんホールヴィ|木村友厚
アマーレ
平成18. 5. 19� 5. 20 I第12同痛治療増感研究会 |富山国際会議場
平成18. 5.20 第22回東海ハイパーサーミア懇話会、 第 7 I富山国際会議場
回北陸高温度療法研究会合同研究会
近藤 隆
近藤 隆
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はじめに
新大学に期待する
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学 長
小 野
武 年
平成17年5 月25日、 富山県内3国立大学法人を国立大学法人(新)富山大学とする国立
大学法人法が公布されました。 このことにより、 平成17年1 0月1日に新しい富山大学が誕
生致しました。 この新大学の開設は、 地域はもとより全国的にも大きな注目を集め期待さ
れています。 一口に新富山大学の誕生といいますが、 その実現に幾多の困難がございまし
た。 富山医科薬科大学の各理事、 監事、 学長補佐はじめ数多くの教職員が日常の教育・研
究・診療・事務・看護技術などの仕事と同時に、 法人としての新しい運営方針を実行して
いくという想像を絶する激務に従事いたしました。 そういった辛苦の中で法人化 2 か月後
の 6月には新富山大学の開設のための概算要求が行われたのです。 その後、 文部科学省や
多くの関係各位の方々の温かいご配慮などを頂き、 この1 0月1日の新富山大学が誕生した
ことには、 労苦を共にして下さった方々に対する感謝の念と深い感慨を覚えます。 お陰様
で富山医科薬科大学の大学法人化の予算、 人事や緊急、を要する教育・研究・事務上の改革
なども順調に進み、 3大学統合による新富山大学の当面の運営に対する準備をすることが
できたと信じています。 なお余談ではありますが、 私が平成16年 4月1日に文部科学省や
関係各位へ学長就任挨拶のため上京した折に、 多くの方からの大学改革等の現状と展望に
関するお話をお伺いして、 富山県内3大学の再編・統合が焦眉の急であるとの印象を受け
ました。 これはすでに平成14年と15 年に3大学の学長が再編・統合の合意書に署名されて
いたからに他なりません。 この状況下で3大学の再編・統合を白紙に戻すことは不可能だ
と思われ、 この上は何としても新富山大学の開学とその後数年間における基盤整備の確保
に全力を尽くすしか選択の道はないという現状認識があったことを記しておかなければな
りません。 これまでの関係各位の骨身を惜しまないご尽力に対して深甚の謝意を表したい
と思います。 新富山大学においては、 輝かしい未来を予見できる礎が築かれることを切に
念じています。
新富山大学は、 平成16年 4月の法人化後に初めて、 しかも3つの大学を統合することに
より誕生いたしました。 規模や求めるところが異なる異質の3つの大学が 1 つになること
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の違和感や不 自由さを乗り越えることができたのは、 教職員はじめ関係各位の高い志、 見
識、 努力の賜物であります。
新富山大学は 8学部1 研究所を擁し、 学生数だけでも8，000名を遥かに超える規模であ
ります。 学生数のみから言えば、 金沢大学や新潟大学を凌ぐ日本海側最大の総合大学であ
ります。 しかも今、 生まれたばかりの新大学はあたかも生まれたばかりの大星雲にも似て
未だ外形定かならず、 内実も確固としているわけで、はありません。 かねてより私は新大学
の発足にあたり「和」の重要性を訴えてきました。 この「和」は日本人が古来より美徳と
し、 また、 国内外の名実ともに立派な企業の偉大な創業者の方々が例外なく強調されてお
り、 「人間として何が正しいか判断するJ I公正、 公平、 誠意、 正義、 勇気、 愛情、 謙虚な
心」を大切にすることから生まれるものであります。 もし我々が、 日本人が古来より美徳
としてきた「和」を忘れるようなことがあれば、 この新星は混乱や 自滅の運命を辿ること
にもなりかねません。 新大学の学長をはじめとする役員会、 経営協議会、 教育研究評議会
はまず、 無私の立場での議論や三大学統合合意書の確認事項を念頭に入れ、 「和」をもっ
て新大学の連携・管理・運営に全力を傾注し、 大学の本務である知の創造、 知の継承と地
域・社会への寄与に努めて頂くことを何よりも期待しています。
従来の国立大学では管理や運営といった、 上下関係的もしくは縦割り的色彩の強い要素
が中心にありました。 しかし法人化された新大学ではむしろ並列関係にある支援や連携と
いった要素を加えるべきであると私は考えております。 例えば学生一教員関係を指導とい
う立場からよりも支援という立場から見る必要があります。 また異なった学部聞の関係、
さらには予算の効率的配分や活用などにおいてもこの支援と連携という要素が重要な位置
を占めるでありましょう。 それによってはじめて不定形的な星雲に明確な外形が与えられ、
内へ向かう求心力が働き、 星雲そのものが辿るべき軌道が定まるものと私は考えておりま
す。
1 )教育について
現在進行中の教育改革は、 1 00年に一度あるかないかの規模と 多様性を内包した制度改
革であります。 国家予算における国立大学・研究所等の運営費の比率は、 これまで毎 年一
定の水準が維持されてきました。 この間、 全国の国立大学は安定した予算配分による護送
船団的な教育を国民に提供してきましたが、 今後は、 必要性や評価に基づいた予算の傾斜
配分や重点配分により各大学は教育の質の高さや独 自性を競うことになってきます。 この
ような時期にあって、 最も大切なことは、 英知を結集して新大学の特色を鮮明にすること
であります。
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生命科学に関係する分野では、 大学で学ぶべき情報量が過去20年間で1 0 倍に達したと言
われています。 人文社会科学でも新学問分野が続々と創造されています。 これらを従来型
の教育方法ではカバーすることは難しく、 問題発見・解決型教育を導入しなければなりま
せん。 さらに、 教養教育や様々な体験学習を通して、 他者と喜びゃ悲しみなどを共感でき
る感性豊かな人材を養成しなければならないと思います。 これらの着実な遂行には、 1 ) 
教養教育の見直し及び再構築、 2 )新大学教員の教育研修(ファカルティー・デベロップ
メント)、 3)学生に対する授業評価アンケート結果に基づく授業改革、 4)教員の情熱
と努力、 教育業績の適切な評価とインセンテイブの導入、 5 )任期制を活用した優秀な真
に国際レベルの教員の確保、 6)寄附講座の設置や産学連携による人員や財源の確保、
7 )欧米の一流大学との単位互換による国際的な教育、 8)国際的評価の高い教授による
講義や地域の有識者、 大学のOBによる特別講義等が必要で、あります。 しかし、 もう一方
で、 大学教育の要諦は教えるというよりも学ぶことを支援することが大切であると考えま
す。
入学試験は将来を担う人材の確保という意味から、 大学の最重要事項の一つで、あります。
新大学では、 アドミッションセンターを設置して入学者選抜方法の改善等に積極的に取り
組むことが望まれます。 また薬学教育の 6 年制移行に伴う入試、 教育などについても慎重
に対応しなければなりません。
新大学の 1 つの目玉として、 平成1 8年 4月から生命科学を中心とした医薬理工融合型教
育・研究拠点形成を目指す国際水準の大学院が新設されます。 この医薬理工融合型新大学
院の創設も昨年(平成17年) 4月からの担当理事、 学長補佐、 経験豊富な事務局の英知と
日夜を分かたぬ取り組みがなかったら実現できなかったのではないかと思っています。 皆
様の努力にはただ頭が下がります。
また、 新大学は芸術文化学部と教員養成機能をもっ人開発達科学部を備えているのも特
筆すべきことであります。 これらの特色をもっ新大学では、 高度の知識や技術を身につけ
た医師、 薬剤師、 看護師、 理工、 芸術文化や人文社会分野の第一線で活躍できる人材、 さ
らには先端的な研究や教育を担う人材を育成することで、 地域に根ざした世界に誇れる教
育や学問を通して地域と国際貢献に寄与し、 新大学の個性を鮮明にする必要があります。
しかし、 「世界を知って地域を考える」ことを忘れてはなりません。 最近、 「地域に根ざし
て、 世界に誇れる」という歌い文句をあまりにも頻繁に耳にしますが、 「井の中の蛙」に
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ならないようにして頂きたいものです。 世界は広いのです。 自分だけが新しいことをして
いると思い込んでいると、 世界のどこかですでに同じようなことをやっている場合が必ず
といってよいほどあるものです。 同じことは国際的とか、 世界的とかいうときにもいえま
す。 地域とは何か、 世界とは何か、 とくに世界的という場合には、 このことを十分に心し
ておくことが肝要だと思います。 何はともあれ、 高岡短期大学では、 すでに文部科学省の
特色ある大学教育支援プログラム(特色GP)として採択されている「ものづくりを支え
る大学教育支援プログラムjや「学内を学生作品で埋め尽くそうプロジェクトJ、 現代的
教育ニーズ取組支援プログラム(現代GP)で採択されている「炉辺談議方式による地場
産業活性化事業」の成果も大いに期待されます。
2)研究について
21世紀に入った今日、 我が国では社会の少子高齢化が急速に進み、 2080年には総人口が
6，500 万人に半減する見通しであります。 これらの要因に加え、 環境汚染や地球温暖化な
ど地域環境の悪化、 耐性菌・新型ウイルスなどの出現、 さらには産業界におけるグローバ
ルコンペティション化などが進行しています。 このような状況下にある現在、 日本社会の
持続的な活力の維持・発展のためには、 広く国内外から優秀な人材を集め、 人類福祉の向
上に貢献するとともに地域や産業界を含めた 多様な要請に柔軟に対応できる教育・研究組
織を整備し、 次世代を担う創造性豊かな優れた人材育成と先見性に富んだ研究を促進する
ことが強く望まれます。
21世紀の我が国の科学技術基本計画には5つの重要課題があげられていますが、 新大学
ではライフサイエンスに対する対応が特に重要になると考えられます。 積極的に推進すべ
きライフサイエンスの分野には、 ポストゲノム研究、 脳研究、 免疫・感染症研究、 再生医
療、 食糧・環境問題、 分子イメージングなどがあります。 ライフサイエンスと同様の科学
技術推進の重要領域として、 ナノテク・材料、 情報通信、 環境などの領域が考えられます。
幸いにも新大学は、 これらの領域とほとんど関係しており、 このような変革の時代に国民
の福祉向上、 生命科学や科学技術革新の新たな飛躍を目指すべきであると考えます。
とくに新大学においては、 全国的にも珍しい医、 薬、 理、 工、 芸術文化、 人開発達や和
漢薬の研究者が連携して教育・研究を推進できる環境にあり、 これらの学際的な連携によ
り、 上記のような重要な諸領域、 東西統合医療および生命・情報システム等の研究、 さら
には人文学、 社会学、 経済学、 教育学でも新しい学問分野の創造を推進していくべきであ
ります。 国内外でも高く評価されている和漢医薬学総合研究所、 極東地域研究センター及
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ぴ水素同位体科学研究センターにおける特色ある研究もさらに発展・充実しなければなり
ません。
幸いにも新大学では、 文部 科学省の21世紀 COEプログラム課題「東洋の知に立脚した
個の医療の創生jや知的クラスター事業「とやま医薬バイオクラスター」、 さらに 科学技
術振興機構(JST)の戦略的創造研究推進事業(CREST)の「情動発達とその障害発症
機構の解明Jなどの大型プロジ、エクトが採択されており、 順調に成果をあげています。 法
人化後の新大学経営に不可欠な競争的資金の獲得に一層の努力をしなければならないと思
います。
3)地域貢献等について
地域貢献につきましては、 長い歴史と実績を持つ五福キャンパスの地域共同研究センタ
ーやベンチャーラボ、 高岡短期大学の大学開放センターなどの益々の活躍が期待されます。
杉谷キャンパスでは、 新大学附属病院が富山県における「最後の砦Jとして先端医療と高
度医療を備えた医療機関の役割を果たせるよう改革を進めていくことが重要であります。
このためには、 病院の人的・物的資源の有効活用、 病棟整備、 再生医療などの次世代の医
療技術の開発・実用化・導入などが必要であります。 また、 地域(地元医師会)との連携
を重視し、 地域からの要望の強い救急医療とプライマリー医療を充実させることが急務で
あります。
一方、 富山県の薬業産業における伝統を活かし、 産学官連携による新薬の開発から臨床
治験までを総合的に実施できる創薬・治験センターを強化すべきであると考えます。 この
構想には、 新大学が誇る和漢医薬を含めることが必要で、あります。 薬学の分野では、 県内
の大学、 企業、 行政機関が連携して創薬研究を推進するための組織であるフォーラム富山
「創薬」 を拠点として、 共同研究プロジェクトを育成・支援し、 県内製薬会社の研究員が
大学で研究できる環境を整備して、 有能な人材の育成に貢献していくことが大学の重要な
使命であると思います。
4)管理運営について
新大学は設立理念や歴史の異なる3つのキャンパスに 8学部、 1 研究所を有しておりま
す。 当然、 運営上多くの問題が出てくることが予想されます。 個々の問題はともかくとし
て、 まず役員会を中心とした管理・運営体制を整備することが急務であります。 また、 い
かに大学全体の多様な意見を吸い上げ、 そして学長のリーダーシップを確立していくかも
二律背反の難題であります。 学長補佐体制の確立、 人件費管理、 評価に関する組織、 企画
364 第8章 将来への展望
戦略会議室などを整備し、 これらと役員会、 経営協議会、 教育研究評議会の審議を通して、
明確な目標設定と意思決定を行わなければなりません。 そのプロセスで要求されているの
は3つのキーワード、「迅速さJ I情報の開示Jおよび「責任の明確化」であろうと考えま
す。 いずれのキーワードも実行するとなると大変に難しい問題を含んで、いるのであります
が、 学長はじめ大学の全教職員が新大学の未来のために、 人のため、 世のためという人間
として最高の心と「和」 のフィロソフイーをもって取り組んで頂くことを切に祈念してい
ます。
最後に法人化後の最初でしかも3大学統合にこれまで微力ながらも全力を尽してきた富
山医科薬科大学の一人としても、 大学の将来への明るい展望が聞かれることを期待して止
みません。
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1 中期目標・中期計画一覧表
中 期 目 標
(前文) 大学の基本的な白標
富山医科薬科大学は、 地域と世界に向
かつて開かれた大学として、 医学・看護
学及び薬学を総合した特色のある教育及
び研究を行い、 人間尊重の精神を基本に
高い使命感と創造力のある人材を育成し、
地域と国際社会に貢献するとともに、 科
学技術、 人間社会と自然環境の調和的発
展に寄与する。
I 中期目標の期間及び教育研究上の基
本紐織
1 中期目標の期間
平成16年4月1日から平成22年 3月31
日までの6 年間
2 教育研究の基本組織
この中期目標を達成するため、 別表に
記載する学部、 研究科及び附置研究所を
置く。
E 大学の教育研究等の質の向上に関す
る目標
1 教育に関する目標
(1 ) 教育の成果に関する目標
1 )教養教育においては、 「幅 広く深
い教養及び総合的な判断力を培い、
豊かな人間性をj函養する」とともに、
専門教育との有機的な連携を図る。
2 )学部教育においては、 医学、 薬学、
看護学の知識、 思考力、 基本的技能、
態度、 倫理性を身につけ、 社会から
信頼される優れた医療人を育成する。
中 期 計 画
I 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにと
るべき措置
1 教育に関する目標を達成するための措置
( 1 ) 教育の成果に関する目標を達成するための措置
(教養教育)
① 教養教育では、 自然科学、 人文社会科学及び東西文化に対す
る総合的理解を目指し、 外国語によるコミュニケーション能力
やコンビュータによる情報処理能力を身に付け、 社会や異文化
との交流を促進することにより、 人間尊重の精神と科学的な思
考力を培う。また、 専門教育科目担当教員の一層の参加により、
専門教育との連携の向上を図る。
(専門教育)
① 学部教育では、 医療人として、 緊急時への対応を含めて専門
知識、 技能、 態度、 医療倫理を身に付けるとともに、 医師、 薬
剤師、 看護師がお互いの立場を尊重しチームワークのとれる人
材を育成する。
② 学習目標にしたがって学生の達成度を評価し、 教育内容の充
実・改善を図る。
③ 専門的職業資格の取得を重視し、 優れた医療人を育成する。
④ 学業、 学術研究活動、 課外活動、 社会活動等で顕著な業績を
挙げた学生を表彰する。
(大学院教育)
3 )大学院教育においては、 「幅 広い | ① 大学院教育では、 学位論文に関する研究指導だけでなく、 関
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知識を基盤とした高い専門性」を培| 連分野を含めた広い視野や知識、 体系的思考力、 開拓精神、 国
い、 高度専門職業人あるいは教育研| 際的コミュニケーション能力を培うための教育機能を充実する。
究者として、 学術研究の進歩や社会 | ② 教育研究の高度化に対応するために、 大学院の教育研究組織
に貢献する人材を育成する。 I のあり方を検討し、 必要な場合は再編を閲る。
( 2 ) 教育内容等に関する目標 I ( 2) 教育内容等に関する目標を達成するための措置
(アドミッション・ポリシー)
1 )アドミッション・ポリシーとして| ① 高等学校長等との入学試験に関する懇談会等においてアド
は、 基礎学力及び医学、 薬学、 看護| ミッション・ポリシーの周知、 理解を図る。
学に深い関心を有し、 公的精神が豊i ② 入学者選抜では、 学力、 創造力、 倫理観、 意欲等を総合的に
かで創造力のある意欲的な人材を受| 判定する。
け入れる。 I ③ 宇般選抜、 推薦入学、 学士編入学等により、 多様な学生を受
け入れる。
④ 入学後の追跡調査等により入学者選抜方法等の改善・充実を
図る。
(教育課程)
2 )教室主教育から専門教育の各段階を| ① 厨際的コミュニケーション能力を培うため英語等の語学教育
通じて体系的に教育課程を編成し、 | の充実を図る。
コミュニケーション能力、 課題探| ② 医療人としての基礎となる教育内容(医療倫理、 救急対応
究・解決能力を培う教育法を実施す| 等)の充実を図る。
る。 I ③ 東西医薬学の融合等、 本学の特色となる教育課程を編成する。
④ 少人数教育及び課題探究・問題解決型の白己学習の充実を図
るO
⑤ コア・カリキュラムを基に教育内容を精選し、 統合的なカリ
キュラムを編成する。
(教育評価)
3 )学習指導体制を整備し、 適切な成| ① 教育目標の達成度の評価法、 各科目の成績分布、 年度毎の評
績評価を行う。 I 価の整合性等を継続的に検討し、 教育評価の充実・改善を図る。
( 3 ) 教育の実施体制等に関する目標 I (3) 教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置
(教員等の配置)
1 )教育を重視した人材採用の推進を| ① 教育を重視した人材配置(採用を含む。)の推進を凶る。
閃る。 I ② ティーチング・アシスタント(TA)及びリサーチアシスタ
ント(RA)のj舌用を図る。
(教育環境整備)
2 )学生が自主的に勉学できる環境を| ① 学内の学習環境、 情報支援、 地域への貢献、 電子図書館の充
整備する。 I 実を図る。
3 )教育の内容とぷ準の向上を図る。
② 情報技術(IT ; information technology)を利用する教育・
学習環境の整備を図る。
(教育内容・水準の向上)
① 学生による授業許価や学生の満足度調査を実施し、 それに基
づいた授業内容の改善を図る。
② 教育内容や方法の組織的改善と教員の教育能力の向上を図る
ために、 ファカルテイ・デイベロップメント(FD)を推進する。
③ 医学部と薬学部の教員が相互に乗り入れた教育を実施する。
④ 地域の医療機関、 保健福祉施設等と連携して、 社会に貢献す
る優れた医療人の育成を図る。
(新たな教育・研究組織)
4 )時代・社会の要請に応える人材を | ① 学術研究の進歩と社会の要請に対応して、 学部の定員を検討
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育成し、 教育研究の高度化に対応す| するとともに、 講座等の見直しを行い、 必要に応じて新たな組
る学部・大学院の教育・研究組織を| 織を整備する。
構築する。 I ② 医学と薬学を中心とした総合大学院の創設を推進する。
① 生命科学を中心に関連分野を融合した国際水準の大学院の構
想を推進する。
( 4 )学生への支援に関する目標 I (4)学生への支援に関する目標を達成するための措置
(学習支援・生活支援)
学生が尊重されていると感じること | ① 学生のニーズに応える快適なキャンパスライフのための学生
ができるような充実した学習支援と生| 相談支援体制の充実を図る。
j舌支援の実現を図る。 I ② 学生の課外活動等の環境整備の充実を図る。
2 研究に関する目標
( 1 ) 研究水準及び研究の成果等に関す
る目標
1 )生命科学を中心に、 伝統医薬学を
含め、 医学、 薬学の領域において国
際水準の研究を行い、 医療関連領域
では全国的水準の研究を行う。
2 )現代社会と地域社会の要請に応え
る先端的な研究活動を展開し、 大学
の知を社会に還元、 産業界との連携
を深め、 人々の福祉に貢献する。
③ 学生生活支援体制の整備・充実を図る。
④ 卒業後の進路、 研修先及ひ、就職先病院等の情報を学生に提供
し、 相談に対応する。
⑤ 外国人留学生の受入れ及び本学学生の海外派遣を支援するた
め、 生活環境や奨学金等を整備し、 相互交流の推進を図る。
2 研究に関する目標を達成するための措置
( 1 )研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置
(研究の方向性)
① 生命科学を中心に、 高度先進医療を支える医学・薬学の先端
研究を推進するとともに、 伝統医薬学/相補・代替医療研究で
は、 アジア及び世界の中核となり、 人類の福祉向上に役立つ国
際水準の研究を行う。
② 基礎研究と臨床応用の橋渡しとなる研究の推進を図る。
(成果の社会への還元)
① 大学の知を社会に還元するために、 公開講座、 研究会、 講演
会等の開催や広報活動を積極的に行う。
② 産業界との連携を深め、 研究成果の公開、 共同研究を推進す
る体制を整備するとともに、 産学官の連携事業を推進する。
( 2 )研究実施体制等の整備に関する目標I ( 2) 研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置
(資源の配分・評価)
1 )研究者の創造性と本学の特色が発
揮されやすい研究環境を整備する。
2 )学内共同利用の教育研究施設の充
実を図り、 国際水準の生命科学研究
を支援できる体制を整備する。
3 )学内・外における共同研究を推進
する。
① 大学が重点的に取り組む領域や活動性の高い分野において、
学内研究資金の傾斜配分を行い、 中核的研究拠点(COEを含
む。)の形成を図る。
② 短期的成果に加え、 長期的な視点から科学技術の基盤にブレ
ークスルーをもたらすような、 創造'性の高い萌芽的研究や取組
みも積極的に評価し、 支援する。
(支援体制の整備)
① 国際水準の生命科学研究を支援する組織の整備を図る。
② 図書館における学術情報の収集及び発信のための環境を整備
する。
③ 特許出願等に関する啓発教育を行うとともに、 知的財産の取
得と活用に関するシステムを整備する。
(共同研究)
① 医学部、 薬学部及び和漢薬研究所との共同研究・プロジ、エク
ト研究の推進を図る。
② 学外の教育研究機関との共同研究を推進する。
③ 和漢薬研究所は「和漢医薬学総合研究所」として改組し、 医
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学部、 薬学部及び附属病院と連携しつつ組織の強化を図るとと
もに、 伝統医薬学領域で世界をリードする研究の推進を|羽る。
3 その他の目標 I 3 その他の目標を達成するための措置
( 1 )社会との連携、 国際交流等に関す I (1)社会との連携、国際交流等に関する目標を達成するための措置
る目標 I (地域社会貢献)
1 )地域の医療機関や福祉施設と連携| ① 地域社会のニーズを調査し、 県、 市及び地域の医療機関等と
して地域社会に貢献する。 I 連携して、 地域社会に貢献する。
(社会サービス)
2 )地域・社会への知的サービスを充i ① 公開講座、 リカレント教育コース、 開放事業、 高校生への講
実させる。 I 義等をより一層推進し、 地域・社会に提供する知的サービスの
質と量を向上させる。
② 特色ある医療情報・技術の社会還元として、 本学の特色ある
研究や東西医薬学の融合教育を通じて、 医薬品を適正かつ総合
的に使用できる知識や、 先端の生命科学情報を、 分かりやすく
社会に還元する。
③ 伝統医薬 (和漢薬)のlEしい理解と普及を図るための方策を
検討し、 推進する。
④ 学術情報を容易に入手できる環境を提供し、 社会貢献を推進
する。
⑤ 教育研究活動の積極的な広報活動を行う。
(地域・産学官連携)
3 )地域の産業界や臼治体との連携、 | ① 県の審議会等に積極的に参加し、 地域の発展基盤を支える。
コンサルテイング及び共同研究を.J!tl ② 薬業界、 県、 大学が有機的に連携し、 創薬研究を促進するた
進する。 I めに、 フォーラム富山「創薬」を定期的に開催する。
③ 研究成果を活かした、 地元企業等へのコンサルテイング、 共
同研究を推進する。
(国際学術交流)
4 )外同人質学生・研究者の受入れ等| ① 外国人留学生・研究者の受入れ及び外凶人留学1-:の生活相
凶際的な相互交流・協力活動を推進l 談・生活支援体制の充実を図る。
する。 I ② 本学からの派遣事業を推進し、 国際的教育研究協力の充実を
( 2 )附属病院に関する目標
(器本的な理念)
1 )地域の中核病院として、 専門性と
総合性を併せ持つ質の高い医療を提
図る。
③ 外国人留学生に対して、 専門口本語への移行を恵、識したH本
語・日本事情教育を充実する。
④ 外国人留学生及び外国人客員研究員の増加を|究lる。
⑤ 本学と諸外国の大学との橋渡しをする人材の育成を図る。 こ
のため、 帰国後の外同人留学生及び外凶人客員研究員とのネッ
トワークの形成・情報交換を促進する。
⑥ 国際的な交流・連携・協力活動を推進するための制度的及び
資金的な基盤を整備する。
⑦ 同際的な共同研究を推進する。
⑧ 凶際伝統医薬共同研究センター海外ブランチの構築を通して、
学生交流、 研究者の交流を行い、 伝統医薬研究の充実を図る。
③ 国際的な伝統医薬シンポジウムの推進を1>\1る。
( 2  )附属病院に関する目標を達成するための措置
供する。
2 )将来の医療と医学発展を担う医療
人を育成する。
3 )臨床医学発展の推進と医療技術水
準の向上に貢献する。
4 )良質で健全な病院経営、 運営を行
つ。
(目標)
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1 )多様な患者ニーズに応えることのI (医療サービスの向上)
できる専門的かつ高度高品質の医療 | ① 国の財政措置の状況を踏まえ、附属病院再整備の推進を図る。
を提供する地域中核病院を目指す。 I ② 附属病院の環境改善と患者への医療サービスの向上を図る。
③ 附属病院の診療体制を再構築し、 より高度高品質の医療提供
を図る。
④ 地域の救急体制の中核病院として、 救急部診療体制の整備及
び充実を図る。
⑤ 多元的な外部評価の導入を推進する。
⑥ 各部門・診療科の評価基準を作成し、 その評価結果を人員配
置や予算配分に活用する。
(管理体制)
2 )医療における総合性と継続性を重 | ① 診療録(カルテ)、看護記録等の情報化と共有化を推進する。
視し、 安全・危機管理体制の充実を | ② 病院情報の公開推進と情報管理体制の整備を図る。
図る。 I ③ 医療安全管理委員会及び、医療安全管理室においてインシデン
ト・医療事故等の把握、 調査を行い、 再発防止を図る。
(プライマリ・ケア)
3 )地域医療機関との連携及び地域医 | ① 地域医療機関との連携及び地域医療への貢献を推進し、 総合
療への貢献を推進し、 プライマリ・ | 診療部の整備等プライマリ・ケア診療の充実を図る。
ケア診療の充実を図る。
(先端的医療)
4 )医学研究の推進による専門医療 | ① 移植医療などの高度先進医療を実践するための施設整備を図
(臓器・系統別)の高度化と先進的| る。
臨床医療の実施、 充実を図る。 I ② 先進的臨床医療に関する企画運用体制の構築、 整備を図る。
(マネジメント改革)
5 )病院運営、 経営に関わるマネジメ| ① 病院長の使命と役割を明確化し、病院長の人事権を確立する。
ント改革を推進する。 I ② 経営面のサポート体制を改革し、 戦略的企画部門を設置し、
経営の効率化を図る。
③ 病院長の主導により附属病院に係る施設マネジメントを推進
する。
④ 効率的運営を図るための病院組織体制を構築する。
(医師、 コ・メデイカル教育)
6 )卒前・卒後の医師及びコ・メデイ | ① 学部教育との連携を図り、 参加型臨床実習の充実を図る。
カル教育の充実を図る。 I ② 卒後臨床研修センターを設置し、研修カリキユラムを策定し、
研修協力病院と連携しつつ、 救急診療を含めた初期診療(プラ
イマリ・ケア)に対応できる研修医を育成する。
③ 医療人育成のための研修業務を担当する組織等を構築する。
(国際化推進)
7 )国際的に開かれた大学附属病院を | ① 他部局とも連携し、 国際交流の推進を図るo
目指し、 国際化の促進を図る。
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E 業務運営の改善及び効率化に関する I n 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとる
目標 | ベき措置
1 運営体制の改善に関する目標 I 1 運営体制の改善に関する目標を達成するための措置
(運営体制の整備)
1 )学長が学内コンセンサスに留意し| ① 学長補佐体制を整備し、学長のリーダーシップの強化を図る。
つつ、 リーダーシップを発揮し、 本学| ② 学内委員会及び部局内委員会の統廃合等効率的な運営方法の
の基本的目標を達成するために、 機動| 改善を図る。
的な大学運営を遂行できる運営体制を| ① 事務組織と教学組織との連携協力による機動的な運営を図る。
整備する。
(学内資源配分)
2 )全学的視点からの戦略的な学内資| ① 戦略的な学内資源配分を図る。
i原配分と評価を重んじる管理運営体制| ② 評価に応じた人的、 物的資源(研究資金、 設備、 施設)の配
の構築を図る。 I 分を図る。
(外部の意見の尊重)
3 )大学の運営にあたっては、 教育研| ① 学生、 産業界、 地域社会、 専門家や有識者の意見を取り入れ
究者側の視点だけでなく、 学生や地域| るシステムを整備する。
社会からの意見も尊重する。
4 )内部監査体制の整備を図る。
(内部監査体制)
① 法人内部における監査機能体制を確立する。
② 中期計画、 年度計画の策定及び自己点検評価、 外部評価等に
基づいた改善・改革を行う体制を整備する。
(国立大学問連携)
5 )国立大学問の連携・協力体制を推| ① 富山県内国立大学(富山大学と高岡短期大学)との再編・統
進する。 I 合により、 大学のパワーアップを図る。
② 北陸地rx:凶立大学連合の事業を推進し、 北陸地区国立大学の
教育研究の活性化を図る。
2 教育研究組織の見直しに関する目標 I 2 教育研究組織の見直しに隠する目標を達成するための措置
(教育研究施設の整備)
教育研究、 大学運営組織の支援のため | ① 教育研究組織及びそのサポート体制の見直しを検討するシス
の、 柔軟かっ機動的な管理運営体制を整| テムを整備する。
備する。
3 人事の適正化に関する目標 I 3 教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置
(人事方針)
1 )本学の基本的な目標を達成するた| ① 教員選考(主として教授)に際しては、 公募制(国際公募を
めにふさわしい教職員を採用し、 優| 含む。)を採用し、 宇部リストアップ方式を併用し、 公正で適
れた人材の確保を図る。 I 切な人事を行う。
(人事評価システム)
2 )教育の質の向上と研究の高度化を| ① 講座等編成の検討を行い、 適切で柔軟な人員配置を図る。
推進するために、 人事の一層の適正| ② 教職員の業績の適切な評価システムの整備を図る。
化を図る。 I ③ 教職員の潜在的な能力を発揮させるインセンテイブ・システ
ムの給与制度等への導入を図る。
④ 全教員に対する任期制を推進する。
(柔軟で多様な人事制度)
3 )社会的に公正な人事を行い、 必要| ① 男女共同参画の推進を図り、 女性教職員の比率を高める。
な職場環境の整備を図る。 I ② 人権やハラスメントに関する相談窓口の充実を図る。
③ 事務職員等の採用基準の明確化と人事交流の推進を図る。
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④ 職員の資質向上を目的とした研修制度を充実する。
① 中長期的な観点に立った適切な人員(人件費)管理を行う。
4 事務等の効率化・合理化に粛する目I 4 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置
標 I (事務処理体制の見直し)
1 )事務処理の効率化・合理化を推進 | ① 情報システム化の推進により、 各種事務処理の省力化、 簡素
する事務処理体制の強化を図る。 I 化・迅速化を図る。
U 財務内容の改善に関する目標
1 外部研究資金その他の自己収入の増
加に関する目標
1 )研究の活性化と産学連携の推進に
より、 外部研究資金の獲得増を目指
す。
② 職員の採用や人事交流等、 共通性の高い業務について地域の
国立大学問で連携を図るO
③ 富山県内国立大学(富山大学と高岡短期大学)との再編・統
合により、 効率的・合理的な事務組織の構築を図る。
④ 委託が適切と判断される業務については、 外部委託の推進を
図る。
E 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置
1 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標を達成する
ための措置
(外部収入の増加)
① 科学研究費補助金等の申請・獲得状況を毎年点検し、 申請の
促進を図る。
② 企業等との共同研究を促進し、 企業等からの研究資金の増加
を図る。
③ 外部資金獲得のための情報発信・サービス等の支援体制の強
化を図る。
(自己財源の増加)
2 )収入を伴う事業を実施するととも ! ① 大学の保有する施設・知的財産等を活用して、 自主財源の増
に、 教育研究指導に見合った学生納| 加を図る。
付金の見直しを行う。 I ① 受験料、 授業料等の学生納付金の見直しを行う。
2 経費の抑制に関する目標 I 2 経費の抑制に関する目標を達成するための措置
(経費の節減)
効率的な業務運営による固定的経費の| ① 教育研究に必要な経費の充実に努めるとともに、 エネルギー
抑制を凶る。 I 等の経費の効率化、 省力化を進める。
3 資産の運用管理の改善に関する目標I 3 資産の運用管理の改善に関する目標を達成するための措置
(効率的運用)
全学的かつ経営的視点に立った大学の| ① 資産の運用管理を担当する組織及び関係諸規定を整備し、 資
資産の効率的・効果的な運用を図る。 I 金及び、有形固定資産の運用管理並びに施設マネジメントの体制
を確立する。
V 自己点検・評価及び当該状況に係る I w 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を
情報の提供に関する目標 | 達成するための措置
1 評価の充実に関する目標 I 1 評価の充実に関する目標を達成するための措置
(客観的評価の実施)
第三者評価を含む評価を行い、 評価の | ① 教育研究活動、 社会貢献及び組織運営等に関する評価を積極
客観性を高め、 大学運営の改善に活用す| 的に導入する。
るo ② 自己評価、 外部評価、 第三者評価機関による評価の結果を大
学運営に反映させる。
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2 情報公開等の推進に関する目標 1 2 情報公開等の推進に関する目標を達成するための措置
(体制整備)
社会に対する説明責任を果たすために、 | ① 広報体制を整備し、 大学の管理運営・教育研究活動・財務内
管理運営・教育研究に関する情報公開を| 容等の情報を公開する。
促進する。
VI その他業務運営に関する重要目標
1 北陵地区の国立大学連合に関する目
標
教育研究等の活性化を目的に結成され
た「北陸地区国立大学連合」を強化し発
展させる。
2 施設設備の整備等に関する目標
1 )大学としての施設設備の整備にか
かわる基本方針を明確にし、 国際的
水準を満たす教育・研究・診療環境
等の効果的かっ効率的な整備に努め
るとともに、 安全で、、 快適なキャン
パスづくりを推進する。
2 )地球環境保全に配慮したキャンパ
スづくりを推進する。
3 安全管理に関する目標
学作及び教職員に対する安全衛生管理
体制を充実し、 健康で、 学びやすく、 働
きやすい環境作りを推進する。
V その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措
置
1 北陵地区の国立大学連合に関する目標を達成するための措置
(連携の推進)
① 教育研究・業務運営面での協力体制の推進を図る。
② 情報ネットワーク等を活用した共同事務処理の可能性につい
て検討する。
2 施設設備の整備等に関する目標を達成するための措置
(施設設備計画)
① 施設マネジメント体制に基づく、施設整備・活用を推進する。
② 学生の自己学宵の支援、 総合的な研究の推進等、 教育・研
究 ・ 診療活動の質を高めるために必要な施設設備の整備拡充を
図る。
③ 学生と教職員の安全を確保し、 福利厚牛ーの充実を図るため、
施設設備の点検整備に努める。
④ 歩道や駐車場等の整備を行い、歩行者の安全を確保し、学生、
教職員、 病院利加者にとって快適なキャンパスを目指す。
(地球環境保全)
① 省エネルギー、 廃棄物の減量等の推進を!立lる。
3 安全管理に関する目標を達成するための措置
(安全管理・健康管理)
① 法令に準拠した毒物、 劇物、 薬物、 放射性同位元素等の取扱
い及び管理に関するマニュアルを整備するO
② 教育研究活動等における学生及び教職員の安全管理体制の充
実を|立lる。
③ 講習会等による安全教育を定期的に実施する。
④ メンタル・ヘルスを含む総合的な健康管理の充実を図る。
VI 予算 (人件費の見積りを含む。)、 収支計画及び資金計画
別紙参照
四 短期借入金の限度額
短期借入金の限度額
1 短期借入金の限度額
1%意円
2 想定される理由
運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等により緊急に
必要となる対策費として借り入れすることも想定される。
v.m 重要な財産を譲渡し、 又は担保に供する計画
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重要な財産を譲渡し、 又は担保に供する 計画
附 属 病院の基幹 ・ 環境整備及び全身X 線 CT 検査シ ス テ ム
整備に必要となる経費の長 期借入れに伴い、 本学 病院の敷地及
び、建物について、 担保に供する。
区 剰余金の使途
決算において剰余金が発生した場合は、 教育研究、 診療の質の
向上及び組織運営の改善に充てる。
X その他
1 施設・設備に関する計画
施設 ・ 設備に関する計画
施設 ・ 設備の 内 容 予定額(百万円)
-基幹 ・ 環境整備
-全身X線CT検査システム
総額 983 
-小規模改修
-災害復旧工事
財 j原
施設整備費補助金
(25 6 百万円)
長 期借入金
(727百万円)
(注1 ) 金額については見込みであり、 中 期目標を達成するために
必要な業務の実施状況等を勘案した施設 ・ 設備の整備や老朽
度合等を勘案した施設 ・ 設備の改修等が追加されることもあ
る。
(注2 ) 小規模改修について17年度 以降は16年度 同額として試算し
ている。
なお、 各事業年度の施設整備費補助金、 船舶建造費補助金、
国立大学 財務 ・ 経営 セ ン タ ー施設費 交付金、 長 期借入金につ
いては、 事業の進展等により所要額の変動が予想されるため、
具体的な額については、 各事業年度の予算編成過程等におい
て決定される。
2 人事に関する計画
① 教員選考(主として教授) については、 公募制( 国際公募を
含 む。) を採用し、 一部リ ス ト アッ プ方式を併用し、 公正で適
切な人事を行う。
② 講座等編成の検討を行い、 適切で柔軟な人員配置を 図る。
③ 教 職員の業績の適切な評価シ ス テ ムの整備を 図る。
④ 全教員に対する任期制を推進する。
⑤ 男女共 同参両の推進を 図り、 女性教職員の比率を高める。
⑥ 事務職員等の採用基準の明確化と人事 交流の推進を 図る。
⑦ 職員の資質向上を目的とした研修制度を充実する。
(参考) 中 期目標 期間中の人件費総額見込み 5 4， 130百万円
(退 職手当は除く。)
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別表(学 部、 研究科等 )
学 医学 部
部 薬学 部
研 医学 系研究科
科
究
薬学 研究科
附
置
研 和漢薬研究所
究
所
3 中期目標期間を超える債務負担
(PFI 事業) 中期目標期間を超える債務負担
該当なし
(長 期 借 入金)
(単位 :百万円)
I�よそ H16 H17 H18 日19 H20 H21 中期目標 次期以降額 総債務期間小計 償還 償還額
長期借入金
640 650 708 710 710 716 4，134 6，123 10，257 
慣還金
(リース資産)
該当なし
4 災害復旧に関する計画
平成16年10月に発生した台風23号等 により被災した施設の復旧
整備をすみやか に行う。
別表(収容定 員)
平
成
16 
年
度
成
17 
年
度
平
成
18 
年
度
平
成
19 
年
度
成
、子
20 
年
度
平
成
21 
年
度
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 187人 [うち修士課程 62人博士課程 125人]
薬学 研究科 149 人 [うち博士前期課程犯人博士後期課程 57人]
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 19 2人 [うち修士課程 62人博士課程 130人]
薬学 研究科 149 人 [うち博上前期課程犯人博士後期課程 57人]
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 19 7人 [うち修士課程 62人博士課程 135人]
薬学 研究科 149 人 [うち博上前期課程犯人博士後期課程 57人]
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 202人 [うち修士課程 62人博士課程 140人]
薬学 研究科 149 人 [うち博士前期課程犯人博士後期課程 57人]
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 202人 [うち修上課程 62人博士課程 140人]
薬学 研究科 149人 [うち博士前期課程犯人博士後期課程 57人]
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 202人 [うち修士課程 白人博士課程 140人]
薬学 研究科 149人 [うち博士前期課程犯人博士後期課程 57人]
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2 機 構 図
医 品:;;.: 科〉- 30講座
E ( 看護学科}- 3講座
客員講 座 〉- 1講座
一般教育等 〉- 14学科目
:薬 科 学科}- 7講座
薬 持寸4一 部
[教授会】 しく附属薬用植物園
医学系研究科〕 4専攻
{研究科委員会]
lべ 楽学研 究 科〉 2 専攻
[研究科委員会1 開設部 門 3部門学 長
和漢薬研究所 客員部 門 2部門
[教授会] 民族薬物研究セン安一
(監事) 間属 図 書 館
(監事〉 日付属図書館運営委員会】 「く 診 療 科}- 19科
中央診療施設 〉- 12部門
附 属 病 院 特殊診療施設)- 10部門
[阿属病院運営会議] 薬 剤 音日
看 護 吉日
: 生命科学先端研究センター) 4分野
[生命科学先端研究セ ン タ ー運営委員会】
保健管理センター
[保健管理セ ン タ ー運営委員会]
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奥 田 道 夫
佐 々 木 隆憲
岡 本 則 雄
佐 伯 信 男
大 城 雅 彦
西 岡 衛
朝倉 哲 朗
固 定 久
室 橋 異
朝倉 哲 朗
現職員名簿(役職員)
主計課長
経理課長
業務部長
施設課長
医事課長
教務部長 (兼任)
学生課長
研究協力課長
図書課長
入学主幹(事務取扱 )
正
篤実夫
佳
泰雄
康明博
年
司
武
裕
康
正
征
公
正
野
遁
林
日
間
日知
石部木
田
上
3 
渡
村
本南倉倉服白津井
役職員
学長
理事(学務， 財務)・副学長
理事(医療， 施設マネジメン
ト)・副学長 ・病院長
理事(学術研究， 点検評価)・
副学長
理事(総務)
理事(企画戦略・非常勤)
医学部長
薬学部長
和漢薬研究所長
附属図書館長
生命科学先端研究センター長
保健管理センタ一所長
正篤
実夫
佳
泰雄
康修宏雄雄郎郎
康正
征
公信
英俊
一審
林口
問日知
石部
木谷
合本
本藤
永
小渡
)
小村
本南倉倉服
白大
落根
根遠
盛
'hE ンメUンふ寸
)
マ
務設財施務療学医
員
((
議長
事事
評学
理理 年
司
武
裕
野
遺
理事(学術研究， 点検評価)
理事(総務)
理事(企画戦略・非常勤)
医学部長
薬学部長
和漢薬研究所長
附属図書館長
医学部教授
薬学部教授
附属病院教授
学科目教授
実護
行
関
川
越
本石
小
事務局
事務局長
総務部長
庶務課長
定年退官年月日 氏 名
平成8. 3. 31 柿 下 正 雄
イシ 木村 正 康
名〉 吉 井英 一
イシ 小 橋恭 一
'" 林 光 彦
平成9. 3. 31 藤巻雅夫
イシ 難波恒雄
イシ 堀越 勇
'" 酒井立夫
ぞシ 西国彰子
'" 奥田日 出子
平成10.3.31 泉 陸 一
イシ 川 崎 匡
イシ 辻 陽雄
イシ 百瀬雄 章
イシ 丘 山 昇
イシ 松田 正 毅
。 島図柄子
ろ〉 塚本 博
平成11.3. 31 北川 正 信
イシ 小 泉富 美朝
イシ 神 郡 博
イシ 菅野 延 彦
ク 大 星光 史
ク 奥野 満喜子
イシ 堀井竹 夫
イシ 浅野 宗信
'" 平 野 茂良
平成12.3.31 伊藤祐輔
イシ 棲川 信 男
イシ 小 泉 保
ろ〉 三 川 i朝
イシ 谷村恵徳
イシ 堀 重 男
そシ 米 島君枝
平成13.3.31 北川 泰司
イシ 尾山 虞理
イシ 森田徹夫
平成14.3.31 加須屋賓
イシ 上村 j青
イシ 中島 松一
イシ 飯田憲 郷
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4 定年退官者名簿
退官時職 名 定年l官年月日 氏 名 退官時職 名
医 学部教 授 イシ 中田轟頑 業務 部医事課専門職員
薬学部 教授 イシ 明満 喜子 業務部医事課栄養管理室長
薬学部教 授 イシ 前回卓爾 教務部図書課情報サービス係長
薬学部教 授 ク 北川 香子 業務部医事課栄養管理室調理師
薬学部教 授 イシ 贋 川 幸 英 業務部施設課整備係電工
医 学部教 授 イシ 秋村 ト ミ子 附属病院看護部先任看護助手
和漢 薬研究所教 授 平成15.3.31 高間静子 医 学部教 授
附属病 院教 授 // 高屋憲 一 医学 部教 授
薬学部 助教 授 イシ 藤本 正 文 医 学部教 授
看護 部 看護 部長 '" 堀井満恵 医 学部 助教 授
教務部研究協力課動物飼育員
// 有i事宗久 薬学部附属薬用植物園助教授
医 学部教 授 イシ 森腰 正 弘 教務部研究協力課技術専門官
医 学部教 授 // 五十嵐勝美 教務部研究協力課技術専門職員
医 学部教 授 '" 林 和子 教務部研究協力課技術専門職員
薬学部教 授 ク 水谷紘 二 業務 部施設課専門員
業務 部医事課専門職員 ク 中塩 紀美 総務 部経理課専門職員
附属病院検査部臨床検査技師長
イシ 村井美代子 総務部経理課調達第三係主任
附属病院看護部看護婦長
ぞ〉 有i宰郁子 教務部学生謀総務係主任
附属病院手術部医療機器操作員
ク 菱谷 和子 業務部医事課栄養管理室調理師
医 学部教 授 イシ 浅野 義信 業務部施設課ボイラー技士
医 学部教 授 タ， 尾島宏 幸 総務部庶務課自動車運転手
医 学部教 授 ぞ〉 松田公夫 附属病院看護部看護師長
薬学部教 授 平成16.3.31 渡透明治 医 学部教 授
医 学部 助教 授 ペ， 小 野 武年 医 学部教 授
附属病院材料部医療材料工手
// 中川 秀夫 薬学部教 授
教務部研究協力課教務助手
'" 豊富 誠三 薬学部教 授
総務部庶務課自動車運転手
イシ 近藤 武 教務 部長
教務部研究協力課専門職員
イシ 二宅 1台 業務 部長
医 学部教 授 // 五十嵐靖夫 総務 部 主計課監査係長
医 学部教 授 タ， 張回とめ子 附属病院看護部医療助手
薬学部教 授 平成17.3.31 諸橋 正 昭 医 学部教 授
薬学部教 授 イシ 田i畢賢次 医 学部教 授
薬学部教 授 イシ 武田龍司 医 学部教 授
学生課専門員 ペ， 木村郁子 薬学研究科教 授
附属病院看護部看護助手
イシ 宮原龍郎 薬学部 助教 授
薬学部 助教 授 イシ 栗 山 政彦 教務部研究協力課技術専門官
業務部医事課収入係主任
ぞ〉 畑田修 三
総務部庶務課自動車運転手
附属病院放射線部医療助手
// 数井英 雄 総務 部 主計課園丁
医 学部教 授
医 学部 助教 授
和漢 薬研究所助教 授
総務 部庶務課専門員
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高 久 晃
小 野武 年
長 (教育及び厚生)
中 西 頴 央
本 田 昂
竹 口 紀 晃
長 (医療)
片 山
小 林
寺 津
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平4.
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渡 遺 裕 司平16. 4. 
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事(学術研究， 点検評価)
村 口 篤平16.
事(総務)
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事(企画戦略・非常勤)
南 日 康 夫平16.
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ク(事務取扱 )小
(併) 小
(併)竹
(併)倉
和漢薬研究所長
(併)渡
(併)服
(併)渡
(併)服
附属図書館長
(併) 小 泉
(併)北JlI
(併)服 部
(併)倉 石
(併)武 田
(併)白 木
動物実験センター長
(併)倉 石
(併)井 上
(併)根 本
(併) 木村
保健管理センター長
(併) 小 林
(併)諸 橋
(併)渡 遺
(併)井 上
実験実習機器センター長
(併)高 屋 憲
(併)服 部 征
(併)村 口
(併)中 川
(併)尾 崎
(併)根 本
遺伝子 実験施設長
(併)平 賀
(併) 三 川
(併)白 木 公
(併) 津 田 正
薬学部附属薬用植物園長
(併)百 瀬 雄
(併) 小 泉
(併)有 浮
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ィシ
3. 31 イシ
3. 31 
3. 31 
3. 31 
1�平10.
1�平12.
1�平15.
4. 
4. 
4. 
平6 .
平10.
平12.
章保
久
-=ァ
刀立
イシ
イシ
今
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イシ (併)倉 石 泰平15. 4. 1 -平15. 5. 31 
死》 (併) 黒 崎 文 也平15. 6 .  1 -
生命科学実験センター長
ク(事務取扱 )本 田 昂平14. 4. 1 -平14. 6 .  30 
イシ (併) キナ 口 篤平14. 7. 1 -平16. 3. 31 
名〉 (併) 津 田 正 明平16. 4. 1 -平17. 3. 31 
生命科学先端研究センター長
タ， (併) 津 田 正 明平17. 4. 1 -
和漢薬研究所隙属薬効解析センター長
タ， (併) 小松かつ子平8. 5. 1 1-平10. 3. 31 
ク(事務取扱 )ì，度 遺 裕 司平10. 4. 1 -平10. 4. 30 
ペ〉 (併) i度 遺 裕 司平10. 5. 1 -平12. 4. 30 
え〉 (併) 実告 忠 人平12. 5. 1 -平14. 4. 30 
イシ (併) 小松かっ子平14. 5. 1 -平17. 7. 31 
和漢薬研究所附属民族薬物研究センター長
イシ (併) i斉 木 育 夫平17. 8. 1 -
職名
|事務局長
総務 部長
庶務課長
主計課長
経理課長
業務 部長
施設課長
6 歴代事務局長及び部課長一覧 383 
6 歴代事務局長及び部課長一覧
在職期間 氏 名 備考 職名 在職期間 氏 名 備考
平7.4. 1 平10. 3.31 三浦猛夫 施設課長 平15.4. 1 佐伯信 男
平10.4. 1 平14. 3.31 山 本五十雄 医事課長 平5 .7. 1 平7.12.31 中山 正 雄
平14.4. 1 平16. 3.31 荒木 長 平8. 1 .  1 平9.7.31 井上 忍
平16.4. 1 本間 実 平9.8. 1 平12. 3 . 31 井上展啓
平7.4. 1 平9. 3.31 関 志朗 平12.4. 1 平14. 3.31 中嶋恒夫
平9.4. 1 平1 1. 3 .31 国 利 男 平14.4. 1 平15.12.31 瀧 日 豊文
平1 1.4. 1 平1 3. 3 .31 野 明省主 平16. 1 .  1 大城雅彦
平1 3.4. 1 平14.10.15 佐藤孝夫 教務 部長 平5 .4. 1 平7.1 1.30 笹沼 ，申"" 
平14.10.16 石 川 護 平7.12.15 平10.9.30 土屋繁 行
平6 .4. 1 平9. 3.31 丸 山 重 信 平10.10. 1 平12.8 .31 向江俊 行
平9.4. 1 平1 1. 3.31 楼井清隆 平12.9. 1 平16.3.31 近藤 武
平1 1.4. 1 平14. 3 .31 大月晴夫 平16.4. 1 西岡 衛
平14.4. 1 平16. 3.31 五百崎喜明 学生課長 平6 .4. 1 平8. 3.31 庚瀬文 男
平16.4. 1 小 越 信 行 平8.4. 1 平1 1. 3.31 岡山 一 雄
平5 .4. 1 平8. 3.31 下林 正 実 平1 1.4. 1 平1 3. 3.31 高 橋武贋
平8.4. 1 平10.12.31 内 田 正 一 平1 3.4. 1 平16. 3.31 林 清治
平1 1. 1 .  1 平1 3. 3.31 松村倫幸 平16.4. 1 朝 倉哲朗
平1 3.4. 1 平15. 3.31 寺坂 和 記 研究協力課 平7.4. 1 平8. 3.31 岡山 一 雄
平15.4. 1 奥 田道夫 長 平8.4. 1 平10.7 .15 加賀見賓
平6 .4. 1 平9. 3.31 岡田東彦 平10.7 .16 平1 3. 3 .31 西村幹夫
平9.4. 1 平1 1. 3.31 明渡志郎 平1 3.4. 1 平15. 3 .31 飯嶋裕 一
平1 1.4. 1 平1 3. 3.31 坂 上 文則 平15.4. 1 岡定 久
平1 3.4. 1 平15. 3 .31 行 木邦夫 図書課長 平7.4. 1 平10. 3.31 星 野 雅英
平15.4. 1 佐々木隆憲 平10.4. 1 平1 3. 3.31 岡田 i繁
平6 .4. 1 平8. 3.31 佐藤安宏 平1 3.4. 1 平15. 3 .31 松原康夫
平8.4. 1 平10.6 .30 今校 繁 平15.4. 1 室 橋 Eミ
平10.7. 1 平12. 3 .31 風間 園 康 入学 主幹 平7.4. 1 平9. 3.31 山 道 正 光
平12.4. 1 平14. 3.31 米谷光 暁 平9.4. 1 平12. 3.31 水 野 勇治
平14.4. 1 平16. 3.31 三宅 治 平12.4. 1 平14. 3 .31 森永 慶 一
平16.4. 1 岡本則雄 平14.4. 1 平17. 3.31 豆 本博 一
平7.4. 1 平9. 3.31 岡田康裕 平17.4. 1 朝 倉哲朗 事 務
平9.4. 1 平12. 3.31 永i宰清四郎 取扱
平12.4. 1 平15. 3.31 神 田 博
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7 諸 統 計
1 )職員の定員及び現員
学 面リ 教 助
'二見子
事士
長
長 授 授
平成
定員 1 2 75 74 
7 年度 現員 1 2 61 59 
平成
定員 1 2 82 80 
8年度 現員 1 2 67 68 
平成
定員 2 82 81 
9 年度 現員 2 72 64 
平成
定員 2 82 81 
10年度 現員 2 75 64 
平成
定員 1 2 82 81 
1 1年度 現員 1 2 73 61 
平成
定員 1 2 84 83 
12年度 現員 1 2 68 66 
平成
定員 1 2 84 84 
13年度 現員 1 2 74 72 
1ド成
年
定員 1 2 84 85 
14度 現員 1 2 73 73 
平成
定員 1 2 86 86 
15年度 現� 1 2 72 71 
平成 現員 I 3 67 75 1 6年度
平成 現員 1 3 72 74 1 7年度
※平成16年度より行政職(ー)→専門職
行政職(二)→技能職
教育職ト)→教育職
医療職(二)→医療職(ー)
講 助
師 手
39 163 
41 171 
40 165 
43 165 
40 168 
44 166 
40 168 
43 164 
40 168 
48 169 
40 167 
45 167 
41 166 
48 163 
41 165 
49 161 
42 160 
50 164 
46 163 
46 166 
医療職〈二)→医療職(ゴに切り替えた。
※平成16、 17年度は副学長のほかに理事2名が在籍。
11' 
計 政職
(一)
354 217 
335 206 
370 215 
346 207 
374 212 
349 203 
374 213 
349 203 
374 208 
354 200 
377 207 
349 196 
378 204 
360 201 
378 204 
359 200 
377 204 
360 194 
355 190 
362 183 
11 教
育
職
教
務
職
療
医
療
医 1I3 命、
政 計職
(
職
二)
職
(二) {斗員 (ゴ 百十
53 9 63 313 655 1009 
62 9 65 306 648 983 
51 9 63 316 654 1024 
60 7 65 315 654 1000 
50 9 65 316 652 1026 
58 7 64 315 647 996 
49 9 65 316 652 1026 
55 9 65 319 651 1000 
48 9 66 315 646 1020 
49 7 66 321 643 997 
45 7 66 315 640 1017 
47 7 67 317 634 983 
43 7 66 317 637 1015 
46 7 67 320 641 1001 
39 6 66 317 632 1010 
41 6 67 321 635 994 
35 6 66 317 628 1005 
38 6 68 322 628 988 
37 6 67 321 621 976 
34 6 79 374 676 1038 
2 )学生の入学定員及び現員
医学部医学科
年 度 入定
学
員 総 定員 l 年 次
平
7
度
成
年 95 570 97 (43) 
平
8
度
成
年 95 570 95 (32) 
平
9
度
成
年 95 570 95 (35) 
平
10
度
成
年 95 570 97 (35) 
平
1 1
度
成
年 90 560 92 C5 J (27) 
平
12
度
成
年 90 560 92 C5 J (30) 
平
13
度
成年 90 560 90 C5 J (28) 
平
14
度
成
年 90 560 91 C5 J (20) 
平
15
度
成
年 90 560 91 C5 J (17) 
平
16
度
成
年 90 560 90 C5 J (26) 
平
17
度
成
年 90 560 91 C5 J (21 ) 
現
2 年 次 3 年 次 4 年 次
101 96 1 1 5  
(24) (25) (37) 
101 94 1 14 
(44) (22) (30) 
98 96 1 16  
(33) (43) (25) 
101 89 118 
(37) (31) (46) 
99 99 104 
(37) (36) (36) 
96 93 101 
(30) (34) (36) 
103 94 95 
(34) (29) (35) 
96 105 97 
(29) (36) (30) 
91 103 104 
(20) (34) (36) 
98 99 93 
(19)  (23) (31 ) 
101 93 96 
(28) (20) (23) 
員
5 年 次 6 年 次
93 100 
(29) (28) 
95 95 
(34) (31 ) 
90 103 
(26) (35) 
92 92 
(21 ) (26) 
102 94 
(42) ( 19) 
100 105 
(35) (41)  
96 105 
(35) (36) 
90 100 
(34) (35) 
91 93 
(28) (34) 
103 92 
(36) (28) 
93 104 
(31 ) (36) 
7 諸 統 計 385 
現員 は 毎 年 5 月1 日 現 在
卒業 者数
計 年度計 累 計
602 98 1， 446 99 
( 186) (28) (258) (89) 
594 87 1， 533 90 
( 193) (29) (287) (81) 
598 100 1， 633 99 
( 197) (35) (322) (92) 
589 87 1 ， 720 86 
( 196) (26) (348) (79) 
590 87 1， 807 77 
(197) ( 19) (367) (74) 
587 98 1， 905 1 10  
(206) (40) (407) (93) 
583 99 2 ， 004 98 
( 197) (36) (443) (93) 
579 96 2 ， 100 97 
(184) (35) (478) (91) 
573 90 2 ， 190 91  
( 169) (34) (512) (85) 
575 91  2 ， 281 91 
( 163) (28) (540) (85) 
578 
( 159) ( ) ( ) ( ) 
入学 定員欄 : C J は 3 年 次編入 定員 現員欄、 卒業 者 数棟 : ( ) は 女子で内 数
国家試験合格 者数欄 : ( ) は新卒 者 で内 数
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医学部看護学科 現員 は 毎 年 5 月 1 日 現 在
現 員 卒業 者数
験
看
国
護
家
合
試
格
師
験
保
国
健
家
合
試
格
師助 産 師
年度 入定
学
員 総 定員
国家
ι試1 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次 計 年度計 累 計 験格者数 者数 者数
平
7
度
成
年 60 190 60 60 67 187 (10 ) (59) (59) (67) (185) 
平
8
度
成
年 60 260 60 58 71 66 255 66 66 54 54 (10 )  (60) (57) (70) (66) (253) (66) (66) {54 } {54 } 
平
9
度
年
成 60 260 60 60 70 67 257 67 133 59 72 (10 ) (57) (59) (69) (66) (251) (66) ( 132) {57 } {63 } 
平
10
度
成
年 60 260 60 61 69 68 258 68 201 58 73 (10 ) (58) (58) (68) (67) (251 ) (67) ( 199) {58 } {67 } 
平
1 1
度
成
年 60 260 60 61 71 68 260 68 269 57 62 (10) (54) (58) (69) (67) (248) (67) (266) {57 } {62 } 
平
12
度
成
年 60 260 60 62 70 70 262 70 339 60 68 (10) (57) (55) (68) (68) (248) (68) (334) {59 } {63 } 
平
13
度
成
年 60 260 62 59 71  69 261 69 408 60 64 (10 ) (62) (55) (65) (67) (249) (67) (401 ) {59 } {60 } 
平
14
度
成
年 60 260 61 62 66 70 259 67 475 58 68 (10 ) (59) (62) (64) (64) (249) (61 ) (462) {58 } {66 } 
平
15
度
成
年 60 260 60 60 72 66 258 64 539 53 65 9 (10) (58) (58) (72) (64) (252) (62) (524) {53 } {62 } {9 } 
平
16
度
成
年 60 260 61 61 67 73 262 71 610 61 52 7 (10 ) (58) (58) (66) (73) (255) (71 ) (595) {60 } {52 } {7 } 
平
17
度
成
年 60 260 61 61  7 1  67  260 (10 )  (57) (58) (68) (66) (249) ( ) ( ) { } { } { } 
入学 定員欄 : ( ) は 3 年 次編入 定員 現員欄、 卒業 者数欄 : ( ) は女子で内数
国家試験合格 者数欄 : { } は新卒 者 で内 数
薬学部薬科学科
現
年度 入定
学
員 総 定員 1 年 次 2 年 次
平
7
度
成
年 105 420 109 1 12  (53) (56) 
平
8
度
成年 105 420 106 1 18  (55) (55) 
平
9
度
成
年 105 420 105 1 1 1  (57) (57) 
平
10
度
成
年 105 420 109 103 (51 ) (52) 
平
1 1
度
成
年 105 420 109 109 (50) (5 1) 
平
12
度
成
年 105 420 126 105 (44) (51 )  
平
13
度
成
年 105 420 1 1 7  129 (48) (50) 
平
14
度
成
年 105 420 1 10  1 18 (49) (49) 
平
15
度
成
年 105 420 1 1 1  1 1 0  (32) (47) 
平
16
度
成
年 105 420 1 1 5  108 (46) (31 ) 
平
17
度
成
年 105 420 1 1 1  1 1 6  (39) (46) 
現員欄、 卒業 者数欄 : ( ) は女子で内 数
国家試験合格 者数欄: { )は新卒 者 で内 数
員
3 年 次
127 
(73) 
107 
(58) 
1 1 7  
(56) 
106 
(57) 
100 
(5 1 ) 
105 
(48) 
95 
(45) 
121  
(47) 
1 1 7  
(53) 
107 
(47) 
104 
(30) 
4 年 次 計
112 460 
(58) (240) 
121  452 
(69) (237) 
103 436 
(56) (226) 
1 10  428 
(54) (214) 
106 424 
(56) (208) 
97 433 
(50) (193) 
103 444 
(48) ( 191 )  
91  440 
(45) ( 190) 
114  452 
(43) ( 175) 
110 440 
(51) ( 175) 
104 435 
(47) ( 162) 
7 諸 統 計 387 
現員 は 毎 年 5 月 1 日 現 在
卒業 者数
合
薬
国
剤
格
家試
者
師
験
数年度計 累 計
1 1 1  1 ，  617  133  
(57) (907) (100) 
119  1 ， 736 1 1 5  
(68) (975) (97) 
103 1， 839 96 
(56) ( 1 ，  031 ) (84) 
108 1， 947 1 1 1  
(54) ( 1 ，  085) (93) 
105 2 ， 052 98 
(56) ( 1 ，  141) (88) 
96 2 ， 148 89 
(49) ( 1 ，  190) (72) 
103 2 ， 251 105 
(48) ( 1 ，  238) (80) 
91 2 ， 342 107 
(45) ( 1 ，  283) (84) 
113  2 ， 455 98 
(43) ( 1 ，  326) (90) 
108 2 ， 563 109 
(50) ( 1 ，  376) (90) 
( ) ( ) { ) 
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3 )各年度受入留学生(各年5月1日 )
年度 総数 国費 私費 国別
5 3  5 2 3韓国 3インドネシア 1 ブラジル1
54 7 2 5 インドネシ了 3韓国 2 スリラン カ1 中国 l 
55 9 3 6 韓国 2中国 2イギリス lインドネシ7 1 エジプト1 スリラン カ1 ブラジル1
56 10 3 7 中国 7 エジプト1 韓国 1 スリラン カ1
57 8 4 4中国 5 エジプト1 韓国 1 スリラン カ1
58 12  6 6中国 6 エジプト3韓国 2バングうデシュ1
59 12  6 6中国 4韓国 3エジプト2不パール1 1 \ングうデシュ1 ブラジル1
60 18 10  8中国 5 韓国 4エジプト2ブラジル2イスラエル1 不パール1 バングうデシュ1 17ィリピン 1
61 21  14  7 中国 10エジプト2韓国 217イリピン 2イスラエル1 ザイール1 台湾 1 不パール1
62 37 19 18 中国 18インドネシ7 3エジプト2 ザイール2 台湾 2 17イリピン 2ブラジル2イスラエル1
6 3  38 17  21 中国 19インド不シ7 3台湾 3イスラエル2 ザイール2 スリラン カ2 17イリピン 2エジプトl
1 33 14 19 中国 15インドネシ了 4台湾 3スリラン カ2イスラエル1 エジプト1 韓国 1 コロン ピア 1
2 35 15  20 中国 18インドネシア 5 台湾 3スリラン カ2 韓国 1 コロン ビア 1 ザイール1 パラグアイ 1
3 33 16 17  中国 16インドネシア 5 台湾 4ブラジル2アメリカ 1 エジプト1 ガー ナ 1 コロン ビ71 1
4 37 20 17  中国 20インドネシ7 4エジプト3台湾 2ブラジル2 ガーナ 1 コロン ピア 1 タ イ 1 
5 44 27 17  中国 22インドネシ了 4エジプト3タ イ 3ブラジル3 ネパール2 ガー ナ 1 韓国 1 
6 42 28 14 中国 24タ イ 4エジプト2不パール2パングうデシュ2アルゼンチン1 インドネシア 1 韓国 1 
7 46 31 15  中国 25タ イ 4エジプト2韓国 2 不パール2 1 \ングうデシュ2アルゼンチン1 ウ1ベキスゲン1
8 54 31 23  中国 34タ イ 4インド平シ了 2エジプト2 不パール2バンゲうデシュ2アルゼンチン1 シリ ア 1
9 5 3  23  30 中国 30タ イ 5 不パール3インド平シ了 2エジプト2パングうデシュ2ブラジル2アルゼンチン1
10 56 24 32 中国 37インド干シア 4タ イ 4エジプト2 ネパール2ブラジル2アルゼンチン1 ギリシャ1
1 1  64 29 35 中国 37タ イ 6 ブラジル4インド不シ7 3パングうデシュ3171レゼンチン2エジプト2 ベトナム 2
12 59 31 28 中国 28タ イ 8ブラジル5インドネシ7 4韓国 4ハングうデシュ3ベトナム 2 イ ラ ン 1
1 3  66 30 36 中国 33タ イ 10インドネシ7 3韓国 5 ブラジル3ベトナム 3 イ ラ ン 1 コンゴ】(民) 11 
14 59 27 32 中国 29タ イ 10韓国 5ブラジル3 ミャンマー 2 イ ラ ン 1 インドネシ7 1 コンゴ】1�1 1
15  65  28  37 中国 30タ イ 10韓国 3ブラジル2 ミャンマー 1 イ ラ ン 1 インドネシ7 3コンゴ】[民) 11 
16  52  23  29 中国 20タ イ 8エジプト4韓国 3インドネシア 3 コンゴー (�) 2 ネパール2 ベトナム 2
17 56 23 33 中国 21タ イ 7 エジプト5韓国 4インドネシ7 3コンゴー (�) 2 不パール1 ベトナム 4
ビ ルマ 1
ブラジルl
韓国 1 スリランカ 1 不パール1 ビ ルマ 1 マレーシ71 1
韓国 1 不パール1 ブラジル1 マレーシ71 1
ザイール1 1 \17ニュイニ7 1 17ィリピン lブラジル1 マレーシ71 1
ブラジル1 17イリピン 1 マレーシ71 1
ネパール1 マレーシ71 1
ネパール1 パナマ 1 マレーシ71 1
コロン ビ了 1 シリ ア 1 台湾 1 パング7デシュ 1 パナマ 1
シリ ア 1 台湾 1 パナマ 1 ブラジル1 ベトナム 1
インドネシ7 1 シリ ア 1 スー ダン 1 パナマ 1 ブラジル1 ベトナム 1 ペルー 1
スー ダン 1 韓国 1 ブラジル1 ベトナム 1 パナマ 1 ベルー 1
シリ ア lスーダン 1 オランダ 1 ギリシャ1 マレーシア 1 韓国 1 
スー ダン 1 ハングうデシュ 2
韓国 1 ギリシャ1 サウジ77ピ7 1 不パール1 マレーシ71 1
サウジ77ピ7 1 ネパール1 17ィリピン 1 マレーシ71 1
サウジ77ピ7 1 ネパール1 パング7デシュ 1 17イリピン 1 マレーシア 1 ミャンマー 1 ベルー 1
サウジ77ピ7 1 スリランカ 1 不パール1 17イリピン 1 ベトナム 1 マレ』シア 1 モルドヴ71 1
サウジ77ピ7 1 スリランカ l不パール2 17イリピン 1 ベトナム 3マレ』シア 1 モルドヴ7 1 台湾
マレ]シア 2 ブラジル1 スリランカ 1 17イリピン 1 モルドヴ7 1 ボリビア 1 パキスタン 1
マレーシ7 2ブラジル2 スリランカ 1 17イリピン 0モルドヴア 1 ボリビア 1 パキスタン 2
7 諸 統 計 389 
1 エジプト2 ボリビア 1
」
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4 )奨学生数(独立行政法人日本学生支援機構)
学 部
学 生 数 第1種奨学生 第2種奨学生
年度
医・医 医・看 薬 計 医・医 医・看 薬 医・医 医・看 薬
平成 7 (16.1%) (19.8%) (20.7%) (5.3%) (8.0%) (5目4%)
995) ω2 187 460 1249 97 37 95 32 15 25 
平成 8 (15.8%) (20.8%) (21.5%) (4.7%) (7.5%) (6.4%) 
996) 594 255 452 1301 94 53 97 28 19 29 
平
(1
成 9 (15.7%) (20.6%) (20目4%) (4.3%) (7.0%) (6.9%) 
997) 598 257 436 1291 94 53 89 26 18 30 
平
(1
成10 (15.6%) (20.9%) (19.6%) (4.8%) (5.4%) (7.0%) 
589 お8 428 1275 92 54 84 28 14 30 
平成11 (15.4%) (21.2%) (19.1%) (7.8%) (6.2%) (9.9%) 
999) 590 260 424 1274 91 55 81 46 16 42 
平
(2
成12 (15.2%) (20.6%) (18.2%) (12.4%) (9.2%) (14.5%) 
000) 587 262 433 1282 89 54 79 73 24 63 
平
(2
成13 (13.2%) (18.0%) (18.2%) (14.2%) (9.6%) (16目4%)
001) 583 261 444 1288 77 47 81 83 73 
平
(2
成14 (12.1%) (17.0%) (15.7%) (17.8%) (13.9%) (20.5%) 
002) 579 259 440 1278 70 44 69 103 36 90 
平
(2
成15 (13.8%) (13.2%) (15.0%) (21.3%) (17.4%) (お.2%)
003) 573 258 452 1283 79 34 68 122 45 105 
平
(2
成16 (12.2%) (10.3%) (16.8%) (25.2%) (19.5%) (24.3%) 
004) 575 262 440 1277 70 27 74 145 51 107 
大学院
学 Fドー 数 第1種奨学生 第2種奨学生
年度
研
医学
究
系
科 研
薬
究
学
科 研
医学
究
系
科 研
薬
究
学
科 研
医学
究
系
科 研
薬
究科
学
平
(1
成 7 (40.6%) (26.3%) (0.0%) (5.3%) 
99 5 )  69 76 145 28 20 。 4 
平
(1
成 8 (36.4%) (20.0%) (0.0%) (3.0%) 
99 6)  77 100 177 28 20 。 3 
平
(1
成9 (27.3%) (19.4%) (1.0%) (1. 9%) 
99 7) 99 108 207 27 21 1 2 
平成10 (19.8%) (22.0%) (0.8%) (1.8%) 
998) 121 109 230 24 24 2 
平
(1
成11 (16.2%) (24.0%) (1. 7%) (12.4%) 
999) 117 121 238 19 29 2 15 
平
(2
成12 (13.7%) (25.2%) (1.4%) (14.6%) 
000) 139 123 262 19 31 2 18 
平
(2
成13 (11. 6%) (25.2%) (0.0%) (19.6%) 
001) 147 143 290 17 36 。 28 
平
(2
成14 (11. 6%) (23.9%) (0.7%) (18.2%) 
002) 147 159 306 17 38 1 29 
平
(2
成15 (9.4%) (24.7%) (1. 3%) (17.7%) 
003) 159 158 317 15 39 2 28 
平
(2
成16 (7.7%) (26.7%) (1.6%) (18.3%) 
004) 183 180 363 14 48 3 33 
ZE当:l 言十
医・医 医・看 薬
(21.4%) (27.8%) (26.1%) (24.1%) 
129 52 120 301 
(20.5%) (28.2%) (27.9%) (24.6%) 
122 72 126 320 
(20.1%) (27.6%) (27.3%) (24.0%) 
120 71 119 310 
(20.4%) (26.4%) (26.6%) (23.7%) 
120 68 114 302 
(23.2%) (27.3%) (29.0%) (26.0%) 
137 71 123 331 
(27.6%) (29.8%) (32.8%) (29.8%) 
162 78 142 382 
(27.4%) (27.6%) (34.7%) (30.0%) 
160 154 386 
(29.9%) (30.9%) (36.1%) (32.2%) 
173 80 159 412 
(35.1%) (30.6%) (38.3%) (35.3%) 
201 79 173 453 
(37.4%) (29.8%) (41.1%) (37.1%) 
215 78 181 474 
ノ口斗 計
研
医学
究
系
科 研
薬
究
学
科 計
(40.6%) (31. 6%) (35.9%) 
28 24 52 
(36.4%) (23.0%) (28.8%) 
28 23 51 
(28.3%) (21. 3%) (24.6%) 
28 23 51 
(20.7%) (23.9%) (22.2%) 
25 26 51 
(17.9%) (36.4%) (27.3%) 
21 44 65 
(15.1%) (39.8%) (26.7%) 
21 49 70 
(11. 6%) (44.8%) (27.9%) 
17 64 81 
(0.0%) (42.1%) (21. 9%) 
67 67 
(10.7%) (42.4%) (26.5%) 
17 67 84 
(9.3%) (45.0%) (27.0%) 
17 81 98 
5 )大学院修了者数
入
定
学
員 総 定員 平 7 平 8 平 9 平10
医 学系研究科 35 140 1 1  25 18 25 
博士課程 (1) (5) (2) (6) 
医 学系研究科 31 62 19 
修士課程
薬学研究科 46 92 28 43 42 45 
博士前期課程 (3) (2) (2) ( 1 )  
薬学研究科 19 57 7 9 10 11 
博士後期課程 (4) (6) (8) (8) 
計 1 31 351 46 77 70 100 
(8) ( 1 3) ( 12) (15)  
6 )学位授与状況
授与 年 度 平 7 平 8 平 9 平10
課程修了 者 人 人 人 人1 1  25 18 25 
医 学博士 論文提出 者 27 15 20 1 3  
計 38 40 38 38 
課程修了 者 7 9 10 1 1  
薬学博士 論文提出 者 7 10 3 5 
計 14 19 13 16 
平11 平12 平 1 3
23  2 3  29 
(10) (4) (5)  
16  12  17  
51  52 51 
(2) (6) (2)  
10  1 3  12  
(5) ( 10) (5)  
100 100 109 
( 17) (20) ( 12) 
7 諸 統 計 391 
平14 平15 平16
24 26 25 
(4) (7) (6) 
24 1 5  2 3  
(1 ) 
65 63 58 
(4) ( 3) (3) 
12  19 16  
(6) ( 1 1) (5)  
125 123  122 
(1 5) (21 ) ( 14) 
( ) は、 外 国人留 学生を示し、 内 数
平1 1 平12 平1 3 平14 平15 平16
人 人 人 人 人 人
2 3  2 3  29 24 26 25 
15  19 16  16 15  10  
38 42 45 40 41 35 
10  1 3  12 12 19  16  
6 4 2 5 3 2 
16 17  14  17  22  18 
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7)科学研究費補助金採択状況
よ」!
平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度
件数 交付金額 件数 父付金額 件数 父付金額 件数 父付金額 件数 父付金額
重点領域研究(1) 2 64， 400 I 39 ， 500 
重点領域研究(2) υ 「 9， 800 5 12 ， 400 4 9 ， 700 1 3  26， 400 
特 定 領域研究(2)
特定領域研究(A)(I) 1 39 ， 700 
特定領域研究(A)(2) 7 14， 400 
特 定 領域研究(B) 1 10 ， 000 
特定領域研究(C)(2)
般研 究(A)
一般研 究(B) 7 26 ， 800 9 2 1 ，  200 
般研 究(C) 55 61， 000 56 59 ， 100 
基 盤 研 究 (s)
蒸盤研究(A) (1) 3 15 ， 100 2 5 ， 300 
基盤研究(A) (2) l 1 3， 700 1 7 ， 300 1 3， 700 
基盤研究(B) (1) 1 1 ，  600 2 6 ， 800 2 3， 900 
基盤研究(B) (2) 12 29， 800 12 58， 900 1 1  41 ，  700 
基盤研究(B) (学術・海外)
基盤研究(C) (1) 1 2 ， 600 
基盤研究(C) (2) 50 56 ，  700 50 66， 300 55 70， 300 
萌 芽 石汗 究
萌芽的研 究 5 7 ， 600 8 7 ， 200 8 8， 000 
若 手 研 究(A)
若 手 研 究 (B)
奨 励研 究 (A) 14 12 ， 800 28 26， 200 24 22， 800 26 32 ， 100 33 31 ， 600 
試験研究(B) (1) 1 9 ， 500 3 17 ， 200 
試験研究(B) (2) 2 1 ，  400 2 3， 100 
研究成果公開促進費
寸位z占. 術 調 査 1 6 ， 700 1 3， 000 
国際学術研究
P寸立ム. 術 研 qプhし
国際学術研究 1 3， 100 12 ， 444 4 10，  700 
も湯 同 肩汗 qヌhし
国際学術研究 1 1 ，  500 
大学問協力研究
地域連携推進経費(1)
特別研究員奨励費 2 2， 100 2 2 ， 400 4 4， 500 4 4， 200 5 5， 100 
A口、 計 86 123， 400 107 146， 200 106 225， 900 124 275 ， 744 129 242 ， 100 
※間接経費は除く
平成11年度 平成 12年度 平成 1 3年度
件数 父付金額 件数 交付金額 件数 父付金額
1 39 ， 700 
4 7 ， 100 2 6 ， 900 4 1 1 ，  000 
1 9 ， 800 2 17 ， 100 3 31 ， 000 
7 58， 000 7 57 ， 500 
1 2 1 ，  000 1 8 ， 400 4 48， 800 
1 2 ， 000 2 4 ， 600 1 3， 500 
20 69 ， 800 18 74， 600 20 78， 400 
1 3， 000 
50 62 ，  798 50 74， 100 56 82 ， 390 
7 7 ， 500 5 5 ， 900 5 4 ， 300 
27 26 ， 700 29 30 ， 900 26 24， 600 
1 4 ， 920 1 4 ， 000 1 4 ， 300 
3 2 ， 400 3 3， 000 3 2， 700 
1 16  253， 718 121  290， 500 1 30 348 ， 490 
平成 14年度
件数 交付金額
12  88， 600 
3 17 ， 100 
1 2 ， 800 
20 68， 500 
1 1 ， 700 
52 6 3， 600 
6 7 ， 400 
22 30 ， 700 
3 3， 000 
120 283， 400 
7 諸 統 計 393 
平成15年度 平成 16年度
件数 父付金額 件数 交付金額
10 76 ， 900 14 85 ， 700 
3 16 ， 300 
1 2 ， 900 1 6， 100 
21 86， 300 19 76 ， 400 
1 2 ， 500 
1 1 ，  300 
48 76， 200 56 81， 100 
8 1 1 ，  800 1 3  19 ， 100 
21  31 ， 300 21  29 ， 400 
1 3， 100 
5 5 ， 100 3 3， 600 
120 31 3， 700 127 301 ，  400 
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8 施 設 等
1 )配 置 図
杉谷地区
乙3土地豊富綴: 321忠告1nl
む手緩納務総{惣) : 37.846nl 
。野球場 .�露床研究機 @実験実望書機器棟 @解剖t車
@陸上競技場 @築学研究資料館 @薬学総研究練 ⑧生命科学実験センター
@ブール @福利匝厚生練 @寺霊E護学科研究棟 @薬用.ti物宮司
.�雪議自軍f設会 @何��ß宣言書館 @講義実習練 @テニスコート
@額際交流会館 @和漢薬研究棟 @室・薬学部研究機 @弓道場
@附属病院 @共同事IJ用研究棟 @武道館 �NMR装霞撚
@望書1里線 @医学部研究棟 @体育館
2 ) 土地建物面積一覧表
区 分 土地(ぱ)
事 務 局 管 理 棟
講 義 実 習 棟
解 音リ 棟
医 学 部 研 究 棟
臨 床 研 究 棟
看 護 学 科 研 究 棟
薬学 部 研 究 棟
医 ・ 薬学 部 研 究 棟
和 i莫 薬研究 所 研 究 棟
共 同 利 用 研 究 棟
実 験 実 習 機 器 棟
附 属 病 院
杉 附 属 図 書 館
谷
薬学 研 究 資 料 館
薬 用 植 物 園 321， 89 1 
地
生命科学 実験セ ン タ ー
区
福 平日 厚 生 4東
体 育 館
武 道 館
弓 道 館
屋 外 運 動 施 設
職 員 � 三毛 館
国 際 交 流 会 館
そ 。〉 他
計
看 護 自市 宿 舎
杉 谷 地 区 計 321， 89 1  
王玉 五 福 宿 舎福地
職 員 宿 古"'-
7 ， 112 
区 C 
主間地区μζ i 職 員 宿 舎 14， 333 
メ口込 計 343 ， 336 
建物
建面積(rrl) 延面積(rrl)
8 77 3 ， 286  
2 ， 317 6 ，987  
804 885 
2 ， 481 16， 39 6  
35 8 1 ， 433 
1 ， 020 6 ， 159 
8 79 5 ，981 
620 3 ， 145 
5 8 1  3 ， 486  
5 74 3 ， 010 
234 468 
13 ， 39 7  45 ， 302 
79 1 2 ，9 40 
402 605 
785 986  
2 ， 472 7 ， 074 
1， 423 2 ， 327 
1 ， 5 73 1， 5 73 
335 335 
126 126 
108 18 6 
45 7 1， 061 
4， 066 5 ， 072 
36 ， 680 118 ， 823 
1 ， 166 4， 768 
37 ， 846 123 ， 5 9 1  
1 ， 163 3 ，9 77 
88 88 
2 ， 592  8 ， 8 74 
41， 689 136 ， 5 30 
8 施 設 等 395 
(平成 16年 4 月 1 日 現 在)
備 考
薬効解析 セ ン タ ー 135 ぱ
実験実習機器セ ン タ ー 64ぱ
実験実習機器セ ン タ ー 35 8 ぱ
実験実習機器セ ン タ ー 35 8 rrl  
高 エ ネ ル ギ一 治療棟
MRI-CT 装置棟等 を含む
保健管理セ ン タ ー 280 rrl  
敷 地 14， 082 rrl  
放射線生物解析分野 1， 275 rrl 
ゲ ノ ム 機能解析分野 1， 5 09 rrl  
生物資源 開発 分野 4， 29 0 rrl  
陸上競技場 19 ， 032rrl 
テ ニ ス コ ー ト 7 ， 668 rrl 
野球場 11， 9 10凶
プ ー ル(25 m) 937rrl 
機械室、 倉庫、 更衣室等
a 型76戸、 b 型33戸
d 型48戸
e 型 1 戸
b 型72戸、 C 型66戸
(小数点以下四捨五入)
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9 附属 図書館
( 1 ) 蔵 書 冊 数
M1 。 1 2 3 4 5 6 7 8 9 雑誌の社 会 科自 然学 芸 術 言十 種類数総 記 哲 学 歴 史 科 学 工 学 産 業 三口五口 一￡才辛一牟 文 学
平成 手日 3， 186 3， 538 2， 280 5， 104 61， 609 2， 221 650 1， 390 2 ， 400 2 ，  761 85 ， 1 39 2 ， 032 
7 年度 洋 1， 296 1 ，  029 143 400 72， 857 827 167 64 2 ， 244 611 79， 638 1， 991 
計 4， 482 4， 567 2 ， 423 5， 504 134， 466 3， 048 817 1 ，  454 4， 644 3， 372 164， 777 4， 023 
平成 手口 3， 216 3， 608 2 ， 296 5 ， 191 63， 474 2， 229 654 1，  395 2 ， 423 2 ，  792 87， 278 2 ， 038 
8 年度 洋 1， 298 1，  041 146 410 75， 024 829 167 65 2 ， 25 1  635 81， 866 2， 001 
計 4， 514  4， 649 2， 442 5， 601 138， 498 3， 058 821 1 ，  460 4， 674 3， 427 169， 144 4， 039 
平成 和
2， 985 3， 863 2， 300 5 ， 428 65， 518 2 ， 236 659 1 ， 407 2 ， 412 2 ， 828 89， 636 2， 049 
9 年度 洋 1， 237 1， 052 151 414 77， 271 821 167 65 2 ， 248 685 84， 111 2， 037 
計 4， 222 4， 915 2， 451 5 ， 842 142， 789 3， 057 826 1 ，  472 4， 660 3， 5 13  173， 747 4， 086 
平成 手口 3， 005 3， 955 2 ， 330 5 ， 499 66 ， 977 2 ， 248 666 1， 449 2 ， 433 2 ， 865 91， 427 2， 058 
10年度 洋 1， 242 1， 097 15 1 417 79 ，  713 826 171 65 2 ， 250 686 86， 618 2， 069 
計 4， 247 5， 052 2 ， 481 5， 916 146 ， 690 3， 074 837 1， 5 14 4， 683 3， 551 178， 045 4， 127 
平成 干日 2， 917 4， 024 2， 326 5， 702 68， 651 2， 181 593 1， 461 2， 467 2， 903 93， 225 2， 065 1 
1 1年度 洋 1， 213 1，  147 155 420 82， 269 808 151 65 2 ， 257 696 89， 181 2， 116 
計 4， 130 5， 171 2 ， 481 6， 122 150， 920 2 ， 989 744 1，  5 26 4， 724 3， 599  182， 406 4， 181 
平成 和
2， 954 4， 088 2， 362 5， 800 70， 737 2 ， 188 597 1 ，  468 2 ， 499 2 ， 920 95 ， 613 2， 068 
12年度 i羊 1， 228 1，  180 156 431 84， 658 811 15 1 66 2 ， 268 712 91 ，  661 2， 124 
計 4， 182 5 ， 268 2 ， 518 6， 231 155， 395 2 ， 999 748 1， 534 4， 767 3， 632 187， 274 4， 192 
平成 手口 2 ， 968 4， 172 2， 409 5， 893 72， 465 2， 193 599 1 ，  475 2 ， 5 75 2 ， 928 97， 677 2， 071 
1 3年度 i羊 1， 230 1， 231 159 442 86， 815 815 151 67 2， 270 719 93， 899 2 ， 136 
言十 4， 198 5 ， 403 2 ， 568 6 ， 335 159， 280 3， 008 750 1， 542 4， 845 3， 647 191， 576 4 ， 207 
平成 和
2， 975 4， 281 2 ， 454 5， 973 74， 486 2 ， 213 601 1 ， 482 2 ， 613 2 ， 941 100， 019 2， 106 
14年度 洋 1， 233 1， 260 160 455 89， 213 816 151 69 2， 275 723 96， 355 2 ， 150 
計 4， 208 5 ， 541 2， 614 6 ， 428 163， 699 3， 029 752 1，  55 1 4， 888 3， 664 196， 374 4， 256 
平成 手口 2， 944 4， 370 2， 471 6， 116 75， 757 2 ， 224 604 1，  494 2， 656 2， 963 101， 599 2， 133 
15年度 洋 1， 234 1， 291 160 461 91， 193 816 151 69 2 ， 279 730 98， 384 2 ， 15 3  
計 4， 178 5， 661 2， 631 6， 577 166， 950 3， 040 755 1，  563  4， 935 3， 693 199， 983 4， 286 
平成 和
2， 95 1 4， 443 2 ， 496 6， 203 77 ， 302 2 ， 233 606 1 ， 5 04 2， 683 3， 041 103， 462 2， 146 
16年度 i羊 1， 234 1， 308 160 468 93， 066 817 151 69 2， 296 746 100， 315 2 ， 167 
計 4， 185 5 ， 751 2， 656 6， 671 170， 368 3， 050 757 1 ，  573 4， 979 3， 787 203， 777 4， 31 3 
( 2 ) 利 用 状 況
年 度 入館者数 館外貸出 冊数
平成 7 年度 146， 608 16 ， 860 
平成 8 年度 191 ，  550 16 ， 482 
平成 9 年度 185， 656 15 ， 330 
平成 10年度 214， 815  14， 590 
平成 11年度 215 ， 310 14， 1 32 
平成12年度 202，  195 14， 142 
平成1 3年度 202， 376 1 3， 572 
平成14年度 190， 191  2 1 ，  185  
平成15年度 202， 244 14， 124 
平成16年度 183， 411  12 ， 905 
( 3 ) 文献複写( 相互貸借件数)
年 度 受 付 依 頼
平成 7 年度 5， 045 3， 547 
平成 8 年度 6， 199 4 ， 118  
平成 9 年度 7， 557 5 ， 086 
平成 10年度 7， 545 6 ， 619  
平成 11年度 8， 089 6 ， 662 
平成12年度 7， 729 6 ，  128 
平成 1 3年 度 4， 977 5 ， 826 
平成 14年度 5， 902 5 ， 430 
平成 15年度 6， 097 4 ， 358 
平成16年度 5， 509 4， 647 
(4 ) 資 料 費
平成 7 年度 75， 882千 円
平成 8 年度 87， 165千 円
平成 9 年度 99， 369千円
平成10年度 114 ， 375千円
平成11年度 1 1 1 ，  187千 円
平成 12年度 106， 038千 円
平成1 3年度 101 ， 381千円
平成 14年度 120， 202千 円
平成 15年度 1 37 ， 005千円
平成16年度 126， 209千 円
」
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10 附 属 病 院
( 1 ) 病 床 数 ( 7 月 1 日 現在の病症数) 単位 : 床
l:L: 承 認 (実 在) 病 症予算病床 般 病 症 精神 備 考普通 言十 合計NICU ICU RI 病床
平成7 年度 600 579 9 4 592 20 612 
平成8年度 600 579 9 4 592 20 612 
平成9年度 600 579 9 4 592 20 612 
平成10年度 600 579 9 4 592 20 612 
平成1 1年度 600 577 9 6 592 20 612 ICU 4 床→ 6 床
平成12年度 600 577 9 6 592 20 612 
平成1 3年度 600 554 9 6 569 43 612 精神20床→43床
平成14年度 600 554 9 6 569 43 612 
平成15年度 612 554 9 6 569 43 612 
平成16年度 612 554 9 6 569 43 612 
平成17年度 612 554 9 6 569 43 612 
( 2 )  診療科別病床数 ( 7 月 1 日 現在の病床数)
よ手竺 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平12年成度 平 成7 年度 8 年度 9 年度 10年度 11年度 13年度
第 一 内 科 50 50 50 50 50 50 50 
第 二 内 科 50 50 50 50 50 50 50 
第 三 内 科 50 50 50 50 50 53 53 
皮 膚 科 12 12 12 12 12 10 10 
よ巴 科 29 29 29 29 29 28 28 
神経科精神科 41 41 41 41 41 43 43 
放 射 線 科 10 10 10 10 10 10 10 
第 一 外 科 50 50 50 50 50 50 50 
第 二 外 科 50 50 50 50 50 50 50 
脳 神 経 外 科 27 27 27 27 27 27 27 
整 形 外 科 49 49 49 49 49 52 52 
産 科 婦 人 科 40 40 40 40 40 46 46 
限 科 26 26 26 26 26 26 26 
耳 鼻 咽 喉 科 28 28 28 28 28 28 28 
泌 尿 器 科 30 30 30 30 30 32 32 
麻 酔 科 5 5 5 5 5 2 2 
歯科 口腔外科 13 13 13 13 13 13 13 
和 漢 診 療 部 15 15 15 15 15 1 5  1 5  
救 急、 部
神 経 内 科
共 通 37 37 37 37 37 27 27 
I C U (4) (4) (4) (4) (6) (6) (6) 
N I C U (9) (9) (9) (9) (9) (9) (9) 
計 612 612 612 612 612 612 612 
注 ICU に つ い て は 、 共通 の 内 数、 NICU に つ い て は 、 小児科の 内 数
平 成14年度
50 
50 
53 
10 
28 
43 
10 
50 
50 
27 
52 
46 
26 
28 
32 
2 
13 
15 
27 
(6) 
(9) 
612 
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単位 : 床
平 成 平 成 平 成15年度 16年度 17年度
50 50 50 
50 56 42 
53 53 53 
10 10 10 
28 28 32 
43 43 43 
10 10 10 
50 38 38 
50 50 50 
27 27 27 
52 52 52 
46 46 46 
26 20 20 
28 28 28 
32 32 32 
2 2 2 
13 13 13 
15 15 11  
6 6 
14 
27 33 33 
(6) (6) (6) 
(9) (9) (9) 
612 612 612 
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( 3 )  診療科別病床稼働率
よそ? 平 成 平 成 平 成 平 成 平11年成度 平 成 平 成 平 成 平 成 平16年成度7 年度 8 年度 9 年度 10年度 12年度 13年度 14年度 15年度
第 一 内 科 86. 2 84. 9 86. 2 81 .  6 94. 3 93. 8 99. 0 92. 3 99. 5 98. 9 
第 二 内 科 101 . 1 99. 0 105. 4 106. 7 107. 3 103. 1 1 14 . 2 1 1 1 . 5 1 12 . 2 100. 5 
第 三 内 科 93. 1 96. 2 104. 2 102. 3 105. 8 101 .  3 95 . 3 100. 7 107. 5 1 17 . 7 
皮 膚 科 68. 9 50. 8 53. 7 50. 4 55 . 3 82. 1 94. 2 87. 5 73. 3 74. 4 
ノ! 日U 科 93. 8 1 10. 2 98. 7 92. 4 89. 9 97. 9 108. 4 108. 4 105. 0 87. 8 
神経科精神科 93. 1 100. 5 97. 1 101 .  7 99. 5 93. 6 98. 9 99. 8 98. 2 94. 2 
放 射 線 科 47. 3 58. 7 57. 2 61 .  0 60. 3 93. 3 104. 4 89. 0 89. 3 85. 8 
第 一 外 科 98. 7 84. 6 81 .  5 88. 1 83. 9 93. 3 77. 8 77. 0 75 . 8 79. 0 
第 二 外 科 88. 9 92. 5 94. 0 92. 4 93. 4 94. 5 92. 9 90. 0 93. 8 105. 3 
脳 神 経 外 科 100. 6 100. 8 97. 7 99. 3 96. 8 96. 3 99. 6 104. 0 97. 4 98. 7 
整 形 外 科 107. 1 107. 3 103. 2 100. 5 102. 5 98. 8 98. 4 92. 2 95 . 4 97. 5 
産 科 婦 人 科 88. 3 96. 5 82. 5 1 10. 4 110 . 2 101 .  9 92. 8 95 . 1 96. 6 89. 1 
H艮 科 101 . 7 9 1 .  1 87. 4 92. 6 94. 6 83. 4 89. 2 87. 9 55. 2 86. 1 
耳 鼻 咽 喉 科 94. 8 92. 0 92. 9 99. 5 87. 9 85. 6 86. 2 112 . 5 1 16 . 3 103. 6 
泌 尿 器 科 86. 0 104. 1 1 13. 8 110 . 7 107. 0 100. 9 96. 0 97. 1 84. 2 9 1 .  0 
麻 酔 科 30. 8 40. 9 30. 1 17 . 0 5 . 1 26. 4 34. 8 42. 5 33. 6 45. 8 
歯科 口腔外科 99. 1 83. 5 86. 2 77. 7 91 .  7 95. 4 76. 1 79. 1 86. 1 75. 6 
和 漢 診 療 部 95 . 7 86. 2 93. 6 84. 5 96. 0 89. 0 78. 5 69. 4 63. 1 89. 1 
f交 急 部 17 . 2 
計 87. 4 88. 0 87. 5 89. 1 89. 9 9 1 .  5 90. 9 90. 9 90. 0 90. 0 
( 4 )  診療科別患者延数
ア . 外来
10 附 属 病院 401 
単位 : 人
外 来 患 者 数 |与とh 平 成 平 成 平 成度 平 成 平 成 平 成度 平 成 平 成 平 成度 平 成 |7 年 度 8 年 度 9 年 10年度 1 1 年 度 12年 13年度 14年 度 15年 16年度
第 一 内 科 20， 580 2 1 ，  622 21， 851 22， 127 23， 370 23， 800 23， 346 23， 176 23， 579 24， 384 
第 二 内 科 22， 675 24， 347 24， 844 25 ， 973 28， 270 30， 525 32， 086 30， 953 31， 481 30， 666 
第 三 内 科 20， 401 21， 096 2 1 ，  393 23， 241 23， 7 1 1  26， 007 27 ， 303 27， 977 27 ， 919  25， 867 
皮 膚 科 18， 726 17 ， 504 16 ， 749 16 ， 926 16 ， 282 17 ， 128 17 ， 798 17 ， 157 18， 624 17 ， 060 
見1 科 13， 356 13 ， 090 13 ， 146 12 ， 580 12 ， 247 1 1 ， 445 12 ， 744 12 ， 694 12 ， 934 1 1 ， 914 
神 経 科 精 神 科 13，  725 15， 192 17 ， 149 18， 0 1 1  18 ， 572 19 ， 761 20， 494 20， 990 21， 433 22， 637 
放 射 線 科 4， 673 4， 647 4，  766 4， 802 4， 463 4， 873 5 ，  151  5 ， 794 6 ， 389 6 ， 588 
第 一 外 科 6， 1 1 5  5 ， 993 5 ， 880 5 ， 612 5 ， 055 4， 602 4， 850 4， 695 4， 369 3 ， 915  
第 二 外 科 10， 450 10 ， 705 1 1 ， 012 10 ， 535 10 ， 495 9 ， 998 9 ， 915  10 ， 078 9 ， 102 8， 142 
脳 神 経 外 科 6， 265 6 ， 797 6 ， 646 6 ，  736 7 ， 1 13  8， 618 8， 612 8 ， 603 8， 043 7 ， 751  
整 形 外 科 19， 376 20， 056 18 ， 242 16 ，  759 17 ， 144 19 ， 846 20， 835 20， 888 20， 351 19 ， 732 
産 科 婦 人 科 13， 351 12 ， 420 1 1 ， 536 12 ， 659 14， 161  15 ， 004 15 ， 758 13 ， 940 13 ， 109 13 ， 480 
眼 科 19， 143 18， 542 18， 479 19 ， 508 2 1 ，  218 21 ，  183 2 1 ， 616  22， 128 21， 336 20， 132 
耳 鼻 咽 喉 科 15， 596 16 ， 409 16 ， 332 16 ， 653 15 ， 741 17 ， 472 17 ， 654 17 ， 268 16 ， 584 15 ， 140 
泌 尿 器 科 10， 779 10 ， 834 10 ， 483 10 ， 331 10 ， 848 10 ， 963 1 1 ， 006 10 ， 857 10 ， 998 1 1 ， 243 
麻 酔 科 3， 172 3 ， 229 3 ， 461 3 ， 830 3 ， 760 3 ， 936 3 ， 744 4， 534 5 ， 037 4， 872 
歯 科 口 腔 外 科 7， 826 7 ， 545 7 ， 962 9 ， 303 8 ， 465 8， 861 10 ， 253 10 ， 550 12 ， 076 10 ， 935 
手口 i莫 診 療 部 21 ，  312 20， 7 1 1  19 ， 213  18，  737  18 ， 392 18， 726 18， 1 18  15 ， 827 15 ， 139 14， 170 
救 急、 在日 1 ，  004 
Z口h 計 247 ， 521 250， 739 249 ， 144 254， 323 259 ， 307 272， 748 281 ， 283 278 ， 109 278 ， 503 269， 632 
診 療 日 数 246 245 245 245 244 245 245 245 246 243 
一 日 平均患者数 1， 006， 2 1 ， 023. 4 1 ， 016 . 9 1 ，  038. 1 1 ， 062. 7 1 ， 1 13 . 3 1 ，  148. 1 1 ，  135 .  1 1 ，  132.  1 1 ，  109. 6 
402 資 料
イ . 入 院 単位 : 人
よご! 入 院 患 者 数 |平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 |7 年 度 8 年 度 9 年 度 10年度 1 1 年 度 12年度 13年度 14年 度 15年 度 16年度
第 一 内 科 15 ， 772 15 ， 493 15 ， 734 14， 892 17 ， 250 17 ， 125 18， 069 16 ， 837 18， 201 18， 042 
第 二 内 科 18， 507 18 ， 069 19 ， 232 19 ， 471 19 ， 644 18， 820 20， 833 20， 342 20， 540 20， 535 
第 三 内 科 17 ， 030 17 ， 563 19 ， 013  18 ， 667 19 ， 356 19 ， 592 18， 429 19 ， 471 20， 848 22， 774 
皮 膚 科 3， 026 2 ， 227 2 ， 350 2 ， 208 2 ， 429 2 ， 995 3 ， 439 3 ， 193 2 ， 682 2 ， 7 15  
児 科 9， 952 1 1 ， 663 10 ， 449 9 ， 783 9 ， 217  10 ， 007 1 1 ，  076 1 1 ，  076 10 ， 763 10 ， 253 
神 経 科 精 神 科 13， 973 15 ， 044 14， 532 15 ， 225 14， 928 14， 690 15 ， 525 15 ， 655 15 ， 451 14， 787 
放 射 線 科 1 ，  733 2 ， 141 2 ， 087 2 ， 226 2 ， 206 3 ， 405 3 ， 811  3 ， 245 3 ， 267 3 ，  130 
第 一 外 科 18， 063 15 ， 444 14， 872 16 ， 070 15 ， 357 17 ， 024 14， 201 14， 058 13 ， 879 10 ， 953 
第 二 外 科 16， 260 16 ， 890 17 ， 153 16 ， 865 17 ， 100 17 ， 240 16 ， 957 16 ， 416 17 ， 156 19 ， 222 
脳 神 経 外 科 9， 940 9 ， 933 9 ， 624 9 ， 782 9 ， 570 9 ， 492 9 ， 815 10 ， 250 9 ， 621 9 ， 729 
整 形 外 科 19， 203 19 ， 190 18 ， 456 17 ， 979 18， 761 18，  750 18， 670 17 ， 495 18，  156 18， 509 
産 科 婦 人 科 12， 933 14， 087 12 ， 047 16 ， 124 16 ， 140 17 ， 104 15 ， 586 15 ， 966 16 ， 265 14， 960 
眼 科 9， 681 8， 648 8 ， 292 8，  789 9 ， 003 7 ， 917 8， 463 8， 341 5 ， 255 6 ， 288 
耳 鼻 咽 喉 科 9， 712 9 ， 402 9 ， 499 10， 169 9 ， 007 8 ， 750 8 ， 811  1 1 ，  495 1 1 ，  920 10 ， 592 
泌 尿 器 科 9， 445 1 1 ， 394 12 ， 457 12 ， 123 1 1 ， 747 1 1 ， 781 1 1 ， 214 1 1 ， 342 9 ， 859 10 ， 625 
麻 酔 科 563 747 549 31 1  75  193 254 310 246 334 
歯 科 口 腔 外 科 4， 716 3 ， 964 4， 092 3 ， 689 4， 362 4， 525 3 ， 609 3 ，  751  4， 096 3 ， 589 
平日 漢 診 療 部 5 ， 256 4， 719 5 ， 127 4， 629 5 ， 273 4， 872 4， 298 3 ， 802 3 ， 465 3 ， 577 
救 急、 音日 376 
l口斗 計 195， 765 196 ， 618 195 ， 565 199， 002 201 ，  425 204， 282 203， 060 203， 045 201 ， 670 200， 990 
診 療 日 数 366 365 365 365 366 365 365 365 366 365 
一 日 平均患者数 534. 9 538. 7 535. 8 545. 2 550. 3 559. 7 556. 3 556. 3 551 .  1 550. 7 
( 5 )  地域別患者数
新入院患者数
道空 平 成7 年 度
富 山 県 5 ，  105 
石 川 県 43 
新潟県 200 
岐阜県 142 
長野県 5 
そ の 他 123 
合 計 5 ， 618 
外来患者延数
芯空 平 成7 年 度
富 山 県 232， 871 
石 川 県 3， 205 
新潟県 3， 262 
岐阜県 2， 429 
長 野県 186 
その他 5 ， 568 
合 計 247 ， 521 
平 成8 年 度
5， 249 
47 
207 
135 
8 
133 
5 ， 779 
平 成8 年 度
235， 298 
3 ， 583 
3 ， 582 
2 ， 934 
206 
5 ，  136 
250， 739 
平 成 平 成 平 成9 年 度 10 年 度 11 年 度
5， 260 5 ， 479 5 ， 651 
55 46 55 
227 223 196 
140 169 161 
4 3 9 
127 85 116  
5 ， 813 6 ， 005 6 ，  188 
平 成 平 成 平 成9 年 度 10 年 度 11 年 度
234， 769 240， 446 245， 577 
3 ，  105 3 ， 029 3 ， 018 
3 ， 596 3 ， 500 3， 064 
3 ， 028 2 ， 902 3 ， 128 
212 142 222 
4， 434 4， 301 4， 298 
249 ， 144 254， 320 259， 306 
平 成 平 成12 年 度 13 年 度
5， 826 6 ， 100 
42 71 
212 245 
167 193 
10 8 
124 151  
6 ， 381 6 ， 768 
平 成 平13 年 成度12 年 度
258， 812 267， 025 
2 ， 916 3 ， 259 
3 ， 537 3 ， 504 
3 ， 199 3 ， 840 
221 212 
4， 063 4， 443 
272， 748 282， 283 
10 附 属 病院 403 
単位 : 人
平 成 平 成 平 成14 年 度 15 年 度 16 年 度
6， 604 6 ， 787 7 ， 059 
93 107 1 10  
288 289 269 
237 222 180 
4 5 7 
129 164 265 
7 ， 355 7 ， 574 7 ， 890 
単位 : 人
平 成 平 成14 年 度 15 年 度 16 年 度
263， 139 262， 777 253， 959 1 
3 ， 318 3 ， 217 3 ， 017 
3 ， 844 4， 1 13  3， 971 
4， 095 4， 149 2 ， 980 
174 248 338 
3 ， 539 3 ， 999 5 ， 367 
278， 109 278， 503 269， 632 
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( 6 )  臨床検査件数 単位 : 件
i11 平7 年 成度 平 成 平9 年 成度 平10 年 成度 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成8 年 度 1 1 年 度 12 年 度 13 年 度 14 年 度 15 年 度 16 年 度
一般検査 109， 444 91 ，  569 88， 112 90， 820 96， 798 87， 096 81 ， 657 68， 671 67， 299 47， 201 
血
検査
液学的 317， 072 180， 898 175， 196 166 ， 016 207 ， 377 212， 402 180， 307 186， 311 173， 361 192， 025 
検
生化
査
学的 1， 270， 030 1 ，  240 ， 921 1， 210， 866 1 ，  220， 057 1 ， 531 ， 356 1 ， 547 ， 263 1， 351 ， 850 1， 390， 550 1， 352， 952 1 ，  430， 847 
内分
検
泌学
的 査 22， 645 13， 029 12， 427 14， 534 25 ， 613 23 ， 990 27， 979 26， 694 13， 843 28， 410 
検
免疫
査
学的 118， 935 95， 779 90， 385 97， 519 133， 289 138， 052 128， 991 128， 624 127， 313 98， 001 
微
的
生
検
物
査
学 28， 955 24， 870 20， 799 23， 474 27， 900 28， 744 24， 029 21 ，  394 20， 126 13， 867 
病
検
理
査
学的 13， 338 13， 392 12， 293 12， 335 12， 659 13， 925 8， 230 8， 529 8， 608 7， 565 
そ の 他
査
検
体検 47， 015 46， 887 44， 1 1 1  1 ，  832 48， 543 55， 930 58， 204 55， 622 56， 364 4， 670 
生理機能 115， 833 137， 778 134， 442 142， 738 193， 969 186， 996 151 ， 163 152， 847 143， 997 102， 318 検査
採
液
血 ・ 採
検査 49， 801 50， 630 44， 176 49， 332 43 ， 01 1  45， 690 52， 622 51， 386 64， 515 53， 414 
内視鏡検 7， 803 7 ， 936 7 ， 370 7 ， 229 8， 427 8， 618 7 ， 312 7， 872 5， 716 6， 314 査
そ の 他 2， 857 2 ， 368 1， 555 2， 097 1 ， 752 1 ， 753 5， 094 1， 432 339 306 
合 計 2， 103 ， 728 1， 906， 057 1， 841 ，  732 1， 827 ，  983 2， 330， 694 2， 350， 459 2， 077， 438 2， 099， 932 2， 034， 433 1 ，  984， 938 
( 7 )  手術及び麻酔件数 (手術部手術室 で、行 っ た 件数)
手 術 件 数:X1 。 -999 1 1 ，  000 - 1 3， 000 - 1 5 ，000 - 1 10 ， 000 - 1 15 ， 000 - 120 ，以00上0 点点 2 ，999点 4，999点 9，999点 14，999点 19，999点 計
平成 7年度 359 358 276 576 481 
平成 8年度 360 429 274 629 487 
平成9 年度 339 436 310 630 487 
平成10年度 232 501 235 549 526 
平成11年度 162 470 241 537 606 
平成12年度 79 391 455 715 460 
平成13年度 109 333 440 692 371 
平成14年度 85 369 416 671 373 
平成15年度 84 354 592 661 392 
平成16年度 43 293 515  693 424 
( 8 )  X 線診断検査及び R I 検査件数ザて
平成 7 年度
平成 8 年度
平成 9 年度
平成10年度
平成11年度
平成 12年度
平成13年度
平成 14年度
平成15年度
平成16年度
撮影件数及 び透析件数
撮影件数 透視件数 CT 件数
59， 443 2 ， 849 7 ， 7 15  
52 ， 286 2 ， 727 7 ， 800 
5 1 ，  409 2 ， 723 7 ， 856 
50， 857 2 ， 585 7 ， 996 
50， 917  2 ，  721  8 ， 332 
53， 074 2 ，  772 8 ， 974 
53 ， 445 2 ， 613 9 ， 829 
55 ， 428 4， 164 10 ， 1 14 
55 ， 285 3 ， 450 10 ， 549 
52， 427 4， 292 1 1 ， 601 
445 735 3 ， 230 
433 793 3 ， 405 
440 728 3 ， 370 
513  881 3 ， 437 
515  847 3 ， 378 
353 962 3 ， 415 
318 1 ， 063 3 ， 326 
362 1， 144 3 ， 420 
353 1， 069 3 ， 505 
321 1 ，  226 3 ， 515  
MRI 骨塩 定 量
1 ，  395 49 
1， 870 391 
2 ， 316 301 
2 ， 646 394 
2 ， 915  366 
3 ， 783 293 
6 ， 065 318 
4， 604 363 
4， 929 408 
4， 689 434 
10 附 属 病院 405 
単位 : 件
麻 酔 件 数
。 -999 1 ， 000 点 計占 以上
583 1 ， 807 2 ， 390 
528 1， 910  2 ， 438 
566 2 ， 016 2 ， 582 
613 2 ， 049 2 ， 662 
602 1， 817 2 ， 419 
543 1， 578 2 ，  121  
464 1， 495 1， 959 
337 1， 608 1， 945 
233 1， 627 1， 860 
478 2 ， 121  2 ， 599 
単位 : 件
RI 検査
イ ン ビ ボ イ ン ピ ト ロ
4， 864 19 ， 742 
4， 353 16 ， 272 
4， 345 14， 251 
4， 142 14， 918 
4， 044 15 ， 062 
4 ， 0 1 1  14， 404 
4， 935 。
3， 582 。
3 ， 549 。
3， 542 。
406 資 料
( 9 )  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン件数 単位 : 件
ぱ
理 学 療 法 老人 脳患(3発加血月症管算以後疾内)
作 業 療 法
早期 介達
消 炎 ギ ブ ギ ブ
その患者 早期 (簡 単) I (複 雑) (簡 単) I (複 雑) 鎮痛 ス シ ス 採 計数 理学 牽 引 他
6 月 6 月 6 月 6 月 7 日
療
運動
法
作
療
業
法
6 月 6 月 6 月 6 月 処置 一 不 型料
内 超 内 超 以 内 内 超 内 超
平 7年 10， 1ω 5， 509 813 。 311 250 2， 758 447 19 562 。 。 10， 670
平 8年 10， 063 0 1  5， 7ω 550 。 286 941 3， 134 198 471 。 。 10， 443
平 9 年 10， 711 o 1 6， 538 250 。 144 248 3， I I I  211 601 。 。 11. 103 
平 10年 9， 745 o 1 5， 433 958 。 I I I  238 2， 677 174 。 503 。 o 1 10， 094 
平 11年 8， 823 0 1  5， 070 827 。 。 316 4訂 2， 423 lω 。 343 。 0 1  9， 577 
平 12年 9， 657 0 1  5， 601 747 。 。 418 293 2， 516 216 32 557 。 0 1 10， 381 
平 13年 12， 385 0 1  8， 470 758 39 4 。 1. 230 551 1. 690 473 295 lω 425 122 。 o 1 13， 676 
単位 : 件
理 学 療 法 作 業 療 法
ぱ
早期
AD 退院
その 早期
AD 退院 ギ ブ
その患者
数
平 14年 12， 009 
平 15年 12， 183 
平 16年 12， 575 
個 別 集 団
1 単 2 単 3 単 1 単 2 単
位 位 位 位 位
7， 109 。 。 657 。
7， 416 。 。 55 。
7， 401 。 84 。
L 加 時指
加算 他
算 導
849 。 132 
479 。 127 
719 。 140 
(10) 分 娩 件 数
正 常 分 娩
個 別 集 団
1 単 2 単 3 単 1 単 2 単
位 位 位 位 位
0 1  1. 940 4211 171 17 
0 1  2， 607 2731 101 。
0 1 2， 856 149 53 。
ー 一
L 加
加算
算
226 
164 
478 
単位 : 人
異 常 分 娩
計
よぞ
成 熟 児 未 熟 児 成 熟 児 未 熟 児
平成 7 年度 99 20 32 35 186 
平成 8 年度 123 20 40 46 229 
平成 9 年 度 99 18 25 40 182 
平成10年度 113  5 20 73 211 
平成11年度 158 8 16 67 249 
平成12年度 103 9 60 64 236 
平成13年度 115 19 35 58 227 
平成14年度 114 26 33 59 232 
平成15年度 130 27 57 63 277 
平成16年度 117 19  42  57 235 
時指 ス 採 メn込三ロt
他
導 型料
72 1 1 11， 609 
56 24 。 11. 302 
65 45 0 1 11， 990 
(1 1 )  年度別処方筆発行枚数ぷf 外入 院 院 内
平成 7 年度 55， 613 88， 780 
平成 8 年度 56， 586 82 ， 491  
平成 9 年度 56， 281 85， 472 
平成10年度 58， 154 97 ， 048 
平成11年度 56， 866 100， 771  
平成12年度 58， 558 103， 910  
平成13年度 58， 9 1 1  85 ， 484 
平成 14年度 67， 517  82， 888 
平成15年度 68， 105 88， 656 
平成16年度 76， 795 77 ， 718 
(12) 死亡患者数及び病理解剖件数い! 死 亡 ，患 者 数男 女 言十
平成 7 年度 135 91  226 
平成 8 年度 147 84 231 
平成 9 年度 144 74 218 
平成 10年度 147 87 234 
平成 11年度 156 93 249 
平成12年度 158 85 243 
平成13年度 138 91  229 
平成 14年度 165 82 247 
平成15年度 152 100 252 
平成16年度 179 1 10  289 
注 ( ) 書 は 、 外来等で外数で示す。
来
言十
院 外
69 ， 384 213 ，  777 
77 ， 488 216 ， 565 
72， 893 214， 646 
62， 429 217 ， 631 
58， 923 216 ， 560 
59 ， 671 222， 139 
79，  754 224， 149 
70， 755 221 ，  160 
64， 529 221 ，  290 
74， 172 228， 685 
病 理 解 剖
男 女
38 24 
(5) (5)  
44 25 
(3) 
49 21  
48 18 
40 21  
39  17  
37 24 
47 1 1  
3 7  24 
27 19 
10 附 属 病院 407 
単位 : 枚
発
院外
行
処
率
方案
%
| 
43. 87 
48. 44 
46. 03 
39.  1 5  
36. 90 
36. 48 
48. 27 
46. 05 
42. 12  
48. 83 
件 数
剖 検 率
計
62 27. 4 
( 10) 
69 29. 9 
(3) 
70 32. 1 
66 28. 2 
61  24. 5 
56 23. 0 
61  26. 6 
58 23. 5 
61  
46 15 . 9 

編 集 後 記
富 山 医科薬科大学 は 、 平成17年 に創 立30周 年 を 迎 え る に あ た り 、 そ の 記念事業の 一環 と
し て 「富 山 医科薬科大学 開 学三十周 年記念誌」 を 刊 行す る こ と と な り 、 編集委員 会 を 設置
し編集作業 を 進め て ま い り ま し た 。 刊行が大幅 に 遅 れ ま し た が、 関係各位の ご援助 に よ り
よ う や く 上梓 の 運 び と な り ま し た 。
本書 は 、 平成17年 4 月 の 第 1 回編集委員 会で、 前 々 巻 「富 山 医科薬科大学 問 学十周年記
念誌」 及 び前巻 「富 山 医科薬科大学 関学二十周年記念誌j の 続編 と し て 、 30周 年 の 記念誌
と し て 編纂す る こ と に な り ま し た 。 し た が っ て 、 構成、 レ イ ア ウ ト 、 装丁等 は 前巻 どお り
と し て 、 主 に 関学20年以 降の こ と が ら を 中心 に 記述 し て い た だ く よ う 退官 さ れ た 方 々 や各
部局、 講座等 に 原稿 を お 願 い い た し ま し た 。 新大学統合前 の 多忙 な 時期 に も かか わ ら ず、
多 く の 方 々 か ら 期 限内 に 原稿 を 提 出 い た だ き ま し た 。 た だ、 統合後の組織再編 な どで事務
作業が円滑 に 行 わ れ な か っ た こ と や 一 部 の 方 の 原稿提 出 が遅れた こ と な どで発刊 が大 き く
遅れ ま し た 。 そ の こ と を 深 く お 詫 び 申 し 上 げ ま す 。
富 山 医科薬科大学 は 、 平成17年10 月 に 県 内 2 大学 と 統合 し 、 (新) 富 山 大学 と し て 新 た
な ス タ ー ト を き り ま し た 。 本書 は 、 富 山 医科薬科大学 と し て の歴史 を 語 る 最後の書物 と な
り ま す が、 皆様の座右 の 書 と な れ ば編集者の望外の よ ろ こ びで ご ざい ま す。
開学三十周 年記念誌編集委員 会
委員 長 白 木公康
一一一 開学三十周 年記念誌編集委員 会
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